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    登場人物


    ガユス…………………攻こう性せい咒じゅ式しき士し、人間。不運と不幸と不遇を兼ね備える


    ギギナ…………………ドラッケン族の咒式剣士。戦乱を求めつづける


    ジヴーニャ……………ガユスの恋人、半アルリアン人


    ウォルロット…………ピエゾ連邦共和国の勇者にして虐ぎゃく殺さつ者しゃ


    ギャリー伯爵…………ピエゾ連邦共和国の老外交官


    ダリオネート…………大投資家


    ラルゴンキン…………エリダナ最高の攻性咒式士、重じゅう機き槍そう士し


    ヤークトー……………ラルゴンキンの副官の千せん眼がん士し


    ジャベイラ……………ラルゴンキンの攻性咒式士、光こう幻げん士し


    イーギー………………ラルゴンキンの攻性咒式士、華か剣けん士し


    リゼリア………………ガユスのかつての生徒、攻性咒式士


    リクルゴ・ゴ…………第十三属、五派の緑炎の巨人、五つ目


    ザムザ・ザ……………第六属、七十四派の天の巨人、五つ目


    ネビロ・ロ……………第十二属、八十派の水銀の巨人、六つ目


    ゲヒンナム・ム………第十三属、三十一派の不死の巨人、六つ目


    ゾレイゾ・ゾ…………第十四属、十四派の光の巨人、古き巨人の長、七つ目


    モルディーン…………ツェベルン龍りゅう皇おう国こく皇族、枢すう機き卿けい会議議長


    キュラソー……………モルディーン麾き下かの翼将、忍者


    ヨーカーン……………モルディーン麾下の翼将、大賢者


    シザリオス……………モルディーン麾下の翼将、正義超人


    ウフクス………………モルディーン麾下の翼将、死し疫えき士し


    イェスパー……………モルディーン麾下の翼将、機き剣けん士し


    ベルドリト……………モルディーン麾下の翼将、虚きょ法ほう士し


    オキツグ………………モルディーン麾下の翼将、侍


    ペディオン……………エリダナに暗躍する謎の男


    キュリオ………………ペディオンの副官
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    十・五章　黎明


    



    　　　　夜の冷たさが、朝顔を美しく咲かせる。


    　　　　雪の静けさが、雪見花を美しく咲かせる。


    　　　　しかし無知と貧困は、人の美しさを作らず、打ち砕いてしまう。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「渺びよう々びようと風の吹く」皇こう暦れき四八九年

    


    



    　前ぜん神楽かぐら暦れき六三〇年代。


    　大陸中央から西部で権勢を誇ったアルダルヌス帝国が没ぼつ落らくし、二十三人の王が乱立していた時代があった。


    　戦乱の二十三王時代を制せい覇はしたのは、マズカリー王だった。


    　乱立する二十三王のなかでも、小国の主であったマズカリー王が、強大な他国を打ち破った理由はいくつかの説がある。


    　いわく、マズカリー王その人の有能さと先見性が大きかった。他の王たちが覇は権けんを争うばかりであったときに、もっとも早くアルダルヌス帝を名目上の主君として擁よう護ごし、大義を手に入れた。同盟と裏切りを最適な時期に行えた。


    　いわく、精強な蛮ばん族ぞくであるツェベルン人や、戦闘民族であるドラッケン族、ランドック人を抱えていた。国民をまとめる光こう翼よく十じゆう字じ教きようを早くに取り入れ、有能な知識人や技術者を集められた。


    　いわく、後ろに敵国を抱えていない地政学的な有利さと、港と穀こく倉そう地帯を抱えていて、戦乱の初期から優位にあった。


    　覇権樹立の理由は、現在においても研究対象とされ諸説が乱立している。だがしかし、他の二十二王を倒して、マズカリー王によるマズカリー王朝が成立したことは史実である。


    　マズカリー王は、無力なアルダルヌス帝を上に掲げて、自身は終生王の地位に留まった。二代マルガリウス王がアルダルヌス帝を廃して、初代マルガリウス帝となる。


    　マズカリー王の勝因には諸説あるが、彼がなした偉業は、戦乱の時代を終結させたことと、もうひとつが経済政策であることで、研究者の意見が一致する。


    　古代世界において、貨か幣へいはほぼそのまま金貨や銀貨や銅貨であった。黄金の価値が金貨の価値であり、銀の価値が銀貨の価値、銅の価値が銅貨の価値を支えていた。


    　当時、大陸という東西に広い場所で交易を行うには、貴金属の価値を基盤にした取引は都合が良かった。


    　いわゆる銀貨を基き軸じく通貨とした銀本位制の経済が、マズカリー王朝に先立つアルダルヌス帝国を繁はん栄えいさせた。しかし、帝国を崩ほう壊かいさせたのも、この経済制度が遠因だったとされる。


    　アルダルヌス帝国の経済が活発化することによって、大量の物資が生みだされたが、主軸通貨である銀の鉱山の発見や開発が遅れていた。


    　つまり、物資の増加量に対して、銀の供給量が足りなくなったため、当然のように物価下落が起こった。今こん日にち銀貨十枚で買える品は、翌日になれば銀貨八枚で買えるため、人々は貨幣の使用を控えた。


    　さらに来年になればもっと安く買えるため、通貨の流通は滞とどこおった。混ぜ物をした粗悪な銀貨ばかりが流通するようになり、さらに通貨流通は停滞する。


    　すると、ますます貨幣が足りなくなり、さらに物価下落が続き、アルダルヌス帝国の流通が減少し、経済が停滞していくことになる。


    　経済の停滞は政治の混乱を招いた。先に挙げたように、弱体化に乗じた二十三人の王が跳ちよう梁りようする事態を招き、アルダルヌス帝国は没ぼつ落らくしたのだ。


    　アルダルヌス帝国の領土と領民をほぼ受け継いだマズカリー王は、初期において銀と同時に国外から輸入した金を用いる、複数本位制経済を執とってより安定した経済を目指した。


    　しかし、マズカリー王は複数本位制経済の限界も理解していた。銀に金を足しても、いずれ経済成長に追いつけなくなる限界が来る。


    　そこで、マズカリー王は前ぜん神楽かぐら暦れき六一三年に通貨制度を改変した。


    　マズカリー王国は紙幣を発行し、これに価値があるとした信用経済を行った。マズカリー王国が価値を保証し、紙切れに価値があるとしたのだ。


    　最初、紙し幣へいの発布を受けた人々は意味が分からなかった。金貨や銀貨ではない紙に価値があると言われても、古代人には理解できなかったのだ。


    　しかし、絶対的な権勢を誇るマズカリー王国が、塩や穀こく物もつなどの必須品の取引で制度を強制的に広めた。


    　西のルルフェス市の銀行で預金をして、東部のパラシオン市の銀行で預金を引きだせるような利便性が受けいれられ、次第に広い国土に浸透していった。


    　紙幣は交換や蓄ちく積せきが簡単で、また現金だけではない信用取引によって交易の安全性や経済効率が高まり、マズカリー王国は空前の繁はん栄えいを築いた。大国がひしめく当時のウコウト大陸において、三大強国のひとつとなった。現在でも〈マズカリーの治〉という善政と繁栄を表わす慣用句が残っている。


    　マズカリー王が死去したあとも、国家が通貨の価値を保証する信用経済は続いた。現代に比べると単純なものではあるが、すでにマズカリー王朝時代で、株や先さき物もの取引、信用手形や小切手などの数々の金融商品が生まれていた。実際、複式簿ぼ記き以外のすべての金融手段が、マズカリー王国時代に成立していたとされる。


    　金本位制はまたマズカリー王国が滅亡してからかなり後代の中世時代において復活し、そのあと大だい恐きよう慌こうの時代まで続いた。しかし現在、先進国で金本位制をとる国は少ない。


    　金の保有量以上に経済が成長すると、金本位制が崩れるということが定義されるのは、近代資本主義の始祖であるゲイブルの理論まで待たなくてはならなかったのだ。


    　マズカリー王朝が隣接するバノン王国と敵対したときは、経済戦争の形となった。マズカリー王の通貨と貿易の経済政策によって、バノン王国の基き軸じく通貨の価値が下がり、金貨が銀貨にまで価値が下がり、銀貨は銅貨になるという状態にまで窮きゆう乏ぼうした。


    　最終的にはバノン王がヘイデリオの教会でマズカリー王に屈する形となり〈ヘイデリオの屈くつ辱じよく〉という故事が残っている。


    　近代経済学を作ったとされるマラメノスやゲイブルの定義以前に、手形や小切手が使用される信用経済の萌ほう芽がを生んだのはマズカリー王だとされる所以ゆえんである。


    　現代に残る伝説で、マズカリー王の遺産が金銀財宝であってどこかに隠されているとされるが、王の政策からすると信しん憑ぴよう性は低い。


    　また、近代資本主義が生まれるのは、マズカリー王朝のかなり後の世、近代期である。


    　資本主義の前提である私有財産が成立するには、民の財産を王や権力者が自由に処分できる二重所有が廃はい絶ぜつされる必要がある。私企業による生産、労働市場を通じた雇用と労働、市場における競争による需じゆ要ようと供給、取引価格の調整には、自由な社会制度が必要であった。


    　さらには量や質を誤魔化しその場かぎりの売り逃げを考え、詐さ欺ぎ師しと変わらない古代の商人から、良きものをより安く安定して売ることが結局は長期的に利益を出すとする、近代資本主義の資本家と労働者になるには、思想と社会の変へん遷せんが必要だったのだ。


    　　　　　　　　　　　　　　マカラト・コベス・ジャコービ「経済と法」皇こう暦れき四二三年

  


  
    十一章　悲観主義者たちの憂い


    



    　　　　　　最大多数の最大幸福という言葉は、数学的には二重の最大という誤ご謬びゆうである。


    　　　　　　成立するのは、最大多数における一定の幸福か、一定の人々における最大の幸福という単純最大しかありえない。


    
      エイヒャルド・デミ・ラオケン「数学的な世界」皇こう暦れき二一一年

    


    



    　紗幕カーテンから漏もれる朝の光を見つめていた。


    　俺は寝台ベツドで目覚めていた。眼に入ったのは、机、その先の簞たん笥す、壁にかけられた女物の服。自分の家の次に見慣れた寝室は、ジヴの家の寝室だった。


    　左腕に重み。視界の下には、白金の髪の海原。


    　俺の腕のなかでは、ジヴが丸まっている。俺の左腕を枕にして、眠っている。解かれた白金の髪が白いシーツの海に広がっている。


    　ジヴを眺めている。長い睫まつ毛げを伏せて、安らかそうな寝顔だった。規則的に熱い鼻息が俺の首にかかる。


    　俺の腕や体に触れるジヴの頰、裸の胸、腹、太ふと股ももから熱い体温が伝わる。


    　幸せにはいろいろな形がある。単純なものでも、金や地位や名めい誉よ、女を抱くことや美う味まいものを食うなどいろいろある。


    　しかし、愛しい女を抱きしめて目覚める、というのは個人的には最高の幸せのひとつだと思っている。


    　右腕を伸ばす。指先を俺の眠り姫の髪に差しいれる。普段は束ねられているが、今は解かれている白金の長い髪を指で梳すいていく。朝の光が透過して、黄金の稲穂のように美しかった。髪を丁てい寧ねいに戻して、ジヴの頰に触れる。滑らかな感触を楽しみ、細い顎あごに触れる。


    　ジヴの唇が動いている。またなにかを食べている夢を見ているのだろう。右手の指を唇に入れてみる。はむはむと嚙かんでくる。


    　幸せそうな寝顔だ。おそらく美味い腸詰めを食べている夢でも見ているのだろう。俺の恋人は食いしん坊なのだ。唇から指を抜くと、ジヴは残念そうな寝顔になる。


    　おもしろい女だ。


    　不思議なもので、過酷な現実に追われて心が乾いている俺だが、愛しい女はずっと見ていても飽きない。いや、見ているだけでは我慢できない。


    　首を伸ばして、ジヴの額に口づけをする。次に眠れるジヴの顔を動かして、唇を重ねる。ジヴの唇がまた動く。舌を入れてジヴの舌の熱さを楽しむ。


    　シーツの下へ右手を伸ばして、愛しいジヴの体を撫でていく。くびれた腰から滑らかな尻。先ほどまで感じていた愛情が欲情に変わったのか、俺自身が痛いほどに屹きつ立りつしていく。


    　右手を前に回してジヴの茂みを探る。指先で遊んでいると、濡れてくる。寝ていても、昨夜の余よ韻いんが残っている女の体は感じるらしく、たまにジヴの腰が動く。左手の先を伸ばし、寝台ベツドの端に立てかけていた魔ま杖じよう剣けんの柄つかに触れる。


    　声。視線を戻すと、ジヴの眼が震えていた。しばし待つと、眼が開く。夢の世界に半分残ったままの緑の眼が、間近にいる俺を見つけた。俺は挨あい拶さつを投げる。


    「おはよう」


    「……おやすみなさい」


    　ジヴの瞳が閉じられる。寝台の傍そばの机にある時計を見ると、六時半。ジヴの家から会社まで車で二十分もかからないが、そろそろ起きて準備をしないとならないだろう。


    　だから俺は親切にジヴに体を押しあてる。左手で魔杖剣の引き金を引いて、避妊咒じゆ式しきを発動。右手で横向きになったジヴの左足を少し開ける。手を戻し、ジヴの潤うるんだ入り口に、自分の先端を添える。


    「お邪魔しま～す」と右手でジヴの尻を押さえて、濡れた入り口を通って熱い体内に侵入する。まどろむジヴの腰から肩が震える。横向きに抱きあい密着した姿勢で、俺は腰を動かす。


    　俺の腕のなかで、ジヴの眼が開かれる。緑の眼はまだ眠気を帯びていた。


    「またおはよう」


    　言いつつ俺は強めの動きをする。ジヴの眼が悩ましげに閉じられ、喘あえぎ声が漏もれる。また目が開かれる。眠気の霞かすみがかかった翡ひ翠すい色の目には混乱の色。


    「なに？　なに？」


    　眠りと目覚めの間の頭では、体から生まれる快楽がまだ理解できないらしい。俺はひたすら腰を動かす。ようやくジヴの目に目覚めが訪れる。


    「なにをしひゃっ!?」


    「起きた？」


    　問いかけつつ、動きつづける。急速に覚かく醒せいしていくジヴの手が伸びて、俺の体を押さえる。


    「止ま、って」


    「一度発進した青春は、止まらない止まれない」


    　ジヴの手に押さえられながらも、俺は強引に動く。ジヴが動きのたびに声を堪こらえようとする。耐えきれずに甘い声と熱い吐息が漏もれる。ジヴの手がさらに俺の背中を摑つかむ。爪が立てられる。


    「いい、から」ジヴが凄すごい眼で俺を睨にらむ。「止まり、なさい」


    　俺は寝台ベツドの上で止まる。ジヴは横を向いて俺の肩と背中を摑んだまま、荒い息を吐いている。ジヴが腰を動かし、俺が引きぬかれた。


    　追おうとすると、ジヴはさらに逃げて寝台から降りた。顔だけ寝台から出して、俺を睨みつけている。


    「ルップフェット！　この発情魔！」


    　愛しい女からアルリアン人式の罵ののしりを受ける。俺としては心外だ。


    「気持ちよく起こしてあげようという親切心だよ」


    「そんな親切心はいらないっ！」


    　ジヴはシーツを寝台から引き剝はがし、自分に巻きつけた。ジヴの目は俺を責めていた。俺は右膝を立てて、ジヴを眺めている。


    「いいね。美女にいやらしいことをして、軽けい蔑べつの目を向けられるのは。なんというか、小さいときからの夢が叶った。俺はこの夢を叶えるためにこの世に生まれ、エリダナに出てきたと理解できた」


    「どういう夢よ！」寝台から顔だけ出してジヴが怒っていた。「せめて小さいときは、ヴォックルの選手になりたいとか警察士になりたいとか、そういう子供らしい爽さわやかな夢を持ちなさい！」


    「それはそれとして」目線で右膝を立てた自分の足の間を示す。「これはどうしたらいい？」


    　先ほどまでジヴの内部に入っていた俺自身が、腹筋に届きそうな急角度で反りかえっていた。若さゆえの角度から、ジヴが眼を逸そらす。


    「知りません！」


    　男の欲望を見せつけられると、恥ずかしいらしい。俺は拗すねる。寝台の隣にある携帯咒じゆ信しん機きに向けて左手を伸ばす。


    「じゃあいいよ。携帯に入れている裏もののやつで自分処理するから」


    「ダメです！」


    　俺の左手を、ジヴの両手が飛びついて押さえる。俺とジヴの眼が出会う。


    「私と離れているときは、その、いいけど、いっしょにいるときにやらしー映像を見たり、ええと、自分でしたりするのはダメ」


    「でも俺は収まりがつかないし、ジヴはさせてくれないだろう？」


    　俺は意地悪を言ってみる。俺自身は若い角度を保ったままだ。ジヴは困った顔をしている。会社に行く前に愛しあえば、疲れて寝てしまうだろう。


    　俺は上半身を倒した。困り顔のジヴの額ひたいに口づけをする。


    「これでいいよ」


    「えらい。お猿さんがよく我慢できました」


    　ジヴが苦笑した。シーツを巻きつけた姿のまま立ち上がり、寝室を出ていった。俺は目を閉じた。行き場を失った自分自身をなだめ、始末をしていると、シャワーの音が聞こえてきた。俺は寝台ベツドの下に足を下ろして、下着と服を身につけていく。前の釦ボタンを止めて、立ち上がる。


    　本当は、腹の底でまだ欲望が渦うず巻まいている。下半身は遺伝子の声、女を孕はらませろと叫んでいる。放浪時代のような女に飢えた状態だと、即座に娼しよう婦ふに会いにいっていただろう。


    　しかし、俺の理性は愛する女を困らせるなと忠告し、今回は理性が勝った。継続的にジヴの愛情を得るには、このくらいのことは耐えるべきだと判断してくれたのだ。


    　幸せだった。


    　胸に溢あふれる幸福感を破砕する雑音で目覚めた。


    　滲にじむ視界が鮮明になっていく。


    　俺は寝台に横になっていた。ここ最近ではもう三度目のツザン診療所だった。


    　胸が痛くなるような夢だった。喪失感が俺の胸を満たしていた。


    　音が耳みみ障ざわりだ。横に目を向けると、立体光学映像が騒がしい音を立てていた。報道官がいつものように、事故や事件を述べていく。


    　エリダナでは、昨夜から四人の女性が行ゆく方え不明となっていた。ペンクラート問題に七都市同盟が懸け念ねんを表明し、間に入ろうとする皇国と軋あつ轢れきが生じていた。


    「これが昨夜起こった発光現象と爆音、続く上空への飛ひ翔しようの情報です」


    　映像が切り替わって、記者に尋ねられた市民たちが昨夜の状況を語る。「十秒ほどで映像も撮れなかった」や「一直線に上昇して消えた」などと次々に答えていた。


    　応答の最後に、画面に「邪悪な同盟の新しい咒じゆ式しき兵器だ！」や「女性の行方不明もクソ同盟の仕し業わざだ！」と答える武装した一団が割りこんできて、映像は切り替えられた。


    　今は、災厄ならなんでも七都市同盟の陰いん謀ぼうになってしまうようだ。


    「ようやく起きた？」


    　白い部屋の戸口に、ツザンが立っていた。寝台の傍そばにある椅い子すに腰を下ろすツザンに向かい、体を起こす。


    「ツザン診療所で何回も目覚めるなど、俺の人生はどれだけ悲ひ惨さんなんだろうな」


    「体中に穴を開けられて担ぎこまれ、医療の天使である私に救われた患者が言うべきことではないね」


    　白い手を掲げて、ツザンが診察準備を始める。


    「ここ最近は瀕ひん死しの重傷の連発だからね。医者としては大だい繁はん盛じようだ。はい、回復具合を見るから顎あご上げて」


    　ツザンの手が俺の顎に触れて、診察を始める。女医の細い指が俺の右肘ひじ、右膝、左足首を撫なでていく。ウォルロットによって関節や体中に開けられた穴は塞ふさがっている。


    「はい、手足を動かして」


    　言われるままに手の指を開き、閉じる。肘も動く。膝も曲がる。咒じゆ式しき治療によって、ようやく手足が動くようになっていた。


    「次に前を開いて」


    　俺はシャツの前を開ける。裸の胸板から腹筋までを、ツザンの細い指が撫でる。ツザンの指が、俺の胸を執しつ拗ように撫でている。


    「まだか？」


    　女医の指が、名な残ごり惜しそうに一撫でし、俺の胸から離れる。視線を戻すと、女医は藍あい色の髪を搔かきあげ、艶つやっぽい唇から熱い吐息を漏もらす。


    「手足や腰の負傷が手遅れになれば、内臓は綺き麗れいなままで死体になったというのに」


    　残念そうにツザンが独白したが、無視する。


    「言いたくないけど、とくに問題なし」


    「そうでもない」


    　ツザンは疑問の表情だったが、俺は自らの言葉の解説を拒否した。女医は立ち上がる。棚たなに向かい、さらなる検査器具を捜す。


    　医学的な診断では分からなかっただろうが、胸に収まる俺の内心は、昨夜の敗北感と屈くつ辱じよく、痛みで瀕死の重傷だった。


    　ウォルロットがジヴを解放しようとしたが、彼女自身が拒否した。そしてジヴを取りもどそうとした俺は、ウォルロットに敗れた。俺はジヴを失ったのだ。


    　視線を動かす。ツザン診療所の灰色の壁に、ギギナが背を預けていた。逞たくましい両腕を組んだ相棒は、刃の瞳で空中を睨にらみつけていた。


    「敗北だったな」


    　戦士の唇が苦い言葉を漏らす。


    　ギギナは、俺とともにウォルロットと戦った。純粋な剣技では互ご角かく、もしくは上回っていたかもしれない。だが、咒式を組みあわせたピエゾ式戦闘術の前に、俺とギギナは二人で敗れた。


    　ジヴが止めなければ、ウォルロットが殺意のままに動けば、ギギナの冷れい徹てつな戦力分析のとおりに、二人は殺されていただろう。


    「次が楽しみだ」


    　ギギナの銀の瞳には闘志。〈古き巨人エノルム〉という最上級の〈異い貌ぼうのものども〉に、ウォルロットという超級の攻こう性せい咒式士までもが敵となったのだ。俺には楽しいなどと思えない。


    「ギギナという害獣は、なぜよりにもよってこの青い星に生まれたのか。この星でさえなければ、ギギナという悲劇は起こらなかったのにな」


    「なに、すまないなガユス。この星は数十億人乗りで、貴様を乗せる余地がないだけだ」


    　壁に背を預けたギギナが返す。俺は不愉快さに唇を歪ゆがめる。


    「それだけの許容量があれば、俺一人くらい乗せろ」


    　たしかに今の俺は、どこにも居場所がないような気がしていた。愛するものに愛されていないというだけで、身の置き所がなくなっている。


    「ウォルロット、ウォルロットか」


    　舌先で、忌いまわしい名前を紡つむぐ。ギギナも名前の重さに耐えているように、鋼はがねの眼で空中を見据えていた。


    　俺は、ウォルロットという存在を、ジヴを狙う〈古き巨人エノルム〉へ当てることができる便利な駒だと思っていた。ジヴも最初はそのつもりで行動していたのだろう。


    　しかし、堕おちた勇者、虐ぎやく殺さつ者しやで麻薬中毒者であったウォルロットが、なぜか立ちなおった。


    　ウォルロットがさらにジヴに興味を持ちだしてからは、事態が悪化した。おそらくは、最低の人間から踏みとどまった俺と同じだろう。ジヴという普通の女と行動することで、勇者である自分を取りもどしつつあったのだ。


    　今や、ウォルロットは俺にとって最悪の敵だ。


    　耳みみ障ざわりな音。立体光学映像からの音声が、さらに大きくなる。


    　続く報道も、エリダナ各地で起こる皇国系と同盟系住人の対立だった。今はまだ街角での言い争いからの議論や喧けん嘩か程度ですんでいるが、この先どうなるかは分からない。


    　報道に映る抗議の行進の先頭に掲げられているのは、フリューの遺影だった。


    　金髪に青い目が寂しい。


    　死因についてはまだ報道がされず、事態は混迷の度を深めている。


    　映りつづける繊せん細さいで生き真ま面じ目めな青年の笑顔が、胸に痛い。


    「エリダナはすでにフリューの死で起爆寸前、か」


    　上着の袖に手を通しつつ視線を戻すと、ツザンの目も番組を見ていた。椅い子すに座りつつ、ツザンが足を組み替える。白衣の下、短いスカートのなかに黒い下着が見えた。こんな事態であっても、つい目が追ってしまう男の性さがが哀しすぎる。


    「死んだフリューとは知りあいだったのか？」


    　珍しくツザンが内臓以外の話を振ってきた。魅惑の三角形の引力から、知りあいの名前に注意を移す。


    「フリューはかつての生徒だった」俺の胸を貫く記憶が蘇よみがえる。「俺が上手く動き、強引にでも止めていれば、このように警察に射殺されることもなかった……」


    「そのフリューの検死解かい剖ぼうをした医者が知りあいだ」


    　ツザンが指先を回す。机の上に置かれた携帯から、立体光学映像が起動。


    「そして、死体がおもしろいことになっている」


    　俺とツザンの間に、映像が浮かびあがる。銀の台の上に、今は青い目を閉じた金髪の青年の死体が乗っていた。


    　ツザンの指が動き、立体映像にさらに映像が重なる。接写でフリューの胸の傷口と、背中の傷跡が表示される。


    　俺のかつての教え子は、無む惨ざんな死体となっていた。俺の無力さが呼んだ痛ましい結果に、さらに胸が抉えぐられる。


    「どうやって検死書類を手に入れた？　監察医が漏もらすものなのか？」


    　本来ならヴィネルやナテッロですら手に入れることが難しい情報が、あっさりとしかも無償で手に入ったことに、俺は疑問を抱く。


    「ああ、死体と内臓標本愛好家というのは、どこにでもいてね」ツザンが艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。「十四歳の美少女が、ザッハドの使し徒とに生きたまま解かい剖ぼうされた写真を渡せば、検死解剖の結果くらいは簡単に教えてくれるものよ」


    　俺は苦い顔をする。変態はどこにでも、警察内部にまでいるようだ。


    「つまりフリューの検死写真も、おまえら変態どもの蒐しゆう集しゆう物ぶつにすぎないということか」激発したくなる感情を抑えて尋ねる。「それで変態がおもしろいと思える事態とは？」


    「よく見てみればいい」


    　俺は再びフリューの死体を眺める。どれだけ痛ましい事態であっても、俺は、俺の罪を直視しなければならない。それがフリューを死なせた愚かな講師の義務だからだ。ギギナも鋼はがねの眼を向けていた。


    「妙だな。俺の幻覚なのかもしれないが」


    　俺はようやく気づく。


    「背中の傷が小さく、胸の傷が大きく開いている」観察すれば、すぐに異常に気づいた。「高速で射しや出しゆつされた弾丸は、警察士が並んでいた前方でも、憂ゆう国こく騎き士し団だんや抗議の市民たちがいた後方でもなく、斜め後方からフリューの背中に命中し、心臓を貫通して左胸から抜けたとしか見えない」


    「そういうことだ。しかし、私は死体と死体になる前の内臓以外に興味がないからね」


    　ツザンは指先で藍色の髪の毛を弄もてあそぶだけだった。


    　俺は再び立体光学映像に目を落とす。検死では、狙そ撃げきに使用された咒じゆ式しきも判明していた。


    　使用されたのは、化学鋼こう成せい系第三階位〈遠狙射弾バルバト〉の咒式。効果は単純で、直径七・六二ミリメルトルの弾丸を撃ちだすだけの狙撃咒式だ。術者の腕によって、弾丸の初速は秒速八百から千メルトル程度の違いが出る。


    　俺は携帯に立体映像の複写情報を転送。ツザンは手を振って映像を消す。


    「少し気になる。また調査してみよう」


    「患者四九七〇七〇一号も、死体と内臓の美しさに目覚めた？」


    「澄んだ眼で邪悪なことを言うな」


    　ツザンは、俺とギギナの会話を聞いていてもまったく理解していないらしい。


    　椅い子すから立ち上がる。俺は壁に背を預けるギギナへ視線を向けた。二人でツザン診療所の外に出る。　


    　道は静かだ。さすがに再び翼よく将しように出くわす偶然もない。


    　俺とギギナは、道路に停めていた事務所のヴァンに乗りこむ。


    　だがしかし、俺はどこへ向かえばいいのか。


    　フリューの死を探るべきなのか。愛が消えたジヴを捜すべきなのか。ウォルロットから奪いかえすべきなのか。〈古き巨人エノルム〉を倒すべきなのか。指輪の謎なぞを突き止めるべきなのか。


    　すべてが遠い出来事のように思えていた。


    



    



    　安全のために毎日変えている安ホテルは、どこもたいして変わらない。


    　剝はがれかけた壁紙。寝台ベツドと椅子。旧式の立体光学映像の装置と、簡素な簞たん笥すがあるだけだ。


    　エリダナの動乱の中心であるジヴーニャは、窓際の椅子に座っていた。


    　女の顔は、窓の外のエリダナを眺めていた。視線の先では、灰色のビルに極ごく彩さい色しきの看板の群れ。眼下の道路には人々が行き交う。街からは時折遠い抗議の声が聞こえる。


    　ジヴーニャが座る椅子の先、寝台にはウォルロットが座っていた。膝を立てて、魔ま杖じよう剣けんの鞘さやを片手で抱えている。室内でも武装した姿のままだった。


    　ピエゾの勇者の蒼氷色の眼は、ジヴーニャの横顔にそそがれていた。白い頰、白金の髪を愛しそうに見つめている。


    　しかし、ジヴーニャの緑の眼は、ウォルロットを見ることができない。男に対する心情は、すでに人質が誘ゆう拐かい犯はんに共感する心理状態ではない。明確に違う。


    　昨夜の岸辺の遊歩道での断絶、ガユスとウォルロットの戦いから、ジヴーニャの内心は千ち々ぢに乱れていた。


    　エリダナの危機、自分の命の危機だということは分かっていたが、彼女の心は二人の男のことで激しく動どう揺ようしていた。


    　二人の男、ガユスとウォルロット。


    　ガユスは恋人だった。意地悪で優しい。強い攻こう性せい咒じゆ式しき士しだけど、普通の人間。〈古き巨人〉に命を狙われ、ウォルロットに誘拐された自分を救うために、命を懸かけて戦っている。


    　ウォルロットはここ数日をともに過ごした。親友と祖国のために、自分を事件に巻きこんだが、それを男は悔やんでいる。誘拐犯ではなく、ジヴーニャの共同戦線の相手として命を懸けて戦っている。


    　たとえるならガユスは炎と氷。そしてウォルロットは嵐と大地。まったく似ておらず、またどこかで似ている。


    　相反する要素を内部に抱えこむ二人が、ジヴーニャ自身を通して向かいあっている。


    　いや、二人は自分を見ていないのかもしれないとジヴーニャは考えた。それぞれの激情と心情を自分に映しているのかもしれない。


    　ジヴーニャ自身がどちらを選ぶのかといえば、もちろん迷いもなくガユスの元に戻りたい。だが、ウォルロットを捨て置くこともできない。


    　ガユスを選んで腕のなかに帰れば、〈古き巨人エノルム〉と指輪を呼びよせ、それゆえに愛するガユスは殺される。ウォルロットを選べば、愛するガユスを失うのだ。


    　そして、どこかでウォルロットという存在にも惹ひかれている。強引で男らしい男だった。また、虐ぎやく殺さつ者しやから勇者へと戻ろうとしているウォルロットは、ジヴーニャを欲し、必要としている弱さと強さがあった。


    　そして、男はジヴーニャという愛と弱点を持ってしまった。自分が去れば、立ちなおろうとしているウォルロットは崩れ、古き巨人との戦いのなかで、自分の過去に、麻薬に殺される。


    　古き巨人に蹂じゆう躙りんされ、異国であるピエゾが関係してエリダナが危機にあるというのに、ジヴーニャは決断できない。策略的に合理的に自分がどう動けばいいのかと判断する以前に、個人的な感情が整理できない。


    　どちらを愛するか決めることは、どちらかを殺すことになるのだ。


    　そして迷っている時点で、自分には、二人の愛を受ける資格がないとも分かっていた。


    　自分は絶世の美女でも、深い優しさがあるわけでもない。偶然の出会いで愛されただけだ。


    　ジヴーニャの緑の瞳は、窓際からエリダナを眺めつづけていた。迷う女の横顔をウォルロットが見つめていた。


    「ウォルロット、あなたとガユスを天てん秤びんにかけて、あなたを選んだのは、エリダナを救うために、ガユスを救うためだけのこと」


    　ジヴーニャの目はエリダナを眺めたままだった。


    「私は狡ずるいのでしょうね」


    　問いかけは部屋に投げられ、沈黙となって霧む散さんしていった。


    「狡いかと訊く狡さがあるな」


    　寝台ベッドに片膝を立てて座ったウォルロットは、論理で返した。女も自覚していた。


    　またも二人の間には沈黙が降り積もる。同じ部屋にいても、ジヴーニャからウォルロットの距離は遠く、また近かった。


    　ジヴーニャの唇が震え、閉じられた。言うべきかどうか迷った。そしてまた開かれた。


    「金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に。あと、〈霜しもの手〉が動いたと言っていた」


    　ウォルロットが青い目を見開く。


    「なんだそれは？」


    　ジヴーニャは緑の瞳で窓の外を眺めたまま、振り返らない。横顔は、痛切な表情をしていた。


    「ブローゾさんが言った最期の言葉よ。これで私ができることは終わり」


    「〈霜の手〉が動いている、だと」


    　ウォルロットが寝台から身を乗りだす。


    「本当にそう言ったのだな？」


    　ジヴーニャが顎あごを引いて肯定すると、ウォルロットは腰を戻す。精せい悍かんな顔には驚きよう愕がくがあった。


    「〈霜しもの手〉、〈ベヘリガ〉が動いているということか。ガイレス少将は諦あきらめていなかったのか」


    　男の顔から驚きよう愕がくが去る。ウォルロットの目は、女を見つめていた。


    「これは俺を完全に信用してくれた、ということか？」


    「ええ。あなたはもう私に危害を加えないと分かったから、もう言ってもいいと思ったの」


    「取引材料がひとつ減ってしまったな」


    　ウォルロットは残念そうに言った。それでもジヴーニャは窓を見つめていた。


    「私は」


    　唇は弱々しい言葉を紡つむぐ。


    「もう私自身が分からない」


    



    



    　車が裏通りに向かって左折する。リゼリアは狭い道へ車を進める。


    　金網で三方を覆おおわれただけの砂利の駐車場に、車が進んでいく。


    　四台が入るだけの狭い駐車場に、リゼリアは車を停める。運転席で、リゼリアは動けない。動けなかった。


    　息を吸って吐く。これからドルテロイ咒じゆ式しき士し事務所に出勤するのだ。私生活を仕事に持ちこんではいけない。攻こう性せい咒式士の仕事は、一瞬の迷いが死に直結する。


    　それでも、彼女の内心を占めるのは、恋人のフリューのことばかりだった。真ま面じ目めだったフリュー。金髪と青い眼という、ツェベルン人らしい姿を持ったフリュー。彼女が心から愛したフリュー。


    　しかし、フリューは死んだ。狙そ撃げきされて死んだ。犯人はまだ分からない。


    　ただ、同盟系の咒弾によるものだという非公式情報だけが電網上で飛び交っている。


    　リゼリアは平凡で慎ましいフリューとの家庭、フリューとのかわいい子供を求めていたが、すべてが砕け散った。


    　心臓が痛む。比ひ[image: ]ゆではなく、物理的に胸が痛い。胃の底で、黒いタールが熱く冷たく滾たぎる。哀しみとは、これほどの痛みをもたらすのだと、彼女は初めて実感した。


    　抑えきれずに、両手を振り上げる。[image: ]は車の操縦環ハンドルを叩く。また叩く。痛みで哀しみがまぎれるとでもいうように。


    　車の月げつ賦ぷがまだ終わっていないことを思い出して、叩く手を止める。


    　次の瞬間、こんなときまで金のことを考えている自分を嫌悪した。


    　哀しくても辛つらくても、生きるために仕事に向かわねばならない。車から降りて鍵をかける。駐車場を抜けて、裏通りにある雑居ビルの出入り口を潜くぐる。女の足が、剝むきだしのコンクリ階段を登っていく。


    　リゼリアの足は、三階にあるドルテロイ咒式士事務所に到着する。扉は開けはなたれていた。


    「なによこれ……」


    　狭い事務所内部は、混こん沌とん状態だった。玄関付近にある机の引き出しが開けられ、床には書類や資料が散乱している。ゴミ箱が倒れて、中身の紙かみ屑くずを床に吐きだしている。


    　啞あ然ぜんとしていたリゼリアは、魔ま杖じよう剣けんを引きぬく。警戒しつつ、刃を先にして室内に足を踏み入れていく。床には量産品の咒じゆ弾だんが零こぼれている。前方では、壁にある所員のロッカーがすべて開けられていた。内部にあるはずの高価な魔杖剣や咒弾、装備が消失していた。


    　リゼリアは呆ぼう然ぜんと立ちつくす。物音に魔杖剣と体を向けると、奥の部屋が見えた。


    　扉が開けはなたれ、奥にある所長室の半分が見えていた。部屋には、床へ腰を下ろした所員がいた。


    「ヌーガレイ先輩？　どうしたのですか？」


    　リゼリアが駆けよると、ヌーガレイが顔を上げる。中年の攻こう性せい咒式士は、リゼリアを見る。いつも快活だった先輩所員は、眼に精気がない。男の唇は震えていた。


    「これはいったいなんですか？　空き巣ですか？」


    「所長が二回目の不渡りを出して、姿を消した」


    　ヌーガレイが顎あごで部屋の奥を示す。奥にある金庫の扉が開けはなたれていた。


    　金庫の内部は空だった。運転資金も帳ちよう簿ぼも、綺き麗れいに消えていた。


    「不渡り？」事務所に入って一年目の攻性咒式士であるリゼリアには、単語の意味がよく分からない。「二回目だとなにか都合が悪いのですか？」


    　ヌーガレイの頰が神経質に痙けい攣れんしていた。


    「不渡りが二回出ると、倒産なんだよ」痙攣ではなく、ヌーガレイは笑っていた。「つまり、このドルテロイ咒式士事務所は終わりだ！　今日で完全に終わり！」


    「そん、な」


    　リゼリアの膝が崩れて、床につく。


    　以前から経営状態は悪かった。高位の攻性咒式士を抱えていないため、仕事はたいしたものがない。役所の下請け仕事すら声がかからない状態だった。ドルテロイの顔色は日増しに悪くなっていたが、本当に破は綻たんするとは。


    　床に座るヌーガレイは、暗い笑いを続けていた。


    「今日の午後には、ここのすべてが差し押さえられる。だけど、持ちだすだけの資産もない。ドルテロイ所長は俺たちの個人的なものすら持って逃げたからな」


    「どう、なるんですか？」


    「知るかよ」


    　ヌーガレイが叫ぶ。体を折って、床の上で両手で頭を抱える。


    「どうすればいいんだ？　俺には妻と四歳と六歳の子がいるんだぞ？　明日からどうやって養っていけばいいんだ？」


    　ヌーガレイは下を向いたまま、弱々しい叫びを放った。声は膝の上に零れ、床に落ちて砕けた。


    　リゼリアも似たようなものだった。仕事のために車を買ったがまだ月げつ賦ぷは終わっていない。借家の家賃もある。攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしての装備を新調したばかりのために、貯金もない。


    　リゼリアの前ぜん途とは真っ暗だった。


    　かつてフリューが感じた絶望を、リゼリアも感じていた。


    



    



    　ヴァンでエリダナの街を流していく。


    　助手席のギギナは、真ま面じ目めに情報を検索していた。〈古き巨人エノルム〉とウォルロットという強敵と戦えるだけで楽しいのだろう。俺は車を動かしているだけだった。


    　車の行き先と同じように、俺の心にも目的がなかった。


    　ジヴに拒絶されたため、俺はなにをすればいいか分からなくなっていた。


    　彼女が言ったように、ウォルロットに任せておけば〈古き巨人〉はいつか倒され、ジヴ自身とエリダナは救われ、すべてが上手くいくような気がしてきたのだ。


    　ジヴを救うために命を懸かけて動いていたが、無意味に思えてきた。俺はすでに一連の事件の傍ぼう観かん者しやとなったような気がしてきた。


    　車外から、声が飛びこむ。歩道を見ると、男に女、人々の列。


    　街のあちこちで、反同盟団体が演説を行っている。大通りの角では、必ずどこかの誰かが気勢を上げていた。エリダナにおける抗議活動は、より激しくなっていた。


    　赤信号で、俺たちを乗せた車を停める。


    　左の角の歩道では、また演説の声が響いていた。十数人ほどの聴衆の中心で、失業したらしき攻性咒式士が声をあげていた。


    「今こそ世界規格の欺ぎ瞞まんを、ダリオネートの邪悪さを暴くべきだ！」


    　以前は、ヒマな人間が見物するくらいで、ほとんどの人々がバカの逆噴射だと嘲笑して通りすぎていくだけだった。


    　今は違った。勤め人が足を止め、主婦が見上げている。魔ま杖じよう剣けんを腰に下げた攻性咒式士が耳を傾けている。


    　まったく意味がない熱さだけの言葉に、うなずいている人間も多い。危険な兆候だった。


    　信号が変わった。俺は車を直進させる。信号が変わっても、前の輸送車は動かない。大通りに出ようとする道は、完全に渋滞していた。輸送車や乗用車の間を抜けて、先頭に出る。


    　市庁舎の前に続くネレス通りには、人が溢あふれていた。


    　車道と歩道を覆おおうほどの、大規模な抗議行進が行われていた。皇国系の青年や中年の失業者、就職できない若者、生活できなくなった老人、同盟系企業に安く使われる移民たちの一部、ノルグムやランドック、アルリアンにヤニャ人まで参加していた。


    　三百人ほどの大行列が、大通りを占拠している圧巻の光景だった。


    　渋滞に苛いら立だつ車たちが警笛を鳴らすが、人々の張りあげる声のほうが大きい。警笛が静まる。


    　行進の先頭には、銀の甲かつ冑ちゆうに腕章をつけた憂ゆう国こく騎き士し団だんが十人ほど歩んでいた。


    「志士フリューの無念を晴らすべきだ！」


    　憂ゆう国こく騎き士し団だんが声をあげる。後列に続く人々が「フリューの無念を晴らすべきだ！」と唱和する。すでに怒号だった。


    　先頭の騎士はフリューの遺影を胸に掲げている。遺影のなかでは、かつてのフリューが微ほほ笑えんでいた。左右には、赤い憂国騎士団の旗と、黒い弔とむらいの旗が立っていた。


    　歩道の左右には、百人規模の警察士が並んでいた。紺色の制服の上に着込んだ鈍にび色いろの積せき層そう甲かつ冑ちゆうに、透明な樹じゆ脂し製の盾。魔ま杖じよう剣けんには、制圧用のガスと感電用の咒じゆ式しきがいつでも放てるように紡つむがれている。


    　腕章は皇国系を示す、黄金龍と神剣の紋章。普段はつけないが、同盟系の警察では群衆が暴発するために、皇国系の警察士だと示しているのだろう。


    　エリダナは厳戒態勢に近かった。


    　通りを進めない。いや、進めば刺激することになる。誰もが自分から暴動のきっかけを作って、世紀の馬鹿者の列に名前を連ねたくないのだ。


    　車を後退させて、脇道に入る。行進を警戒する警察の列の後ろを進む。


    　警察車しや輛りようがあった。紺色の積層甲冑を着込んだ警察士たちが並んでいる。いつもの芥から子し色の長外套コートを着たベイリックが、指揮を執とっていた。


    　窓を開けて、知りあいの警部補に呼びかける。


    「エリダナは大変なことになっているな」


    　警戒する警察士に、ベイリックは俺を排除や警戒をしなくていい相手だと手で示した。窓の傍かたわらに歩を進めてきたベイリックは、苦い表情だった。


    「気安く声をかけるな。攻こう性せい咒式士と仲良しだと思われると、俺の評判が下がる」


    「ベイリックに今より下がる評判など、物理的に存在しない。それでどうなっている？」


    「フリューの不審な死と、その葬儀の報道で、エリダナが沸ふつ騰とうしている」


    　ベイリックの眼が、車道に向けられる。行進は続いていた。人々の流れは増えていく一方だ。


    　そこかしこで、ラペトデス七都市同盟とダリオネートに対する反感が噴出している。


    「最近の不況に、ウォード社の買収。さらに〈古き巨人エノルム〉どもの襲撃という社会不安が重なったからな。それでも市長は厳戒令を出せない。」


    　ベイリックの表情には不条理への怒いかりと諦てい念ねんがあった。


    「ついでに、昨夜からエリダナで女性の行ゆく方え不明事件が四件ほど頻ひん発ぱつしている。これが同盟の人身売買のための誘拐だと騒ぎたてているものがいて、収拾がつかなくなっている」


    　俺の眼前では、人々が進んでいる。ベイリックの目は忌々しさを表わしていた。


    「テンペリオンビルも落成式から店てん舗ぽ準備を完全に停止して、無人のビルさ」


    「絶望が覆おおっているのだろうな」ベイリックの言葉に、俺は息を吐く。「働いても努力しても、希望も夢もない若い世代はいつの世にも溢あふれているが、最近の社会情勢で悪化している」


    　疲労を帯びた目で、ベイリックが返答を紡つむぐ。


    「彼らには希望がない。だから、自じ暴ぼう自じ棄きになっている。絶望はすぐに過激な思考と行動を呼ぶ」


    　俺は苦い思いを嚙かみしめる。助手席ではギギナが凍こごえた瞳で街を見据えていた。


    「そこで、分かりやすい連帯として愛国心、分かりやすい敵としてダリオネートが選ばれたのだろう」


    　ギギナが言うように、平凡な夢や希望を折られた怒りの対象を求め、人々は行進している。


    「画面や銀幕の向こうでは、友情や愛、夢と希望が溢あふれている。示すべき理想は必要だが、ほとんどの人間の夢や希望が破れることに対する手当てはされない」俺は静かに問う。「勝者の話に人気があるが、では現実に敗者である俺はどうしたらいいのだろうな」


    　俺の疑問に、ベイリックは答えられない。


    　報道や物語では脇役以下の背景、俺と同じように存在しないことにされた人々が、眼前で抗議をしているのだ。自分たちは生きている。現実に生きて苦しんでいると抗議していた。


    「しかし、一方で疑問も残る。苦しむ人々はいつの時代にもいるが、現代において人は孤立している。現代でここまで急速に沸ふつ騰とうし、また団結するなど、俺も予測できなかった」


    「それだけ事態が重なりすぎたということさ」


    　ベイリックの眼は苦々しさを増して抗議行進を眺めていた。


    「いつこれが暴動につながってもおかしくない」


    「警察が不穏なことを言うなよ」


    　俺の返答に、ベイリックは皮肉な笑みを浮かべた。警部補ではなく、私人として現実的な予測をしただけだろう。


    　手を掲げて、俺は車を去らせる。


    　街を行く運転席で、自らの言葉を反はん芻すうする。


    　俺は成功や名めい誉よなど、過分な夢や希望は願わないようにしてきた。自分の分を弁わきまえて、心を押し殺して生きてきた。生きるために、不正義に屈し、理り不ふ尽じんに頭を下げ、不条理に耐えてきた。それが当然のことだからだ。


    　だが、一いち縷るの希望も夢もなく生きることはできない。今の俺は、愛を失ったとはいえ、やはりどこかでジヴを取りもどしたいと願っている。


    　想像しにくかったが、攻こう性せい咒じゆ式しき士しを辞めて、ジヴと結婚し、子供とともに家庭を作り、平凡な人生を生きたいとどこかで願っている。そんなささやかな夢や希望すら、俺には、人々には許されないのだろうか。


    　もう一度でもいいから、ジヴと話して、真意を聞きたい。


    　エリダナの街を進むと、あちこちで抗議集会が行われている。騒ぎたいだけの若者も混じっていて、街角で踊って叫んでいた。車の上で旗を振っている若者がいた。


    「生きる意味も、夢も希望もないなら、自爆！　特攻！」


    　節をつけて、おもしろおかしく叫んでいる。周囲の人間も半笑いで眺め、囃はやしたてている。


    　しかし、俺には痛々しかった。真ま面じ目めに言っても仕方がないから道化を演じている。真剣になれないことが、必死にすぎて寂しい。


    　ベイリックの指摘は正しく、今のエリダナは火薬庫だ。一度火がつけば、爆発する。


    　それは皇国系住民と同盟系企業、さらには皇国と同盟との不和と衝突を呼ぶだろう。


    　ジヴと関係がなくなった俺には、エリダナの危機も遠い国で起こっているように思えた。


    



    



    　安ホテルの一室。受付係と顔を合わせないですむ、連れこみ宿の五階。


    　ジヴーニャは椅い子すに座っていた。ウォルロットは出窓に腰を下ろしている。


    　携帯電話を耳に押しあてて、男はエリダナの街を眺めていた。手元には小型端末。立体光学映像が起動して、多くの情報を表示させている。


    「おまえが口にした〈霜しもの手〉とは、ピエゾ語でベヘ・リガと発音する」


    　見入っているジヴーニャに、ウォルロットが解説する。ジヴーニャがうなずく。


    「ブローゾさんが最期に言った言葉に、そんな意味が……」


    「そしてピエゾの諜ちよう報ほう機関には〈ベヘリガ〉という組織が存在する。〈霜の手〉とは〈ベヘリガ〉を示すときの隠語だ」ウォルロットは続ける。「俺がかつて所属し、ペンクラート虐ぎやく殺さつを行った第九〇三部隊は、解体後に〈ベヘリガ〉という組織になったと聞く。つまり、ブローゾは組織に属し、異変に気づいた。そして指輪を持ちだしたのだ」


    　ブローゾがかなり考えて伝言していたことが、ウォルロットには分かった。仲ちゆう介かいするジヴーニャには意味が分からず、受けたウォルロットだけに分かるように伝えたのだ。


    　ブローゾはまさか自分の伝言がジヴーニャの事情で取引材料となり、ここまで遅れてウォルロットに伝わるとは予測できなかっただろう。


    　ジヴーニャは仕方ないとはいえ、真相を遅らせた気まずさに襲われていた。


    「ピエゾが指輪と〈古き巨人エノルム〉に関わっていると推測してきたが、関わっているのはピエゾの暗部、〈ベヘリガ〉だったということだ」


    　機器を操作しながらウォルロットが苦い言葉を吐いた。


    「もうひとつのブローゾの言葉、金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に、のほうは分からぬ。どこかで聞いたことがあるのだが」


    「そうなの。どこかで聞いたことがある。学生時代に聞いた記憶があるのだけど……」


    　ジヴーニャは額に指を当てて考えこむ。脳のどこかに保存されているのだけど、分からない。ウォルロットは首を振る。


    「分からない単語はあとにして、分かる言葉から考えていこう」


    　戻った顔は、現実的な眼をしていた。


    「〈ベヘリガ〉がピエゾに関わるものである以上、本国は誰も信用できない。ブローゾと同じように、誰が敵で誰が味方かが分からない。エリダナにいるギャリー伯はく爵しやくだけはまだ信用できるだろうが、彼が統制する大使館はほぼ武力を持たない。そしてもし頼れば、ギャリー伯爵に〈ベヘリガ〉の手が及ぶ可能性がある」


    「頼るのは最後の最後、にしましょう。善き人であるギャリー伯爵さんを巻きこみたくない」


    　ジヴーニャが告げた。


    「善人かどうかは少し判断を保留したほうがいい。実は大使館にいた俺の信奉者たちに、個人的に連絡をとった」


    　ジヴーニャは思い出す。メムノンという老秘書官に護衛の二人は、心からウォルロットをピエゾの勇者として崇あがめていた。


    「大使館に本国からの訪問者があって、次にギャリーがガユスとギギナを呼びよせた。おそらくそこで〈ベヘリガ〉の情報が伝えられたのだろう。しかし〈ベヘリガ〉の情報がこちらに来ていないということは、ギャリー伯はく爵しやくは俺を信用していない」


    　ウォルロットの推理は続く。


    「ギャリー伯爵からすれば、同国人に暗部は語れない。また虐ぎやく殺さつ者しやで脱獄者である俺より、ガユスとギギナのほうが信用できると判断したのだろう。それは仕方ない」


    　男の自じ嘲ちように、ジヴーニャは胸を痛める。ピエゾにおいてペンクラート系住民を虐殺したウォルロットの汚お名めいは、どこまでもついてまわる。罪は、被害者は、彼を許しはしない。


    　ウォルロットは自らの罪を引き受けるように、うなずく。そして続ける。


    「そこで、信用できるであろうメムノンと護衛に、市内にいるピエゾ人に連絡をとってもらい、同胞の目撃情報を集めてもらっている」


    「そうか」ジヴーニャの顔に理解の色が広がる。「ピエゾ人の同胞といっさい交わらないピエゾ人は〈ベヘリガ〉関係者、という線が出てくるわけね」


    　ウォルロットは戦士の顔で微ほほ笑えむ。ジヴーニャの頭の回転は、男にとって好ましいものだった。


    「〈ベヘリガ〉は成立以前、俺が属していた第九〇三部隊が設立されたときから対七都市同盟、対皇国のために行動していた」ウォルロットは通信を続けながら解説する。「だとすれば、〈ベヘリガ〉は両国が交差するここエリダナにも居を構えているはずだ。〈ベヘリガ〉に属する隊員は隠せても、家族や子供、機器や食料などを搬はん入にゆうする業者、電気やガスの使用状況まではなかなか隠せない。それら複数の線から〈ベヘリガ〉を追ってもらっている」


    　ウォルロットが各方面への通信を終える。


    「あとは待つだけだ」


    　ウォルロットは単独で情報戦までをこなしていた。勇者であるだけでなく、軍や特殊部隊を率いていた経歴は本当だった。


    　待つ間に、二人の間にまたも沈黙が落ちる。


    　ウォルロットは機器を片づけおわり、携帯を机に放り投げる。意を決したように、男はジヴーニャに体を向ける。女も身構える。


    「ジヴ」


    　ウォルロットが短刀のような単語で呼びかける。


    「なに？」


    　ジヴーニャは反射的に応える。ウォルロットは少年のように戸惑った。


    　だが、ジヴと愛称で呼んでも相手が違和感を持たない程度にはなっている事実で、男は勇気づけられた。


    　ウォルロットが寝台ベツドから立ち上がる。歩を進める男を、ジヴーニャが不思議そうに見上げる。ウォルロットは、座る女の前に跪ひざまずく。淑しゆく女じよに拝はい謁えつする騎士のような姿だった。


    「君の心がまだガユスにあるのは理解している」


    　座った女と跪き愛を請こう男の視線が水平に向きあう。男の右手が伸ばされる。


    「だけど俺なら、立ちなおった俺なら、君のすべてを愛し、守れる」


    　ウォルロットの指先がジヴーニャの頰に近づいていく。真しん摯しな男の表情に、ジヴーニャは拒否できなかった。白い頰に男の指先が触れる。拒否すれば、ウォルロットを傷つけてしまう。それだけでジヴーニャは拒絶することができなかった。


    「俺は親友のブローゾが託たくした願いを守るため、麻薬を捨てた。また君を狙う〈古き巨人エノルム〉を倒し、ブローゾの仇かたきもとる。エリダナを守り、祖国の危機も救う。そして君が愛しているガユスも守る」


    　ウォルロットは心からの声と言葉を連ねた。


    「この事件が解決したら、俺と来てくれないか？」


    　ジヴーニャは沈黙。ウォルロットは穏やかに続ける。


    「この事件、ピエゾとエリダナの危機が解決したとしても、俺がまた勇者として歓呼のなかで祖国に迎えられるわけではない。どうしても虐ぎやく殺さつ者しやとしての汚お名めいは一生続く。バセレオ大統領の命令に素直に従った俺の考えのなさは、許されるものではない」


    　男の指先は、女の頰から顎あごに添えられていた。


    「しかし、現政権から、各種の罪状に対しての恩おん赦しやは下る」


    　男の顔に、拭ぬぐいがたい疲労があった。


    「俺はもう疲れた。ピエゾの勇者と呼ばれることにも、虐殺者と憎悪されることにも、攻こう性せい咒じゆ式しき士しにも」


    　唇からは疲労が形となって零こぼれた。


    「ピエゾの現政権から恩赦をもらったら、借金を清算し、殺したり殺されたりしない平凡な一人の男としての余生を送りたい。故郷であるピエゾの青い空の下で、平和に生きたい」


    　懇こん願がんに近い声だった。


    「ピエゾの抜けるような空の下にいる俺の傍かたわらには、君が、ジヴーニャがいてほしい」


    　静かな、しかし激烈な愛の申し出にも、ジヴーニャは答えられない。ウォルロットは、自らの言葉に懊おう悩のうする女の顔を下から見上げる。


    「俺とガユスの間で少しでも揺れているなら、考えてくれないか？　俺なら君を絶対に泣かせない。姫君のように君を大事にする」


    「でも」


    　ジヴの反はん駁ばくは弱々しいものだった。心の迷い、揺れのままの返答だった。ウォルロットは強引に、そして計算で押した。


    「ならば、今だけでも、俺を愛してほしい」ウォルロットの唇は震えた。「そうでなければ、この先が戦えない。今の俺は、君と祖国の民のためにしか剣を握れなくなっている」


    　男の顔がジヴーニャに近づく。真しん摯しな愛情を秘めた目は、真っ直ぐに女の胸を貫く。


    　ジヴーニャはもはや抵抗できなかった。


    　二人の唇が重ねられる。数瞬の後、ジヴーニャから唇を離す。目尻には涙。


    　ウォルロットはさらに求めようと、前に進む。だが、ジヴーニャの両手が男の厚い胸板に突き立てられ、前進を阻んだ。


    「ダメ。これはあなたを動かすための取引。だけどこれ以上はできない」


    　ジヴーニャは眼を伏せてつぶやいた。


    「取引、か」ウォルロットは、口のなかで女の言葉を反はん芻すうした。「そうだな、取引か」


    　ウォルロットは女の言葉に傷ついたように眼を伏せる。行為で喜べるほど、ウォルロットは単純ではなかったのだ。


    「私があなたに体を与えることで、ガユスの命が助かり、エリダナから〈古き巨人エノルム〉の脅威を排除できるなら、いくらでも取引する」ジヴーニャがより残ざん酷こくに続ける。「だけどあなたは私の体だけが欲しいわけでもない。ならば今はこれだけで引いて」


    　自らの口づけを取引材料とした、冷れい酷こくなジヴーニャの計算だった。言葉としてこう言えば、ウォルロットは引かざるを得ない。さらには揺れる自らの内心を戒いましめるために、あえて言語化したのだろう。


    　ウォルロットもジヴーニャの言葉の裏を理解していた。こちらの心理を踏まえたうえでの言葉で、さらに縛しばるという女の狡ずるさに凶暴な怒りが巻き起こる。


    　しかし、勇者としての矜きよう恃じが、男を引かせた。


    「分かった。すべては問題が片付いてからにしよう」


    　膝をついた姿勢から立ち上がり、ウォルロットは後退していく。


    　寝台ベツドに再び腰を下ろす男の眼には、闘志が宿っていた。


    



    



    　カスペルは夜に起きた。


    　昼は応接間がうるさかったが無視した。祖母がまた皿でも割ったのだろう。二度寝して、起きたらすでに夜の十時だ。欠伸あくびが出る。


    　寝台から這はいだして、椅い子すに座る。机の上の端末を動かす。端末が明日はマズカリー王とかいう人物の命日だと知らせてくれるが、教科書に載っていそうな人物のことなど関心がない。


    　カスペルは真っ先にエリダナの電子掲示板を確認する。カスペルがあげたフリューの射殺現場の写真は大反響だったが、すでに観衆は次の話題を求めていた。また街に出て、抗議団体が倒れたり死んだりする写真を撮らねばならない。


    「まったく世の中はバカばかりだ」


    　カスペルは笑う。無意味な抗議に反対、そして死体写真で喜ぶ電網上の観衆。カスペルはこういう底辺人間にだけはならないと、決意を新たにした。


    　画面を見ていると、腹が鳴る。ずっと寝ていて、食事を摂っていなかった。机の上で開けっ放しの菓子袋に手を伸ばすが、空からだった。


    　携帯を確認すると、もはや残金がない。それどころか、寝ていた間に、携帯にも督とく促そく文書の着信が来ていた。商品の月げつ賦ぷで二十四件、携帯や通信接続料の未払いで三件、消費者金融から六件。


    　不愉快というか怖くなった。これだけ請求されて、自分は大丈夫なのだろうか。


    　それより、まずは空腹だ。乱雑な部屋を出て、応接間に向かう。年金暮らしの祖母に金をもらわないと、食事すら買えない。また月賦や借金の一時金もせびらねばならない。


    　カスペルは積みあげられた雑誌を蹴って、応接間に足を踏みいれる。


    　立体光学映像が報道番組を流していた。最近報道ばかりで自分の好きな番組がつぶれ、カスペルは不愉快だった。


    　応接椅い子すに祖母の姿はない。台所にいるのだろうと、応接間を横断する。


    「飯喰うから、金くれ」


    　台所に足を踏みいれると、冷たい感触。思わずカスペルは飛び退のく。


    　横を見ると、祖母は床に倒れていた。横顔には、苦労と心痛の深い皺しわが刻まれていた。唇から吐きだされた吐と瀉しや物ぶつと血が、床に広がっていた。


    「うわ、きったねえ」


    　冷えきった反へ吐どと血を踏んだ足を、床に擦こすりつける。怒りつつ、カスペルは祖母の傍そばに屈かがみこむ。手で左肩を揺する。


    「ババぁ、死んだまねはいいから金くれよ。腹減ってんだよ」


    　カスペルが何度揺すっても、祖母は動かない。カスペルは手を上に動かし、祖母の皺が刻まれた頰に触れる。粘土のような感触と冷たさ。手で祖母の顔を動かす。


    　見開かれた祖母の眼球の表面には、小さな蝿はえが止まっていた。蝿の複ふく眼がんがカスペルを見上げ、前足を擦すりあわせた。


    「本当かよ」


    　ようやく理解できてきた。


    「本当に死んでいるのかよ」


    　カスペルの唇が乾いた声を出す。小蝿が飛んでいく。


    　人はいつか必ず、それも絶対に死ぬのだ。自分の祖母も例外ではなかった。


    　そういえば祖母は心臓に持病を抱えていた。年金暮らしでカスペルを養うことで家計が逼ひつ迫ぱく、節約して病院に行かないようにしているうちに、持病が悪化したのだろう。発作で倒れて救急車も呼べずに、そのまま死んだようだ。


    　祖母の死体の前で、カスペルは呆ぼう然ぜんとしていた。


    「空気を読めよ、なんで今死ぬんだよ」


    　唇から弛し緩かんした叫びが漏もれた。胸に嵐が吹く。


    「俺の夜食や月賦や借金はどうするんだよっ！」


    　カスペルの声は誰も聞かなかった。


    　携帯が鳴る。同時に家の固定電話も鳴る。


    　番号を見ると、借金をした相手が痺しびれを切らし、一斉に請求してきたのだ。


    



    



    　エリダナの夜。街には、人の姿が減っているように思える。街角では何人かが集まって不安そうな表情で会話をしている。


    　車道では車が行く。問題があろうと、エリダナの街の輸送や産業は止まらない。


    　繁はん栄えいしつつ危険度を増した街角を、二つの人影が歩む。


    　先頭の男は、平坦で特徴がない顔をしていた。鼻唄とともに歩いていく。背中に続くのは小こ柄がらな男。眼を覆おおう知覚仮面ネーメンマスケがあった。二人とも地味な紺色の背広の男たちだった。


    　二人は雑居ビルに入り、自動昇降機エレベーターで登る。ビルの十階で出る。通路の奥の非常口を抜けて、屋上に出る。


    　夏の夜風が吹く。小柄な男が知覚仮面で周囲を見回す。スレートの床、給水タンクというビルに囲まれた屋上の風景。さらに夜のエリダナが見えるだけだった。


    　遠い街の一角で爆音。また別の方向からは、抗議集団の声があった。


    「エリダナは災難が多いな」


    　先頭の男が半月の笑みを浮かべ、屋上を進む。背を追う男が不安そうな顔をしている。


    「ペディオン、本当にこんなところで待ちあわせなのですか？」


    　掠かすれる声でペディオンと呼ばれた男の足が、ビルの屋上の中央で止まる。問いかけた小柄な男の足も止まる。上司が止まったから、というだけではない。背筋に這はい上がる悪お寒かんがあった。


    「ペディオンか」


    　屋上に響く、深い声。ペディオンと呼ばれた男が空を見上げる。


    　上空では、黒い外がい套とうの裾すそや襟えりが夜風にはためいていた。


    　左にあるビルの屋上には、髑どく髏ろの顔の巨漢。賢人ゲヒンナム・ムが立っていた。


    　法師ネビロ・ロは足を組みあわせた姿勢で蓮はすに座し、天高く浮遊している。右手に握られた錫しやく杖じようが、夜風に輪を鳴らす。


    　十字光輪を背負った涙のリクルゴ・ゴは、ビルから突き出た起重機の腕に座していた。


    　正面のビルの屋上に、長であるゾレイゾ・ゾが腕組みをして立っていた。夜空のように青い七つの目が、ペディオンを見下ろしていた。


    「四体の〈古き巨人エノルム〉は、壮観だな」


    　見上げていた男がつぶやいた。男の手は、自然に襟えり元もとのネクタイを緩める。


    〈古き巨人〉族たちは、質量分離で小型化して人の大きさとなり、重力系咒じゆ式しきで軽減していても、実際は一体百トーン以上、合計で五百トーンを超える。


    　五体が周囲に存在するだけで、巨大質量によって空間が歪ゆがんだように感じられる。ペディオンは緊張していたが、背後の副官は完全に怯おびえていた。


    「彼らが、あの〈古き巨人エノルム〉。長命竜アルターや大禍つ式アイオーンにも匹ひつ敵てきするという〈異い貌ぼうのものども〉ですか。それが四体も……」


    　副官の声は震えを帯びていた。ペディオンは責める気にはなれなかった。


    　長命竜や〈古き巨人〉といった、最上級の〈異貌のものども〉と対たい峙じしては、野生の獅し子しを前にした幼児のようなものだ。彼らが気まぐれに指先で触れれば、ペディオンや副官など即死するのだ。


    　さらには、咒じゆ力りよくを宿した竜の視線には麻ま痺ひ効果があるが、建造物に等しい〈古き巨人〉の圧力も人を硬直させる。意志を持つ巨大質量と対峙するということは、命が削られていく思いだった。


    　腹ふつ腔こうに力を入れて、ペディオンは会話を開始する。


    「ようやく君たちが来てくれたか」ペディオンが声を出す。「〈古き巨人〉族との交渉は上手くいったようだ」


    「我らと人属とで、交渉などできぬ。これは単なる取引だ」


    　ゾレイゾ・ゾの声が夜風を貫く。雷鳴のような深い声に、部下が体を竦すくめる。完全に怯おびえている。ペディオン一人が会話をするしかない。


    　ペディオンの氷の目が巨人たちを見回す。


    「それで〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉の残りはどうした？　たしか五体が倒れて、三体が死亡して、ここに四体だとすると、数が合わない」


    「北限の地で散った。今では我らだけだ」ゾレイゾ・ゾが答える。「別働隊はまた他の件で動いている」


    「別？」と反射的なペディオンの疑問を、ゾレイゾ・ゾは無視した。七つの青い眼は、ペディオンより冷たい意志を宿す。


    「我らの最初の実験結果による咒式を、おまえたちが最終的に組みあげ、三つの指輪として精製した」


    　ゾレイゾ・ゾの七つの目が、ペディオンを王のように見下ろす。


    「エリダナで我らに渡してもらえれば、取引が成立するはずだったのだがな」


    　上空から責める言葉に、ペディオンは屈しない。


    「計画の核である指輪のひとつが、彼らの不ふ手て際ぎわでブローゾに奪われてしまった。ウォルロットに渡って真相を知られる前にと、先行してエリダナ入りしていた三体の〈古き巨人〉の力を借りたのだがね」


    　ペディオンは一体の〈古き巨人〉へ目を向ける。弟を責められたリクルゴ・ゴが青い目に憤ふん怒ぬを宿らせる。


    「それは……」


    　ゾレイゾ・ゾが白銀の手を掲げ、リクルゴ・ゴに続きを言わせなかった。


    「分かっている。詰められなかった点は我らの不手際だ」


    　〈古き巨人〉の長、ゾレイゾ・ゾは素直に認めた。


    　長が引いた以上、リクルゴ・ゴも唇を嚙かみしめて引き下がるしかなかった。ありとあらゆる犠牲を払ってでも、悲願を果たさなければならない。たとえ自らの弟の仇かたきを見逃し、侮ぶ辱じよくされようともだ。


    「拙せつ僧そうにとって、人の街はすべてが小さすぎて距離感が違いすぎる」


    　浮遊するネビロ・ロ法師がつぶやく。


    「本来の姿に戻ったときと、人属の姿になったときでは、違和感が大きすぎる」


    「私はこれはこれで良い経験だと思っている。私は人属を愛しているからね」


    　ゲヒンナム・ムだけが肯定した。手に持った酒杯を掲げ、口に含む。感想は一言。


    「我ら〈古き巨人エノルム〉に人属の思考は理解できぬが、ね」


    「ゲヒンナム・ムが言うように、敵を知ることは重要だ」


    　夜風に吹かれて、ゾレイゾ・ゾが静かに告げた。


    「指輪と女はウォルロットが奪った」〈古き巨人〉たちに囲まれても、ペディオンは圧倒されないように続けた。「ウォルロットは厄やつ介かいだ。残念ながら我らでは倒せない。おまえたち〈古き巨人〉に任せるしかない」


    　古き巨人たちがうなずく。彼らは現状を分析していく。


    「ウォルロットとやらは、一人で我らの同属、〈古き巨人〉と互ご角かくに戦えた。人属の咒まじない士しとしては最高の一人だろう。さすがにピエゾの勇者だ」


    「さらにはギギナにガユスという人属、そして翼将二人もなかなかやりおる」


    「慢心はすまい」


    「だが、我ら全員で当たれば、敵ではない」


    　巨人たちは、ペディオンと部下の頭上、ビルとビルの空間を挟んで議論を交わす。ペディオンが屋上の周囲、〈古き巨人〉たちに目を向ける。


    「時間がない。標的の到着時間だけではない。我らにも、そしておまえたち〈古き巨人〉たちにも時間がない」


    　ペディオンの急せかすような発言が、夜に響く。


    　ゾレイゾ・ゾの七つの青い目が、人間たちを見下ろす。


    　噓を許さない峻しゆん厳げんな審判者の目だった。ゾレイゾ・ゾは審判者として問いかける。


    「すべての核である人属の女が持つ指輪を奪還し、汝なんじらの計画に協力すれば、残りの核も我らに渡すという取引は、必ず果たされるのだな？」


    「もちろんだ。残る二つの指輪〈慟どう哭こくの指輪〉と〈歓喜の指輪〉は、我らの協力者が丁重に保管している」


    　問いかけに対して即座にペディオンが返す。〈古き巨人〉たちが視線を交わす。


    　無言が支配するビルの屋上に、夜風が吹く。


    　いくばくかの時間が経過し、〈古き巨人〉たちを代表してゾレイゾ・ゾがうなずく。


    「不安要素をまとめて消して、指輪を奪還する。大事なのは計画を進めることだ」


    　膝を立てて、ゾレイゾ・ゾが立ち上がる。周囲のビルに位置する〈古き巨人〉たちも、長に倣ならう。エリダナの夜を〈古き巨人エノルム〉たちが見据える。


    　淡青色や青紫の何十もの眼が、夜に妖あやしく輝いていた。地獄の底で燃える、色とりどりの業ごう火かのようだった。


    「消失していった八体のためにも、我らは必ず大望を果たす！」


    　ゾレイゾ・ゾの声とともに、突風が吹いた。ペディオンとキュリオが腕を掲げて、風を防ぐ。


    　二人が再び腕を下ろしたときには、周囲のビルに巨人たちの姿はなかった。


    　ただ、地上数十メルトルの静かなエリダナの夜景があるだけだった。屋上にはペディオンとキュリオだけが残っていた。


    　一瞬ですべての巨大質量、圧迫感が消失していた。


    「行ったか」


    　ペディオンのつぶやきが夜の風に紛れていく。鈍重に見えて、〈古き巨人〉の動きは速い。同じ質量の炭素基である生命体より、数倍から数十倍ほどの筋力を持つのだ。


    　ペディオンは長い息を吐いた。短い会話をしただけで、激しく疲労していた。


    「異種族、〈古き巨人〉どもと取引をするのは恐ろしい。レメディウスはよく大禍つ式アイオーンを相手にしたものだ」


    　背後を振りかえる。


    「キュリオ、大丈夫かね？」


    　背後ではキュリオが膝をついていた。手が口に当てられる。緊張と恐怖のあまり、嘔おう吐と感が迫せりあがってきた青い顔。キュリオは体を折って、屋上の隅に向かって反へ吐どを漏もらす。黄色い胃液まで出しているようだった。


    　ペディオンは唇を嚙かみしめた。部下を責めることなどできない。一動作で街を破壊するような人間以上の存在と、それでもペディオンは取引をしなければならなかったのだ。


    「先ほど取引の話題が出たときに、彼らの間には妙な間があった」


    　ペディオンは嘔吐しつづけるキュリオを眺めていた。部下の嘔吐がようやく治まる。ペディオンは続ける。


    「〈古き巨人〉は電磁波で会話していると聞く。だとしたら、我らの提案にどう対応するかを話しあっていたのだろう。キュリオ、聞いていたか？」


    　キュリオと呼ばれた男は、袖で口くち許もとを拭ぬぐう。


    「そのために千せん眼がん士しの私が同席させられたことは理解しています」仮面の下の唇には、真剣さがあった。「〈古き巨人〉どもは、我らに聞こえていないつもりで、電磁波で会話をしていました」


    「解読はできたか？」


    　ペディオンが問いかける。


    「一語ごとに波長を変換する厄やつ介かいな暗号でした。量子通信のように解読不可能なものではありませんから、切れ切れですが理解は可能です」千眼士が額を指で押さえる。「不信、決裂、憤ふん怒ぬ、対抗などの単語が頻ひん出しゆつし、たまに妥協と取引、裏切りなどの単語が混じっていました」


    「やはり〈古き巨人〉どもも信用はならぬか。扱いが難しすぎる」


    　ペディオンが唇に歪んだ笑みを乗せる。


    「だが、〈古き巨人エノルム〉という超戦力、外部戦力がなければ、計画は果たせない」


    　ペディオンが目を下に向ける。男の目はエリダナの街角を眺める。


    「もう片方もこれで火がつく」


    　そこはエリダナの交差点だった。人工の照明の下を人々が行き交っていた。


    　街頭の立体光学映像では、最新の車の広告が流れている。もう一方では、報道官が最近の株価や通貨為替かわせの数字を示している。


    　通りに並ぶ店には、夜を駆く逐ちくするような人工照明が灯っている。服や宝飾品が並べられ、豊かさを示していた。


    　交差点を行き交う人々の顔は、繁はん栄えいを享きよう受じゆしていた。糊のりが効いたシャツや美しい服を着た人々が歩く道の端では、失業者や路上生活者が道に座りこんでいた。街を眺める眼は虚うつろな空洞のようだった。


    　エリダナには人や金や物が集っていた。


    　だが、すべての人間が豊かで幸せであるわけがなかった。


    「さあ、エリダナで争奪戦と展覧会が始まる。誰がすべてを失い、また手に入れるのか」


    　ペディオンがつぶやき、キュリオは身震いをした。


    　震えは、〈古き巨人〉のためか、夜風ゆえのものか。


    　それとも、上司の恐ろしい計画に対してかは分からなかった。

  


  
    十二章　終焉の朝


    



    　　　　　正義の戦いは、敵を滅亡させるまで永遠に続くが、


    　　　　　合理的な戦いは、総力戦の時代では成立しない。


    　　　　　平和主義は独裁者の戦争主義を呼び、戦争主義は破滅を呼ぶ。


    　　　　　なるほど、人類は愉快なごっこ遊びを続けている。


    
      ジェビリ・テルガミス「戦争ごっこは素敵な商売」同盟暦八三年

    


    



    　夜の雪原を孤影が進む。男は歩む。


    　男の顔は仮面のように静かだった。荒い呼吸は、吐くそばから背後に流れ、やがて白く凍りついていく。


    　一歩一歩の歩みは雪原に深く沈む。膝まである雪を搔かき分けて男が進む。


    　男は無言で前進していく。右手には冷たい銅貨が握られていた。妻のアッチェリカを背負い、幼い息子のダリオネルを胸に抱いて進む。


    　背中と胸の妻と息子は、呼吸をしておらず、すでに雪と同じ体温となっていた。


    　二人とも肺炎で死んだ。咒じゆ式しき医学と世界中の食物が流通するこの時代において、健康な成人女性と子供が肺炎で死ぬなど、ほぼありえない。


    　一週間前、妻と子を死なせないために、男は街を彷徨さまよった。手にあったのは、銅貨だけだった。異国で知りあいがおらず、役所にも援助を断られた。


    　困こん窮きゆうした男は商店で盗みを働いた。生きるために薬と野菜と肉とパンを盗んだ。


    　しかし、通りすがりの正義漢たちが男を殴なぐって蹴って、泥棒と罵ののしって捕まえた。投とう獄ごくされ、妻子が死にそうだから一時でもいいから解放してくれと訴えたが、法は法だと取り調べが続いた。一週間後に釈放され、帰宅した彼を迎えたのは、妻子の死体だった。


    　二歳のダリオネルを抱えて、妻のアッチェリカは床に倒れていた。青白い顔で乾いた眼球となったアッチェリカの右手は、冷たい床に爪を立てていた。


    　この寒さのなかで、慢性的な栄養不足と医者にかかれなかったことが死因だった。


    「金がないことも、死んだことも、私とは関係ない。私にはすべての人々を救う義務があるとでも？」


    　死者を運んで街を去る男の耳には、人々が告げた声が突き刺さる。


    　ピエゾの人々は、異邦人である男を救うことはなかった。金も地位もなにもない男と一家を救う理由がなかったからだ。


    　物語なら復讐者が生まれる情景だが、男の胸には怒りの炎も凍いてつく哀しみもなかった。自分が彼らであっても、同じことをするだろうと分かっていたからだ。


    　どこにでもある死、どこにでもある話だ。だとしたら、妻子の死とはなんなのだろう？


    　満天の星空のもと、ダリオネートは歩く。死者とともに歩く。銅貨を握りしめて歩く。凍りつくような夜空が、男を見下ろしていた。


    　そんな時に、彼らは男の前に現れた。雪原に彼らは立っていた。


    「力が欲しくないか？」


    　答えようとして、寝室で男は目覚めた。


    　白いシーツの海で、老人は天井を見ていた。夜空を模した半球状の天てん蓋がいが見えた。


    　あのときの、何十年以上も前の夜空と同じものだった。


    「そうか。今の私は無力な男ではなく、ダリオネート、ダリオネート・ブラカイマだったな」


    　老人は自らの体の状況を確認する。心拍に変化なし。血圧正常。欠伸あくびが出た。


    　いつもの夢を見て、いつものように爽そう快かいな目覚めだった。


    　上半身を起こす。半球状の天蓋を持つ寝台ベツドから、足を下ろす。


    　後退した額から、白い髪が後ろに流れる。萎しなびた鼻が垂れ下がる。老人は、寝台の傍かたわらにある机へ手を伸ばす。冷えた銅貨の代わりに、硬質な金属の立方体があった。皺しわと血管に覆おおわれた指先が、立方体を摑つかむ。


    　ダリオネートの目には、晴れやかな色があった。気分は爽快で、実に清すが々すがしかった。


    「今日は記念すべきいい日になる」


    　老人は天使のように汚れなき笑顔を浮かべた。


    「人の七倍生きた人生も、そろそろ終わらせるときだろう」


    



    



    　ヴァンは街を走っていく。俺とギギナを乗せたヴァンはエリダナを疾しつ駆くする。


    　道路には、朝だというのにすでに抗議の人間が点在している。街角の壁には、集会の日時や声明文の張り紙が多くなっていた。


    　ジヴとウォルロットの足取りを追っていたが、いつも遅れる。さらに正体不明の指輪やフリューの射殺についての不審な真実、〈古き巨人エノルム〉、〈ベヘリガ〉と要素が多すぎて考えがまとまらない。


    　そもそも俺の助けを拒絶したジヴを捜す気力を失っていた。俺がやっていることは、今までやってきた惰だ性せい、ジヴを捜す演技にすぎない。


    「この事件が始まってから、すべてにおいて後手後手だな」


    　助手席のギギナだけが楽しそうだ。エリダナのあちこちで抗議活動と、監視する警察の制服姿があった。治安の悪化も、ギギナにとっては、胸躍る雰ふん囲い気きなのだろう。


    「ギギナが死ねば、俺の頭も回転してすぐにでも答えを見つけだすよ」


    「物理的にガユスの首を三百六十度回すことならば、今すぐにでもやってやる」


    「俺がヴァンの運転を一手に引き受ける理由を知っているか？」


    　無意味に言葉を連ねる。


    「単車はともかく、おまえの車の運転が信頼できないこともあるが、アスファルトがギギナだと思うとあら不思議、運転が楽しくなるよ」


    「なるほど、鉄分を補給する必要があるな。刃を体内に入れて存分に補給してやろうか？」


    「そんな鉄分補給をギギナにやっておけば、世界平和への第一歩だ」


    　二人の言葉も、ひたすら低迷している。俺の思考はまったく働いていない。


    　考えていたが、赤信号でヴァンを停める。街角では、抗議と反同盟の人々が増えている。


    　さらに、車道を行く車に装甲車や兵員輸送車が混じっていることが多くなった。攻こう性せい咒じゆ式しき士しが窓から街を睨にらみつけている。俺たちを見据え、鼻を鳴らして去っていく。


    「攻性咒式士たちが騒がしい」


    　ギギナは車窓から外へ銀の目を向ける。


    「エリダナ市当局からの賞金が跳ね上がった〈古き巨人〉を、必死に捜しているのだろう」


    　俺は運転環ハンドルに顎あごを乗せ、疲労のままに言葉を投げる。携帯で額を確認していると、ギギナが問う。


    「四つの事務所が崩ほう壊かいし、ラルゴンキン事務所ですら一いつ蹴しゆうされた相手に、まだ挑む気がある事務所があるのか？」


    「賞金が一体につき一億イェンを超えている。ゾレイゾ・ゾとやらは、一体で三億だ」携帯に表示される額を見て俺は驚く。「億を超えれば、安い命を懸けてもいいと思えるだろうさ」


    　ギギナの目が車列に戻される。


    「たしかに常に複数の事務所、十人以上の集団で動いているようだな」ギギナが秀麗な鼻先で笑う。「ラルゴンキンとあそこの攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもが失敗した相手だ。そこらの事務所の攻性咒式士が百人集まっても意味がない」


    「それこそ、エリダナの四大、今は三大咒式士となったが、組織的に動いているラルゴンキンやパンハイマ事務所が出ないと話にならないだろう」


    　俺はジオルグを過去のものとして語るしかない。


    「または、二大咒式士事務所を追い落とそうとしている、七つの大手事務所が出ないとな」


    　状況は良くない。


    　そしてジヴとウォルロットの情報が完全に途絶えている原因が分かった。市民は自分たちの生活に直結する治安問題の抗議活動や過激派、攻性咒式士は賞金額の高い〈古き巨人エノルム〉しか見ていない。ラルゴンキンは動いているが、同盟問題にも関わっているため全力を集中できない。


    　また、パンハイマが同盟のことに関わるはずがない。あの魔女は気まぐれで、そして邪悪だ。


    　これでは〈古き巨人〉たちには勝てない。ジヴの命をウォルロットに任せてしまおうと考えたが、やはり単独では苦しいだろう。


    　ウォルロットが敗れ、ジヴが〈古き巨人〉たちに追われる光景が脳裏に浮かんだ。闇に光る無数の眼。伸ばされる金属の手の群れが、ジヴの細く柔らかい体を摑つかむ。


    　泣き叫ぶジヴの体が、無む慈じ悲ひに引き裂かれる。鮮血の尾を曳ひいて、ジヴの首が大地に転がる。


    　緑の眼には、極限の恐怖と苦痛。


    　操縦環ハンドルを握る手に力がこもる。ありえない可能性ではない。ジヴの死を想像するだけで、俺の全身から冷たい汗が噴きだす。


    　胃の底から迫せり上がる不快感。いつか来ると覚悟している自分の死より、さらに激しい恐怖があった。


    「どうした？　信号が青になっているが？」


    　ギギナの声で現実に戻る。信号が変わっていたが、俺は進めない。


    「人間未満、虫以下にしては顔色が悪いし呼吸が荒いが、路上で空気にでも発情しているのか？」


    　俺の急変に、ギギナが怪け訝げんな顔をしている。さらに背後の車列からの警笛がうるさい。車を路肩に寄せて、携帯を取りだす。


    　俺は自分の本心が分かった。俺がもっとも恐れることの正体が、ようやく判明した。


    　賞金を確認すると、やはり俺たちが倒した〈古き巨人〉たち、ヨルムデ・デとヒヘイデス・ス、ルコルジ・ジにも賞金がかかっていた。


    　市当局、生活安全対策課のサザーラン課長に電話をかける。苛いら々いらとして待つ。出た。


    「なんの用だ？　こちらは忙しすぎて、おまえを殺したいくらいだが？」


    　あいかわらず市当局の課長は俺を嫌っている、というか憎んでいる。


    「俺が倒したルコルジ・ジの賞金は受けとれますか？」


    「……私にとってはまことに残念かつ無念で法というものの無力を嚙かみしめつつ、嫌々ながら教えてやると、大事な税金が無駄遣いされることになるのだが、賞金を受けとることができてしまう。ただ私はおまえたちを心の底から気にくわ……」


    　サザーラン課長の長い説教が始まる前に通話を切る。あとで倍になって説教が来るだろうが、とにかく今は時間が惜しい。


    　携帯で市当局の賞金首の連絡口につなげる。手続きをして、待つ。即座に事務所の口座へ、ウォルロットのぶんや雑費や税金を引かれても、六千万イェンほどの金が入る。


    　思わず携帯を持つ手が震えるほどの賞金額だった。エリダナ市当局にとっても、何人もの市民と十七名の咒じゆ式しき士しを殺し、街を二度も破壊したルコルジ・ジたち〈古き巨人エノルム〉は見過ごせない敵だったのだ。


    「それでは、新しい咒式具を……」


    　横で笑うギギナを無視。携帯で事務所の口座から各方面へと払っていく。


    　まず黒社会に借りていた借金を精算。ウォルロットのように黒社会に追跡されると、ジヴを捜して事件を追っている場合ではなくなる。


    　次に溜まっていたロルカ屋への支払い、闇やみ女じよ医いのツザンへの支払いもしておく。前者は一度でも支払いを滞とどこおらせると装備に不安が出るし、後者の場合は治療中に内臓摘出を受けないためだ。相手にとって、俺がまだまだ金を支払う存在であると強調しておくに越したことはない。


    　さらにヴィネルとナテッロなどの情報屋、ジヴとウォルロットを駅で見つけるために張った人間への代金も支払っておく。ここも押さえておかないと、仕事で必須の情報戦で困る。


    　それでも賞金の半分近く、二千万イェンは残る。


    「だから新しい咒式具を……」


    　再びギギナを無視した。残金を細こま々ごまとした支払いや借金に投入すれば、事務所はとりあえず健全財政となるが、俺はしない。答えはすでに出ている。


    「なにをする気だ？」


    　ギギナは本気で正気を疑う眼で、俺の顔を見つめている。ギギナには俺の内心の決意は分からない。


    「電子上の賞金首情報板のジヴとウォルロットの目撃情報の懸賞金に、残金のすべてをかける」


    「待て、早まるな」


    　助手席からギギナが止めにかかるが、俺は逃のがれる。


    「いつも貴様が私の無駄遣いを止めているだろうが、ここは〈古き巨人〉とウォルロットに対抗するために新しい咒式具が必要だ！　あとは家具が……」


    「どうあろうと、ジヴを無事に取りもどすことが、なにより重要なんだよ！」


    　ギギナの腕に摑つかまれながらも、俺は携帯で手続きをしていく。


    「ウォルロットとの再戦は、ギギナにとっても大きな命題だろうが。まず二人を見つけないことにはどうにもならない」


    「それはそうだが」


    　ギギナの手が止まる。


    「はい終わった」


    　ギギナが迷っている間に手続きが終了。結果の画面を見せてやる。俺がかけた懸賞金は、咒じゆ式しき士し協会が保証する公証所に入金されている。ドラッケンの戦士が不愉快そうに鼻を鳴らし、俺から手を離した。


    　相棒は助手席に戻っていく。俺は摑つかまれた肩や腕を回しつつ、運転環ハンドルを握る。


    「協力的なギャリー伯はく爵しやくによって、ピエゾ大使館からも二人の目撃情報に賞金がかかっている。が、車一台が買える程度だ。〈古き巨人エノルム〉という特大の目標、一億から三億の賞金首がいる現在では、誰も注意をはらっていない額だろう。なにしろ、〈古き巨人〉の情報には数百万程度の値段がついている」


    　俺は不敵な笑みを見せる。


    「しかし、一気に今までの二十倍、二千万イェンを越える賞金をジヴとウォルロットの情報にかけた。これで〈古き巨人〉からジヴに目が向く人間が出てきて、少しは情報が入ってくる」


    　停車した車内から、エリダナの街角を見据える。


    「そして、ジヴとウォルロット、さらに言えば二人を追っている〈古き巨人〉もまとめて捜せる」


    　ジヴが俺を愛しているかといえば、もはや心は離れているだろう。俺自身が愛しているかも疑問だ。


    　だが、俺はジヴを救いたい。救っても、愛を取りもどすことはできないだろう。それは別の問題だ。


    　それでもいい。


    　俺を愛さないまま、嫌って憎んでいてもいい。


    　ただ、ジヴが生きていてくれさえすれば、それだけで俺はいい。


    　ならば、俺がやることは決まっている。一連の事件、〈古き巨人〉とベヘリガと指輪、すべての危険をジヴから取り除く。俺の心の痛みなど、ジヴの命の重みとは比べようもない。また、フリューを死なせることになった償つぐないをしなければならない。


    　俺は止まってはならない。止まることすら許されない。


    　停車している車内にも、外からの声が届く。エリダナの街角には、またも抗議団体が歩いていた。落ちついて考えることすら、現在のエリダナでは贅ぜい沢たくな行為らしい。


    　ギギナの銀の瞳は前を見ていた。


    「抗議活動といえば、彼らの目標であるダリオネートも行ゆく方え不明のままだな」


    　俺は奇怪な老人、ダリオネートを思い出す。過去に妻子を失い、市場の法則にだけ従う、巨大な投資家。機械のような老人だった。


    「抗議活動でフリューという死者まで出たため、ダリオネートへの憎悪は殺意に近くなっている」ギギナが続ける。「今夜あるという、投資会議とやらの開催を中止するかもしれない」


    　ギギナの銀の眼がエリダナの街並みを眺める。刃やいばの眼まな差ざしだった。


    「ダリオネートはエリダナのどこに隠れているのだろうな」


    「ギギナが、一時間以上前のこと、あの老人を覚えているとはね。それはともかく、たしかに疑問だ」


    　抗議行進が道路を横断しおえることを待ちつつ、俺は考える。


    「ダリオネートは、俺とギギナが会った実在の人物だ。投資会議に備えて、一度エリダナの外に出て、また入ったという話も聞かない。老投資家は、確実にまだエリダナにいるはずだ」


    「ダリオネートに憎悪と殺意を抱いだく数千人の人間、または数万人の好奇の目が捜している。あらゆるホテルや物件、電子の海に漂う情報が捜索されているはずだが、今現在も見つからない」


    　ギギナが状況を分析する。


    「ジヴたちや変幻自在の〈古き巨人エノルム〉ならともかく、高齢で体が不自由で大投資のために何十人もの部下を必要とする大物が、いまだに所在地を完かん璧ぺきに隠しとおせている事実は謎なぞだ」


    　状況をよく考えると妙だ。ダリオネートは、なぜエリダナにいることにこだわる必要があるのだろうか。投資会議が開催されることを公開せずに、秘密裏に終えてしまう方法もあったはずだ。さらには、最終的に会議に参加するはずの投資家たちまで隠すことは不可能だ。


    　だが、俺にはダリオネートを捜したり、連絡したりする気はない。携帯と立方体は、事務所のゴミ箱の底に転がっているだろう。


    　問題がなにも整理できない。謎は多い。多すぎる。


    　決心した以上、俺が止まるわけにはいかない。止まってはならない。俺にできることがあるはずだ。しかし、無目的に動くわけにもいかない。


    　助手席のギギナに、思考を整理しつつ言葉を投げてみる。


    「ジヴとウォルロットはまた街に潜もぐって、情報待ちだ。ならば、今手がかりがあるフリューについて考えてみたほうがいいのかもしれない」


    「ウォルロットに敗れて以来、沈んでいたが、珍しく活発で冷静だな」


    　ギギナの指摘にあるように、俺が活動的で冷静なわけではない。なんでもいいから動いていなければ、焦しよう燥そう感で押しつぶされそうになるのだ。


    　心を他の方向に向けるために、俺は推論を続ける。思考のための材料はある。


    　車内で携帯を操作。先ほどツザンの情報から転写した検死資料を広げる。立体光学映像で表示されたのは、咒じゆ式しきからの使用咒弾の推測だった。


    「咒弾はオルドレイク社系の七・六二ミリ弾、四九二─Ｓ弾とほぼ断定されているな」


    「同盟の軍人がよく使う特殊弾だ。狙そ撃げき咒式用の専用弾と言ってもいい」


    　ギギナが告げる。俺は耳を傾ける。


    「しかし、ダリオネートの護衛任務にいた同盟系の警察士が、背後からフリューを狙撃する必要性がない。もちろん何人かは咒式を準備していただろうし、狙撃部隊も控えさせていたかもしれない」


    　元軍人の視点から、ギギナの意見が続く。


    「だが、攻撃するなら催さい涙るいガスやゴム弾で無力化させるか、魔ま杖じよう剣けんの剣技で重傷を与える程度だろう。警察士側に積極的に狙撃を、しかも背後からする理由はない」


    「たしかに、ギギナなみの好戦性は警察どころかこの世にない。ギギナにも背後からの奇襲や狙撃趣味はない。奇妙な事態だな」


    　俺も同意する。


    「あらかじめ用意していなければ、狙そ撃げき用咒じゆ弾だんと狙撃場所を確保することもできない。暴徒や同盟系警察士ではない、他の誰かに咒式狙撃されて殺された可能性が高い」


    　車内に資料の次を展開させる。現場であったフォルマハウト通り、ジェストホテルの地図が広がる。


    　エリダナ市警は有能だったようで、フリューへの射しや角かくを割りだしていた。仮想映像で、時間が逆戻しになり、弾丸がフリューの背中から斜め上に後退していく。弾丸はジェストホテルの前の広場を抜け、ビルとビルの間を抜け、通りを抜けていく。


    　俺とギギナの目は、弾丸の逆戻しの軌跡を追っていく。


    　弾丸の終着点、現実には発射地点は、現場から九三四・二八メルトル離れた十階建てのビルの屋上に達していた。


    「これは、警察士どころか、暴徒の仕し業わざでもないな」


    「ああ」


    　俺も同意見だった。


    「ビルとビルの間、五四・五四センチの隙間をすり抜けて、九三四・二八メルトルの長距離狙撃を成功させるなど、素人しろうとや民間の攻こう性せい咒式士ではありえない」


    　ギギナの目には鋭利な分析の光があった。


    「軍事用の砲弾や爆裂などの大規模破壊のための咒式は、〈異い貌ぼうのものども〉に対抗するために民間の攻性咒式士も使う。しかし、精密狙撃という暗殺の技は、どの場でもほとんど必要とされない」


    　ギギナの声が車内に冷たく響く。


    「猟ではなく街中での狙撃には、狙撃用の魔ま杖じよう剣けんや魔杖弓きゆうと咒弾をそろえ、組織的に訓練された暗殺者か、軍人だけの技能が必要とされる」


    　ギギナの軍事的な分析は、肯定せざるを得ない。俺としては、社会的な分析が出てくる。


    「この事実を公表しないのは、同盟の軍人が使う咒弾と、狙撃という軍人技能の暗殺のためだろう。発表すれば完全に同盟と同盟側警察に対する反感が湧きあがる。警察としては、完全否定するための材料を捜し、足ぶみしているのだろう」


    　胸きよう腔こうに広がる、溶岩のような感情を口から吐きだす。


    「つまり、フリューはあらかじめ入念に計画されて、殺されたということだ」


    「だとしたら、誰がフリューを殺した？」


    　ギギナは、美しい顎あごに白い手を添えていた。目はエリダナの街を見据えている。沸ふつ騰とうしていく人々が道路を横断していく光景が見えた。


    「結果から推測すべきだろう。結果として誰が利益を受けたかによって、暗殺を行ったものを逆算できるのではないか？」


    　ギギナにまっとうな手順を指摘されると腹が立つ。しかし、正論は正論だ。


    「結果としては、エリダナの皇国系住民が同盟を憎悪し、爆発寸前だ」考えてみれば、結論はこれしかない。「だけど、これが誰の利益になる？」


    　ギギナも考えはじめる。損そん得とく勘かん定じように疎うとく、あまり他人の内心を考えないギギナには難題だ。


    　やはり俺が考えるしかない。窓の外では、抗議行進が続いている。俺は思いつきを口にする。


    「犯人は憂ゆう国こく騎き士し団だん、かもしれない」


    「どういう論理だ？」


    　ギギナが声を向ける。俺は急速に論理を組みたてる。


    「七都市同盟の大使館爆破犯人として、同盟には憎悪されているが、皇国の反同盟住人にとってのフリューは英雄のようなものだった。その団員であるフリューが抗議の最中に暗殺されて、憂国騎士団は世論の同情と支持を集めることとなった」


    　俺の舌は思考と同じ速度で論理を紡つむいでいく。街並みには、銀の鎧よろいに旗を掲げた騎士に率いられ、人々が進んでいる。旗に虐しいたげられた皇国系の人心が集まっているようだった。


    「現在は、おそらく入団志願者や寄付金が、憂国騎士団に押しよせているだろう。結果として騎士団が、皇国系の愛国過激派団体の筆頭に躍りでたことになる。七都市同盟が国家として行った狙そ撃げきだと偽装して世論操作すれば、組織としては万々歳」


    　冷たい俺が出てくる。フリューの死を、感情ではなく論理で捉える。


    「若くて真ま面じ目めで熱いフリューの死は、世界規格やダリオネート、同盟的な資本の論理への反発を生むには最高の素材だ。さらに憂国騎士団にとって、フリューは失って困るような重要な存在でもない。犠牲と利益の天てん秤びんはどちらに傾く？」


    　ギギナの表情も俺の推論に賛同していた。


    「可能性としてはあるかもしれないが」ギギナの顎あごが、街を進む憂国騎士団の姿を示す。「あれにそこまでやれるか？」


    　騎士がしていることは、旗を押したてて、同盟や同盟系企業、ダリオネートへの憎悪を叫んでいるだけだ。言っていることは単純な論理で、繰りかえしにすぎない。


    「たしかに、街で繰りかえされている演説を見るかぎり、エリダナ憂国騎士団は武装度が高いだけで、頭が足りていない集団だ」


    　自説の分析を続けていく。


    「狂信的な団体なら行動としてはありえるが、フリューの死は計算されすぎている。よくある愛国を装った利益団体なら、反対組織の犯行に見せかけた団員の暗殺など危険すぎて行わない。フリューの死の精せい緻ちさと、憂国騎士団の足りない頭脳が嚙かみあわない」


    　俺も自分の論の弱さを認めるしかない。


    「それでも、できることからやっていくしかない」


    　俺は運転環ハンドルから顎を上げる。強引に発車。車列を変更して、左折していく。


    「まずは憂国騎士団から探っていこう」


    　俺の激情の方向が見つかった。


    



    



    　エリダナにあるホテルの一室。窓辺の椅い子すにペディオンが座っている。


    　ペディオンは黒い背広に黒いネクタイを締めている。左手は携帯を握っていた。


    「ええ、計画はすべて順調ですよ。驚くほど予定どおりです」


    　窓の外を見ながら、ペディオンは右手で紅茶の杯を傾ける。窓の外、エリダナの街路では人々が行き交っている。車の列は、交差点でそれぞれの方向へ走っていく。


    　抗議団体や〈古き巨人エノルム〉の猛威など、別の国の話であるような風景だった。


    「商品はできあがってきております。ええ、親切な方々が協力してくれて、ほぼ完成しました。あとは展覧会で判断していただくだけです」


    　ペディオンは携帯の相手の問いに答えていく。


    「親切な方々も独自に保険を打っているようですが、それは余よ録ろくということでいいでしょう。展覧会のあとのことこそが、彼らにとって最大の関心事ですからね」


    　窓辺に男の言葉が流れていく。


    「ああ、大丈夫ですよ。展覧会のあとに残るのは、親切な方々や騒がしい方々、操っているつもりの方々、さらに裏にいる方々すべてにとって残念な結果だけです」


    　唇が微ほほ笑えむ。


    「残るのは、私とあなたがたの喜ばしい結果だけです」


    　ペディオンが紅茶の杯を口に含む。


    　足音。部屋に副官のキュリオが入ってきた。電話をしたままペディオンが手を掲げ、部下に挨あい拶さつをする。


    「それは見てのお楽しみですよ。ええ、では待っていてください」


    　爽さわやかな笑みとともに、電話を切る。副官のキュリオが荷物を下ろす。立ち上がった知覚眼鏡クルークブリレの眼が上司を見据える。


    「本国から、ではないですよね？」


    「なに、友人と話していただけだよ」ペディオンは軽く告げた。「私には友人が多くてね。ほら、仕事だけの人生は、人として寂しいだろう？」


    　キュリオは窓辺に座る上司を見据える。ペディオンは紅茶の杯を傾けている。キュリオは迷ったすえに問いかける。


    「ペディオン、あなたはいったいなにをしているのです？」


    　疑問が連ねられる。


    「裁量の範囲内だよ。そして君は私の手足であって、頭脳ではない」


    　ペディオンは掲げた指を額に当てて笑う。


    「私とて本国に殺されたいわけではない。考えて動いているよ」ペディオンが続ける。「そう、考えてね」


    　キュリオには理解しがたかった。なにが起こっているのか、意味が分からない。


    　ペディオンが首のネクタイを外し、手を伸ばす。椅子にかかっている上着やネクタイの上で、指が踊る。手は一番地味なネクタイを選ぶ。


    「今日は大忙しだ」


    　ペディオンがネクタイを締める。


    「すべての駒をそろえねばならない」


    　男の唇には、遊ゆう戯ぎを楽しむような笑みがあった。地味な背広の袖に手を通す。


    「さて、哀れな操り人形に指示を出してくるとしよう」


    



    



    「何点かの確認で、総合的に判断できた。〈ベヘリガ〉らしき不審者が潜ひそむ位置が分かった」


    　ウォルロットは携帯や小型端末を閉じる。


    「そこに一連の謎なぞの答えがあるの？」


    　ジヴーニャが尋ねる。ホテルの部屋で二人が向きあう。


    「ああ、どうやら決着のときは近いらしい。急襲して真相を探る」


    　ウォルロットは決意を固める。携帯を握ったまま、勇者の証あかしである魔ま杖じよう剣けん〈悲ひ姫きジゼロ〉を腰に差す。もう一振り、勇者の力の象徴である魔杖剣〈思し推すいせしオデオン〉を背負う。咒じゆ式しき具ぐや咒弾が詰められた弾倉を、上着のなかに差しこんでいく。上着の前を閉め、戦闘用の手袋を左手に嵌はめる。


    　勇者ウォルロットの雄お々おしい姿だった。


    　見とれていたジヴーニャは、口を閉じる。


    　腰を下ろしていた寝台ベツドから、ジヴーニャも立ち上がる。腰の後ろにある銃を確かめつつ、準備をする。


    「行こう」


    　ジヴーニャの声に、ウォルロットの顔に哀しみが掠かすめる。唇の間から、言いたくもない言葉を紡つむいだ。


    「ジヴ、君はここに残れ」


    「でも！」


    　ウォルロットは静かな眼でジヴーニャを見つめていた。女は襟えり元もとに手を入れて、引きだす。繊せん細さいな鎖と、先端に下がる指輪を示す。緑の宝石は暗く沈んでいる。


    「指輪はどうするの？」


    「本当は俺に渡してほしいが」


    　男の顔に険しい表情があった。男はそこで優しい笑みを浮かべ、言いなおす。


    「美しい指輪は、無骨な俺より、君のような女性の傍そばにあってこそ似合う」


    「なに、よそれ」


    　虚きよを衝つかれたジヴーニャが返答に詰まる。ウォルロットは窓の外へ視線を向ける。


    「俺が死んだときは、ピエゾ大使館に駆けこめ。君も知るギャリー伯はく爵しやくを頼って、すべてを話してくれ。彼は痛みを知る本当の愛国者で、まだ信頼できるほうの善人だ」


    　ウォルロットの横顔は男臭い笑みを浮かべる。ジヴーニャはうなずきかけて、止めた。


    「やはりダメよ。あなたを一人にしておけない。私もついていく」


    　ジヴーニャは緑の瞳でウォルロットを見つめた。瞬間、ウォルロットはジヴーニャを心の底から愛した。


    　だからこそ、ガユスという男のことも理解した。二人は愛する女とどこまでも歩きたい。


    　しかし、死地に連れて行けるわけがない。ともに死ぬなど綺き麗れい事ごとだ。


    　自分が身代わりになってでも生きてほしいということこそが、男の綺麗事なのだろう。恋こい敵がたきの考えが、ウォルロットにも理解できた。


    「分かった」


    　ウォルロットは優しく笑う。ジヴーニャはウォルロットの横に立つ。女の手が、腰の後ろから旧式な火薬式[image: ]銃であるマガバリー三三八を引きだす。回転弾倉リボルバーを横に出して、弾丸を確認。戻して構え、重さを確認。


    「咒じゆ式しき戦闘においては豆鉄砲にすぎないけど、急所に当てられれば攻こう性せい咒式士にも通じるでしょう？」そこでジヴがウォルロットに微ほほ笑えむ。「そして私の腕はなかなかのものよ？」


    　ウォルロットも微笑みを返す。


    「目か耳に当てれば、攻性咒式士でも殺せるな。もちろん頼りにしている」


    　ジヴーニャも戦士のように微笑み、銃を戻す。ウォルロットが前を向く。


    「行こうジヴ」


    「ええ」


    　ジヴーニャが一歩を踏みだした。足が止まる。


    「そういえば、少し前からジヴって呼んでいるよね？」


    　ジヴーニャが振りかえると、ウォルロットの体に隠れて左手が動いていた。指は、腰に差さる魔ま杖じよう剣けん〈悲ひ姫きジゼロ〉の引き金を絞っていた。


    　紡つむがれていたのは、化学錬れん成せい系第二階位〈安ゼ痺ツ眠キ〉の咒式。針が女の腕に刺さっていた。咒式は分からなくても瞬時に推測したジヴーニャが針を抜こうとするが、すでに遅かった。


    　フェンサイクリジン系の解離性麻酔薬であるケタミンが作用。中ちゆう枢すう神経系のシナプス後膜にあるＮＭＤＡ受容体に選択的に働き、興奮性神経伝達が阻害される。


    　意識が混こん濁だくしたジヴーニャの膝が崩れる。霞かすみがかかったような緑の目が、ウォルロットを見つめる。女が倒れていく。


    「なん、で？」


    「あと七秒から十五秒で、君は安眠する。量も完かん璧ぺきに量ったので、副作用もない」


    　ウォルロットは優しくジヴーニャの背に左手を回して支えた。落ちていく腰を、優しく寝台ベツドに着地させる。次に白いシーツに上半身を横たえさせていく。携帯を横の机の上に置いて、右手で枕を握り、ジヴーニャの頭の下に差しいれる。


    　すべては姫君を扱う騎士のように、恭うやうやしい動作だった。混濁していく意識のなかで、ジヴーニャの唇がわななく。


    「噓、つき。あなたも、ガユ、スも。男はみんな、噓をつ……」


    「ああ。噓つきだ」


    　ウォルロットは右手を伸ばす。男の手は、ジヴーニャの瞼まぶたを優しく閉じさせてやる。手を引くと、女の長い睫まつ毛げが震えていた。ケタミンによって失神した女の呼吸が安定したことを確認し、ウォルロットの手が伸びる。


    「愛する女を守るためなら、俺は何度でも噓つきとなり、虐殺者に戻る」


    　ジヴーニャの襟えり元もとから下がった鎖に指で触れる。指輪が緑の光を見せていた。


    　ウォルロットの眼は、優しい海や空の蒼あおとなっていた。指先を動かしてジヴーニャの首の後ろで鎖を外し、指輪を握る。


    　緑の宝石が女の哀しみの瞳にも思えたが、感情も握りつぶす。ウォルロットは立ち上がる。


    「これで〈古き巨人エノルム〉に狙われるのは俺だけだ」


    　男が進む。扉を開けて外に出る。魔ま杖じよう剣けんで取っ手を切断。アーク溶接の咒じゆ式しきで溶接。階段や周囲に、電子と咒式の警報装置と罠わなを設置する。ジヴーニャには反応しないが、誰かが侵入すれば発動するようにした。


    　男の唇が嚙かみしめられる。


    　すべてに片を付けねばならない。


    　ブローゾの死、ピエゾの〈ベヘリガ〉の不審な動き。ジヴーニャの哀しみ。


    　そして、ウォルロット自身の決着を。


    



    



    　表通りに車を停める。


    　俺とギギナはそれぞれ車の左右から下りる。薄汚れた裏通りを進む。高いビルの底に、低いビルが並ぶ一角があった。二人で路地を歩いていく。


    「あったら嫌なもので勝負」


    「久しぶりに聞いたが、心が腐る遊びだな」


    「あったら嫌なもの。ギギナ、前、前！　前からあれが！」


    「おまえの妄もう想そうでの私は、眼前のものすら分からないほど認識力不足なのか」


    「続いて、ギギナ、中、中！」


    「眼前のなにかに入られたのか？」


    「ああ、ギギナ、頭、頭が取れた！　もはやおまえは……って最低ドラッケン族はとくに変わらないので、多い日も安心」


    「貴様の珍思考は、どこかの誰かに脅されてやっているのか？　それとも幼少時に脳に打撃を受けたのか？」


    「あったら嫌なものの代案が出ないなら、ギギナは口先男だな」


    　歩みつつ、ギギナが考える。


    「あったら嫌なものとしては、この一連の会話が実在の人間の口から出ていることだな」


    「ギギナには、人として成立するための元素ヒトニウムと優しさ元素ヤサシニウムを合成した、人工オモイヤリンを投とう与よしたほうがいいと思うよ」


    「いつもながら貴様の程度に合わせて、知性と品性を下げることは疲れる」


    　退屈な言葉を投げあって、俺とギギナの足が止まる。通りの向こう、ビルの間に目的地が見えた。会話している演技をしつつ、横目で目的地の様子を窺うかがう。


    「あったら嫌なもので、もうひとつ足しておこう」


    　五階建ての雑居ビルが見えた。ビルの前の通りは混雑していた。


    　玄関には、銀色の甲かつ冑ちゆう姿すがたや黒背広が出入りしていた。玄関脇では、新入団員を受けているらしく、人の列ができていた。「第四クォントビル」という看板の上から、まだ塗料が乾かない「エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だん」という看板が掲げられていた。


    「活気ある過激派団体、だな」


    　俺は締めくくった。


    「事件以前は一階と地下室だけだったらしいが、ビル全体を取りこんだみたいだな」


    　ビルの一階から五階まで、すべての窓に忙せわしく立ちまわる憂国騎士団員の姿が見える。


    「やはりフリューの死が景気を上げた、ということか」


    　下調べしておいた情報を思い出す。


    「エリダナ憂国騎士団。八六年に元皇国騎士であるグレッツェン・バウハム・テークが[image: ]設。皇国に対する熱狂的な愛国主義を掲げ、七都市同盟との融和路線に反対しているそうだ」


    「暑苦しい団体だな」


    　ギギナが鼻先で笑う。俺は、眼前の光景を見据える。


    　車の音。角を曲がって、数台の車が走ってくる。先頭の高級車の後には、三台の輸送車だ。騎士団本部の前に、車の列が停まる。扉が開いて、銀の甲冑姿の騎士たちが出る。


    　次に輸送車からそれぞれ甲冑姿や戦闘装束の男女が現れる。腰の魔ま杖じよう剣けんや魔杖斧ふは、使いこまれている。憂国騎士団ではないが、腕利きだ。


    「新入団員には、かなりの数で街の攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもが混じっていやがるようだ」


    　俺は一人一人を確認していく。見知った顔ばかりだ。


    「切り裂きロデリックに毒女のアンボイ、クレフェルトン一家にガスコ咒式士事務所。うえ、妻殺しのデッカサウまでいやがる」


    　俺としては、呆あきれるしかない顔ぶれだった。ギギナも苦みを帯びた横顔となっていた。


    「賞金首に賞金稼ぎ、咒式士事務所が仲良く愛国ごっこに集まっていやがるとはね」


    「エリダナの皇国系でも、右派の攻性咒式士どもだ」隣で見ていたギギナの疑問が続く。「エリダナ憂国騎士団とやらに本気で参加しているのか？」


    　ギギナの疑問にあるように、俺の推論は違った。


    「それぞれの普段からある七都市同盟への反感を、この機会に晴らしたいだけだろう。大義名分と金という追い風を利用するには、今しかない」


    「その証拠に、あれを見ろ」


    　指でビルから一団を迎えた集団を示す。浅黒い肌や、扁へん平ぺいな顔の男たちだった。


    「ウェイオンにキプチャス兄弟、ジララック咒じゆ式しき士し事務所。西方や東方系のやつらまで勝手に混じっている。すでに皇国系や反同盟ですらない」


    　一団は車の後ろに進んでいく。輸送車から木箱が引きだされ、下にいる団員が受けとめる。箱に書かれた文字からすると、すべてが魔ま杖じよう剣けんや咒弾、咒式甲かつ冑ちゆうらしい。


    　呼びかけや確認の声が響き、荷下ろしで騒々しくなる。輸送車を見ると、五十箱はある。


    「憂ゆう国こく騎き士し団だんがエリダナでも中規模の組織で、現団員は二十三名、そのうち攻こう性せい咒式士は十名、という情報はもう意味がないな」


    　俺は携帯を閉じる。ギギナが苦笑する。


    「おそらく勢いと金に眼をつけて、食いつめた攻性咒式士たちが集まってきている。目算で、情報にあった数の五倍。これからまだまだ増えていくと考えれば、最終的には高位攻性咒式士も何十名かそろう。咒式武装度も高い」


    「洒しや落れにならない。質はともかく数でいえば、ラルゴンキン咒式士事務所か、パンハイマ総合咒式警備事務所、黒社会の三大組織なみの武力が新たに発生していることになる」


    　道に溢あふれる攻性咒式士と装備の山。ビルを見上げ、ギギナがつぶやく。


    「このビルに人員と装備。いくらなんでも、これらを支える資金が突如として憂国騎士団に湧いてくるわけがない」


    「天から金が降ってくるという物理法則はないからな」


    　携帯が振動。見ると、ヴィネルに頼んでおいた情報が届いた。


    「おやおや、やはり憂国騎士団の取引銀行の口座が、おかしな金の動きをしている」数字の流れを、隣のギギナにも見せてやる。「元々やっていた、募金という名の恐きよう喝かつや関連の店からの収入は微々たるものだ。しかし、出ていく金が収入の十倍はある」


    　ギギナが顎あごの下に手を添える。


    「となると、どこかから謎なぞの収入源があることになる。裏があるな」


    「そこを騎士団の重要人物に聞けば、フリューを殺した犯人の正体が分かるかもしれぬな」


    　俺は憂国騎士団の本部ビルを眺める。ギギナが笑う。


    「正面から尋ねていって聞くか？」


    「素直に答えてくれるなら、ね」


    　現実は常に都合よくいかない。


    「誰かを捕まえて尋じん問もんしたいが難しいな」俺はビルを検分する。「ビルにはすでに高位を含めた四十人ほどの攻性咒式士が詰めている。ついでに他に数十人の団員がいて、周囲一帯には、数百から千人近い協力者がいるだろう」


    　玄関は完全に封鎖されている。ビルの左右にも人が溢あふれているなら、裏口も同じだろう。


    「潜入するにも手がない。ここは仕切り直しだな。地道に聞きこみして、情報を待つ」


    「それは地味な展開すぎて、私が飽きる。今から潜入して調べればいい」


    　ギギナの手が霞かすむ。次に見えたときには屠と竜りゆう刀とうが抜きはなたれていた。切っ先に午後の陽光が宿る。


    「では行くか」


    「行くか、って正面突破なんか不可能だぞ？」俺は呆あきれていた。「かつてならともかく、今のエリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんは一個中隊以上の戦闘力を持つ。殺されに行くようなものだ」


    「私がなにも考えずに言っていると思っているのか？」


    「むしろギギナがなにかを考えた瞬間が、今までに一秒でもあったのかと問いたい」


    　俺の反論にギギナが不敵に微ほほ笑えむ。


    「うわ、その笑顔が怖い。すっごく怖い。絶対世界に、とくに俺に良くないことを考えている」


    「察しが良いな」


    　ギギナの左手が伸びて、路傍にあった道路標識を摑つかむ。力を込めずに、引きぬく。一時停止の標識部分を足で蹴って排除し、鉄の管にする。


    「しかし、ガユスにとって良くないことは、私にとって愉快なことだ」


    　ギギナは上空を見上げる。俺も倣ならって見上げる。二十階建てのビルが見える。視線を戻す。ギギナは、屠と竜りゆう刀とうの先端で生体変化系咒じゆ式しき第二階位〈蜘蛛絲スピネル〉を紡つむいでいる。後方に左手を引く。肩の三角筋から上腕二頭筋、背中の広背筋が膨れあがる。


    　ギギナの腕は、標識を投げた。


    　ビルの高層階に向かっていく槍は、ポリペプチドやタンパク質の複合繊維による白い糸の尾を曳ひいていた。ギギナの左手が俺の襟えり首くびを摑む。槍がビルの屋上付近の壁に深く突き立つ。


    　蜘く蛛もの糸の弾性限界が来た。当然斜め上方に向かって強烈に縮む。屠竜刀を握るギギナが空中へ引きあげられる。もちろんギギナに摑まれた俺も引かれる。ギギナの〈空輪[image: ]ゲメイラ〉による圧縮空気の噴射で、急加速。


    　急上昇で、耳元で風が唸うなる。ビルの壁面と窓が恐ろしい勢いで通り過ぎていく。二人分というか、ギギナの体重を支えきれずに、鉄の管が曲がっていく。


    　悲鳴が出そうになる寸前、ギギナと俺はビルの屋上に到達。縁を摑んで、屋上に這はいでる。


    　肩を上下させる荒い呼吸。口から心臓が出そうになっていた。


    　前置きなしに一気に十五階、五十メルトルほどを急上昇すれば、誰でもこうなる。


    　ギギナは屋上に平然と立っている。どういう心臓をしているのか、永遠の謎なぞだ。


    「ちょ、待て、説明しろ。これは、いったい、どういう？」


    　俺の問いかけを無視して、ギギナの右手の屠竜刀はまた〈蜘蛛絲スピネル〉を紡いでいる。左手は屋上にあったアンテナを摑み、折る。振りかえって、掲げる。剝むきだしの白い肩から、背中に腰、足と筋肉が膨ぼう張ちようする。


    　またも投とう擲てき。


    　今度も白い糸を曳いて、槍が凄すさまじい速度で飛ひ翔しようしていく。知覚眼鏡クルークブリレの倍率を拡大する。二百メルトルほど先にある、十階建てのビルの壁に着弾。深く刺さる。


    「ははは、悪い冗談だと思いたいが」俺の声は乾いていた。「俺の悪い予感だけは絶対的に当たるからな」


    「常に悪いことしか起こらないガユスが悪い予感を言っておけば、当たるに決まっている」


    　知覚眼鏡クルークブリレの倍率を戻すと、ギギナは屠と竜りゆう刀とうから出ている白い糸、というより綱を屋上の看板に結びつける。十五階と十階のビルの間に、斜めとなった蜘く蛛もの綱が張り巡らされていた。


    　ギギナはさらに蜘蛛の糸を生成し、環を作る。左手が伸びて、喘あえいでいる俺の襟えり首くびを摑つかむ。ギギナは俺を引きずり、ビルの壁面から飛びだす。


    「うおおおおえええええええっ!?」


    　綱に沿って、ギギナと俺が滑空していく。ギギナが掲げた屠竜刀につながった糸の環が、滑車の役目を果たしていた。高速で空中移動。眼下には低層ビルの屋上や、さらに道路を行く人々や車が見えた。


    　滑空していく前方には、エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんのビルの屋上が見えてきた。正面玄関や裏口には攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが詰めている。正面では団員が輸送車から荷下ろしをしている。


    　滑空に慣れると分かる。上空からの侵入なら行ける。圧縮空気の噴射や翼の滑空ではなく、糸での静かな移動だからこそ奇襲が可能だ。


    　滑空が続き、憂国騎士団本部の屋上が迫る。ギギナが手首を捻ひねる。環となっていた蜘蛛の糸が伸びていく。スレート地の屋根や給水タンクが迫ってくる。


    「ちょっと待て」耳元で風が唸うなる滑空で、俺は上のギギナに問いかける。「これ、減速はどうするんだ!?」


    「各自の自助努力に任せるという、独立心を養う方式だ」


    　憂国騎士団ビルの屋上の手前に到達。ギギナが再び手首を捻って、屠竜刀で蜘蛛の糸を切る。屋根の上、十メルトルから、滑空の勢いのままにギギナと俺が放たれる。


    　俺は給水タンクの上に足で着地したが、勢いを殺せずに前に転がる。給水タンクから屋根に落下。空中で回転して、屋根に足から着地。それでも止まらず、ひたすら転がる。回転数が合わず、逆さとなった状態で背中から屋上の看板に激突。


    　背骨と肋ろつ骨こつが軋きしみ、息が絞りだされる。足が頭の先の床に落ちてきた。


    　前方では逆さとなったギギナが見えた。相棒は華か麗れいに着地したらしく、平然と立っていた。不思議な物体でも見るように、俺を眺めていた。


    「なにを遊んでいる？　貴様の特殊な趣味嗜好か？」


    「世の中を逆さに見ることによって世の中の不条理を……いやもういい」


    　足を上げて、看板に沿わせる。前へ振る。足が屋根につく。足の反動で上半身を起こし、結果として立つ。


    　ビルの正面玄関からの搬はん入にゆう作業の声や音が、屋上まで響いている。着地の音で気づかれた様子はない。俺はギギナを眺める。


    「もう少し正気の侵入作戦は考えつかないのか？　詐さ欺ぎのような侵入方法だ」


    「帰り道にも傾斜が必要だ」ギギナは切って捨てた。「それに上空からの侵入は、軍や特殊部隊の常じよう套とう手段だ。私が従軍していたときには、さらにひどい急降下作戦をしていた。骨折や内臓破裂の可能性があるそちらのほうがよかったか？」


    「いや。ギギナは詐欺をしたわけではなく、悪ふざけをしているだけだとさすがに気づいた」


    　これ以上に危険な急降下作戦など、想像したくもない。


    　周囲を見回す。さすがに屋上までは警戒していないらしく、無人で監視装置もない。携帯を起動。ヴィネルに調べさせたビルの見取り図を呼びだす。金を高めに払うと、集まる情報も早くて正確だ。見取り図を見る。


    「組織の上層部は最上階にいる。バカと、さらに高位のバカは高いところが好きだからな」


    　こちらは憂ゆう国こく騎き士し団だんが接収して改装したあとの設計図のため、分かりやすい。


    　五階にあった商社が追いだされたか買収されたかで、会議室や組織の上層部や騎士団長の私室が作られている。私室には豪華な応接椅い子すや、特注の寝台ベツドが設置されている。


    「さすがに窓辺に面した場所にはないが、騎士団長の私室はちょうどこの下だな」俺は靴くつの爪先でコンクリの屋根を叩く。「階段から下りて、右へ回れば奇襲ができるはずだ」


    　屋上の出入り口を探す。給水タンクの向こうに、下への扉を見つける。動こうとすると、ギギナの左手が掲げられていた。白い大理石の手が俺の進路を塞ぐ。


    「回り道などする必要はない」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうの柄つかを伸ばす。全長二九五五ミリメルトルの長槍が現れる。


    　旋回させ、刃の先を傍かたわらのコンクリの屋根に突き立てる。一〇七一ミリメルトルという長い刀身が、一気に根本までコンクリに埋まる。ギギナが腕を回転させる。


    　固いコンクリに、まるで熱した刃でバターを切っているかのように長大な円えん弧こが描かれていく。その場に屈かがんで、俺は刃の軌道から逃のがれる。刃を振るほうが気を遣えよと思う。


    　直径三メルトルほどの完全な円が完成する直前に、ギギナは刃を引きぬく。屠竜刀を回転させて、自らの両足の間に突き刺す。衝撃で、円盤となった屋上ごと下に落下する。鉄筋が埋まったコンクリの断面が見えて、次に室内。着地の衝撃は柔らかかった。


    　粉ふん塵じんと膨ぼう大だいな羽毛が部屋に舞う。直径三メルトルほどのコンクリの円盤は、寝台の上に落下していた。音はしたが、ビルの外から聞こえる搬はん入にゆうの声や音にまぎれている。


    　視界を埋めつくす羽毛を手で除けながら、絨じゆう毯たんの床に下りる。眼を凝こらして耳を澄ますも、誰にも気づかれていないようだ。


    　ようやく息を吐く。常識外れの移動の二連発で、俺の心臓に負担がかかっている。


    「通路を行けば、護衛の攻こう性せい咒じゆ式しき士しに出くわす可能性がある。これが最善だ」


    「最善かどうかは、事務所でまともなほうを担当する俺が判断する。まともでないほうは、俺の指示を待て」


    「待つとどうなる？」


    「俺の指令としては、とりあえずギギナは死ね。すべての話はそれからだ」


    　俺の物理法則なみに正しい答えを、ギギナは鼻で笑う。


    「時間が勝負だ。臆病なほうの返事を待つ時間はない」


    　俺とギギナは、羽毛が舞う室内を進む。二人で手分けして騎士団長の私室を探る。本棚には豪ごう奢しやな革表紙の本。書類棚には書類が詰まっている。正面にはマガニー木材の大きな机。黒い革張りの椅子があった。


    　まずは書類棚から書類を引きだして、中身を見る。団員の履り歴れき書しよや活動日誌ばかりだ。


    　次に本棚の本を探る。エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんが出している反同盟の本のみ。背後になにかあると思って、すべての本を取りだす。なにもない。よく考えれば、設計図に隠し扉はなかった。


    「だとすると、騎士団長のグレッツェンが私室に戻るところを待ち伏せするしかないが……」


    「音をたてずに一撃で倒して尋問するしかないが、果てしなく難しいな」戦士の瞳で、ギギナが分析する。「グレッツェンは武闘派のエリダナ憂国騎士団をまとめる、本物の狂信者で高位の咒じゆ式しき騎士だ。常に二人か三人の側近とともに動いているはずだ」


    　高位咒式士三人か四人を、倒すのではなく傷つけずに、さらに他の騎士団員に気づかれないように無音で瞬時に拘こう束そくすることは、俺とギギナであっても難しい。


    　俺が他の方法を考えていると、ギギナが手を掲げる。俺は固く口を閉じる。無音の歩みで私室の扉に向かう。扉の左右に分かれて待機。扉の向こうの廊ろう下かを、足音が近づいてくる。角で止まった。扉の向こうから声が聞こえる。


    「では、私が指示書を整理しておきますので、先に戻っていてください」


    「任せました。団長によれば、一時間後までに提出してくれればいいそうです」


    　一人の金属質の足音が遠ざかっていき、もう一人の軽い足音がこちらに向かってくる。扉の向こうで止まり、鍵を解除する。扉が開く。


    　相手が部屋に二歩踏みこんだところで、部屋に散らばる羽毛や、本棚から引きだされた本に気づく。


    　声を出そうと男が口を開いたところで、背後からギギナが口と右腕を押さえる。即座に男を床に組み伏せる。動く左手をギギナの足が踏んで、完全固定。俺は扉を無音で閉める。


    　うーん、俺とギギナは強盗としてもいい腕を持っている。


    　目を戻す。ギギナが組み伏せた相手は紺色の背広の男だった。


    　体格から言って、エリダナ憂国騎士団の団長、グレッツェンではない。体格は中肉中背で特徴がなく、魔ま杖じよう剣けんも装備していない。


    「さて、おまえは誰だ？」


    　俺の問いに、男の体が怯おびえに震える。


    



    



    　エリダナの街角。抗議の行進が街に溢あふれていた。


    　老ろう若にやく男なん女によが声をあげ、行進している。合間には積せき層そう甲かつ冑ちゆうを着た騎士や武装した攻こう性せい咒式士が混じっていた。道路を横断する一団で渋滞が起き、車は長ちよう蛇だの列をなしている。


    　歩道には見物人や足早に去っていく勤め人もいる。人々の横手にいたアーゼルが、乱暴に押しだされる。車道に倒れるアーゼルを、逞たくましい手が支えた。


    「大丈夫ですか」


    「ありがとう」言いつつ、アーゼルは豊かな胸の間に抱えた撮影機を確認する。「良かった。撮影機は無事だった」


    　彼女にとっては、今はもうこれだけしかないのだ。


    「ありがとうございます」


    　アーゼルが相手を見上げる。彼女を助けたのは、奇妙な人影だった。古風な山やま高たか帽ぼうを被かぶり、背広を着ている。だが、庇ひさしの下にある顔は、祝祭用の仮面に覆おおわれていた。沸ふつ騰とうするエリダナで浮かれているのだろうと、アーゼルは強引に自分を納得させた。


    　奇妙な相手は、アーゼルから手を離し、指先で乱れた自らの襟えり元もとを整える。夏だというのに、指先まである白手袋を嵌はめていた。


    　アーゼルは相手に向けて、礼を重ねる。


    「本当にありがとう」


    「いえ、女性体には優しくする信条でしてね」


    　男の深い声で、アーゼルの表情の片隅に寂せき寥りよう感が掠かすめる。一人を愛しすぎるために、他の女に優しくできなかった男のことを思い出してしまったのだ。複雑な心情をアーゼルは言葉に乗せた。


    「あなたのように優しい男ばかりだと、世の女は哀しまずにすむのですけどね」


    　奇妙な男は仮面のまま、止まる。


    「私は優しい男性体とは言い難い」


    　手で山高帽を下げて、相手はその場を去っていく。アーゼルは奇妙な相手を見送った。背後で叫びがあがり、アーゼルは反射的に撮影機を向ける。行進の人々と警察が小こ競ぜりあいを起こしはじめていた。角材と魔ま杖じよう剣けんが振り上げられている光景へ撮影機を向けることに必死で、アーゼルは奇妙な相手のことを忘れた。


    　奇妙な男は、紛争状態に陥おちいったエリダナの通りから路地に入る。


    「私は人ではないし、優しくもない」


    　ビルと古い高層住宅の間にある路地で、独り言をつぶやく。


    「今現在、とくにエリダナに住む人属にとっては、最悪の敵だ」


    　独白する長身の背後に、三つの人影が続いていた。


    　錫しやく杖じようをついた小こ柄がらな影は、編あみ笠がさを目ま深ぶかに被っている。法衣姿の老人だった。


    　続く姿は豊かな胸と蜂はちのように括くびれた腰、美しい曲線の尻から足。女性の理想のような体型は、黒外套でも隠せない。顔は淑しゆく女じよを模した祝祭用の仮面に覆われている。


    　甲かつ冑ちゆうを着込んだ巨体の男。兜かぶとと面めん頰ぼおで顔が見えず、攻こう性せい咒じゆ式しき士しに見えるが、魔杖剣を持っていない。


    　だが、全員の仮面や兜、編み笠に開けられている目の位置は、人類のものとは違い、なにより数が多すぎた。どう考えても、五つから七つの眼がある存在のための覗のぞき穴が穿うがたれていた。


    「ゾレイゾ・ゾ、先ほどの行為は軽率です」


    　横に並ぶ女性が、仮面の下にある漆しつ黒こくの肌の唇で詰問する。


    「人属の女性体を助けるなど、どういうことです？」


    「リクルゴ・ゴよ、反射的にしてしまったことをそう責めてくれるな」


    　ゾレイゾ・ゾは苦笑する。


    「そうではなくて……」と仮面の下半分から見えるリクルゴ・ゴの唇が、拗すねたように尖とがる。


    　錫しやく杖じようをついて歩く小こ柄がらな影が、編あみ笠がさの庇ひさしを握る。吐かれる息には、重金属のような疲労が含まれていた。


    「足で歩くのは久しぶりだ。これも修行か物教の試練か」


    「いつものように、ネビロ・ロ法師に蓮はすの上で浮遊していられては、怪しすぎる。交差点ごとに人属に正体を見破られるよ」


    　ゾレイゾ・ゾが淡々と告げる。ネビロ・ロはさらに編み笠を下げて、小さく「物陀のお導き、諸しよ行ぎよう無む常じよう」とつぶやく。


    「ゲヒンナム・ムよ、これは本当に大丈夫なのか？」


    　淑しゆく女じよを模した祝祭用の仮面から、リクルゴ・ゴが声をあげる。仮面を通した五つ眼は、自らの長外套コートやスカート姿を見つめていた。


    「エリダナを調査するためには、変装が必要なのだよ」


    　兜かぶとの面めん頰ぼおを押さえつつ、ゲヒンナム・ムが返した。リクルゴ・ゴは、白い手袋に包まれた指先で外がい套とうの下のスカートをつまむ。


    「人属は防寒・耐熱用の服が必要だと聞くが、この季節に意味はあるのか？　変装にしても私には似合わない気がするのだけど？」


    　その場で回ってみせ、リクルゴ・ゴが止まる。仮面からの視線は、長身の影、ゾレイゾ・ゾに向けられる。〈古き巨人エノルム〉の長がリクルゴ・ゴを見つめる。


    「見事な変装だ。擬ぎ態たい率りつはかなり高い。九二・九八％の擬態率で人属の街に溶けこんでいる」


    　ゾレイゾ・ゾの言葉に、リクルゴ・ゴの指が止まる。


    「……そうですか。それならば良かったですね」


    　リクルゴ・ゴはスカートから指を離し、不機嫌そうに視線を逸そらした。ゾレイゾ・ゾは疑問の眼を向ける。ゲヒンナム・ムは蒸気にならないように、静かに息を吐く。


    「女性体の心が分からぬ長だな。どこの世界に数字で女性体を評する男がいる」


    「我らは〈古き巨人〉だ」


    　ゾレイゾ・ゾは告げる。


    「我らが褒ほめるべきは、人属のように、他の生物の死し骸がいや部品から奪って作った衣装ではない。素の体である珪けい金きん化か物ぶつの構成具合、金属の肌の色いろ艶つや」ゾレイゾ・ゾの手が動き、自らの厚い胸板を指で示す。「そして古き種族であることの誇りだ」


    　仮面を通して、七つの青い眼が輝く。


    「〈古き巨人〉である誇りを忘れるな。我らは人属などより遙はるかに古い時代、この大地とともに生まれ、また地層と同じくらい長く生きている。だからこそ、すべてを取りもどすのだ」


    　ゾレイゾ・ゾが厳げん粛しゆくな宣言を行う。編み笠の下で、ネビロ・ロ法師がうなずく。賢人ゲヒンナム・ムも、顎あごを引いて肯定する。涙のリクルゴ・ゴも威い儀ぎを正す。スカートを触っていた右手を左手で押さえて隠した。祝祭用の仮面の下で、ゾレイゾ・ゾは眼光を和やわらげる。


    「もちろん、リクルゴ・ゴは〈古き巨人エノルム〉として、美しく良き女性体だ。人属の装束もその美を引き立てていて、良きものであると思う」


    　リクルゴ・ゴの漆しつ黒こくの肌に、赤味が足された。体内の発電現象が高まり、金属の肌が赤熱したのだ。巨体のゲヒンナム・ムの背後に下がる。ゲヒンナム・ムは苦笑していた。


    「やはり女性体の心が分かっていない」


    「ゲヒンナム・ムほど人属に詳しくない」ゾレイゾ・ゾは七つの眼で、賢人を眺める。「またおまえの興味もあまりいいものではない」


    「なに、エリダナで捕獲したのはたった四体だ。それに、私は〈古き巨人〉の未来をゾレイゾ・ゾと同じか、それ以上に考えているだけだ」


    　ゲヒンナム・ムが冷酷な笑みを浮かべる。研究者の笑みだった。


    「ほどほどにしておけ」


    　ゾレイゾ・ゾが釘くぎを刺すように告げ、ゲヒンナム・ムは頭を下げる。


    　四体の偽装した〈古き巨人〉は、路地を進む。路地の間から見えるエリダナの街は沸ふつ騰とうしている。人々が早足で歩み、浮き足立っていた。


    「我らが狙うのは、指輪と女の奪還、そして必然的に付ふ随ずいしてくるウォルロットの打破だ」


    「そこでお願いがあります」


    　リクルゴ・ゴがゾレイゾ・ゾの横手に出る。


    「私は単独行動をさせてもらいます。弟の仇かたきを討うつために、あの咒まじない士しどもを追いたいのです」
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    「またその願いか。目的を忘れるな」


    　ゾレイゾ・ゾは苦い声で答えた。リクルゴ・ゴも引かない。


    「分かっています。ですが、計画に支障がない範囲で動くことを許してはいただけないでしょうか？」


    　リクルゴ・ゴの訴えに、ゾレイゾ・ゾが悩む。


    「手はあるのか？」


    「取引相手を使えば」


    　迷ったが、ゾレイゾ・ゾは最終的には顎あごを引いて許しを与えた。リクルゴ・ゴの仮面の下に見える金属の唇が微ほほ笑えんだ。


    　足をたわめ、伸ばす。姿が消失し、黒い長外套コートと仮面が大地に落ちた。


    　跳躍したリクルゴ・ゴは、ビルの三階の壁に着地。さらに飛ひ翔しよう。六階のビルの上空に、跳躍。


    　そして再び姿を消した。


    「それでは私も良き対象を求めて、しばし街を動こう」


    　ゲヒンナム・ムが腕を掲げる。石が粗あらく積み重ねられた壁に触れる。横から見れば、ゲヒンナム・ムの掌てのひらが壁に沈んでいく。手首、腕、肩。厚い胸板と足が続く。


    「では、進展があるまではそれぞれに動こうではないか」


    　顔までもが壁に埋まっていった。一瞬後、残るのは石組みの壁だけ。ゲヒンナム・ムの姿は路地から消えていた。


    　ゾレイゾ・ゾは視線を戻す。


    「似ているようで、我らもまた違うのだな」


    「ゾレイゾ・ゾの信徒とでも言うべきザムザ・ザと、拙せつ僧そうらはまた違う」


    　ネビロ・ロが錫しやく杖じようを持ち上げ、大地につく。


    「派と属が違えども、我らは団結した。筋道は違っていても、最終的な目標を同じくする」


    　法師の言葉が路地に響く。


    「ゾレイゾ・ゾよ、汝なんじの光に我らのすべてがかかっている」


    　期待の声に、ゾレイゾ・ゾは答えなかった。長身のまま、路地を歩んでいく。


    「分かっている」


    　七つの眼には、青い寂しさがあった。


    「分かっているとも。この私に〈古き巨人エノルム〉のすべてがかかっているということは」


    



    



    　ギギナが組み伏せた男は、床に押しつけられていた。絨じゆう毯たんの上で喘あえいでいた。


    　俺は男の隣に腰を屈かがめて、魔ま杖じよう剣けんを旋回させる。


    「今からおまえに質問する」


    　床に顔を押しつけられた男の首筋に刃を押し当てる。冷たい感触に男の背が伸びる。


    「まず、この階に何人いる？　一人か？」


    　男は顔を小さく左右に振る。


    「二人か？」と問うと顔を横に振る。「三人か？　それ以上か？」と問うとまた同じように左右に振る。「ではおまえだけか？」と問うと、縦に頭を振る。よく考えたら、咒じゆ式しき具ぐや武具の搬はん入にゆう作業でほとんどの人間が下に行っている。ありえる可能性だ。


    「相棒が口から手を離す。仲間を呼べば即座に殺し、俺たちは逃げる。いいか？」


    　男は顎あごを細かく上下させてうなずく。振り向こうとするので、刃で止めた。


    「こちらを見ずに答えろ」


    　男は床に伏せたままで固まった。


    「おまえは誰だ？　なぜ騎士団長の部屋に入れる？」


    　俺は背後から問いかける。ギギナが男の口から手を離す。絨じゆう毯たんに埋もれた男の口が、酸素を求めて喘あえぐ。


    「あなた、たちは誰です!?」


    「自分の生殺与奪を握る気まぐれな死神に、わざわざ問いかけてくるバカをどうしようかと考えている存在だよ」


    　俺が声をかけると、男は黙りこむ。


    「私は、エリダナ、憂ゆう国こく騎き士し団だんの経理、担当として傭やとわれた、ロシメイヤーです」詰まりつつも、男が小声で返答する。「だから、騎士団長の部屋、にも自由に、入れる権限を、与え、られています」


    　俺は自分の幸運に口笛を吹きたくなった。グレッツェンや上級騎士を捕獲できなかったのは残念だが、経理担当者を捕まえられたことは大きい。先ほど騎士団長によろしく、と言っていた発言も傭われ経理だからだろう。


    「でも喋しやべりません。いいえ、喋ることはできません」


    　床に伏せさせた男の声は、完全に怯おびえていた。


    「もし喋れば、グレッツェン団長や騎士団に殺されます」


    「あとで殺されたくないなら、今ここで殺すことになるが？」


    　俺の脅しにもロシメイヤーは必死に堪こらえる。それほどに騎士団が恐ろしいらしい。


    　憂国騎士団は愛国主義の過激派、狂信者の集団だ。裏切ればただではすまない。実際にここ数年の私刑で関係者の三人が死亡しているという噂うわさもある。だからこそ、ロシメイヤーは必死に抵抗する。


    　だからといって俺たちが拷ごう問もんをすれば悲鳴で気づかれるし、なにより時間がない。


    「相棒は殺しが大好きでね。なにも喋らないならおまえを殺すだろう。今死ぬかあとで死ぬか選べ」


    　ロシメイヤーが震える。組み伏せているギギナが、不愉快そうな眼で俺を見上げる。無抵抗の相手を殺す趣味は、ギギナにはない。だが、今は脅しをかけることが重要だ。


    「死んでも答えません。殺すなら殺せ」


    　ロシメイヤーは覚悟の声で言った。どうせ死ぬなら、組織への忠義で死ぬことにしたのだろう。


    　俺の唇が円えん弧こを描き、笑みを浮かべる。


    　この手の忠義心など、いくらでも折れる。俺がジヴーニャとジャベイラ、イーギーなどを相手にやってきたことだ。別の方面から脅しをかければいいだけのことだ。俺は体を屈かがめて、男の左耳に唇を寄せる。


    「ただ死ねると思うか？　おまえを組み伏せている男が猛烈な同性愛者だとしたら？」


    　ロシメイヤーが急に抵抗しはじめた。殺されること以上の恐怖が、男を襲っているのだ。


    　だが、ギギナの剛ごう力りきに身動きひとつもできない。ギギナが物もの凄すごい眼を俺に向ける。窓を向いている俺を睨にらみつけていた。


    　相手に圧力をかけつつ、ギギナに嫌がらせができる。俺はとても合理的だ。一方で、ロシメイヤーはもう恐怖の真っ只中にいた。


    「殺さ、れるのは我慢、できるし覚悟して、いた。でも、でも犯さない、でください」男の声は屈服の声だった。「そこまで覚悟は、できて、いない」


    　男は弱い。屈服したロシメイヤーに、俺は問いかけていく。


    「では聞く。フリュー殺害犯は憂ゆう国こく騎き士し団だんに関係しているか？」


    　顔を伏せたままのロシメイヤーの肩が大きく震えた。待っていても続きを答えない。問いを重ねる。


    「憂国騎士団は過分な人員と装備を調ととのえている。どこの誰が資金提供をしている？」


    　床に伏す男の動どう揺ようは続く。やはりこれがフリュー殺害犯の核心らしい。


    「それは」ようやく口を開く。「篤とく志し家かの方々が愛国の志こころざしで寄付していて……」


    　俺自身が噓つきだから分かる。相手は噓を言っていないが、真実ではない。俺が顎あごで示す。ギギナが嫌そうに体重をかける。それだけでロシメイヤーの沈黙は破られた。


    「分かりました！　言います！　言いますから！」


    　切迫した叫びだった。


    「憂国騎士団に資金提供していたのは、男です。月に一回、資金を現金で払いこんできます」


    「なるほど、電子的な痕跡が残る銀行口座から追跡できないように、現金で持ちこんでいるわけだ」


    　俺とギギナは目を見合わせる。逆に言うと、警戒しすぎている。


    「男とは、どこの誰だ？」


    「クーデロイという男です。グレッツェン団長がエリダナ憂国騎士団を設立したのは、彼の資金援助があったからこそです」


    「四八六年、つまり今から十一年も前から資金提供をしているということか？」


    　俺の言葉に、ロシメイヤーが半泣きでうなずく。俺とギギナが顔を見合わせる。十一年間も資金を提供するとは、もはや酔すい狂きような個人ではない。


    「どういう男だ？　経歴は？　個人ではないとしたら、どんな団体を代表してきている？」


    「分かりません」


    　ギギナが力を入れると、ロシメイヤーの体が跳ねる。男は必死に叫ぶ。


    「本当に分からないんです。グレッツェン団長も彼の正体は知らないのですっ！」


    　俺はこの場にいないグレッツェンを呪った。正体が分からない相手から資金援助されて平然としているような無神経さが、逆に機密を守るという皮肉な結果になっていた。


    「男の正体で分かっていることは？」


    「私も団長に同席してたまに会うのですが、クーデロイは皇国人ではありません」ロシメイヤーが思い出すように続ける。「かすかですが、ツェベルン語には北方の訛なまりがあります。おそらく異国、北方系の国の人間です」


    　ウコウト大陸西部から北部、いわゆるツェベルン圏けんの人種は外見上の見分けがつきにくい。これが南方のオルギア大陸あたりまで行けば人種が分かりやすいのだが、そこまで都合は良くないらしい。


    「先月から資金援助が増額されて、月に数千万イェンを渡されるようになりました。それで反同盟活動、反ダリオネートに本腰を入れろと言ってきて、活発化しているのです」


    「数か月で億イェン単位の金が注入されているのか。それほどの大金で皇国系国民を煽あおって、同盟やダリオネートへの破壊活動を起こしていたのが、異国の男だと？」


    　俺は自問自答する。


    「意味が分からない。異国人が皇国のグレッツェンたちを操って、七都市同盟を間接的に攻撃してなんの得がある？」


    「その国が皇国の味方だからでは？」


    　媚こびるようにロシメイヤーが答えるが、的外れな言葉は無視。俺はさらに問いを続ける。


    「普段はどうやってそのクーデロイと連絡を取っている？」


    「こちらから連絡はできません！　知らないんです！」


    　ロシメイヤーは必死に答えた。ギギナが体勢を入れ替えた動作が脅しに取られたらしく、会計士の口から機密が溢あふれだしていく。


    「ただ、緊急の事態や資金が足りなくなったなどの用があるときは、緊急連絡先があります！　ヘムド通り五丁目四番地の工場に行けば、クーデロイが待っています！」


    　俺とギギナは顔を見合わせる。引きだせるかぎりの情報は出た。あとはロシメイヤーの始末をつけるだけだ。


    「ああああ、これほどの機密を喋しやべっては、もう私は殺される。騎士団長に、憂ゆう国こく騎き士し団だんに殺される」


    　絨じゆう毯たんに顔を押しつけて、ロシメイヤーが嘆く。襟えりを握っているギギナが、俺に銀の瞳を向ける。


    「殺しておくか？」


    「必要ない」俺はフリューの死を思い出した。もう余計な死は不要だ。「侵入者が来たと憂国騎士団員に話せば、機密を漏もらしたロシメイヤー本人が殺されるから黙っているだろう」


    　ギギナが手を離しても、ロシメイヤーは床に顔を伏せたままで嘆いていた。


    　俺とギギナは、寝台ベツドと切りとられたコンクリ屋根がある地点まで戻る。穴から屋上に出る。　


    　ビルの屋上には、風が吹いていた。


    　来たときと同じようにギギナが蜘く蛛もの糸で輪を作り、ビルとビルの谷間にかけられた綱にかける。環を閉じて、上に上昇していく。十メルトルほど登って、今度は低いほうのビルに向かって滑空していく。


    　風とともにいくつかのビルの上を通りすぎ、百メルトルほど滑空して、ビルの壁面にギギナの足がめり込む。俺は衝撃で全身の骨が軋きしむ。そこでまた環を大きくしていって、垂直に降下していく。ビルの上からアスファルトへ静かに着地する。


    　即座に二人でヴァンの元へ向かう。乗りこむと同時に急速発進。エリダナの街を走る。


    　時間がない。ロシメイヤーに頭があれば、あの場から逃げだすはずだ。会話からすれば、ロシメイヤーの不在が発覚し、部屋の異常の発見に早くて一時間、長くて一時間半。そこから機密が漏もれたと気づき、クーデロイへ連絡に向かうのはほぼ同時。時間がない。


    　ヘムド通り五丁目四番地の工場に、ヴァンを全力疾走させる。走っている最中に、抗議行進に出会って時間を無駄にしないことを祈ろう。


    



    



    　指揮室で椅い子すに座したロディマスは、必死の表情だった。


    　ロディマスは左手で電話の受話器を耳に押しあてる。虚むなしく繰りかえされる呼びだし音を聞きながら、指は苛いら々いらと机を叩く。中指には緑の指輪が嵌はまっている。ロディマスの横手には、ゴバルドが立っている。


    　ロディマスが握っていた電話が、ようやくつながる。


    「ガイレス閣かつ下か！　計画は中止して、撤てつ退たいすべきです！」


    　ロディマスは相手に叫ぶ。ゴバルドは静かに聞いている。


    「もはや限界です」


    　声は雪崩なだれのように続く。


    「すでに計画を聞いた女という不確定要素が入りこんでいて、勇者ウォルロットに翼よく将しようという最悪の札ふだまで引いてきました」


    　ロディマスの声は必死だった。


    「〈ベヘリガ〉の一部、いや半数以上がどこかへ消えました。これは、もはや反乱です。これ以上の計画続行は不可能です！」


    　返答を待っていると、電話の向こうからは笑い声。心底から楽しそうな笑声。それはマヌケを笑う声だった。


    「貴様、まさかペディオンか！」


    　ロディマスは歯ぎしりしつつ叫ぶしかなかった。


    「貴様がガイレス閣下の直通回線に出る、ということは……」


    「そのとおり。あなたが、ロディマス少、いや中佐が役立たずであるため、ガイレス少将閣下は私に〈ベヘリガ〉の全権を委任した」


    　ペディオンが告げた。


    「そしてあなたの意見は却きやつ下かされる。すでに計画は動いている」


    「どういうことだ？　七都市同盟に対する破壊工作と、指輪を奪還して対抗できる軍事力を手に入れる計画は、もう続行不可能だろうが？」


    　通話口の向こうで、ペディオンが嘲あざ笑わらう。


    「あなたが知っている部分は、下準備にすぎないよ。そんな夢のようなことを本当に信じていたのかね？」


    「なん、だと？」


    「七都市同盟の百万の軍勢と攻こう性せい咒じゆ式しき士したちに、核程度の威力の兵器を向けてどうする？　咒式で防ぼう御ぎよされ、次の瞬間にピエゾは同盟の反撃で滅亡しているよ。そんな戦いはもう古臭いんだよ」


    　愉快そうにペディオンが続ける。


    「さらに言えば、同盟の干かん渉しようとは違う種類の危機がピエゾに迫っている。ピエゾ側としては、その巨大な危機を排除する必要もあるのさ」


    　ロディマスは混乱していた。〈ベヘリガ〉の実行部隊長である自分が、まったく計画の真実を知らされていない。違う。どこかで計画が変更されたのだ。


    　つまり、電話の向こうにいるペディオンによって。ロディマスは唇を嚙かみしめる。


    「話を戻すと、ガイレス少将は私にベヘリガの決定権を委任された。あとは君が持つ指揮権の指輪があるだろう？」


    　ロディマスが携帯を握る自らの指を眺める。緑の指輪があった。


    「少佐でも中佐でもどうでもいいが、最終計画に必要なので〈歓喜の指輪〉を素直に渡してくれないかな？」


    　ペディオンの声で、ロディマス中佐の顔が呆ほうける。事態はまったく理解できない。だが、異常さは分かる。


    「貴様らには渡さぬ！」


    　ロディマスは電話を叩ききる。


    「正気ではない。まったく正気ではない。ピエゾを救うための計画ではなく、賭かけだ。ガイレスは危険すぎる賭に我らを巻きこんでいた！」


    　ロディマスは逃げ道を探していた。


    　しかし、愛国者が逃げこめる場所は、エリダナにはもはや存在しない。


    「いや、一か所だけ、一人だけ頼れる！　彼だけが正気だ！」　


    　ロディマスは携帯を操作しつつ、横手を見つめた。窓には工場の敷地が見えた。


    　窓ガラスが砕けた。

  


  
    十三章　虎口


    



    　　　　　社会は、身の安全のために、少しの自由を対価として払いたがる。


    　　　　　だが、ほとんどの場合において、両方と、さらに魂たましいを失う。


    　　　　　自由の代価は常に釣り合わない。


    
      ガロリオン・マーデクレイ「社会防衛論」同盟暦二二年

    


    



    　闇、闇、闇。


    　無む明みようの闇は果てしなく広がっている。上下左右、どこにも闇しか広がっていない。重力も光も、ここでは意味を失っていた。


    　闇のなかに、巨大な柱が立っている。どこにも光源がないのに、柱が浮かび上がっていた。


    　朱塗りの木の柱だった。数千年を生きたように、常識外れの太さを持った柱だった。


    　赤い柱の根本には、白いものが点在していた。点の正体は複雑な咒じゆ印いん組そ成せい式しきが描かれた咒符だった。柱があまりにも巨大なために、咒符が点にしか見えないのだ。


    　彼方には同じような柱が立っている。


    　闇に二つの柱が長く長く伸びていた。柱の上空には水平の二本の柱が、直角に交差する。距離感がおかしくなるほど、巨大な建造物だった。


    　東方の鳥居にも似た建造物は、なにかを祀まつっているように見えた。逆になにかを畏おそれ、外に出られないように封印しているようにも見えた。


    　交差する柱の間が作る広大な四角形の空間。闇よりも暗い闇色の向こうに、超巨大質量が放つ圧力だけがあった。


    　重々しい四角形の闇に、赤い光点が浮かぶ。数個や数十個ではなく、百近い光点だった。正確には八十八の赤い光点だった。


    　禍まが々まがしい赤い光の群れが、四角い闇に浮かんでいた。


    　赤い光点の下から、蒸気が漏もれる。高温の吐息のようだった。四角形の空間から漏れた熱い吐息は、嘆きと苦悩と、安あん堵どを含んでいた。


    　八十八の赤い光は、唐突に消失した。


    　一瞬の目覚めから、まどろみのなかに戻っていくかのようだった。


    　果てしない闇は、また静寂を取りもどした。


    　静寂は以前と同じではなかった。


    　破られる予感を孕はらんだ、硬質の静寂だった。


    



    



    　パスタが美お味いしい。やはりガユスが作る料理は美味だ。貝と海草のクリームソースのパスタは最高だった。


    　だけど食感がおかしい。海草が妙に口に絡まる。


    「変なら食べないでいいよ」とガユスが声をかけてくるが、ジヴーニャは意地になって飲みこむ。海草がさらに口に絡まる。


    　急速に意識が晴れていく。ジヴーニャは口の違和感で目覚めた。


    　目を下に向ける。自らの口は、海草ではなく自分の髪を食べていた。寝台ベツドの上に起き上がって、白金の髪の毛を吐きだす。舌に絡みつくので、指で取る。


    　自分のあまりのアホさに気づき、ジヴーニャは肩を落とす。急いで周囲を見渡す。ガユスに見られたらまたおちょくられると思い、すぐに別れて行動していることを思い出す。


    　安堵とともに、ジヴーニャは一いち抹まつの寂しさを覚えた。


    　ついでに自分の状態を確認する。どうやら寝台に横たえられていたらしい。腹が冷えないように、白いシーツがかけられていた。


    　シーツを退どけると同時に、かけた人物を思い出した。ウォルロットを捜す。周囲のどこにも姿がない。自分が裏切られて残されたことも思い出す。緑の眼に義ぎ憤ふんの炎が燃えさかる。


    「どうして私の周囲の男は、全員がそろって勝手なの！」


    　憤いきどおりのままに立ち上がる。室内には誰もいない。扉に向かう。取っ手がなく、鋭利な切断面を見せていた。ジヴーニャは怒りをこめて右足で思いっきり扉を蹴る。


    「いたたたたっ」


    　右足を抱えて、左足で跳ねる。怒りで右[image: ]をさらに扉に振り下ろす。


    「いたたたたっ、て二度同じことをする私はアホか」


    　右手を左手で抱え、涙目で扉を見直す。


    「ここまでやる？」


    　金属の扉の四方が、壁に溶接されていた。一般人であるジヴーニャにはどうやっても開けられない。窓に向かう。五階の高さだった。シーツで縄を作って下りようと思って寝台ベツドに戻る。白いシーツを両手で広げる。建物の高さを考えると、シーツを十等分する必要がある。


    　柔らかなシーツを細くした縄では、少し、ほんの少し増えてきた自分の体重を支えることは不可能だろう。自分の体重への自己欺ぎ瞞まんと現実の間で取引しても、可能性の低さに命を懸けてみる気にはならない。シーツを戻すしかなかった。


    　怒りを堪こらえて、ジヴーニャは寝台に腰を下ろす。


    　ジヴーニャは考えた。むしろウォルロットが不在である現在、外に出ることは危険だ。すでに〈悲嘆の指輪〉を失った自分は、争奪戦における価値が落ちている。〈古き巨人エノルム〉と出会えば、単に邪魔なので殺される可能性が残っているだけだ。


    　扉を殴なぐった右足と右手が痛い。見ると、右手を擦すりむいて血が出ていた。


    「これは痛い～」


    　ジヴーニャの思考は、一連の事件の渦中で動きに少しでも支障があると命に関わる、と結論を出した。部屋を振りかえって、自分の鞄かばんを捜す。寝台の傍そばに安置されていた。


    　寝台に座って、鞄を自分の膝の上に乗せる。内部を漁あさる。会社に出せなかった書類が手に触れる。


    「うわ、そうだ、会社だ。これだけ音信不通だと、私は解雇されているかも」


    　急に現実的になって、自分の仕事が心配になった。しかし、手と足の傷が痛いことも現実だ。まずは救急箱を求めて、書類や化粧品、飴あめ玉だまの袋、護身用の銃の予備弾を手で退どけていく。ようやくウォルロットの負傷に使った、咒じゆ式しき士し用の救急箱が見つかった。


    　引きだすと、鞄の底にあったものが目につく。事件の発端である惨劇のオルシャン通りに近づくことになった原因、ガユスからの頼みでロルカ屋にて受けとった小箱だった。


    　ノルグム人のロルカ屋が重い口調で「攻こう性せい咒式士用の危険な品だ」と語る映像が、脳裏に蘇よみがえる。当時は危険な咒式具かガユスの罠わなかと思う程度だったが、今になって閃ひらめいた。


    　危険な咒式具ということは、ウォルロットかガユスに渡せば、戦力になるかもしれない。小箱を取りだして、膝の上に乗せる。


    　紙の封を破り、簡単な鍵かぎを外して、蓋ふたを開ける。


    　現れた中身を、ジヴーニャは一瞬理解できなかった。しかし、徐々に分かってきた。緑の瞳が潤うるみ、目尻に涙が溜まる。両手を重ねて、顔を覆おおう。


    「なによこれ、なんなのよ」


    　手で覆った顔の間から、嗚お咽えつが漏もれる。


    「だからあの日、七月十三日に取りにいく必要があったのね」


    　膝の上に乗った小箱には、銀色の指輪が乗っていた。


    　ジヴーニャの緑の色に合わせたらしく、緑の宝石が輝いていた。美しい宝石。それは慎つつましい求婚の指輪だった。


    　取りにいった七月十三日は、二人がつきあいだして丁度一年だった。出会ったときの緑の指輪を巡った事件に合わせて、ガユスはレストランを予約し、指輪を取りよせていたのだ。


    　自分を想い、求婚するために、すべてが準備されていたのだ。


    　ジヴーニャは顔を上げる。迷ったが、小箱を閉じた。本人から渡してもらうべきものだ。


    　同時に、ウォルロットの寂しい横顔が、ジヴーニャの胸中に嵐を生む。彼もまた愛しい男だった。それでも摑つかめる手はひとつしかない。


    　そして迷いは消えた。ジヴーニャが愛する相手は決まっていたのだ。鞄かばんに小箱を押しこんで、閉じる。手で腰の後ろにある銃を確認。


    　寝台ベツドから立ち上がる。


    　部屋を見回す。どうあっても、ガユスに会わねばならない。もう一度会って話したい。


    　だが、ウォルロットに封鎖された部屋からは出られない。連絡手段もない。


    　目は机の一点に止まる。冗談のように、鈍にび色いろの携帯電話があった。


    　急ぐあまりに、ウォルロットは携帯電話を忘れて出ていったのだ。寝台から飛んで、携帯を引っつかむ。警察に電話、しようとしてジヴーニャは止やめた。


    　ウォルロットを裏切りたくはない。続いてガユスに連絡しようとして、指が動かない。番号を思い出せない。いつも短縮番号でかけていたために、覚えていないのだ。


    　そして、あのウォルロットが携帯を忘れるわけがない。おそらく緊急連絡の手段として残したのだろう。そして自分がガユスに連絡できないことも見越していたのだろう。


    　立ったまま、ジヴーニャは携帯で番号案内を探す。


    「本当に次から次へと事件が起こって、私の頭の許容量を超えている」


    　そこで女の手が止まる。


    「あれ？　これって」


    　脳裏に閃ひらめいたことを追おうとすると、消えた。一秒前にはあった思考が、もう思い出せない。


    「ああもうっ！」


    　椅い子すに座って、額に手を当てる。必死に先ほどの閃きを思い出す。


    　ジヴーニャの脳裏で、ガユスにギギナ、そして〈古き巨人エノルム〉に〈ベヘリガ〉、ウォルロット、エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんにダリオネートと一連の要素が閃く。独立した情報が、奇妙な符ふ合ごうを見せていた。


    　よく考えれば、一時期にこれほどの事件がエリダナという狭い一か所に集中しすぎている。だとしたら、考えられる可能性があった。


    「なん、てこと、この事態を操っているのは……」


    　現れた真相にジヴーニャは驚く。たしかに後から考えれば事態は明らかだった。自分だけが一連の事態の情報を、外から客観視できる立場にあった。また筋道を立てて受けとることができた。だからこそ真相が見えてきた。今まで気づかないほうがおかしいほど、明々白々な事態だった。


    「これをウォルロットに言わないと」携帯で呼びだそうとして、腕を振る。「ってそのウォルロットの携帯は私が持っているし！」


    　ウォルロットが持つもうひとつの番号を探る。かけてみても、つながらない。突入のために電源を落としているのだろう。緊急連絡用の意味がない。


    「ガユスは」番号案内を呼びだして番号を探る。「もう、事務所の番号しか出ない！」


    　それでも電話をかける。


    　電話はつながらない。転送もされない。おそらくジヴーニャを捜すために、ガユスは他の仕事の依頼を完全に絶っているのだろう。自分の恋人の必死さが、逆に道を狭めていた。なかなか上手くいかない。


    　ジヴーニャは考える。必死に考える。ウォルロットが戻るまでに事態が動いてしまう。救援が必要だった。


    「ギギナさんはガユスと行動をともにしているし、ベイリックさんは最終的には警察側だし、弁護士のイアンゴさんは違うし、ラルゴンキンさんはこの場合に頼ってもいいのかな？　えーとえーと……」


    　頼れる相手を探す。ウォルロットの言葉が閃光とともに脳裏に蘇る。


    「そうか、ギャリー伯はく爵しやくさんだ！」


    　携帯でピエゾ大使館を探す。次にギャリー伯爵の邸宅で検索。発見。番号を押して、携帯を耳に当てる。


    　呼び出し音が数回響いて、相手が出た。


    「どなた様でしょうか？」


    　謹きん厳げん実じつ直ちよくそうな声だった。以前会った老秘書官のメムノンだった。


    「私はジヴーニャと申します」


    　相手は絶句した。


    「なぜあなたが……」


    「前にお会いしたので、私がどのような事情かは分かっておられるかと思います。大至急、ギャリー伯爵、大使閣かつ下かにつなげていただけないでしょうか？」


    　相手は急いで電話を転送した。全員にとって、時間が勝負だった。


    



    



    　エリダナ東南部のヘミュレン工場街を進む。


    　灰色の壁と、屋根に煙えん突とつが並んでいる。工場の間に倉庫街が並び、また工場が続くような地区だった。


    「死ねギギナ。口と鼻を手で押さえて、尻呼吸をしようとして、名探偵でも悩む変死体となって死ね」


    「どうでもいいが、いついかなるときでも私の死を望む貴様の感覚が分からない」


    「いや『死ねギギナ』は、もう俺の口癖というか、息を吸って、吐く、『ギギナ死ね』と三つが順番に行われる、無意識の仕組みになっている」


    　車を運転しつつ、俺は自分で口に出した言葉に驚いていた。


    「うわ、今の説明もほぼ無意識で言えた。第二の天性って本当にあるんだな」


    「嚙かみ癖がついた犬と、くだらぬ口癖がついたガユスは処分しなければならない、と私が思うことも第二の天性だな」


    　車内では、無意識の言葉が飛び交う。車は灰色の壁の横手を進み、角を曲がる。番地を確かめつつ、ヘムド通り五丁目で車体を停める。


    　助手席からギギナが降りる。揺れる車から、俺も降りる。思い出して携帯を取りだす。リゼリアから着信があったので、かけなおす。歩きつつ電話をする。


    　俺は道を歩く。リゼリアにはつながらない。少し心配だが、あとでいいだろう。


    　今はやるべきことがある。ギギナとエリダナの街を進んでいく。


    　二人で出たヘムド通りは、灰色の壁や金網が並ぶ工場街の外れにあった。人通りが少ない。


    　工場と工場の間を抜けて、ヘムド通り五丁目四番地に到着。工場街の外れに、高い壁に囲まれた第十三クォイトン工場の建物が見えた。三階建ての無愛想な建物だ。外から見るかぎりは、操業を停止した工場にしか見えない。


    「会計役が言ったように、敵がまだここにいると思うか？」


    「緊急連絡先なら、常駐している窓口の人間がいるくらいだろう。まずはその人間、クーデロイを捕獲するところからやっていこう」


    「気の長い話になるな」


    　短気なギギナでなくても、人間をたどっていく作業は退屈で気が滅め入いる。だが、エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんに資金援助をしていたクーデロイ、いや背後の団体はここからしかたどれない。退屈だろうとなんだろうと、手順を踏んでいく必要がある。


    「どう行く？」


    「憂国騎士団本部のように周囲に高い建造物がないため、上からは無理だな。外からだと狙そ撃げきが怖い高さだ」


    　ギギナの指摘で、フリューの死因を思い出す。奥歯を嚙みしめる。


    「相手に狙撃系の咒じゆ式しき士しがいる可能性が高いから、別の侵入経路が必要だな」


    「周囲を確認して、探すしかあるまい」


    　侵入経路を探すために、ギギナとともに工場の敷地を遠巻きにして移動する。あまり近づくと監視装置に見つかる可能性もある。見にくいため、隣にある工場の角を曲がる。


    　太陽の光が届かない通りに、人影があった。


    　赤い髪に精せい悍かんな顔。


    　青い眼が俺を見て、俺も青い目を見ていた。


    　俺も驚いたが、ウォルロットも驚いた。


    　双方ともに弾かれたように後方へ跳躍。俺は魔ま杖じよう剣けんヨルガを引きぬき、ギギナも抜ばつ刀とう。ウォルロットも双剣を抜いた。


    　工場の谷間で、三人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しが刃を構えて対たい峙じしていた。予期しない相手と再会してしまった。


    「殺す。ジヴーニャを奪ったおまえだけは殺す」


    　俺の腹の底で、憎悪と嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬと殺意の黒い溶岩が燃える。ウォルロットはジヴを誘ゆう拐かいし、また明確な恋こい敵がたきだ。


    　目下の最大の敵と言ってもいい。俺は魔杖剣の先端に爆裂咒式を紡つむいでいる。ジヴの愛が戻るかどうか関係なく、ウォルロットは殺すべき相手だ。


    　この狭い街路で〈曝轟蹂躙舞アミ・イー〉を放てば、いくらピエゾの元勇者でも回避できない。肉片に変えてやる。


    　ウォルロットも魔杖剣ジゼロの先に鋼こう成せい系、オデオンの先に質量系の爆裂咒式を紡いでいる。唇からは犬歯が剝むきだされ、目には凶暴さが宿っていた。


    「それはこちらの台詞せりふだ。どういう事情であれ、おまえが死ねばジヴーニャの心は動く。おまえが彼女の足あし枷かせなのだ。彼女を解放するために殺す」


    　双方が放射する殺意が、路地の空気を変質させていく。


    「落ちつけ赤毛ども。ここでそれらの咒式を使えばこの場の全員が死ぬ」


    　屠と竜りゆう刀とうを掲げたまま、ギギナが横目で注意を投げた。


    　ウォルロットを前にして、俺が冷静さを失って沸ふつ騰とうしていることは理解している。


    　だが止められない。ウォルロットにしても止まらない。怨おん敵てきを前にして、誰が冷静でいられようか。


    　また、ウォルロットが俺を敵視するということは、ジヴの心は俺から離れきったわけではない。まだ二人の間で揺れているのだ。


    　だとしたら、俺がウォルロットを排除する理由はさらに増えた。殺す。絶対に殺す。


    「女ごときで熱くなるな。これだから女慣れしていない連中は困る」


    　ギギナが呆あきれた声を出し、屠竜刀を下ろした。


    「女に好かれなさすぎて女性恐怖症を演じた、寂しい過去があるとしか思えぬ」


    　しかし、俺とウォルロットの間に横たわる、極限の緊張感は消えない。


    「現実を見ろ。ガユスとウォルロットが殺しあって、得をするのは〈古き巨人エノルム〉とここにいる存在。あと私が少し嬉しいだけだ」ギギナの鋼はがねの声が、路地に放たれる。「貴様たち二人が殺しあって死ねば、ジヴーニャが〈古き巨人〉に殺されて指輪をもっていかれる。それが双方の望みか？」


    　方程式のように冷たい事実が、俺とウォルロットの胸を貫く。


    　ウォルロットが俺を見据えた。俺もウォルロットを見た。


    　もちろん胸のなかに燃える、赤黒い怒りは消えない。


    　しかし、俺は魔ま杖じよう剣けんヨルガを下ろしていく。ピエゾの勇者も、ジゼロとオデオンの双剣を緩やかに下ろしていく。双方が敵意と殺意の刃を完全に下ろして、戦闘は避けられた。


    「ギギナに戦闘を回避するように説得されると、人間としての自分の危機だと思えるな」


    　俺は苦さを嚙かみしめる。


    　後こう衛えいである俺は、戦術を構築し、強大な攻こう性せい咒じゆ式しきを選択し、放つ時期を窺うかがわなくてはならない。いつも冷静でいなくてはならないが、ジヴが関わった途端に困難になる。


    　息を吐いて、吸う。冷静さを取りもどした。前方の路上に立つウォルロットを見据える。


    　ウォルロットはすでに平常心を取りもどしていた。さすがにピエゾの勇者だった。ただ、虐ぎやく殺さつ者しやでもあった事実を忘れはしない。


    「現状を確認しよう」


    　俺はウォルロットと話をすることにした。


    「冷静に友好的に話しあおう。腐れ虐殺者にして麻薬中毒者、ジヴはどうした？」


    　ウォルロットの手が双剣に向かうが、鉄の自制心で押しとどめた。


    「臆病眼め鏡がねごときに答える義理はないが、答えよう。ここに来たがったが、ジヴには眠ってもらっている。市内の安全な場所だ。指輪も持ってきたから彼女の安全度は高い」


    　俺の言葉にウォルロットが返答する。最大限に冷静に友好的に話しあった。相手の言葉が示す内容で俺は安あん堵どする。


    「戦場になりそうなこの場所にジヴを連れてきたら、おまえを殺すところだった」


    「ガユスごときに不可能なことを言わないほうがいいが、俺にとってもジヴの安全は最優先事項だ」


    「ジヴと呼んでいいのは俺だけだが、今は我慢してやろう。いつか殺すからな」


    「逆だな。今となってはジヴと呼んでいいのは俺で、ガユスはすでに違う」


    　ウォルロットから、鋭利な言葉の槍が突きだされる。


    　俺とウォルロットの最大限の譲じよう歩ほが続く。会話をする二人、俺とウォルロットの表情は笑顔だった。


    　これでも俺たちは敵意と殺意を押し隠している。仲良し会話のはずだが、路地の大気は軋きしんでいる。


    　両者の間で、ギギナは溜ため息いきを吐ついていた。俺はそれでも会話を成立させようと言葉を連ねるしかない。


    「ここにウォルロットがいるということは、我らと同じものを追っているということだな？」


    「そうらしいな」


    　苦々しい顔でウォルロットが同意する。お互いに怨敵で仇きゆう敵てきであるため、意思疎そ通つうは最低限になる。細かい確認までしたくもない。


    「もしかして、私が議事進行役をするのか？　動く災さい厄やくと言われたドラッケン族の私が？」


    　ギギナが二度目の溜め息を吐く。自覚はしていたようだ。


    「とりあえずは敵がどれだけいるか分からないため、協力して突入したほうがいいだろう。どうだ？」


    　ギギナの仲ちゆう裁さいに、俺とウォルロットが迷う。


    　両者の協力がジヴを危険から遠ざけるなら、俺としても譲歩できる。ウォルロットも同じようなものだった。


    「したくはない了りよう承しようをするしかない」


    「心情としては納得しないが、ジヴの命とブローゾの仇あだ討うちのためなら仕方あるまい」


    　対たい峙じしていた俺とギギナ、ウォルロットは路地を前進する。視線で敵意を示しながらも、俺とギギナは左折、ウォルロットは右折。両者の間にあった道へと曲がり、三人で通路を進む。


    　俺はウォルロットとの間に齟そ齬ごを感じていたが、考えている間はない。前方に光が見えた。


    　それぞれの魔ま杖じよう剣けんと屠と竜りゆう刀とうを抜いて、俺たちは通路を出る。クォイトン工場の裏手、灰色の壁の前に出た。


    　三人で役割分担を決めるまでもない。感覚に優れるウォルロットとギギナを前に、俺が後ろから詰める。


    「あそことあそこに」屠竜刀の切っ先で、ギギナが壁の上を示す。「監視装置がある」


    　敷地内部から生える木々で偽装されているが、よく見ると電子監視装置があった。俺たちは慌てて通路に体を隠す。ウォルロットが顎あごで壁の先を示す。


    「四方の壁にそれぞれ監視装置がある」


    「連絡場所にこれほどの数の監視装置をつけるとは、異常すぎないか？」


    　俺の意見にギギナとウォルロットも無言で同意を示す。


    「それでも行くしかあるまい」


    　ギギナの苛烈な結論に従い、監視装置が動いて死角になる一瞬を待つ。動いた。通路から抜けでたギギナが、背中を越えて屠竜刀を振り下ろす。続いて横、再び縦の斬ざん撃げき。


    　結果として、壁に三つの線が描かれた。ギギナが壁に前蹴りを放つと、冗談のように壁が四角に抜け、向こう側に倒れる。重い音があがるのと同時に、ギギナと俺、ウォルロットは壁の穴を抜けて内部に侵入。


    　さすがに敷地に警報はない。コンクリの袋や鉄骨など、まだ建材が放置されている敷地のコンクリ床を三人が抜けていく。


    　見上げると、大きな建物だ。眼前には強化コンクリの壁。窓は強硬化ガラス。建物の裏口の扉は合金製。


    　違和感が膨ふくらむ。どう考えても、建物を改造して要よう塞さい化している。


    　警報装置があるはずの扉は無視して、再び壁にギギナとウォルロットの剣が振るわれる。鉄筋ごとコンクリを切断。倒れていく壁をギギナの手が摑つかみ、静かに向こうへ下ろす。


    　開いた穴から、三人で侵入する。


    　侵入した部屋には、工場の機械はどこにも見あたらない。広い事務的な伽が藍らんとなっていた。


    　魔杖剣を掲げたまま、広い室内を探索する。高い天井の下に並ぶのは、机と電子端末の群れ。端末は破壊されて、物理的に読みとれないようにされている。机の引き出しはすべて開けられていた。内部には何枚か書類が残っている。


    　壁には地図が貼ってあったらしいが、真ん中から破られて四方の隅しか残っていない。奥にある金庫も開けはなたれ、空洞を見せている。俺とギギナ、ウォルロットが周囲を見回す。


    「これほど大規模な施設は、窓口ではなく、本部としか思えない」


    　俺は魔ま杖じよう剣けんを掲げたまま机のひとつに近づく。引き出しの書類の一枚を左手にとってみる。


    　ほとんどが黒く塗りつぶされた文書には、憂ゆう国こく騎き士し団だんの分析など断片的な情報だけ。無意味な書類しか残っていない。


    「撤てつ収しゆうされたあとか？　自分が吐いたことを他言すれば殺される会計役が、ここに連絡したとは思えないが」


    　俺の疑問に、先行するギギナが顎あごで部屋の奥、廊ろう下かを示す。ギギナとウォルロットを前ぜん衛えいとして、廊下に足を進める。


    　廊下には荷物が散乱している。奥の扉の手前で警戒。開けて一気に飛びでる。ギギナが右、ウォルロットが左を警戒。


    　工場の搬はん入にゆう倉庫に出た。高い天井に、巨大な機械やコンテナが壁の迷路を作っている。間を抜けて、前に進んでいく。耳に声が届く。


    「最終計画発動に向けて撤収準備を急げ」


    「施設ごと焼しよう却きやくするまであと十分だぞ！」


    「最後に少佐、いや中佐があんなことになって……」


    「言うな。事態は動いている」


    　俺たちが隠れる前に、左の壁から黒背広の男たちが出てきた。四人は、それぞれ書類をはみ出させた鞄かばんを提げ、腰には軍事用魔杖剣。俺の目は、一人の魔杖剣にそそがれる。それは精密さを重視した狙そ撃げき用の魔杖剣。


    　相手は、侵入者である俺たちに誰すい何かの声をあげることもなかった。一瞬で魔杖剣を抜くと同時に咒じゆ式しきを展開。


    〈矛槍射ベリン〉の槍の嵐と〈雷霆鞭フユル・フー〉の雷の帯の間を、二つの颶ぐ風ふうが抜ける。ギギナの屠と竜りゆう刀とうとウォルロットの双剣が一いつ閃せん。


    　右の男は頭から股こ間かんまでを両断。左の男が頭部と心臓で水平三分割されて即死。五つの人体が鮮血と内臓を撒まいて落下する。中央の男は、俺が前衛の間を抜けて放った〈矛槍射ベリン〉の七本の槍に顔と胸板を貫通された。血煙とともに、その場に崩れ落ちる。


    「なぜ、ここにっ!?」


    　狙撃用の魔杖剣を下げた男だけが、後方へ大跳躍。


    「ゴバ、ルド!?」


    　ウォルロットが魔杖剣を交差させつつ、後退。


    　崩れた男たちの先、装甲輸送車の上にゴバルドと呼ばれた男が着地。車の周囲には、黒背広や戦闘服姿の十数人の男たち。積みあげ作業が硬直し、瞬時に魔杖剣をこちらに向ける。


    「斉せい射しやっ！」


    　車上の狙撃手の言葉とともに、〈矛槍射ベリン〉や〈雷霆鞭フユル・フー〉の嵐が、俺たちに向かって放たれる。


    　ギギナとウォルロットが回避。俺は横に転がりつつ〈爆炸吼アイニ〉を放つ。俺たちが先ほどまでいた壁が、一瞬で蜂はちの巣状態になる。武装した相手に炸さく裂れつした爆裂が、視界を奪う。


    　巨大な機械の影に隠れると、上からは液体。瀑ばく布ふとなって降ってくる〈硝硫灼流プロケ〉の王おう水すいを、また転がって回避。歯車や鉄管が溶解していく。


    　白煙のなかを転がりつつ、魔ま杖じよう剣けんを出して〈爆炸吼アイニ〉を発動。積みこみ途中の荷物ごと、数人の戦闘服が爆裂で破砕される。


    　応おう射しやが来る前に、さらに転がって別の機械の影に隠れる。向こうからの〈爆炸吼アイニ〉は〈斥盾ジルド〉で受ける。ウォルロットの手が盾を押さえ、トリニトロトルエン爆薬の衝撃と轟ごう音おんに耐える。爆風が完全に消える前に、また魔杖剣を出して〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を放つ。反動を殺しつつ、また転がる。


    　俺の前方で、タングステンカーバイドの砲弾が、相手の防壁を貫通。戦車の主砲なみの砲弾は、背後にいた黒背広を肉片に変えていた。


    　数十本の鋼はがねの槍が応射で来る。回避すると、一ひと際きわ精密な弾丸が俺の上着を貫通し、脇腹を掠かすめていた。痛みとともにさらに逃げる。


    　もう三センチずれていたら、内臓が吹き飛ぶところだった。


    「あれがクーデロイ、ついでにフリューを狙そ撃げきした相手ということか」


    　しかし、ウォルロットはゴバルドと呼んでいた。疑問を無視して周囲を確認。通路を挟んだ向かい側の機械の背後にギギナ、前方のコンクリ柱の後ろにウォルロットがいた。相手の猛烈な咒じゆ式しきで前ぜん衛えいが動けない。


    　顔を出せば死ぬので、魔杖剣だけ出して俺は〈爆炸吼アイニ〉を放つ。爆裂咒式のついでに、刀身を鏡として確認。工場の奥、車上に狙撃手が伏せている。


    　魔杖剣が弾け、手が前に流れる。一瞬だけ出した魔杖剣の刀身に、狙撃咒式を当ててきやがった。なんという反射神経と狙撃精度をしてやがる。


    　即座に第二射が機械の角を撃ちぬいてくる。最初に狙撃手を逃がしたのは痛い。


    　狙撃と猛射が続き、機械の陰に隠れる。破片が隠れた俺たちに降りそそぐ。俺とウォルロットも陰から魔杖剣を出し、爆薬と質量の爆裂咒式を放つ。


    　工場内部は、咒式の嵐が吹き荒れる戦場となっていた。


    　俺の前が敵集団で、背後が外への大きな扉になっている。つまり、建物を堅けん固ごに改築したため、書類やら機密を車で持ちだすには俺たちを抜けるしかない。相手に脱出されれば、俺たちがフリューの死や憂ゆう国こく騎き士し団だんの真相に近づくことはできない。


    「ギギナ、突っこめ！」


    　影から再び〈爆炸吼アイニ〉を放つとともに、俺は叫ぶ。ギギナは嬉き々きとして、ウォルロットは憤ふん怒ぬの足取りで進む。盾となったギギナの屠と竜りゆう刀とうが、鋼の槍や雷撃やレーザーを受けとめ、前衛の無効化能力を発揮。咒式が光となって散る。


    　ウォルロットが重力質量系第三階位〈霍金輻爆ホー・キン〉を放つ。遮しや蔽へい物ぶつをものともせずに、極ごく微びの重力の穴が相手の上空で展開。崩ほう壊かいするときのガンマ線の輻ふく射しやが発生し、凄すさまじい爆裂と熱を放つ。爆風と熱を避けて、敵は工場内部に散る。


    　爆裂の上を、ギギナとウォルロットが飛ひ翔しようしていた。爆裂すら二人にとっては煙えん幕まくにすぎないのだ。防壁の背後、敵陣にギギナが到着。


    　相手が咒じゆ式しきを発動する前に、屠と竜りゆう刀とうが右に、左手が左に突きだされる。


    　黒背広の二人は、それぞれの心臓を貫かれた。体内に埋まった刃と[image: ]が回転。右の男の胴体が刃で千切れ、左の男は心臓を握りつぶされる。


    　背後を見ることなく、迫った雷らい撃げき咒式を左手の死体で防ぼう御ぎよ。ギギナは回転しながら飛翔。屠竜刀が二九九五ミリメルトルの大槍状態となり、長い柄つかを片手で握って旋回。背後にいた雷らい鳴めい士しの鼻から上を消失させる。ギギナの手が伸びて、頭部を失った死者の肩を摑つかむ。


    　死体を前に投げつけて煙幕とし、ギギナが刃の暴風となって直進。


    　刃で〈虎化軆身ジエイ・シン〉で虎となった獣じゆう化か士しの剛腕と頭部が吹き飛ぶ。〈狼化軆身ホクイルド〉で狼となった男の胴体が分断。機き斧ふ士しの脳のう髄ずいが飛び散り、雷鳴士の両腕が切断され、剛ごう[image: ]けん士しが左右に両断される。直進するギギナの進路にいた存在が、すべて肉片に変えられる。


    　もはや攻こう性せい咒式を放つ間合いになく、放っても刃で無効化されるため、近距離戦闘に入る。そして、一度間合いに入ってしまえば、ギギナを止められる人類はいない。


    　横手では、ウォルロットの左手が掲げられる。魔ま杖じよう剣けんオデオンの二等辺三角形の刃が解体。三角形が連なる刃が、ピエゾの最強剣士の周囲で銀の螺ら旋せんを描く。周囲の咒式士が、頭部や首、胴体の断面を見せて解体される。

  


  [image: ]


  
    　血に濡れた刃は円運動から直線に変化。後方で爆裂咒じゆ式しきを紡つむいでいた錬れん成せい士しの眉み間けんに着弾。


    　頭ず蓋がいを貫通し、さらに後頭部から突きでた刃の切っ先が〈霍金輻爆ホー・キン〉を紡ぐ。錬成士の背後にいた戦闘服の群れが、ガンマ線輻ふく射しやの爆裂で薙なぎ倒される。


    　化学鋼こう成せい系第三階位〈鋼剛針軀ヤマージ〉で、金属の針の塊かたまりとなった機き[image: ]けん士しが回転。ウォルロットに迫る。


    　ウォルロットの右手の魔ま杖じよう剣けんジゼロが回転を貫き、機[image: ]士を空中で強制停止。美しい刃は口から胸きよう腔こうまで届く。巨体の体内で〈矛槍射ベリン〉が発動。十三本の鋼はがねの槍が、背中から抜ける。


    　ウォルロットは強すぎる。俺とギギナを圧倒したピエゾ式咒式戦闘術の開祖は、中距離から近距離にかけても無敵だった。


    　乱戦になったので、俺も前に出る。ギギナとウォルロットの殺さつ戮りくの嵐から距離を取ろうとする敵に、雷撃や投槍を浴びせて倒していく。


    　戦乱が終結していくなかで、双剣を下げたウォルロットが立ちつくしていた。目は死体を見下ろしていた。


    「なん、ということだ。やはりそういうことか」


    　ピエゾの勇者が呆ぼう然ぜんとしていた。奥で唸うなり声のような音が響く。


    「ロディマス、どこにいる！　出てこい！」


    　装甲車が急速発進。強行突破してきた。　


    　走りこみつつ、俺は砲弾咒式を放つ。戦車砲弾が前面装甲を撃ちぬくが止まらない。小さな機械を押し退のけて装甲車が迫り、回避。普通に左に運転席があると見たが、逆だった。


    　ギギナとウォルロットも、左右に回避する。ギギナは〈蜘蛛絲スピネル〉を、ウォルロットがオデオンの連なる刃を伸ばし、装甲車の突起に引っかける。車の速度より早く、跳躍。


    　装甲車の屋根に着地。同時に屋根の上で爆裂咒式が炸さく裂れつ。


    　ギギナは屠と竜りゆう刀とうを、ウォルロットは双剣を前に掲げて、爆風を防ぎつつ後方跳躍。運転席から伸びた魔杖剣が爆裂咒式を紡いだのだ。装甲車が工場の金属扉に向かう。


    「逃げるなロディマス！」


    　後方に着地したウォルロットが叫ぶ。二人の前ぜん衛えいの間で、俺が伏せていた。車の後部タイヤに向かって、再度の砲弾咒式。着弾したタイヤと車しや軸じくを破壊し、装甲車の後部が流れる。女の悲鳴のような音を立てて滑っていき、側面から工場の壁に激突。運転席から、狙そ撃げき手しゆが外に飛びでる。脇に鞄かばんを抱え、魔杖剣を握ったまま転がっていく。


    　俺はさらにタングステンカーバイドの砲弾を放つ。受け止めたのは、三枚重ねの〈斥盾ジルド〉だった。二枚まで一気に貫通するも、三枚目を抜けたところで砲弾は力を失って落下。


    　盾の裏から魔杖剣が出る。化学鋼こう成せい系第三階位〈遠狙射弾バルバト〉の咒式。直径七・六二ミリメルトルの弾丸が、秒速千メルトルで放たれる。


    　この距離で射線が見え見えの狙撃咒式など無意味で、交差していた剣でウォルロットが難なく防ぼう御ぎよ。盾の向こうに、狙撃手の苦く渋じゆうの表情があった。


    「ウォルロット殿、なぜ我らを、ロディマス少、中佐を！」


    「ゴバルド、おまえこそなぜロディマス少佐とガイレス少将の部隊などに……」


    　呼びかけられたウォルロットの歩みが止まる。構わずにギギナが突進。盾から狙そ撃げき魔ま杖じよう剣けんを突きだした男は、もはやどうにもならない。


    　顔には悲痛な表情を浮かべ、魔杖剣を回転。自らの喉のどに向けた。


    「あなたが、ウォルロット特佐殿がいなくなったから、我らはこんなことに……」


    　ギギナが急停止して後退。ウォルロットと俺も横の機械の影へ逃げる。同時に爆裂。


    　爆風と轟ごう音おんが渦うず巻まき、転がった俺の背中を打つ。


    　工場の扉付近が壁ごと破砕され、天井の一部が落下。


    　俺は瓦が礫れきのなかから立ち上がる。視界は白煙。手で払って、白煙を抜けでる。ウォルロットとギギナもほぼ無傷で、爆心地に進む。


    「こいつがクーデロイだったのだろうが、もう判別できないな」


    　自ら爆死したクーデロイだかゴバルドだか言った男の死体は、悲ひ惨さんだった。小腸が飛びだし、手足が千ち切ぎれている。顔も下した顎あごが消失し、上顎の歯の並びが見える。温かい血が、冷たい室内の空気で湯気をあげている。


    　爆裂咒じゆ式しきは有効だが、残忍な咒式だ。もはやゴバルドは人間の形を留とどめない死し骸がいとなっていた。


    　俺たちの周囲に舞っているのは、燃えていく書類。足下には砕けた記憶素子。自らの正体と書類、記憶素子を隠すために自決したようだ。


    　燃えている書類の一枚を摑つかむ。火の粉こを払って、眺める。


    「エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんの強化についての作戦案、か」


    　別の一枚も摑んでみる。火の粉を払って読むと、同じようなことが書いている。証拠になるか、といえばほぼ無意味だろう。核心の情報を納めていたであろう記憶素子は、すでに粉こな微み塵じんになっている。自死してでも破壊しなければならなかったのだろう。


    　疑問がさらに重なっていきながら、俺は爆心地に膝を下ろす。


    　人間から肉と血となった物体をなるべく見ないようにし、目当てのものに手を伸ばす。爆裂の余熱に注意しつつ、内臓が絡まって血に濡れた魔杖剣を拾う。ラペトデス七都市同盟系の軍用魔杖剣。一昔前のものであるのは、放出品を手に入れるしかなかったのだろう。


    　歪ゆがんだ機関部に手をかけて、薬室を開く。嵌はまっていたのは、予測した咒弾だった。


    「オルドレイク社の四九二─Ｓ弾。フリューを殺した弾丸と同じ形式のものだ」


    　俺は魔杖剣を床に下ろして思考する。


    「こいつがフリューを狙撃したことは、ほぼ間違いないだろう」


    　ギギナもうなずく。


    「だが、クーデロイとこいつらは何者だ？」


    　惨劇の舞台となった工場で、俺は疑問の声を投げる。


    「先ほどから、ウォルロットはこのクーデロイをゴバルドと呼んでいたな」俺は分かってきた。重大な勘違いがあった。「待てよ、待て。ということは……」


    　俺の傍かたわらに膝をつき、ウォルロットは死体を検分していた。俺が見ないようにしていた無む惨ざんな死体を、青い目が真っ直ぐに眺めている。手を伸ばして、死者の瞼まぶたを閉じさせる。


    「クーデロイは偽名だ。この男はゴバルド中尉だ」


    　ウォルロットの横顔は、寂せき寥りようを帯びていた。青の眼まな差ざしには苦痛があった。


    「クーデロイという男はゴバルド元中尉、この男たちは」


    　周囲に散らばる死体を顎あごで示す。


    「私が属していた第九〇三部隊の元隊員だ」


    　左半身と下半身だけの死体。串くし刺ざしにされ、爆散した死体が十五体ほど転がっている。


    「手合わせして分かった。私が指揮した部隊ではなく、部下のロディマス元少佐の分隊にいた隊員だが、何人かの顔に見覚えがある。アデシチョフ軍ぐん曹そうにジマージ少尉、ドバス曹長にゴーズ少尉だ」


    　ウォルロットが一人一人を顎で示す。


    「つまり、彼らは今ではピエゾ連邦共和国特務機関、ロディマスが指揮する〈ベヘリガ〉の隊員ということだ。まさか私の部下まで一人加わっていたとは……」


    　ウォルロットが[image: ]を握る。そして工場の床に打ち下ろす。手首までがコンクリ床に沈む。ウォルロットの顔には無念があった。


    「ちょっと待て」


    　俺は頭が痛くなってきた。膝をついた姿勢で、俺は問いかける。


    「勘違いをしていたようだ。俺たちは、憂ゆう国こく騎き士し団だんの背後にある団体がフリュー暗殺犯だとして、目的を確かめにきたのだが？」


    　俺の問いに、ウォルロットは疑問の表情を返す。


    「俺は指輪の元げん凶きよう、ピエゾ人民共和国の特務機関である〈ベヘリガ〉がここにいるとして、目的を確認しにきたが？」


    　お互いを眺める俺とウォルロットがいた。屠と竜りゆう刀とうを肩に担いだギギナが結論を出した。


    「両者が追っていた二つは同じ組織、ということのようだな」


    　ギギナの言葉に、ウォルロットが苦い表情となった。俺も同じ表情をしているだろう。


    　ウォルロットとの間に齟そ齬ごを感じていたのも当然だ。敵視しすぎて互いに情報を開示しなかったため、目的が同じだと思ってしまっていたのだ。


    「双方の情報を重ねあわせよう」俺が情報と事実を整理する。「ピエゾ連邦共和国の特務機関である〈ベヘリガ〉が、皇国系の狂信的な愛国団体であるエリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんに資金を注入し、フリューを暗殺した、ということだな」


    　立ち上がって、俺たちは沈黙した。全員が互いに提示した情報から、事態を推測していく。


    「だが、なぜ？」


    　ギギナもウォルロットも答えない。俺たちは謎なぞの真相を摑つかんだ。だが誰にもこの事実の意味が分からない。状況を整理していくしかない。


    「〈ベヘリガ〉は、かつてのペンクラート虐ぎやく殺さつを起こして、解散させられた第九〇三部隊が母体であるピエゾ連邦共和国の特殊部隊だ。元々は軍事部隊だったが、対七都市同盟のための諜ちよう報ほう組織や破壊活動組織の面も追加された」


    　俺の情報に、ウォルロットがうなずく。


    「〈ベヘリガ〉が大量の資金を憂ゆう国こく騎き士し団だんに投入し、フリューを同盟の仕し業わざに見せかけて殺したのは、反同盟の機運を盛りあげるためだろう」


    「だけど、それがなんになる？」


    　言っていて、俺自身も意味が分からない。まったく分からない。


    「皇国系住民が同盟を憎んだからといって、なにも変わらない。いずれ露ろ見けんしたときに、ピエゾが両国の反感を買うだけだ。さらにピエゾには急を要するペンクラート問題と、それに付ふ随ずいする同盟との関係緊張という非常事態がある。悠ゆう長ちように市民感情操作を実行してどうする？」


    　ウォルロットも思考の断片を投げていく。


    「車にはロディマス少佐、おそらく今は中佐はいなかった。すでに逃げたかもしれないが、重要書類や記憶素子の始末を部下に任せるとも思えない」


    「まだこの施設のなかにいる、という可能性があるな」


    　結論づけたギギナと、ウォルロットが動きだす。剣士としての面があるので、二人は気が合うのかもしれない。ギギナは相棒である俺より、強大な敵のほうが共感できるらしい。


    　二人を先頭にして、警戒しつつ階段を上っていく。二階も一階と同じありさまで、引き出しや金庫は完全に空からだ。三階に向かう。


    「しかし、ベヘリガは特殊部隊にしても弱すぎないか？」


    「九〇三部隊からの戦闘員はゴバルドだけで、残りは後方支援の隊員しかいなかった。本隊はこの三倍の数と戦闘力があるはずだ」


    　ウォルロットを先頭に、廊ろう下かを進む。俺としては、特殊部隊と戦いたくなどない。


    「やはり残存部隊とともに上にいる可能性が高い」


    　階段を上りつつ情報交換をしている二人の横で、俺も考える。おそらく相互の情報交換が足りないのだ。


    　三階に到着したが、広がる部屋は同じようなものだ。無人で根こそぎ資料が消されている。俺の脳裏を思考が掠かすめる。さらに四階へと昇る。


    　四階には会議室が並ぶ。廊下の交差点で、ギギナが右に屠と竜りゆう刀とうを向ければ、俺は左に魔ま杖じよう剣けんを向ける。廊下をウォルロットが先行していく。廊下の次の交差地点でウォルロットが右を警戒し、俺が左を警戒。ギギナが先行する。


    　ギギナの刃が廊下の奥の扉を破砕。侵入していく広い背に続いて、工場に偽装した要よう塞さいの最深部に到達する。


    　奥にあったのは、応接室だった。部屋の隅にある金庫は開かれて、内部は空からになっていた。床には書類や高額の通貨素子がいくつか散らばっていた。問題は正面だった。


    「ロディマス、だと？」


    　ウォルロットの唇がつぶやく。


    　奥に位置する重厚な机には、椅い子すがあった。〈ベヘリガ〉の長であるロディマス少佐だか中佐だかが、俺たちを待ちうけていたかのように座っていた。


    　首しゆ魁かいであるロディマス中佐を前に、俺たちは動けなかった。


    　ロディマスの顔は、口から吐いた赤に染まっていた。額には大穴が開いており、椅子に背を預けていた。後頭部から弾けた血と脳のう漿しようが、背後の椅子とピエゾの国旗を赤と桃色で汚していた。


    　射線を逆算してみると、ロディマスの死体の傍かたわらにある窓ガラスが砕けていた。


    　ロディマスの目は白く濁り、虚うつろな視線で俺たちを見据えていた。死者を眺める俺たちが理解するまでに、かなり時間がかかった。


    「こいつが、黒幕のロディマス、だとしたら、なぜ死んで、いるんだ？」


    　俺は混乱したまま問いかけた。狙撃による暗殺は、〈ベヘリガ〉の手口だ。


    「こいつが、すべての黒幕のロディマスだろう？　エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんを操り〈古き巨人エノルム〉どもを操った男のはずだ。それが、なぜ〈ベヘリガ〉の手で殺されている？」


    　誰にも意味が分からない。左右にいるギギナとウォルロットも、死体を眺めていた。


    　椅子に座った死体となって、ロディマス中佐は俺たちの視線を受け止めていた。


    　俺は違和感に襲われていた。


    



    



    　ビルの裏手に挟まれた路地。濡れたコンクリには、空あき瓶びんや紙かみ屑くずが落ちている。狭い路地に、足音が反響する。男女が狭い道を歩いていた。茶色の髪の男は、思いつめた表情で進む。隣で歩むのは長い白金プラチナの髪の女だった。アルリアン系らしく、尖った耳を外に出していた。


    「次は七都市同盟系の企業を破壊しよう」


    　男が熱を帯びた声で告げる。


    「爆裂咒じゆ式しきで店頭を吹き飛ばせば、同盟の金の亡者どもも少しは考えを変えるだろう」


    　男の腰には、魔ま杖じよう短たん剣けんが下がっていた。傍らを歩くアルリアンの女は浮かない顔だった。同じく腰に魔杖短剣を下げている。


    「ディール、犯罪行為にまで手を染めてはいけない。あくまで言論や抗議活動で進めるべきよ」


    「そんなことで変わるなら、すでに変わっている」


    　男が荒い声で返す。茶色の眼には、怒りがあった。


    「分かってくれ、アギーナ。俺は座して死ぬより、戦いたい」


    　怒りの声の男に対して、女の青い眼には悲しみがあった。互いに心理的に離れたまま、二人の足が進む。二人は、最近の同盟への抗議武力活動に参加しはじめた攻こう性せい咒式士だった。


    　路地を進む二人の歩みが止まった。


    　男女の先、前方は左右に分かれて、正面には壁がそびえている。ビルの谷間で男が悩む。


    「憂国騎士団がいるというカドムス通りに出るには、右だったか？」


    「近い道は左じゃない？」


    　女が考える。


    「違うね。君たちが行く場所はどちらでもない」


    　声が響く。異様な声に、二人が構える。腰の魔ま杖じよう短たん剣けんを抜いて、周囲を警戒する。切っ先には爆裂咒じゆ式しきや毒物咒式が紡つむがれている。


    「誰だ!?　同盟の警察か!?」


    　男の目は油断なく路地を見回す。左右に前後と、男女が背中合わせになって見回している。だが、左右の煉れん瓦がの壁、濡れたコンクリの床という路地のどこにも、人影が存在しない。


    　小動物の眼のように激しく動いていた女の瞳どう孔こうが、一点で止まる。


    　右手の煉瓦壁に異変があった。煉瓦と煉瓦の間、モルタル材から、液体が滲にじみ出ていた。滴したたっていくのは、青銀色の液体だった。


    「なんっ!?」


    「君たちが行くのは、私の実験室だ」


    　堤防が決壊したように、壁から青銀色の液体が溢あふれる。突如として波は濤とうとなり、二人の叫びごと男女を包みこむ。手足が必死に抵抗するが、金属の膜は破れない。やがて動きが止まる。


    　二人を包んで現れたのは、路地を圧するほど巨大な金属の球体。液体は硬化して固体となっていた。鈍にび色いろの表面が暗い路地で虹色に輝く。


    「こちらは不要」


    　金属の球体から、胸が悪くなるような音が響く。枯れ木がまとめて折れるような音のあと、水を含んだ赤黒い物体が投げだされる。路地の濡れたコンクリ床に投げだされたのは、骨と内臓の挽ひき肉にくだった。血液や体液が、路地のコンクリ床の上に広がっていく。冷たい路地の上で、数秒前まで男だった肉塊が残ざん酷こくな湯気をあげる。


    　金属の表面には、六つの青い光点が浮かぶ。内部を精せい査さするように、光点が明滅する。


    「こちらは、なかなかいいが、さて実験に耐えられるか」


    　挽肉を前にした金属の球体から、冷れい徹てつな声が響く。


    「先の四体と併あわせて、これでようやく十二体」声は思考のままに独白する。「だが、より良き検体を探さねばならない。〈古き巨人エノルム〉の未来のために、私の興味のために」


    　路地には肉からの血液と体液が広がっていく。残された挽肉の間から、奇跡的に破裂しなかった茶色の眼球が路地の空を眺めていた。


    「さて、そろそろ頼まれていた保険のために動く時間か」


    　金属の球体は、いつの間にか路地から消えていた。


    



    



    　俺の違和感は強くなる。


    　黒幕のロディマスが死体になっていたことも重大だが、それだけではない。


    　違和感の正体は、簡単すぎるということだ。憂ゆう国こく騎き士し団だんから〈ベヘリガ〉まで、簡単にたどれていないか？


    　そしていくらウォルロットがいたとはいえ、簡単に撃破できた。さらに〈ベヘリガ〉の主戦力がほぼいないからこそ簡単に撃破できたのだが、なぜ主戦力が本拠地にいない？　また、やはり〈ベヘリガ〉指揮官であるロディマスがすでに死亡していたことも謎なぞだ。


    　物事が上手くいくと、俺は不安になる。不運な俺がこの手の謀ぼう略りやく戦でなにかに成功すると、誰かの作為を感じてしまう。


    　音に気づいた。


    　普段は俺より敏感なはずのギギナや、感覚が鋭いウォルロットもようやく気づいた。


    　外から聞こえる、小さな、そして長い長い音だ。工場の四階の窓から、外を眺める。


    　敷地と、工場と雑居ビルが並ぶヘムド通りは平和だった。敷地の前の道を、たまに車が通りすぎるだけでなにもない。だが窓の外に近づいたことで、音はより強くなった。俺の脳が瞬時に結論を出す。


    「ギギナ、脱出するぞ！」


    　俺は迷わず四階の窓から飛ひ翔しようした。眼下には、通りの向こうから見上げる通行人が見えたが、どうでもいい。背後から俺を捕まえるギギナは、全力で四重の〈空輪[image: ]ゲメイラ〉を発動。


    　背後で轟ごう音おん。烈れつ風ぷうに打たれて、俺とギギナは空中で反転。遠く敷地の反対側にあったビルの三階の壁面に、背中から激突。ギギナが屠と竜りゆう刀とうを壁に突き立てて、落下を耐える。


    　眼前には、俺たちが先ほどまでいた工場の四階から一階へと貫く、鈍にび色いろの筋。


    　続いて中央へと左右から工場が崩ほう壊かいしていく。白煙をまとって、工場は一階まで破砕。轟音と熱風が吹き荒れ、巻きあがる粉ふん塵じんが敷地と通りを埋めつくしていく。


    　白煙の腫しゆ瘍ようからまた別の粉塵の腫瘍が生まれ、視界は粉塵の白色に染まる。逆さになった状態で、俺は袖を掲げて目と鼻と口を守る。


    　耳鳴りが収まる。白煙が少し薄れる。ギギナが壁を蹴って、空中に出る。


    　熱風と白煙を切り裂いて、俺とギギナは回転。アスファルトに着地する。傍かたわらにはウォルロットが華か麗れいに着地した。


    　立ちこめる煙を手で払う。少し粉塵を吸いこんだため、咳せきをする。横に立つギギナは頰から鮮血を流していた。瓦が礫れきが掠かすめたのだろう。


    「貴様の勘が当たったようだな」


    「違う。これは予測できた」


    　咳をして俺は続ける。


    「情報を追っていくときに、少し上手くいきすぎた。情報による誘導は策略家が必ずやる手口だ」俺は湧きあがった思考を並べていく。「だから、これは誰かの誘導ではないかと考えた。俺とギギナ、そしてウォルロットを同じ時間に一か所に集めるとしたら、一気に葬ほうむるための処刑場となるに決まっていると」


    　ギギナの横顔に悔かい恨こんがあった。


    　俺たちは何度か罠わなに嵌はめられてきた。いつも後から気づくが、今回だけは意図を読んで罠から脱出できた。読まなければ死んでいた。


    　煙が晴れていく。眼前には瓦が礫れきの山と高熱の蒸気。四階建ての工場が完全に消失していた。


    　溶解した鉄骨とコンクリの瓦礫が、山となって積み上がっている。強化コンクリと鉄骨で構成された要よう塞さいのようなビルが、一撃で破壊されつくされていた。ロディマス少佐だか中佐の死体や〈ベヘリガ〉の痕こん跡せきも、完全に消えてしまった。


    　通行人たちも轟ごう音おんと白煙から立ち上がっている。粉ふん塵じんで白くなった顔は、眼前の光景が信じられないといった表情を並べている。


    　工場だけが破壊され、敷地の左右の建物には、ほとんど被害がない。ガラスが割れているのは、衝撃波と破片が散ったからだ。


    　爆裂咒じゆ式しきではない。この限定破壊は一点攻撃でしか発生しない。凄すさまじい一撃と高熱で、要塞化していた工場を内部から崩ほう壊かいさせたのだ。


    　風が白煙を完全に散らしていく。工場の跡地、瓦礫の山の中心が見えた。


    　五メルトルほどの金属の柱が突き立っていた。知覚眼鏡クルークブリレで成分を分析すると、タングステンの柱だった。さらにテルミットや硝しよう酸さんバリウム、硫い黄おう、樹じゆ脂しが混じっている。根本から下がどこまで埋まっているのかは分からないが、このタングステンの柱と熱量が工場を一撃で破壊したのだ。


    　あまりの衝撃で、柱の途中からが折れて、横に転がっている。だとすると埋まっている部分も考えると、タングステンの柱の全長は十五メルトルほどか。


    　意味が分からない。ただ、俺たちを狙った罠わなだったことは事実だ。


    　十五メルトル以上のタングステンの槍はたしかに高硬度で、周囲には異常な高熱が放射されている。だがしかし、四階建ての要塞のような工場を一撃でしかも他に被害が出ないように破壊するには、どれほどの速度で打ちだせばいいのか。突き立った柱の角度からすれば、ほぼ垂直方向からの一撃。


    　俺は空を見上げる。なにもない。


    　左右にある建物の壁面。青い空と白い雲だけがあった。


    「ここまで正体不明の攻撃は、今まで受けたことがないな」


    　周囲の工場から、ようやく安全だと確認した人々が顔を出す。「なんだなんだ？」と光景を見物に顔を出し、奇妙な大破壊を見ては絶句する。


    「だとすれば〈古き巨人エノルム〉の咒式攻撃に決まっている」


    　ギギナが頰から流れる鮮血を拭ぬぐう。俺もギギナの分析に同意する。咒式攻撃の正体がまったく分からない。これほどまでに人じん智ちを超えた咒式は、〈古き巨人〉にしか不可能だろう。そして、タングステンを大量に発生させる〈古き巨人〉には、心当たりがある。おそらく信徒ザムザ・ザという〈古き巨人〉の一撃だろう。


    「俺たちは〈ベヘリガ〉に嵌はめられ、〈古き巨人〉の攻撃に巻きこまれたわけか？」


    　空を見上げたまま、俺は自問自答する。


    「違うな。〈ベヘリガ〉の憂ゆう国こく騎き士し団だんの窓口担当であるゴバルドたちは、明らかに俺たちに奇襲を受けた。機密の漏ろう洩えいを恐れ、また自らの口を封じるための自決からいっても、不ふ慮りよの事態であったことは絶対だ」


    　言っていて俺には分からなくなる。


    「やはり〈古き巨人エノルム〉は〈ベヘリガ〉を狙っていて、たまたま俺たちが巻きこまれたのか？」


    「だが、我らが〈ベヘリガ〉を襲撃する時期に、〈古き巨人〉の襲撃があるとは都合が良すぎる。ガユスの最初の論理にあるように、誰かが我らを誘導した」


    　ギギナの論理も正しい。まったく分からない。どこで誰に誘導された？　俺は顔を戻す。ギギナが俺を見ていた。俺は思考の結果を告げる。


    「可能性はひとつしかない」


    　俺は恐ろしい可能性に気づく。


    「憂ゆう国こく騎き士し団だん本部で、ギギナに圧力をかけられて怯おびえていた男が、俺たちを誘導したことになる」


    「だろうな。怯えた演技で我らを誘導した。即席の演技にしては見事にすぎるが」


    　ギギナも険しい顔で肯定した。


    「だが、憂国騎士団の会計役が、自分たちの資金源を破砕するように俺たちを誘導する意味が分からない。憂国騎士団の会計役が〈古き巨人〉を操って、〈ベヘリガ〉の一部ごと俺たちを消そうとした意味も分からない。憂国騎士団の関係者だろうが、なぜ組織に敵対する行動をとる？」


    　論理がなにもつながらない。つながらないように操作されている感じはするが、摑つかめない。


    「分からぬことは、今は放置しろ」ギギナは俺を見ていた。「しかし我らを狙っての攻撃という可能性があるなら、第二波が来る前に離れたほうがいい」


    　ギギナの言葉に、俺もうなずく。重要なことを思い出した。周囲を捜す。


    「ウォルロットはどこへ行った？」


    　破壊の街角に、ウォルロットの姿は消えていた。ギギナも気づかないほどの鮮やかな消失だった。ウォルロットが消えた理由を、俺は瞬時に理解した。


    「そうか、ピエゾの勇者は俺たちより先に事態を読んだのか」


    　罠わなに嵌はめようとしたものは、かなり頭が切れる。だとしたら、俺はともかく、ピエゾの勇者だったウォルロットを殺せる確率は、あれほどの必殺の攻撃をもってしても半々以下だと見積もるはずだ。


    　敵の頭の程度から考えれば、次に、いやすでに打っている手は分かりきっていた。


    　俺の足が走りだそうとし、即座に止まる。


    　奥歯を嚙かみしめる。俺はどこへ動いたらいいのかすらも分からない。


    　次の一手の場所は、ウォルロットにしか分からないのだ。


    



    



    「だから、こういう仕組みで一連の事件はつながっていると思います」


    　窓から外を見ながら、ジヴーニャは必死に訴えた。電話の懐かい疑ぎに対し、女は続けた。


    「いいえ、偶然ではありません。事件の背後は、そうとしか説明がつかないのです」


    　秘書官から電話を受けたギャリー伯はく爵しやくは沈黙していた。携帯に耳を当てて、ジヴーニャは返答を待つ。自分をジヴーニャ本人だと信じさせ、あちらこちらに話が飛んでしまい、またギャリー伯爵が疑問を挟むため、三十分ほどかかった。以前会ったときの聡そう明めいな印象とは違い、伯爵の理解が遅かった。


    　たしかにジヴーニャが相手の立場になると、ギャリー伯爵にとっては信じがたいし、信じたくない話だろう。


    　だが、論理と状況証拠から組みあげた説明は通じたはずだ。


    「まさか〈ベヘリガ〉が実在することを知らされたあとに、このような計画があると知らされるとは……」


    　ようやくギャリー伯爵が答えた。声には疲労と驚きが混じっていた。


    「だがあなたが言うように、そういう計画で動いているとしか……」


    　さすがの外交官も絶句していたようだった。


    「ええ、ですからピエゾ連邦共和国は〈ベヘリガ〉の暴走を停止させるべきです！」


    　ジヴーニャは勢いこむ。


    「分かった」ギャリー伯爵は力強く答える。「私の力が及ぶかぎりの人脈を使って、本国を動かす。大使館にいる武官では頼りないから、資金を使って攻こう性せい咒じゆ式しき士しを雇おう。それで……」


    　携帯の音は途切れた。携帯の電波がおかしいのかと、位置を変えてみる。


    　ジヴーニャの視界が翳かげった。日が陰るには早すぎる。


    「ついに追いついた」


    　声がかかるとともに携帯を握る左手を下げ、右手で銃を抜きつつ振りかえる。黒い外がい套とうを着た影が見えた瞬間、ジヴーニャは迷わず引き金を絞った。


    　近距離から轟ごう音おんとともに放たれた銃弾が、相手のスカートに命中する。ジヴーニャは下がりつつ銃弾を連射。最初の銃弾は動きを止めるために腹部と足を狙ったが、続く連射は相手が攻性咒式士であることを前提とした顔面狙い。


    　銃弾は目や口に着弾。衝撃で首が後ろに折れる。硝しよう煙えん漂う部屋には沈黙。顔を後ろに仰のけ反らして、顎あごの裏だけが見える。


    　顔が前に戻る。長身が腰を屈かがめて、ジヴーニャの顔を覗のぞきこむ。


    　五つの青紫色の眼が、ジヴーニャを見据えた。弾頭は硬質の目に弾かれていた。金属の切れこみとなった口が、銃弾を咥くわえていた。眼は自らの下半身を眺める。


    「スカートに穴を開けたか」


    　眼が戻される。五つの眼は、ジヴーニャを見据える。


    「賢い、実に賢い。あなたはよくぞ真相にたどりついた」


    〈古き巨人エノルム〉の一体、リクルゴ・ゴが金属質の笑みを浮かべていた。ジヴーニャが半歩下がる。壁に背がぶつかり、もう下がれない。


    「そんな、指輪の発信器は外したし、そもそも今は持っていないのに……」


    　自分の前に現れた〈古き巨人エノルム〉は、唐突にすぎる。


    「このエリダナの街で最初に真相に気づいた人間は、ジヴーニャ、あなただ。実に賢いね」


    　口が銃弾を嚙かみ砕く。ジヴーニャは恐怖した。


    「しかし、賢さはいいが、世の法則を知らないのはいただけない。だから私が親切に教えてあげましょう」


    　リクルゴ・ゴはさらに顔を近づける。


    「賢すぎると、人は死ぬのよ？」


    　蒸気とともに、冷たい宣告を行う。


    「そして、ゾレイゾ・ゾが良きものとしてくれたスカートに穴を開けた罰ばつは、どうしてくれよう？」


    



    



    　ウォルロットは車から飛びだす。


    　ピエゾの勇者が焦っていた。足がつくなどと言っていられず、車を盗んで使ってしまった。すぐに警察や攻こう性せい咒じゆ式しき士したちに知られるだろうが構わない。


    　歩道を颶ぐ風ふうとなって渡り、安ホテルの前で急停止する。


    　ガラス扉には休業中の札が下がっていた。この手の連れこみ宿で休業中になることは珍しい。


    　ウォルロットは魔ま杖じよう剣けんジゼロの柄つかに右手をかけて、左手で静かに扉を開ける。廊ろう下かには淀よどんだ空気が満ちていた。右手にある受付には、人の姿がなかった。ウォルロットは無音で進み、木製のカウンターを覗のぞきこむ。


    　受付の男が倒れていた。


    　赤い血と桃色の脳のう漿しようがカウンターの内側に溢あふれている。男の白かったシャツは血で染まっていた。頭部が消失し、胸きよう郭かくに埋まっていた。大だい腿たい骨こつが鎖骨の間から飛びでていた。


    　十階以上のビルからの飛び降り自殺で足から着地したら、こういう死体になることがある。


    　しかし、ここは室内だ。ウォルロットの戦術眼が分析する。ビルから落下することに等しい凄すさまじい一撃を頭部に振り下ろされたなら、こういう死体になるだろう。


    　焦しよう燥そう感に駆られて、ウォルロットが動く。自動昇降機エレベーターでは遅い。受付の先の階段へ向かい、左手で手て摺すりを摑つかむ。一気に階段を駆け上がっていく。


    　階段の絨じゆう毯たんとコンクリを踏み割り、階段を上る。双剣を引きぬいて、五階に到達。


    　一番奥の部屋の周囲に仕掛けておいたウォルロットの咒式の感知器と罠わなが、作動していない。溶接された扉も開いてはいない


    　剣を横に一いつ閃せん。続いて縦横縦と振る。ホテルの壁に長方形が描かれ、右足を叩きこむ。直方体の壁が室内に倒れる。落下の音より早く、ウォルロットの体は室内に突入していた。


    　魔杖剣を掲げて、左右と室内を確認。誰もいない。異変は奥にあった。壁に鋭利な刃物で切りとられたような、正方形の穴が穿うがたれていた。


    　誰かが隣の部屋から侵入していたのだ。さすがのウォルロットも、隣の部屋までは感知器や罠を設置していなかった。


    　奥の部屋へ向かう。安い寝台ベツドと鏡台、素そっ気けない装飾の壁と床があるだけだった。


    　ジヴーニャは部屋のどこにも存在していなかった。


    　寝台の先にある壁では、炎が燃えていた。壁一面に、緑に燃える不気味な炎だった。炎は壁に描かれた文字となっていた。


    「女は指輪と交換。午後七時に第十三テオルギオス工場にて、だと」


    　炎の文字を読みあげて、ウォルロットは唇を嚙かみしめた。


    　そして吠えた。


    　窓ガラスをも震わせる、獅し子し吼くだった。

  


  
    十四章　緑の業火


    



    　　　　　葬儀とは死者のために行うものではない。


    　　　　　死者がなにかを思うこともなく、死後の世界も存在しない。


    　　　　　死者を失った生者の悲しみを再配置するため、葬礼の儀式としてだけ存在する。


    
      オム・ロト「寛容と不寛容の遊ゆう戯ぎ」皇こう暦れき三二八年

    


    



    　エリダナ南東部に広がる工場街。周囲には単調な灰色の壁と煙えん突とつがそびえる。遠く工場の操業音が響く。


    　工場と工場の間にある道路にヴァンを乗り入れ、停車する。左から俺、右からギギナが降りて、アスファルトに立つ。


    　工場の壁に挟まれた道を見据える。工場の角から、ウォルロットが現れた。


    「来てくれたか」


    　かつて自信に満ちあふれていたピエゾの勇者の声と表情は、悄しよう然ぜんとしていた。首からは鎖が下がり、すべての元げん凶きようである指輪の緑の宝石が輝いている。


    「どこで俺の携帯番号を知ったかはどうでもいい」


    　俺は前に進む。歩みの一歩一歩が怒りを帯びていた。


    「だが、ジヴを〈古き巨人エノルム〉に奪われ、〈悲嘆の指輪〉と交換だと？」


    　俺は止まることなく前に進む。ウォルロットは棒のように路上に立ちつくしていた。


    　怒りが足を速めさせた。早足は疾走になり、俺は左腕を掲げて右腕を引く。踏みこんだ足から腰、肩から腕へと体重を移動し、全力の[image: ]でウォルロットの顎あごを打ちぬく。


    　ウォルロットは衝撃のままに横を向いていた。唇が切れて血を流し、沈ちん痛つうな面おも持もちだった。殴なぐった俺の右手のほうが痛い。どこまで頑丈な顎をしていやがる。


    　痛む右手を振りつつ、ウォルロットを睨にらみつける。


    「おまえとは恋こい敵がたきだが、俺より強いし、ジヴを守るという一点でだけは信用していた！　なにがあろうと、ジヴだけは絶対に守ると信用していた！」


    「すまない」


    　ウォルロットの横顔には、凄すさまじい悔かい恨こんがあった。俺の言葉に、なにも反論しない。痛みのままに引きうけて、唇から流れる血を拭ぬぐおうともしない。


    　ウォルロットは、愛するものを奪われることとなった自分を責めていたのだ。


    「すまない。全面的に俺の責任だ。おまえの責めに、返す言葉もない」


    　唇を嚙かみしめ、[image: ]を握り、ウォルロットは立っていた。


    　噓だ。俺はウォルロットを信用などしていない。ただ怒りと嫉しつ妬とのまま、ウォルロットをより深く傷つけるために言った言葉だ。


    　全身を貫く苦痛と悔恨のままに、ウォルロットは俺を見据えた。


    「すまない。だが、嘆く時間はない」


    　青い目には決意の炎があった。手の甲で唇から流れた血を拭ぬぐう。


    「〈古き巨人〉一体と差しちがえることは、俺にもできるだろう。だがしかし、ジヴを救うことは、俺の力だけでは絶対に無理だ。交渉の場で相手がジヴを人質に取れば、一人ではどうにもならない」


    「知るか。俺は俺でジヴを取りかえしにいく！　おまえが持つ〈悲嘆の指輪〉を渡せ！　それを交換すれば終わりだ！」


    　ウォルロットが奥歯を嚙みしめる音が鳴る。左手の指先が、首から提げた指輪を握る。


    「そうしたいことは分かる。だが、俺かおまえたち、どちらか一方だけで向かってはジヴの命を危険に曝さらすことになるのだ」


    「だから指輪を渡せばいいと言っているだろうが！」


    「無理だ。指輪と交換しても、ジヴはブローゾの最期の言葉を知っている。さらに〈古き巨人〉は仲間を我らに殺されている。我らへの復ふく讐しゆうのために、ジヴを殺す可能性がある」


    　正論に俺は唇を嚙みしめる。ウォルロットが動いた。男は大地に膝をついた。続く動作に俺とギギナは呆あつ気けにとられていた。


    　二人が見ている前で、誇り高きピエゾの勇者が、ウォルロットが両手を大地についたのだ。さらに炎の髪に包まれた気け高だかい頭を下げた。


    「頼む。筋違いだとは分かっている。だが、俺には他に頼れるものがいない。ジヴを救うために、力を貸してくれ！」


    　伏した口からは、血を吐くような叫びがあがった。下げられた後頭部を見下ろし、ギギナは喉のどの奥で唸うなっていた。


    「おまえほどの攻こう性せい咒じゆ式しき士しが簡単に頭を下げるとは」


    「祖国と彼女以外のことに、俺は頭など下げぬ！」


    　重ねてウォルロットが大地に向けて叫んだ。


    「俺には他になにも差しだせぬからこそ、頭を下げた！　命を寄よ越こせと言われるなら、解決したあとにいくらでも差しだす。だから頼む！」


    「勝手なことを！」


    　俺は憤ふん怒ぬの言葉を吐いた。ウォルロットは、ジヴを誘ゆう拐かいし、引っ張りまわし、命の危機を呼びこんだ。その男が頭を下げることになんの意味もない。


    　だが、眼前にいるのは、ピエゾの勇者ではなかった。ただ、愛するものを救うために、誇りも立場も捨てた男、そして人間だった。


    　ウォルロットを見下ろしていた俺は、突如として後悔した。


    　今のウォルロットが苛さいなまれている自責の念は、数日前にジヴを奪われた俺とまったく同じだった。


    　無力さに自らの体を切り刻むほどに苦しみ、それでもなお愛するものを救うために前に進んだ。すべてを投げだしても救いたいと、知りうるかぎりの人間を頼った。


    　愛するものを救うために、ウォルロットは俺と同じことをしたのだ。街を彷徨さまよい、仇きゆう敵てきである俺の連絡先を見つけ、すべてを投げだした。ピエゾの勇者の誇りまで捨てた。


    「立ってくれウォルロット」


    　俺は伏して願うウォルロットの前に、膝をつく。男の顔が上がる。


    「認めたくはないが、俺とおまえは同じ立場だ。同じくジヴを救いたいと思う男だ。どちらかがどちらかに頭を下げる必要はない」


    　ウォルロットの目には問いかけがあった。


    「では、協力してくれるか？」


    　男の問いに、俺の心は軋きしむ。ジヴを救いたいなら、超級の攻性咒式士、ピエゾの勇者であるウォルロットの手を取るべきだ。


    　ウォルロットが勇者の誇りを捨てることは、強者からの歩みよりだ。


    　しかし、俺の場合は違う。俺からジヴを奪った相手を、彼女の命を危険にさらした当人を、受けいれねばならないのだ。


    　だが、嵐のように騒ぐ心を、俺は折る。折らねばならない。


    「互いの感情、主義や誇りなど、曲げるべきだ」


    　心を黒い炎に焼かれながら、必要な言葉を紡つむぐ。


    「今なによりも大事なのは、ジヴの命だからだ」


    　俺の返答で、ウォルロットの目に希望の光が灯る。


    　ジヴのために、俺は心が砕けそうな苦痛を無視した。ジヴがまだ俺を愛しているか定かではない。心が離れている、もしくは進行形で離れていっているだろう。


    　俺にとっては、自分の命よりも、心よりも、そして彼女に愛されていないとしても、ジヴが大事なのだ。


    　ジヴを救うためなら、俺は地獄の悪魔とでも手を組む。


    　俺は立ち上がる。ピエゾの勇者も立ち上がる。路地で、仇きゆう敵てきであった二人は互いを見つめる。俺は協力の決意を再び確かめる。


    「俺たちでジヴを救いだす。指輪も渡さない」


    　組むことになったウォルロットを見ながら、俺は痛みとともに付けくわえる。


    「ジヴが俺たちのどちらかを選ぶか、またはどちらも選ばないかは、そのあとのことだ」


    　二人は、握手をして信頼を確認するような関係ではない。


    　俺とウォルロット。どちらをジヴが選ぶかは分からない。


    　すでにジヴはあの岸辺の遊歩道でウォルロットを選んでいたと言えるかもしれない。それでも重要なのはジヴを救うことだ。それだけなのだ。


    　俺とウォルロットは互いの存在により、内心の炎に炙あぶられ、全身を貫く苦痛に苛さいなまれていた。だが、それでも二人の意志は完全に一致していた。横手に立つギギナだけが苦笑していた。


    　俺とウォルロットが並んで進む。ギギナが横に並ぶ。


    　協力し敵対し、また協力して敵対し、さらに今また協力する。ここ数日の俺たちは不思議な関係だった。


    　後こう衛えいの俺と前ぜん衛えいのギギナに、前衛と後衛をこなすウォルロットが加われば、戦力と手数は乗数的に増える。


    　この三人だからこそ、〈古き巨人エノルム〉の一角、ルコルジ・ジを倒せたのだ。もう一度三人で行くなら、勝算が生まれる。


    「行くぞ。七時まで時間がない」


    　三人でヴァンに乗りこむ。


    



    



    　カスペルはアパートの自室に閉じこもっていた。


    　電気を消して、寝台ベツドの上で膝を畳たたんで、頭を抱えている。息を潜ひそめて、自分の膝を眺めていた。畳んだ足の間、シーツの上には着信を拒否した携帯が転がっている。


    　玄関からは呼び鈴が鳴る。借金取りがまた来たのだ。朝から四社目だ。最近の消費者金融や闇やみ金きんは扉を叩いたり、声を荒げたりなどしない。警察に睨にらまれないように、穏おん便びんに訪問する。


    　電話を無視されていたため、自宅にいるかどうかを確かめにきただけだ。何度か呼び鈴を鳴らして、電気やガスの使用状況を確認して、不在の可能性が高いと思ってくれた。


    　玄関から舌打ちとともに、去っていく足音が聞こえた。


    　消費者金融や闇やみ金きんも従業員の人件費があるため、採算が合わない額の相手にはそれなりの対応しかしない。


    　カスペルは携帯を眺める。着信の連絡だけがあったが、拒否しているのでつながらない。表にいた借金取りか、また別の借金取りからだろう。


    　闇に青白く光る携帯の画面には、刻一刻と増えていく借金の額が示されていた。借り換えの借り換えで膨ふくらませたカスペルの借金は、一九五万九八七六イェンだった。見ている間に期限が来て、二一五万五八六四イェンになった。


    　消費者金融ならともかく、闇金が見逃す額ではない。カスペルが貸し主だったら、相手を殺してでも取りたてる金額だった。


    　取りたてから帰った相手も、カスペルを見逃さない。去ったあとには、カスペルのような安い金で動く人間を、アパートの表か裏手に停車させた車のなかで見張りをさせているだろう。


    　底辺で生きる人間が底辺の同類を監視する、救いのない構図だった。


    　カスペルを見つければ、金融業者は絶対に取りたてにくる。この家には資産などいっさいない。借家にはゴミ同然の品があるだけだ。


    　カスペルは締めきった部屋の扉を眺める。鼻先には甘い腐ふ臭しゆう。締めきっているのに、腐臭というか死臭が忍びこんでくる。扉の四方をテープで目張りをしているのに、まだ臭う。壁や天井の隙間や亀き裂れつから、臭気が入ってくるのだ。


    　扉の先、廊ろう下かを曲がった応接室に隣接する台所では、祖母の死体が転がったままだ。


    　朝に見たときは、祖母の死体の乾いた眼球や伸びた舌に、蝿はえがたかっていた。カスペルは気持ち悪さに叫んで怒り、死体と蝿に殺虫剤をかけた。閉めきった家なのに、どこから蝿が入ってくるのかが不思議だった。


    　死体を絨じゆう毯たんで巻いて、足下と頭に毛布を詰めて密封し、放置している。


    　処置が正しいかなんて分からなかった。消臭剤なんて気が利いたものは、カスペルの家には存在しない。


    　カスペルが祖母の死体を放置している理由は、どこに報告して、葬儀の手配をどうすればいいのか分からないからだ。


    　そもそも相談する相手がいない。友人がいない。


    　医者に連絡すればいいとも思ったが、金がかかることは不可能だった。第一、借金取りが監視している状態で、自分が自宅にいることを知らせるわけにはいかない。


    　祖母の死体がある一つ屋根の下。増えていく携帯の借金額を眺めながら、カスペルは部屋で頭を抱えていた。


    　幼稚園のころは良かった。なにも考えなくても、誰かが考えてくれた。


    　そもそも、考えかたなんて、長年通った学校もいつも見ている物語も教えてくれなかった。学校ではみんな仲良くと言われた。物語の人物は、常に友情と努力で解決し、女の子は勝手に好きになってくれるものだった。誰もなにも自分に考えさせてくれなかった。


    　今は自分以外の誰も考えてくれない。誰も助けてくれない。


    　逃げたい。逃げたい。


    　でもどこへ？


    



    



    　雑居ビルと工場の間の道を、車が抜けていく。


    　俺とギギナ、ウォルロットというジヴ奪還部隊を乗せて、ヴァンが進んでいく。


    　移動していると、携帯が鳴る。見覚えのある番号だ。


    「ギャリー伯はく爵しやくからだ」


    　助手席のギギナが事実を確認した。ジヴの奪還に気が急せいている俺とウォルロットがいるが、関係者だけに放置できない。音声解放で出てみる。


    「ソレル君か？　伝えておきたいことがあるのだ、是非に！」


    　言葉の順番が混乱しているが、懐かしのギャリー伯爵の声だった。


    「こちらはギャリーだが、ジヴーニャ嬢から電話があって、途中で切れた。おそらく……」


    　俺は溜ため息いきを吐つく。車内の全員が同じように疲れたような息を吐く。老伯爵は冷れい徹てつな外交官、のつもりの善人で、いつも話が遅れている。


    「その電話の途中でジヴーニャは誘ゆう拐かいされたようで、今からウォルロットと救出に向かうところです」


    　通話口の向こうで、ギャリー伯爵が絶句していた。老外交官が知らない間に事態が激しく動いているのだ。


    「〈古き巨人エノルム〉の要求でジヴーニャ嬢と指輪の交換に向かっている、ということですか？」


    　さすがの機転で、こちらの状態を正確に見抜いてきた。


    「ピエゾにとっては不愉快でしょうが、指輪よりジヴーニャの生命を優先します」


    「ならば、少し話したいことがあります」


    　ギャリー伯爵の声に、刃のような重さが混じる。俺やギギナ、おまけにウォルロットも携帯に目を向ける。


    「後ろを見てくれ」


    　老人の声と近い音に、車内が騒然とする。


    　外を見ると、黒塗りの高級車が背後に走っていた。こちらの速度を下とすと、高級車が併へい走そうする。後部座席には、携帯電話を握った老人、ギャリー伯爵が収まっていた。俺たちを見て、片手を掲げていた。


    「重大な話があるから、前で停まってくれ。ジヴーニャ嬢も関係してくる話だ」


    　携帯から漏もれる声に、俺は返す。


    「人質交換の場所の近くでなら」


    　二台の車は、併走したままエリダナの街を進む。


    　工場街に入って、俺はヴァンを止める。ジヴとの人質交換の場所に近い。


    　心は急ぐが、まずはギャリーの話を聞くべきだ。扉を撥はねあけるようにして、車から降りる。ギギナとウォルロットも降りる。


    　路地に停まる俺たちの車の隣に、黒塗りの高級車が停車した。車の前に見える自動車登録番号票は、青地に白で「〇九〇二」とあった。


    　ピエゾ大使館の公用車だった。車からは、ギャリー伯はく爵しやくが降りてくる。運転手は、いつも横に控えているメムノンという老秘書官ではなく、別の男だった。武官なのだろう。


    　路地に、俺たちとギャリー伯爵が対たい峙じしていた。ギャリーの眼は、俺の隣に立つウォルロットを捉えた。


    「なるほど、前とは違う顔になっている」


    　帽子の下のギャリー伯爵の眼まな差ざしは、柔らかな色合いとなっていた。言われて、俺はウォルロットを眺める。


    　たしかに、少し前からウォルロットの表情には、以前のような凶相が消えていた。困難に立ちむかう勇者の顔、そして勇者であることすら捨てられる男の顔になっていた。


    　俺は車に背を預けて、ギャリー伯爵に声を投げる。


    「話とはなんです？　俺たちはジヴを……」


    「私もつい先ほど〈ベヘリガ〉の暴走を知り、また君たちが〈ベヘリガ〉にたどりついたことを知りました」


    　ギャリー伯爵が俺の反論を遮しや断だんした。


    「あなたも〈ベヘリガ〉の本拠地までは追えたのですね」


    　俺の疑問に、ギャリー伯爵が苦笑する。


    「私もピエゾの元軍人で、大使だ。本国が隠そうとしていても、調べる道はある」


    　老人が口の端はを歪ゆがめる。


    「いくら〈ベヘリガ〉でも、外からの資金は必要だ。ピエゾのガイレス少将付近から不ふ明めい瞭りような資金の流れが数千とあったが、あまりにも念入りに海外経由をしているものだけを追った。そしてピエゾ本国の数すう法ほう系咒じゆ式しき士しを総動員して逆探知し、資金の流れがここからだと突き止めた」


    　老外交官の執念だった。


    「ロディマス少、中佐はすでに死亡していました」


    　俺の一言で、ギャリーが硬直する。俺は推測を告げる。


    「おそらく〈ベヘリガ〉の暴走が度を越えたことを知って逃げだそうとした。そこで指揮官交代をさせられたのでしょう」


    「なるほど」


    　ギャリーは喉のどの奥で唸うなった。事態は老伯爵の把は握あくする事情を超えて動いていた。


    「俺たちには、まだ分からないことがあるのですが」


    　ギャリーの背中に問いかける。


    「〈古き巨人エノルム〉たちが、なぜピエゾの過激な特殊部隊である、しかも人間の〈ベヘリガ〉と関係していたのか、分からないのです。俺たちは指輪がすべての鍵だと見ているのですが？」


    　俺には分からない。ギギナは考えもせずに歩く。進むギャリー伯爵は黙ったままだった。


    　老人の足が止まる。俺たちも足を止める。


    「〈ベヘリガ〉は〈古き巨人エノルム〉たちと敵対などしていない」


    　ギャリーが苦々しく言った。


    「両者は組んで、最悪の取引をしたのだよ」


    　俺とギギナ、ウォルロットは可能性のひとつが確定されたことを知った。先ほどの謎なぞの襲撃とロディマスの死、指輪やブローゾの言葉の謎はよく分からないが、一旦置いておこう。


    「君たちは、北方の大巨人の話を知っているかね？」


    「北方の大巨人？」俺は疑問の声を出す。「その体は山に等しく、その足はすべてを踏みつぶし、山に大穴を開けた、とかいう、おとぎ話の巨人ですか？　それがなぜここで出るのです？」


    　意外な話の展開に、俺は問いかえす。ギギナやウォルロットも同じだった。


    「そう。あれはおとぎ話だ」ギャリー伯はく爵しやくの横顔には、険けわしい感情が浮かんでいた。「だが元となった存在が本当にいたとしたら？」


    「は？」


    　俺はマヌケな声を出した。ギギナにしても意味が分からずに、目線を向けるだけだった。ウォルロットも黙っている。ギャリーだけが真ま面じ目めな表情で続ける。


    「巨神と呼ばれる〈古き巨人〉たちの始祖がいることは知っているかね？」


    「ああ、いちおうは」


    　ギャリー伯爵の論理は、飛びに飛んで意味が分からない。俺もギギナも、ウォルロットも置き去りにされている。


    「巨神たちが人類が知る歴史に現れた事実は、二回しかありません。おそらく、これからも現れないでしょう」


    　老人が語る。


    「しかし、その直系の子孫、ゾアイデスと呼ばれる一体は実在するのです。千二百年前に大戦争を起こして、黄金龍と戦ったとされたことも事実のようです」


    「アレトンのバザーヤ山の大火口を作ったという童どう謡ようがあるが」信じられないというように、ギギナが疑問の言葉を投げる。「それは、もしかして事実なのか？」


    　ウォルロットの目には深い憂ゆう慮りよの色が現れる。ギャリー老人の顔に、深い苦悩の色が刻まれていた。


    「事実だ」


    　嗄しやがれた声で続ける。


    「エリダナに災さい厄やくを振りまく〈古き巨人〉たちは、巨神の直系、実際に確認されているなかでも、最上級の怪物、怨帝と呼ばれるゾアイデスを復活させようとしています。それゆえに、彼ら十三体の主戦派は〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉と名乗っています」


    　ギャリーの言葉に、俺やギギナ、ウォルロットまでもが絶句していた。俺は口を開く。


    「そんな夢みたいなことを、彼らは本気で考えているのですか？」


    「夢なら良かったのだが」


    　ギャリーが口ごもる。老人の顔にある皺しわには、深い苦悩が刻まれていた。俺としては重ねて問わざるを得ない。


    「そんなおとぎ話の怪物が復活する証拠は？」


    「〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉が〈ベヘリガ〉と組んで、復活の最初の段階は成功したようなのです。一部だけ復活をさせたとされているようです。これが本国からの使いが渡してきた情報です」


    　ギャリーが片手に握っていた封筒から書類を取りだす。受けとった四枚の書類を俺とギギナ、ウォルロットが眺める。


    「これは部屋で見た指輪の組成式だ」


    　ウォルロットの言葉どおりに、一枚目の書類には、巨大で多層多重の咒じゆ式しきがバザーヤ山に展開していく様子が写真に映されていた。かなり不鮮明だが、どこかで見たことがある。


    「次だ」


    　ギギナの催促で急いで次を捲めくって二枚目の書類。こちらも荒い粒子の写真だった。


    「そちらが問題だ」


    　ギャリーは目を背けていた。俺たちは絶句していた。ギギナが喉のどの奥で唸うなる。ウォルロットが嚙かみしめた奥歯を鳴らす。


    　たしかに、ゾアイデスの部分的復活の写真だったが、納得できない。写真の右端には縮尺を示す数字がある。全員の問いを、俺が先んじて投げる。


    「これは、縮尺の数字がおかしくないか!?」


    「残念ながら、それが実測、事実です」


    　ピエゾ風の帽子の下、ギャリーの額には、脂あぶら汗あせが滲にじんでいた。雪山を囲むのは〈古き巨人エノルム〉たち。身長二十メルトル前後という常識外れの巨体の群れだった。俺が見た、ゾレイゾ・ゾやゲヒンナム・ム、ネビロ・ロらしき姿があった。


    　だが、彼らの先にある手はそんなものではなかった。比較対象にもならない。


    　〈古き巨人〉たちの向こう、雪山の斜面から突きでたのは、巨大な左手首から先だった。


    「縮尺で考えると、指の先から手首までで、二五・八八メルトル、か」舌が乾いて、上手く動かない。「この大きさだと〈古き巨人〉が掌てのひらに乗ってしまうな」


    　俺に続いて、ギギナが言葉にする。


    「ゾアイデスが〈古き巨人〉と同じような比率だとすると、手首から考えただけでも、全長は最低でも二百五十か三百メルトルを超えることになる」


    「冗談にしても、限度を超えた大きさだな」


    　俺の口からは絶望の言葉が漏もれた。


    「こんな怪物が動くだけで街が壊滅する」


    　ウォルロットが喉の奥で唸る。


    「操る咒じゆ式しきは、考えたくもないな」


    　ギギナが結論づけた。


    　全員が目で同意していた。〈古き巨人エノルム〉たちの千二百年の悲願が叶えば、人類にとって愉快なことにはならないだろう。おそらく大きな戦いが起こる。


    　書類を捲めくると、咒式の理論的説明が続く。大筋は、咒式によって次元に穴を開けて、封印次元とつなげるという、レメディウス理論と応用方程式。連結されているのは、仮死状態の脳の再活性化、封印式の解除式といった膨ぼう大だいな項目。


    　さらに下部の専門の構成式になると、もはや俺のような在野の攻こう性せい咒式士では分からない。他の咒じゆ印いん組そ成せい式しきを理解する必要もないので飛ばす。


    　最後の一枚を捲る。咒式の核となるのは、レメディウス理論が適用された膨大な組成式の核だった。安全のために分解された式は、三つの超高度な宝珠にそれぞれ宿っている。宝珠の正体は、何回も見た緑の石だった。


    　ブローゾがジヴに託たくした指輪に嵌はまっていた、緑の石だった。


    「竜との闘いで傷ついたゾアイデスは、赤き門の向こう、巨神たちの世界で傷を癒いやしているとされる。つまり、別次元へ強引に穴を開けるための咒式が、すべての事件の核だったのです」


    「ようやく指輪の正体が分かった。まさかゾアイデス復活のための布石だとはね」


    　俺の唇からは重い息が漏もれる。


    「〈ベヘリガ〉は〈古き巨人〉に技術供きよう与よをして、巨神の直系であるゾアイデス復活を手助けする。だとすると〈ベヘリガ〉が〈古き巨人〉から受けとる利益とはなんなんだ？」


    「そこまでは分かりません」ギャリーが顎あごの下に手を当てる。「もしかすると、ゾアイデスを使ってペンクラート問題に関渉してくる七都市同盟とやりあうつもり、ですかな？」


    「ありえない」


    　ウォルロットの鋼はがねの声が、俺とギャリーの間を吹き抜ける。


    「ゾアイデスが山ほどの大きさがあろうと、ただの一体で、あの強大なラペトデス七都市同盟とやりあえるわけがない」


    「おまえは同盟の軍隊に勝ったのだろう？　だからピエゾの勇者と呼ばれていたはずだが？」


    　俺が問うと、ウォルロットが首を振る。


    「それは、我ら九〇三部隊と同盟の二個大隊程度の小こ競ぜりあいだったからだ」


    　ウォルロットは遠い眼をしていた。過去の戦場を思い出しているのだろう。青い瞳には荒涼とした戦場が映っていた。


    「実際に七都市同盟の軍隊の一端と戦ったことがあるから分かる。最高度の咒式兵器を携たずさえた、練度の高い百万の軍勢。高位の攻こう性せい咒式士の群れ。それを大陸でも最高峰の咒式士、七英雄の名を継ぐものたちが率いる。さらには、膨大な経済と文化力が支える」


    　ウォルロットの遠い目には冷れい徹てつな計算があった。


    「どれほどゾアイデスが大きかろうが強かろうが、〈古き巨人〉や下位の巨人たちを率いようが、ラペトデス七都市同盟と戦えるわけがない」


    　俺から見れば、ウォルロットはレメディウスや高位の〈異い貌ぼうのものども〉にも匹ひつ敵てきする攻こう性せい咒じゆ式しき士しだ。だがしかし、そのウォルロットですら同盟の戦力と国力にはまったく歯が立たないと分析していた。


    「私が勝てた、とされるのは、向こうの面めん子つが立つ適度な戦果で引きあげてくれたからだ。同盟にしてみれば、ピエゾへの牽けん制せいに足の小指を伸ばしただけで、他の戦線に転進しただけだ。私の勝利など、同盟にとっては小指の爪が削れたくらいのものにすぎない」


    　自じ嘲ちようではなく、事実を告げる声と表情だった。軍人は実用主義者。誇張も過小評価もしない。


    「現代咒式戦争は総力戦で、最終的には経済と咒式技術力を合計した国力が物を言う。本気のラペトデス七都市同盟軍と戦争をすることは、他の大国、バッハルバ大光国や神聖イージェス教国、後アブソリエル公国、さらにはブリンストリア女王国でも避けるだろう」


    　ウォルロットの眼がエリダナの街の西部を眺める。豊かな街が広がっていた。西の先には、皇国本土が広がっている。


    「同盟とまがりなりにも単独で戦争ができるのは、大陸でもツェベルン龍りゆう皇おう国こくだけだろう」


    　俺も西を眺める。だからこそ、モルディーン枢すう機き卿けい長ちようは軋きしみつづける同盟との仲を取りもち、闘いを巧たくみに回避しているのだろう。戦争が始まれば、同盟と皇国、大陸の三分の一が焦しよう土どになる。


    　なにかが引っかかる。違和感だ。


    「話を戻そう」


    　ギギナが鼻先で笑う。俺の思考も途切れる。ギギナは現実的な論を告げる。


    「前提がおかしい。ゾアイデスとやらが一度復活したら、ゾレイゾ・ゾたちが〈ベヘリガ〉の言うことなど聞くはずがない。ゾアイデスに頼みごとをしようとしたら、その場でふみつぶされるだろう」


    「だとすると、ゾアイデス復活前に〈古き巨人エノルム〉たちを自在に使えることが、〈ベヘリガ〉の狙いか？」


    「それで充分だろう」


    　ギギナの言葉に俺はうなずく。ルコルジ・ジとヒヘイデス・ス、ヨルムデ・デの三体だけで、エリダナは大混乱に陥おちいり、俺たちは何回も死にかけた。残る五体は、さらに上位の〈古き巨人〉で、考えるだけで頭が痛い。


    　そして、問題はまだ残っていた。〈ベヘリガ〉は〈古き巨人〉という戦力になにをさせるのか、この問題だけが分からない。同盟にゾアイデスを激突させることが無意味なら、俺の手持ちの情報からは計算できない。


    　だとすると、ギャリー伯はく爵しやくはなぜこの場に現れたのか。


    　ギャリーが俺に目を向ける。


    「私がここに現れたのは、ジヴーニャ嬢と指輪の交換を阻止するためでもあったのです」


    　俺は魔ま杖じよう剣けんに手をかける。


    　物音。横手の路地から、タイヤの音。


    　路地に装甲輸送車が入ってくる。公用車の背後に、装甲輸送車が停車した。運送車の後部から男たちが下りてくる。灰色と白の都市迷彩を施ほどこした積せき層そう甲かつ冑ちゆうに兜かぶと。穴を開けた無骨な面めん頰ぼおが顔を隠している。手に握っている刃は、軍用魔ま杖じよう剣けんに魔杖槍そう。


    　俺とギギナ、ウォルロットは背中を互いに預けあって戦闘態勢になる。ギャリーの背後に重武装の一団が並ぶ。屠と竜りゆう刀とうとともに、ギギナが険しい目を向ける。


    「女の命より〈古き巨人エノルム〉の災厄を止める、ということか？」


    　俺たちの態度に、ギャリーは苦笑していた。


    「そう考えなかったといえば噓になりますが、勘違いしないでください」


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは、武装はしていても抜ばつ剣けんしていなかった。


    「これらは大枚を払って傭やとった、ピエゾ系の攻性咒式士部隊ですよ」ギャリーが穏やかな目で続ける。「本来は〈ベヘリガ〉本部襲撃のために用意しましたが、こうなった以上は人質交換に我々も協力したい」


    「それはありがたい」


    　俺は喉のどの奥から喜びの声を出す。ウォルロットも戦力が増えたことに安あん堵どしている。〈古き巨人〉との人質交換は、危険極まりない。リクルゴ・ゴとの交渉が、絶対に和なごやかな交換になどなるわけがない。だから、ギャリー伯はく爵しやくと傭よう兵へいの攻性咒式士という手札が増えると、使える手段も増える。


    「あなたは、思ったほど悪い人ではなかったようですね」


    「思ったほど、とはね」


    　ギャリー伯爵の小さな眼が俺を捉える。


    「だが、君はまた私の忠告を聞いていない。私を信用しないということは、君が行おこなったもっとも賢いことだ」


    　老人が続ける。


    「〈古き巨人〉に指輪を渡すことは大きな災害を呼び起こす。またジヴーニャ嬢を見殺しにすれば、ピエゾの評判をさらに落とすことになる」


    　ギャリーの説明とともに、路地に部隊が展開していく。動きはなかなかいい。到達者階級である俺とギギナ、超級の攻性咒式士であるウォルロットが主力だろうが、補助があることは助かる。展開していく部隊に、一人だけ常識外れの巨漢がいた。


    「あれが部隊長のランドック人です」


    「腕は？」


    　ギギナが当然の質問を向ける。〈古き巨人〉との交渉と戦闘に、低位咒式士はいるだけで足手まといになる。必要なのは中位から高位咒式士だけだ。


    「元軍人たちで確かです。歩きながら作戦を詰めよう」


    　説明したギャリーが、部隊の後を追って歩きだす。一団の背に俺たちも続くことにした。全員で取引場所へ向かう。


    　ギギナは前を見据えていた。鋼はがねの目が戦術を組みたてる。


    「私とウォルロットが最さい前ぜん衛えい、後こう衛えいにガユスで先せん遣けん隊たいを構成して交渉にあたる」


    　ギギナの編成にウォルロットがうなずく。ルコルジ・ジとヒヘイデス・スと戦ったときに、俺とギギナとウォルロットの連携が成立していて、戦力としての信用度は高い。


    「ギャリーが傭やとった部隊は、やはり腕と連携に不安がある。背後で詰めていてもらうのがいいだろう」


    　ウォルロットの分析でギギナが手を振る。部隊の全員が、取引場所の周囲へと無音で進んでいく。


    　ギギナと俺、右にウォルロット。背後には、ギャリー伯はく爵しやくと部隊指揮官だと聞いた巨漢の咒じゆ式しき士しが待機。老人も全身甲かつ冑ちゆうの巨漢とともについてくるらしい。装飾的な魔ま杖じよう短たん剣けんを握っていることから、ギャリーも必死なのだろう。


    　老伯爵だけを追いかえすわけにもいかない。


    「足止めを食ったが、行くぞ」


    　俺は進む。ギギナ、ウォルロットも、苦笑しつつ前に進む。


    　ジヴを無事に奪還することが、俺たちの最上命題だ。指輪の奪還は俺たちにとっては次点、どちらかというとギャリーたちの領分だ。それぞれ分担していくべきだ。


    　魔杖剣の柄つかを握る。全弾装塡してあることを確認。


    〈古き巨人エノルム〉との交渉は、平和的な結末になるわけがないのだ。


    



    



    　エリダナ西南。カリュー坂前は、人影も少ない寂れた通りだった。


    　自宅アパートの前で、リゼリアは車を停める。扉を開けて、運転席から足を地面に下ろす。席から立ち上がることはできなかった。自宅に戻っても、暗い部屋が待っている。


    　フリューがもう自宅を訪ねてくることはない。ただ孤独で寒々とした部屋があるだけだ。


    　堪こらえきれずにリゼリアは体を折った。両手で顔を覆おおう。膝に黒髪が垂れている。恋人と死別し、続いて職場も失った。絶望的な状況だった。同じ絶望が、彼女に眼を開けることを拒否させた。


    　不幸と不幸の間に時間が空けば、対処できたかもしれない。


    　しかし、連続して起こった不幸に対してどうしたらいいのか、若い彼女には分からなかった。


    　リゼリアの思考は必死に打開策を探す。


    　次に傭やとってくれる咒式士事務所を探す。ダメだ。一年しか経験していない、しかも低位の攻こう性せい咒式士を傭ってくれる事務所が見つかるわけがない。辺境や地下迷宮で一からやり直すにも、仲間がいない。また、紹介してくれた父親の面めん子つをつぶすことになる。


    　そして金がない。数日は生きられるが、もう住む場所すら確保できないほど金がない。


    　なにより一歩を踏みだすとき、常に傍かたわらにいたフリューはすでにこの世にいない。自分を慰める繊せん細さいな手も、抱きしめてくれる厚い胸板も、優しい笑顔も、もう墓地の下にあるのだ。


    　閉じた瞼まぶたが痛い。胸が痛い。


    　愛するものを失うことは、物理的に痛いのだ。


    　リゼリアは考えた。考えに考えた。だけどなにも考えていない。同じ思考を繰りかえしているだけだった。なにが原因か、誰がフリューを殺したのか。


    「そうだ」


    　掌てのひらの間にある唇が、つぶやきを漏もらした。


    「こういうときにこそ人の縁だ。予備校の講師で攻こう性せい咒じゆ式しき士しであるガユスさんに、今こそ頼るべきなのよ」


    　苦痛を堪こらえて、顔を上げる。携帯を取りだし、希望に縋すがるように登録番号を捜す。


    「ようやく見つけられました」


    　声がかけられ、手が止まる。声の方向を振りかえると、黒背広の男が立っていた。髭ひげ面づらで筋肉質の男だった。


    　髭面の背後には、紺色や灰色の背広の二人の男が立っていた。三人の腰には魔ま杖じよう剣けんが下がっている。


    「なにかご用でしょうか？」


    　リゼリアは携帯を戻し、警戒しつつ問うた。魔杖剣を持っている自分に強盗が話しかけるとは思えないが、用心はしておく。


    「用というほどのことではございません」


    　リゼリアは怪け訝げんな顔で見ていた。話しかけてきた男と、背後の二人は攻性咒式士だ。もしかしたら咒式士事務所の誘いかと思って、すぐに打ち消した。道端に落ちている攻性咒式士を傭やとう事務所などいない。いたとしたら、神のように心が広いか、悪魔のような理由があるかだ。


    「少しお話ししたいことがあります」


    　男の声より、腕を見たことで女の黒い瞳が見開かれる。


    「あな、ったたちは」


    　視線は男の左腕に嵌はまる腕章を捉えていた。赤字に金きん糸しの文字が意味することは、最悪だった。


    「あなたたちは、エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だん！」


    　リゼリアは嫌悪に押されるように立ち上がる。先頭の男は、肯定するようにうなずく。リゼリアの眼には憎悪の炎があった。鼻の頭に嫌悪感のままに皺しわが浮かぶ。


    「フリューを死なせる原因となったあなたたちが、私になんの用ですか！」


    　声は烈れつ火かとなっていた。自分に話しかけてきた相手の正体に気づいた。よりにもよって、エリダナ憂国騎士団の団長であるグレッツェンだった。


    　立ち上がったリゼリアと、三人が坂道で対たい峙じする。


    「落ちついてください」


    　グレッツェンは淡々と告げた。背後の二人は、直立不動の姿勢だった。


    「私たちをあなたが憎むことも分かります。たしかに我々の活動に参加したために、フリュー君は死んだ。いや殺されました」


    「分かっているなら、私の目の前から一刻も早く消えてください」


    　リゼリアの右手は、腰から下がった魔ま杖じよう剣けんに触れていた。咒じゆ弾だんはあと二発しかない。しかも相手は憂ゆう国こく騎き士し団だんだ。政治抗争を行ってきた武装集団の首領と側近を相手にして、自分の声と怒りが虚勢にしかなっていないことは自覚していた。


    　しかし、リゼリアの憤ふん怒ぬと嫌悪は収まらない。対する男は平静そのものだった。


    「巻きこんだのは事実ですが、彼が志願し、殺されたのです。しかし君の恋人を殺したのは我々ではない」


    　グレッツェンの言葉はリゼリアには真実に響いた。脳裏に閃ひらめく思考。憂国騎士団がフリューを殺したわけではない。怒りと哀しみは方向を失って、リゼリアの内部で吹き荒れていた。


    「では誰が、誰がフリューを殺した！」


    　グレッツェンの眼が横を向く。リゼリアの眼が追う。高台から見えるのはオリエラル大河。そしてエリダナ東岸部。


    「ラペトデス七都市同盟の無む慈じ悲ひなやりかた。そして化身であるダリオネートです」


    　男の声はリゼリアの耳に大きく響いた。


    「彼らが殺した」


    　リゼリアは無言で東岸部を見据えていた。煌きらびやかなビルの連なり、豊かな生活が見えた。


    　だが、それは誰の犠牲のうえに成立しているのだろうか。フリューのような派遣労働者、自分のような慎ましい労働者の犠牲のうえにあるとしか思えなくなっていた。


    「私に、なにをさせたいの？」


    　エリダナを見据えたまま、彼女の唇は問いを紡つむいだ。傍かたわらに寄りそうように近づき、耳元でグレッツェンは告げる。


    「我らはあなたにフリュー君の仇かたきを取らせてあげたい。ただそれだけです」


    　リゼリアは反論できなかった。


    　前に聞いた言葉だが、絶望したリゼリアには戯たわ言ごととして切って捨てる理性が消えていた。


    



    



    　俺とギギナ、ウォルロットだけが敷地に進んでいく。背後に眼を向けると、雑居ビルにも人影が絶えて、工場も操そう業ぎようしていない。皇国系の土地では多いことだ。


    　敷地を囲む工場や雑居ビルの間に、甲かつ冑ちゆう姿すがたが見え隠れする。ギャリー伯はく爵しやくと傭よう兵へい戦力は人質奪還がなったあとに使うべきで、後方に下げている。


    　敷地に眼を戻す。ウォルロットが呼びつけた場所から、第十三テオルギオス工場は近かった。停車したヴァンから降りて、三人で工場の敷地に進む。


    　懐ふところに手を当てる。携帯が振動していた。


    「どうした？」


    　横を進むギギナが問うてきた。リゼリアからだったが、今はジヴを救出することが先決だった。向こうから電話が途切れた。


    「行くぞ」


    　振りきるように、俺は進む。ギギナとウォルロットも続く。


    　工場や雑居ビルに囲まれた谷底に、第十三テオルギオス工場があった。建築途中で骨組みだけのビルも見えた。三人で無人の敷地を進む。


    　資材置場には、廃車や資材が放置されていた。廃車や資材の山の間を抜けていく。


    　二十メルトルほど先、敷地の中央には黒い影。黒い顔に五つの青紫色の目を光らせて、リクルゴ・ゴが立っていた。人間のように、シャツを着てスカートを穿はいている。スカートには無惨な弾だん痕こん。俺が護身用に渡した銃による、ジヴの一撃があったのだろう。さすがジヴだ。


    　傍かたわらにはアルリアン系の女が立たせられていた。白金の髪、緑の瞳。


    　俺とウォルロットが求めるジヴーニャは、鎖で拘こう束そくされていた。


    「ジヴっ！　無事か!?」


    「一応ね」


    　ジヴは少し苦しそうな顔をしていた。鎖は、ジヴの両腕ごと胴体を幾重にも巻いている。巻かれた鎖でジヴの胸の形が強調され、どことなく色っぽい。などと考えている場合ではない。


    「ジヴを離せ！」


    「指輪は持ってきたか？」


    　巨人の返答に、俺はギギナとウォルロットを横目で確認する。鎖で拘束されたジヴが叫ぶ。


    「ダメよ、ガユス！　指輪を渡したらきっと大変なことになる！　だって〈古き巨人エノルム〉は〈ベヘリガ〉と組んで……」


    　リクルゴ・ゴが金属の手をかざす。


    「沈黙は黄金。あまり余計なことを喋しやべらないでいてくれると助かる」


    　巨人がまた叫ぼうとするジヴの口に掌てのひらを当てる。続いて後ろに追いやる。ジヴの口には、銀色のアルミ製のテープが貼られている。巨人の金属質の顔が俺たちを見据える。


    　〈古き巨人〉と〈ベヘリガ〉が組んでいることは、ギャリーから聞いて知っている。同時にジヴも気づいたのだろう。


    「〈悲嘆の指輪〉を示せ」


    　冷淡な〈古き巨人〉の指示に、俺は従うしかなかった。懐ふところに手を入れて、指輪を掲げる。


    「交換だ」


    　しかし、俺が掲げる指輪を見つめる五つの青紫の眼は、不愉快そうに明滅する。


    「偽物は通じない」


    　リクルゴ・ゴは淡々と返してきた。俺は舌打ちをする。


    「〈古き巨人〉の眼は全身の肌だ。顔にある眼のように見えるものは、放射線発生器官だ」


    　ウォルロットが真ま面じ目めな顔で告げる。


    「目から微弱な中性子線を放射し、弾性散乱によって戻ってきたものを判別する。放射した中性子の速度や入射角度と比較し、エネルギーの差分を求め、元素に対する中性子の減速効果を利用して、対象物の構成元素を調べる。人間で言えば、鼻のような器官にあたる」


    　ウォルロットが呆あきれた声を出した。


    「だから俺は偽物では無理だと言っただろう？」


    「どんな手でもやっておくべきなんだよ」


    　大禍つ式アイオーンにやった手は通じない。相手は生物というより機械に近い。錯さつ覚かくも心理的な詐さ術じゆつも通用しない。


    　俺は息を吐いて覚悟を決める。再び懐ふところに手を入れて、本物の指輪を取りだす。翡ひ翠すいのような緑の煌きらめきが外気に晒さらされる。今となっては禍まが々まがしい輝きだった。


    　ジヴの表情に哀しみが浮かび、リクルゴ・ゴの眼が激しく明滅する。


    「それだ。それこそが我らの求めるものだ」


    「正体はすでに分かっている」


    　俺は苦い真実を告げる。


    「巨神の系けい譜ふ、ゾアイデスの復活などさせない」


    　リクルゴ・ゴは沈黙した。


    「そこまで理解しているか」


    　唇が開かれ、蒸気の息が漏もれる。


    「我らにとって、ゾアイデス大君の復活は至上命題だ」


    〈古き巨人エノルム〉と俺たちは対たい峙じしていた。圧力が高まる。互いに譲ゆずれない。


    「人質とは〈古き巨人〉も落ちたものだな」


    　ギギナの苦い声が、午後の大気に響いた。


    「〈古き巨人〉と言えば、人や生物を超越した存在だと聞いていたが」


    「常なる〈古き巨人〉はこのようなことをせぬ。私という個体の愚かさゆえの独どく断だん専せん行こうだ」


    　リクルゴ・ゴの五つの眼が青紫色に明滅する。古き巨人の内部では、激情が揺らめいているのだろう。


    「〈悲嘆の指輪〉を渡せ。そうすればこの女性体を返そう」


    「ジヴが先だ」


    　俺が叫ぶと、リクルゴ・ゴの仮面のような顔にも不信感が浮かぶ。


    「人属は信用できない」


    「こちらも同じだ。〈古き巨人〉どもが信用できるか」


    　お互いの主張は交わらない。同じ人類でも信用できないのだ。異種族の間との交渉はさらに難しい。


    　工場の敷地で、俺はジヴを見つめる。口を封じられたジヴも俺を見つめかえしていた。


    「ジヴを中間地点でまで歩かせろ。そこで俺はそちらに指輪を投げる」


    　俺の交渉に、アルミテープの下でジヴの唇が叫ぶ。俺は首を振る。


    「ジヴの安全が最優先事項だ。君がどう言おうと、俺とウォルロットも、これだけは譲れない」


    　緑の目で拒否を訴えるジヴを無視し、俺はリクルゴ・ゴを睨にらみつける。五つの眼が、俺たちを見つめていた。


    「こちらが先に人質を動かすため、少しそちらが有利だな」


    　〈古き巨人エノルム〉は冷静な分析を下した。続く言葉は冷れい酷こくだった。


    「取引は公平にいこう。そちらが投げなければ、残念ながらこちらは背後から人質を殺すことになる」


    「なにが公平なのかまったく分からないが、分かった」


    　俺としては譲じよう歩ほするしかない。リクルゴ・ゴは、ジヴの胴体を縛しばっていた鎖の咒じゆ式しきを解除する。両手の手て錠じようと口のテープだけは解除しなかった。


    「スカートの恨みはあるが、自由を奪ってすまない」


    　リクルゴ・ゴは前の俺たちを見つめたまま、ジヴに謝罪した。ジヴは凄すごい眼で巨人を睨にらみつけた。口を塞ふさがれて抗議できないために、前に目を戻す。


    「では交換といこう」


    　俺の言葉で全員に緊張感が満ちる。手を拘こう束そくされ、口を封じられたジヴが顎あごを引いた。


    　ジヴが歩みはじめる。緑の眼は俺を真っ直ぐに見つめていた。細い足が歩む。


    　五メルトル、そして十メルトル。俺たちとリクルゴ・ゴの中間地点でジヴの足が止まる。


    　俺はリクルゴ・ゴの眼まな差ざしの問いにうなずく。右腕を後ろに引いて、鎖ごと指輪を投げようとする。


    「入れ替えは認めないと言ったはずだが？」


    　リクルゴ・ゴの指摘が静かに響く。袖の下から出して掌てのひらで入れ替えていた、二つ目の偽物を捨てる。仕方なく本物に握り替える。交渉相手として〈古き巨人〉は実に騙だましにくい。


    　横に立つギギナは呆あきれていたが、二重三重の手は当然だ。ジヴの命が最優先だが、なるべくならゾアイデス復活の一歩となる指輪を渡したくない。しかしどうあっても騙せないなら、指輪を渡すしかないようだ。


    「ジヴ、投げると同時にこちらへ走れ」


    　俺の言葉に必死の表情でジヴが考えこむ。女はうなずいた。


    　右手を振り、素直に投げる。同時にジヴが走る。指輪は鎖の尾を曳ひいて、飛んでいく。指輪の放物線を、俺やギギナ、ウォルロット、そしてリクルゴ・ゴの青紫色の眼が注視していた。


    　走るジヴの頭上の上に到達。ジヴが高く跳ねた。手錠で拘こう束そくされたままの両手が伸ばされ、飛んでいく指輪を摑つかむ。握りこんで着地。同時に前へ全力疾走。


    　全員が呆あつ気けにとられ、次の瞬間にはジヴが急変させた事態に反応。


    　指輪を握って走りだそうとしたジヴの体が止まる。両手が背後から引かれていたのだ。


    　リクルゴ・ゴの左手から、十五メルトルも伸びた物体が、ジヴの左手にある指輪に絡みついていた。長い長い中指だった。


    「逃のがすかっ」


    「ぬぐるっ！」


    　アルミテープの下で叫んでジヴが抵抗。すでにギギナとウォルロットがジヴの左右を抜けていた。屠と竜りゆう刀とうと魔ま杖じよう剣けんが振られて、鋭い音が撥はねる。


    　リクルゴ・ゴの左手から放たれた、親指と人差し指、薬指と小指、そして右の五指、併あわせて九つの槍を弾いたのだ。九本の鋼はがねの槍はさらに高速で躍る。ギギナの振るう屠と竜りゆう刀とうとウォルロットの左右の魔ま杖じよう剣けんも旋回しつづけ、指の槍からジヴを守る。火花と金属音が、凄すさまじい交響音楽を奏でる。


    　両手で鎖を握り、両足の踵かかとで地面を削って、ジヴはリクルゴ・ゴの中指に抵抗していた。俺は背後からジヴの腰に左手を回し、力を足す。


    　恐ろしいことに〈古き巨人エノルム〉の中指一本が、ジヴと後こう衛えいとはいえ攻こう性せい咒じゆ式しき士しである俺の全身の力を遙はるかに凌りよう駕がしていた。指が撓たわみ、鎖が引っ張られていく。前方では、ギギナとウォルロットが指の槍と剣を交わしている。


    　これ以上戻されれば、戦いにジヴを巻きこむ。


    　ジヴはさらに抵抗しようと、両の踵かかとを敷地に突き立てる。手には鎖が食いこんで、血が滲にじんでいる。


    　決断して、俺は刃を振るう。双方の引っ張りあいを支えていた、繊せん細さいな鎖が切れる。


    　空中には鎖の輪が銀の滴しずくとなって散る。


    　抵抗をなくして後退するジヴを、俺がさらに後ろへ引っ張っていく。リクルゴ・ゴの中指は指輪を引っかけて後退していく。俺に抱えられたジヴは、前に手を伸ばしてまだ指輪を求めていた。


    　テープで塞ふさがれた口が、声にならない声をあげる。


    　俺はさらに強引に敷地を後退する。死の指先との対決は、ギギナとウォルロットの刃が勝利を収めた。リクルゴ・ゴの鋼はがねの指が九本すべて宙に舞う。


    　リクルゴ・ゴは、一本だけになった左手の中指に指輪を嵌はめていた。五つの青紫色の眼には、喜びがあった。光点が動き、俺たちを見据える。


    「これで、互いに欲しいものが手に入ったというところだな」


    　リクルゴ・ゴが一歩を進める。俺はジヴを後ろに庇かばって、一歩下がる。ジヴは縛しばられたままの両手を動かして、口のテープを剝はがす。


    「いいから聞いて！」


    「今は無理だ」


    　俺は右手に握る魔杖剣の柄つかに左手を添える。屠竜刀を正せい眼がんに構えるギギナと、双剣を構えるウォルロットの壁の後方に立つ。三人は完全に臨戦態勢となっていた。背後からは、足音。ギャリーと武装した一団が突入してきたらしい。俺たちの背後で進軍が止まった。


    　傭よう兵へいたちは、リクルゴ・ゴの圧力に進めないのだ。〈古き巨人〉の鋼の体に咒力が満ちていた。


    「交換は終わった。だが、互いにそれだけでは帰れない。おまえたちは指輪を取りもどしたい。そして……」


    　〈古き巨人〉の体からは、憎悪と憤ふん怒ぬ、そして殺意の圧力が放射されていた。咒力がさらに高まる。女性的な体に、圧力が満ちる。爆発寸前の溶よう鉱こう炉ろを前にした感じだ。


    「私としては弟のルコルジ・ジの復ふく讐しゆうを果たしたい。すまぬが、仇かたきをとらせてもらう」


    　宣言するリクルゴ・ゴに、俺が紡つむいでいた爆裂咒式が直撃。敷地に吹き荒れる爆風のなかで黒い影が揺れる。俺はジヴの手を摑つかんで後退していく。ギャリーと攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは、魔ま杖じよう剣けんを構えたまま動けない。ギギナとウォルロットは、刃を掲げて前を見据えている。


    「来るぞ」


    　言われなくても、前方から放たれる咒力の圧迫感は肌に刺さる。


    　爆煙から金属の塊かたまりが抜けでる。疾走するリクルゴ・ゴの右手が背中に回され、十字光輪を握る。〈古き巨人エノルム〉の腕力で、十字光輪が投げられた。凄すさまじい回転で真円となって飛ひ翔しよう。大地を削り、通過する廃車や建材をすべて切り裂いて飛ぶ。


    　転がって回避。ギャリーや攻性咒式士たちも左右に分かれて避よける。


    　だが、通りすぎた十字光輪は敷地と廃車を切断しつつ、軌道を戻してくる。俺たちを追尾してきて、逃げ場がない。


    　膝を立てて、逆手に握られたギギナの屠とり竜ゆう刀とうが受ける。旋回する十字光輪と屠竜刀の刃が嚙かみあい、甲かん高だかい音と火花が散る。ギギナの踵かかとがコンクリに沈む。全身の筋力で抵抗しているのだ。


    　それでも、体重百トーンを超える〈古き巨人〉の腕力が乗った十字光輪だった。ギギナは屠竜刀とともに横へ逃げるしかなかった。


    　十字光輪は、さらに前進。回転速度を弱めることなく走っていき、後方で軌道を変える。


    　戻ってきた十字光輪を、リクルゴ・ゴの右手が摑つかむ。勢いを殺さず右手が円軌道を描き、背中に回される。十字光輪は元の背中に安置される。


    　回転していくギギナが、右足を伸ばし、踵で大地を削って止まる。


    「ルコルジ・ジの哀しみは、苦痛はそんなものではなかった。弟は刃で刻まれた」


    　金属の割れ目のようなリクルゴ・ゴの口からは、蒸気の言葉と息が漏もれる。


    「服を破ることは無念だが、致し方なし」


    　〈古き巨人〉は急激に巨大化していく。シャツやスカートが破れ、赤味を帯びた黒銀色の巨体を現す。滑らかな金属の乳房と、美しい腰の曲線が女性らしさを表わしていた。


    　リクルゴ・ゴの八メルトル程度の体は、本来の大きさの半分ほど。背中には光輪。両足の踵にも小さな光輪があった。光輪は踵に密着せずに、浮いている。


    　背中の十字光輪と、左右の踵の小光輪が青白い燐りん光こうを帯びる。同時に高速回転。烈風が吹き荒れ、間合いを詰めようと進んでいたギギナとウォルロットが停止。俺は腕を掲げて風を防ぐ。


    　リクルゴ・ゴの爪先が、地面から離れる。光輪が高速回転することで咒式を発動。巨体が浮遊していく。


    　そして移動。一直線に特攻してくる。低空を飛翔する砲弾だ。


    　俺はジヴを抱えて敷地を転がる。そういえば久しぶりにジヴをこの手に抱きしめた、などと考えている場合ではない。ギギナとウォルロットも左右に分かれて退避。リクルゴ・ゴが放つ烈風で押し退けられる。


    　風に向けて腕を掲げ、俺はジヴを後ろにして立ち上がる。ギャリーと一団も下がる。


    　工場の敷地の上空、ビルとビルの間に、〈古き巨人〉が浮かんでいた。


    　太陽を背にしたリクルゴ・ゴは、神が降こう臨りんしたような姿だった。


    　空中のリクルゴ・ゴが急降下してくる。


    　ギギナとウォルロットが跳躍し、廃車の山の上に到達。リクルゴ・ゴの降下軌道に向かって、長い槍となった屠と竜りゆう刀とうと双剣を振りぬく。体を傾斜させて、リクルゴ・ゴが回避。回転翼が、ギギナの太ふと股ももとウォルロットの肩を掠かすめる。


    　ギギナとウォルロットが体を折って吹き飛び、敷地に落下していく。ギャリーと攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは、さらに後方に下がるしかなかった。


    　敷地の大気を切り裂いて、リクルゴ・ゴが飛ひ翔しようしていく。ジヴは悲鳴をあげている。


    　膝を立てた姿勢から俺が放つ〈矛槍射ベリン〉も、高速移動するリクルゴ・ゴを捉えきれず、敷地の先の雑居ビルの壁を穿うがつだけ。回転翼で巻きあげられた紙やゴミが、敷地に吹き荒れる。


    　俺の左右に、ギギナとウォルロットが後退してきた。


    「あの回転翼は名刀の切れ味だ」


    　回転する刃の端が掠めたギギナの右太股と、ウォルロットの肩を、桃色の線が横断している。ギギナの桃色の大だい腿たい筋きんの断面からは、今となって鮮血が滲にじむ。途端に白い肌に滝となって溢あふれていく。ウォルロットの左肩から流れた赤い血が、廃車の上に血溜まりを作っていく。


    　戦闘開始と同時に、ギギナはいきなり全力で治ち癒ゆ咒式を発動。ウォルロットも鋼こう成せい咒式で傷を塞ふさぐ。


    　ビルとビルの谷間で、巨体が急旋回。上空で、リクルゴ・ゴがこちらへ向きなおる。


    　五つの青紫色の眼が、こちらを見下ろしていた。涙のリクルゴ・ゴの異名のとおりに、五つの眼は石油の涙を流していた。


    　憎悪と殺意の眼だった。


    「行くぞ」


    　リクルゴ・ゴが特攻してくる。ジヴを抱える俺を、後退するギギナがさらに抱えて跳躍。廃車の上に着地。回転翼でリクルゴ・ゴが飛翔してくる。


    　ギギナは〈蜘蛛絲スピネル〉を展開。ポリペプチドの蜘く蛛もの糸が伸びていき、建造途中のビルの鉄骨を摑つかむ。


    　振り子の要領でギギナと抱えられた俺とジヴは空中移動。リクルゴ・ゴが飛翔してくる。さらにギギナが糸を伸ばして、別の鉄骨に絡め、急上昇。鋼はがねの巨弾の特攻をかわす。足下で回転翼が旋回していき、尾び骶てい骨が凍える。


    　後方から攻性咒式士たちの掩えん護ごの雷や熱線が来るが、リクルゴ・ゴには当たらない。むしろ後退していく俺たちの鼻先を掠めている。


    　不正確な掩護を避けつつ、俺とギギナ、ウォルロットは宙を飛んでいく。


    　ギギナが糸を切って、廃工場の塗と炭たん屋根の上に着地する。ジヴが傷つかないように腕のなかに抱えて、俺は転がっていく。塗炭屋根に膝を立てて立ち上がる。足下で屋根が撓たわむ。


    　ウォルロットは向かいのビルの壁面に摑まっていた。ギャリーと一団は後方に下がって、盾と魔ま杖じよう剣けんを連ねているだけで動けない。


    　戦場へと振りかえる。ビルの間で、旋回音とともにリクルゴ・ゴが浮遊していた。


    「ルコルジ・ジは、良き弟だった。常に〈古き巨人エノルム〉の行く末を憂うれい、哀しんでいた」


    　回転翼の下に掲げられた手の先で、すでに咒じゆ式しきが紡つむがれていた。巨人の弟も使った化学錬れん成せい系第三階位〈誘炸弾槍カ・イム〉が発動。秒速二百八十メルトルで成せい型けい炸さく薬やく弾だん頭とうが殺到する。俺とウォルロットが〈矛槍射ベリン〉を応射。合計数十本ものの槍が放たれる。


    　爆裂、また爆裂。轟ごう音おんが工場街に響く。三発を俺が、七発をウォルロットの槍が落とす。後方から放たれる掩えん護ごの咒式の群れは、高速移動するリクルゴ・ゴに当たらない。


    　降ってくる爆炎の下で、俺は叫ぶしかなかった。


    「前にも思ったが、どういう精密さだ！」


    「これでもピエゾの勇者らしいからな」壁からウォルロットが答える。「まだ来る」


    　さらに続く弾頭の群れは、リクルゴ・ゴの両手の指のすべてから十発。


    「弟の痛みには、爆裂もあった」


    　リクルゴ・ゴの宣告と同時に、俺はジヴを抱えて屋根の上を逃げる。弾頭は、赤外線照しよう射しや誘ゆう導どうで弾道を修正して迫ってくる。ギギナが立ち止まって弾頭を迎える。引きつけてから側転。着弾した屋根が破裂。赤と黒の爆炎が噴きあがる。


    　ギギナが側転を連発。追跡しきれずに炸裂弾頭が屋根に着弾、着弾、また着弾。爆炎、爆炎、そして爆炎。


    　猛攻に、ギャリーと攻こう性せい咒式士たちは、敷地から後退していた。リクルゴ・ゴの火力に、掩護をしている場合ではなくなっていたのだ。


    　爆炎が重なり、さらに炸裂。轟音とともに工場の屋根から全体が崩落していく。


    　俺はジヴを抱えて、屋根から飛んでいた。背中を押す爆風。爆風と跳躍が重力に捉えられて下降する寸前、傍かたわらを黒と銀の弾丸が過ぎる。ギギナは生体変化系第二階位〈黒翼翅アルファス〉を発動していた。ジヴを抱える俺の襟えり首くびを摑つかんで黒い翼がはためき、飛ひ翔しよう。


    　三人で工場のアスファルトに着地。反転して、空中へ砲弾咒式を放つ。浮遊するリクルゴ・ゴが真横へ動き、軽々と回避。ウォルロットも俺に倣ならって砲弾咒式を放つ。


    　雑居ビルの壁にタングステンカーバイドの砲弾が突き立っていくも、高速で動くリクルゴ・ゴを捉えられない。六発の砲弾で、廃はい墟きよとなっていた雑居ビルが破砕。三階から五階が倒壊していく。


    　ビルと工場の間で、リクルゴ・ゴが後退していく。さらに砲弾を叩きこむが、ビルの壁に隠れられた。〈古き巨人〉は運動性が高すぎる。


    　俺とギギナで周囲を警戒する。硝しよう煙えんと爆煙が周囲に立ちこめ、抱えていたジヴが咳せきをしている。


    「ジヴ、大丈夫か？」


    「ええ」ジヴは気丈な声でうなずく。「だけど、大事なことは……」


    「分かっている。今、ここをどうやって切りぬけるかだ」


    　俺はジヴの言葉を遮さえぎって続ける。ギギナに視線を向ける。


    「リクルゴ・ゴは、回転翼機の原理で移動している。機体上方で翼を回転させて飛翔するわけだ」荒い息で俺は続ける。「回転翼機の原理は、垂直上昇や降下、空中停止や、真横や後退も自由自在。低高度の狭い場所や複雑な地形に向いていて、この場所では厄やつ介かいすぎる」


    「だから！」


    　傍かたわらからあがるジヴの再度の声を手で制止して、ウォルロットを捜す。ピエゾの勇者は、街路の車の上に片膝をついていた。


    「ウォルロット、相手がどこにいるか分かるか？」


    「爆煙と熱で、なにも見えない。向こうも電磁霍かく乱らんのために金属片を撒まいている。視認するしかない」


    　俺とギギナ、ウォルロットにジヴの眼が周囲を警戒している。全員の耳は、燃えあがる工場や崩ほう壊かいしつづけるビルの音を捉えるだけだった。


    　羽音が強くなった。


    　左方向に全員の魔ま杖じよう剣けんと屠と竜りゆう刀とうが向けられる。違う、上空からの垂直降下だった。すでに放たれていた炸さく裂れつ弾頭を、ギギナが投剣で迎撃。空中で信しん管かん咒じゆ式しきを破砕。続く俺の雷らい撃げき咒式が誤作動させて爆裂。爆煙と轟ごう音おんが降ってくる。自らの体を盾として、ジヴを爆煙から守る。


    　白煙と破片の雨の間に、リクルゴ・ゴの姿はない。


    「横手だっ！」


    　垂直からすでに横に回られていた。ビルとビルの谷間を、凄すさまじい速度で迫ってくる。俺たちは道を後退していく。


    　リクルゴ・ゴがさらに上昇しつつ、咒式を展開。五つの青紫色の眼からは、涙が零こぼれていた。石油の涙だった。


    「最後に、ルコルジ・ジは炎で殺された。ならばおまえたちも炎で焼け死ね」


    　式を見ただけで背筋に悪寒が走る。俺はジヴの手を引いて逃走。


    「あれはやっべえっ！」


    「人属の焼死体を、消失したルコルジ・ジの魂に捧げる！」


    　空中のリクルゴ・ゴから、砲弾が投下されていく。俺は〈斥盾ジルド〉で盾を作って二人で乗る。盾の下に〈爆炸吼アイニ〉を放つ。爆風を受けて、俺とジヴを乗せた盾が吹っ飛んでいく。体が引きちぎられるような急速移動。


    　下に見えたギャリーと攻こう性せい咒式士たちも、さらに逃走していた。


    　背後で凄まじい爆裂。回転しつつ、脇の下から見えた光景は、炸裂から一瞬で特大の腫しゆ瘍ようのように緑が膨ふくれあがり、熱風を撒まき散らしていくものだった。


    　見ている場合ではない。即座に追いついてきた緑の炎へ、さらなる〈爆炸吼アイニ〉を炸裂。波乗り式に盾を上昇させる。無人のビルの屋上に達し、俺とジヴは転がっていく。熱風から守るように、さらに屋根を転がる。


    　ジヴを背後にして膝を立てて、起き上がる。足が痛むが無視。


    「なによこれっ！」


    　ジヴの驚きも当然だ。


    　工場街を焼きつくす焰ほむらは、赤ではなく緑色の猛火だった。かつてエリダナの四つの咒じゆ式しき士し事務所の咒式士たちを焼却した炎だった。


    　車が店先が、壁が道路が、ビルが工場が、すべてが燃えている。金属の屋根が炎上する。剝むきだしになった鉄骨が燃え、溶解した赤い滴しずくを垂らす。


    　遅れて、俺たちが乗ってきた盾が、緑の炎をまとって屋上に落下していった。


    「第三階位の〈緋竜七咆ハボリユム〉の上位咒式、化学錬れん成せい系第五階位〈緑焰真厭猛怒ハボリユエイム〉だ」俺は苦い声を出す。「まさか、街中で使いくさるか！」


    　咒式によって、通常のナパームを越える超ナパームが生みだされたのだ。通常のナパームが粗そ製せいガソリンを使っているのに対して、超ナパームは炭化水素を精密に合成し、窒ちつ素そ不純物や水分をまったく含まず完全に調整された合成ガソリンを生成する。


    　そこへトリエチルアルミニウムを添加し、爆発的に熱量を上昇させる。さらにトリエチルボランを混合し、反応着火すると二千度を超え、炎色反応で緑色の業火が生みだされる。


    　超ナパームの燃焼熱量は、一キログラムルあたり四三・五メガジュールルにもなり、鉄骨すら溶解させる。まさに地獄に燃える緑の焰。


    　四つの事務所の咒式士たちを葬ほうむった、虐ぎやく殺さつ咒式だった。


    「被害範囲が広すぎ、効果が残忍で、飛行咒式から使用することは禁止されている咒式だが」熱風に曝さらされながら、苦い感情が喉のどまでこみあげる。「巨人どもには関係ねえのかよっ！」


    　確認している場合ではない。俺の左足も脛すねから下が緑の炎に包まれていた。激痛だったが、俺はジヴを抱えて後方へ走る。


    「喋しやべるな、息をするなっ！」


    　俺が叫んで、ジヴは口を押さえる。


    「走って逃げるぞっ！」


    　ビルの屋上の縁を越えて、俺とジヴが飛ひ翔しよう。やったことはないが、ギギナの物真似をしてみる。化学鋼こう成せい系第二階位〈張鋼線アーノ〉を発動させ、冷間線引き鋼線を放つ。崩れたビルから出ている鉄骨に巻きつけて、体を支える。俺とジヴの体重が、右手一本にかかる。肩関節が外れそうだが、我慢して振り子移動をしていく。


    　足の炎が緑の尾を曳ひいていく。アスファルトに踵かかとが触れるが、止まることができずに二人で転がる。ジヴを抱えて転がり、ビルの裏手で着地。これで緑の炎とは隔へだてられた。


    　着地地点には、ギャリーや攻こう性せい咒式士たちが待っていた。俺の襟えりを摑つかんで、ビルの陰へと引きこんでくれた。


    「息していいぞっ！」


    　俺は壁に背を預け、息を吸って吐く。地面に手足をついているジヴも、必死に酸素を貪むさぼる。


    「あれはなんだ？　なんなんだ？」


    　ビルの陰から緑の焦しよう熱ねつ地獄を眺めているギャリー伯はく爵しやくは、青ざめた顔をしている。ここまで届く熱波が全員の頰を炙あぶっている。


    「ナパーム、さらに超ナパームは周囲の酸素を急激に消費する。炎の直撃を避よけられても、酸欠や二酸化炭素中毒を誘発するんだよ」


    　安全圏けんまで逃れた俺が立ち上がろうとすると、左足に痛み。左足ではまだ小さく緑の炎が踊る。ジヴやギャリーが上着を脱いで消そうとするが、俺は手で止める。


    「ナパーム剤の充じゆう塡てん物ぶつは親油性が高いため、叩いても水でも消火が難しい」


    　泣きそうなジヴを前に、俺は冷静に判断する。本当は叫びだしたいほど怖いし痛いが、ジヴの前では絶対に叫ばないし、痛がる様子を見せない。見せたくない。


    　肉を焼かれる苦痛に耐えながら、化学錬れん成せい系第二階位〈化減火アルケシ〉の咒じゆ式しきを発動。炭酸水素カリウムと尿によう素そを反応させた抑制作用で、急速に炎を鎮ちん火かさせる。


    　次に化学錬成系第二階位〈弗消炎カイケシ〉の咒式で、リン酸塩や浸しん潤じゆん剤ざいを合成したフッ素そ界かい面めん活性剤を合成。窒ちつ息そく性で消火するために即時性はないが、確実に消火できる。ギャリーの攻こう性せい咒式士たちも、手際の良い処置を感心して見ていた。


    　耐熱ジーンズのおかげで、足の骨まで焼かれることは防げた。即座に立ち上がる。


    「これで大丈夫」


    　火傷やけどで気が遠くなりそうに痛いが、唇を嚙かみしめて微ほほ笑えむ。男の頭の悪さだが、これだけは譲れない。


    　ジヴが俺を見上げていた。緑の瞳には心配と恐怖の色があった。そういえば、俺はジヴに自らの戦いを見せたことがほとんどない。彼女から問いかけの言葉が出る前に、俺は告げる。


    「走って、なるべく遠くへ逃げろ。ここは戦場になる」


    「ガユスはどうするのっ!?」


    「あの常識外れの放火魔を倒しにいく」


    　ジヴを不安にさせないために、俺はもう一度微ほほ笑えんでやる。そして向きなおる。


    「ジヴを頼みます」


    　ギャリーがうなずく。同時に攻性咒式士たちが、鎧よろいと盾という壁を作る。ギャリーや攻性咒式士たちは、ジヴを囲んで背後に下がっていく。それでいい。


    　緑の炎が燃えさかる工場街へ向かって、俺は走る。


    　走りつつ弾だん倉そうを交換。遊ゆう底ていを引いて、初弾を薬室に送りこむ。


    



    



    　爆音と轟ごう音おんが工場や雑居ビルの屋根の向こうから響く。噴き上がる緑の炎が、熱気を振りまいている。


    　ジヴーニャを囲んで、ギャリー伯はく爵しやくと武装した攻性咒式士たちが路地を後退していく。


    　荒い息と甲かつ冑ちゆうや魔ま杖じよう剣けんが擦こすれる音が、無人の路地に響く。


    　先頭を進む老人の足が止まる。周囲の一団も足を止め、甲冑や魔杖剣の音が静まる。ジヴーニャも止まる。


    　全員の目が、急に足を止めた老人にそそがれる。


    「ジヴーニャさん、あなたはお逃げなさい」


    　ギャリーが告げた。


    「ガユス君はああ言ったが、私たちはまた彼らの掩えん護ごに戻る。力及ばずとも、相手の気を逸そらすための掩護射撃くらいはできる」


    　老人の言葉に、周囲の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが戸惑う。


    「しかしそれでは……」


    　ピエゾ訛なまりがある声が不満そうな声をあげる。一団の長である巨漢は押し黙ったままだった。なぜか責められているギャリーは、固い決意で首を振った。


    「いいんだ。これだけは私の短たん慮りよと思ってもらっていい」


    　装甲された攻性咒式士たちは、上司の言い分に従ってジヴーニャの護衛を解く。


    「分かりました。私がいてはまた足手まといになるだけですものね」


    　ジヴーニャは開かれた包囲から離れる。


    「ガユスをお願いします」


    　頭を下げて、ジヴーニャは背後に顔を向ける。


    　炎を背後に街を抜けていく。背中には攻性咒式士たちの視線が刺さっていたように感じたが、走った。


    　ただ前へ、前へと。


    



    



    　緑の炎の海に沈む工場街で、死闘が続いていた。


    　ギギナはビルの間を飛ひ翔しようして、空中のリクルゴ・ゴと斬りむすぶ。ウォルロットは緑の炎の間から、砲弾や質量咒式を連発する。


    　炎に爆裂、刃に砲弾。


    　ビルの屋上を飛びわたるギギナは、凶暴な武神のように笑っている。工場の屋根に立つウォルロットは、残忍な審判の神のように笑っている。


    　まさに、緑の地獄で永遠の闘争を続ける亡者たちのようだった。


    　幻影を振りはらい、俺も〈爆炸吼アイニ〉を連発で放つ。嘲あざ笑わらうように、リクルゴ・ゴが空中を逃げていく。上方で自在に高速飛翔されると、地上から当てることは難しい。爆煙や破片が、緑の炎の海に落下してくる。


    　ギギナは緑に燃える廃車の上に着地した。肩から背中に緑の炎を宿している。俺はギギナの傍かたわらで構える。


    「景気はどうだ？」


    「不利な状況と炎だけは売るほどある」


    　炎で体を焼かれても、ギギナは闘志を失っていない。消火咒式をギギナに施ほどこしつつ、反対側のビルの看板に下がるウォルロットに言葉を向ける。


    「そちらの調子は？」


    「上々だ」


    　肩を割られて鮮血を流しているウォルロットは、質量爆裂咒じゆ式しきの弾幕を張りながら答える。ピエゾの勇者には、劣勢など関係ないらしい。


    　二人とも、恐ろしいほどの闘志だった。


    　ウォルロットの眼は、緑の炎の先を見据えている。


    「来るぞ」


    　業ごう火かの海、爆炎の上空を抜ける影。空中のリクルゴ・ゴは、すでに咒じゆ式しきを展開していた。


    　ギギナやウォルロットに向かって、成せい型けい炸さく薬やく弾だん頭とうが飛んでくる。俺もその場から逃げた。


    　直後に炸さく裂れつ音が重なって鳴りひびく。熱波に吹かれながらも路上に逃のがれる。


    「ルコルジ・ジを傷つけたものは誰だ、殺したものは誰だ！」


    　哀切なリクルゴ・ゴの問いとともに、工場街でまたも〈緑焰真厭猛怒ハボリユエイム〉の咒式が炸裂。緑の火柱が噴きあがっていく。


    　背後に〈斥盾ジルド〉で鋼はがねの壁を立てて、俺は前に飛びこむ。炎の直撃だけは防ぐが、熱風が後ろ髪の先を焼いていく。盾も溶解し、タンパク質が焦げる不愉快な臭気が鼻先を掠かすめる。


    　魔ま杖じよう剣けんを構えて振りかえる。工場街の奥、敷地はすべて超ナパームの緑の炎に包まれていた。もはや逃げ場所もなくなった。


    「範囲が広く効果が長い咒式は、対地上掃そう討とう用として優秀すぎる」


    　空気中の酸素が急激に消費されるため、口くち許もとを袖で覆おおって後退。見上げると、半分ほど崩ほう壊かいしたビルの四階にギギナがいた。相棒から伸ばされてきた〈蜘蛛絲スピネル〉を摑つかむ。張力が限界に達して戻る力を利用され、一瞬で四階まで引きあげられる。


    　倒壊したビルから、骨組みだけが出た部分に着地。ウォルロットも横手にある鉄骨に着地する。全員が緑の炎の熱で炙あぶられていた。ギギナとウォルロットは、緑の炎が宿る自らの衣服や装甲を切り取って消火していた。


    　鉄骨の上で、俺たちは荒い息を吐く。酸素が足りない。眼下に広がる工場街は、緑の炎に沈んでいる。上階にいても熱波に炙られる。


    　俺とギギナはリクルゴ・ゴを捜す。ウォルロットも獣の目を周囲に向けていた。リクルゴ・ゴは空中から高火力で攻撃しては引き、こちらの反撃を回避する。繰りかえされると、こちらが消耗させられる。


    「〈古き巨人エノルム〉はどいつもこいつも強すぎるな」


    　自らを治ち癒ゆしながら、ギギナが告げる。警戒しつつ、ウォルロットは肩の傷を塞ふさぐ。


    「先に言ったように、リクルゴ・ゴは回転翼機の原理で移動している」


    　俺にできることは思考だけだ。


    「この飛行方式は、翼の対気速度が回転方位によって異なる。前進方位と後退方位では差が大きい。揚力は速度の二乗に比例するために、翼の仰ぎよう角かくが同じであれば左右が不ふ均きん衡こうとなる。前進移動の場合は仰角を小さくし、後退移動では仰角を大きくして均衡を保つ」


    「それがどうした？」


    　屠と竜りゆう刀とうを掲げるギギナの問いに、俺は答える。


    「高速移動の場合は、後退側の回転翼では、ほぼ全面が失速と逆流領域となり、仰ぎよう角かくを大きくする必要性が出てくる」ひたすら分析を並べる。「だが、仰角が失しつ速そく角かくに達すると、揚力の増大が不可能になる。揚力を発生させているのは回転面の前方と後方だけになり、時速四百キロメルトル付近でほぼ揚力が消失する」


    「原理的に、そこが限界速度ということか」


    　ギギナの眼に光が宿る。俺は自分の思考に苦い顔をする。


    「時速四百キロメルトルで自由に空中を動けて、莫ばく大だいな火力を持つ相手だ。戦車でもリクルゴ・ゴには手も足も出ない」


    「それでも、たかが時速四百キロメルトルだ」


    　ギギナが不敵な笑みを浮かべる。


    「たかが、って」


    「超々音速弾や雷撃やレーザーの速度で動くわけではない。火力は遙はるかに上だが、動きとしては春先の大禍つ式アイオーン、あのアムプーラよりは遅い」


    　ギギナが屠竜刀を構える。


    「ならば、視認して」


    　緑の炎に照らされるギギナの横顔には、修羅の笑み。


    「斬れる」


    　羽音。ビルの断面、鉄骨から左。遠いビルの上でリクルゴ・ゴが浮遊していた。すでに咒じゆ式しきが発動。


    　俺とギギナは、その場から跳ねる。止まっていた鉄骨が〈誘炸弾槍カ・イム〉の爆裂で破砕される。さらに跳ねていく。ウォルロットも空中を渡り、刃でリクルゴ・ゴの弾頭を切断していく。


    　空中で爆裂が続く。


    



    



    　ジヴーニャは走りに走った。暗い壁の間、路地を走って抜ける。


    　通りでは、勤め人や主婦、老人や学生など、さまざまな人々が上空を見上げていた。視線はそろって建物の先、工場街で燃え上がる緑の炎を不安そうに見上げるしかなかった。


    　ビルの壁に背を預けて、ジヴーニャが喘あえぐ。人々の視線とは反対に、歩道を見つめていた。


    　エリダナとジヴーニャやガユスたちを巻きこんだ事件は解決に向かっている。ジヴーニャ自身の推測でも、〈ベヘリガ〉と〈古き巨人エノルム〉が関係していたことが分かった。


    　あとはガユスたち攻こう性せい咒式士の力、ギャリー伯はく爵しやくたちの掩えん護ごで指輪を奪還するだけだ。


    　彼女が知る情報も無意味となり、すでに嵐のような戦いとは、ほぼ無関係になった。


    　歩道を見据えつつ、ジヴーニャは軽く唇を嚙かみしめる。


    　ただ、一点だけ後悔があるとしたら、自分が捕らわれることで事態の真実を摑つかめたが、逆に〈悲嘆の指輪〉を奪われてしまったことは、大きな痛手だった。やはり自分の無力さが恨めしい。


    　ジヴーニャの思考は、安全策を求めた。身柄の拘こう束そくの再発を防ぐために、念には念を入れて警察かラルゴンキン事務所に自らの保護を要請したほうがいいかもしれない。


    　決心して携帯を取りだす。ウォルロットの携帯で番号案内につなげる。警察のベイリック警部補とラルゴンキン事務所の番号を見つける。


    　短縮機能で呼び出そうとして、手が止まる。


    　事態を連結させてたどりついた真相に、まだ違和感がある。自分がたどりついた地点が終点だと、誰が保証してくれるのか。


    　悪寒が背筋を這はい上がる。


    「……私やガユスたちがたどりついた地点も、また誰かの誘導の範囲だとしたら？」


    　口にすると、違和感の正体が判明していく。


    「そうだ電話！」


    　ジヴーニャはガユスの番号を思い出し、携帯に打ち込んでいく。しかし不通。


    　悪い推測が事実として確信できた。時間に余裕はない。


    　だとしたらジヴーニャ自身が動くしかない。


    　周囲を見回す。見上げる人々と、車の列。探したのは、自分が持つ大型免許で動かせるなかでも、とにかく頑丈な車。


    　路上に停まる大型の輸送車が目に入った。公園の栅さくを跳び越えて、運転席を確認する。運転手は荷物を届けに出たのか不在。運転席には、鍵が刺さったままだった。


    　ジヴーニャは扉を開けて、運転席に乗りこむ。鍵を回して起動。重々しい起動音。


    　彼女は自分の行動がすべてを決めることが分かっていた。


    　巨大な車体を車道で反転させて、ジヴーニャは戦場へと戻っていく。


    



    



    　リクルゴ・ゴは全力で咒じゆ式しきを展開していた。工場街に炸さく裂れつ弾だん頭とう咒式の連射が続く。


    　工場の屋根が、次々と天空に向かって禍まが々まがしい火柱をあげていく。俺は爆裂咒式を連射しつつ後退していった。ギギナは刃を振るい、直撃しそうな咒式を破砕しつつ後退。


    　火力と連射性が違いすぎる。段々と火力で押されてくる。最後に爆裂咒式を放って、ギギナと俺は反転。全力疾走し、屋根の端から飛ひ翔しよう。後方で炸裂する爆風に煽あおられながら、空中制せい御ぎよ。


    　隣で建造途中のビルの枠組みに着地。鉄骨が交差する楼ろう閣かくで、俺たちは立ち上がる。さらに後退。


    　牽けん制せいの質量爆裂咒式を放って、ウォルロットも俺たちの横手に着地していた。


    「助かったな」


    「違う、これは嵌はめられた」


    　ウォルロットがつぶやく。


    　前方上空で、リクルゴ・ゴが旋回。鉄骨で構成された森林のなかで、巨体が浮遊していた。


    　女の青紫色の五つの眼が、俺たちを見ていた。涙のリクルゴ・ゴの異名のとおり、石油の涙を滂ぼう沱だと流していた。


    「ようやく追いつめた」


    　俺たちが立つ場所の左右は、ビルの壁面。背後だけが鉄骨の枠組みで抜けているが、リクルゴ・ゴの咒じゆ式しきの射線上。相手が言うように、完全に追いつめられた。


    「真っ向勝負しかない、な」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを掲げる。火力に勝るリクルゴ・ゴ相手に正面から勝負するなど、悪夢に等しい。だが、それしかない。


    　浮遊する女の金属の唇が、残忍さに歪ゆがむ。


    「弟の仇かたきだ。燃えて死ね」


    　鉄骨の森を抜けて接近してくるリクルゴ・ゴが〈緑焰真厭猛怒ハボリユエイム〉の咒式を放つ。俺たちに向かって飛ひ翔しようしてくる超ナパーム弾。緑の炎を孕はらんだ黒い死神だった。


    　俺は〈遮熱断障檻フオエニク〉を発動。ニッケル基超合金やチタンアルミニウム金属化合物に、ホウ素やハフニウムを添加した耐たい火か耐たい熱ねつ障しよう壁へきを生む。


    　展開と同時に、防壁の表面で緑の業火が四方に弾ける。周囲から下へと緑の猛火の雨が降る。炎なら防げる！


    　瞬時に対応して、リクルゴ・ゴが貫通力に優れる〈誘炸弾槍カ・イム〉を発動。緑の炎をまとった耐熱壁は、成せい型けい炸さく薬やく弾だん頭とうの威力で一撃のもとに破砕される。俺はすでに右から左へと飛翔したウォルロットの手で、障壁の背後から横手に運ばれていた。


    　リクルゴ・ゴの視界が爆煙と金属片で一瞬塞ふさがれた瞬間。上昇してさらに猛火を放とうとした巨体の正面に、鉄骨の上を走るギギナがいた。


    　リクルゴ・ゴは進むか下がるか迷った。この間合いではリクルゴ・ゴが持つ攻こう性せい咒式のすべてが無意味。即座に進んだのは戦闘種族である〈古き巨人エノルム〉ゆえの判断。


    　ギギナが跳躍。頭上に掲げられた屠と竜りゆう刀とうが鈍く輝く。リクルゴ・ゴの巨体も空を進む。頭部の先が鋭角化。光輪と頭部のどちらかがギギナに掠かすめれば、リクルゴ・ゴの勝利だ。


    　互いの力と刃の切れ味がすべてを決する。


    「死ねええええええええええええええっ！」


    「るあああああああああああああああっ！」


    　鉄骨が交差する空中で、両者が激突。


    　屠竜刀がリクルゴ・ゴの頭部の先端に命中。ギギナの刃とリクルゴ・ゴの金属の頭部が、火花を散らす。


    　しかし、リクルゴ・ゴがいくら金属の体であろうと、すべてが装甲ではない。固い皮膚や筋肉の下には、金属であろうと繊せん細さいな内臓や器官がある。


    　ガナサイト重じゆう咒じゆ合金の単結晶の刃が、リクルゴ・ゴの頭部に斬りこむ。チタン合金の頭ず蓋がい骨こつを、脳を、一〇七一ミリメルトルの刀身が切断していく。


    　首から胴体、背負った回転翼、一体化した足の先まで、左右に両断していく。


    　そして、刃とギギナが完全に空中を駆けぬけた。分かたれた左右のリクルゴ・ゴは、勢いのままに飛んでいった。


    　右半身は、俺の傍かたわらを通りすぎていった。断面には電子の火花。俺の頰を焦がして、〈古エきノ巨ル人ム〉の半身が飛んでいく。


    　後方のビルの壁面に激突し、巨人の右半身が爆発。左半身は止まることなく鉄骨の枠組みの間を降下していく。後方のアスファルトの地面に落下し、炎上。


    　飛ひ翔しようしていったギギナが空中停止。命いのち綱づなの代わりとしていた蜘く蛛もの糸が限界まで伸びて、戻ってくる。振り子移動の途中でギギナが手を伸ばす。差しだされた手を俺が摑つかんで、鉄骨の森を移動。


    　振り子が最大半径に達したところで、鉄骨の森を抜け、アスファルトに足が届く。数歩進んで勢いを殺す。


    　双剣を掲げて、ウォルロットも隣に並んでいた。


    　俺は止まっていた息を吐く。〈古き巨人〉どもは恐ろしい。長命竜アルターや大禍つ式アイオーンに匹ひつ敵てきする、最上級の〈異い貌ぼうのものども〉だ。まさに生ける大災害だった。


    　周囲の工場は、緑の炎に包まれていた。消防車の音が遠く聞こえる。


    「間に合わなかったか」


    　通りの横手から、ギャリー伯はく爵しやくと攻こう性せい咒じゆ式しき士しの一団が現れた。掲げていた魔ま杖じよう剣けんが下ろされる。最後まで間が抜けた一団に、俺とギギナは苦笑するしかない。ウォルロットも薄く微ほほ笑えんでいた。


    　全員の目が前に戻される。


    　緑の炎に覆おおわれた大地に、リクルゴ・ゴの左半身が横たわっていた。残った三つの青紫の眼からは、涙が零こぼれる。


    「……弟の、仇かたきは討う、てなかっ、たか」


    　リクルゴ・ゴが左半分だけの顔で細い声を漏もらす。生命力だけでいえば、長命竜アルターや大禍つ式アイオーンをも超えている。


    　敷地で絶命していく〈古き巨人〉は鋼はがねの笑みを浮かべていた。


    「だが、な、残る四体は、強いぞ」


    　女の声は耳みみ障ざわりな雑音になっていった。


    「ゲヒンナム・ムは不死身で、ネビロ・ロ法師は一つの世界を生みだし、ザムザ・ザは触れることすら許さない。そしてゾレイゾ・ゾは嫡ちやく子したちの長で、おまえたちの誰も彼には勝てない」


    　不吉な予言だった。左手が掲げられていく。


    　リクルゴ・ゴが掲げた左手には、例の指輪が乗っていた。強大な咒式を宿した緑の宝石は、無傷で輝いている。俺とギギナが走りだす。


    「だ、が、役目、は果たそ、う」


    　五つの目から光を失いつつ、リクルゴ・ゴが左手を振るう。手首から先が、一瞬で変形。翼がはためいた、と思った瞬間に銀色の隼はやぶさは空に舞っていた。手首から放たれた鋼はがねの隼は、足に緑の光。足の爪先に〈悲嘆の指輪〉を摑つかんでいた。


    「逃がすな！　指輪を持ちさられる！」


    　俺は追撃で〈矛槍射ベリン〉を発動。七本の槍は、飛ひ翔しようする鋼の隼の後方に続く空に突き刺さっていくだけ。


    　上から下へと放ったため、追いたてられた隼の軌道は地平に近い。そこへウォルロットが投とう槍そう咒じゆ式しきを放つ。音速を超える二十三本の槍が隼に向かう。


    　うえ、俺の三倍ほどの数で二分の一の発動時間かよ！


    　ウォルロットの槍が、上から下へと音速の隼を追い立てていく。つまり俺の魔ま杖じよう剣けんの先に、再び隼が誘導される。これは絶対に外さない！


    　勝利の確信とともに槍を放つ瞬間、凄すさまじい悪寒。俺はその場から跳ねた。


    　熱。脇腹を刃が掠かすめていた。その場に留まっていれば、心臓を貫通されていた。


    　俺の左右に、ウォルロットとギギナが着地。同時に苦く鳴めいを発する。二人の胸や肩からは、鮮血が零こぼれている。


    　前方には、俺に刃を向けたギャリー伯はく爵しやく。そして突入部隊の積せき層そう甲かつ冑ちゆう姿すがたが双ふたつの刃を掲げて立っていた。


    　違う、左右の手がそのまま鋭利な刃となって、ギギナとウォルロットの血に濡れていた。


    「完全に心臓を捉えたと思ったが、さすがに剣士だな」


    　顔を覆おおう兜かぶとの面めん頰ぼおには、ギギナとウォルロットの刃によって線が刻まれていた。線に沿って、面頰が割れる。落下し金属質の音をたてる。


    「反撃まで受けていたか。なるほど、やはり人属はおもしろい」


    　現れたのは、金属質の骸がい骨こつのような顔。六つの青い眼。


    「ゲヒンナム・ムだとっ!?」


    　仮面を脱ぎすてたゲヒンナム・ムは、人間の姿を捨てた。


    〈古き巨人エノルム〉の左脇には、俺の血が付着した魔杖剣を下げたギャリー伯爵が立っている。背後には突入部隊の甲冑姿が並んでいた。ピエゾ系の部隊の裏切りだった。


    　鈍い俺にもようやく事態が分かった。


    「まさか〈古き巨人〉と、こいつらが〈ベヘリガ〉隊員ということか!?」


    　甲冑姿の部隊は、魔杖剣を構えて控えている。道に放射状に広がり、俺たちの逃げ道を塞ふさいでいる。〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉が組んで、指揮官が交代しているなら、結論も分かっていた。


    　部隊を背後に従えて、老伯爵は残念そうな顔をしていた。眼には暗い嘆きがあった。


    「だから私を信用してはならないといったのに」


    「なぜ？　なぜあなたが？」


    　苦痛の呻うめきとともに、俺は意味のない問いをあげるしかできなかった。


    「知らずに死ぬほうが、君の心の平和のためだ」


    　老伯爵の冷たい言葉で、ゲヒンナム・ムが両手を掲げる。鮮血に濡れた刃の手が鈍く輝く。〈ベヘリガ〉の部隊が魔ま杖じよう剣けんに咒じゆ式しきを紡つむぐ。


    　瀕ひん死しの俺たちが後退していく。ギギナは左胸を貫かれて、出血が止まらない。ウォルロットも左手で胸を押さえている。完全な死角、背後から受けたために、全員が致命傷に近い重傷だ。包囲網が狭まっていく。炎の敷地には逃げ場がない。


    　重い音が周囲に響く。全員が音の出所を探す。俺に止とどめを刺そうとしていたゲヒンナム・ムも異様な音の出所を探していた。


    　轟ごう音おん。右手の工場の壁に亀き裂れつ。


    　コンクリや窓の破片を、濃緑色の塊が突き破ってくる。〈ベヘリガ〉の前ぜん衛えいの列に巨大質量が激突。防ぼう御ぎよは意味がなく、奥のビルの壁に激突。口から鮮血を吐いて、失神していった。


    　ゲヒンナム・ムがギャリー伯はく爵しやくを抱えて後退。


    　路地に白煙と粉ふん塵じんが舞う。見えたのは、頑丈そうな輸送車の運転席。扉が開いて、ジヴの顔が出てきた。


    「乗って！」


    　俺はギギナとウォルロットに肩を貸して立ち上がる。信じられないくらい重い。それでも必死に歩み、車にたどりつかせる。


    　ギギナが屋根を摑つかんで車の上に乗り、ウォルロットが助手席に収まる。俺は開いた扉に摑まる。ジヴが大型輸送車を後退させていく。貫通してきた工場に後退していく。瓦が礫れきが崩れ、さらに視界が狭まる。


    　俺が〈斥盾ジルド〉の咒式を連発すると、白煙を貫いて〈ベヘリガ〉からの爆裂や雷らい撃げき咒式の追撃が来る。瓦礫や防壁咒式を貫いて、輸送車の装甲に穴が開く。


    「止やめなさい！　女性体を殺すことは私が許さない。他は殺してもいいが、あくまで捕獲しなさい！」


    　ゲヒンナム・ムの叫び声で、咒式が強制阻止された。まだ続く咒式は、ゲヒンナム・ムが巨体の左右の腕を振るって阻止。ジヴが運転する車は、さらに工場の内部を急速後退していく。穴から見上げると、すでに鋼はがねの隼はやぶさは遙はるか遠いエリダナの空に飛ひ翔しようしていた。


    　俺は遠距離の飛翔物体を落とせる精密狙そ撃げき咒式を持っていない。また、音速に近い隼は、俺の目と腕では落とせない。


    　工場の機械や箱の山を蹴散らして、輸送車は後退していく。


    「早く早く！」


    　ジヴの焦りの声とともに、コンクリや鉄骨やガラスの破片をまとって輸送車が外に出た。入り口と出口の穴で、工場の壁が屋根を支えきれなくなり、崩ほう壊かいしていく。追っていたベヘリガの隊員が、崩落する工場に飲まれていく。


    　ジヴは運転環ハンドルを回転させ、輸送車を道に出す。背後では工場崩壊の轟ごう音おんが重く響く。


    「行っけえ！」


    　通りに出た車体が全力加速。タイヤが悲鳴をあげて、背後から迫る白煙や音から逃のがれていく。


    　疾走する輸送車は、下っていく狭い通りから大通りに飛びでる。驚き顔を並べる歩行者の間を抜けて、車道に着地。ジヴが操縦環ハンドルを回して、輸送車の後輪を滑らせていく。車道を走っていた車の列が慌てて回避していく。


    　タイヤの接地力が回復するのも待たずに、輸送車は車道を加速。後部を揺らしながら、大通りを前進。警笛を鳴らしてくる車の間を抜けていく。


    　重い車体に速度が乗って、加速していく。加速によって扉が背後に押される。俺は車体と扉に挟まっているので痛い。足を助手席に乗せて、位置を安定させる。


    　車体の横の鏡に映る姿に気づく。


    　振りかえると、背後の道に渦巻く白煙を抜ける影。偽装を解いた〈ベヘリガ〉の部隊が現れる。工場の崩ほう壊かいを抜けてきた足の速い一団だ。


    　前の三人の全身甲かつ冑ちゆう姿すがたが膝をつき、後ろの三人が魔ま杖じよう剣けんを掲げた立りつ射しや姿勢。俺は左腕で魔ま杖じよう短たん剣けんを抜いて、後ろに向けていた。


    　互いが放った〈爆炸吼アイニ〉が路上で炸さく裂れつ。驚いた後続の車が回転して道を塞ふさぐ。迷惑だろうが、自分たちの命には代えられない。


    「曲がって振りきるよっ！」


    　ジヴが交差点で急速左折。向こうが放った砲弾や鋼はがねの槍が、左折していく輸送車の後部を貫通していく。


    　大穴を開けられつつも、運転席や機関部は無事。輸送車は強引に曲がりきり、走っていく。


    　さらに足の速い部隊が、角を曲がって右手の道から現れた。同時に俺は〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を放つ。プラズマ弾を受けて、鎧よろいごと肉体が破砕。血と肉の塊かたまりとなって倒れていく。さらに助手席から身を乗りだしたウォルロットがオデオンを振るい、質量爆裂を放つ。


    　車道で轟音とガンマ線輻ふく射しやの熱量が炸裂し、アスファルトを噴きあげる。完全に車道が破壊され、後続の追撃を断った。


    　ウォルロットと俺が助手席に体を縮め、車はさらに全力疾しつ駆く。


    　エリダナ南部の街を五分ほど走って、ウォルロットとギギナが輸送車の後部へ移動。俺が助手席に収まる。もはや〈ベヘリガ〉や〈古き巨人エノルム〉の追跡もない。


    　運転席では、前屈かがみになったジヴが加速板アクセルを踏みつづけていた。


    「ジヴ、助かった。君の突入がなければ、俺たちは死んでいた」


    　全員の言葉を俺が代弁する。俺は安あん堵どの息を漏もらす。後部座席では、ギギナが不愉快そうにうなずく。ウォルロットも顎あごを引いて、最悪の危機だったことを肯定した。


    　背後から奇襲を受けて瀕ひん死しの負傷。さらに〈古き巨人〉と〈ベヘリガ〉の部隊に囲まれるという状態は、完全な詰みだった。


    　強力な咒じゆ式しきや剣技の応おう酬しゆうではなく、単に数で押されて圧殺されるという、おそろしく退屈な死に様になるところだったのだ。


    　負傷の痛みで咳せきこんでいると、背後から椅い子すの間にギギナが顔を出してくる。鮮血に塗まみれたままの顔には、疑問が色濃く刻まれていた。


    「女、どうしてあの時期に突入できた？」


    「リクルゴ・ゴに誘ゆう拐かいされる直前に、私は〈ベヘリガ〉と〈古き巨人エノルム〉の共犯関係を推理し、ギャリー伯はく爵しやくに電話をかけていたのよ」


    　得意げな表情で、ジヴは車を走らせている。


    「で、ギャリー伯爵とともに逃げるときに気づいたの」


    　輸送車は車を抜いて、直線を抜けていく。


    「以前会ったときのギャリー伯爵と違って、物わかりが悪く、長い長い電話になった。そして電話の途中で誘ゆう拐かいされた。だとすると、ギャリー伯爵が私の位置を逆探知し、〈古き巨人〉に伝えた」ジヴの論理が積み重ねられていく。「だとすると〈古き巨人〉は、〈ベヘリガ〉とつながっている。そして〈ベヘリガ〉とギャリー伯爵がつながっていると気づいた。すると、ガユスたちとリクルゴ・ゴの戦いこそが罠わなだと分かったの」


    　ジヴは続ける。


    「そこで急いでガユスに電話をかけようとしたら、つながらない。つまり、誰かがガユスの周囲で電波妨害をかけている。これで罠を確信した。罠に飛びこんだガユスたちを助けるには、他の誰かの手を借りている時間がない。そこで私が突っこむしかないと決断した」


    　運転するジヴが微ほほ笑えむ。


    「あとは近所にあった大型輸送車を無断で借りて突撃したの」そこでジヴの横顔に後悔の色が滲にじむ。「あ、この車は少し、というかかなり壊れちゃったけど、弁べん償しようできるかな？」


    「命の代金ならいくらでも俺が払うよ」


    　俺は軽く返し、席に背を預ける。


    　ギャリーの腕がたいしたことがないことが幸いし、刃は心臓から外れ、内臓の損傷も軽微なものだった。手間はかかるが、ギギナの治ち癒ゆ咒じゆ式しきで塞ふさげるだろう。


    　しかし、ジヴの見事な推理と行動力だった。俺とそして後部のギギナとウォルロットは、何度もジヴの機転に助けられた。男たちより、ジヴの観察力や機転のほうが高いらしい。


    　ついでに俺は苦い思いを嚙かみしめる。


    「今になって、公邸でギャリー伯爵が浮かべた微ほほ笑えみの意味が分かった」


    「ああ」


    　背後でギギナが苦い声で返答する。ウォルロットは無言だった。


    「老人が笑ったのは、〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉が敵対しているとギャリーが告げ、俺が自然に両者が敵対しているとして、指輪についての問いを返した瞬間だった」


    　苦い告白が続く。


    「笑いもするだろうな。俺はギャリーの単純な前提操作に乗って、見当違いの方向に動いていたのだ。逆に言えば、ギャリーの背信はあの会談以前だ」


    　小さな心理的誘導で、俺とギギナ、ウォルロットは上手く操縦されていたわけだ。


    　リクルゴ・ゴの復ふく讐しゆうに合わせて現れ、リクルゴ・ゴが勝てばよし。勝てなければ背後から刺す。道理であれだけの部隊が戦闘途中に俺たちの足手まといとなり、しかも負傷者や死者も一人も出さないなどと、不自然なことが起こるわけだ。


    　俺はギャリーの裏切りに憤いきどおっていた。


    　だが、分かっている。憤るべき対象は、嵌はめられた自分自身の安易さだ。ギャリーは何度も忠告していたというのに、俺は安易に信じてしまったのだ。


    　怒りに唇を嚙かみしめる俺は、ジヴの横顔に気づいた。


    　前を見据えて運転するジヴの緑の瞳は、複雑な感情を帯びていた。


    「ただ、ギャリー伯はく爵しやくは捕らえられるはずの私を逃がした」


    　ジヴが言うように、人質として使う道もあったはずだ。ギャリー伯爵はピエゾを背負ったとしても、人質を取ることだけはできなかったのかもしれない。


    　俺は相手の矜きよう持じを認めようとする心を振りきった。


    「そんな一点の甘さで、裏切りのすべてを免罪する気はない」


    　完全に勝つと分かっていたから、ジヴを人質にする必要がなかったのかもしれない。どちらにしろ、優位に立つものが示す余裕の行為など、俺は信じない。


    　ギャリーが俺たちを裏切った事実は変わらないのだ。


    　俺は軽く首を振る。


    　違う。ギャリー伯爵は最初からピエゾにだけ忠実だったのだ。老外交官は俺たちを裏切る対象などとは思ってすらいない。やはり勝手に信じた俺たちが間抜けなのだ。


    　事態は予断を許さない。


    「ギャリー伯爵が裏切って〈ベヘリガ〉について、俺たちを殺すための必殺の罠わなに本人自らが出てきた」


    　俺の脇腹が痛む。即死しないといっても、出血が酷ひどい。それでも続ける。


    「もう、戦力も時間の余裕も相手にはないということだ」


    「しかし、俺たちはなにが相手の狙いなのかも、いまだに分かっていない」


    　苦く鳴めい混じりの俺の疑問に、ウォルロットがうなずく。ギギナは胸から腹部に空いた穴を手で押さえていた。美び貌ぼうの剣士の横顔にも、敗れた屈くつ辱じよくだけがあった。


    　二人の超剣士も重傷だった。眼前に横たわる大きな謎なぞは変わっていない。ただ、無惨な敗北だけがあった。


    　車内には重い沈黙が降り積もっていった。


    「謎はあとあと。まずは全員の治療よ」


    　ジヴが無理して明るい声を出しつつ、車体を左折させていく。


    　たしかに、〈古き巨人エノルム〉との連戦と、ギャリーの裏切りで全員が再起できる状態ではなかった。俺やギギナ、ウォルロットにしても負傷で動けない。


    　そして連戦と敗北で、心身ともに疲労困こん憊ぱいしていて俺たちは限界だった。一度態勢を整える必要がある。


    　俺はジヴの運転に任せて、座席に深く体を沈めた。


    



    



    　崩ほう壊かいした工場の瓦が礫れきと白煙で、路地は埋もれていた。


    　剛ごう腕わんが振るわれ、崩落していた屋根が退どけられる。白煙のなかから、ゲヒンナム・ムが姿を現す。六つの眼が無機質に光る。


    　ゲヒンナム・ムの下で、ギャリー伯爵が床に膝をついていた。左手で右腕を押さえている。不運にも、巨人の防ぼう御ぎよの間を抜けて落下してきた建材で右腕を折ったらしい。痛みに呻うめくギャリー伯はく爵しやくの上空で、ゲヒンナム・ムの六つの目は道を見据える。


    　左右に分かたれて倒れるリクルゴ・ゴの死し骸がいがあった。ゲヒンナム・ムは足を進める。涙を流すリクルゴ・ゴの目を見下ろす。


    「君の弟のための復ふく讐しゆうを邪魔しないように補助しましたが、待たないほうが良かったですな」


    　ゲヒンナム・ムが足を上げ、振り下ろした。頭部を貫いてアスファルトに穴を穿うがつ。足が退けられると、破片となった頭部と眼球がアスファルトの穴に埋まっていた。


    「そこが君の墓場だ。人属に死骸から我らの力を分析されないために、許したまえ」


    　感情を込めずに、ゲヒンナム・ムがつぶやく。死んだら仲間すら無関係という声だった。〈古き巨人エノルム〉は背後を振り返る。


    「さて、追うか」


    　ゲヒンナム・ムの周囲で白煙が晴れていく。甲かつ冑ちゆう姿すがたの〈ベヘリガ〉の部隊も立ち上がる。魔ま杖じよう剣けんを構えて、追跡に動こうとする。


    「追うな！」


    　ギャリーの声で巨人の一歩と、〈ベヘリガ〉の本隊の動きが止まる。ゲヒンナム・ムが振りかえる。


    「片付けたいところだが、時間が惜しい」


    　苦痛の表情だったが、老人は〈古き巨人〉を制止した。


    「少々の時間がかかったとしても、始末するべきです」ゲヒンナム・ムは冷れい徹てつな声を投げかける。「残念ながら、あなたの部下、〈ベヘリガ〉だけではあの三人を殺すことは不可能です」


    　ゲヒンナム・ムは学者のように冷静な声を連ねる。


    「私としても、いい実験材料として彼らを捕獲したい」感情のない機械の声が続く。「我らの悲願のためには、ゾレイゾ・ゾの計画だけでは不安でしてね。なるべくなら、あれらの元気な個体を手に入れたかったのですが」


    「待て」


    　ギャリーは立ち上がりつつ、手を掲げた。体内通信を受けているため、ゲヒンナム・ムも反論することを待った。


    　通信が終わったらしく、ギャリーが顔を上げる。


    「最終標的の居場所が割れた」


    　ゲヒンナム・ムの六つの眼が、興味深そうに光る。


    「いよいよ、ということですな」


    



    



    　オリエラル大河に面する埠ふ頭とう。


    　船せん渠きよに安置された建造中の船体が並ぶ。輪切りにされた断面から、材料が剝むきだしになったままの船室やタンクが見える。


    　船の傍かたわらや造船所の他の船せん渠きよでは、起重機が十数本の塔のようにそびえている。水が張られた船渠に、起重機が斜めに腕を突きだしている。


    　地表から高くにある鉄骨の先端には、人影が座していた。


    　黒い外がい套とうをまとい、片膝を立てていたのは、ゾレイゾ・ゾだった。七つの眼は、オリエラル大河の川面を眺めていた。


    　七つの眼に宿る光点が右へ走る。


    　エリダナの青空を見上げる。夏の傾きかけた太陽を背負う、黒い影があった。影が一直線に降下してくる。


    　左右に大きな翼を広げた、隼はやぶさだった。羽が金属で形成され、ジェットの炎を噴出して降下してきた。


    　ゾレイゾ・ゾの頭上で鋼はがねの隼が翼を広げ、揚力を得て停止。起重機の先端の周囲に、緩ゆるい円えん弧こを描く。滑空螺ら旋せんの軌道が収束していき、ゾレイゾ・ゾが左手を掲げる。


    　金属の手へ、鋼の隼の足が降りていく。鉤かぎ爪つめが腕を摑つかむ。翼を畳たたみ、青紫の眼を明滅させる。鋼の隼の両足から、ゾレイゾ・ゾの金属の肌を介して電子情報が伝達される。


    「涙のリクルゴ・ゴ、おまえまでが敗れたか」


    　ゾレイゾ・ゾの声には哀感が宿っていた。


    「あのとき、素直におまえの服と美しさを褒ほめておけばよかった」


    〈古き巨人エノルム〉の長は囁ささやくように続けた。


    「私はいつも遅い。遅すぎるのだろう」


    　鋼の隼が励ますように一声高い声をあげる。銀色の嘴くちばしには、緑の宝石が嵌はまった指輪が咥くわえられていた。ゾレイゾ・ゾの七つの眼には、驚きよう愕がくの色があった。


    「これが……」


    　ゾレイゾ・ゾが右手を伸ばす。精密無比な機械の動きを可能にする〈古き巨人〉の指先が、興奮に震えていた。


    　指先は〈悲嘆の指輪〉に触れる。鋼の隼の嘴から、指輪を抜きとる。ゾレイゾ・ゾは右手を掲げる。緑の石は、陽光を受けて鮮やかな光の十字を発していた。


    「これが、偉大なる大君、ゾアイデス帝を復活させる組成式のひとつか」


    　だが、ゾレイゾ・ゾの青い眼の光は、喜びより寂せき寥りようの色を帯びていた。


    「この指輪ひとつを得るために、ルコルジ・ジとリクルゴ・ゴ姉弟、ヒヘイデス・スにヨルムデ・デ、北方ではガニシュキナ・ナ、そして多くの同胞の命を必要としてきた」


    　声は、川辺に流れる風にまぎれていった。


    「残り二つを得るために、さらにどれほどの犠牲を必要とするというのか」


    　金属の体と鋼はがねの心であろうと、哀しみはあるのだ。


    「ゾアイデス帝の復活は、太古の時代を呼びもどすことは、我らの犠牲に値するのか？」


    　疑問を非難するように、隼はやぶさが高い声で鳴く。


    「分かっている」


    　ゾレイゾ・ゾは左手の隼を眺める。


    「すでに計画は発動している。犠牲も覚悟していた。ならばさらなる屍しかばねを、私自身を積みあげてでも、完かん遂すいするしかない」


    　自分に言い聞かせるように、ゾレイゾ・ゾがつぶやく。そこで気づく。自分を含む同胞たちは、本来の電磁波ではなく音声で会話する癖がついていた。


    　自じ嘲ちようの笑みを浮かべつつ、ゾレイゾ・ゾが立ち上がる。


    　風が外がい套とうの裾すそをはためかせる。


    「我らは我らの道を行くのみ！」


    　風を貫く宣言とともに、ゾレイゾ・ゾの左手が掲げられる。エリダナの青空を背景に、鋼はがねの隼が翼を広げる。そして飛ひ翔しよう。


    　隼は天空へと向かって一直線に飛んでいく。ジェットの炎が激しく噴射していく。


    　彼ら〈古き巨人エノルム〉の道がひとつしかないと示すような、空に描かれた直線だった。


    



    



    　ピエゾ連邦共和国を横断する鉄道。


    　八両ほどの長い車体が線路の上を走る。特別列車が、ピエゾの辺境を疾しつ駆くしていた。


    　車しや輛りよう内部には、常の座席はない。端末や机が設置され、情報士官たちが情報で沸ふつ騰とうしていた。端末には次々と事態の推移が表示され、電話には刻々と変化する情報がもたらされる。


    　怒声と叫びと立体映像が交こう錯さくする車内の中央、狭い通路を、キュラソーが歩む。黒背広の襟えり元もとにあるネクタイを整える。


    「キュラソー卿きよう、言われたとおりの事態になりました」


    　駆けよってきた情報士官から、キュラソーは書類を受けとる。文字と数字を眺めるキュラソーの切れ長の眼に、険しい光が宿る。


    　現状は、モルディーン枢すう機き卿けい長ちようが予測したとおりの動きとなっていた。これらの事件や数字はキュラソーの心中に暗雲を生んでいた。


    　さらに騒がしくなっていく情報分析所を抜けて、列車の奥にある扉の前に立つ。キュラソーは「失礼いたします。事態が急変しました」と告げつつ、扉を開ける。


    　列車の奥、モルディーン枢機卿長は、窓辺の椅い子すに座っていた。窓辺に左ひだり肘ひじをつき、左の指がこめかみで頭部を支えていた。前に作られた机の上では、大陸地図が広がっている。経済書と酒さか瓶びんと酒杯が、地図の上に乗せられていた。


    　宗教画にあるような静せい謐ひつの光景だった。神からの啓けい示じを受ける聖使徒か、魔王の誘惑に屈するべきかと迷う魔導師か。


    　永遠にも思えた静寂は、モルディーンの眼が開くことで破られた。黒い眼がキュラソーを見つめる。


    「どうしたね？」


    　背後の部屋からの音がようやく戻る。キュラソーは後ろ手で静かに扉を閉めた。


    　キュラソーには、自分が聖なる光景を破壊したような奇妙な罪悪感があった。


    　迷いを振りきって、キュラソーは部屋を進む。モルディーンの傍かたわらに立ち、恭うやうやしく両手で報告書を提出する。


    「猊げい下かが待たれていた数字が出ました。これは驚くべき数字です」


    「ご苦労様」


    　軽い礼とともに、モルディーンは報告書を受けとる。視線が下ろされ、文面を眺めていた。わずかに十秒。


    「なるほど、二十九か。やはり〈古き巨人エノルム〉や〈ベヘリガ〉の動きは、これが進行することの阻止を目指していたというわけだね」モルディーンの眼が上げられる。「これですべての要素がつながった」


    　眼まな差ざしはキュラソーを見ることはなかった。再び窓の外に向けられた。


    「よく考えた、というより異常な計画だ。賭かけの要素が多すぎ、婉えん曲きよく的にすぎて、計画を立てたものですら完全には制せい御ぎよができない」


    　遠い異国に思いを馳はせるような、深い眼差しだった。


    「狂気の意志と実行なら、私の舞台からは出ない。だが、なるほどこういうやりかたもあるわけだ。なかなかおもしろい手だ」


    　モルディーンの眼には、興味の光があった。壮大な謎なぞを前にした科学者の瞳だった。


    「そして恐ろしい。恐ろしく、悲しい」


    　キュラソーには、主君が連ねる言葉をまったく理解できない。推測は聞かされていたが、なにが起きているのかも分からない。問いたいが、答えは返ってこない。


    　主君は必要と効果があるときまで、決して話さない。だとしたら、今は組織全体で目的を共有する段階ですらないのだ。


    　モルディーンの瞳には複雑な感情が揺らぎ、消えた。


    「どの手を動かしますか？」


    　キュラソーの表情には常にない真剣さがあった。モルディーンですら予測できなかったのなら、重大な事態だ。早急の対策が必要だった。


    　モルディーンは口を開く。


    「必要な力を行使することを、私は畏おそれない。必要であれば、暗殺も戦争も辞さない。しかし、慎重に慎重に、政治の失敗としての力を使わないようにしている」


    　黒い眼は、夜空の色をしていた。


    「一方で、皇国と私は、ピエゾとペンクラートという問題、そして七都市同盟という巨大国家に挟まれて動けない。私の手足である翼よく将しようは、竜や神聖イージェス教国に対応している」


    　眼まな差ざしには冷れい徹てつさがあった。


    「これらの問題は一手でも間違えることは許されない。だからこそ、相手はこの時期を狙ったのだろう」


    「時期まで調整しての計画、ということですか」


    　キュラソーは前に出る。敵は恐ろしく慎重に、遠距離から今回の事件を動かしてきた。


    　椅い子すに座るモルディーンの目は、机の上に広げられた地図を眺めている。ピエゾで、北方戦線で、そして皇国と七都市同盟で、エリダナで火の手があがっている。


    「大変な事態だ」


    　モルディーンの唇は重い言葉として紡つむぐ。逆に、モルディーンの表情は、謎なぞめいた笑みを見せていた。


    　主君の内心は、キュラソーにとって理解不能だった。

  


  
    十五章　死地への誘い


    



    　　　　　鮮血革命の当時、革命政府のロビエスは「貴族や富裕層が独占する土地と財産を貧しき人々に分配すれば、理想世界が来る」と言う理想を掲げ、貴族や富裕層の処刑を断行した。


    　　　　　一人の賢明な神父が告げた。「機会の平等ではなく結果の平等という、神でさえなさらなかったことを、人の身でどうして可能だろうか？」と。


    
      ペリクレイ・ディズ・アトス「鮮血革命の記録」神楽かぐら暦れき一七九九年

    


    



    　列車は高架線路を走っていく。窓際の席に座るモルディーンは、酒杯を掲げながら窓の外を眺めている。


    　連つらなる長い車体はピエゾ連邦共和国の辺境、巨大な古代建築の峡谷の底を抜けていく。


    　窓の外、列車の左右には奇妙な光景が広がっていた。高さ三百メルトルはある奇怪な塔が、日射しを遮さえぎる。人間が住めそうにない、一辺三十メルトルの立方体を、数十個も組みあわせたような建物が並ぶ。


    　超巨大な建造物の間を、高架線路が貫く。線路の上を列車は進んでいく。


    「ピエゾ連邦共和国にも〈古き巨人エノルム〉が残した遺跡が多いようだ」


    　モルディーンの唇が、独り言を漏もらした。


    「彼らはなにゆえに大陸からほぼ消えたのか。それは偶然か必然か」


    　目線は壮大な光景を見つめている。


    「ヨーカーンやクロプフェル師、従弟いとこのバロメロオにも見せてやりたかったな」


    　モルディーンの眼まな差ざしが、列車に戻される。列車の通路をキュラソーが歩む。女秘書官が抱えるのは、書類の山だった。


    　枢すう機き卿けい長ちようの前に、書類の山が下ろされる。


    「さ、猊げい下か、署名が必要な懸けん案あんは山ほどありますよ」


    　主君の問いに答えることなく、キュラソーは滴したたるような笑顔だった。秘書に徹した手が、書類の山をまたひとつ机に足した。モルディーンの顔に呆あきれの色が浮かぶ。


    「私は思うのだが、書類や手続きの発明者は、当時の人々が処刑すべきだった。時間の浪費だ」


    「文書や契約がなければ論理は発達しなかった、と私にそう教えたのは猊下ですよ？」


    「そんな昔のことを持ちだすとは、キュラソー君は小こ姑じゆうとみたいだね」


    　キュラソーの眉が跳ね上がる。涼しい顔でモルディーンは右手の酒杯を傾け、飲み干す。


    「小姑と言われようが、書類に目を通していただきます」


    　キュラソーの背後からは、黒背広の男たちが抜けでる。それぞれ抱えていた書類を机に詰んでいく。


    「ピエゾ問題に対して、さらに書類が増えましたからね。官かん僚りようや参さん謀ぼう団だんが作成した八十七種の対抗案に眼を通していただき、どれを実行するか決断していただかないと皇国が傾きます」


    　秘書官としてキュラソーは微ほほ笑えむ。


    「猊下の遊び相手のヨーカーン殿にバロメロオ殿が不在である、この三十分が大事なのです」


    「規制と書類が多くなると、国が滅びる前兆だとも言うけどね」


    　一息吐ついて、モルディーンがつぶやく。書類を手で捲めくって、案の題名に眼を通す。すぐに手は止まった。


    　枢機卿長は息を吐く。空からになっていた酒杯を掲げる。杯は夕陽を透かしていた。傍かたわらに侍っていた侍じ童どうが、酒さか瓶びんを捧げ持つ。


    「そういえば、今日は古代のマズカリー王の記念日だ。書類仕事の前に酒杯を掲げる時間でもある」


    　キュラソーの険しい目の前で、モルディーンは葡萄酒ワインの杯を空ける。


    「さて、そろそろ兄弟にも私の真意が伝わるころだね」


    　モルディーンは空からになった酒杯を侍童に渡し、羽筆を机の上に置いた。


    「執務はまだ終わってはおりませんが？」


    「終わっているよ。ヴァーレンハイトではないが、なにもしないということを、私はすでにしている。あとは皇都でフリーデアスの歌劇を観るだけだ」


    　モルディーンの両手が肘ひじ掛かけを摑つかみ、背もたれに深く身を沈ませる。キュラソーが「なにが終わったと言うので……」と問うと同時に、世界が揺れた。


    　轟ごう音おんのなか、室内のすべての物体、空の酒杯や銀食器、筆記具や書類が宙に浮き、キュラソーも宙に舞う。忍しのびの片手が座席の背もたれを摑み、背後に引っ張られることを防ぐ。列車の車輪があげる悲鳴が、遮しや音おんされた室内にも響きわたっていた。


    　次の瞬間、浮いていた物体のすべてが叩きつけられる。


    　車体が停止した。転がる酒杯に、中身をぶちまける葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びん。散乱する書類。火花を散らす電子機器。車内灯が激しく明滅し、異常事態を照らしだしていた。窓の防弾強化ガラスは割れないが、亀き裂れつが入っていた。


    　列車の前後からは、悲鳴が漏もれ聞こえる。車内放送が雑音を発していた。


    「猊げい下か、ご無事で？」


    　華か麗れいに着地していたキュラソーは、まず主君の安否を確認。モルディーンは片手を挙げて、健在を示す。侍じ童どうは床で気絶していた。


    　寸前の記憶では、主君は異常事態の寸前に備えていたようにも見えなかったか？　疑念を押し殺して、キユラソーは他を確認。部下の黒背広の忍者たちもそれぞれに無事だった。列車の通路に散乱する書類や破砕されたガラスを踏んで、キュラソーは窓に駆けよる。


    　咒じゆ式しき狙そ撃げきがないことを確認しつつ、窓から飛びでる。列車の進行方向を見る。峡谷の壁が左右から前に続き、進路にはなんの障害物もない。


    　キュラソーの切れ長の眼が、限界まで見開かれる。異常事態は先頭車しや輛りようにあった。屋根から巨大な柱が車体を貫通し、線路に縫ぬい止めていた。先頭の車輛が蛇じや腹ばらのように歪ゆがみ、二両目もなかばまで宙に浮いていた。


    　列車を串くし刺ざしにした物体は、長大な槍にも見えた。


    　高架線路の横手から、巨大な姿が現れる。


    　人間一人を握りつぶせそうな巨大な五指。続くのは膨ふくれあがった筋肉の束の腕。終点は隆起した肩。すべてが青銅色の金属の肌で覆おおわれ、鋭角の線で構成されていた。


    　光輪を背負う肩の上に乗っていたのは、銀青色の兜かぶと、その下に覗のぞく機械のような顔。六つの橙だいだい色の瞳。


    　人間を模したような造作だが、そのすべてがあまりに巨大に過ぎた。


    　鎧よろいを着た身長十九メルトルの〈古き巨人エノルム〉が、槍で先頭車輛を縫い止めたのだ。


    　線路に立つキュラソーは呆ぼう然ぜんとしていた。他の忍者たちも同様だった。


    　〈古き巨人〉が腕を振ると、金属が軋きしむ。列車の連結部が引き千ち切ぎられ、持ち上げられる。剛腕がさらに右に振られ、列車が投げすてられた。


    　線路を飛び越えた車輛は、おそろしく緩かん慢まんな軌跡を描いていく。巨大質量が高架橋の向こうに消えた数秒後、爆音と爆炎があがる。前かがみの〈古き巨人〉が歩を進め、貴き賓ひん車しやの天井に手をかける。


    　金属の屋根が剝はがされていくなか、室内に戻ったキュラソーが抜ばつ刀とう。モルディーンを確認し、化学錬れん成せい系第四階位〈微塵維畳壁ミー・タエシ〉による単分子繊維で編まれた壁を作成。主と自らの体を庇かばうように上に立てかける。


    　降りしきる金属や電子機器の破片の雨。単分子の楯たては、撓たわみはするが貫通させない。


    　魔女の断末魔のような音をたてて、屋根が完全に剝はがされた。咒じゆ式しきの防壁を解除し、キュラソーが魔ま杖じよう刀とう〈夜よ鴉がらす〉を構える。背後には、列車の椅い子すがまるで玉ぎよく座ざであるかのようにモルディーンは座したままだった。


    　広がる風景は、茜色の空と左右にそびえる建造物と岩石の壁。遠く続く線路。


    　前方には巨人の威い容よう。手に提げていたのは、長い柄えの戦せん鎚つい。十メルトルの柄の先に、大型自動車ほどの鎚つちがつながっている。


    　聡そう明めいさと冷れい徹てつさを等分に宿した橙だいだい色の六つの眼が、足下の人間たちにそそがれる。


    「つＥに見つけたぞ、モルディーン」


    　電子的な声が、巨人の唇から発せられた。音波がキュラソーの全身を叩く。


    　キュラソーと四人の忍者は威圧されていた。眼前の鋼はがねの巨体、〈古き巨人エノルム〉からは目が離せない。


    　座席に座ったままのモルディーンが、〈古き巨人〉を見上げる。


    「さて、突然のご訪問をされたのは、どこのどなたですかな？」


    「Ｑ極の〈古き巨人〉であるティボルト・トとＥう。Ｕを殺Ｃに参ったのでＲ」


    　奇妙な言葉とともに、ティボルト・トの六つの瞳に怒いかりの炎が宿る。巨人の握る戦鎚の柄の端、石突きが線路に突き立った。電信柱が突き立ったかのような光景だった。


    「〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉の十三体はすべて出そろったはずだが？」


    「それこそ兵ひよう法ほうは詭き道どうでＲ。〈怨帝の十三の嫡子たち〉の方々と志こころざしを同じくする我が輩だったが、参加は許されなかった」


    　ティボルト・トが宣言する。


    「だから、ここで〈古き巨人〉の敵に横撃を加えれば、十三体のうちほとんどが死に絶えた今、栄はえある十三の椅子に我が輩が座すことも可能でＲ」


    　〈古き巨人〉が雷鳴のような声で笑う。


    「なるほど」


    　モルディーンは巨人を見上げて微ほほ笑えむ。


    「火種が漂うピエゾ連邦には、私が行かざるを得ない。帰り道の辺境で〈古き巨人〉に暗殺させれば、誰かの策略があったとは思われない。誰かがエリダナでの本筋に対するおまけの計画で吹きこんだのだろうが、悪くはない手だ」


    　苦笑しているモルディーンを、ティボルト・トが六つの眼で見下ろす。


    「では、Ｕの命をＥただこう」


    　死の宣告に対し、モルディーンが酒杯を掲げる。右手の人差し指には、青い宝石が嵌はまっていた。宝玉を眺めた眼を、巨人に戻す。


    「よろしい。やってみたまえ」


    　巨人が怒りに震える。モルディーンの表情にも声にも変化はない。


    　高架線路に散ったキュラソーと護衛の忍者たちは、完全に臨戦態勢に入っていた。この会話の行く末が分かってしまったからだ。


    「ただ、我が護衛を退けることができたら、の話だ」


    　モルディーンは告げた。〈古き巨人エノルム〉の全身の筋肉が膨ふくれあがり、戦せん鎚ついが持ち上げられる。


    「ならば殺Ｃてやろう」


    　振りまわされる戦鎚。長大な水平軌道の到達を予想し、忍者たちが範囲外から飛ひ翔しようする。戦鎚が列車の左側面に激突し、薙なぎはらう。長大な蛇のような車しや輛りようが高架線路の上に浮かび、右の建造物の上へと落下していった。


    　キュラソーは抱えていたモルディーンとともに、高架線路の後方に着地。傍かたわらからは、落下した列車が破壊される轟ごう音おんと白煙があがる。


    　前を見据えたまま、キュラソーが告げる。


    「ご無事で」


    「もちろん」


    　モルディーンの手は、酒杯を掲げたままだった。黒い目は、高架線路を見回す。外れて転がっていた列車の椅い子すを見つける。キュラソーと古き巨人が見ていると、枢すう機き卿けい長ちようは椅子に向かって歩く。反転して、腰を下ろす。左手で握られたままの酒杯が掲げられる。


    「逃げても意味がない。ならばここで待とう」


    　高架線路の上で、ティボルト・トが戦鎚を構える。〈古き巨人〉が戦闘態勢に入るだけで、圧力が満ちる。


    「その覚悟やよＣ、ここでＵを滅ぼすのでＲ！」


    　魔ま杖じよう刀とうを構えたキュラソーの脇を、四つの影が抜ける。配下の忍者たちが、四つの矢となって疾走していたのだ。


    「コウガの技を見せるべし！」


    「狙うべきは急所に咒じゆ式しき刀術を叩きこむことのみ！」


    　四人の忍者は、飛ひ燕えんの速度で疾走していく。高架線路に立つティボルト・トの周囲に散開。


    「Ｏいに鬱うつ陶とうＣ！」


    〈古き巨人〉の両腕と柄えの長大さは、想像を越えていた。再び放たれた横なぐりの戦鎚が先頭の忍者の背中に叩きこまれる。脊せき髄ずいどころか胸板ごと粉砕しつつ、次の忍者をも巻きこむ。三人目は柄の軌道に激突して破裂した。


    　ただの一振りで、三人の忍者たちの肉体が爆砕。血肉の飛沫しぶきとなって横手に撒まき散らされる。四人目は低い軌道をとっていたため、破壊の颶ぐ風ふうを回避していた。同胞の無む惨ざんな死にも拘こう泥でいすることなく、伸びきったティボルト・トの腕の下を疾走。


    　振り下ろされる足によって、忍者の全身に影が落ちる。一秒を刻み、さらに刻んだ世界で、忍者は着弾地点を予測して疾走。しかし、落下地点から逃れられない。まだ逃げられない。


    　忍者の顔に影が落下し、そのまま線路に落ちた。轟とどろく爆音。


    　線路に大穴を穿うがつティボルト・トの足の下から、忍者の四し肢しが生えていた。手足はそれぞれ別の方向に向かい、痙けい攣れんしていた。


    「これでは我のＩ手にならぬＹ」


    　部下の死に際しても、後方のキュラソーは目を逸そらさずに分析していた。


    　それが忍者の頭とう領りようである自分の役目だからだ。きつく嚙かみしめた唇は、敵てき愾がい心しんを高めるためだと自らに言い聞かせる。


    　キュラソーの分析では、巨体ゆえに遅いはずの〈古き巨人エノルム〉は、超筋力で攻こう性せい咒じゆ式しき士し以上に動ける。長大な手足は、さらに間合いを深くする。


    　あまりに大きく、そして金属である体は、キュラソーが持つほとんどの攻性咒式を無意味にさせる。


    「咒式火力が通じない以上、やはり格闘戦しかないか」


    　格闘戦において、圧倒的というのも愚かしいほどの体格差は絶対的に不利。


    　撤てつ退たいか、特攻か。しかし、背後のモルディーンは動きもしない。列車という高速移動手段が奪われた以上、〈古き巨人〉の巨体からは逃れられない。大賢者ヨーカーンは北方へかかりきりになっているため、この場にいない。


    　この場には、キュラソー以外にモルディーンを守れるものが存在しないのだ。


    　キュラソーは息を止める。普段は嫌っていて、都合のよいときだけ頼りにするなど、忍者以前に狡ずるい女の手口だ。忍者は女であってはならない。


    　前に行くしかない。主君と一族を生かすためなら、命など道具。


    　覚悟を決めたキュラソーに、すでにティボルト・トは第二撃を放っていた。先ほどの間合いから計算して、女忍者は充分以上の後退をする。


    　〈古き巨人〉の咒式が発動し、戦せん鎚ついは柄えの長さを急激に伸ばした。


    「死ぬがよＥ！」


    　横よこ殴なぐりの大だい瀑ばく布ふのごとき打撃が、後方飛ひ翔しようするキュラソーの肉体を捉えた。


    　戦鎚が女忍者の腹部に命中する。


    



    



    　夕暮れが押しよせるエリダナの南東部。アシュレイ・ブフ＆ソレル事務所は騒々しかった。窓の外、町並みの遠くからは、消防車や警察車しや輛りようが鳴らす警笛がかすかに響く。ここ数日のエリダナは、破壊に爆破、狙そ撃げきに火事と大事件が連続しているのだ。


    　前に目を戻す。事務所は即席の野戦病院となっていた。


    　俺は、不愉快そうなギギナに応急手当てを受けている。火傷やけどに切きり[image: ]きずに、打だ撲ぼくに骨折が、治ち癒ゆ咒式で塞ふさがれていく。


    　前の席では、ジヴがウォルロットの腕に包帯を巻き、咒じゆ符ふを貼りつけていく。なんだこの格差社会。


    「そこ、あまりくっつかない」


    　注意すると、ジヴが俺を睨にらむ。


    「今はそういう場合ではないでしょう？」


    「だけど」


    　今この場では、俺から引くことにした。しかし、俺とジヴとウォルロットの三者は、事務所で視線を向けあう。重い空気だった。俺の治療を終えたギギナが息を吐く。


    「先ほどの話に戻そう」


    　三角関係の外にあるギギナが、この場では一番冷静だった。ジヴは再びウォルロットの応急手当てに戻る。俺は強引に心を鎮しずめる。


    　まずは俺から説明を開始したほうがいいだろう。


    「憂ゆう国こく騎き士し団だんを煽あおって、資金を提供して生みだしたのはピエゾの〈ベヘリガ〉だ。資金は受けても、憂国騎士団は外から見たままの過激派団体だ。〈ベヘリガ〉はフリューを殺して、憂国騎士団と皇国系住民に七都市同盟への憎悪を煽った」


    　ギギナがうなずく。俺はジヴに話を向ける。


    「ジヴの話とは？」


    　ウォルロットの腕の包帯を口で引っ張り、縛しばりおえたジヴが顔を上げる。


    「すべてに指輪を〈ベヘリガ〉が開発したという事実が関わってくるのよ」


    「指輪が？」


    〈古き巨人エノルム〉たちに奪還されてしまった、指輪の緑の輝きを思い出す。


    「レメディウス方程式にアーギネイオン学派、ピエゾ連邦共和国が抱える技術者集団に特有の組成式があったのだ。指輪はピエゾの一部が技術供きよう与よをして生まれたものだ」


    　疑問の表情をしている俺に、ウォルロットが再度の補足をする。


    「我らが争奪戦を繰りひろげ、リクルゴ・ゴに奪われたのは三つある指輪のひとつだ。それぞれ空間に関する咒じゆ式しきが封じられていて、ゾアイデス復活を目もく論ろんでいる」


    　ウォルロットがジヴに目を向ける。


    「それについて、彼女がなにかを気づいたようだが」


    　俺とギギナも目を向ける。男三人の目が、ジヴーニャにそそがれる。


    「やだ、そんなに注目されると恥ずかしい」


    　ジヴが両手で自分の体を抱きしめる。どんなときであっても、女は女であることを止やめない。事態が事態であるだけに、全員の注目が続く。


    「ええと」


    　事務所の椅い子すから下ろされている膝をそろえ、ジヴはなんとか続ける。


    「私の考えは簡単なことで、エリダナで事件が起こりすぎることから、すべてをつなげてみたの」


    　ジヴが息を吸って続ける。


    「〈ベヘリガ〉はなにかの咒式兵器の実験をしているうちに、咒式が封じこまれた指輪を三つ作った。その指輪は、〈古き巨人〉にはゾアイデス復活のために喉のどから手が出るほどほしいものだった。〈ベヘリガ〉はエリダナで〈古き巨人エノルム〉になにかをさせたいため、三つの指輪を取引材料とした。〈ベヘリガ〉から指輪を盗みだしたブローゾさんは、ウォルロットに渡せずに私に渡した」


    　解説が続く。


    「あとは巻きこまれた私たちが知るとおり。指輪の奪還は〈古き巨人〉が担当し、〈ベヘリガ〉自身は憂ゆう国こく騎き士し団だんへの遠隔操作をし、二つは分業をしていた」


    　ジヴーニャは現状を的確に示していく。


    「だとすると、〈ベヘリガ〉は指輪を使った取引で〈古き巨人〉になにかをさせ、次に内外から操られている憂国騎士団とやらが、どういう位置にいるのかが問題ね。さらにいえば、ギャリー伯はく爵しやくと〈ベヘリガ〉の目的は、私たちが目指す場所となるはずでは？」


    　俺とギギナ、ウォルロットが感嘆の声を漏もらした。問題は見事に整理された。


    「いくつか疑問が残るが、ジヴーニャの推理の筋は通っている」


    　全員がジヴの説明から話を組みたてていく。ウォルロットが思考を述べる。だが、最大目標が分かってきた。


    「ギャリーが〈古き巨人〉を使ってエリダナでなにかを起こそうとしている。そこが我らの最終目標地点になる」


    「それが分からぬから困っているのだがな」


    　ギギナが冷れい徹てつな言葉を投げる。


    　俺たちは動けない。情報だ。喉のどから手が出るほど情報が欲しかった。


    



    



    　暗い通路を男が進む。歩みを測ったように、通路の突き当たりにある扉が開かれる。


    　光が目を射し、手を掲げて眩まぶしさを防ぐ。暗い室内にホライドは恐る恐る足を踏み入れる。


    　金属の床を踏みしめ、青い闇が広がる室内を見回す。


    　半球状の広間だった。天てん蓋がいには、星空がちりばめられていた。長いこと車に乗せられていたためか、足下がなぜかふらつく。勘違いでも錯覚でもなく、実際に金属の床が動いている。ホライドは自分の立場を思いなおした。高級背広のネクタイを直し、相手に備える。


    　移動床は、複雑な動きで半球状の部屋の中央へ向かっていく。


    　天蓋の中央にある太陽から光が零こぼれる。闇のなかに降りそそぐ光で切りとられた一角に、老人が立っていた。ホライドを運んでいた金属床も停止する。


    　半球状の室内の中央で、ホライドは老人と対たい峙じする。


    「ようこそ、本当の会場へ」


    　上からの光に照らされていたのは、黒い背広を着た小こ柄がらな老人だった。後退した額で、白髪は後ろになびいている。老ろう人じん斑はんが浮く顔で分かるように、百歳近い高齢者だ。萎しなびた人にん参じんのような鼻の下に、酷こく薄はくそうな唇が座している。


    　ダリオネートだった。


    　老人の右手は立方体を握っている。金属の立方体だった。ダリオネートの背後には二人の黒背広の男。高位の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの護衛だろう。


    「ラカスク銀行の最高経営責任者であるホライド氏を迎えられるとは、光栄です」


    　光のなかで、ダリオネートは微ほほ笑えむ。人に寒気を起こさせる、感情を込めない笑みだった。ホライドは勇気を振りしぼり、挨あい拶さつに入る。


    「私ども、ラカスク銀行としても、高名な投資家であるダリオネート殿にお呼びいただいて光栄です」


    　ホライドは話を続ける。


    「しかし、先ほどの車の、外も見えず音も聞こえないという厳重な移動は疲れましたな」少しだけ皮肉をこめた口調になる。「いくらあなたが、ここエリダナで安全とはいえない状態であるとはいえ、厳重にすぎませんか？」


    「私には時間がありません」


    　ダリオネートは相手の質問を無視した。


    「問いはひとつだけです。ラカスク銀行の返答はいかに？」


    　商売の礼儀を無視した相手に、ホライドは内心穏やかではなかった。


    　それでも、ダリオネートとの取引は重要だった。取締役会の決定を告げるしかない。


    「当行としては、ダリオネート氏のお話に全面的に乗ることを決定いたしました」唾つばを飲んで、ホライドが続ける。「我々をあなたの百の、そして数えきれないほどの手のひとつとしてお使いください」


    　ダリオネートの眼が鋭い光を帯びる。


    　ホライドは、自分たちの決断を後悔してはいない。利益という目的のための、どこまでも合理的な決断だった。


    　しかし、どこかで嫌悪感を抱いだいていた。悪魔もまた合理的である。そして自分たちがその合理の化身である悪魔の手を取ったのではないか、という疑問を感じていたのだ。


    「よろしい。非常によろしい」


    　ダリオネートの唇から喜悦の声が溢あふれた。老人を眺めているホライドには、酩めい酊てい感かんがあった。自分が揺れて、足下も揺れているような奇妙な感覚だった。老人の紡つむぐ悪魔的な雰ふん囲い気きが、ホライドの平へい衡こう感覚を浸食しているかのようだった。


    　床の上でダリオネートが反転する。視線は半球の部屋の壁に向けられた。


    　ホライドには分からないが、ダリオネートはこの壁が北だと分かっていた。


    「それでは計画を始めよう。他の方々も、この会場へ集めよう」


    　歌うように告げられた。半球状の壁や天井から、光の筋が零こぼれる。壁に刻まれた割れ目から光が漏もれているのだ。光が溢れていく。壁が上下左右に動き、半球状の部屋が消えていく。


    　ホライドは周囲を呆ぼう然ぜんと見上げる。円えん筒とう状の部屋のなかに、ホライドは立っていた。半球状の部屋は、円筒状の広間のなかに作られた応接間にすぎなかったのだ。


    　円筒状の壁に上下に並ぶのは、五十もの席。ひとつひとつの席は、四方を端末に囲まれ、背広姿の咒じゆ式しき士しが座っている。


    　席に収まる全員が知覚仮面ネーメンマスケで顔を覆おおっている。咒式が作動し、四方の端末どころか上半身の周囲に、複雑な方程式が起動している。知覚仮面にある人工眼球が激しく明滅する。脳の凄すさまじい演算力を端末と直結させ、数字に関渉操作しているのだ。


    　数すう法ほう系咒式を操る、金きん融ゆう咒じゆ工こう学がく士したちだった。ホライドとダリオネートの頭上では、立体光学映像の立方体が浮遊していた。


    　光で編まれた五十もの立方体が、六つの平面に文字と数字を並べている。膨ぼう大だいな文字と数字だった。


    　金融咒工学士たちの人工の目が明滅し、指が端末を叩くごとに、立方体が移動し、向きを変える。平面に浮かぶ光の文字と数字が入れ替わる。一秒にも満たない間に複雑な方程式が組みあげられ、文字と数字は数百回も変化する。


    　もはや一般人に理解できる速度ではなかった。自身も金融の専門家であるホライドにも、複雑かつ高速すぎて理解できない。


    　金融咒工学士たちだけが、その一秒にも満たない間に数百回も変化する、数字の闘争を操っている。


    　現れた光景に、ホライドは立ちつくしていた。ダリオネートがそろえた設備と人員は、圧倒的だった。ダリオネートは、この部屋にひとつの金融市場、証券取引所を設立していた。


    　立方体の頂点を見据える。頂点にあるものだけは、立方体ではなく巨大な球体だった。青い地に緑や茶色の斑はん点てんが散っている。海と陸地で、この星を可か視し化したものだった。


    　ホライドの目は、自分たちが立つウコウト大陸を見据える。数多くの国家が見えた。


    「世界各地で今この瞬間、黄金の蛇が孵ふ化かした」


    　ダリオネートの声があがる。映像の大陸に、数十もの光点が浮かんでいた。針の先ほどの光点や、指先大の光点、[image: ]大の光点までがある。


    「大小の黄金の蛇たちは大陸を渡り、一点を目指す」


    　それぞれの大きさの光点からは、球体に沿ってそれぞれの太さの矢印が伸びていく。矢印はウコウト大陸にある一点を目指していた。


    　矢印が目指す一点を見て、ホライドは理解した。ダリオネートは恐ろしい計画を立てていた。


    「さらに増えた黄金の蛇たちを、最後に黄金の竜たちが従える。私の七つの人生も終わる」


    　ダリオネートの右手が掲げられる。白手袋に覆おおわれた手が、立方体を掲げる。魔術のように閃ひらめき、立方体が回転した。


    「金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に！」


    　老人が叫んだ。


    



    



    「痛い。ジヴのように丁てい寧ねいにやれ」


    「それは医者に言え。ドラッケンの治療は、患者を殺してでも治すという方針だ」


    　応接椅い子すでは、ギギナがウォルロットに対して本格的な治療をしている。ウォルロットの折れた肋ろつ骨こつの位置を手で整えて、ギギナの治ち癒ゆ咒じゆ式しきが作動している。本格的な治療ゆえに仕方ないのだが、あれは痛い。


    「ギギナ、おまえ、実は俺が嫌いなのだろう？」


    「好かれていると思っているなら、ウォルロットの頭は腐っている」


    　ギギナは治癒咒式を続ける。


    　扉の傍そばには、黒い毛の塊かたまりが丸まっていた。開いていた扉から入ってきたらしく、猫のエルヴィンが横たわっている。人間たちの奇妙な関係と行動がおもしろいのかもしれない。


    　エリダナの最新情報を得るために、応接室では報道番組を付けっぱなしにしている。立体光学映像は、次々とエリダナの情報を伝えてくれる。抗議団体が、ダリオネートによって開催される投資会議に殺到していた。


    　先に治療が終わった俺は、ジヴと炊事場に並んで料理を作っていた。落ちつくために必要な作業だ。よく考えたら、今日は朝から事件の連続でなにも食べていない。


    　鍋から小皿へとスープを取りわけ、口に運ぶ。味を確認すると、いい感じだった。小皿を洗い場に置いて、鍋の火を消す。


    「はい、これで最後。運んでいこう」


    　俺とジヴが料理の運うん搬ぱんを開始する。


    　大鍋に深鍋に小鍋。大皿に中皿。重ねられた取りわけ小皿、銀色の匙さじに肉叉フォーク。炊事場と応接用の机を往復して、食事を載せていく。


    　牛の肋骨付近の肉を厚切りにし、串くしで通して焼いた料理の表面では、余熱で脂あぶらが躍っていた。肉の上には、刻んだ大にん蒜にくと韮にらとが合わさり、香ばしい匂いを立ちのぼらせる。


    　[image: ]たらのスウィンナフ風は、透きとおった肉を覗のぞかせていた。香こう草そうのソースの下で、切りわけられた家鴨あひるの胸肉が紅色の断面を見せて重なる。


    　半熟卵を混ぜた央おう華か風炒飯チヤーハンが、黄金色の粒を見せていた。


    　大鍋では茄な子すと挽ひき肉にくの珈厘カリーが深い色合いの淵となっていた。あとは、湯気をあげる炊すい飯はん器きのなかの白米が新雪の輝きを放ち、出会いを待っていた。


    　二つの深鍋には、それぞれトマトベースの赤にクリーム系の乳白色のスープが湖面から湯気をあげている。隣りには、茹でられたパスタや焼きたてのパンが並ぶ。


    　小こ海え老びが彩りを添える海鮮サラダが、瑞みず々みずしい薄緑の葉に水滴を宿らせている。食後用の苺いちごと葡ぶ萄どうは透明な皿の上に盛られ、雪の冠をいただく深山のように練乳がかけられていた。


    　さすがに疲れた。俺は重い息を吐く。だが充実感があった。


    「いくらなんでも、これは作りすぎじゃない？」


    　額の汗を手の甲で拭ぬぐいつつ、ジヴが言った。


    「腹ぺこのギギナにウォルロット、大食漢の攻こう性せい咒式士が二人いる。さらにジヴもいるしな」


    　俺が言うと、ジヴの左肘が俺の右脇腹に刺さる。いつもの俺とジヴに戻っていた。ウォルロットが俺とジヴを見ていた。今だけは、ややこしい諍いさかいは忘れよう。


    　応接机を囲んで、四人が座る。


    「ここ数日、簡単な外食と携帯食料だけだった。それでは士気も上がらないだろうと思って、即席だが全力で作った」


    　俺は苦笑して、額の汗を拭ぬぐう。俺としても久しぶりの経験で、料理が楽しかった。食材の代金は景気づけに全員の持ち金を出しあったので、普段は経済的拘こう束そくで使えない料理技術の限界を試してみたくなったのだ。


    「さて、それでは……」


    　俺の合図など待たず、待ちかねていた咒じゆ式しき士したちとジヴが料理に襲いかかる。匙さじと肉叉フオークが食物に突き刺さり、掬すくい、抉えぐる。牛や豚、鶏にわとりや鴨かも、魚や貝類の肉が食いちぎられ、米がパンがパスタが飲みこまれていく。


    　酒杯が躍り、空からの皿が積みあがっていく。俺も呆あきれるしかない。


    「ギギナはなんでも食べるな」


    「とくに食べられないものはない」


    　ギギナが考えこむ。


    「嫌いなものといえば、歯車と螺ね子じくらいか」


    「嫌いとか好きだという以前に、それは工業製品だろうが」


    「工業製品、さらに毒物が食卓に上る悲劇を、貴様が知らないだけだ」遠くを見つめるギギナの顔には、深い憂うれいと哀しみ。「世の中にはあるのだ。そのような食卓の惨劇が……」

  


  [image: ]


  
    　詳しい事情はまったく知りたくない。だが、ギギナが許嫁いいなずけの元に里帰りしない原因が、なんとなく、少しだけ、ほんのりうっすらと、予測できるような気がする。


    　ギギナの手が鶏にわとりの腿もも肉にくに伸びる。しかし、一瞬早くジヴの箸はしが奪っていく。


    　食卓を挟んで、ギギナが獣の目でジヴを睨にらむ。対してジヴはしゃーと大型肉食獣のように大口を開けて威い嚇かくする。さすがのギギナもジヴの食欲には退散した。


    　さらに食事は猛烈な勢いで消費されていく。


    　俺も負けずに食べていく。傷ついた体を回復させるには、血と肉が必要だ。


    　見ると、エルヴィンが椅い子すの傍そばに来ていた。淑しゆく女じよは最後に現れるとでもいった風ふ情ぜいだった。小皿に魚料理を取って、俺の横にある床に下ろす。黄金の眼で眺めて、エルヴィンは魚を食べはじめる。なんとも悪女だ。


    　食卓に戻ると、ジヴが手前の料理を疑問の目で見ていた。俺はクラッカーの一枚を手にとって、横にある粒のような小さな赤い卵を上に乗せる。


    「鮭さけの卵乗せのクラッカーは美う味まいよ。ほら」


    　クラッカーを手にとって、一枚をジヴの口くち許もとに向ける。おずおずとジヴは唇を開く。俺がクラッカーを傾けると、嚙かみつく。顔を戻して、ジヴは頰張る。咀そ嚼しやくして味を感じると、ジヴの口くち許もとが緩ゆるんでいる。なんだか餌え付づけしている気分だ。


    　食事をしながら、これからの方針を考える。


    「まず、ギャリー伯はく爵しやくがなぜ俺たちを裏切ったか」俺は食後の紅茶を傾けつつ、言葉を継いでいく。「これはあきらかだ。ギャリー伯爵は〈ベヘリガ〉、そして〈古き巨人エノルム〉どもと手を組んだからだろう」


    　俺の確認の言葉にウォルロットがうなずく。ギギナは犬歯で肉を食い千切っていた。


    「〈ベヘリガ〉の前指揮官であるロディマス少、中佐が始末されるには、よほどの理由が必要だ。おそらく計画の変更を知って逃げ腰になったために、ピエゾの上層部に始末された」


    　ようやく分かってきた。


    「誘導によって俺たちが〈ベヘリガ〉本部に突入させられたのは、〈ベヘリガ〉のロディマス派を始末させるためだ。ついでに〈古き巨人〉に俺たちも始末させるためでもあった。さらに上からの指示があって、〈ベヘリガ〉の部隊をギャリーが継いだのだろう」


    　恥じ入るようにウォルロットが続けた。自らの祖国、属していた部隊が変質したことに苦悩しているのだろう。だからこそ、ウォルロットは〈ベヘリガ〉を止めたいと動いている。


    「絶対的に反目していたとはいえ、同じピエゾ連邦共和国の外交官と特殊部隊だ。事情が変われば手も握る」


    　ウォルロットが続けた。俺には疑問があった。全員の疑問だろう。


    「事情の変化とはなんだ？　〈ベヘリガ〉は〈古き巨人〉と組むという、ピエゾに有害な暴走を行っている。ピエゾの利益をなにより大事とするギャリー伯爵が、〈ベヘリガ〉と組むほどの事情の変化が分からない」


    「この場にいる全員は、誰も政治や情報分析の専門家ではない」


    　ギギナが事実を告げる。ウォルロットも答えがない。


    「元軍人二人がいても予測できないか」


    　俺は頼りない二人を無視し、考える。材料から予測していくしかない。


    「最悪の展開があるとしたら、ありえるかもしれない」


    「最悪の展開？」


    「〈ベヘリガ〉の暴走がピエゾにとって有害なのは前提だ。だが、暴走をさらに暴走させないと、ピエゾ本国へ重大な危害を及ぼす。それは、ピエゾの浮沈がかかったほどの巨大な災さい厄やくだ。つまりピエゾ連邦共和国を守るために、ギャリーが共同歩調を執とるしかなかった、という線はどうだ？」


    「残念だが、ガユスの思考はいい線をいっていると思われる。ギャリー伯はく爵しやく本人は冷れい徹てつな外交官のつもりだろうが、根本的には愛国心に溢あふれる善人だ」


    　ギギナが肯定し、続けた。


    「だからこそ今のギャリーは怖い。大義と正義のためなら、善人はなんでもする。大義と正義の敵とみなした存在を殺すために、全力を投入する。そこに取引の余地はいっさい存在しない」


    　ギギナの意見は的確だ。ギャリー伯爵はすべてを捨てて向かってくる。


    「〈ベヘリガ〉を操るピエゾの上層部は、エリダナに詳しく、俺たちを誘導できる立場にあったギャリー伯爵を最初に引きこまなかった。今なら理由も分かる」俺は苦さを言葉にして吐きすてる。「善人は退路を断ってから追いこめばいい。そうすれば計算高い悪人などより、よほど熱心に地獄を生んでくれる」


    　ピエゾの上層部は考えて手を打ってきていた。ウォルロットの顔には疑問の表情。


    「ならば、ピエゾを守るために、ギャリー伯爵たちはなにをしようとしている？　なんのために〈古き巨人エノルム〉という過大な、しかも外部の戦力を引き入れた？」


    「問題は常にそこに戻るな」


    　ギギナが結論を告げ、肉料理の最後の一口を飲みこむ。ジヴが口を開く。


    「そうだ、人質のときに伝えようと思っていたけど、ブローゾさんの最期の言葉があった。彼は『金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に。〈霜しもの手〉が動いている』と言っていた」


    「彼女にはすでに告げたが、〈霜の手〉とはピエゾ語で〈ベヘリガ〉のことだ」


    　ウォルロットが簡単に補足する。


    「金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に、か。どこかで聞いたことがある一節だな」


    　俺は考える。ジヴは俺の態度に同意する。


    「でしょ？　どこかで聞いたことがあるのだけど、思い出せない」


    　ウォルロットも同じだった。口を閉じたまま思い出そうとしている。


    　思い出せない場合は、携帯で電でん網もう上で検索してみる。関係のなさそうな、恋愛映画の題名や古典小説や詩の一節が並ぶだけだった。今の事態になんの関連があるのか。


    　食卓は片付いても、あいかわらず謎なぞは片付かない。問題の周囲を俺たちはずっと回っているだけで、一向に核心にたどりつけない。誰かが厚い天鵞絨ビロードをかけて隠しているかのようだった。


    「考えろ。ひたすら考えろ」


    　俺は椅い子すに座りつつ考える。


    「〈古き巨人エノルム〉たちは、三つの指輪でゾアイデス復活を狙う。諜ちよう報ほう機関の〈ベヘリガ〉は、憂ゆう国こく騎き士し団だんを操作している。ギャリー伯はく爵しやくは〈ベヘリガ〉を掌しよう握あくした。いくつもの死体。正体は分からないが、最悪の事態が潜せん行こうしていることだけは絶対なのだ」


    　誰も答えない。ジヴが台所に立って、お茶を淹いれている。俺にとっての問題も残っている。


    「そうだジヴ」


    　俺は台所の一点を指で示す。


    「今のうちに魔ま杖じよう剣けんを整備しておきたい。台所の扉に俺の整備用具があるから取ってくれ」


    　ジヴが横に動く。俺が示した扉を開けて捜す。小首を傾かしげて、俺へと振りかえる。


    「どこにもないけど？」


    「ないか？」俺は困った表情を作る。「では二階にあると思う。ほら、上の倉庫の棚たなに」


    「分かった。じゃ、みんなは引きつづき対策を考えていて」


    　考える俺たちを置いて、ジヴが二階に向かう。


    



    



    　半円状の巨大な建物が、夕暮れにそびえる。見上げるように巨大な会場だった。


    　エリダナ西岸にある会場の入り口には「国際投資会議」という横おう断だん幕まくがかけられている。


    　ダリオネートが開催している投資会議だった。会場へと向かう敷地の前、正面玄関では警察士や警官隊が盾の列を作っている。


    　警察の部隊や会場の周囲では、人々の抗議行進が幾重にも囲んでいる。「反七都市同盟」や「反世界規格」と描かれた札や旗がひしめきあっている。一番多い訴えは「反ダリオネート」だった。


    　抗議の参加者は数百人という規模ではなく、千人にも達している。各種団体の他に、遊び半分で参加している人間で人の海となっていた。


    　周囲の通行は完全に麻ま痺ひし、乗用車や輸送車は身動きが取れなくなっていた。熱狂の渦うずに興奮した人間が、車の屋根に上がって旗を振っている。


    　会場の敷地内に、装甲輸送車が停車している。ジャベイラが運転席に座っていた。助手席にはイーギーが座っている。


    「こんな会場の護衛ではなく、〈古き巨人〉のほうを追いたい」


    　会場の外の群衆を眺めながら、アルリアンの青年が歯がみする。


    「あの五体、今は四体になったあいつらには借りがある。本格的に戦わなかったが、なにもできなかった」


    　左[image: ]を、右[image: ]に激突させる。


    「ガユスやギギナ、ラルゴンキンの親父おやじとヤークトーだけ自由行動をしていて狡ずるい」


    「そう言わないの」


    　亜あ麻ま色の髪を手で搔かき上げ、ジャベイラが息を吐く。


    「一度暴動が起これば、エリダナが割れる。ここで人々を抑えることは大事な仕事。だから第二、第三、第四分隊まで投入している」


    　イーギーはまだ不満そうな顔をしていた。


    「所長と副所長は、遊撃隊としてエリダナを探っている」


    　目には鋭い光が宿っていた。


    「この事件の最終場面がどこにあるかをね」


    　ジャベイラのつぶやきは、群衆の叫びに搔かき消された。


    　群衆の向こうに、街を彷徨さまよう男の姿があった。


    



    



    「どうしようどうしよう」


    　カスペルはエリダナを彷徨っていた。足は勝手に動く。


    「どうしようどうしよう」


    　月げつ賦ぷや料金支払いや借金の督とく促そく状じようが家にまで来るようになって、いられなくなったのだ。


    　だが、携帯は手放せない。エリダナが沸ふつ騰とうしている状態では、ほとんどの工場や商店が機能していない。


    　登録していた派は遣けん会社に仕事を求めた。しかし、すでに派遣会社はカスペルとの契約を切っていた。遅刻や欠勤や就業態度の悪さだそうだ。


    　さらに特技も技能もないカスペルには、単純労働しかできないが、現在の沸騰したエリダナでは必要とされていないのだ。また今さら働いてどうにかなる状態でもない。


    　被かぶった黒い帽子が重い。


    　足は、誘われるように投資会議の会場付近を進む。周囲では一千人はいるであろう、凄すさまじい数の人間で溢あふれていた。抗議活動は暴動寸前、最高潮に達していた。


    　カスペルには理解できない。無意味なことをする群衆を軽けい蔑べつして賢いはずの自分は、帰る場所を失って街を彷徨っていた。仕事がないどころか、借金まみれだった。


    　カスペルは抗議活動に参加しようと思った。


    　しかし、できない。


    　抗議や反対など、やはり無意味なこととしか思えない。愛国心など頭の悪い人間のためのお題目だ。


    　また、同盟や世界規格やダリオネートに反対して、なんになるのか分からない。なにも変わらないとしか思えない。実際になにも好転しないに決まっている。


    　なにより、どうやって抗議したらいいのか分からない。どうやって反対したらいいのか分からない。そして、どうやって人に声をかけたらいいのか分からない。


    　カスペルは、これまでも傍ぼう観かん者しやであったし、これからも傍観者だった。


    　沸騰する群衆の輪の外で、カスペルは孤独に立ちつくしていた。


    　群衆のなかでこそ、本当の孤独があった。


    　カスペルが眺めていると、抗議行進はさらに叫びを強くする。


    　人々の大波から、黒背広の男が抜けでる。男は会場から離れ、ビルの間を抜ける。


    



    



    　走る男は、建設途中のビルの敷地に出る。金属の壁の内部には、濃緑色の装甲輸送車の群れがあった。


    　車の傍かたわらには、内心と同じく統一された銀色の積せき層そう甲かつ冑ちゆうや黒背広が集っていた。


    　さらに外側にいる装備が統一されていない一団は、凶暴な雰ふん囲い気きをまとっていた。金と血を求めて便乗する、中位から高位の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちだった。


    　装甲車や一団の間には、旗が、何本も翻ひるがえっている。赤地に金きん糸しで描かれた交差する刃に「エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だん」と描かれた旗が、夕暮れの風に揺れている。


    「どうだった？」


    　髭ひげに包まれた顎あごに太い指を当て、騎士団長のグレッツェンが問いかける。男が首を振る。


    「投資機関や銀行の代表は、何人かが入ってきています。ですが、大物は誰一人として入場した形跡がありません」男が苦く渋じゆうに満ちた声で続ける。「そして、なによりダリオネート本人がまだ来ていないようです」


    「情報の確度は？」


    「会場の護衛をしている警察士の内部、皇国系の内通者からの連絡なので確実です」


    「どういうことだ？」グレッツェンの顔には疑問の色。「ダリオネートが現れないなら、各種投資機関が信用しない。絶対に本人が表に出てこなければならないはずだ」


    　騎士団たちが考える。


    「結論はひとつ。あの会場は偽装ということです」


    　若い女の声が響く。全員が振りかえる


    



    



    「考えが出ないな」


    　俺は自然に椅い子すから立ち上がる。自然に応接室から離れて、自然に階段を上る。


    　二階に到達すると同時に早足。倉庫に入る。


    「ジヴ」


    　窓際に立つジヴが、振りかえる。もちろんジヴも俺が指示したことを理解している。二人だけで会うために、わざわざ時間差を作ったのだ。


    　長いこと離れていた俺は、ジヴに確かめたいのだ。鋭敏なジヴも俺の誘いを察して、素直に動いてくれたのだ。


    　改めて見ると、ジヴは綺き麗れいだった。背後から射しこむエリダナの街の灯が、ジヴの白金の髪を梳とかしていた。燃えあがる黄金の髪だった。俺を見つめる憂うれいを帯びた緑の瞳は、最高に綺麗だった。


    　やはり俺は彼女を愛している。だが、問いかけることができない。唇が開かない。舌が動かない。


    　ウォルロットを選んだジヴが、今現在俺のことをどう思っているのか、ただそれを問うことができない。まるで思春期の少年のように、相手の愛を確かめることを俺は恐れ、怯おびえていた。


    　愛していても、また、お互いに愛してもどうにもならないことがあるのは、俺でも分かっている。


    　男女関係は、心はまさに戦場だった。誰もが永遠の初心者になってしまう。


    　ジヴは上着の懐ふところに手を入れた。再び戻された手には、金属の小箱が握られていた。俺の息が詰まる。


    「そ、れは」


    　失しつ踪そうしたフリューを捜索していたために、ロルカ屋へ代理でジヴに取りにいってもらった金属の小箱だった。箱の蓋ふたに施ほどこされた紙の封は破られている。俺は乾いた舌で問う。


    「中身を、見たのか？」


    「うん」


    　ジヴが顎あごを引いてうなずく。俺はジヴの返事を待つ。一秒が永遠に感じられた。


    「嬉しかった」


    　ジヴの唇が開く。


    「あなたが私のことをそこまで考えていて、平凡な人生を、ともに歩こうとしていてくれたと分かった。良き人となろうとしていてくれた」


    　ジヴの言葉で、俺の胸に希望が昂たかまる。


    「私もウォルロットと歩んで、あなたの世界を少しだけ理解した」


    　女が自分の心情を整理するように続ける。


    「でも、私はあなたに酷ひどいことをしてしまった。もう戻れない」


    　ジヴは首を振って白金の髪を揺らした。


    　現実は甘くない。一度生じたすれ違いは、簡単には戻らない。


    　俺にしても、自分の心が分からない。ジヴによる拒絶は俺を深く傷つけていた。途中からはジヴを本当に救いたいのかすら分からなくなっていた。


    「今なら少し分かる、かもしれない」


    　俺は自らの心に問いかける。


    「俺がジヴを救おうとしたように、ジヴも俺を救おうと動いていた。残ざん酷こくな別れも、俺を生かすためのものだと思う」


    　俺とジヴは互いを愛していた。愛していても、傷つけあうことがあるのだ。互いに思うがゆえに、より深く傷つけたのだ。


    　俺がそうであるように、まだジヴの心は離れきっていない。愛に比例して、憎悪がある。


    　二人の断絶に、確固とした理由はない。ただ、お互いの生き方が違いすぎて、日常の細かな亀き裂れつが、大きな断裂となっていた。それでも砕け散っていないと信じたい。


    「本質的には、俺とジヴはすれ違っている」


    　ジヴがうなずいた。どうしても俺とジヴの間には大きな断層がある。だとしたら、ここが分ぶん水すい嶺れいだった。


    「許しを請こうこともできないほど、俺は愚かだ。それでも、今でも、違うがゆえに俺はジヴを愛している。君が俺を愛していなくても、俺はジヴを愛している」


    　自らの心のままに、ジヴを求めた。


    「分かりあえることは不可能かもしれない。だけど、俺は君を愛している」


    　怯おびえるように、俺は問いかけた。


    「それだけでは、愛するだけではいけないか？」


    　今が修復する最後の機会だとも分かっていた。


    　だが、続く言葉が思いつかない。相手を楽しませるだけの無意味な会話は簡単だが、このような場合に本当に必要な言葉を紡つむぐことは難しい。


    　俺は一歩進む。二歩三歩。手を伸ばす。ジヴの頰に指先が触れる。拒否されなかった。


    　指先を下ろして、ジヴの腰を引きよせる。俺は腕のなかにジヴを抱きしめた。熱い体温。


    　長かった。たった数日のことだが、永遠にも等しい時間離れていたような気がする。


    　俺はジヴを見つめる。ジヴは俺を見つめる。これは譲じよう歩ほだった。互いに譲歩し、歩みよったのだ。冬の寒さに凍こごえる二人が、互いの体温を欲したようなものだった。それでもいい。


    　二人の顔が近づいていく。熱い唇が重なる。


    　長い時間と死線を抜けて、俺はようやく愛するジヴを、この手に取りもどした。脳天まで痺しびれるような幸福感があった。


    　ジヴが唇を離す。手を上げてくる。握っていたのは、金属の小箱だった。


    「あなたが許してくれるなら」


    　ジヴが言った。


    「あなたから私に渡して」


    　俺は小箱を受けとる。震える手で開く。中の指輪を取りだして右手に握る。小箱を投げすてる。乾いた小箱の落下音を背景にして、ジヴの左手をとる。


    「遅いようだが大丈……」


    　階段を上がってきたウォルロットが硬直していた。俺はジヴの肩越しに、ウォルロットを眺める。俺とウォルロットの視線が、雷光となって交錯する。


    　俺は顔を前に進める。ジヴの背後のウォルロットに見せつけるように、ジヴの唇をさらに貪むさぼる。


    　ウォルロットの表情には、驚きよう愕がくと恐怖。そして絶望があった。〈古き巨人エノルム〉にすら怯えなかった勇者の足が、一歩下がる。足音に気づき、ジヴは俺から離れた。


    　女の顔には背信の苦さと後悔。ウォルロットはすぐに身を翻ひるがえし、階段を下っていく。


    「待って、ウォル……」


    　俺はジヴの体を引きよせた。どちらかを選んだ以上、ジヴがウォルロットを気遣うのは偽りの優しさだ。俺の眼まな差ざしでの問いに、ジヴが唇を嚙かんだ。


    　俺は揺れるジヴの心の天てん秤びんを、ついに自分のほうに傾けさせた。ジヴは完全に俺を選んだのだ。


    　残ざん酷こくな笑みが俺の唇を彩る。


    　同時に、ウォルロットの内心を考えると、胸に小さな棘とげが生まれる。俺とウォルロットは、同じ立場を経験していた。


    　だが、人の心だけは平等に分けあうことができない。俺は、そして誰もが、愛する女、ジヴの心を他人と分けあおうとも思えない。不可能なのだ。


    　幸福感と罪悪感が、俺の心にあった。


    



    



    　路面電車が行き交う、エリダナ北西部の坂。


    　ハイダイン亭は、傾斜の途中にあるウルク料理の店だった。建物の横手には、日ひ傘がさが並べられた屋外席が広がる。照明に照らされる日傘の下では、遅めの午後のお茶や夕飯を楽しむ紳士と淑しゆく女じよが座っている。


    「ああ、念願のウルク料理を食べられて良かった～」


    　席の一角に、飛行眼め鏡がねをかけた人影が座っていた。幼い顔は、少年か青年か判別しにくい。笑顔でウルク風の魚料理を口に頰張って、飲みこむ。


    「前に来たときは忙しくて食べ逃のがしたけど、やっぱりエリダナが本場だよ」


    　さらに一口食べて、青年は幸せそうな顔となる。美う味まさに目鼻が溶解したようだった。背広に包まれた体を伸ばして「うにゃ～」と猫のように喜びを表現する。


    「ベルドリト、静かに食事をしろ」


    「だって美お味いしいんだもの」


    　ベルドリトと呼ばれた青年の視線が前に向けられる。


    　向かい側の席では、隻せき眼がんの機き剣けん士しが座っていた。黒い背広に黒いネクタイを締めて、地味な装いをしていた。イェスパーは黙々と南瓜かぼちやのスープを啜すすっていた。ベルドリトは兄の食事風景を眺めている。


    「兄貴、美味しい？」


    「美う味まいが、それがどうした？」


    「兄貴の食事はちっとも美味そうに見えない」


    　頰を膨ふくらませて、ベルドリトは不満を表明する。


    「スープの皿と口の間を匙さじが往復しているだけ、工場の機械が動いているみたいだよ」


    　指摘を受けて、イェスパーの匙が止まる。隻眼に寂しい色が灯る。


    「いや、エリダナの事件とこの料理との関連で、エレネーゼのことを思い出してな」


    　エレネーゼとは、兄が別れた婚約者のことだった。彼女との別れゆえに、兄はガユスに共感し一歩を引いた。


    　ベルドリトは、自分が最大限の地雷を踏んでいたことに気づいた。


    「えっとそうだ、この魚が凄すごく美お味いしいんだよ。兄貴も食べなよ」


    　兄の憂ゆう鬱うつを晴らそうと、ベルドリトは魚料理の皿を差しだす。イェスパーは「おまえの好物を奪う気はない」と静かに笑って拒否した。


    　ベルドリトは他に兄の気晴らしになるものを食卓に探す。なにもない。人の心が分からない自分を、青年は少し後悔した。慰めが閃ひらめいて顔を上げる。


    「そうだ、あとでエリダナのかわいい女の子を探しにいこう。そうすれば兄貴も元気に……」


    　弟の過剰な気遣いに苦笑しつつ、イェスパーは首を小さく振った。


    「エリダナで果たすべきは、猊げい下かからの命令だ。しかし、猊下はピエゾとの交渉で動いていて、我らに指示を出せない」


    　イェスパーの顔には、さらなる陰いん鬱うつが降りる。


    「いつどこへ移動し、誰を倒せばいいか。まだ分からない。無む為いの日々が辛つらい」


    　ベルドリトも兄の沈鬱を憂うれう。身じろぎすると、足がガラスと箱に触れる。


    「あ、そうだそうだ今日は予定の日だ」ベルドリトが食卓の下に屈かがむ。「マズカリー王の記念日に、って言われていたよ」


    　起き上がったベルドリトの手には、濃い赤紫色の葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんが握られていた。目は食卓を見回し、栓せん抜ぬきを探す。イェスパーが腰に右手を伸ばし、霞かすんだ。


    　白い布が烈風に煽あおられたように揺れ、降りる。


    　葡萄酒の瓶の口くち許もとに斜めの線が浮かぶ。コルク栓ごと瓶の口が食卓に落下した。イェスパーの右手は、魔杖短剣の柄を鞘さやに納めた。


    「オキツグさん直伝の居合いって、そういうふうに使う剣術？」


    「時間の節約と、マズカリー王の祝杯は日暮れ前、この時間に祝うように決まっている」


    　ベルドリトは葡萄酒の瓶を傾け、食卓にある二人の酒杯に注いでいく。二人で酒杯を掲げる。


    「猊下のお心遣いとオキツグ師の技と、そしてマズカリー王に」


    「教科書にも出ている、えっら～いマズカリー王に」


    　二人で酒杯を傾け、一気に空ける。またベルドリトが瓶を傾けて、二人の酒杯に紫の液体を注いでいく。


    「待てベルドリト」


    「兄貴、まさかもう酔ったと言わないよね？　ダメだよ。今日くらいはたくさん飲んで……」


    「違う。葡萄酒の瓶だ」


    　イェスパーの隻せき眼がんが斜めとなった瓶を見据える。ベルドリトも瓶を眺める。


    「酒が減った部分、ガラスに文字と、これは地図だね？」


    　ベルドリトは瓶を食卓に対して垂直に立てる。


    　赤色の葡萄酒が半分ほどになった瓶の表面に、文字と地図と時間が記されていた。イェスパーが席を持って移動し、ベルドリトの隣に座る。


    　読みすすめていく二人の翼よく将しようの目に、驚きよう愕がくの色が広がっていく。


    「そうか、そういうことだったのか」


    　イェスパーが葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを握る。鋭利な切り口に口をつけて、一気に残りを飲む。


    　空となった瓶を食卓に戻す。瓶の一番下には、モルディーンの手による一文があった。


    「その時間にその場所へ行き、存分に遊べ、か」


    　イェスパーは瓶を握り、椅い子すを引いて立ち上がる。体内通信で支払いを済ませて、店から出る。ベルドリトは後から続く。食べ残すことが惜しいらしく、魚とパスタ料理の皿を持ったままの姿で出てきた。


    　夜のエリダナの大通りを、イェスパーが歩む。瓶を握った右手を水平に伸ばす。


    「あいかわらず恐ろしい御方だ。遠く北方にいるはずなのに、エリダナの最終局面をすでに読んでおられたとは」


    　ゴミ箱の上で、瓶を握り砕く。破片がゴミ箱に落ちる。


    　機き剣けん士しの歩みは速くなる。


    「複数の国で、同時多発的に変事が起こっている。そして幸運なことに、我らが派は遣けんされた、ここエリダナが震源地だ」


    　イェスパーは進む。


    「春先での失敗の汚お名めいを返上できる。我らの忠義と力を見せるときが来た」


    「どうするの？」


    　パスタを飲みこみつつ、ベルドリトが問いかける。イェスパーの横顔に、獰どう猛もうな肉食獣の笑みが浮かぶ。


    「皆殺しだ」


    　隻せき眼がんが前を見据える。坂の下には、エリダナの街が広がっていた。


    「猊げい下かの敵は皆殺しだ」


    



    



    　俺は階段を下りて、応接室に戻る。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを整備していた。


    　ウォルロットはなにもなかったように椅い子すに座っている。俺はジヴについて一歩先行している幸福感と、少し前まで同じ立場だったことで複雑だった。心の戦場はあまりに残ざん酷こくだった。


    　二階からジヴも戻ってくる。俺とウォルロットの間の空気を察して、二人から離れる。ジヴはギギナの隣に座る。


    　ギギナはジヴを眺め、また屠竜刀の整備に戻る。ジヴを巡る俺とウォルロットの争いを知っていても、とくに気にしていない。相棒の冷淡さが、場の崩ほう壊かいを救っていた。


    　俺は空いている椅子に座る。


    　平然とした顔を保つウォルロットと、選ぶことの残酷さを嚙かみしめているジヴを放置して、思考に沈む。大きな問題は、まだ厳然として立ち塞ふさがっていた。


    「なにか打開策は見つかったか？」


    　ギギナが問う。


    「あいかわらず事態は進まない。どう動けばいいのかすら分からない」


    　俺が答えると、場はまた思考に沈む。ウォルロットもジヴの心が離れた衝撃を和やわらげようと、一連の事件に思考を向けているようだった。ジヴも同じだろう。


    　俺やウォルロット、ジヴの三人は、心の問題など小さいものとして大きな問題で塗りつぶそうとしていた。


    　そして指輪、指輪、指輪。なにも考えつかない。そこでジヴに指輪を取りに行かせた原因が、脳裏から引き出される。


    「思い出した。もうひとつの問題を忘れていた」


    「なんだ？」


    　ギギナが問いかける。


    「関係ない。こちらの問題だ」


    　問題が見つかったことで、俺はむしろ安心していた。ウォルロットやジヴの目線を受けつつ、携帯を取りだす。懸け念ねんだったリゼリアに電話をかける。呼びだし音が続く。十回待ったが、やはり出ない。


    「ガユス、さん？」


    　切ろうとしたとき、リゼリアの声が零こぼれた。


    「リゼリア、どうしている？　ずっと連絡ができずに心配していたのだが」


    　通話口の向こうのリゼリアは無言。


    　沈黙の背後では騒音が響いている。人の叫び声、怒号が聞こえる。「反同盟」や「反ダリオネート」といった単語が漏もれ聞こえる。鎧よろいが触れあう金属音や、魔ま杖じよう剣けんの鞘さやの音も連なる。


    　俺の脳裏ですべてが一瞬でつながる。俺は思わず席を蹴立てた。


    「待て、おまえはまさかフリューと同じ道を進もうとしているのか！」


    　リゼリアは無言。


    「まさかのまさかだが」俺の声は半笑いになってきた。「エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんに参加している、とか言うなよ？」


    　さらに女の無言が続く。だとすると、俺の予測は核心を衝ついたらしい。思考と推測は嫌なほうにだけ抜群に冴えている。


    「絶対に止やめろ！　エリダナ憂国騎士団の背後には〈ベヘリガ〉が、ピエゾの特殊部隊がついている。裏があるんだ！」


    「知って、います」


    　リゼリアの声は冷静だった。


    「でも関係ありません。私はフリューの仇かたきを討うちたいんです！」


    「止やめろ！」


    「先生には関係ありません」


    　かつての生徒の声は、冷たい断絶の響きを帯びていた。


    「あなたはどの場所から喋しやべっているのですか？　私は恋人と未来を奪われたのですよ？」


    　絶望だった。リゼリアを動かしているのは、深い絶望だった。


    　俺はなんとかジヴを、心までは分からないにしても、生きて取りもどした。


    　しかし、リゼリアはすべてを失った。誰かに利用されていようと、利用されることで破滅を呼びよせられるなら、彼女は迷わないだろう。


    　エリダナの底が、彼女を追いつめてしまったのだ。


    「そうだ」俺の脳は最小限の閃ひらめきを見せた。「フリューの死は〈ベヘリガ〉が原因だ。暗殺者は〈ベヘリガ〉の手のものだ」


    「分かっています。予想していました」


    　恐ろしく冷たい声が返ってきた。


    「だから、憂ゆう国こく騎き士し団だんと〈ベヘリガ〉を利用して、すべてを破壊するだけです。そして〈ベヘリガ〉もすべて殺してやる」


    　電話が切れた。途切れた音が無情に響く。俺は急いで電話をかけなおす。


    　すでに電話はつながらない。着信拒否をされていた。もはやリゼリアに言葉は届かない。


    　リゼリアはすべてを知って、なお憂国騎士団と動いている。〈ベヘリガ〉とダリオネートとすべてを敵にするために、破滅させるために。


    　最初、電話に出たということは、リゼリアはまだ俺に耳を傾ける気があった。しかし、その後の会話で彼女を救おうとしたことが裏目に出てしまった。今となっても、どう説得すれば良かったのか俺には分からない。俺は椅い子すに腰を下ろすしかなかった。


    　電話を聞いていたギギナやウォルロットの眼も、事態の悪化を悟っていた。


    「最悪の展開のようだな」


    　ギギナの眼は、冷たい紫を帯びていた。


    　事態は最悪の底を抜けた最悪に達していた。再び俺は椅子から立ち上がる。事務所の応接室を歩く。行って戻る。


    「リゼリアは、エリダナ憂国騎士団の背後に〈ベヘリガ〉がついていることを知っていた。だとすると単なる参加者ではなく、かなり中ちゆう枢すうに取りこまれた」


    　ありえる可能性を探るべく、思考を連ねていく。


    「俺がエリダナ憂国騎士団なら、フリューの死という悲劇に見舞われた彼女を旗頭にする。旗頭を押し立てて、人々は動く。最悪だ」


    　元教え子のフリューのうえに、今またリゼリアを死なせるわけにはいかない。考えろ、考えるのだ。ピエゾの強硬派である〈ベヘリガ〉が、憂国騎士団を使ってなにをさせたいのか。そこに〈古き巨人エノルム〉を関わらせたい理由はなにか。そこさえ分かれば手が打てるというのに、思いつかない。


    　ジヴが酒杯を掲げていた。呑のん気きなように見えて、真剣な表情だった。そういえば、今日はマズカリー王の記念日だと思い出した。ドラッケン族の風習にしか従わないギギナや、ピエゾの風習しか知らないウォルロットは怪け訝げんな顔をしているだけだった。


    　ツェベルン系の人間は、マズカリー王が没した日には酒杯を掲げて祝う。ジヴは気き鬱うつな今の状況と併あわせて、酒杯を傾けなければやってられないのだろう。マズカリー王の財宝。業績。


    「あ」


    　ジヴが叫ぶと同時に、思考に閃ひらめき。


    「ジヴ、これをブローゾの最期の言葉と合わせると答えにならないか？」


    「そうそれ、私も同じことを思い出した！　マカラトの本、マズカリー王だよ！」


    　ジヴの緑の眼と、俺の目が出会う。ギギナとウォルロットは完全に放置。俺とジヴの脳裏で一連の事件の全ぜん貌ぼうが見えてくる。


    「待てよ、待て」事態は連結していく。「これで標的は分かった。〈ベヘリガ〉と〈古き巨人エノルム〉、憂ゆう国こく騎き士し団だんの目的地も、すべて同じなんだ。だがどこだ？」


    「なにを言っている？　マカラトの本でマズカリー王だと？　経済学者と古代の王が、〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉、憂国騎士団となんの関係があるのだ？」


    　俺の独り言にギギナが割りこむ。ウォルロットが剣の柄つかに手を乗せた。


    「ああ、そういうことか。そこへすべてが収束するわけか」


    　ウォルロットが理解を示した。だが、今は外野を無視する。自らの思考に集中する。


    　まだ続く立体光学映像に眼を留める。エリダナでの国際投資会議の会場と、周囲の抗議団体を映している。


    　報道自体はどうでもいいが、どこか引っかかる。動機はどこにあるか分かった。


    「鍵かぎはピエゾだ。ペンクラート問題で揺れるピエゾこそがすべての震源地なんだ。マズカリー王の故事が解釈の方法なんだ！」


    　今となってようやく理解できた。


    　報道で流れていたピエゾのペンクラート独立問題。そしてギャリー伯はく爵しやくの懸け念ねんが始まりだったのだ。


    「問題の答えは一人だ。ただ一人の居場所だ」


    　俺は最初の地点から、論理を手た繰ぐりよせていく。気づくのが遅すぎる。答えはすでに出ていたのだ。


    「敵の最終目的と場所が分かった」


    　ここまでは簡単だ。だが、どうやってピエゾはそれを止めるのか。即座に方法が分かって、俺は立ちつくした。


    「最悪だ。ピエゾは最悪の選択をし、最悪の災さい厄やくを呼びよせるつもりということか！　ギャリー伯爵もこの暴走に乗るしかなかったということか！」


    　事務所にいる全員が俺の独白に驚いている。理解の先の答えに俺だけが達した。


    　しかし他人に構っている時間はない。急いで伝えるべき人間に連絡する必要がある。


    　ギギナにウォルロット、ジヴの疑問の眼を無視して、俺は急いでゴミ箱に向かう。


    　黒猫のエルヴィンが、俺の行動を不思議そうに見ていた。


    



    



    　憂ゆう国こく騎き士し団だんの中央に指揮車があった。濃緑色の車の屋根に、女が立っていた。


    　積せき層そう甲かつ冑ちゆうを装備していたが、兜かぶとは被かぶらない。黒い髪が敷地に吹く夜の風になびく。


    　全員が彼女を見つめていた。


    　リゼリアだった。黒い瞳には、憤ふん怒ぬと憎悪、そして殺意の色があった。


    「あの会場は人々を集めるだけの偽装。だとしたら、ダリオネートは他の場所で会議を開催するつもりです」


    　リゼリアの予測に、騎士団が騒然とする。


    「そうか、そうとしか考えられない！」


    「ダリオネートならありえる！」


    「では、どこで!?」


    　口々に叫び、動どう揺ようが広がる。グレッツェンが落ちつけと叫ぶが、収まらない。愛国心や復讐心、功名心や欲望で集まったのは、高位の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちだった。それぞれが事務所を構えていたり、賞金首として追われていたりしている。


    　今まで十数人の長でしかなかったグレッツェンの器では、これほど強力で多人数の一団を制せい御ぎよできないのだ。


    「落ちつけ！」


    　リゼリアの叫びが、銀の甲かつ冑ちゆう姿すがたの騎士や、便乗する攻性咒式士たちの間を抜ける。よく通る声は指揮官に必須だった。リゼリアの声はよく通った。


    「情報を集めろ。憂国騎士団の協力者や他の愛国者たち千人、さらに街の情報屋を使えば、探せるはずだ」


    　リゼリアの黒い眼が、数十人の咒式士たちを見下ろす。憎悪の眼差しだった。


    「拝金主義の元げん凶きよう、ダリオネートを殺す！　あの男を倒して皇国への同盟資本の搾さく取しゆを防ぐ！　急げ！」


    　リゼリアの声で、携帯を取りだし連絡するもの、走りだすもの、車で移動していく攻性咒式士たち。それぞれが動きだす。


    　リゼリアが車の上から降り、敷地に立つ。騎士団の長であるグレッツェンが迎えて、上司らしさを示す。リゼリアは騎士団長に目礼をして去っていく。


    　グレッツェンは、フリューという恋人をダリオネートに奪われた悲劇の女性として、リゼリアを旗頭にした。お陰で憂国騎士団にはさらに人数と資金が流れこんでいた。


    　しかし、エリダナ憂国騎士団は、騎士団長であるグレッツェンではなく、リゼリアに指導されはじめていた。


    　グレッツェンは不安になっていた。


    「リゼリア、なにを考えている？」


    「あなたたちの主張、反同盟や反ダリオネートを本気で信じているわけではない。ただ、今の立場と憂国騎士団を利用させてもらう」


    　女の眼はグレッツェンを見ていなかった。


    　リゼリアが憂ゆう国こく騎き士し団だんの中心となるのは当然だった。集った人間の誰よりも深く暗く、心の底からの憎悪と殺意があったためだ。


    「フリューを殺したすべてのものたちに、償つぐないを受けさせる。絶対に、絶対に！」


    　若い女の顔が、殺意に歪ゆがむ。


    



    



    　藍色に染まるエリダナの街角。ビルとビルの間の闇に沈む、黒塗りの高級車があった。


    　停車していても動力機関を止めておらず、低い唸うなり声が断続的に響いている。


    　後部座席、左の窓際にギャリー伯はく爵しやくが座している。左腕を窓にもたれかけ、手を胸の前に垂らしていた。折れた右手は応急処置をされている。老人の顔には、刻みこまれたような疲労があった。小太りだった体が削られたように小さく見えた。


    　胸に去きよ来らいするのは、裏切りの痛みか、妻と娘夫婦、孫、または国家のことか。苦悩を押しこめた老人の顔からは分からない。


    「予告どおりの時間だな」


    　ギャリーが顔を上げる。外からの声に窓を開く。車の傍かたわら、暗いアスファルトの上に黒い外がい套とうが三つ並んでいた。


    　通路の先からわずかに射しこむ陽光に、長身が浮かびあがる。ゲヒンナム・ムとネビロ・ロ、そしてもう一体。


    「向こうがこちらの動きを知ったのか、早めに動いた」ギャリーが眼を上げる。「おまえが〈古き巨人エノルム〉たちの主戦派、有名な〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉の長か」


    「ゾレイゾ・ゾと言う」


    　ギャリーを見ることもなく、ゾレイゾ・ゾが名乗った。流りゆう暢ちような言葉だったが、電子合成されたような奇妙な響きが少し混じっている。


    　七つの青い目が闇に光る。ギャリーの左手の薬指と中指に、緑の指輪が光っていたのだ。


    「こちらのゲヒンナム・ムとネビロ・ロの紹介は必要あるまい」


    　ギャリー伯爵は、ゾレイゾ・ゾたち三体を真っ正面から眺める。


    　金属の肌、直線と曲線から構成され人体を模した造型。ガラスのようなそれぞれ七つと六つの瞳。全員が二メルトルを超える長身だが、本体はさらに二十メルトル前後という巨体だ。何度か伝聞を聞いて資料映像を見たが、それでもまだ信じられない。〈異い貌ぼうのものども〉のなかでも、〈古き巨人〉は常識の規格外だった。


    　しかし、ギャリーは彼らを利用するしかなかった。


    　鋭い眼は路上を彷徨さまよう。老人の眼まな差ざしは、ゾレイゾ・ゾとゲヒンナム・ムとネビロ・ロの姿に戻る。ビルとビルの谷間の路地には、三つの影しかない。


    「一体は消失したことを確認したが、残る三体で計画を遂すい行こうできるのか？」


    　ギャリーの計算では戦力不足だったため、声には責めるような感情が含まれていた。


    「一体でも充分だが、我ら三体の他にあと一体が残っている」


    　ゾレイゾ・ゾの声が街路を抜ける。ギャリーは、無造作に投げられた音を拾うしかなかった。


    「どこにいる？」


    「知る必要はない」


    　ゲヒンナム・ムが冷たく告げる。氷ではなく、鋼はがねの冷たさだった。ギャリー伯はく爵しやくは対話を諦あきらめた。胸の下で、両手を重ねる。


    「どんなに信用できずに不安だろうと、我々ピエゾは君たちに頼るしかない」


    　顔は前に向けたまま、ゾレイゾ・ゾの右半面に位置する三つの眼が動く。


    「それがペディオンから渡された〈慟どう哭こくの指輪〉と〈歓喜の指輪〉か」


    　ギャリー伯爵が左手に眼を留める。夜が吹きこむ窓に、二つの指輪を掲げてみせる。


    「この指輪は、計画に対して全権限を持つことを示すものだ。ひとつはペディオン、ひとつは〈ベヘリガ〉のロディマスに分けられていた」老伯爵が続ける。「君たちと取引するためのものだ」


    「分かっている。取引を果たしたとき、報ほう酬しゆうとして我らが受けとるべきものだ」


    　ゾレイゾ・ゾが淡々と返す。


    「ゾアイデス復活か」


    　ギャリーは指輪をかざす。


    「見果てぬ夢だな。我らとて他者のことは笑えぬが」


    　緑の宝石にも見える宝珠が、老人を睨にらみかえしていた。宝珠の輝きは、大地の緑であり、腐食の緑だった。


    　ゾレイゾ・ゾの七つの目も、呼応するように青い光を放つ。


    〈古き巨人エノルム〉たちの長であるゾレイゾ・ゾは自らの焦りに気づき、苦笑する。傍かたわらのネビロ・ロとゲヒンナム・ムは無言。電磁波でゾレイゾ・ゾに声をかけていた。


    （〈ベヘリガ〉相手ならともかく、今この瞬間なら、老人から強引に奪うことも可能だが？）


    （賢人ゲヒンナム・ムよ、それは我ら〈古き巨人〉の流りゆう儀ぎに合わぬ）


    　ゾレイゾ・ゾは前方を見据えたまま、電磁波で返答する。


    （また、この老ろう獪かいな人属がそれほど簡単とは思えない。おそらく奪われた瞬間に、内部の組成式が壊れるくらいの仕掛けはしているだろう）


    　ゾレイゾ・ゾの電磁波での予測は、ゲヒンナム・ムとネビロ・ロも納得せざるをえなかった。二体の六つの眼は不快感の明滅を示す。


    「今のところ、我ら〈古き巨人〉も、うぬら〈ベヘリガ〉もペディオンの掌てのひらの上だ」


    　ゲヒンナム・ムの眼まな差ざしが、ギャリー伯爵に向けられる。


    「ペディオン、ペディオンか」


    　ギャリーが口のなかで名前を転がす。ゲヒンナム・ムが疑問を連ねる。


    「あれはいったい何者なのか。ピエゾ上層部に食いこみ、指輪を開発する技術を持ちこむことで〈ベヘリガ〉を操った。そして〈古き巨人〉まで交渉を持ちかけてきた」


    「理があるゆえに取引を受けたが、奇っ怪なる人属だ」


    　ネビロ・ロ法師も疑念を告白する。


    「ペディオンと、やつを上手く利用しているつもりの上層部ごときの思惑など知らぬ」


    　ギャリー伯はく爵しやくは、老いた顔に不快感と覚悟を両立させていた。


    「お膳ぜん立だてされた闘いであっても、力と策で食い破るだけだ」


    　老人は左手に痛みが残る右手を添える。薬指に嵌はまる緑の宝石を抜く。〈古き巨人エノルム〉たちが注視するなか、緑の宝石を握った右手を窓の外に出す。


    「そして、二つの指輪のうち〈慟どう哭こくの指輪〉を先に渡しておく」


    　ゾレイゾ・ゾの手が上がる。怯おびえるように伸ばされていき、老人の掌てのひらにある指輪を摑つかむ。


    「いいのか？」


    「構わぬ。ペディオンの思惑より、私を信用してくれということだ」


    　ゾレイゾ・ゾの手が指輪を握り、戻っていく。銀の手に、二つそろった指輪を、ゲヒンナム・ムとネビロ・ロの十二の目が眺めている。渇かつ望ぼうしていたものが、これほど簡単にそろったのだ。


    　老人は車内から前を見据える。夕暮れに沈んでいくエリダナの西南部、工場街の先、造船所や倉庫街が広がるサラゴッサ地区を見つめる。潮風が車内にまでかすかに届いていた。


    「我らがピエゾを救うために死力を尽くすように、おまえたちは同胞を救うために犠牲を払ってきた。その点では我らもおまえたち〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉も同じであろう？」


    　座席に座った老伯爵が薄く笑った。常人より高い地点で、ゾレイゾ・ゾが無言で肯定した。


    　次の瞬間にゾレイゾ・ゾの眼が光り、驚きを覚えていたようにも見えた。ギャリー伯爵が古き巨人の様子に眼を留める。


    「なにを驚いている？　敵が現れたのか？」


    「違う」ゾレイゾ・ゾは言うべきか迷った。害はないと判断して続けた。「珪けい金きん化か物ぶつの体を持つ我らと、炭たん素そ基きの体を持つ人間とは、生態的に重ならない。人類が地下資源を利用するようになって、初めて本格的な衝突が起こったくらいだ」


    　ゾレイゾ・ゾの声に、ギャリー伯爵は耳を傾けていた。


    「それほど隔かく絶ぜつした二つの種族に、共感できる地点があったことに驚いている」


    　素直な巨人の声と言葉だった。指摘されれば、ギャリー伯爵自身も軽い驚きを感じていた。


    「たしかに、な」


    　ギャリー伯爵は老いゆえの穏やかな顔をしていた。


    「敵対種族だと思い、今回も利用するだけだと思っていたが、生命であるかぎり基本的な法則は変わらない。また、同じような知性を持つ社会性動物であるなら、分かりあえないこともないのだろう」


    　一人と一体の間には、利益を超えた、たしかな共感があった。


    　老人の叡えい智ちの瞳が前に向けられる。生物学者や哲学者のような眼まな差ざしは、冷れい徹てつな外交官の目に戻っていた。そして、残ざん酷こくな裏切り者の目に。


    「だが、同じ人間同士、さらには多種族を巻きこもうとしている私たちが言うことではないな」


    「倫理的にはそのとおり、我らは最低最悪の存在とも言える」


    　ゾレイゾ・ゾが同意した。金属の顔は、以前も以後も表情は変わらない。


    　ギャリー伯爵は、運転手に合図を出した。閉まっていく窓からは厳しい横顔が見える。


    「今や我らと〈古き巨人エノルム〉は運命共同体だ。指輪を得たいのなら奮起せよ」


    　老人の堅い決意の言葉に、ゾレイゾ・ゾは無言でうなずく。窓が閉じられ、遮しや蔽へいが降りて黒く染められる。車は静かに路地を進む。


    　ゾレイゾ・ゾが告げ、ゲヒンナム・ムとネビロ・ロは電磁波で互いの意志を確認する。そして動きだす。一度動きだせば、風よりも速い。


    　ギャリー伯はく爵しやくが乗る車の左右を、颶ぐ風ふうが抜ける。


    　轟ごう音おん。車の先のアスファルトの両端に、擂すり鉢ばち状の穴と亀き裂れつが刻まれていた。すでにビルの谷間に、三体の姿はない。


    　車内のギャリーが窓を通して見上げる。


    　前方のビルの上、エリダナの夕空に三つの影が飛ひ翔しようしていた。


    　黒い外がい套とうをはためかせ〈古き巨人〉たちは、茜あかね色の空をわたっていく。ゾレイゾ・ゾの手からは、金属の隼はやぶさが放たれた。足には、緑の瞳のような指輪があった。


    



    



    　オリエラル大河下流。東岸にある運河沿いに位置する造船所群のひとつである、ガーソン造船所。


    　運河に面した船せん渠きよには、修しゆう繕ぜん中の豪華客船エクリウス号が隣接して碇てい泊はくしていた。


    　船体は、全長一九六・八メルトル、全幅二九・八メルトル。五九二八二総トーン。乗客定員一〇四〇人、乗務員四〇〇人。客室数五八二室という巨大客船だった。


    　まさに港にそびえる壁、動く城じよう塞さいの威い容ようを示していた。


    　修繕中であるはずのエクリウス号には、艀はしけがかけられて人影が忙せわしく行き来していた。甲板や船内には、すでに乗務員が動いている。客室や操そう舵だ室しつにも電灯が灯り、機関部の暖気が開始される音が響いていた。


    　港湾管理局に提出されている予定とは違って、エクリウス号は出港寸前となっていた。


    　隣接する造船所の監視塔から、ダリオネートが準備を見つめていた。


    「よくぞお集まりいただいた」


    　ダリオネートは背後に向きなおる。


    　監視塔に急きゆう遽きよ運ばれた椅い子すには、人々が座していた。すべて初老から高齢の老人たちだった。


    　電子産業大手、マイネリート電子の年金基金の最高経営責任者である、ロス・ロデリー。


    　ラペトデス七都市同盟の軍人年金基金の管理者、バフロード・セッテンブッケ。


    　同盟系の大富豪で投資家として名を馳はせるホーマイヤー・キンスク。


    　東方諸国家系のシャーザザ信託銀行の常務取締役である、アデーツォ・ヤンザーニ。


    　イベベリア系のバダッカ信託銀行の最高経営責任者、メズ・ホッズ。


    　アルリアン人の機関投資家として著名な、ローダ・キニスキ。


    　ピエゾ西方、ペンクラート人系のペンクラート銀行のザラディ・ガナリィ。


    　大陸のノルグム人の四〇％が加入しているとされるノルグム相互信託基金の長である、ボルガ・ガレーエン。


    　世界を移動する資本を操る、投資機関や投資家の大物たちが集っていた。


    　そして、奥には最重要人物の三人が座っていた。


    　ラペトデス七都市同盟の政府投資基金を担うラカスク銀行の最高経営責任者である、ホライド・アーバンクレイ。


    　同盟系の最大手企業、オルドレイク社の系列企業すべての年金及び退職者基金の最高顧問である、ザッカレイ・オルドレイク。オルドレイク信託銀行の常務取締役であるガモス・オルドレイク。


    　ダリオネートの前に座る人物たちが動かしている各種年金や退職金の基金、投資資金は中規模国家の国家予算にも匹ひつ敵てきする。


    　全員がダリオネートの呼びかけに、商機と利益を見いだしてここに集っていた。


    「これだけか？」


    　一番の大物であるガモス・オルドレイク老人が口を開いた。ダリオネートは皺しわ深ぶかい顔に苦笑を浮かべる。


    「国際投資会議のほうに向かった百数十人は、あとの映像でつなげます。本当に大事なのは、この場所に集った十一人と私、資金全体の八割の行ゆく方えを決める方々の総意です」


    「なるほど。道理だ」


    　老人たちが笑う。自分たちがこれから決める経済の行方の大きさに、誰も緊張などしていない。


    　ダリオネートの傍かたわらで、通信がつながる。


    「エクリウス号出航にはまだ時間がかかります」


    「急がせすぎたか」


    　ダリオネートが笑う。


    「ですが、先に船上晩ばん餐さん会かいの準備はできましたので、ご乗船の準備を開始してくださいませ」


    　ダリオネートが通信に鷹おう揚ような返事を返す。


    「なるほど、私が通され足場が不安定だった本当の投資会議の正体は、エクリウス号だったということですか」


    　ラカスク銀行のホライドが納得したようにつぶやく。ダリオネートは満足そうにうなずく。


    「ダリオネート殿がエリダナに姿を現しつつも、決定的には居所を摑つかまれなかった。エリダナに存在しつつも、エリダナではない船に滞在していた」


    　ザッカレイが喉のどの奥で唸うなる。


    「船でオリエラル大河から外、公海上に出れば、もはやなにものにも手出しができない。なるほど、上う手まい手だ」


    　ガモスも納得する。


    　萎しなびた人にん参じんのような鼻の上、炯けい々けいと光る老人の眼が一団を見据える。


    「では、船内で酒杯を傾けながら、投資会議の話の続きをいたしましょう」


    　全員がダリオネートの視線を受ける。それぞれの顔には、それぞれの優雅な欲望や残ざん酷こくな愉ゆ悦えつが滲にじみはじめていた。全員が杖つえや車椅い子すで移動していく。


    　携帯が鳴りひびく。番号を確認して、ダリオネートは笑う。優雅な動作で携帯をつなげる。


    「私の贈り物からようやく連絡してきたか。待っていたよ」


    「ダリオネート！　今、どこにいる！　おまえが狙われていることが分かっているのか！」


    　老人が待っていたガユスとかいう青年の声だった。背景には風が流れる音。ダリオネートは慌てず、悠ゆう揚よう迫らぬ態度で会話を続けてみる。


    「私が誰に狙われていると？」


    「おまえが誘導したことだ。機関投資家を集めて、ピエゾの通貨であるピエゾンに危機を仕掛けはじめているのだろう？」


    　ガユスの声は暗く沈んでいた。ダリオネートは微ほほ笑えむ。ガユスの声がさらに続く。


    「ブローゾが残した最期の言葉である『金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に』は、古代のマズカリー王がバノン王に仕掛けた経済戦争のことだ。どこか記憶にある単語であるのも当然だ。金貨が銀貨になり、銀貨が銅貨になるほどの意図的な通貨危機で、教科書に載るほどの故事だからな」


    　青年の声に、ダリオネートは耳を澄ませていた。必死の声も、天上の歌声のように聞こえているようだった。


    「マズカリー王の故事は、そのままダリオネート、おまえが起こそうとする通貨危機計画のことを示している。つまり、ピエゾは、〈ベヘリガ〉は、自国の経済が破は綻たんさせられることを阻止するためにすべてを動かしていたんだ！」


    　老人の微笑みは満足そうだった。


    「ようやく気づきましたか」


    　老人の視線の先、集めた人々は、案内に従って監視塔から船に向かって移動している。


    「たしかに、すでに下準備はすんでいます。本格的な攻勢は、これからです。ここにいる我らを先頭にしてピエゾン危機を仕掛けますよ」


    　ダリオネートが告げる。


    「そしてピエゾン危機を喰らったあとのピエゾ連邦共和国は、ラペトデス七都市同盟によって圧殺され、切りとり放題になる。それこそバターを切りとるようにね」


    　相手の青年は絶句していた。


    「それが、ピエゾの破滅が、おまえの妻子の死に対する復ふく讐しゆうなのか。一国を傾けることを、墓標に捧げるというのか……」


    　ダリオネートは答えない。ガユスはすぐに勢いこんで続ける。


    「ピエゾ連邦共和国はおまえを暗殺して、通貨危機の引き金を止めようとしている。皇国の愛国団体と〈古き巨人エノルム〉を操って、ピエゾの仕し業わざには見えないようにするつもりだ」青年が必死に叫ぶ。「自分と機関投資家たちや船の搭とう乗じよう員いんを殺させたくないなら、すぐに逃げろ！」


    「逃げる必要はないでしょう。私は、私たちはここで投資を行うつもりです」


    　老練なダリオネートの声に、ガユスは返せない。ダリオネートの前に座る老人たちも、動かない。


    　ダリオネートは余裕の声で続ける。


    「なぜなら、忠告するということは、ガユス君たちは私を救いに来るということです。すでに通話がつながったのだから、位置検索でこの埠ふ頭とうへ移動しているはずでしょうね」


    　ダリオネートは論理的に告げた。通話口の向こうから漏もれる風の音が強まる。


    「そうか、おまえが俺に連絡先を教えた意味がようやく分かった。こうなることを読んでいたな」苦い声が漏れる。「クソったれ！　エリダナと教え子が関係していなければ、おまえなど！」


    「ひとつおまけを教えておきましょう」


    　ダリオネートは続ける。


    「私の命を守らなければ、皇国と同盟をも巻きこむほどの大だい災さい厄やくが起こります」


    「なんっ？」


    　相手の疑問の声に、老人の笑みが強まる。


    「それでは待っていますよ」


    　ダリオネートは通話を切る。


    　眼まな差ざしは、窓の先、出航間近の豪華客船に向けられていた。


    　いよいよ始まるのだ。


    　老人の顔に笑みが浮かぶ。小さいとはいえ、国家ひとつを喰らおうとする巨大な計画に対する喜悦だった。


    



    



    　エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だん本部ビルは、騒然としていた。


    　ビルの前には、数十人の人間が情報を携たずさえて行き来している。狩りのために解放される瞬間を待って、四台の装甲輸送車がうずくまっている。


    　玄関前には、積せき層そう甲かつ冑ちゆうを着た騎士が木箱や階段に座る。それぞれに武装した攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが、壁に背を預け車に座っている。憂国騎士団の武装部隊は、情報の到来を待っているのだ。


    　装甲輸送車の前にある木箱の上に、リゼリアがいた。右膝を立てて、両手で抱えている。


    　黒い目は前を見ていた。女は誰よりも暗い眼をしていた。殺意が凝こごりすぎて、重力場となっているようだった。


    　横手にある木箱に、騎士団長であるグレッツェンが座っていた。しかし、場の中心はあきらかにリゼリアだった。騎士団や攻性咒式士の全員がリゼリアを注視していた。


    　彼ら彼女らは、リゼリアの決断、殺意を解放される瞬間を待っているのだ。


    　ビル内部から、黒背広の男が走りでてくる。若い顔には喜び、そして手には情報を記した紙を握っていた。ビル前に座す、グレッツェンの前、というより隣にいるリゼリアの前に立つ。


    「ついに所在が摑つかめました！」


    「どこからの情報だ？　確度は？」


    　グレッツェン騎士団長が即座に返す。先ほどから五度も誤情報がもたらされたのだ。一度目は部隊を富豪の別邸に動かして空振り。次からは、追確認を協力者にさせている。


    　報告してきた若い男は荒い息を吐いて、続ける。


    「出資者からの情報で、情報の確度は高いです。近くにいた協力者に確認させると、たしかに無人であるはずの造船所に動きがあり、武装した攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもが護衛しているようです」


    　前に掲げてみせた紙は、旧式の写真だった。夜間撮影装置がない通常の撮影機で、しかもかなり遠い距離から望遠で撮られたものを拡大したため、粒子が粗あらい写真だった。それでも写真は情報が事実であると確認できた。


    　無人のはずの造船所には光が灯り、護衛が立っている。奥には高級車の群れが見えた。


    「ガーソン造船所？　港で投資会議を開催する気か？」


    　髭ひげを撫なでて、グレッツェンは疑問を呈する。ビルの出入り口や窓にも、多くの人が行き交う。


    「向こうの思惑はどうでもいい」


    　リゼリアの硬い声が議論を叩き斬る。全員の視線の先で、リゼリアは魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握りしめていた。鞘さやから抜かれた刃を、女の目が見つめていた。


    「大事なのは、ダリオネートと資本の怪物どもが、ほぼ確実にガーソン造船所に集結していることだ」リゼリアの瞳は刃の輝きを映していた。「この好機を逃のがせば、ダリオネートはまた姿を消す。いつものように租税回避地や外国を点々と移動されては、我らにダリオネートを捕捉できる機会は二度と来ない」


    　刃を見つめていた眼が、集合した憂ゆう国こく騎き士し団だんに向けられた。


    「絶対にこのエリダナで叩きつぶすのだ！」


    　圧倒的な憎悪が、憂国騎士団の鼓こ膜まくを震わせていった。


    「応おう！」


    　応えるのは騎士や攻性咒式士たち数十人の怒号。


    「応！」


    　ビルの出入り口や窓に鈴なりになった数十人の叫び。


    「行くぞ」


    　木箱から降りたリゼリアが、歩みを進める。


    「今から行うのは平和的な行進ではない。暗殺部隊として向かう」


    　女の背後には、グレッツェンを筆頭とする憂国騎士団の銀の鎧よろいが続く。総勢十六名。さらに高位の攻性咒式士たち、十九名が続く。


    　リゼリアを入れて、総勢三十六名。ダリオネートと投資会議を暗殺するために絞しぼった、最精鋭の高位攻性咒式士たちだ。


    　憎悪と殺意を宿した攻性咒式士たちは、四台の装甲輸送車に乗りこんでいく。全員の搭とう乗じようを確認し、装甲輸送車が発車する。


    　ビルから溢あふれる歓かん呼この声を受けて、輸送車が車道に出ていく。


    　車道に出ると、四台は疾しつ駆くしていく。濃緑色の野獣たちは走る。ガーソン造船所に向かって、ダリオネートと投資会議に向かって。


    　先頭の装甲輸送車の後部、輸送コンテナ内部では騎士たちが向かいあって座る。左右の座席の一番奥、中央席にリゼリアが腰を下ろしていた。


    　両手で魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握り、鞘さやの先は床に突き立てられていた。車の振動で、鞘が床と擦すれる音をたてる。


    「フリュー、あなたの仇かたきを取ってみせる」


    　独り言は重く暗い。


    「世界があなたを奪ったのなら、私は世界を灰に変えてやる」


    　殺意の群れを乗せて、装甲輸送車はエリダナの街を疾駆していく。


    



    



    　キュラソーの胴に叩きこまれる巨大な戦せん鎚つい。衝撃で忍しのびの身体が破裂した。


    　四散したのは、夜色の背広とシャツの布地だけだった。


    　夕暮れの線路を後退していく四肢。大きく広げた両足と左手を線路の砂利について、キュラソーの体が停止する。線路に刻まれた後退の軌跡。


    　キュラソーは前かがみの獣の姿勢。小ぶりな胸を、拘こう束そく着ぎのようなさらしが締めつけ、下には清せい冽れつなまでに真っ白な褌ふんどしのみ。戦闘用長靴の踵かかとが石いし畳だたみに食いこんでいた。


    　生体変化系第三階位〈晩夏空蟬カラセ・ミー〉により、服を囮おとりにし、術者たるキュラソー本体は背後に逃のがれたのだ。


    「小こ賢ざかＣことを。そしてなんてＹ褻せつな姿になる技だ」


    　ティボルト・トが長くなっていた戦鎚の柄を元に戻す。脇に抱えて、盤ばん石じやくの構えとなる。


    　忍者の額から熱い液体。空うつ蟬せみの咒じゆ式しきで逃れたつもりだが、額を掠かすめて流血していたのだ。


    　咒式とともに、キュラソーは基本的なことを失念していた自分を責めた。〈古き巨人エノルム〉が魔杖剣や咒式具の発明者であるなら、武具の金属を変化させる咒式など簡単に操る。指揮官たる自分が不ふ甲が斐いないばかりに、部下の四人を死なせてしまい、自らも無様に負傷している。


    　それでも絶対に優先すべきことだけは忘れてはいない。


    「猊げい下か、早くお逃げくだされ！」


    　四足獣の姿勢のまま、刃を逆手にかざしたキュラソーの凛りんとした叫びがあがる。半裸以下の肢し体たいであっても、闘気に満ちていた。後方のモルディーンは、線路上の座席から立ち上がろうともしていなかった。


    「先に言ったとおり、逃げる意味がない。キュラソー君が倒れるなら即座に私も殺される」


    　モルディーンは座席に深く身を沈める。


    　前方を見据え、キュラソーは巨人と対たい峙じしていた。相手もキュラソーの技ぎ倆りようの冴えに、迂う闊かつには動けなくなった。ピエゾ辺境で死闘が静止していた。


    　額から流れる鮮血を気にせず、キュラソーの切れ長の瞳が動く。瞳どう孔こうが背後を気にする。高架線路を鉤かぎ爪つめとなって摑つかんでいた左手が離れる。なにかを探すように左手が迷う。


    　躊ちゆう躇ちよしたが、それでも左手は背後に回され、腰から下を目指して進んでいく。密ひそやかに、ゆっくりと、そして確実に。


    「どうしたキュラソー君、なぜ左手を背後に回す？　それでは姿勢が不安定ではないかね？」


    　背後のモルディーンの声に驚いたように、忍しのびの手が跳ねる。引き締まった尻の左上で。形のいい唇から、困惑した声が細く漏もれる。


    「その、猊げい下か、あの逃げるのは無意味でも、なるべくなら右か左へと少しでも移動していただけないでしょうか？」


    「なぜだね？　せっかくキュラソー君の美しい尻の形が露あらわになっているというのに？」


    「か、完かん璧ぺきに分かっているじゃないですか!?」キュラソーの左手が開かれ、細い褌ふんどしだけで覆おおわれた尻の割れ目を隠す。「猊下の視線が気になるんですっ！」


    　キュラソーの怒気に満ちた顔が、背後の上司へと振りかえる。


    「冗談はここまでにしておこう」


    　モルディーンは、座したまま手て摺すりに肘ひじをつく。その掌てのひらで、顎あごを支えていた。


    「〈古き巨人エノルム〉がエリダナでの指輪の争奪戦に保険をかけるためにわざわざ私を狙う、というだけでもあるまい」


    　モルディーンは答えを見つけた。


    「一連の事件を操るものに、私が〈宙ちゆう界かいの瞳〉を持つとでも唆そそのかされたか」


    「黙るがよＥ。Ｕたち、人属どもの争いなど関係なＥ。我は由ゆい緒しよＲ〈古き巨人〉の未来を得るためにここに推すい参さんしたのでＲ！」


    　ティボルト・トは戦せん鎚ついを構える。


    「ゾアイデス大君の復活に、さらに〈宙界の瞳〉がそろえば、〈古き巨人〉は太古の栄えい華がを取りもどすのでＲ！」


    「愚かな」


    　モルディーンの言葉が、巨人の希望論を一言で斬って捨てた。


    　ピエゾの辺境に、巨人が反はん駁ばくの声を響かせる。


    「Ｏまえたちが、騒々しく憎み争う種属がなにをＥう！」


    「騒々しく憎み争う種族、か」


    　モルディーンは冷静だった。間にいるキュラソーは、隙すきを窺うかがう。モルディーンは〈古き巨人〉に続ける。


    「だからこそ、我らは時代の寵ちよう児じとなったのだよ」


    　モルディーンが微ほほ笑えみとともに答えた。気け圧おされたように、ティボルト・トが一歩下がる。座ったまま、モルディーンが告げる。


    「短い寿命のなかで、愛し争い、殖ふえて死ぬ。だからこそ我らは生みだした。知識を技術を、乗り物を通信を、思想を哲学を、絵画を音楽を、政治を経済を、そして歴史と物語を」


    　一足で踏みつぶせそうな矮わい小しような人属の眼光が、ティボルト・トを射すくめる。


    「対して汝なんじらはなんだ？　なにを生みだした？　ただ生きていて、咒じゆ式しきの基礎を生みだしただけで満足し、以降はなにも生みださなかった。悠ゆう久きゆうの時を重ねながら、汝らはそこで停止してしまった。そんな過去の遺物が我ら人類を責め、また太古の栄えい華がを呼びもどすだと？　それはなんの冗談だね？」


    　モルディーンの黒い瞳には、哀れみともつかぬ深い感情が孕はらまれていた。


    「それが〈古き巨人エノルム〉族の共通認識なら、私は〈古き巨人〉というものを買いかぶっていた。気分を変えて会話をしてみたが、その必要もなかったようだな」


    「暴言、断じて許さぬＹ！」


    　ティボルト・トが戦せん鎚ついを構える。巨大な足の下で高架線路が軋きしむ。モルディーンは興味もなさそうに右手を掲げる。指先は〈古き巨人〉を指し示す。


    　キュラソーは魔ま杖じよう刀とうを握りこむ。


    「汝らが人類に敵対するというのなら、我らは時代の鉄てつ槌ついをくださねばならない」


    　モルディーンの右手は指し続けていた。キュラソーの全身の筋肉が張りつめられ、魔杖刀〈夜よ鴉がらす〉の切っ先に、複雑で膨ぼう大だいな咒式が組みあげられていく。


    　女忍者の全身に、闘志が漲みなぎっていた。キュラソーの迷いは消えていた。人類の意志、モルディーンの信念が、迷いのすべてを焼却させた。


    　そして待っていた。ただ一言を。開始の合図を。


    「キュラソー君、そこに転がっている大きなゴミを歴史の闇に去らせたまえ」


    「主命のままに！」


    　主君の右手が振り下ろされると同時に、キュラソーが弾丸となって発進。全力で間合いを詰めていく。


    　呼こ応おうするように踏み出した巨人の一歩が、線路を踏み砕く。


    「滅Ｂるのは、ＵたちでＲ！」


    　樹木のような腕が連動し、巨大な戦鎚が振り下ろされるっ！


    　超衝撃を受けた高架線路が破砕。コンクリと鉄筋の断面を見せて、前後に折れる。大地から逆さに噴き上がる破片の瀑ばく布ふ。だがしかし、すでにキュラソーは飛ひ翔しようしていた。巨人の左脇を抜けていく一羽の鴉となって飛んでいく。


    　ティボルト・トは右手一本で戦せん鎚ついを振っており、残る左の剛腕が、空中のキュラソーへ裏[image: ]を放つ。最初の一撃は、キュラソーの超高速移動を捉えられないことを予測し、追撃を放っていく。


    　今度こそ、キュラソーのさらしだけの背に巨大な[image: ]が命中。脊せき髄ずいと肋ろつ骨こつが折れ砕け、背筋から外斜腹筋、胸きよう郭かくの内臓が破裂し体液と血液を撒まき散らす。


    　衝撃で真っ二つになった肉と内臓の破片が、赤の糸を曳ひいて高架線路にまき散らされる。血霧の向こう側に、キュラソーの不敵な笑みがあった。


    　微ほほ笑えみの前を、しなやかな肢し体たいが横切っていき、さらに別のキュラソーの横顔が飛翔していった。また別のキュラソーが飛ひ燕えんの速度で跳躍する。他のキュラソーが、また他のキュラソーが跳ねる。


    「Ｏおっ！　なんとＥうことだ!?」


    　ティボルト・トの目は、理解不能の事態に対する愕がく然ぜんとした色を隠しきれなかった。


    　高架線路を後退する巨人。巨大な踵かかとの前に、左から降りてくるキュラソーと、右から降ってくるキュラソーが同時に着地。切れ長の目が一瞬だけ交差し、入れ代わるように、それぞれの方向へと跳ねていく。


    　肩口を横切る半裸のキュラソーに巨人が反応すると、背後には蝶ちようのようにキュラソーが跳はねていく。


    　百人ものキュラソーが、巨人の周囲で跳ね、飛ひ翔しようし、飛びまわっていた。


    　それは生体生成系第七階位〈高雅式百蝶群鱗舞オー・クヌス〉により、自らの分身を生み出すコウガ忍者の秘術だった。


    「小こ賢ざかＣ！　まとめて滅Ｂるがよい！」


    　ティボルト・トが戦せん鎚ついを振るい、何体かのキュラソーをまとめて破砕。血と肉が跳ねるが、光学系の幻ではない。百体すべてが実体。消失したキュラソーは、また補充される。


    　蝶の舞いから手元から放たれる銀の飛ひ燕えん。咒じゆ式しきによって生まれた手裏剣と呼ばれる投剣が、巨人の全身に突き立っていく。


    　金属の肌を持つ巨人にとっては棘とげに刺されたほどの傷だが、百回の投とう擲てきがもし百回も繰りかえされれば、一万の攻撃。充分に危険だということも理解した。


    　百の蝶となり、百の毒どく蜂ばちとなったキュラソーを、巨人の手が払い落とそうと動く。だが、戦鎚や手をいくら振り回そうと、高速移動する百の影を捉えることはできない。


    　忍しのびの飛翔や跳躍の軌跡が宙に描かれる。


    　残像などではなく、軌跡は実線。


    　極細の百条の糸が、巨人の額や首、腕や肩、胴体に腰、足首へと巻きついていた。


    　化学鋼こう成せい系第三階位〈単斬絃絲ザン・シー〉の咒式による、百本の単分子の糸。それは分子の結合強度を持ち、直径一ミクロルあたり約二・四トーンの重量を支える張力を誇る。


    「両断されよ！」


    　キュラソーの叫び。極細の百条の糸は、鋭利な万の刃となって、巨人の肉体を輪切りにしようとする。金属の肌の表面に食いこみつつも、糸は肉や骨には進めなかった。


    「その程度で我がＱ極の肉体が切れるわけがないのでＲ！」


    〈古き巨人エノルム〉であるティボルト・トは余裕の笑み。あとは腕力で斬糸を千ち切ぎるだけでいい。


    　しかし、キュラソーが動どう揺ようすることはなかった。百のキュラソーが魔ま杖じよう刀とうを翻ひるがえし、糸が引き絞られる。〈古き巨人〉の身体が揺らぐ。線路に亀き裂れつを生んでいた、ティボルト・トの踵かかとが引きぬかれていく。


    　百トーンはあろうかという巨きよ軀くが、膨ぼう大だいな数の糸に釣られて上昇していたのだ。


    　〈古き巨人エノルム〉を拘こう束そくしていた百条の糸の逆端は、上下左右に伸ばされていた。列車の残ざん骸がいや高架線路、そして左右にある巨大な建造物の間に、巨大な蜘く蛛もの巣のように糸が張りめぐらされていた。


    　左右にある巨大な建物に突き立っていたのは、数百もの短剣。手裏剣の柄つかにある輪が滑かつ車しやとなっており、糸が通されていた。


    　手裏剣自体にも巻きついた単分子の糸は、周囲の巨大建造物ごと縛しばって固定していたのだ。


    　百人のキュラソーの裸の肩と背筋が盛り上がり、魔ま杖じよう刀とうを、糸を引きよせる。百条の糸が張りつめ、手裏剣の滑車たちが擦こすられ、悲鳴を軋きしりあげる。


    　空中の巨人が防ぼう御ぎよ咒じゆ式しきを解除し逃のがれようとする。驚きよう愕がくの顔が、急激に後方後退。


    「けああああああああああああああっ！」


    　百人の忍しのびたちが、裂れつ帛ぱくの気合とともに疾走。激しく引かれた糸が疾走。ビルに、壁に、線路に設置されたいくつかの手裏剣が負荷に耐えきれずに破損。それでも、練りあげられ合ごう一いつされた爆発的な力が、ティボルト・トの巨体を空中に巻き上げた。


    「なんだとＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯっ!?」


    　高架線路の椅い子すに座したモルディーンが、空を見上げる。巨きよ軀くは、天高く地上三百メルトルの高度に浮かされていた。


    　滑車を破壊するほどの糸の疾走は、ティボルト・トの身体を切り刻んでいた。それでも歴戦の巨人は空中で再度の防御咒式を展開、脳や内臓などに致命傷を負うことを防ぐ。


    　空中にあろうと、〈古き巨人〉は千ち切ぎれかけた腕で大おお鎚づちを握りこむ。遠く眼下の高架線路に見えたのは、百のキュラソーの顔。忍の魔杖刀には、まだ単分子の糸がつながっていた。そしてつながる糸は、ティボルト・トの全身をいまだ拘こう束そくしている。


    　中央のキュラソーが刃と糸を振り下ろすと、キュラソーの群れは全力で分散、疾走。凄すさまじい勢いで糸が引かれる。


    　先ほどとは逆に、ティボルト・トは大地に向かって落下。重力加速度以上の超高速で。


    「凄すさまＧいＥＥＥＥＥＥＥＥＥっ！」


    　受け身をとろうとしても、巨人の全身は単分子の糸で拘束されている。恐怖の叫びを漏らすことも許されず、巨人は頭部から高架線路に落下していくっ！


    「決っ！」


    　疾走するキュラソーの腕が引きよせられ、さらに糸が加速。〈古き巨人〉が高架線路に大激突。大地震が起こったかのような重低音。高架線路は真っ二つに砕け、下へと落下していく。さらに激突音と膨ぼう大だいな粉ふん塵じんを散らす。


    　キュラソーが砕けた高架線路の端に着地。残る九十九人のキュラソーも、周囲に並んでいた。強化コンクリの高架線路の下、岩盤にティボルト・トは落下していた。


    　頭どころか巨人の肩まで埋まっていた。四方に広がる亀き裂れつから、白銀の液が滲にじみだす。生成された石油化合物は無色になり、金属を含む巨人の血液は白銀色に見えるのだ。


    　白銀の血液に染まる岩盤の下、巨人の頭部は、頭ず蓋がい骨こつから内部の脳までもが完全に粉砕されているのだろう。


    　巨大な墓標のように屹きつ立りつしたティボルト・トの全身の傷から、銀の体液が迸ほとばしる。


    　巨人の右手が肘ひじから断たれて、大地に落ちる。握っていた巨大な大おお鎚づちの先端も落下して、轟ごう音おんを奏でる。激突は、単分子の刃の拘束をも強化する。つまり、巨人の胴体も分解していった。さらに足首が腰が、胸板と胴体が、地響きをあげて崩れ落ちていくのが当然の帰結。


    　キュラソーが背後に下がると同時に、高架線路が崩ほう壊かい。コンクリと鉄筋の破片とともに、巨人の死し骸がいを埋めていく。


    　噴きあがる轟ごう音おんと濛もう々もうたる粉ふん塵じん。輪切りにされた巨人の死し骸がい。大量の白銀の血液が、あたり一面を夜明けの海に変えていた。


    　張りつめていた緊張を解き、キュラソーが息を吐く。〈古き巨人エノルム〉の血液と体液の噎むせかえるような油臭に、軽く咳せきこむ。臭いを感じないように口だけで呼吸すると、さらしの下で薄い胸が動く。周囲のキュラソーたちも同じ動作をした瞬間、輪りん郭かくが曖あい昧まいになる。


    　咒じゆ式しきによる量子干かん渉しようが崩ほう壊かい。水晶が割れ砕けるように光が散っていく。九十九人分の光の粒子は、桜の花弁や蝶ちようの翅はねとなり、風に吹かれるようにキュラソーの傍かたわらを過ぎさっていく。


    　咒式による百人の実体分身からの初撃は、手裏剣による多重多角攻撃。次の単分子の糸の咒式は相手への斬ざん撃げきで、基本は相手を切り刻む技だった。


    　しかし対象が高硬度で、二重の攻撃に耐えるならば、拘こう束そくに徹して即座に天高く巻き上げる。そして逆落としにする。


    　最後の一撃は対象自身の体重を利用するため、咒式干渉や頑健さを誇る高位の〈異い貌ぼうのものども〉ですら防ぎようがない。


    　それこそ、対巨大生物用のコウガ流忍術の奥おう義ぎ〈星辰落としアマツミカボシ〉の技。この三段構えの破壊の前には、〈古き巨人〉といえども死滅せざるをえないのだ。


    　指の印をきり、キュラソーが闘いの終結を告げる。


    「我が甲賀流忍術の前に、敵はなし」


    　崩壊した高架線路の後方、椅い子すに座ったままのモルディーンが、指で自らの頰を撫でる。


    「お尻が丸出しだけどね」


    「猊げい下か、いいかげんこちらを見るのは止やめてくださいって！」


    　慌てて両手で褌ふんどしで割れ目を覆おおわれただけの尻を隠し、キュラソーは顔だけ振りかえって怒鳴る。


    　怒声をあげた女忍者の顔が下に落ちる。膝が痙けい攣れんし、崩れたのだ。両手で膝を押さえて、キュラソーは必死に体勢を立ててなおす。


    　数ある最高階位の咒式のなかでも有数の、莫ばく大だいな咒力と制せい御ぎよ力を必要とする分身咒式に、さらに各種咒式を連携させるこの奥義は、キュラソーの心身を蝕むしばむのだ。


    　ついに自重を支えきれなくなり、忍びの体が傾斜していく。


    「そこで倒れるのかね」


    　モルディーンの疑問めいた声、ただそれだけでキュラソーの傾きが止まる。膝が震えているが、魔ま杖じよう刀とうを線路に突きたてる。刀身に縋すがりつきながらも、崩れおちることを防いだ。


    　キュラソーが歯を食いしばる姿を見ても、モルディーンは手を貸そうともしない。それが試練でもあるかのように眺めていた。


    「上出来だ。それでこそ私の忍者だ」


    　モルディーンの満足そうな笑み。


    「到達者階級と呼ばれる十三階かい梯ていは、いわゆる人間の限界。しかし努力と偶然の生存でも届く範囲にすぎない」瞳には神のような冷厳さがあった。「私が望む翼よく将しようは、絶対的に人間でありながら人間であってはならない。そうでなくては、私が行く道についてくることなど望めぬ」


    　眼まな差ざしはキュラソーを見据える。


    「君もようやくその枷かせを乗り越えたようだね」


    　キュラソーの不信を隠そうともしない表情が、微ほほ笑えみに変わる。


    「倒れるな、とは拙せつ、者しやの信念の強さを、信じてく、れたわけです、な」


    「いや、単に緊張するお尻が美しいし、倒れられると鑑賞できないからだよ」


    　モルディーンは真剣な面おも持もちで言いはなった。キュラソーの内部の大事な部分がぷっつりと切断された。女忍者の視界が暗黒に染まる。


    　糸が切れたように、女忍者はあっさりと倒れた。線路にしなやかな肢し体たいが横たわる。白い尻を眺めつつ、モルディーンは微ほほ笑えむ。


    「ふむ、どうやらまだまだのようだね」


    　モルディーンの述じゆつ懐かい。


    「手を出さないでくれてありがとう」


    　モルディーンの傍かたわらには、緑の瞳の大賢者が控えていた。真紅の唇に、薄く滲にじむような笑みが含まれていた。


    「助けなど要らぬさ。今の彼女は、我ですら片手間には勝てぬ相手だ」


    「だが、風か邪ぜを引かれても困る」


    　モルディーンが雪国用の長い上着から、腕を抜く。ヨーカーンが受けとり、高架線路を進む。横たわるキュラソーの白い尻に、上着をかける。


    「君はおもしろくなってきた。他の翼将と同じくらいには」


    　ヨーカーンは気絶しているキュラソーの横顔に、そっと囁ささやいた。


    　線路上のモルディーンは、ついに座席から一度も立ち上がることはなかった。大賢者の言葉になにも応えることなく瞑めい目もくしていた。


    　モルディーンの眼は、崩壊した高架線路、峡谷を作る〈古き巨人エノルム〉の遺跡から逸そらされた。闇色の視線は遠くへ向けられていた。


    「私と盤面の向こうに座る相手は、ようやく賭け金を積みあげた」


    　唇には、優雅な笑みがあった。


    「あとは互いがすでに繰りだしていた手札が、エリダナで裏返しにされていくだけだ」

  


  
    十六章　魂の賭博


    



    　　　　　　その時その場所にいるだけで人は死に、殺される。


    　　　　　　そんな戦場のことを、古代では魂の賭博場と呼んだ。


    　　　　　　存分に賭けて死ぬしかない。


    
      オゼット・ハランス「廃はい楽らく園えん」神楽かぐら暦れき三二一年

    


    



    　借りたヴァンの前方に、オリエラル大河東岸を流れる運河が見える。


    　遠景には、新興商業地であるワデイン地区の高いビル。そして、一ひと際きわ高く夜にそびえるテンペリオンビルの威い容ようが見えた。


    　開店準備で忙しいはずのテンペリオンビルには、光がまったく灯っていなかった。ベイリックが言ったように、抗議活動に圧され、準備が自じ粛しゆくとなって無人なのだろう。


    「今から考えれば、あのビルや落成式、そして最初に会ったときの会話もダリオネートの誘導ということか」


    「投資会議にしても、人々の憎悪を集め、ピエゾを釣り上げるための誘ゆう蛾が灯とうだった。根性の曲がった老人だ」


    　ギギナが抱えた屠と竜りゆう刀とうの鞘さやを鳴らす。ダリオネートがエリダナで姿を示しつづけた理由が俺にも分かった。


    　後部座席では、ウォルロットが咒じゆ式しき装備の最終点検をしていた。


    「金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に。ブローゾの最期の言葉と、ジヴの勇気と機転のおかげで、だいたい分かってきた」


    　俺の唇が一連の事件の真相を再確認する。


    「マカラトが著書で書いたマズカリー王の故事のままだ。しかしピエゾに通貨危機を起こし、国家を破は綻たんに追いこんでまで利益を得ようとする老人がいようとはな」


    　口惜しい。なにもかも後手後手に回っている。


    　マズカリー王の故事を記した経済学者のマカラトの「経済と法」は、俺やジヴ、ツェベルン人なら学生時代に確実に読む本だった。ピエゾのウォルロットも知っていたが、すぐには思い出せなかった。逆にギギナにとっては、マズカリー王でも軍事に関係しない故事はほぼ興味の外だった。


    　ブローゾはジヴには分からないように、古代の故事を出してウォルロットに伝えた。ウォルロットが気づくには、〈ベヘリガ〉やジヴの誘ゆう拐かいや〈古き巨人エノルム〉との死闘で、思考の時間が足りなかった。


    　責められるべきは俺のほうだ。マカラトの「経済と法」は、俺がフリューに薦すすめた本の一冊だ。都合良く内容を思い出すことはできなかったが、それでも早く気づくべきだった。


    　本当に鋭敏な人間なら、ダリオネートの会見のとき、あの老人の過去の因縁の国がピエゾだと推測し、利益を求める法則の化身だと分かったあとでなら、この事態に気づけたはずだ。


    「通貨価値の下落は恐ろしい。通貨価値が十分の一になるとは、物価が十倍になることだ」


    　後部座席のウォルロットが引き継いだ。


    「日々のパンやパスタなどの食料、電気やガスや燃料費がすべて十倍になるな」


    　想像するだけで、俺の身が震える。十倍の物価など、想像もできない。ウォルロットは唇を嚙かみしめている。


    　通貨危機を受ければ、ピエゾという国家は破綻し、ピエゾ国民は凄すさまじい苦しみを受けることになる。貧しき人々は苦しみ、飢えや暴動で死ぬだろう。


    　俺がすべきことは決まっている。もちろんジヴや俺の仇きゆう敵てきである〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉の陰いん謀ぼうを粉砕し、リゼリアを救いに行くつもりだった。


    　だが、ダリオネートを救いに行くべきか、殺しに行くべきか分からなくなってきた。俺ですら迷っているのに、より複雑な立場にいるウォルロットはどうするのだろうか。


    　ピエゾの勇者は、愛を失い、今また祖国を失おうとしている。


    　俺が鏡で確認すると、ウォルロットは静かに外を眺めていた。


    「通貨危機と憎悪の、どちらが先かは分からぬが、ダリオネートの動きに〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉も動いていた。そしてまたダリオネートも〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉の策に対抗していた」


    　ギギナがつぶやく。


    「我らや人々が両者の思惑の間で右往左往していただけだ」


    　苦い現実だった。〈ベヘリガ〉と〈古き巨人エノルム〉、ダリオネートが仕掛けた問題だけでなく、俺とウォルロットも、ジヴを巡って右往左往していた。両者の間には深い溝みぞが横たわったままだった。


    　俺は迷いから眼を逸そらした。


    　今は眼前に迫る大だい災さい厄やくに全力を投入するしかない。


    　たとえ眼前の苦難から眼を逸らすためであっても、恐ろしい大災厄であることだけは、厳然とした事実なのだ。


    　俺は、ジヴの命を危険にさらした〈ベヘリガ〉と〈古き巨人〉を許す気はない。フリューと同じ悲劇を、リゼリアに起こさせるわけにはいかない。そして良き人間としてジヴの隣に立つなら、エリダナに起こる大災害を見捨ててはおけない。


    　ウォルロットもブローゾを殺した一派を倒し、ピエゾの暴走を阻止したい。


    　互いに信じられないが、互いを味方だとするしかないのだ。それぞれの個人では、今から予想される最悪の相手に勝てるわけがないのだ。


    　車が緩やかな坂を下っていくと、手前の左右の岸辺には、大工場地帯が広がっている。


    　工場や造船所の屋根やビル、起重機の連なりが遠くまで続いている。港には、接岸するいくつかの船影が連なっていた。


    　すべての船が建造中か、出港待ちのために動力が入っていない。


    　だが、一隻せきだけ周囲や船体に照明が灯され、出港準備をしている船が見えた。知覚眼鏡クルークブリレで視覚を増幅すると、船側にエクリウス号という文字列が見えた。


    「あれだ、一番奥の船だ」


    　後部座席からウォルロットが錆さびた声で告げた。造船所の壁に沿って進む。門もん扉ぴが見えた。左右には攻こう性せい咒じゆ式しき士しが立っていて、すでにこちらへと魔ま杖じよう剣けんを向けている。


    「止まれ！」


    　手前の右にいた咒式士が叫ぶ。俺は窓から顔を出して叫ぶ。


    「こちらを警戒している場合か！　憂ゆう国こく騎き士し団だんが向かってきている！」


    　俺は相手の警戒が収まらないために、門扉には遠い場所で車を停車させる。咒式剣士が前で、後こう衛えい系が背後。二人の咒式剣士は即応できる距離から、魔杖剣を向けてくる。


    「憂国騎士団の情報は、摑つかんでいる。だが、おまえたちが我らを油断させようと近づいた憂国騎士団、という可能性もあるが？」


    　俺は空からの手を見せつつ、車の窓から上半身を出す。


    「違うね。情報を正確に摑んでいたら、おまえたちは造船所に近づくものすべてに即座に咒式を放っている。だからおまえたちはすでに情報をもたらした俺たちを疑っていない」


    　俺の言葉にも、相手は怯ひるまない。ならばさらに論理を紡つむいで説得していく。


    「ついでに言えば、俺たちが憂ゆう国こく騎き士し団だんなら遠距離から咒じゆ式しきを放って突破している。だからそちらも声をかけた俺たちを疑わず、相互信頼ができたわけだ」


    「まだそちらが油断させてから咒式を放ってくるか、憂国騎士団の囮おとりか判断できない」


    　護衛二人は警戒心が強い。


    「ダリオネートにつないでくれ。ガユスとギギナたちが来たと言えば分かる」


    　ピエゾの勇者であるウォルロットのことは、複雑なので出さないほうがいいだろう。


    　俺の再度の呼びかけにも、門衛は黙ったままだ。門の後ろにさらに護衛がいて、俺たちが本人かどうかを調査し、さらにダリオネートと連絡しているのだろう。門衛が連絡すればダリオネートが内部にいることが確実になるために、逡しゆん巡じゆんしている演技だ。


    「本人であることが確認できた。ついでにダリオネート氏も内部に入れることを了りよう承しようした」


    　連絡がついたようで、護衛が門もん扉ぴを開く。俺は、車体を徐行で進めていく。


    「地獄門は開いた。これから先に進むものは、すべての希望を捨てよ、か」


    　助手席のギギナは欠伸あくびをしていた。後部座席のウォルロットも、静かな目で窓の外を眺めている。二人とも、もう少し緊張してほしいところだ。ウォルロットの唇には笑み。


    「三人全員が生きて帰ることができる、とは思わぬことだ」


    　敷地への門を抜ける。即座に背後で扉が閉まる。前方に眼を戻すと、造船所の敷地が広がる。


    　左右には十数人の咒式士たちがいた。魔ま杖じよう剣けんに積せき層そう甲かつ冑ちゆうで完全武装している。咒式士たちの一人が、顎あご先さきで奥へと進むように指示する。


    　造船所の広大な敷地を進む。建造用の建物や工場の棟、ビルに起重機。車があちこちに停められて、攻こう性せい咒式士たちが集っていた。迎げい撃げき態勢が整えられている。


    　左手には造船所に引き込まれた運河が続く。川岸には接岸された船が並ぶ。見上げるほど巨大な船体が連なっている。


    　造船所の監視塔の前で、車を停める。俺とギギナ、ウォルロットが降りる。


    　監視塔の出入り口には、いつか見た黒背広の攻性咒式士が、二人で立っていた。男たちが左右に分かれる。背後に立っていた老人、ダリオネートの姿が現れた。


    　白髪と萎しなびた人にん参じんの鼻を揺らして、老人は苦笑していた。


    「やはり来たね」


    　左手には金属の立方体が握られている。俺に渡した立方体の代わりらしい。


    「落ちついている場合か。憂国騎士団が攻めてくるぞ！」


    「知っている」


    　老人は落ちつきはらっていた。俺はさらに問う。


    「知っていて、なぜ逃げない？　なぜ経済攻撃を止やめない？」


    「ギャリー伯はく爵しやくが新指揮官となった〈ベヘリガ〉に操られた、マヌケな憂国騎士団が来るのだろう？　ついでに〈古き巨人エノルム〉たちもやってくる。すべてを知っていて私はここにいて、経済攻撃を仕掛ける」


    　ダリオネートはすべてを知って動かない。俺には意味が分からない。


    　背後から爆音。絶叫と金属が打ちあわされる甲かん高だかい音。振りかえると、門もん扉ぴ付近で戦闘が起こっていた。


    「下がれっ！」


    　俺が言葉と横目で確かめるまでもなく、ダリオネートの姿は消えていた。黒い車が港の奥へ向かっていく。さすがに逃走が早い。俺は魔ま杖じよう剣けんを引きぬく。


    「俺たちはダリオネートを護衛すべきか、憂ゆう国こく騎き士し団だんを止めるべきか」


    「二つは同じことだ」


    　ギギナとウォルロットは同じ方向に動いていた。それぞれの刃を抜いて、戦闘地帯に向かっている。


    「現れる敵をすべて倒せばいい」


    　ギギナの瞳と屠と竜りゆう刀とうに、残忍な光が宿る。俺も二人の背中に続く。


    　爆音が連続する。門扉が吹き飛び、道路側に面した壁がいくつも崩ほう壊かいした。白煙を貫いてきたのは、緑の装甲輸送車の群れ。


    　四台の金属の塊かたまりが、造船所へ突撃していく。護衛たちの爆裂や雷らい霆てい、砲弾や鋼はがねの投槍が殺到していく。車の装甲に穴が穿うがたれ、削られていく。


    　それでも巨大質量を停止させることができない。轢れき殺さつを避けようと、護衛たちの布陣が崩壊する。生体強化系が力で、鋼こう成せい系の咒じゆ式しき士しが防壁を立てて、車を阻止する。


    　四台の車の左右や背後の扉が開き、人影が飛びでてくる。銀の積せき層そう甲かつ冑ちゆう。それぞれの装備に身を固めた攻こう性せい咒式士たち。翻ひるがえる赤の戦旗と黒の弔ちよう旗き。


    　エリダナ憂国騎士団だった。


    　飛びだすと同時に、騎士たちが鋼の防壁や盾で城じよう塞さいを築き、散発的な応射を防ぐ。


    「中央を突破せよ！」


    　女の声での号令とともに、騎士団が盾の間から槍を連ねる。毒や雷をまとった槍が突きだされる。前ぜん衛えいが車の突撃を左右に避けたため、後こう衛えいが槍を受けることになった。盾や装甲、胸板を貫く穂先。体内で弾ける雷で体液が沸ふつ騰とう。毒で即死。


    　憂国騎士団とダリオネートの護衛は、乱戦に入った。猛火に爆裂、雷に投とう槍そう、超人的な力を乗せた刃に、音速の[image: ]。毒が滴る穂先に振動する刃。白煙と黒煙が視界を埋めつくし、轟ごう音おんと絶叫だけが耳に届く音となった。


    　憂国騎士団の前衛、銀の甲冑の群れが包囲網を抜けた。突進してくる一団を、ギギナとウォルロットが待っていた。


    「死ねええっ！」


    　叫ぶ憂国騎士たちの槍を潜くぐり、屠竜刀ネレトーが縦に、魔杖剣ジゼロが横へと一いつ閃せんされる。盾と甲冑、胴体ごと切断。上半身と下半身に分断された騎士と、左半身と右半身に分かたれた騎士が、勢いのままに前へ倒れていく。内臓と血が敷地のコンクリ床に溢あふれた。


    　後続の憂国騎士や攻性咒式士たちの足が止まる。凄せい絶ぜつな剣技を見せられて、硬直してしまったのだ。


    　血と内臓の間を進むのは、二人の咒じゆ式しき剣士。


    「ピエゾの勇者の名は虚名ではないな」


    「噂うわさに名高いドラッケン族の剣技は鮮やかなものだ」


    　血刀を下げて、ギギナとウォルロットが敷地を進む。今エリダナで望めるかぎり最強の前ぜん衛えい二人だった。


    　押されていた護衛を無視し、ただの二人で中央突破していく。飛来する咒式を刃で無効化し、斬りかかる剣士を両断していく。


    　突破戦術も相手の人数も、ギギナとウォルロットは無視して前進する。二人の歩みは止まらない。ただただ圧倒的な力で強引に切り開く。


    　俺は、刃の掘くつ削さく機きが開けた戦場の穴を進んでいくだけでよかった。脇から〈雷霆鞭フユル・フー〉や〈矛槍射ベリン〉を放って、一人一人を精密射撃で倒していく。


    　二人が開いた道の周囲で、憂ゆう国こく騎き士し団だんとダリオネートの護衛の咒式士たちが激突する。


    　自称騎士や攻こう性せい咒式士、護衛たちの刃と爆裂、雷に毒、咒式生物が乱舞している。死と流血、悲鳴と怒号が溢あふれる。乱戦のなかで、俺は周囲を見回す。


    　一人で前進する黒髪と黒い瞳に見覚えがあった。銀の甲かつ冑ちゆう姿すがたとなったリゼリアだった。


    「リゼリアっ！」


    　声は届かない。横手から現れた憂国騎士に雷撃を叩きこんで、前へ進む。


    「リゼリア！　止めろ！」


    　孤立したリゼリアの横から声をかける。魔ま杖じよう剣けんが翻ひるがえる。ヨルガの刀身を掲げて、リゼリアの剣を受ける。金属が俺とリゼリアの間で軋きしむ。


    　絡みあう刃の先には、かつての教え子、リゼリアの顔があった。汗で黒い髪が額に貼りつき、双そう眸ぼうには憎悪が宿っていた。


    　眼が俺の姿を確認し、リゼリアは激しく動どう揺ようした。


    「ガユス、先生!?」


    「そう俺だ！　もう止めろ！　ここから逃げろ！」


    　俺の言葉に、リゼリアの魔杖剣が揺らぐ。だが、押しこんできた。


    「引けない」


    　女の声は悲鳴だった。


    「私たち派は遣けんや短期、使い捨ての労働者はもはやひとつの階層として固定されてしまっている」


    　俺とリゼリアの刃が軋む。


    「皇国が、私たちが救われるには同盟の金の亡者どもを、ダリオネートを倒すしかない」


    　哀しい叫びに、俺は胸を搔かきむしられる。


    「フリューの死は許せない。誰かが償つぐなう必要がある。償うのは、〈ベヘリガ〉だけでなくダリオネートもだ！　あいつがすべての元げん凶きようだ！」


    　刃が引かれて、翻る。首筋を狙ってくる刃を、左手で受けとめる。リゼリアの刃など、欠伸あくびをしながらでも受けとめられる。


    「そんなことを言っている場合か！」


    　力で押していき、体を反転。リゼリアの傍かたわらに出て、魔ま杖じよう剣けんを握る右手を摑つかむ。俺は自らの言葉で理解した。


    　そうだ、〈古き巨人エノルム〉がなぜ〈ベヘリガ〉と組んだか。同盟と対抗できるのは皇国だけだという話のときに感じた違和感が分かった。〈ベヘリガ〉は〈古き巨人〉に指輪を渡す代金としてなにをさせたいのか。俺はリゼリアを見据える。


    「〈ベヘリガ〉はフリューを殺しただけでなく、おまえたちも殺しにくる！」


    　リゼリアがさらに混乱する。とにかくこの戦場を去らせることが大事だ。なにより、ダリオネートが言った皇国と同盟の危機、恐ろしい計画の全ぜん貌ぼうが分かってきた。


    「〈ベヘリガ〉の目的は、経済攻撃による通貨危機を阻止することだけではない。おまえたちも、皇国と同盟を沸ふつ騰とうさせるための生いけ贄にえなんだ！」


    「私たちが生贄!?」


    　リゼリアの疑問の声を搔かき消すように、重低音が響く。全員の動きが止まる。腹ふつ腔こうを揺るがす重い音が、再び響く。音の方向を全員が見上げる。造船所の屋根に、全員の視線が向けられていた。


    　照明が灯る屋根の上、夜を圧して巨大な影が立ち上がる。


    　大きさは違うが、六つの青い眼、銀灰色の体には見覚えがある。ゲヒンナム・ムだった。知クル覚眼鏡ークブリレの計測だと体高二一・三四メルトル。七階建てのビル一棟が動いているようなものだった。


    「〈古き巨人〉だ！」


    「我らと同じく、七都市同盟を憎む仲間だ！」


    　憂ゆう国こく騎き士し団だんが叫ぶ。巨人が足を上げ、造船所の屋根に下ろす。鉄板の屋根や鉄骨の梁はりが玩おも具ちやのように破壊される。船せん舶ぱく用の燃料に引火したらしく、赤と黒の爆炎が噴きあがる。


    　炎を衣装として、巨人が造船所の敷地に足を踏み入れる。リゼリアが俺を突き飛ばして離れる。離れた手を再び摑つかみなおす時間はない。


    　俺とダリオネートの護衛たちは後退しつつ、咒じゆ式しきを放つ。そびえるゲヒンナム・ムの胸や腰に雷や鋼はがねの槍が着弾する。しかし、分厚い鋼鉄の肌と筋肉の多重装甲に撥はねかえされるだけ。爆裂咒式が掲げた腕に炸さく裂れつ。


    　七階建てビルほどの高さにある頭部は、小揺るぎもしない。


    「良き調査ができそうだ。なるべくなら女性体がいれば都合がいい」


    　巨人が右足を振り下ろす。ダリオネートの護衛たちの最後列に着弾。鋼の柱によって、甲かつ冑ちゆうや盾や兜かぶとが粉砕。轟ごう音おんに悲鳴が溢あふれる。


    「彼らも同盟の横暴を憎むものだっ！　〈古き巨人〉とともに進めっ！」


    　リゼリアの絶叫とともに、騎士や属する攻こう性せい咒式士たちが進む。矢の陣形となって前衛が高速突進していく。


    　先頭の一団に鉄てつ槌つい。轟音。三人の騎士が肉と血の塊かたまりとなって、埠ふ頭とうの敷地に埋められた。


    　憂国騎士たちを葬ほうむったのは、ゲヒンナム・ムの右足だった。


    「なんっ!?」「なぜ我らを攻撃する!?」「止まれ、〈古き巨人エノルム〉は敵だっ！」


    　騎士や咒じゆ式しき士したちが止まる。先頭が止まっても、突撃する後続は急に停止できない。甲かつ冑ちゆうや盾や魔ま杖じよう剣けんが激突する。


    　ゲヒンナム・ムは右膝を立てた姿勢から、右腕を振り上げる。天空に届きそうな高所で、黒い五指が広げられる。


    「君たちは生物学的、遺伝学的に無用。人属の死を見せてくれたまえ」


    　動きがとれなくなった一団へ、[image: ]が振り下ろされる。憂国騎士や咒式士たちが肉片となって吹き飛ぶ。手や足、甲冑が雨となって降りそそぐ。


    「散開、散開しろおおっ！」


    　リゼリアの声で、残る憂ゆう国こく騎き士し団だんたちが左右に分かれて後退していく。咒式を応射して、弾幕を張る。ゲヒンナム・ムはうるさそうに手で払うだけだった。


    　左翼で轟ごう音おん。


    　憂国騎士団が吹き飛び、落下していく。


    　造船所の建造物の前に、二つの影があった。人間ほどの大きさのネビロ・ロ、そしてゾレイゾ・ゾだった。


    「ここが我らが〈古き巨人〉の運命の分かれ目ぞ」


    　七つの目のゾレイゾ・ゾは両腕を組んで立つ。古き巨人の首しゆ魁かいにふさわしい、王者のような威厳を持った姿だった。


    「承知。すべては物教の理ことわり、物理四大力の示すままに」


    　傍かたわらには、法師姿のネビロ・ロが浮遊する金属の蓮はすの上で座禅を組んでいた。


    　小さい影と見て、騎士団が特攻していく。魔杖槍そうを抱えて、全力疾走。銀の甲冑の背中からは、ジェットの炎が噴きだしている。疾走というより、低空滑走だった。


    　ゾレイゾ・ゾが右手を掲げる。膨ぼう大だいな咒じゆ印いん組そ成せい式しきを、五指が摑つかんでいる。圧力で外がい套とうが大きくはためく。騎士たちは疾走を急停止。咒式を練った〈矛槍射ベリン〉を放つ。


    　チタン合金の槍は〈古き巨人〉たちに向かう。旋回する銀の円盤。ネビロ・ロが魔杖錫しやくを旋回させ、高速射しや出しゆつされた槍を弾いた。金属音のあとに、錫しやく杖じようの環の音が凛りんと鳴る。


    　すでに騎士たちは正面から消失。二人ずつ左右に散開していた。咒式騎士が得意とする高速突撃からの咒式。さらに一撃離脱しての、側面からの挟きよう撃げき。


    　ゾレイゾ・ゾとネビロ・ロの左右から、騎士たちが槍を携たずさえて突撃。速度と質量を乗せた一撃は、砲弾咒式に匹ひつ敵てきする。


    　ゾレイゾ・ゾの手で電でん磁じ雷らい撃げき系第五階位〈雷霆散它嵐牙アガロス〉が紡つむがれ、腕が振り下ろされる。何十という眩まばゆい橙だいだい色の蛇、アーク放電が左右に放たれる。


    　三千万ボルトルという高電圧が、左右四人の騎士に着弾。運動エネルギーではなく、感電によって後方に跳ねる。あまりの高電圧に、積せき層そう甲冑や兜かぶとといった金属が蒸発。内部にあった人体は一瞬で炭化。白煙の尾を曵ひいて落下するとともに、腕や首が砕ける。


    　炭化した断面からは、奥にある赤黒い肉が見えた。零こぼれる血液も粘液となっていた。


    　プラズマ化するほどの高電圧によって、空気中の酸素と窒ちつ素そが結合。硝しよう酸さんの霧きりが発生し、生臭さが漂う。


    　再び腕を組んだゾレイゾ・ゾが進む。蓮はすに乗った法師ネビロ・ロが横を浮遊していく。


    「我らが長、ゾレイゾ・ゾよ。この場はいかになされる？」


    「悲願のために、蹴散らすのみ」


    　背後ではゲヒンナム・ムの巨体が一歩を踏みだす。それだけで敷地のコンクリを砕き、地響きが起こる。


    　憂ゆう国こく騎き士し団だんの群れが動き、陣形を整える。腕利きの攻こう性せい咒じゆ式しき士したちを中心に〈古き巨人エノルム〉を完全に敵として認識したようだ。


    　船が並ぶ埠ふ頭とうで、ダリオネートの護衛たちも隊列を整えていた。俺とギギナ、ウォルロットも魔ま杖じよう剣けんや屠と竜りゆう刀とうを握りなおす。


    「やはり〈ベヘリガ〉の狙いは、この場にいる全員の殺害だ。〈古き巨人〉は、この瞬間のために動かされていたのか」


    　走りつつ、俺は苦い言葉をつぶやく。併へい走そうするウォルロットが俺に横目を投げる。


    「どういうことだ？」


    「ピエゾは、通貨危機を仕掛けるダリオネートと七都市同盟の経済界の要人を殺したい。だが痕こん跡せきを残せば、ピエゾという小国など同盟の反撃で滅亡する。だから表面的には、皇国の愛国団体が〈古き巨人〉と組んで、ダリオネートと同盟の要人を殺害したとするつもりだ」


    〈古き巨人〉や憂国騎士団や護衛を、俺たちも追跡する。併走するギギナとウォルロットに事情を簡単に説明していく。


    「同時に、経済界の要人たちを殺害された同盟は、愛国団体と市民の行為で皇国に敵対する。戦争にならなくても、ピエゾのペンクラート問題に関わる同盟の力は確実に弱まる」


    　俺は唇を嚙かみしめる。


    「これを考えたやつは悪魔か。一撃で皇国と同盟の関係を破砕し、ピエゾを救うという二つの目的を叶える妙みよう手しゅだ」


    「通貨危機の予兆という短期間で、ピエゾはそこまで準備できたのか？」


    　ウォルロットがつぶやく。たしかに急な事態に対して、反応が早すぎる。通貨危機が起こされるというから、〈古き巨人〉と取引するための咒式と指輪の開発を行うなど間にあうはずがない。だとしたら誰かが準備していた。そして事態に当てはめたのだ。


    　轟ごう音おんと怒声。現実の戦闘に、俺の疑問も吹き飛ぶ。


    　大小三体の〈古き巨人〉たちの前進に合わせて、咒式士たちが動く。魔杖剣や魔杖槍そう、盾や防壁を連ねて突進していく。


    　造船所の敷地では四つの勢力が激突していた。ゲヒンナム・ムが手足を振るうだけで、攻性咒式士たちが吹き飛び、空中に舞い上げられる。ネビロ・ロが魔杖錫しやくを一いつ閃せんさせるたびに、甲かつ冑ちゆうや盾や防壁が紙のように切り裂かれる。


    　ゲヒンナム・ムが本来の巨体で蹴散らし、ゾレイゾ・ゾとネビロ・ロは前方被弾面積を減らす戦術で来た。


    　二体の〈古き巨人エノルム〉が道を開き、ゾレイゾ・ゾだけが悠ゆう然ぜんと進む。古き巨人の長は、直線でダリオネートが向かった船を追跡していた。


    　俺たちはゾレイゾ・ゾを追う。ギギナの踵かかとが敷地のコンクリを踏んで止まる。


    「背後から来るぞ」


    　振りむく。後方からは、浮遊するネビロ・ロが追ってくる。並行して憂ゆう国こく騎き士し団だんが魔ま杖じよう槍そうと盾を連ねている。魔杖剣の先には咒じゆ式しき。〈斥盾ジルド〉による鉄の防壁を築いて、背後からの爆裂と雷撃を防ぐ。


    　ネビロ・ロの魔杖錫しやくが閃ひらめく。錫しやく杖じようが伸びていき、憂国騎士団の兜かぶとごと頭部を貫通。血と脳漿を貫いて、凶器が迫る。


    　ギギナとウォルロットの刃が錫杖を弾く。さらに憂国騎士団がこちらに突進してくる。ここで乱戦に巻きこまれれば、ゾレイゾ・ゾらの主力を逃のがすことになる。


    　咒式士たちの列と、ネビロ・ロの魔杖錫が迫る。


    　一いつ閃せん。最前列の機き剣けん士しの首が吹き飛ぶ。さらに剛ごう[image: ]けん士しの胴体が両断される。血と内臓が噴きあがり、破片が宙に舞う。


    　重い金属音とともに、殺さつ戮りくを続ける魔杖錫の動きが止まった。


    　憂国騎士団の突進が止まった。ネビロ・ロも魔杖錫を瞬時に手元へ戻す。


    　一団を止めたのは、積せき層そう甲かつ冑ちゆうの広い背中。右手には幅広の刃。


    　男が振りかえり、横顔が見えた。眼帯に覆おおわれた右目。


    「イェスパー、なぜここに!?」


    　俺の口からは驚きの叫びが漏もれる。広い背中を見せたまま、イェスパーが剣を振るい、刃の結界を作る。


    「やっぱりにょっきり、僕もいるよ～」


    　イェスパーの脇からは、小こ柄がらな青年の顔が覗のぞいた。ベルドリトだった。


    　刃を振るうイェスパーが背中で告げる。


    「雑ざ魚こと巨人の一体はこちらでいただく」


    　イェスパーはさらに刃を振るう。隙を衝つこうとしていた剣士が縦に両断される。血煙の間に、機剣士が立つ。弟はおもしろ半分に刃を振るっていた。二人の言動からすると、憂国騎士団とネビロ・ロといった厄やつ介かいな敵を、引きうけるということらしい。


    　俺は迷う。イェスパーとベルドリトが信用できるかといえば、モルディーン枢すう機き卿けい長ちようの犬と殺戮小僧が信用できるわけがない。だとしたら、俺の返答は決まっている。


    「任せたぞ狂犬！」


    「おまえたちの思惑など関係ない。我らの任務だ」


    　イェスパーは刃を振るいつつ前進していく。紙のように盾が切り裂かれ、鎧よろいが破砕する。間を抜いて、ネビロ・ロの魔杖錫が迫る。


    「次に会うときは敵だ」


    　背中で告げて、左右の剣が引きぬかれていく。ベルドリトは跳ねながら兄の背に続く。


    　俺とギギナ、ウォルロットは前に向きなおる。走る。背後では剣けん戟げきの音と咒じゆ式しきの炸さく裂れつ音。悲鳴と絶叫が響く。


    　俺たちは敷地を走っていく。


    　イェスパーとベルドリトが信用できるわけがない。


    　だが、その強さと残ざん酷こくさは信用できる。とくにイェスパーのモルディーンへの忠実さは絶対である。だとしたら、命令で動いているかぎり、狂犬は引かない。


    　背後を任せるのに、これほど心強い人材は他にいないだろう。


    　追跡してくる〈古き巨人エノルム〉は翼よく将しようたちが堰せき止める。ならば残る巨人と首しゆ魁かいを追うのみ。


    



    



    　ガーソン造船所を見下ろす、十階のビルの一室。


    　敷地を見下ろしていた携帯式望遠鏡が、静かに下ろされる。


    　窓辺の椅い子すに座る、平凡な官かん吏りのペディオンの顔が現れる。傍かたわらに立っていたキュリオは、知覚仮面ネーメンマスケの視覚増幅機能を停止していた。


    　上司へ、通常の視線を向ける。


    「彼らはこちらの情報に従って動いてくれたようですね」


    　副官の安あん堵どの声。ペディオンは椅子の背に沿って背伸びをしていた。


    「資金に武器に、標的の写真までつけた現在位置の情報まで提供し、ようやく誘導ができる。まったく彼らはそれぞれ手間がかかる」


    　ペディオンが背を戻す。上司の計算に、キュリオが笑っている。


    「ですが一回だけ危険でしたよね」


    「偶然の出会いはさすがに焦った。演技で回避したがね」


    　男が懐かしそうに語る。副官は呆あきれている。


    「あれはアルカメデイ演技賞を取れるよ」


    「ペディオン局長の即興だけは感心しますよ」


    　キュリオが監視機具を片づけていく。同時に上司に問いかける。


    「計画は上手くいくでしょうか？」


    　ペディオンはまた伸びをする。目線はまた窓の外、移動していく憂ゆう国こく騎き士し団だん、エリダナの街を見据えていた。


    「フリュー君の死がエリダナ憂国騎士団の仕し業わざだ、なんてことは誰でも考える。だが、そこで背後をたどっても、ピエゾの強硬派である〈ベヘリガ〉が見つかるだけだ。それでは、まったく意味がない」


    　ペディオンがつぶやく。


    「そこから結末を推測しなければならない。時間と場所、そしてそれぞれの勢力がそこでなにを狙うか予測できないかぎり、まったくの無意味だ。探偵小説で複数登場した容疑者の誰かが犯人という結末に、予想していたよと思える程度の頭の人間だよ」


    「それ、僕のことですか？」


    　キュリオが苦い顔をする。


    「そうだったかな」


    　ペディオンが笑う。椅い子すの肘掛けを手が撫でる。


    「フリュー君も憂ゆう国こく騎き士し団だんも、そして〈古き巨人エノルム〉も〈ベヘリガ〉も、すべては、よく燃える松たい明まつにすぎないよ」背伸びを戻す。「不平不満という油が塗られているから、私が投げかけた火花だけで盛大に燃えあがる」


    　残ざん酷こくな皮肉をこめて、ペディオンが述べた。


    「だが、モルディーン枢すう機き卿けい長ちようが手を打ってきた。イェスパーとベルドリトという暗殺部隊が一手。手段はまったく分からないが予想されて手を打たれる、ということも私の予想の範囲だが、どう転がるか分からない」


    「まさか。情報を連結させても、〈ベヘリガ〉にたどりつくだけで、我々の策に気づくわけがありません！」


    「忘れたか？　すでにブローゾという不確定要素のために指輪の存在が露ろ見けんした。修正はしたが、すでに手足である翼よく将しようが来ていた。事実として相手はこちらの初手に対応してきている。初手があるなら、すでに大部分は看かん破ぱされているとするべきだ」


    「ですが！」


    「私は、年老いた皇国と、あの人中の竜の腐れた思考を侮あなどらない」


    　ペディオンの眼には、野生動物のような臆病さと人の知性ゆえの慎重さがあった。


    「すべての人間があの男と戦って敗れてきた。皇国内強硬派、謀ぼう略りやくの専門家であるグズレグは負けに等しい引き分けでなんとか逃走したが、天才レメディウスでさえ敗れた」


    　キュリオが息を呑む。彼らの力を傾けた調査で、枢機卿長への暗殺未み遂すい事件やレメディウス事件の真相は断片的に伝わってきている。いくら上司であるペディオンが謀略の専門家であろうと、グズレグの経験やレメディウスの知能には到底及ばない。


    　そのグズレグやレメディウスでさえ敗れた事実は、改めて背筋を寒くさせる。


    「大きな戦いの場で、知識や知能といった小手先の技では、巨大な知性に勝てない」


    　男の声に真剣さが混じる。


    「だから、私は勝負をしない。勝負そのものが発生している事実を悟らせないことに全力をそそいだ。発覚した瞬間に、相手の選択がひとつしかないようにし、賭け事に等しい勝負を最後まで避けるようにした」


    　ペディオンの表情は和なごやかだった。男の眼は、また窓の外に向けられる。ガーソン造船所では、死闘が開幕していた。遠い爆裂音と轟ごう音おん、絶叫と怒号が遠く聞こえる。


    「現在でも終盤の手はさすがに読まれていないだろう。それでも、私は安心しない。時間との勝負だ」


    　ペディオンの眼は敷地を見つめる。剣と甲かつ冑ちゆうが激突し、爆裂や猛火が吹き荒れ、雷撃や投槍が飛び交っている。


    「他の場所で暴動を起こさせて、攻こう性せい咒じゆ式しき士しや警察の部隊の動きを止めた。増ぞう援えんが到着するまでに数十分。向こうが最終場面を読んでも、時間の差と二択で押しきれる」


    　ペディオンは時間を読んだ。


    「エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんと〈古き巨人エノルム〉、そしてダリオネートという松たい明まつを投げ入れて、より大きな炎になってもらう」口角を吊り上げ、ペディオンは半月の笑みを浮かべる。「大陸を燃やす、大きな大きな炎の種火になってもらおう」


    　半月の笑みのまま、ペディオンがつぶやく。


    「そして事態が発生した瞬間、皇国の武力は、モルディーンの知性は、我らの巨大な武器となるしかない」


    　宣告がなされる。


    「そして祖国と私が勝つのさ」


    　ペディオンの顔の前に、銀の刃。ペディオンの眼が、魔ま杖じよう剣けんの刀身をたどっていく。


    　刃の柄つかを握るのはキュリオの右手だった。知覚仮面ネーメンマスケを被かぶったキュリオは、無機質な眼で椅い子すに座るペディオンを見下ろしていた。


    「髭ひげ剃そりをするには大きすぎるね」


    　ペディオンは興味もなさそうに告げた。キュリオは微ほほ笑えむ。


    「彼らと同様に、あなたもここで死ぬべきです」


    



    



    　埠ふ頭とうを走る。前にはゲヒンナム・ムの巨体が進んでいる。一歩ごとに轟ごう音おんが響き、コンクリの敷地が破砕される。


    　足下では、ダリオネートの護衛たちの防衛線が完全に崩ほう壊かいしていた。もはや刃を振るい、咒じゆ式しきを放つどころではなく、逃げまどっている。


    　さらに加速。逃げる護衛たちの流れに逆らって、走る。俺たちの横にはリゼリアが併へい走そうしていた。眼は血走っていた。


    「殺す！　〈ベヘリガ〉もダリオネートも〈古き巨人〉も、すべて殺す！」


    　リゼリアを止めるよりも、古き巨人に追いつくほうが先だ。ゲヒンナム・ムの巨体の左脇に出る。〈古き巨人〉の一歩一歩が、敷地のアスファルトやコンクリに穴を穿うがっている。


    　巨人の足下では、ゾレイゾ・ゾが歩んでいる。腕を組んだ悠ゆう然ぜんとした歩みで進む。七つの青い目は、前しか見ていない。


    「これはギャリーの、ピエゾの策略だ。いやさらに外国の陰いん謀ぼうを感じる！」


    　ゾレイゾ・ゾの背中に叫びつつ、咒式を紡つむぐ。


    「ピエゾはともかく、〈古き巨人〉が俺たちと争う理由はない。ダリオネートを殺すな！」


    　ゾレイゾ・ゾは前に進む。俺たちも併走する。


    「我らは奪われた世界を取りもどしたい。そのためにゾアイデス帝を復活させる。そのためなら、人属の計画にすら乗る」


    〈古き巨人エノルム〉の長の声は硬質の響きがあった。追跡しながら俺は問いかける。


    「皇国と同盟、大陸を戦火に巻きこんでもか！」


    　ゾレイゾ・ゾの背中にある光輪が、悲憤とともに光を増す。


    「人属のことを考えるのは人属だ。我ら〈古き巨人〉は再び世界を手にする。あの豊ほう穣じようの世界を」


    　光輪は、内心を表わすように電子の帯をまとっていた。


    「それが、私に課せられた長としての責任だ」


    　ゾレイゾ・ゾの背中から、血を吐くような叫びがあがった。


    「先に行け。ここは任せよ」


    　ゲヒンナム・ムの足が止まる。コンクリに大穴を穿うがつ左足を基点に反転してきた。


    　俺やギギナ、ウォルロットの前にそびえる建造物の壁となった。リゼリアは、硬直していた。


    「すまぬ。任せたぞゲヒンナム・ム！」


    　ゲヒンナム・ムの足の間から見えたゾレイゾ・ゾは先に向かう。ゲヒンナム・ムが髑どく髏ろの顔で微ほほ笑えむ。


    「なに、こちらにはこちらの用件がある」


    「退どけ！」


    　化学鋼こう成せい系第五階位〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉を紡つむぐ。劣れつ化かウラン砲弾がゲヒンナム・ムの胸板に命中。金属であろうと大穴を穿うがち、焼しよう夷い効果で炎が噴きこぼれる。通常の〈異い貌ぼうのものども〉ならこれで即死だが、負傷を与えることが精一杯。ゲヒンナム・ムの左足が浮いて、斜めに揺らぐだけ。


    　〈古き巨人〉の足下に、ギギナが走っていた。一〇七一ミリメルトルの屠と竜りゆう刀とうが斬ざん撃げきを放つ。ゲヒンナム・ムの体重を支えていた、大樹のような右みぎ脛ずねが両断。


    　脛で完全平面の断面を見せつつ、ゲヒンナム・ムが倒れていく。


    「今だ！」


    　開いた隙間を、ウォルロットが走っていく。ゾレイゾ・ゾの背中を追って、巨人の右足首の傍かたわらを走っていく。


    「待て！　ダリオネートを殺すのは私だっ！」


    　リゼリアが追おうとすると、体勢を立てなおしたゲヒンナム・ムが、切断された脛の断面を大地に下ろす。


    　俺はリゼリアの襟えり首くびを摑つかんで右、ギギナは左へ回避。今度は左足へ向かってギギナの刃が向かう。左脛が切断されて、ゲヒンナム・ムが傾斜していく。俺とリゼリア、ギギナは後退していく。


    　建造物のような巨体が、造船所の奥、ビルに激突。コンクリの壁や構造材を破砕しつつ、ゲヒンナム・ムがビルに埋もれる。


    　爆音と白煙。瓦が礫れきを回避。俺はリゼリアを後方へ突き飛ばすと同時に、ギギナとともに反転。距離を詰めていく。ゲヒンナム・ムが倒れたのは、三方向にビルがそびえる、造船所最大の船せん渠きよだった。


    　ギギナは疾走速度から跳躍。倒れた〈古き巨人エノルム〉の左足から腰の上を跳ねながら上昇していく。胸板から、大上段に屠と竜りゆう刀とうを掲げての飛ひ翔しよう。ゲヒンナム・ムの頭部に刃を振り下ろす。


    　右腕を掲げて、巨大なギギナの刃を受ける。腕の表面に化学鋼こう成せい系第一階位の〈斥盾ジルド〉が発生。単なる鋼はがねの盾だが、厚さが数メルトルもあるため、腕を両断することができなかった。


    　次の瞬間、ギギナは盾を蹴って後方宙返り。ゲヒンナム・ムの左の巨腕が振るわれる。颶ぐ風ふうをまとう腕は長すぎ、予測される指先の軌跡がギギナの退避に届く。


    　爆裂。〈爆炸吼アイニ〉によるトリニトロトルエンの爆風が、巨人の左ひだり掌てのひらを吹き飛ばす。手の軌き道どうが逸それて、指先はギギナの髪の毛を掠かすめるだけだった。


    　咒じゆ式しきを展開しつつ、ギギナは後方へ着地。


    「ギギナっ！」


    　俺が放つ爆裂咒式を貫いて、ゲヒンナム・ムは前に出ていた。振りかぶっていた巨大な右[image: ]を振り下ろす。二百トーンの体重と超筋力による高速の一撃が、天空からギギナに襲いかかる。


    　ギギナはすでに紡つむいでいた生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉の咒式を発動。全身の筋力が強化。屠竜刀の背に左手を添えて、[image: ]を受けとめる。ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刀身は超衝撃を受けても折れずに、巨大な[image: ]と拮抗していた。


    　刃は耐えても、ギギナの体は耐えられない。両の踵かかとがコンクリの岩盤を割り、沈む。周囲にも亀き裂れつが広がり、弾ける。


    　ゲヒンナム・ムの一撃を受けて粉砕されたと思ったギギナは、生きていた。


    　屠竜刀の柄つかが大地に突かれ、[image: ]の加重が本人にかからないように、さらにゲヒンナム・ムが振り下ろしきれないように刃を食いこませていた。


    　そしてギギナの胸板と背中から、生体変化系第二階位〈尖角嶺センガ〉が三重発動。骨と合金の槍の群れが発生し、[image: ]と埠ふ頭とうの間に支柱となっていた。念の入ったことに、周囲の建物に十数本の〈蜘蛛絲スピネル〉が結びつけられて、反対側の糸が[image: ]を絡めとっていた。


    　斬ざん撃げきに剛ごう力りきに支柱に弾力の糸と、いくつもの咒式を組みあわせて、絶対即死の一撃を防いだのだ。到達者級の剣けん舞まい士しの力と、ギギナの即興の発想に、俺は驚いていた。ゲヒンナム・ムも同じだろう。自分の十分の一の大きさしかない攻こう性せい咒式士が、咒式ならともかく巨体からの打撃力を防いだのだ。


    　人と〈異い貌ぼうのものども〉の長い闘争の歴史でも、聞いたことがない光景だった。


    　全員の思考が停止するなか、ギギナが俺へ叫ぶ。


    「ガユス、左足に砲弾！」


    　右[image: ]を放ったゲヒンナム・ムの全体重がかかった左足首に、再度の化学鋼成系第五階位〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉を発射。劣化ウラン砲弾は戦車の前面装甲すら貫通して破壊する。


    　ゲヒンナム・ムの足首の前から足の甲の金属の破片と、劣化ウラン弾の焼しよう夷い効果で溶解した飛沫しぶきが飛び散る。体重を支えきれずに、左足首の前が粉砕。体勢が前に傾く。


    　前のめりのゲヒンナム・ムから伸ばされた、右腕の先。手首を刃で受けとめていたギギナが動く。刃を握ったまま、流水の動作で裏側に回る。


    　右手首を両手で抱えて、さらに〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉で強化された全身の筋肉が隆起。踵かかとが床を踏み割り、力が足から腰、背中から肩、腕へと一点に集中。


    　柱ほどもある手首を捻ひねった瞬間、山が動いた。


    　二百トーンほどの重さがあるゲヒンナム・ムの巨体が、右手首を支点にし、空に泳いでいた。


    　俺とゲヒンナム・ムは、今日二度目の驚きよう愕がくに貫かれた。


    　ギギナは、東方武術で言う小手返しで〈古き巨人エノルム〉を投げていたのだ。


    　頭と肩から、ゲヒンナム・ムの巨体が敷地に落下。衝撃で体に亀き裂れつが刻まれる。流れた胴体から足や手が、ビルの壁面に激突。轟ごう音おんとともに、四階建てのビルが崩れる。


    　粉ふん塵じんと衝撃波が周囲に吹き荒れる。飛んでくる破片を、俺は後方へ動いて回避。


    　白煙を貫き、ギギナが後方回転しながらの飛ひ翔しよう。瓦が礫れきや粉塵の尾を曳ひいて、敷地に着地。俺の傍かたわらに並ぶ。横顔には、武士の勇壮さがあった。


    　俺の相棒は〈古き巨人〉の[image: ]を受けとめ、なおかつ投げた。驚きよう天てん動どう地ちの技の二連発だった。


    「ギギナ、一回だけ聞くが、ドラッケン族は本当に人類か？」


    　爆裂咒じゆ式しきをゲヒンナム・ムの巨体が落下した地点へ連発しつつ、傍らのギギナに問いかける。


    「貴様ら人族が軟弱すぎるだけだ。しかし、さすがに腰を痛めた」


    　耳が痛くなるような爆音のなかで、ギギナは苦しげにつぶやいた。さらに俺は高位咒じゆ弾だんを豪勢に使うことにし、化学錬れん成せい系第四階位〈曝轟蹂躙舞アミ・イー〉を二重に紡つむぎ、放つ。


    　シクロトリメチレントリニトロアミンが、秒速八千五百メルトルの爆風を撒まき散らす。崩ほう壊かいしたビルは完全に粉砕。トリニトロトルエン爆薬の一・六倍という威力の二重奏は、亀裂が入ったゲヒンナム・ムの巨体を粉砕する。


    　烈風が俺たちにまで押しよせる。俺は魔ま杖じよう剣けんの機関部から、空からになった弾だん倉そうを抜きとり、投げすてる。即座に新しい弾倉を叩きこみ、遊ゆう底ていを引いて、初弾を送りこむ。


    「なんなの、これ。なんなのよ、これはっ！」


    　後方にいたリゼリアは、魔杖剣を握ったままの姿で立ちすくんでいた。


    　最上級の〈異い貌ぼうのものども〉と到達者級の攻性咒式士との戦闘は、彼女の想像力の限界を超えていた。第五階かい梯ていにすぎないリゼリアにとっては、異次元の戦闘だったのだ。


    　追撃に追撃を重ねた轟音と爆裂が去っていく。俺はさらに強大な咒式を紡ぐ。死体を見るまでは、絶対に攻撃の手を休めないことがジオルグの教え。そしてここ数日で俺が出した、古き巨人相手の戦闘の結論だった。


    「待て、咒式を止めろ」


    　ギギナの声で、俺は追撃の追撃による追撃のための咒式を停止した。敷地とビルは完全に破壊し、瓦礫の山となっている。だが、白煙のなかに、破壊したはずのゲヒンナム・ムの死体がない。腕や足、顔の破片すら見あたらないのは変だ。


    　咒式を止めて視界を確保。俺とギギナは周囲を見回す。


    「なるほど、これは強力だ」


    　夜が支配する敷地にゲヒンナム・ムの声が響いた瞬間、俺はリゼリアの手を引いて、ギギナとの背中の間に挟む。リゼリアの抗議の声は無視。


    　死角をなくし、魔ま杖じよう剣けんと屠と竜りゆう刀とうを掲げて全方位を警戒。破壊の跡が残る埠ふ頭とうの敷地、崩れたビル、遙はるか後方で憂ゆう国こく騎き士し団だんたちと翼よく将しようたちとの戦闘。ゲヒンナム・ムの姿は見えない。


    「これほどの咒じゆ式しき剣士と攻こう性せい咒式を放てる後こう衛えいが組めば、ヒヘイデス・スやルコルジ・ジといった四つ眼では、倒されることもあるだろう」


    「今どこにいるか、俺に教える気はないか？　今なら命を一〇〇％割引して殺してやるぞ？」


    　ゲヒンナム・ムの声の発生地点を探すため、俺は知覚眼鏡クルークブリレの熱源探知咒式を起動。周囲には熱が溢あふれすぎていて役に立たない。ギギナの嗅覚も硝しよう煙えんと炸さく薬やくの臭気で惑わされている。


    「君たちはおもしろい。ああ、実は私は他の〈古き巨人エノルム〉と違って人属に興味があってな」


    　ゲヒンナム・ムの真しん摯しな声が敷地の大気に響く。


    「人属は多くの種類があって、私の学究的興味を搔かきたてる対象だ。九百年を越える生涯のほとんどを、その研究に費やしている」


    　声は俺の左、ギギナの右。七階建てのビルほどの姿は、まったくの無傷。埠頭の煉れん瓦が倉庫に、腰掛けていた。


    　俺とギギナは間合いを測る。初遭遇時に、ラルゴンキンにイーギーにジャベイラという、腕利きの攻性咒式士の三重殺を喰らっても、ゲヒンナム・ムは生きていた。どうやったら、この〈古き巨人〉は絶息するのか、まったく分からない。


    　右手の指先を自らの顎あごに当てて、青い六つの眼に思考の光を宿していた。


    「長であるゾレイゾ・ゾと賢人である私は、道を同じくしつつも考えは違っている」


    　ゲヒンナム・ムの巨体が立ち上がる。肩に夕日が遮さえぎられる。


    「彼が行うゾアイデス復活は、それはそれで大きな目標で、我らに福ふく音いんをもたらすだろう」


    　ゲヒンナム・ムは六つの眼で、暗い空を見上げる。


    「だが、その先、地上を取りもどしたとしても、我らの将来は暗い。〈古き巨人〉という種族には、根源的な問題があるのだよ」


    　劣れつ化かウラン砲弾が、〈古き巨人〉の顔面に着弾。俺はすでに再度の化学鋼こう成せい系第五階位〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉を紡つむぎおわっていたのだ。


    　ゲヒンナム・ムの笑顔に大穴が開き、後頭部から金属の破片が飛び散る。劣化ウラン砲弾は、いくら全身が金属で構成される古き巨人であっても、直撃すれば肉体が砕ける。頭部という高い地点に砲弾が激突し、衝撃で足が下がる。さらに足を下げて支えようとする。


    「アホが。戦闘中に相手から眼を離してどうする」


    　蒸気をあげる魔杖剣を掲げたまま、俺はつぶやく。


    　ゲヒンナム・ムの不死身の正体はまったく分からない。だが、〈古き巨人〉だろうが、脳を破壊されれば死ぬ。頭脳を失ったゲヒンナム・ムの腰が折れる。埠頭の大地に膝を突き、コンクリに地響き。ビルほどの巨体が前に倒れる。


    　俺とギギナはリゼリアを庇かばって後退していく。倒れる寸前、ゲヒンナム・ムの巨体の輪りん郭かくが崩れる。大穴が開いた頭部が溶け崩れ、肩や腕が破裂する。腰や膝、足首までも液状化した。


    　ゲヒンナム・ムの体が溶解し、青みがかった銀の液体となって敷地に降りそそいでいく。〈古き巨人エノルム〉の液体化した質量は、すでに波は濤とうだった。俺とギギナは大波から逃のがれようと全力で後退する。


    　訳も分からず、俺はひたすら逃げる。跳はねる液体が俺のジーンズの裾すそにかかる。


    　激痛。


    　肉と血が跳ねる。ジーンズの裾すそごと左ひだり脛ずねの肉が千ち切ぎりとられていた。さらに鎌首をもたげる液体に向かってギギナの刃が一いつ閃せん。水が飛散する。


    　痛みを堪こらえて、右足で着地。左足に体重をかけていないが、苦痛は脊せき髄ずいから脳天にまで突き刺さる。


    　大波となった液体は、平面に広がることはなかった。鎌首をもたげる激流となって、渦うずを巻いている。俺たちの退路が塞ふさがれた。


    　周囲で渦うず巻まく波濤には、青い光点が六つ。


    「言っただろう？　我は六つ目の〈古き巨人〉。四つ目とは、格が二つほど違うのだよ」


    　液体で作られたゲヒンナム・ムの顔だった。


    



    



    　ガーソン造船所をイェスパーが走り、ベルドリトが跳ねていく。銀の甲かつ冑ちゆうや魔ま杖じよう剣けんを連ねて、憂ゆう国こく騎き士し団だんや雇われ攻こう性せい咒じゆ式しき士したちも併へい走そうする。


    　双方の間には、ネビロ・ロが浮遊していた。東方で言う結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢で、蓮はすの葉の上に座している。三者が互いに警戒しつつ、移動していく。


    「双方が居残り組だな。末まつ法ぽう末法、すべからく世は上手くいかず」


    　併走する一団は、造船所の外れ、アスファルトの敷地に入っていった。


    「飛んでいた〈古き巨人〉、ザムザ・ザの背に座っていた、ネビロ・ロという法師だな」


    　イェスパーがつぶやき、走っていく。ベルドリトも最初の邂かい逅こうを思い返す。


    「因縁の再会というわけだね♪」


    　併走して浮遊するネビロ・ロが金属の顔で笑う。錫しやく杖じようを振るって、環わの音を鳴らす。


    「〈物陀〉が唱えた〈物教〉の理ことわりにもある。四つの大法則に導かれた物理法則という因は、現象という果を結ぶ」


    　座したままのネビロ・ロの浮遊が止まる。憂国騎士団と翼よく将しようも急停止。


    　一団は、互いの中間地点に浮遊する〈古き巨人〉へと前進していく。


    　囲まれたネビロ・ロの背中の光輪が、光を増す。複雑な咒式が光輪全体に描かれていた。


    「螺ら旋せんに絡まる因いん果が、宿しゆく業ごうという遺伝の糸よ。操り操られし我と汝なんじ。今ここに、問答をなせ」


    　魔杖錫を掲げ、振り下ろす。石突きが埠ふ頭とうのアスファルトを叩く。騎士たちが咒式を展開。


    「では問おう。我を我と呼ばずになんと呼ぶことができる？」


    　大地から跳ね上がった金属の壁が、四方からの咒じゆ式しきを防ぐ。壁が消え、平坦な敷地に戻る。


    　次に大地が揺れた。イェスパーとベルドリト、憂ゆう国こく騎き士し団だんの足下の埠ふ頭とうが揺れていた。


    　地面が隆起し、うねる。ネビロ・ロを中心とした、半径三〇メルトルほどの大地が蠕ぜん動どうしていた。


    　暗灰色の波が生まれ、消えていく。一団が立つ大地は、黒の大おお海うな原ばらとなっていた。「一方通行」や「構内徐行」などの文字が書かれたままで、アスファルトが揺れる。


    　無彩色の大海原に立つ攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの足下が沈む。イェスパーとベルドリトは、近くにあった車上に退避。イェスパーの隻せき眼がんに最大級の警戒の色が浮かぶ。


    「これが報告にあった咒式か」


    　逃げ遅れた憂国騎士団の鎧よろい姿すがたが、大海原に沈んでいく。仲間が手を貸して、引きあげる。急激に沈むわけではなく、比重の高い泥を踏んでいるようなものだった。


    　全員が周囲を警戒していると、暗灰色の海に鋼はがね色の三角が突き立っていた。波を切り裂いて、三角が大海原を横切ってくる。


    　怯おびえた憂国騎士団が、雷と鋼の投槍を三角形へと叩きこむ。雷らい撃げきがアスファルトの波を砕き、鋼の槍が刺し貫く。複雑に動いた三角はアスファルトの海に沈んだ。砕けたコンクリも槍も、漆しつ黒こくの波間に消えていく。


    　水音。


    　黒の水みず飛沫しぶきを散らして、七メルトルほどの巨体が空中に躍っていた。巨体は流線型。背せ鰭びれに胸むな鰭びれに尾お鰭びれ。感情のない眼。


    　光こう沢たくを帯びた鋼色の鮫さめだった。大口が広げられ、幾重にも連なった牙の列が見える。空中から飛来する大鮫が、頭から全身甲かつ冑ちゆうの騎士を飲みこむ。男の腰あたりまで落下したところで、大おお顎あごが閉じられる。鋭利な牙の列が装甲や対たい刃じん繊せん維いごと人体を嚙かみ砕く。


    　鮫はアスファルトの海に落下。黒い水柱に、憂国騎士団の咒式が着弾し、貫いていく。


    　上半身をなくした下半身が、鮮血を噴きあげながら灰色の海に倒れる。液状化した大地に、染みこむように沈んでいった。


    　沈みゆく車上で、イェスパーとベルドリトは背中合わせになって、周囲を警戒。遅れて憂国騎士団も円陣を組む。


    「咒式で大地を粘液状態にし、金属の魚類を呼び、〈古き巨人エノルム〉の王国を強制的に作りだしているようだな」


    　イェスパーの唇から苦い言葉が漏もれる。


    「化学鋼こう成せい系第七階位〈暴王鉄錆廃海峡獄オルケ・アノス〉か」隻眼には畏怖の色が宿る。「まさか歴史書に載っているような超咒式を、現実に使える存在がいようとはな」


    　イェスパーの目算で、金属の海は直径六十メルトル。鮫が動くことを考えると、深度は十メルトルを越えるだろう。十万トーン以上の大質量の組成を一瞬で変へん貌ぼうさせていることになる。まさにひとつの小世界を生みだす超咒式だった。


    「範囲内では、術者が絶対の暴王だ」イェスパーが刃を掲げる。「波も魚もすべてがネビロ・ロの絶対支配で動く。すべてが敵だと思え！」


    　ベルドリトの顔から笑顔が消え、敵てき愾がい心しんが満ちる。


    　人間たちを囲む大おお海うな原ばらには、いくつもの三角、背せ鰭びれが浮かんでいた。


    　恐きよう慌こう状態となった騎士たちは咒じゆ式しきを放つ。爆裂が暗灰色の水面を砕き、槍や雷撃が穿うがつ。だが、狙そ撃げき用の銃弾さえ、水深一メルトルを越えるとほとんどの破壊力を失う。粘度の高いアスファルトの海ではさらに無力だった。


    「因いん果が！」


    　ネビロ・ロの声とともに憂ゆう国こく騎き士し団だんの死角から、黒い飛沫しぶき。空中に鮫さめの巨体が舞う。大口を開けて呑のみこむ姿勢。


    　外部から入った攻こう性せい咒式士は冷静だった。すでに紡つむいでいた砲弾咒式を放つ。大おお顎あごの内部、口こう腔こうの奥にタングステンカーバイドの砲弾が命中。衝撃で鮫の金属の胴体が蛇じや腹ばらのように縮み、尾お鰭びれの手前から砲弾が抜けていく。液体金属の血液と金属の肉が後方へ弾ける。


    　落ちていく鮫とともに、勝利の笑みを浮かべた咒式士。体に衝撃。胸板に槍が刺さっていた。


    　長い刃のような口が、鎧よろいを貫通し、背中に抜けていた。口に続くのは銀色の胴体。表情のない二重の真円の眼。胸むな鰭びれや背せ鰭びれを激しく動かしていた。


    　まさに刃の魚が、海原から跳ねて攻性咒式士の胸板を貫通したのだ。


    「応おう報ほう！」


    　ネビロ・ロの声が再び響く。口から血を吐いて、胸板を貫かれた攻性咒式士が倒れる。


    「鮫だけとは、拙僧も物陀も言っていない。物を限定すれば、物に殺される。これぞ因果応報」


    　ネビロ・ロの声がどこからか響く。周囲の黒色の海に泡が溢あふれる。幾百という泡が弾けた。絶叫とともに憂国騎士団の咒式が放たれる。雷撃が爆裂が、投槍が空中に飛ぶ刀とう魚ぎよを破砕する。


    「虚こ空くうは無ならず。無と有とエネルギーの振しん幅ぷくがある。同じように拙僧の王国には、命が溢れている。まだまだ溢れている」


    　咒式の猛射でも、数百の魚群という嵐の大部分は止まらない。合金製の口が憂国騎士団の盾や鎧や兜かぶとを貫通。死者となって暗灰色の海に沈んでいく。


    　絶叫と悲鳴。顔面に刀魚が十数本も突き立った騎士が、両手で搔かきむしる。開いた胴体を鮫の大顎が咥くわえ、甲かつ冑ちゆうごと胸きよう郭かくを破壊。暗灰色の海へと引きずりこんでいく。


    　金属の鮫の砲弾と刀魚の機関銃が縦横無尽に跳ねまわる。埠頭は、絶望に満ちた処刑場になっていた。結界から逃げることは、許されない。


    　憂国騎士団の最後の一人が、泣きわめきながら爆裂咒式を放つ。


    　続く咒式を放とうとして倒れた。灰色の大海原に、咒式士が引きずられていく。下から現れた鮫が男の足を咥えていたのだ。


    　助けを求める顔は、下から上へと跳ね上がる瀑ばく布ふで遮さえぎられた。次の瞬間、直角に跳ねる鮫の大顎のなかにあり、巨体とともに海面へと落下していった。


    「忠義の鎖に縛られし狂犬と、童心の悪鬼。やはり汝なんじらが拙僧の問いの前に立てるものたちか」


    　ネビロ・ロの声とともに、魚群が移動。翼よく将しようたちがいる車の上を目指して、大海原を跳ねてくる。


    「狂犬と悪鬼だって。どうする兄貴？」


    　ベルドリトは傍かたわらの兄に告げる。表情は奇怪な状況を遊園地だとでも思っているようだった。


    　車上のイェスパーは一歩も動かなかった。ベルドリトは兄から少し距離を置く。


    　極限の集中力が完成するとともに、イェスパーは左右の腰から刃を引きぬく。


    　機き剣けん士しの左から刀とう魚ぎよの群れが、右から鮫さめが跳ねる。砲弾と機銃の多重攻撃だった。


    　一瞬で楯となった左の〈九く頭ず竜りゆう爪そう剣けん〉が、刀魚の殺到を受ける。鋭利な嘴くちばしがまとめて砕け散る。


    　右の巨大な〈九く頭ず竜りゆう牙が剣けん〉が一いつ閃せん。金属の鮫の装甲された皮膚や分厚い筋肉の束ごと、胴体を両断。頭部と胴体に分かたれて、数トーンの塊かたまりが灰色の大おお海うな原ばらに落ちていく。


    　黒い水みず飛沫しぶきを貫いて、刀魚が殺到する。槍の群れは、イェスパーの鎧よろいと剣の盾の表面で砕ける。翻ひるがえった剣で、まとめて十数匹が両断。金属の塵ちりに変えられる。


    「じゃあ、ぼっくも行くよ～」


    　ベルドリトの足が止まり、魔ま杖じよう剣けんが振られる。


    「ぱぱらぱぁー♪」


    　地面が歪ゆがみ、太く短い四肢がアスファルトの海を踏み割る。続いて丸い塊が引きだされてくる。


    　ベルドリトの前に出現したのは、鋼はがね色の小山。丸い胴体から伸びたのは、蜥蜴とかげのような頭部。


    　鱗竜目、巨竜科。鈍竜属亜種の甲こう剣けん竜りゆうと呼ばれる一種。鈍重で知能は低いが、硬い鱗うろこを持つ生体重戦車。刀魚の殺到も、甲剣竜の装甲の前には意味がない。自ら激突しては砕けていくだけ。


    「行っちゃえ、ゴンゴリウンムー！」


    　ベルドリトの無邪気な殺さつ戮りく指令で、ゴンゴリウンムと呼ばれた甲剣竜が咆ほう吼こうをあげる。一枚一枚が短剣ほどもある甲剣竜の全身の鱗うろこが逆立つ。驟しゆう雨うのような音をたてて、数千もの鱗の刃が放射された。


    　銀ぎん鱗りんの嵐。空中の刀魚を、さらに十倍する刃が一瞬で全滅させた。


    　大鮫が巨体を躍らせ、襲撃してくる。顔や咽のど、胸や腹、背せ鰭びれや胸むな鰭びれを埋めつくすほどに、鱗の刃が突き立ち、また削っていく。数百発の着弾衝撃で、鮫は背後に吹き飛ぶ。


    　重々しい音を立てて、黒い水柱があがる。


    　竜の力を借りてのベルドリトの攻撃は、凄すさまじい装甲と弾幕。絶対王国すら撥はねつけたのだ。


    「来るよっ！」


    　ベルドリトの声。三角の背鰭が正面から向かってくる。大爆発。


    　正面から跳ねたのは、巨大な鮫。頭部の先端には、捻ねじれた長い角。斜めからイェスパーに落下していく。避けても受けても即死の巨体。


    　イェスパーの刀で、高硬度の角が切断。続く巨体に刃。刀身が九つに分かれていき、炸さく裂れつ。


    　九条の刃が天から地へ疾はしりぬけた。輪切りの生体標本のような十の薄い肉片となり、銀の鮮血とともに、翼よく将しようの傍かたわらを抜けていく。


    　破片と肉片が飛んでいき、着水とともに黒い海面に逆さの大だい瀑ばく布ふが生まれる。


    「兄貴、すっご～い」


    　唯一の死角である背中のベルドリトも魔ま杖じよう剣けんを握ってはいるが、使う機会がなかった。


    　イェスパーの剣と鎧よろいは、ありえないほどの破壊力と防ぼう御ぎよ力を見せた。


    　使用しているのは、化学鋼こう成せい系第六階位〈釿刄理適真王劔プール・ソーン〉の咒じゆ式しき。鋼成系の基本たる金属の操作を、極限にまで推しすすめただけの咒式だった。


    　しかし、その奥おう義ぎは深い。


    　金属の理論強度に対し、実測強度は十分の一から百分の一しかない。鉄の理論強度は十・五ギガパスカルルだが、実際には〇・三五ほど。比較的理論強度に近いタングステンですら、十九・七ギガパスカルルに対し三・五ほどにしか達しえない。金属の亀き裂れつ型欠けつ陥かんや結晶格こう子し欠陥というものをなくすことはできないからだ。


    　だが、不純物の混入や、化学的に活性な環境での原子間結合の弱体化、原子や分子の熱振動をすべて排除することが可能であれば、理論強度を具現化できる。


    　チタン、パナジウム、クロム、錫すず、アルミニウムのβベータ型の体心立体格子結晶たる高力チタン合金で咒式生成された武具は、まさに地上最高硬度。


    　さらに鮫と刀とう魚ぎよが迫る。数トーンの鮫と強固な装甲が、弾丸の速度で飛ひ翔しようする刀魚が、一撃で血と肉の散さん華げとなる。


    　一撃での両断と絶対防御を可能にするのは、イェスパーの楯と剣の強度と、なによりも絶技。


    　同類の死にも臆せず、周囲から鮫の群れが殺到。手首の返しで旋回した刃が、鮫の頭部を両断していく。


    　超高硬度の刃が踊る。金属の魚類の頭部が輪切りにされ、首が刎はねられる。胴体が重装甲ごと輪切りにされ、尾お鰭びれが断ち割られた背後で大おお顎あごが縦に割られる。


    　咒式によって作られ、心を持たない金属生命体たちは、進軍を止やめない。だから、イェスパーは斬って斬って斬りまくる。自らも心なき殺さつ戮りく機械のように、刃を振っていく。


    　右手に握られた九つの神の刃が縦横無尽に空間を割き、全方位に存在するものすべてを格こう子し状に切断していく。


    　刃の乱舞に立ちふさがる敵は、肉片どころか無残な挽ひき肉にくに変えられていった。


    　咒式持続力に優れる前ぜん衛えい職であっても、ここまで高度な咒式を左右の剣、そして自らの鎧と三つ同時に、しかも連続使用などしない。分子の常時変化と完全制せい御ぎよという極限の集中力を、戦場で動作とともにこなすのは不可能だ。


    　可能にするのは、イェスパーの裂れつ帛ぱくの気迫。脳が沸ふつ騰とうし、神経系が灼やききれていく苦痛。


    　それでも白刃は振るわれ、ときに楯となり、また鋼はがねの毒蛇となって吹き荒れる。


    　金属の断片となっていく魚たちの背後に、不吉な影。跳ねてきたのは丸い魚。


    　体に紡つむがれているのは、高位爆裂咒式である〈曝轟蹂躙舞アミ・イー〉だった。自分ごと相手を爆裂で葬ほうむる、特攻魚だった。


    　イェスパーの九つの刃が水平に疾はしる。


    　全身を九つに切断されるも、丸い魚は咒じゆ式しきを続ける。しかし、左の九条の刃が落雷の速度で魚に打ち下ろされる。横と縦の九条の刃が交互に疾り、爆裂魚は八十一の肉の骰さい子ころとなった。


    「絶対王国か、厄やつ介かいにすぎる！」


    　刃の魚群が迫り、イェスパーの刃はさらに振られる。殺さつ戮りくの嵐は止まらない。


    



    



    　俺とギギナはリゼリアを庇かばって後退していく。


    　前方には、青銀色の壁。液状化していくゲヒンナム・ムの体が、さらに早く動いた。


    　背後から垂直に発生する水の壁。表面から放たれる水の槍を、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが旋回して防ぐ。飛び散る青みがかった銀の飛沫しぶきは、水のように粘度が低い。


    　リゼリアも刃を振るが、軽く見えた水の腕に弾き飛ばされる。


    　俺は衝撃で流れたリゼリアの体を受けとめ、前方に鋼はがねの槍の群れを放つ。槍は水の腕を砕く。


    「なんなんですか、これは!?」


    　リゼリアの悲鳴に答えられない俺の四方では、激流が渦うず巻まく。


    　流れが反転。液体で作られたゲヒンナム・ムの顔に、再び〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉を放つ。劣れつ化かウラン砲弾が飛ひ翔しよう。青い波は濤とうに命中。戦車の前面装甲すら穿うがつ貫通力は、液体金属に大穴を開ける。液体など簡単に貫通し、背後に体液を弾けさせる。着弾と貫通の衝撃で全体が波打つ。


    「それは無意味」


    　だが、ゲヒンナム・ムに開いた大穴の上からは、滝のように液体が垂れ下がる。即座に穴は埋められていった。


    「最大の貫通咒式が無意味か！」叫びつつ次の咒式を選択。「直線の攻撃が効かないなら、立体攻撃で死ね！」


    〈爆炸吼アイニ〉によるトリニトロトルエンと刃の爆裂が、ゲヒンナム・ムの液状化した顔面に炸さく裂れつ。液体の体を引き裂き、飛び散らせる。


    　全力の〈爆炸吼アイニ〉が前方にそびえる液体の全体積の三分の一程度を吹き飛ばした。周囲には青みがかった銀の液体が飛び散る。液体は、落ちた先で滴しずくとなっていた。


    　青銀色の滴が動く。隣の滴と合体し、水溜まりになる。水溜まりが移動していき、本体に連結する。液体が吸いあげられていく。


    　本体に浮かぶゲヒンナム・ムの顔が再生される。


    「それも無意味」


    　液体が激しく動く。俺とギギナは後退していく。前方から波が跳はねる。ギギナの屠竜刀が一いつ閃せん。切断された液体が落下。水溜まりとなる。屠竜刀によって咒式を無効化されたため、動けない。しかし、すぐに他の液体が支流となって水溜まりに触れて、再吸収。


    　俺は悪寒を感じてその場を跳ねる。脇を抜けるのは背後からの剛腕。人間が膝を抱えてうずくまったほどもある巨大な[image: ]が、コンクリの床に着弾し、破砕する。


    　青銀の奔ほん流りゆうから、腕が伸びていたのだ。床を砕いた[image: ]が戻るところへ、ギギナの刃。


    　刃に触れられる前に、腕と[image: ]は液体に戻って落下。床に撥はねる大量の液体は、周囲に流れる激流に再吸収される。


    「液体化するだけでなく、瞬時に元の固体に戻れるのか」


    　俺とギギナは背中合わせになる。魔ま杖じよう剣けんと屠と竜りゆう刀とうを掲げて、周囲を警戒する。俺たちの周囲を、青みがかった青銀色の激流が壁となって渦うずを巻いていた。渦うず潮しおの底の中央にいるようなものだ。


    　四方すべてが、ゲヒンナム・ムの体であり手であり足だった。


    　激流の間から、六つの青い光点。髑どく髏ろのようなゲヒンナム・ムの顔が現れる。周囲には手や足が突きでている。


    「汝なんじらはもう私の包囲網のなかだ」


    　俺とギギナ、リゼリアは同時に後退。右側の激流から放たれた左足が、床を砕く。逃げたところへ、背後からの左[image: ]。三人が同時に伏せるも、俺の左肩、ギギナの右脇腹を[image: ]が掠かすめる。二人で庇かばったリゼリアだけが無事だった。


    　転がりつつ、膝をつく。即座に立ち上がって、また俺たちは背中合わせになる。骨折に打撲、内臓の一部破裂。巨大な[image: ]は掠めただけで重傷。


    「ようやく理解できてきた」


    　痛みを堪こらえつつリゼリアを庇かばい、背後のギギナへ言葉を投げる。治ち癒ゆと鎮ちん痛つう咒じゆ式しきが互いに飛び交う。


    「元々ゲヒンナム・ムの体は、骨格や重要器官以外を融ゆう点てんが二九・八度という低融点金属であるガリウムを主成分としていたのだろう」


    　四方の液体の壁からは、腕や足の影が見える。俺たちを威い嚇かくしていやがる。


    「使用されているのは、化学錬れん成せい系第一階位の〈錬成ベリス〉で、単に分子組成を変えるだけだ。ただし、〈古き巨人エノルム〉であるゲヒンナム・ムは自らの体に使い、固体から液体金属に変化させている。さらに伝導電子が存在する液体金属を電気制せい御ぎよして、自由自在に全身を操れる」


    「これがすべて液体金属の体というわけか」


    　ギギナが周囲を見回す。俺たちを囲む液体金属の波は濤とうは、さまざまな形に姿を変えている。巨大な手や足も脅威だったが、どこから俺たちを攻撃してくるのかも分からないという現状はさらなる脅威だ。


    　ギギナが俺の肩を引きよせる。背後から長い腕の群れが襲ってきた。手の先に握られているのは、剣や刀、斧おのや槍。七つの武器を、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが薙なぎはらう。


    　一撃で粉砕され、周囲の床に金属や液体金属として落下。やはり即座に本体からの支流がつながり、瞬時に回収していく。


    　俺はギギナの背後を守るために〈緋竜七咆ハボリユム〉を放つ。ナパームの炎が周囲を焼きはらう。


    　ゲヒンナム・ムの液体金属の体は、千二百度の炎の海でも動きを止めない。赤々とした炎が激流に混じり、消えた。知覚眼鏡クルークブリレでゲヒンナム・ムの体組織の組成を分析。ガリウム六十八・五％、インジウム二十一・五％、錫すず一〇％の共きよう晶しよう合ごう金きん、ガリンスタンとなっている。


    「常態で液体となるガリンスタン合金の沸点は千三百度を超えるし、ガリウム単体なら二二〇四度。ナパームの一二〇〇度の炎では殺せないか」


    　俺の声には苦いものが混じっていた。リクルゴ・ゴの超ナパーム咒じゆ式しきの高温なら可能だろうが、咒式の再現以前に分析すら済んでいない。


    　砲弾で穿うがっても、爆裂で引き裂いても、炎で焼いても、液体金属の体はすぐに修復できる。ギギナの屠と竜りゆう刀とうの無効化能力だけはゲヒンナム・ムの部分を殺すが、回収されて咒力と電気を通されれば復活されてしまう。


    　つまり、ゲヒンナ・ムは物理攻撃のほとんどを無効化できる体を持っている。


    　横目で確認すると、ギギナの甲こう殻かく鎧よろいを支える合金が崩ほう壊かいしていた。


    　同じように俺の魔ま杖じよう剣けんの機関部や、防ぼう御ぎよ用の装甲が脆もろくなっていた。鎧が脆く砕けた部分を手で払って、ギギナが笑う。


    「液体金属による脆化まで起こさせている。あの液状の体は攻防一体だ」


    　金属にガリウムなどの液体金属が触れると、結晶粒の間にある結晶粒界に染みこむことで強度を下げ、おそろしく脆くなるのだ。触れるだけでこちらの武装強度が下がる。受けつづければ、咒式を支える魔杖剣が作動しなくなる。


    　見ているかぎり、ゲヒンナム・ムは遠えん隔かく咒式がまったく使えない。だが、防御能力と相手の能力を下げることにおいては他の追つい随ずいを許さない。


    「さて、先ほどの話題の続きだ」


    　ゲヒンナム・ムが笑みをこめた声で告げる。俺たちの視線の先で、液体金属が二陣の竜巻となって上昇していく。固体化し、腕と手が現れる。肘ひじが曲がって下に下ろされる。左右の五指が、水の壁に手をかける。


    　液体金属の壁が割れ、青銀色の紗幕カーテンが開かれていく。内部には、固体に戻った体で作られた祭壇があった。


    「私は賢人として、自らの体内を実験室としている」


    　ゲヒンナム・ムの顔が祭壇の最上段に浮かぶ。顔の下に鎮ちん座ざするのは、人体の列だった。


    「助けて、助けて！」と涙を流しながら哀願する北方系の女。「出して！　ここにもう二日も閉じこめられているの！」と口の端から涎よだれを流す浅黒い肌の女。ツェベルン系の少女は、唇から崩壊した精神のままに意味不明の言葉を紡つむぐ。


    　さらには、北方系、東方系の全裸の女たち。さらには耳が尖とがったアルリアン人や大おお柄がらなランドック人、小柄なノルグム人や、銀の髪に瞳のドラッケン族の女までいた。


    　全部で十二人。誰一人として衣服をまとっておらず、揺れる乳房や、太ふと股ももの間の茂みまでが見えた。


    　しかし、俺は性的関心などいっさい抱かなかった。ギギナにしても同じだ。リゼリアにいたっては、口を手で覆おおって絶句している。


    　叫びをあげる女たちの全員が、手足を失っていた。切断された肘ひじと膝の断面は、紐ひもで乱暴に縫われている。手足を切断された女たちが立方体の檻おりのなかに、閉じこめられていたのだ。


    　檻の四方から出た鎖の先の鉤かぎが肩や腰に刺さり、空中に四し肢しを喪失させられた女たちを固定していた。


    　個人用の檻が、横三列、縦に四列に重ねられ、並べられていた。檻から響く十二人の人間の叫び声に、ゲヒンナム・ムが耳を澄ませていた。


    「なん、だこれは」


    　俺は戦闘途中にもかかわらず、恐怖の声をあげていた。


    「残ざん酷こくな趣味でこうしているのではない」ゲヒンナム・ムは心外そうに告げる。「私は賢人、〈古き巨人エノルム〉における生物学者なのだ」


    　ゲヒンナム・ムが心底残念そうに告げた。


    「さて、話が流れに流れたが、私が考える〈古き巨人〉という種族の問題は、まず地層と同じくらい長く生きることだ。それゆえに繁はん殖しよく能力が異常に低い。さらに近年は人属に追いたてられ、紛争で消滅し、個体数が減る一方なのだ。そこで、私は生物学者として同属の将来を憂うれい、対策を考えた」


    　ゲヒンナム・ムの固体化した右腕が動く。


    「あれが頃合いの熟成かな」


    　金属の人差し指が、上から二段目の中央の檻を指し示す。ツェベルン系の女が、虚うつろな表情でうなだれていた。手足のない体で、腹部だけが膨ふくれている。


    「ここエリダナで捕獲した新鮮な実験体で、実験開始」


    　女が震える。腹部が膨ぼう張ちようしていく。急激な膨張に滑らかな白い腹部に、静脈が透けて見える。蛙のように膨れた腹となった。


    　腹部の白い肌を青黒さが浸食していく。女の悲鳴とともに、白い喉のどが仰のけ反ぞる。膨張した腹部から、さらに腫しゆ瘍ようのように膨れる部分。体内からなにかに押されていた。


    　さらに甲かん高だかい悲鳴。先ほどより大きな腫瘍が腹部に浮かぶ。


    　今度は俺にも分かった。体内から、胎たい児じの顔が押しつけられていたのだ。小さな鼻、唇。女は肘と膝から先がない手足を振るう。


    「いやいやいやいやいやいや！」


    　膝から先がない太ふと股ももの間から、粘性の高い液体が滴したたる。


    「やだ、やだ、産みたくない！　怪物の子供なんて産みたくない！」


    　腹部の膨張は、通常の妊娠ではなかった。腹の大きさは、すでに本体である女と同じくらいになっていた。


    　太股の間にある茂みの下で、女によ陰いんが開き、割さけた。赤い亀き裂れつから、青黒い物体が這はいだす。女陰は縦に裂け、白い腹部まで裂けていく。


    「ああああんああああっ」


    　現れたのは、金属の肌の赤子だった。肌の表面では腫瘍のような泡がいくつも生まれては消えた。芋いも虫むしのような指を持つ右手の肘ひじから、さらに右手が生え、不規則に痙けい攣れんしていた。左手は昆虫の脚で、不気味に痙攣している。


    　五つの眼は、〈古き巨人エノルム〉の複ふく眼がんのような眼と人間の瞳で、頰や顎あごや額に配置されていた。


    　巨大な赤子は仰あお向むけに捻ねじれて出産されていく。


    　五つの眼が、自分を産んだ女を見つめる。左頰で縦になった唇が開かれる。乱らん杭くい歯ばの間から、蛇のような舌が零こぼれる。


    　女の顔に極限の恐怖が浮かんだ。絶望の表情のまま、女の首が背後に倒れる。同時に青黒い赤子も痙攣する。縦となった口から血を零こぼして、頭が落ちる。忌まわしい赤子も絶命した。


    「六百五十二回目の配合実験も失敗か」


    　ゲヒンナム・ムが残念そうに告げる。


    「なにが問題なのだろうか」


    　〈古き巨人〉の生物学者は、自問自答しはじめる。


    「遺伝子の再配列は完かん璧ぺきで、体組織の成長も咒じゆ式しきで可能なはずなのだが。こればかりは竜どものほうが上手い。もしくは母体の年齢が問題なのだろうか？」


    　俺とギギナは硬直していた。二人の前方では、女の無む惨ざんな死体。そして太ふと股ももの間から腹を裂いて生まれ、即座に絶命した異い形ぎようの赤子の姿があった。檻おりの下へと滴したたる血液と羊水で、他の女たちが狂乱状態に陥おちいっていた。


    「おまえ、ゲヒンナム・ム！」俺は前方の〈古き巨人〉を見上げる。「人類と〈古き巨人〉とを交配させようとしたな！」


    「さすがに錬れん成せい系の咒まじない士しは、学問的実験に興味があるようだね。まさにそのとおり」


    　ゲヒンナム・ムが金属の笑みを浮かべる。


    「〈古き巨人〉の繁はん殖しよく力りよくの低さを、繁殖能力が高い人属各種の腹を使って補おうとしているのだよ」


    　金属の割れ目のような唇が、朗々と語る。


    「珪金化物の体を持つ〈古き巨人〉と、炭たん素そ基き生せい物ぶつである人類とでは交配が不可能かと思うだろう。しかし異種交配も、私の忍耐力で三百年もやっていれば、成功まであと一歩という地点まで達している」


    　ゲヒンナム・ムの手が檻に触れ、軽く揺らす。檻からつながる鉤かぎが囚人たちの肉に食いこむ。


    　残る十一人の囚人たちが、嘆きと怨えん嗟さ、絶望と苦痛の叫びをあげる。


    「さて、六百五十三回から六百六十三回目までの実験もやってしまおう」


    　虫の出産でも見るような目で、ゲヒンナム・ムの六つの眼が檻を見ていた。


    「なにが出るかな、なにが出るかな♪　たらららんらん、たらららん♪」


    　檻の女たちが叫び、悪夢が開始された。


    



    



    　イェスパーの刃の乱舞が止まる。


    　断面から銀色の血と鋼はがねの内臓の破片を零こぼしつつ、肉の骰さい子ころが落下。周囲の大おお海うな原ばらには、刃で分断され、甲こう剣けん竜りゆうの刃で撃ちぬかれた魚の死体が、数百匹も浮かんでいた。


    　イェスパーは刃を前に向ける。隻眼が切っ先の視線となる。


    「あとはおまえだけだ。それともまだ魚遊びをするのか？」


    　死魚の群れの先、闇の大おお海うな原ばらの縁にネビロ・ロが浮かんでいた。蓮はすの上に結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢で座していた。


    「拙せつ僧そうによる問い、鋼はがねの海の王国を破った存在は、ここ八百年で一体もいない。〈古き巨人エノルム〉における同格の同胞ですら、この術の前には沈んできた」


    　本気で〈古き巨人〉の法師は感心していた。


    「さすがにモルディーンの十二翼将か。良き兵つわものをそろえている」


    　法師ネビロ・ロは錫しやく杖じようの環わを鳴らした。


    「いや、おまえたちという個体に敬意を払うべきだろう」


    「では、感心して死んでくれ」


    　イェスパーと甲剣竜に乗ったベルドリトが疾走。イェスパーの刃に咒じゆ力りよくが通される。


    「それが猊げい下かの望み。そして、猊下の望みが我が望みなり！」


    　ネビロ・ロの魔ま杖じよう錫は前に向けられず、アスファルトの海原に下ろされた。


    「しかし、ここからが〈暴王鉄錆廃海峡獄オルケ・アノス〉の本領なり！」


    　ベルドリトが異常を察知。イェスパーの肩を引っ張る。二人を中心にした半径三メルトルほどの円周に従って、三さん角かく錐すいの列が立つ。


    　イェスパーとベルドリトが逃げるよりも早く、弾けるように円周が閉じられる。


    　直径六メルトルという、常識外れの大おお顎あごが閉じられた。先頭を走っていた甲剣竜は、顎に挟まれて即死。イェスパーは咄とつ嗟さに右の刃を左へ、左の刃を右に掲げて、牙の列の直撃を防ぐ。ベルドリトも兄に加勢して、大口が閉じられることを防ぐ。


    　閉じられた大顎が急上昇。顎に咥くわえられたまま、翼将二人の体が上昇していく。


    「問おう。汝なんじら人はなぜ生きる？　なぜに犬として生きる？」


    　ネビロ・ロの声を背景にして港に現れたのは、天空に向かってそびえていく巨大な銀の柱。


    　全長三〇メルトルという、最大級の鯨くじらに等しい巨大な鮫さめだった。アスファルトの水面から垂直に翼将二人を牙の列に捉え、上昇していったのだ。


    　イェスパーは理想金属の刃と鎧よろいで、顎による粉砕を防ぐ。全身を刃を持った巨大な万力で締めつけられている状態に等しい。


    　一瞬でも力を緩ゆるめれば、弟とともに即死する。


    「さあ問おう。物教の道に迷う拙僧に、答えてもらおう」


    　ネビロ・ロの声が、空に響く。


    「我を我と呼ばずに、なんと呼ぶことができる？」


    　大顎に囚とらわれたイェスパーの口から溢あふれたのは、苦く鳴めいだった。


    



    



    　悲鳴とともに、北方系の女の足の間から腹が裂けていく。


    「産みたくない、産みたくない！」


    　鮮血の噴出とともに、三つの顔がつながった赤子が生まれた。見開かれた四つの眼は、昆虫の複ふく眼がんのような〈古き巨人エノルム〉の眼。蛸たこの脚のような触手を周囲に伸ばし、倒れた。


    　俺とギギナ、リゼリアは動けなかった。悪夢の光景を前に、言葉を失い、身動きすらできなかったのだ。


    　ゲヒンナム・ムだけが退屈そうに死産の結果を眺めていた。


    「母子ともに絶命。はい次」


    　ノルグム人の悲鳴とともに、腹を食い破って赤子が生まれた。天使のような愛らしい赤子だった。


    　ただし、頭部から下は大蛇のように長く、側面に芋いも虫むしの脚が連なっていた。上へと伸びた赤子が口を開く。開きつづけ、耳のあたりまで裂けた。耳から上が後ろに下がり、頭の直径で円の口が現れる。円周に並ぶのは、米粒のような牙の列。


    「まんま、たべたい」


    　口だけとなった蛇の赤子が反転。巨大な口が、自分を産んだ母親の頭部を呑みこむ。ノルグム女の悲鳴も口のなかへ消えていった。母親の首のあたりで口を閉じ、切断。


    　赤子は美う味まそうに咀そ嚼しやくし、母親の頭部を飲みこむ。蛇の赤子は突如として倒れた。青ざめた顔で、赤子は絶命の痙けい攣れんを起こしていた。


    「今度は母親を食べたか。まだ母体とつながっている自分も死ぬということも分からぬほど、知性が低くては意味がない。はい次」


    　俺とギギナは石像のように硬直したまま、異い形ぎようの出産を見続けた。


    　東方系の女は、泣きながら眼球が十個ある粘液を出産。ランドック人の女は、絶望の声をあげながら脳が存在しない一つ目の赤子を産みだした。西方のウルムン系の女は、すでに精神が崩壊していた。浅黒い太ふと股ももの間から、数十本の腕だけの赤子を死産しながら、狂気の笑みとともに絶命する。


    　ゲヒンナム・ムは「次、はい次」と続々と死産を行っていく。


    　無む惨ざんな出産と死が続くなか、檻おりの一番下にいるドラッケン族の女がギギナを見た。


    「同族とお見受け、する」


    　手足を失っていたが、ドラッケン族特有の美しい顔には気品があった。青い刺いれ青ずみの下、銀の瞳どう孔こうが激しく上下左右に動く。それでも正気が失われる限界だったのだ。


    「も、しも同族を哀れ、んでくれるなら」異形を産む苦痛のなかで、女が声を絞りだした。「殺、して、くれ」


    　同族の懇こん願がんに、屠と竜りゆう刀とうを握るギギナの白い手が震えた。


    　隣の檻に入れられていたアルリアンの女は、唇を嚙かんでいた。白金の髪に緑の瞳で「お願い、早く殺して、見たくない！」と叫んでいた。躊ちゆう躇ちよする俺にさらに呼びかける。


    「あたしはアギーナ、咒じゆ式しき士しだぁら、覚悟はでひている」緑の眼に懇こん願がんがあった。「早く」


    　ドラッケン族の女とアルリアンの女の腹が膨ふくれる。女によ陰いんが裂けて、青黒い肉にく塊かいがひねり出される。アルリアンの緑の眼には、この世に生まれたことを後悔するほどの絶望の光景が映っていた。


    　悲鳴があがる前に、ドラッケン族の女の額と心臓に投剣が刺さって、背後に倒れた。同時にアルリアンの女の額に、咒式による鋼はがねの槍が突き立つ。足の間にいる青黒い赤子の眼や口、腹部にも鋼の槍が貫通していた。


    　投剣を投とう擲てきした姿勢のまま、ギギナは立っていた。横顔には極限の怒りと憎悪があった。リゼリアはその場に両手をついて、埠頭のコンクリの大地へ激しく嘔おう吐としていた。


    「こんな、こんな恐ろしいことを！」


    　眼を上げると、女たちと異い形ぎようの赤子たちの死体が目に入り、またリゼリアが嘔吐する。胃液まで吐いていた。


    　俺は右手の魔ま杖じよう剣けんを掲げたまま硬直していた。


    「君たちはなんて酷ひどいことをするのだね」


    　十二の檻おりの上で、ゲヒンナム・ムが驚いたように六つの眼を明滅させる。


    「母と生まれたばかりの赤子というこの世でもっとも守るべき存在を殺すなど、君たちは正気かね？〈古き巨人エノルム〉に対する民族浄化主義者かね？」


    　ゲヒンナム・ムは義憤の声を連ねた。


    「学者である以前に、知的生命体として君たちを非難するよ」


    　破は綻たんした倫理の声に、俺は奥歯を嚙かみしめる。胸むな糞くそ悪い嘔吐感を堪こらえていた。


    「もう数秒早く咒じゆ式しきを放つべきだった。そうすれば彼女は、自らが悪夢の子を産む瞬間を見ずに死ねた」


    　檻の内部で、額に槍を受けたアルリアン女が絶命していた。


    　顔は恐怖のままに硬直していた。足の間からは、巨大な赤子が垂れ下がっている。六つの眼には槍が刺さったまま、口を貫く槍の横から、蛇のような舌が垂れていた。


    　俺は自分が人を殺すことを肯定したことなどない。


    　自分が生き残るために殺す、それだけのことだ。そこで思考を強制停止させていた。


    　だが、今回だけはもっと早く殺すべきだった。本人や遺族に憎まれても、殺すべきだった。


    　殺したアルリアン女は、ジヴと同じ白金の髪に緑の瞳だった。顔立ちも少し似ていた。


    　俺の胸中には、嫌悪感と罪悪感が渦うず巻まいている。ジヴが同じ状態になれば、俺は彼女の魂を救うために殺すのだろうか。


    　ゲヒンナム・ムの眼が俺たちを見下ろす。


    「だが、今の十二体の実験で摑つかんだ。次は確実に成功する」


    　六つの青い学者の目は、俺とギギナの背後、リゼリアを捉えていた。リゼリアの両腕が自らを覆おおう。無ぶ遠えん慮りよな青い眼が、裸身を検分しているかのように思えたのだろう。悪い予感がする。


    「いい母ぼ胎たいが見つかった」


    　ゲヒンナム・ムの壁から、液体金属の波は濤とうが放たれる。悪い予感は音速で的中した。ギギナの刃が切断し、俺の爆裂咒じゆ式しきが飛沫しぶきを散らせる。リゼリアを交配実験になど使わせるものか！


    　液体金属を刃で切断した俺の脇を、波濤が抜ける。銀の触手の群れにリゼリアが捕まる。リゼリアが手を伸ばし助けを求め、俺も手を伸ばす。手の先で、リゼリアは空中へと連れ去られていく。


    　リゼリアの四し肢しと首は触手の群れによって拘こう束そくされ、空中高くに固定される。


    「これは良い雌めすです。若い母胎で使いやすい」


    「助けて、センセえっ！」


    　リゼリアは学生時代の呼びかたで悲鳴をあげた。リゼリアの周囲には、触手が蠢うごめく。触手がリゼリアの甲かつ冑ちゆうの隙間に潜もぐりこむ。胸むね鎧よろいや肩の装甲、甲冑のすべてを破砕。


    　別の触手がリゼリアの喉のど元もとに向かう。襟えり元もとに刃となった触手の先端が潜りこみ、一気に下まで引き裂く。


    　白い乳房と桃色の先端、そして太ふと股ももの間の茂みまでが、外気に曝さらされる。悲鳴とともに、リゼリアが太股を閉じ、手で胸を隠そうとするも、拘束されて動けない。


    　俺は元生徒の裸身を見ることができず、眼を逸そらす。同時に衝撃。ゲヒンナム・ムの触手が俺の腹部に激突。体を折って、後方に吹き飛ばされる。俺を追ったギギナの体にも、青銀色の波濤。


    　俺の四肢が触手に固定され、魔ま杖じよう剣けんヨルガが落下。コンクリの敷地に転がる。傍かたわらで、ギギナは巨大な手によって大地に押しつけられていた。〈古き巨人エノルム〉の一撃をまともに受けたため、胸きよう郭かくが全損。内臓破裂の出血が、ギギナの唇から空中に吐かれる。


    　俺は前方を見上げる。空中で拘束され裸身を曝さらすリゼリアと、彼女の頭上に浮かぶゲヒンナム・ムの巨大な顔があった。


    「実験だ」


    　唇は感情のない言葉を紡つむぐ。


    「〈古き巨人〉の男性体と人属の雌めすとの交配はなかなか難しい。ですが、人属の雄おすの精子に私の遺伝情報を載せれば、成功確率は高いはずです」


    「なんっ！」


    　叫んだ俺の体に圧力。触手によってリゼリアの前に引きあげられる。教え子の裸身から眼を逸らそうとするが、触手は俺の顎あごを固定する。


    「見てあげなさい。あなたの教え子という母胎は、すでに雌として成熟していますよ。充分に受胎可能です」


    　俺は眼を閉じる。


    「センセ、見ないでっ！」


    　俺を空中に拘束する触手が前に動く。俺は全身の力で拒否しようとするが、二百トーン近いゲヒンナム・ムの力にはまったく逆らえない。リゼリアの裸の乳房に、顔が押しつけられる。


    　熱い肌と弾力が俺の鼻先や頰に触れる。普段なら喜びのかぎりだが、今は背筋を貫くほどの嫌悪感があった。リゼリアは俺にとっては生徒で、いわば妹や娘のようなものだ。リゼリアに性的接触をするなど、おぞましいとしか感じられない。


    「やめてやめて！」


    　リゼリアは悲鳴をあげつづける。


    「やめろ外げ道どうが！」


    　俺も必死に叫ぶ。


    「そうですか？」


    　ゲヒンナム・ムは冷れい徹てつな声で告げる。


    「言葉ではそう言っていても、この雌めすの個体の性的興奮度は高まっています。性的興奮や快楽を示すフェニルアチンアミンや、性的行為をしたときのオキシトシンなどの性的ホルモンが多く分ぶん泌ぴつされているようです」


    「嫌っ！　言わないで！」


    「どうやら前から好意を抱いていたのでしょう。あなたに抱かれたがっていた」


    「噓よ、違う。私にはフリューがっ！」


    「反論ですか。ならば証拠を見せましょう」


    　ゲヒンナム・ムは俺を見据える。


    　俺を拘こう束そくする触手が動く。リゼリアの乳房に押しつけられた俺の顔は、滑らかな腹部、さらに下へと動く。リゼリアの黒い茂みと割れ目に、俺の顔が押しつけられる。


    　鼻先が熱いリゼリア自身の内臓の割れ目に埋もれる。リゼリアから溢あふれる熱い粘液を感じた。リゼリアは必死に太ふと股ももを閉じようとするが、触手は逆に左右に大きく開かせる。


    　さらに、細い触手の群れが左右からリゼリアの割れ目に向かう。


    「やめやめやめやめっ！」


    　リゼリアの悲鳴が高くなる。残ざん酷こくな鉗かん子しが、左右からリゼリアを開いていく。俺は必死に眼を閉じる。だが、背後から額を通して伸びたゲヒンナム・ムの触手が、知覚眼鏡クルークブリレの下を抜けて、俺の瞼まぶたに触れる。そして強引に開かせる。


    　俺の視界に、リゼリアの足の間にある鮮烈な赤が広がる。膣ちつ壁へきから尿によう道どう口こうまで、内臓のすべてが冷酷に晒さらされていた。俺の視線を受けて、リゼリアの内臓の奥が収縮した。


    「このような状態だというのに、男性を受けいれるための粘液を分泌し、子宮が開いて受じゅ胎たいの準備をしている。体は正直なものです」


    　ゲヒンナム・ムの指摘にリゼリアの眼が閉じられた。気き丈じような女はついに涙を流した。唇からは嗚お咽えつが漏もれる。女が隠していた心理を、ゲヒンナム・ムは冷徹に解かい剖ぼうしてみせたのだ。


    「同時にあなたのテストステロンなどの男性ホルモン値もかなり上昇しているようです。教え子の裸体と肌との接触で興奮しているようですね」


    「違うっ！」


    　学生時代のリゼリアに一度も性的妄もう想そうを抱いだいたことがないと言ったら、噓になる。大人っぽい顔立ちに、豊かな胸、括くびれた腰、美しい曲線を描く尻に視線が奪われたことが数度ある。


    　だが、俺にはジヴがいたし、講師が生徒に向ける以上の感情は抱いだけなかった。


    「こちらも言葉とは裏腹に、男性器海かい綿めん体たいに血液が流入、膨ぼう張ちようしはじめていますね」


    　ゲヒンナム・ムが指摘したように、下半身にある俺自身が言葉を裏切っていた。感情と理性で拒否しようと、生物としての俺が素直に反応してしまっている。生徒の裸身に触れるという背徳的な状態が、性的興奮をもたらしているのだ。


    　俺は理性を全開にして、自分の体の下劣な反応を拒否しようとする。アレシエルのようなことは二度と起こしてはならない。俺の愚かさで、もう女性を傷つけたくない。


    「やはりゾレイゾ・ゾについてエリダナに来て良かった」


    　俺の抵抗をも観察対象として、ゲヒンナム・ムの声が告げる。


    「人属の活動はおもしろい。性的に惹ひかれあっても、感情や理性で拒絶する。常に心を体が裏切り、二つに引き裂かれつづける種族だ。この倫理と道徳の点について、ネビロ・ロ法師と深く話しあいたいものだ」


    　数々の〈異い貌ぼうのものども〉と出会った俺は、種族の断絶というものを感じてきた。


    　しかし愛や性という人間の尊厳に関わる部分を操あやつり、操作対象として見られることが、これほど吐き気を催もよおすことになるとは思わなかった。


    　ゲヒンナム・ム自身は冷れい徹てつな学者のつもりだろう。だが、俺から見れば、これまで出会った存在でも最悪の精神を持つ怪物だった。


    　他者の尊厳にまったく共感せず、蹂じゆう躙りんしていることすら理解しない、怪物の心なのだ。


    「さて、学究ゆえの好奇心にかまけてもいられない。本題の生せい殖しよく活動に戻しましょう」


    　俺は触手に引きあげられる。リゼリアに密着させられる。間近で見るリゼリアの顔。瞳どう孔こうは激しく上下左右に動き、唇は譫うわ言ごとのように拒否の言葉を紡つむいでいた。


    　俺と交尾させられ、さらに〈古き巨人エノルム〉の子供を産ませられるという状況で、精神が崩ほう壊かい寸前なのだ。


    　ゲヒンナム・ムの触手が動く。先端が俺のジーンズにかかる。


    「人属の交尾を生で見るのは初めてです」


    　触手がジーンズの前を開けていく。怒張した俺自身が邪魔になって上手く開けられない。リゼリアは狂乱状態になって首を振る。彼女にとっても、フリュー以外の男に体内へと侵入されることは許し難いことだった。


    　ゲヒンナム・ムは俺とリゼリアを人形のように扱い、交尾させようとしている。ゲヒンナム・ムにとって、俺とリゼリアはただの子宮と精子放出装置だった。


    「さて、こちらも準備しましょう」


    　密着する俺とリゼリアの間に、触手が伸びてくる。おぞましい形状をした金属の男性器だった。俺は彼女を陵りよう辱じよくから救おうと、全身の力で前に出る。肉と骨が軋きしむほどに力を奮う。体が砕けてもいいから、彼女を救う。


    　だが、俺の体は現実の力の前にまったく無力だった。リゼリアは絶望の眼でゲヒンナム・ムを見上げる。


    「やめて、お願いです。やめてください。あんな子供は産みたくない、産んだら心が死んでしまう……」


    「私もやりたくてやっているのではないのです。科学と〈古き巨人エノルム〉の未来のためゆえ、仕方ない実験なのです」


    　ゲヒンナム・ムが残念そうに告げた。


    「〈古き巨人〉と人属の架け橋になると思えば、君も光栄でしょう。ほら、青空に笑顔となった君を、永遠に忘れないつもりです」


    　涙を零こぼすリゼリアの膣ちつを、金属の性器が貫く。心が砕けるような絶叫。


    　俺はまだ前に出る。腕と足が千ち切ぎれてもいい、だから前に行かせてくれ。だが、ゲヒンナムの生せい殖しよく器きは、リゼリアの腹を内部から破ろうとするほど深くに突きこまれる。


    　ゲヒンナム・ムの性器は、前後運動をせずに回転した。封じられた俺の力が、憤ふん怒ぬで発揮されることなど、ついになかった。


    　リゼリアの悲鳴。涙に濡れた瞳からは感情が消えた。足の間、膣口からは、白い液体が溢あふれていく。


    「私の遺伝子を体内に散布完了」


    　自らの射精にも、ゲヒンナム・ムは学者の視点で観察するだけだった。


    「あとは君の精子を乗り物として彼女の卵子と受精し、子宮で胎たい児じを育はぐくむ。これで〈古き巨人〉の子孫問題が一気に解決する」


    　触手が位置を変える。俺の左手が動き、魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスの柄つかに触れた。


    　引き金を絞り〈爆炸吼アイニ〉を発動。切っ先から放たれた爆裂が、鞘さやを破砕して俺の右側に炸さく裂れつ。俺の右腕ごと拘こう束そくする触手を粉砕。


    　ゲヒンナム・ムが予期しない苦痛にわななく。肉片になった右腕の痛みを無視して、マグナスを前に向け〈矛槍射ベリン〉を発動。リゼリアの体を拘束する触手と、生殖器を撃ちぬく。


    　触手の破壊には耐えたが、生殖器を貫通されてはゲヒンナム・ムも絶叫をあげるしかなかった。拘束が解けて、俺とリゼリアが落下する。足でコンクリの敷地に着地。左手でリゼリアを受けとめる。血と肉の塊かたまりとなった右腕の激痛など、さらに無視。


    「実験体が逃げるなっ！」


    　体を再構成したゲヒンナム・ムが、触手の波を伸ばす。俺たちと同じように拘束から逃のがれていたギギナの背中から、銀の波は濤とう。


    　屠と竜りゆう刀とうが一いつ閃せんされた。触手が切断されて、液体金属が散る。苦く鳴めいとともに、ゲヒンナム・ムが腕を後退させていく。さらにギギナが追撃で封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんを投げつける。低位の爆裂咒式が、炸裂を連ねる。


    　俺は腕のなかのリゼリアを確認する。恐怖と嫌悪感に唇を震わせていた。両腕で自分を抱きしめていたが、女の爪が両の二の腕の肌を傷つけていた。


    　リゼリアが体を折る。女の白い腹が蠕ぜん動どうしていた。


    　爆裂の白煙が晴れていく。ゲヒンナム・ムの六つの眼が空中にあった。


    　俺たちを見据える青い眼には感情がない。あくまで研究対象を眺める学者の目だった。


    「なるほど、すでにその雌めすの胎たい内ないには人属の雄おすとの子供がいたのですか」


    　俺はリゼリアに視線を戻す。フリューとの間の胎たい児じが、彼女の胎内にすでに存在していたのだ。小さな悲鳴とともに、女の白い腹部が膨ふくれていく。フリューとの間にできた子供を、ゲヒンナム・ムの遺伝子が浸食し、作り替えているのだ。


    　俺はどうしていいのか分からない。リゼリアを殺すべきなのか、助けるべきなのか。


    「リゼリア！　リゼリアっ！」


    　俺はただリゼリアの名前を叫びながら、強く抱きしめるだけだった。


    「いやあああああああああああああああああっ！」


    　リゼリアが自らの手で、膨れる腹部を殴なぐる。だが、〈古き巨人エノルム〉の浸食を受けた赤子はそんなことでは流産しない。


    「産まれる、産まれる。新しい命が産まれる！」


    　ゲヒンナム・ムは歓喜の声をあげている。リゼリアの足の合わせ目から、青黒い手が伸びた。女の目が大きく見開かれる。


    　腕に続いて頭部が抜けでて、複ふく眼がんの眼が見えた。横向きについた鼻の下に、縦の唇があった。唇が開くと、犬歯が並んでいた。


    「まんま」


    　赤子が呼びかけると、リゼリアの喉のどの奥で蛙かえるのような悲鳴があがる。リゼリアの眼球が上下左右に動く。


    　リゼリアの手が伸びて、俺の左手を摑つかむ。瞬時に魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを奪う。俺が止める間もなく、刃を逆さか手てに握る。


    　鋭利な刃が振り下ろされて、赤子の顔を刻む。奇怪な声をあげて、赤子が胎内に戻る。


    「逃がすかっ！」


    　リゼリアの刃は、自らの女によ陰いんに振り下ろされた。肉を貫いて胎内の赤子に刃が届き、膣ちつから奇怪な絶叫が漏もれる。


    「なんということをっ！」


    　ゲヒンナム・ムが絶叫する。触手を伸ばすも、ギギナの刃が切りはらう。〈古き巨人〉も、母胎と胎児を傷つけることを恐れ、強引には近づけない。


    　自らも激痛に絶叫しながらも、リゼリアは刃を引きぬく。血の飛沫しぶきの向こうに、鬼母の表情があった。


    「死ね、死ね！　産まれるな！　おまえなんか産まれるな！」


    「まんま」膣からは赤子の声が漏れる。「ぼくをころさないで」


    「おまえなんかフリューと私の子じゃないっ！」


    「ぼくをころすなら、まんまをころすっ！」


    　胎児は体内から手を突きだす。皮膚の弾性限界を超えて、腹から鮮血とともに手が抜けた。リゼリアは激痛を堪こらえて、刃を振り上げる。


    「死ねっ！　死んで消えろっ！」


    　リゼリアはまた刃を下ろす。自分の女性器を何度も何度も刺し貫く。やがて刃を刺した状態で手が止まる。血で滑る柄つかを両手で握り、苦く鳴めいとともに、自らの体を裂いていく。


    　マグナスの切っ先に貫かれて、胎たい内ないから青黒い赤子が引きだされる。六つの眼と縦に割れた口、虫の手。下半身に魚類の尾お鰭びれを持つ赤子は、全身を刻まれて絶命していた。


    「やった、殺した、殺したわ！　見てセンセ、私はフリューとの子供を殺した！」


    　リゼリアは精神の均きん衡こうを失った笑みを浮かべていた。


    　十数回も刺されたリゼリアの女性器は、見るも無む惨ざんな形状になっていた。子宮までも破壊され、凄すさまじい出血をしている。


    　俺はリゼリアの手に自らの手を重ねて、マグナスを奪いとる。串刺しにされた赤子が揺れた。短剣を大きく振って、赤子を投げすてる。


    「おおおお、我が子が！　〈古き巨人エノルム〉の希望の子が！」


    　ゲヒンナム・ムは銀の波を産みだし、青黒い赤子の死し骸がいを受けとめる。


    　俺は左手でリゼリアの裸身を抱きしめる。


    　リゼリアは出血のために蒼白となった顔で、虚うつろな笑い声をあげていた。


    　彼女の黒い瞳には、感情も意志もなかった。ただ闇。そして唇だけが自動的に笑い声を放っていたのだ。


    　職業ゆえに俺は無惨に人が傷つき死ぬ、地獄の光景を多く見てきた。


    　しかし、自らの胎児を性器と子宮ごと刃で刻んで殺す母。母を殺そうとする異い形ぎようの赤子などという光景は見たことがない。見たくもない。


    　リゼリアの薄い肩に、黒い外がい套とうがかけられる。傍かたわらですでに立っていたギギナが、女にかけたのだ。


    　同時に肋ろつ骨こつが全損した自分より先に、リゼリアに治ち癒ゆ咒じゆ式しきを発動していた。俺も鎮ちん痛つう咒式をリゼリアに施ほどこす。戦闘用の治癒咒式で性器は治るかもしれないが、子宮機能は絶望的だろう。


    　ギギナの眼は、前を見据えていた。


    　俺は放心状態で大地に座りこむリゼリアを背後に庇かばい、魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを腰の後ろに戻す。手探りで、床に落ちていた魔杖剣ヨルガを摑つかみ、立ち上がる。


    　憎悪と殺意をこめて、切っ先を前に向ける。


    「許される戦いなどない、と俺は今の今まで思っていた」柄つかを握る左手に、力がこもる。「だが違う」


    「今回だけは、私も怒っている」


    　横にいるギギナの声は、憤ふん怒ぬの炎となっていた。


    　ギギナは俺に治癒咒式を発動させていたが、右腕の回復は間にあわない。


    　関係ない。絶対に倒さねばならない存在がいるのだ。


    　ゲヒンナム・ムは、青黒い赤子の死し骸がいを手で支えていた。


    「あと一歩で成功しそうだったのに、母ぼ胎たいがすべてを台無しにした」ゲヒンナ・ムの唇が冷たい息を吐く。「これはいらない」


    　波は濤とうが反転する。リゼリアが産んだ赤子の死し骸がいは、倉庫の壁に激突し、青い体液を散らした。そしてコンクリの大地に落ちた。


    「では次だ」


    　ゲヒンナム・ムの仮面の口が大きく開く。


    　これほど邪悪な生物は見たことがない。邪悪ですらない。単に実験していただけなのだ。


    　液体金属の幕が閉じられていく。十二人の死体も液体の奥に消えていく。閉じられた瞬間、青銀色の液体金属が激しい流動を再開する。ゲヒンナム・ムの眼が俺たちを見据えた。


    「炭たん素そ基き生せい物ぶつの雄おすを妊娠させる程度の技術は、すでに二百年も前に完成している。高位の咒まじない使いの雄なら、我が施し術じゆつにも耐えられるでしょう」


    　俺は全身の悪寒に震える。


    「妙に必殺の攻撃が少なかったのは、そういう事情か」


    「発想の大きさは、負の方向にも存在するのだな」


    　ギギナですら、ゲヒンナム・ムの思考についていけない。


    　気丈なリゼリアや、勇ゆう猛もうなドラッケン族の女ですら、異い形ぎようの子を孕はらむことには耐えられなかった。男である俺やギギナなど、瞬時に精神が崩ほう壊かいするだろう。


    　周囲の激流に向けて屠と竜りゆう刀とうを掲げているギギナにしても、憤ふん怒ぬの上に嫌悪感が重なっている。


    「不老に近いうえに不死身だから、余裕で実験を継続するつもりか」


    「しかし、この世に不死身の存在などありえない」


    　治癒してきた右手に魔ま杖じよう剣けんを持ち替え、俺は対策を練る。


    「物質を食うということは、栄養を外部から取り入れる必要がある。血液があるということは、栄養を体内に循環させる必要がある。呼吸をするということは、酸素を必要としている。生まれるということは、消える」


    「つまり、生物であるかぎり、殺せば死ぬ」


    　ギギナが敵意と殺意を含んだ笑みで告げる。


    　ゲヒンナム・ムの液体金属の波は濤とうが周囲で激しさを増す。


    　しかし俺たちには時間がない。ダリオネートを狙うゾレイゾ・ゾを追いかけねばならない。ピエゾの勇者であるウォルロットが追っているはずだが、倒せるとはかぎらない。


    　俺たちの周囲ではゲヒンナム・ムの波が躍る。背後に庇かばうリゼリアは、放心状態のままだった。彼女を支えることはあとだ。


    　今はリゼリアとともに生き延びる道を考えろ考えろ。ゲヒンナム・ムの液体金属の体といっても、頭脳までは液体化をしていない。〈古き巨人エノルム〉は元々固体生物であるがゆえに、液体で思考を紡つむぐほど自らの体を作り替えはしないはずだ。倒す手段は脳を破壊することだが、液状化した体のどこに位置しているかは分からない。


    　だとするとやはり高熱。液体金属の沸点を超える高熱しかない。


    　だが、一二〇〇度、または二二〇四度を超える超高熱咒じゆ式しきは手持ちにそうあるわけでもない。


    　たとえば、金属還元熱反応である〈赫錏哭叫ハウレス〉は、使用したことがない上に範囲が狭い。プラズマ弾を発生させる〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉が有効だが、完全に使いこなせていないために温度が上下する。さらにゲヒンナム・ムに対しては効果範囲が狭いし、磁場を帯びた体は軌き道どうを逸そらす可能性が高い。


    　俺は前を向いたままで、左手を腰の後ろに回す。


    　指先でマグナスに高位咒じゆ弾だんを装そう塡てんしていく。


    「核融合の炎を浴びせる〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉が最適だ、と考えているのだろう？」


    　ゲヒンナム・ムが笑う。


    「数千から数万度の熱で死なない生物など、地上にはいない。〈古き巨人エノルム〉であっても、ルコルジ・ジのように直撃すれば消失する」


    　俺は痛みが残る右手に魔ま杖じよう剣けんを構えたまま動けない。


    　核融合咒式は、奥の手として脳内で紡つむいでいる。ここで使えば、ゾレイゾ・ゾを仕留めることができない。さらにただ咒式を放っても、ゲヒンナム・ムは倒せない。


    「私も〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉はさすがに怖くて、対策を考えていてね。体を四方に分散させ、脳や心臓がどこにあるか分からなくさせれば、直撃は難しいだろう？」


    〈古き巨人〉は俺の思考も読んでいた。俺としては、前後左右のどこかに核融合咒式を放って、四分の一の賭かけをするしかない。


    　だが、二十五％の賭けに出るなど愚かにすぎる。


    「賭かけてみるか？」


    「命がかかっている闘争の場で、誰が賭などするものか」


    　〈古き巨人〉の問いに、俺は即座に答える。


    「ならば」


    　波は濤とうの動きが止まった。四方から一斉に液体金属が跳はねる。


    「これで捕獲しましょう」


    　二百トーンの質量が、俺たちへと襲ってくる。


    



    



    　埠ふ頭とうに跳ねる大おお鮫ざめの体の側面では、無表情な眼があった。


    　鮫の背中には、ネビロ・ロの法師姿の上半身が生えていた。


    「重ねて問おう。いかにして汝なんじらは生きて、そして死ぬ？」


    　鮫の胸むな鰭びれが水面を叩き、黒い波濤が生まれる。空中に巨大質量が飛ひ翔しようしていく。黒い飛沫しぶきを散らして巨体が反転。半円を描いて、アスファルトの水面に着水。


    　闇色の大だい瀑ばく布ふ。粘度の高い液状アスファルトが、イェスパーとベルドリトの全身を叩く。


    　衝撃を利用して大鮫の顎あごが閉まっていく。竜の死体と超硬度の鎧よろいと剣で耐えているが、限界は来る。


    　長い牙はイェスパーの甲かつ冑ちゆうの隙間や装甲に覆おおわれていない首筋に刺さり、激しく出血させている。ベルドリトだけなら量子透とう過かで逃げられたが、水中で使っても窒ちつ息そく死しするだけだ。


    　黒い水中を、大おお鮫ざめが潜もぐっていく。激流のなかで翼将たちが耐える。視界はまったくない。大鮫はさらに潜もぐっていく。


    　このままでは、窒息で二人の翼将は殺される。金属制せい御ぎよと筋力強化咒じゆ式しきでイェスパーはようやく大鮫の顎あごの力と拮きつ抗こうしている。余力があるベルドリトが咒式を紡つむぐ。青白い咒式が発動。


    　アスファルトの海中で大鮫の悲鳴が響く。空気ではなく水を伝わる悲鳴は、衝撃波となっていた。


    　闇の海の底で、巨体が反転。大鮫が上昇に転じる。液体が渦巻く。


    　背中にかかる加重にイェスパーが耐える。ベルドリトは咒式を紡ぎつづける。


    　アスファルトの海面が爆裂。黒い水柱を貫いて、大鮫が水上に出る。


    　凄すさまじい悲鳴が口こう腔こうから放たれる。大鮫の無表情だった眼が反転。瞳どう孔こうを突き破って、線の群れが零こぼれていく。


    　螺ら旋せん型をした先端には針のような唇。上下左右に目まぐるしく動く瞳孔を持つ線。


    　数法量子系第四階位〈螺穿虫召法グル・メガー〉で生みだされた〈螺ら穿せん虫〉という咒式疑似生物だった。


    　獲物の肉に侵入し、螺旋の体で内臓を抉えぐることしか考えない生物。それは数法系咒式士の暗殺者が好んで使う、誘導式の生ける錐きりだった。


    　見ている間にも、鮫の目や鰓えらから虫が零れていく。数千匹の虫が大鮫の体内の脳や内臓を縦横無尽に穿うがち、体外に溢あふれていったのだ。百トーンを超える巨大生物であろうと、体内から食い破られては生存不可能。


    　全身の激痛で、大鮫の顎の力が弱まる。


    「殺しやあああああああっ！」


    　イェスパーが両手の刃を体に引きつけ、放つ。大鮫の顎を切り裂き、分解する。


    　拘こう束そくは解かれた。


    　金属の肉片と銀の体液の間から、翼将たちは空中へ脱出。顎から頭部を分解された大鮫は、後方に倒れていく。鮫と体を共有していたネビロ・ロも分離。


    　水面に巨体が背中から激突。アスファルトの大波が起こる。腹を見せて横たわる大鮫の上に、イェスパーとベルドリトが着地。ネビロ・ロも着地した。


    　ネビロ・ロも、すでに結けつ跏か趺ふ坐ざで浮遊している余裕は消失していた。絶対王国の支配が崩ほう壊かいし、アスファルトの海が鎮しずまっていく。


    　黒い海の水面に、大鮫の巨体が腹を見せて横たわっている。鈍にび色いろの巨体の上には、三つの人影があった。


    　刃を構えるイェスパー。横に立つのはベルドリト。対たい峙じする法依姿は、錫しやく杖じようを握るネビロ・ロだった。


    「我が本体が敗れたか」


    　ネビロ・ロは初めて魔ま杖じよう錫しやくを構えた。六つの淡青色の眼に、苦痛の光が明滅。


    　イェスパーも全身に負傷を受けていた。大おお顎あごに挟まれたときに、歯で左腕が貫かれている。胸きよう郭かくが圧あつ搾さくされて肋ろつ骨こつが全損。イェスパーは横目で弟を確認。


    　装甲度が低いベルドリトにいたっては、魔杖剣を支えに右膝をついた姿勢から立てない。内臓が破裂し、肺の片方が機能停止しているようだった。


    　イェスパーは前に眼を戻す。


    「〈古き巨人エノルム〉を倒すには、おまえの牽けん制せいが必要だ」唇は冷れい徹てつに続ける。「やれるか？」


    「もち、ろん♪　聞、くことが失、礼だよ♪」


    　肺の空気を絞りだし、ベルドリトが明るく返答した。瀕ひん死しの重傷でも口調は変わらず軽い。


    　無言でイェスパーが前進。呼応するようにネビロ・ロも進む。


    「問おう。忠義の狂犬と童心の悪鬼にさらに問おう」


    　法師は足で鮫さめの上を歩む。


    「我を我と呼ばずに、なんと呼ぶことができる？」


    　歩みつつ、ネビロ・ロが問いを重ねる。


    「汝なんじらの問いは汝らから発し、汝らで終わるものか？」


    　機剣士の刃が放たれる。左の九条の刃を、ネビロ・ロの魔杖錫が旋回して弾く。右の重い刺し突とつも反転した魔杖錫で受ける。大鮫に自らの質量を使ったために、強力な咒じゆ式しき剣士ほどの重さしかない。


    　それでも凄すさまじい突きが続く。イェスパーが跳躍して後退。


    　魔杖錫を構えなおしたネビロ・ロに違和感。


    　六つの瞳、全身からの電磁波は、後方のベルドリトが動いていないことに気づいた。膝をついたままの虚きよ法ほう士しのあどけない顔には、残ざん酷こくな笑みが張りついていた。掲げられた〈空渡りスピリペデス〉の刀身には、すでに高位咒式が紡つむがれおわっている。


    　ネビロ・ロの背筋を貫く恐怖。


    　気づけば、〈古き巨人〉の周囲、半球状態の空間に霞かすみが満ちていた。


    　雲は、膨ぼう大だいな数の剣の切っ先。半球の内部に向け、刃の切っ先が埋めつくしていた。


    　しかし、数えようとすると、不可能となる。向こうのベルドリトが見えるようで、また見えない不思議な光景。


    　謎なぞの咒式に退くか進むか、一瞬迷ったことが巨人にとって致命的だった。


    「僕はね」


    　額から血を流したベルドリトの口くち許もとに、笑みが浮かぶ。


    「すっごく残ざん酷こくなんだよ」


    　虫の羽や手足を毟むしりとる、無邪気な少年の笑みだった。


    　ネビロ・ロを包む雲から剣が射しや出しゆつされる。霞かすみがかった朧おぼろの剣の群れだった。ネビロ・ロが魔杖錫を振るう。しかし旋回する魔杖錫は剣の切っ先を一本も捉えられない。


    「なん、だと？」


    　巨人の三つの複ふく眼がん、咽のど、右腹部、右太ふと股もも、右肩を非情の刃が貫いていた。串刺し刑にされたネビロ・ロは、事態を理解できない。


    　不確定性原理によって運動を決定された刀身は位置が定まらなくなり、存在する場所は確率でしか現せない剣の雲となる。本来であれば、刀身が突き刺さる確率の総和が時間的に変化しないことを、確率の保存が保証し、空間内の確率密度の総和も必ず一となるしかない。


    　だが、刃が位置ｒに存在する絶対確率を表わす方程式を操作して、確率密度の総和を一以上の膨ぼう大だいな数に引きあげることにより、数えきれないほどの刃を同時存在させる。


    　それは数法量子系第七階位〈東雲千本劒鎗刑獄アリ・オーク〉の咒じゆ式しき。限定空間内の物理法則を改変し、量子を剣に置き換えて確率保存を破るため、刺さる瞬間までは、どの刃もけっして捉えられないのだ。


    　それは、高位咒式剣士を殺害するためだけに編みだされた、ラキ侯爵家の秘ひ咒じゆ。単体専用だが、一度発動すれば回避することは絶対に不可能なのだ。


    　全身に刃を受けたネビロ・ロは、銀の血液を噴きあげる。相手を舐なめていたわけではない。全力と秘咒を尽くした。大おお鮫ざめに捉えた瞬間、どんな相手だろうと即死するに決まっている。


    　しかし、イェスパーとベルドリトはまったく諦あきらめなかった。文字通り死の顎あごに捉えられて、なお逆転してきた。


    　ネビロ・ロに手はない。残るのは、ほとんどの質量を失い人間ほどになった体と、魔ま杖じよう錫しやくの技ぎ倆りようのみ。


    　〈古き巨人エノルム〉は、それでも足た袋びに包まれた足を前に出した。鮫の腹の上を突進していく。


    　先にはイェスパーが待っていた。両手を交差させ、居合い抜きの姿勢で前進してくる。ネビロ・ロも魔杖錫を旋回させて前進する。


    　魔杖錫に、九く頭ず竜りゆう牙が剣けんと爪そう剣けんが交こう錯さくする。


    　裂れつ帛ぱくの気合いで突きだされた魔杖錫の一撃を、爪剣が弾く。鞘さやから横よこ殴なぐりに放たれた牙剣が、九条に分かれる。


    　九条の刃がネビロ・ロの胴体に命中。理想強度の刃は、〈古き巨人〉の装甲と肉体を切り裂く。九つの刃を受けて、ネビロ・ロの胴体と左肘が消失。


    「すべての問いの答えは簡単だ」


    　イェスパーの双剣は、左右の腰の柄つかに戻されていく。


    「答えなど俺が知るか」


    　涼やかな鞘鳴りの音とともに、〈古き巨人〉の下半身が倒れた。左腕と胸から上が、大鮫の腹の上に落下。咒式干かん渉しようが消失し、アスファルトの大おお海うな原ばらが波の形のまま凍りつく。


    　ベルドリトが息を吐いた。ベルドリトとイェスパー、ラキ家の処刑場には、誰一人として立つことを許されない。


    　最大咒式を破られ、心臓や重要機関を失ったネビロ・ロは、自らの残存咒力を測定した。


    　元の値の四・二二八八％。再生咒式を発動できるどころか、あと九秒の命だった。


    　最後の反撃咒式を紡つむごうとして、ネビロ・ロは止めた。


    「我、の問いその、ものが」


    　六つの眼から光が失われていく。


    「間違ってい、たというこ、とか。な、らば」


    　効果がない咒じゆ式しきを紡つむぐより、自らを倒した人属に返答する三秒を優先した。


    　ネビロ・ロは自らの愚行を奇妙に感じていた。しかし、奇妙に感じる意識も消えていく。


    「地獄の鬼にで、も問うて、みようぞ」


    　六つの瞳から命の光が去っていった。法師は問いとともに絶命した。


    　ベルドリトは膝をついた姿勢で重い息を吐く。


    「死ぬかと思った～」


    「紙一重だ」


    　強敵に敬意を表ひようするように、イェスパーが答えた。胸板や腕や足には、大穴が開いている。流れでる鮮血を鋼こう成せい系咒式で強引に塞ふさぐ。ベルドリトが蒼白な顔で微ほほ笑えむ。


    「でも、偶然だろうけど、兄貴はなぞなぞおじさんの問いに答えていたよ」


    「どういうことだ？」


    「それはね……」


    　ベルドリトの背が前に傾く。膝が崩れて倒れた。イェスパーの右手が伸びて、倒れる弟の襟えりを摑つかむ。すでにベルドリトは失神していた。襟を戻して肩に担ぎ上げる。


    　軽い体だったが、瀕ひん死しの重傷であるイェスパーには重い。


    　イェスパーは弟の状態を確認する。肩から下がるベルドリトの横顔は、遊び疲れた子供のようだった。


    　皇国と七都市同盟の運命を決める一戦、瀕死の闘いであっても、ベルドリトにとっては遊びの延長なのだろう。


    「分かっている。我が首輪は、俺自身が嵌はめた縛ばく鎖さで、狂信の烙印に外ほかならない」イェスパーは独りでつぶやく。「しかしそれは栄えある勲章。命を賭して戦う、死徒の荊いばらの冠だ」


    　決意を告げたイェスパーは、背後を振りかえる。


    　港では爆音や轟ごう音おんが連続で響く。火柱があがり、攻こう性せい咒式士の絶叫が響く。


    「我らが手助けできるのはここまでだ」


    　剛ごう毅きなる機剣士の膝が崩れる。


    



    



    　天にそびえていく青銀色の大だい海かい嘯しよう。ゲヒンナム・ムの六つの青い目が、波のさまざまな場所で輝く。


    「取りこんでくれよう」


    　だがしかし、ゲヒンナム・ムは、錬れん成せい系咒式士の、そして俺の対応力を舐なめすぎている。


    　俺は化学鋼成系第五階位〈弐式超導砲シメイース〉を一瞬で紡ぐ。


    　銅酸化物高温超伝導体とニオブとバナジウムで構成された砲弾に磁場をかけ、液体ヘリウムで極低温にまで冷却していくと、電気抵抗が皆無のまま超伝導体中を磁じ束そく量子が格こう子し状に貫通し、超伝導状態と通常の伝導である磁場が共存。第二種超伝導体となり、飛ひ翔しよう。


    　ゲヒンナム・ムの大波に伝導体が激突。超伝導物質の完全反はん磁じ性効果によって、磁力を帯びた液体金属が押し退のけられ、破裂。


    　大穴にリゼリアを抱えたギギナが突進。俺も背中に続く。銀の大波の内部を抜けて、転がる。


    　四方を包囲される最悪の状態から脱し、即座に反転。ゲヒンナム・ムに魔ま杖じよう剣けんを向ける。大波となったがゆえに、体が薄くなったのだ。だからこそ磁場で抜けられた。


    「なるほど、理屈だ」


    　液体金属の体の裏表が即座に反転し、ゲヒンナム・ムは俺たちに顔を向ける。六つの青い目に興味の色があった。


    「超伝導砲弾で体を動かす電磁波を押し退け、穴を穿うがつことはできても、私を倒すには遠く足りないが？」


    　問いとともに襲いかかってくる。リゼリアを背後に押しやり、立ち向かう。


    　ゲヒンナム・ムの波は濤とうから生みだされた刃の群れを、俺とギギナの刃で防ぐ。痛みと衝撃。


    　横から迂う回かいしてきた金属の[image: ]を防げず、俺は横に吹き飛ぶ。転がって上を眺める。肋ろつ骨こつが四本折られたが、痛みは無視。


    　ギギナも反対側に吹き飛ばされていた。屠と竜りゆう刀とうを床に突き立てて、転倒を防ぐ。


    　視線を戻すと、上空では液体金属の波が渦うず巻まいていた。青銀の液体が瞬時に巨大な腕と[image: ]を形成する。自動車ほどもある[image: ]が、俺の上に影を作る。床に座ったままのリゼリアも、見上げていた。


    　青みを帯びた銀の壁に、大きな口が開く。


    「もう捕獲などと言っていられませんね。あなたたちを殺して他の実験体を……」


    　苦しげに口が開閉し、止まる。


    　青銀の波の口からは、銀の血液が吐きだされていた。苦く悶もんの声とともに巨大な[image: ]が崩ほう壊かい。液体に戻って大地に落下していく。混乱したゲヒンナム・ムが後退していく。


    　俺がすでに展開していた化学錬れん成せい系第四階位〈糜爛硫黄霧サグノー・ク〉の咒じゆ式しきは、チオジグリコールを塩素化することで生みだされた二、[image: ]‐硫化ジクロロジエチル、いわゆるマスタードガスを生みだす。


    「そんな、ガス、が効くだと？」


    　ゲヒンナム・ムの唇が、苦痛の声で驚きよう愕がくの言葉を紡つむぐ。酸欠状態になったかのような、掠かすれた声だった。


    〈古き巨人エノルム〉は、プラチナ合金の触しよく媒ばい作用によって、石油を精製した血液と酸素を反応させて電力を生みだし、生存のための熱量を得ている。


    　対してマスタードガスは、硫い黄おうが一個と塩素が二個つながった構造をしている。硫黄がプラチナ合金の触媒を支えている担体とつながって硫化物を生成し、〈古き巨人〉の肺の機能を失活させる。分離した塩素が肺の固体高分子の電解質を破壊すれば、いくら酸素を吸収しても、〈古き巨人エノルム〉の血液から電力が生まれることはない。


    　マスタードガスは、人間に対しては遅ち効こう性のため短期決戦には使いにくい咒じゆ式しきだが、〈古き巨人〉に対しては即効性の窒ちつ息そくガスとして作用する。ヤークトーの長い解説がここに来て役に立った。俺は笑ってやる。


    「俺は賭かけをしないと言っただろう？」


    　窒息したゲヒンナム・ムは、青銀色の体を回転。態勢を整えるために急速後退していく。


    　もはや、捕獲などと言っている事態ではないと、ゲヒンナム・ムも気づかざるを得なかったのだ。


    　俺は逃のがすわけにはいかない。立ち上がりつつ、第二の咒式、化学錬れん成せい系第四階位〈磁電炸吼シヤーク・ス〉を発動。金属の筒つつが、逃げるゲヒンナム・ムの銀の体に命中。


    　金属導体で囲まれた電気的閉鎖回路が、爆薬の作用によって強制的に磁場濃縮。一〇〇メガジュールルもの瞬間的な熱量を生みだし、超強力な磁場を放射する。


    　強力な磁場は周囲の金属内部に電磁誘導による乱電流を起こし、あらゆる電子回路を破壊する。ゲヒンナム・ムの脳と液体金属を操る電子神経系統も破砕。麻ま痺ひ状態に陥おちいったため、液体金属は重力に引っ張られる。


    　ゲヒンナム・ムの制御力が消失し、ガリンスタン合金の体が崩ほう壊かいしていく。苦く悶もんに身を[image: ]よじるごとに、液体金属が弾け、内臓器官が落下し、体内に収めていた女たちの檻おりが転がっていった。


    　青銀色の流動体となって、ゲヒンナム・ムが這はいずる。


    　ゲヒンナム・ムは咒力と電力を供給して、体の麻ま痺ひを強引に解除。腕を作って伸ばす。近くにあった倉庫の屋根を摑つかんで体を引きあげようとした瞬間、手首が切断。


    　空中を飛ひ翔しようしてきたギギナの屠と竜りゆう刀とうだった。刃が跳はね上がり、肘ひじ、腕と両断。もはや回復できないゲヒンナム・ムの手や腕は、液体金属の飛沫しぶきとなるしかない。


    　ゲヒンナム・ムが後退し、残る咒力を振り絞って武器を作る。即座に射しや出しゆつ。


    　刃のいくつかはギギナの体を刻む。だが、屠竜刃が旋回し、伸ばされる腕や足、剣や槍を伐ばつ採さいしていく。切断された部分は、液体となって埠ふ頭とうの大地や周囲の壁の染みとなっていく。


    　ゲヒンナム・ムへさらに俺の咒式が襲いかかる。〈爆炸吼アイニ〉のトリニトロトルエン爆薬の炸さく裂れつで削り、〈錣磔監獄ボフィ〉のチタン合金の監かん獄ごくで切断し、〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉のプラズマ弾が液体金属を蒸発させる。不死と無限回復さえなければ、ゲヒンナム・ムも大きな液体金属にすぎない。


    「おおおおっ！」


    　ゲヒンナム・ムが死力を尽くして体を圧縮し、解放。青みを帯びた銀の大波を放つ。武器や腕を作らず、隙のない質量攻撃に賭けたのだ。


    　コンクリ床を砕きながら、比重六・四四という重金属、二百トーンの大だい海かい嘯しようが襲いかかる。空からの光も翳かげる、圧倒的な攻撃だった。


    「最後はやはり力と力の激突か」ギギナが修羅の笑み。「ならば、さらなる剛力だ」


    　対するギギナの屠竜刀の切っ先がコンクリの大地に触れ、生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉を発動。強化筋肉によって体が膨ぼう張ちよう。足から脛すね、太ふと股もも、腰、腹筋、腕、手と剛ごう力りきが伝達していき、刀身に集中。


    　ギギナを砕こうと、銀の波は濤とうが落下。同時に、床から天へと屠と竜りゆう刀とうが一いつ閃せん。


    　神話のように、剣の一振りで大波が割れた。刃の面ではなく、側面で波を削ったのだ。


    　ただの水ではなく、液体金属の落下を、それ以上の常識外れの剛ごう力りきで割っていく。


    　天に向けられた切っ先は、空気分子との摩ま擦さつで焦げた幻臭さえ感じさせた。


    　神の剣技によって分かれた大波の間、銀の飛沫しぶきのなかにはギギナの姿。そしてゲヒンナム・ムの六つの青い目、人間大の脳が見えた。


    　ゲヒンナム・ムの青い目は、自らの防ぼう御ぎよを捨てた一撃を破られて、呆ぼう然ぜんとしていた。


    「どのような資料にも、人属にこんなことが可能だとは……」


    「続きは金属屑くずとなって考えろ」


    　ギギナの手首が垂直の瀑ばく布ふとなって落下。剣の側面でゲヒンナム・ムの頭ず蓋がいを破砕。六つの青い目が、眼がん窩かから零こぼれる。


    　ギギナの腕力は、さらに打撃用の棍こん棒ぼうとなった屠竜刀を下に振りぬく。


    　液体金属の頭部から首、胸板、腰、足首までを圧あつ搾さくした。周囲に銀の体が弾ける。周囲の大波も、咒じゆ力りよくと磁力を失って床に散った。


    　埠ふ頭とうは液体金属の泥でい濘ねいの海となっていた。


    　死した女たちの檻おりが、青い銀の湖に浮かんでいた。


    〈古き巨人エノルム〉が死んだからといって、誰かが蘇よみがえることも報われることもない。


    　膝をついた射撃姿勢だった俺は、重い感慨を振りきるように立ち上がる。


    　全身に激痛が生まれる。打撃に切断に貫通と、ゲヒンナム・ムのさまざまな攻撃を受けすぎていたのだ。全身のどこが痛むかというより、痛まない場所を探すほうが難しい。


    　即座に痛みが和やわらぐ。


    　傍かたわらにギギナが立っていた。俺の肩に当てられた屠竜刀の切っ先で、治ち癒ゆ咒式が作動していた。生体強化系第四階位〈胚胎律動癒モラツクス〉による多能性幹細胞が、俺の折れた骨をつなぎ、抉えぐられた筋肉を充じゆう塡てんし、血液を増やす。砕けた右腕も、ようやく完治する。


    「今までで最悪の敵だったな。能力と性格が、だが」


    　治療を受けながら、俺はつぶやく。視線は青銀色の海に浮かぶ、砕けた脳のう漿しようと青い目を眺めていた。ギギナも眺めていた。


    　応急処置は完了。振りかえると、ギギナの外がい套とうをまとったリゼリアが大地に座っていた。


    　リゼリアは〈古き巨人〉に蹂じゆう躙りんされ、異い形ぎようの子供を孕はらまされた。そして自らの手で胎たい児じを殺した。精神は崩ほう壊かい寸前だろう。


    「これも、すべてあいつが悪い。あいつが……」


    　青紫色の唇が譫うわ言ごとをつぶやいていた。


    「まだ最悪は終わっていない」


    　ギギナの顔が横へ向けられる。俺は放心状態のリゼリアから眼を逸そらす。本当は心身ともに傷ついた彼女に寄りそっていてやりたい。だが、さらに大きな、最悪の災さい厄やくがまだ残っている。


    「すまない。待っていてくれ」


    　気力を振り絞って、俺は膝を伸ばして立ち上がる。


    「ああ、まだ大問題が残っている」


    　埠ふ頭とうの先では、轟ごう音おんと爆音が響いていた。


    



    



    　ビルの一室で、ペディオンは窓際にある椅い子すに座っていた。


    　紅茶の杯を掲げたまま、自らの鼻先にある刀身を不思議そうに見ている。刀の柄つかを握るのは、副官のキュリオだった。ペディオンは青い眼で問いかける。


    「この刃は冗談ではない、ということか？」


    「あなたは数々の作戦を成功させて、諜ちよう報ほう戦と破壊工作の専門家として、情報局の局長となり、大きな権限を与えられています」


    　切っ先を突きつけたまま、キュリオが告げる。


    「前任者のリュカオン一等局員の死亡で、僕も今回からあなたの作戦に従事するようになりましたが、見事でした。ウルムンのドーチェッタ政権樹立のための援助工作、アレトン共和国という国家そのものを破壊するなど、あなたにしか不可能な大作戦でしょう」


    　キュリオが上司を見据える。


    「ですが、あなたはかなり前から変化していた。実に奇妙な作戦を立てているのです。今回の任務を与えられた瞬間から、独自に作戦を組みたて、自らとそして大規模な資金と人員を動かした」


    　キュリオの指摘が続く。


    「しかし、すでに本国はあなたに疑惑を抱くようになっていた。今までの作戦と功績は、今回の作戦を成立させるための布石ではなかったのかという疑惑を抱いたのです」


    　ペディオンは気にせず、眼前の刃を眺めている。自然とキュリオの独白のようになってしまう。


    「契機は、僕の前、副官の前任者であるリュカオン殿の死です。そして本国が調べると、リュカオン殿の前には、ヨリギリス副局長、さらにはパッセンデア二等局員、ヒンメンクライ内務調査官にホデージャ一等局員と、局内ではここ十四年で五人の死者が出ています」


    　キュリオは言葉を続ける。


    「局員の死亡はよくあることで、死亡状況も作戦中の戦闘や戦地での事故死など、自然なものでした。ですが本国には、五人の死者に共通点があると気づいた人物がいました」


    　感情を押し殺した告発が、室内に響く。


    「諜ちよう報ほうと破壊活動の専門家であるあなたに気づかれないように調査することは、祖国としても大変でした。内務調査部と連携した一年がかりの内定で、副官や局員の死は、あなたの真意を疑い、なにかを摑つかもうとした人物だけに必ず起こっていたと突きとめました」


    　キュリオの言葉の切っ先が、ペディオンの鼻先に向けられる。


    「あなたから今回の作戦に随ずい行こうするように命じられた僕に、本国の内務調査部が密かに接触してきました。極秘指令として、本国は僕にあなたの監視を命じました」


    　キュリオは告げる。


    「僕は少しマヌケな副官を演じながら、あなたを監視していました。ずっと、ずっと、そしてずっと監視していました」


    　知覚仮面ネーメンマスケから覗のぞく口くち許もとは、苦く渋じゆうに歪ゆがめられていた。


    「作戦のための、及び作戦で派生する大規模な資金が複雑な経路で分散し、流用されています。操作対象である〈古き巨人エノルム〉たちへの謎なぞの指示と、相手側の思惑を察しながらも対策を放棄。また同じく重要な操作対象、〈ベヘリガ〉の指揮官であるロディマス中佐を暗殺しました」


    　ペディオンは部下の糾きゆう弾だんを受けつづけていた。


    「さらに、ロディマス中佐から指輪を奪い、〈ベヘリガ〉の指揮官を独断でギャリー伯はく爵しやくへと変更し、作戦の要かなめである指輪を二つ譲じよう渡と。技術供きよう与よをして完成した指輪の情報を本国へと譲渡することも、理由をつけて行われていない。これらは本国の利益に大きく反しています」


    　キュリオの知覚仮面の眼がペディオンを見据える。


    「結果として、あなたは本国の命令に従って策を動かす演技をしながら、別のことをしようとしているようにしか見えない。電話をしていた相手もバッハルバ本国ではない」


    　切っ先が震えるが、止まる。


    「よって、内務調査部から委い託たくされた権限で、ここにペディオン局長を拘こう束そくし、本国の査さ問もんを受けていただきます」


    「長い演説だったが、退屈だ。実に退屈だ」


    　ペディオンは平然と紅茶を傾ける。杯を戻し、手に掲げていた。


    「私が国に背そむいていることは事実だ」


    　唇には誘惑の笑みがあった。青い眼は副官を見ていた。


    「悪いようにはしないから、私に従って国に背く気はないかね？　このままでは君も危険だ」


    　ペディオンは真剣な声で告げた。キュリオの唇が冷れい徹てつな怒りに歪む。


    「国こく賊ぞく、誅ちゆう殺さつ！」


    　剣が振られるとともに、血が弾ける。


    　キュリオが倒れた。床に這はったキュリオが、激痛の発生地点を探る。剣を振るために踏みこんだ、右膝から下が消失していた。炭化した断面を見せて、右足がホテルの床に転がっていた。黒い断面からは、沸ふつ騰とうした黒い血液が零こぼれていく。


    　キュリオが床に左手をつき、前方を見上げる。


    　変わらず、紺色の背広を完かん璧ぺきに着こなしたペディオンが椅い子すに座していた。右手は紅茶の杯を握っていた。


    　湯気の向こうには、氷のように冷たく青い瞳があった。


    「君に命令を下した上層部の判断は、大筋において正解だ。私は局員を殺し、すでに祖国に背いている」


    　キュリオが魔ま杖じよう剣けんを振り上げる。瞬時に咒じゆ式しきを再構成して発射、する前にまたも肘ひじで断たれた。赤黒い断面から沸騰する血液を噴出させ、右肘が落下。キュリオは炭化した断面を左手で押さえて、床を転げまわる。


    「だけど、考えてみたまえ。私がなぜロディマスから〈ベヘリガ〉を奪い、指揮官を交代させたのか。君や私に疑念を抱いている、祖国からの暗殺を阻止するために決まっているだろう？」


    　ペディオンは床で苦痛に呻うめくキュリオから、窓の外へと向ける。眼まな差ざしは遠い。


    「そこからも大きな窓が見えるだろう？　この雑居ビルから造船所の敷地を斜めに挟んだ一キロメルトル先に、ビルがあるのが分かるかね？」


    　キュリオは激痛を堪こらえて顔を上げる。知覚仮面ネーメンマスケの目は広い窓を確認できた。痛みで深紅に染まる視界に、遠いビルが見えた。


    「あのビルのどこかの窓に、〈ベヘリガ〉の狙そ撃げき部隊が配置されている。そこから放たれる〈光条灼弩照レラージヨ〉の咒式は、静かにキュリオ君の手足を切断してくれる」


    　目線を床のキュリオと室内に戻す。


    「赤外線レーザーは、キュリオ君の肘と膝以外、ホテルの壁や床をまったく傷つけていない。〈ベヘリガ〉の狙撃部隊の腕は、素晴らしいね。さすがウォルロットが鍛えた部隊だ。ロディマスが指揮していた部隊とは、練度に忠誠心、戦闘力に組織力、すべてが違う」


    　床に這はうキュリオは、下からペディオンを見上げる。


    「監視していたのはキュリオではなく、私のほうだったのだよ」


    　ペディオンは見下ろして答える。


    「現場のキュリオの段階で証拠を摑つかめないなら、本国はまだ灰色の疑念に止まっている。君は、私の計画が最終段階に入るまで、本国を騙だますために泳がされていただけだ」


    　ペディオンが常に窓際の席に座っていた理由が理解できた。キュリオが情報を摑んで捕縛に踏みこんでくれば、即座に暗殺するためだったのだ。


    　ペディオンとキュリオでは、策略家としての格が違った。


    　キュリオは切断された右肘を床につき、上半身を起こす。激痛を無視した動き。残された左手が、腰の後ろに隠していた魔杖短剣を握っていた。


    「あな、たは、祖国を裏、切るので、すか」


    「見上げた愛国心だ」


    　ペディオンが感心していた。キュリオは魔杖短剣を前に引きぬく。


    「バッハルバ大光国を裏切って、なにをする、つも……」


    　キュリオの左上腕を、残ざん酷こくな赤外線レーザーが切断。同時にキュリオの首も両断された。


    　魔杖短剣と握った左腕が床に落下。一拍遅れて、支えきれなくなった胴体と切断された頭部が落ちる。


    　転がる頭部、知覚仮面の人工眼は、光を失っていた。


    　死者の唇は、問いかけの形のままに開かれていた。炭化した首と胴体の断面から、黒い血が零こぼれる。


    　ペディオンは紅茶の杯を窓辺の机に置いた。転がる部下の亡なき骸がらを見つめ、長い息を吐く。


    「私は君が嫌いではなかったよ。むしろ会話の相手として楽しくて、祖国の未来を背負う良き青年だったと思う。だから、これから先のことは聞かせず見せずに暗殺させた」


    　転がる頭部を見ていたペディオンが、眼を逸そらす。


    　静かに息を吐き、天井を見上げる。


    「祖国が先に私を裏切っていたのだよ。常に祖国は人々を裏切る。愛国と忠誠心は常に報われない。なぜなら国家に愛情は存在しないからだ」


    　薄い唇から、極度に疲労した声が漏もれた。


    「この任務が終われば、我らは確実に本国に処分されると、なぜ理解しなかった」


    　目線を下ろし、ペディオンは椅い子すから立ち上がる。両手を広げて窓枠を摑つかむ。


    「最後の仕上げを見届けよう。どちらに転ぶか、それですべてが決まる」


    



    



    　ゲヒンナム・ムの死体と茫ぼう然ぜん自失のままのリゼリアを後にして、俺たちはまた埠ふ頭とうを進む。前方には造船所の敷地が広がる。造船所の工場やビル、建造途中の船の巨体。


    　そして目標の船は、すでに出航しており、オリエラル大河に続く水路を移動しはじめていた。船体の傍かたわら、岸辺では爆裂と轟ごう音おんが続いていた。


    　船が消失。電磁結界と光学迷彩を展開したのだ。とんでもない数で高位の数すう法ほう咒じゆ式しき士しを積んでいるらしい。


    　同時に水辺の建物の上に飛ひ翔しようする影。


    　魔ま杖じよう剣けん〈悲ひ姫きジゼロ〉と〈思し推すいせしオデオン〉を水平に構えるウォルロットが見えた。ピエゾの勇者はすでに全身に負傷が刻まれていた。積せき層そう甲かつ冑ちゆうが何か所も砕け、穴が穿うがたれている。屋根の上に血の唾つばを吐く。


    　反対側の工場の屋根には、傲ごう然ぜんと立つゾレイゾ・ゾの姿があった。〈古き巨人エノルム〉の長も、右肩口が裂け、腹部に抉えぐられたような傷。銀色の体液が流れている。


    　双方ともに負傷していた。


    　ただの一人でゾレイゾ・ゾを足止めするウォルロットは、まさにピエゾの勇者だ。


    　勇者の剣が水平から前に向かう。〈古き巨人〉の長は両手を前に掲げる。


    　次の瞬間。ウォルロットが爆裂咒式を放ち、ゾレイゾ・ゾが雷を放つ。凄すさまじい光と爆発が、岸辺を覆おおいつくしていった。


    　俺とギギナは走る。高速移動のために飛翔咒式を紡つむごうとした、ギギナの足が止まる。


    「どうした」


    「少し黙れ。妙な音がする」


    　前からはウォルロットとゾレイゾ・ゾが奏でる破壊の狂騒曲、そして後方からは憂ゆう国こく騎き士し団だんとダリオネートの護衛が激突する多重奏が聞こえる。


    　間を抜ける耳鳴りのような音。前にはなにもない。建物と作業用の運搬車があるだけ。風。


    「前に聞いた音だっ！」


    　叫んだ俺の襟えりをギギナが摑つかんで、急速後退していた。同時に爆音。後退していた俺たちが吹き飛ぶ。衝撃波が俺とギギナを転がしていく。


    　コンクリに横転していく。足の裏で床を摑み、膝を立てて上半身を起こす。


    　眼前のコンクリの大地が歪ゆがんでいた。爆心地には運うん搬ぱん車しやの黄色い車体があった、はずだった。


    　爆心地には高さ五メルトルほどの金属の柱が立っていた。根本には、擂すり鉢ばち状の大穴が穿うがたれていた。俺やギギナが転がる地点は、大穴の縁だったのだ。


    　銀白色の金属の柱は、蒸気をあげていた。衝撃のために、途中から折れて周囲に散っている。柱の材質はタングステン。貴重な物質だが、咒じゆ式しきなら容易に合成できる。


    「なんっ」


    　前と同じだ。いきなり金属の柱が出現。車を破砕して、大穴を作った。


    　俺は周囲を見回すが〈古き巨人エノルム〉の姿はない。おそらく上からの攻撃だが、造船所の建物やビルの上に人影はない。隣ですでに立ち上がっているギギナも周囲を警戒しているが、敵の位置が分からない。後方かと思って振りかえる。


    　ダリオネートの護衛が下がり、装甲輸送車や憂ゆう国こく騎き士し団だんが前進してきていた。


    　またも耳鳴りのような音。今度は背後、大穴のほうに下がる。


    　先ほどと同じ轟ごう音おん。


    　粉ふん塵じんが衝撃波とともに放射される。下がっていた俺とギギナが衝撃波に追いつかれ、また後方へ吹き飛ばされる。白煙のなかを後方回転して、着地。膝をついて、魔ま杖じよう剣けんを掲げる。左手で粉塵を払う。


    　晴れていく白煙の向こうに、金属の柱が見えた。


    　先ほどと同じ柱が、造船所の敷地に何本も突き立っていた。七本の柱が現れた場所には、合計七つの大穴が穿たれている。


    　柱の群れは、装甲輸送車の厚い屋根を貫通し、破砕していた。車体が上下に圧縮され、タイヤが四方に飛んでいる。憂国騎士団員や護衛たちも巻きこまれて穴のあちこちに倒れている。


    　憂国騎士団の一人は、兜かぶとを被かぶった頭の上から、右足の裏までを柱に貫かれていた。着弾の衝撃に引っ張られたため、頭部は胴体にめり込み、右の大だい腿たい骨こつが肩胛骨の間から飛びでている。身長が半分ほどになっていた。体の裂け目からは、内臓が大地に零こぼれている。


    　見回すと、凄すさまじい磔たつ刑けいが数体誕生していた。


    　分厚い装甲車も甲かつ冑ちゆうも、金属の柱が貫いている。長大な柱そのものが、衝撃で折れて砕けるほどの破壊力。攻こう性せい咒式士であろうと、即死の威力だった。


    「どこからだっ!?」


    　俺の眼は上下左右視界のすべてを探す。擂鉢状の穴では、腕や足を無くしただけの生存者が呻うめき声をあげている。助けようともせず、憂国騎士団やダリオネートの護衛たちが逃げまどっている。工場の屋根の上、起重機の先にも誰もいない。分からない分からない。


    「やはり上だっ！」


    　ギギナの叫び声が示す方向を向く。


    　ほぼ垂直に近い空。闇となった空と群ぐん青じよう色に染まった雲だけだった。ギギナに文句を返そうとして、空に煌きらめく銀の一筋に気づく。


    　銀の筋は、凄すさまじい降下速度でこちらに迫ってくる。視認できる距離で、銀の線が弾けた。


    　天空から投げられた大槍は、銀の雨となって降りそそぐ。雨ではない、巨大な柱だ。俺とギギナは踵かかとで敷地を蹴って後退。


    　造船所の敷地に銀白色の柱が降りそそぐ。凄まじい爆音と轟ごう音おん。絶叫と衝撃波。


    　工場の屋根が薄紙のように破られ、床まで貫通し炸さく裂れつ。壁が吹き飛び、建造物が崩れる。


    　積せき層そう甲かつ冑ちゆうが薄紙のように貫かれ、衝撃で肉と骨が粉砕される。憂ゆう国こく騎き士し団だんは一撃で肉と骨の塊かたまりになっていた。


    　人々が逃げまどうなか、傭やとわれ咒じゆ式しき士しの一人が化学鋼こう成せい系第四階位〈遮熱断障檻フオエニク〉の咒式を上方に展開。チタン合金の城じよう塞さいが生成。鈍にび色いろの表面へ金属の柱が落下。


    　檻おりを易やす々やすと貫通し、炸裂。今度は高温が撒まき散らされる。金属の殻からが周囲に飛散し、内部にいた咒式士は肉の塊になっていた。残るのは歪んだ銀白色の柱と炎、そして大穴。


    　防ぼう御ぎよは無意味だった。


    　ひたすら俺とギギナは逃げていく。前方に、着弾寸前の柱が見えた。魔ま杖じよう剣けんを後方に突き立て、靴くつの踵でコンクリを削って強引に止まるも、間にあわない。爆裂に近い衝撃波に襲われる。


    　後方へ飛ばされた俺の先に、またも垂直に降りていく銀の影。着弾の衝撃波とコンクリの破片が四方に放射され、俺は柱と直角に吹き飛ばされる。


    　よりにもよって右肩から落ちる。激痛。気にせず転がっていく。大地に右肩が触れるたびに視界が真っ赤になるほどの痛みがあるが、無視。頭上を過ぎていく衝撃波と破片を回避して止まる。


    　残るのは、血と肉と金属と地面の大穴。第二射で攻こう性せい咒式士たちの大半が息絶えた。俺とギギナが生きている理由は運だけだ。


    　上空の敵は二つの咒式を使い分けている。


    　まずは、化学鋼成系第二階位〈鍛槍射タングース〉によって、タングステンの柱を発生させていく。ただし、超高速で振り下ろされたおよそ十トーンのタングステンの柱は、個人が使える防御咒式なら薄紙のように貫通する。人間に命中すれば、あまりの衝撃で下まで貫通する以前に肉体が破砕される。さらに超運動エネルギーが炸裂して大穴を穿うがつ。


    　二つ目、〈ベヘリガ〉本部を破砕し、熱と炎を撒き散らしたのは〈赫錏哭叫ハウレス〉の上位咒式である化学錬成系第四階位〈焼解錏哭叫ハウレアス〉との組みあわせだ。


    　長さ一五メルトル、直径六〇センチメルトルのタングステンの筒にテルミット六八・七％、硝しよう酸さんバリウム二九・〇％、硫い黄おう二・〇％、樹じゆ脂し〇・三％からなる燃焼剤を詰めこんで、障害物除去用の貫通弾と化させた。こちらは衝撃とともに、二千二百度を超える高熱を生みだし、ビルの鉄筋コンクリを一瞬で破壊するのだ。


    　魔ま杖じよう剣けんを構えようとして、激痛。これは完全に右肩を脱だつ臼きゆうしている。左手に持ち替えて、コンクリに突き立てる。ギギナも傍かたわらに着地していた。粉ふん塵じんでお互いに真っ白になっており、流れでる血潮だけが赤となっていた。


    　俺は立ち上がる。それだけで右肩が痛む。脱臼した右肩に、魔杖剣を握った左手を当てる。息を吐き、吸う。やはり怖い。もう一度吐いて、激痛。ギギナの手が俺の右肩を握り、関節を強引に入れてきた。


    　激痛で声が出ない。肩を押さえてうずくまる。憎しみの目で見上げる。


    「おま！　え！　アホか！」


    「怖がり眼め鏡がねの心の準備を待っている時間がない」


    　ギギナが平然と告げ、屠と竜りゆう刀とうを下ろしてくる。切っ先で鎮ちん痛つうと治ち癒ゆの咒じゆ式しきが発動し、俺の右肩の痛みが引いていく。関節だけでなく、三角筋などの損傷が治る。


    「戦闘ごとに負傷をするな」


    　冷たい声で言いはなったギギナは、すでに空を見上げている。俺も空を見上げる。


    　爆撃を受けた上空には、深い群ぐん青じよう色へと変わっていく空と雲が広がるだけ。放った相手の姿はいっさい見えない。


    「なにも見えない！　上って、どれくらい上なんだ!?」


    「分からぬ」


    　ギギナが険しい声を返す。横顔には焦しよう燥そう感があった。


    「視覚増幅咒式を使用しているギギナが、それでも影すら確認できないということは……」


    「おそらく」


    　ギギナの美び姫きの唇が嚙かみしめられた。


    「速度と威力から三キロメルトルを超えた上空からの一撃だが、光学的な隠いん蔽ぺい咒式が発動していて確認できない」


    「三キロメルトル、を超えた上空……」


    　俺の口が開く。再び夜空を見上げる。あいかわらずなにも見えない。地上で数キロメルトル先なら、まだ砲弾や広範囲咒式で対応できるだろう。


    「遙はるか高空で自在に動き、さらに見えない敵を、どうやって落とせばいいんだ？」


    「竹槍で突くか」


    　ギギナが淡々と絶望的な事実を告げた。耳には轟ごう々ごうと鳴り響く爆音の残響。


    　無力な魔杖剣を構えたまま、俺は空を見上げていた。


    　群青色の空には、不可視の死神がいるのだ。


    



    



    　ガーソン造船所の上空約四千メルトル。


    　雲の上、地上の暑さも遠ざかり、零れい下かとなった気温の世界が広がる。


    　遙か高空の世界を、ザムザ・ザが行く。しかし〈古き巨人エノルム〉の姿は、誰にも見えない。


    　ザムザ・ザの役目は、二つ。


    〈古き巨人エノルム〉が手に入れた指輪を、安全な高空で保管することだ。エリダナの死闘では、〈古き巨人〉であっても、全員が無事に生還できると考えてはいない。


    　現在のザムザ・ザは、リクルゴ・ゴが命をかけて奪還した〈悲嘆の指輪〉を、受けとったゾレイゾ・ゾからさらに放たれた隼はやぶさによって受けとり、保管者となっていた。リクルゴ・ゴの忘れ形見として、ザムザ・ザ自身の体内に大事に収めている。


    　同じくギャリーから奮起のために渡された〈慟どう哭こくの指輪〉も、ザムザ・ザが保管している。


    　ザムザ・ザの二つ目の役割は、計画の最終段階での圧倒的な制空権を支配することだった。憂ゆう国こく騎き士し団だんと七都市同盟の経済界の要人を、空爆で一気に殺害することが大目標だった。


    　直前のゾレイゾ・ゾの連絡では、最優先目標であるダリオネートが、まだエクリウス号に乗船しているか確認できない。


    　ザムザ・ザは同胞である〈古き巨人〉を避けつつ、ガーソン造船所を徹底的に破壊し、巻きこんで殺害することが上策だと判断。行動を再開する。


    　賢人ゲヒンナム・ムとネビロ・ロ法師という上位の〈古き巨人〉が倒れた以上、自分が、信徒ザムザ・ザがゾレイゾ・ゾを掩えん護ごせねばならない。


    　ザムザ・ザは、自らの体の施ほどこした電磁探査を回避する咒じゆ式しきと、光こう学がく迷めい彩さい咒式を解除。ゾレイゾ・ゾを掩護するために、咒式を紡つむぐ。生成されるのは、鋼こう成せい系第二階位〈鍛槍射タングース〉によるタングステンの槍。


    　ただし、大きさは長さ一五メルトル、太さ三三・三三センチほど、重量はザムザ・ザが連射できる限界質量である一〇・〇九八トーンだ。この質量を高度四千メルトルから落とせば、それだけで建物を一撃で破壊する強力な破壊兵器となる。


    　さらに強大な破壊咒式を使いたいところだが、変形咒式に重力咒式に飛行咒式、電磁探査への隠いん蔽ぺい咒式に光学迷彩咒式で咒力が限界だった。


    　竜の息吹ほど強力で広範囲ではないが、地上攻撃には充分すぎるほどだった。


    　地上に探査咒式を放つ。ガーソン造船所を発見。同胞と人属の群れが見えた。エクリウス号は電磁結界と光学迷彩で所在が摑つかめない。迷ったが、エクリウス号はゾレイゾ・ゾに任せて、自分は咒式士殺しに専念すべきだと思いなおす。


    　精密に調整して、目標に合わせて全長十五メルトルの散弾と燃焼貫通弾を分けて投射。即座に電磁と光学的な隠蔽咒式で姿を隠す。用心のために発射地点から移動する。


    　ザムザ・ザの五つの眼は、凄すさまじい速度で落下していく巨大質量を見つめていた。


    　あと数本ほど落下させれば〈古き巨人〉の大望が叶うだろう。


    　槍は薄雲を貫き、地上に向かっていく。


    　上空数百メルトルで、槍は数十に分裂。死の雨を降らす。


    



    



    　造船所の水路、ワデル運河に曳えい航こうの波が描かれる。しかし船の姿は見えない。


    　大きな運河には、いくつかの大橋がかけられている。舳へ先さきで波を搔かき分けて、見えない船はオリエラル大河へ向かっていた。


    　岸辺から運河で起こる爆裂で、電磁光学映像が乱れる。一瞬現れたエクリウス号の船体中央には、三階建ての艦かん橋きようが鎮ちん座ざしている。


    　最上階の窓には、ダリオネートの姿があった。船尾のさらに背景に広がる造船所の敷地を、老人の目が眺めていた。後方左側の岸辺では、爆裂と光の交こう錯さく。ウォルロットとゾレイゾ・ゾの闘いが続いている。


    　遠景の敷地に目線を向ける。またも空からの鉄てつ槌ついが落下し、川沿いの三階建てのビルに着弾。炎と白煙とともに、堅けん固ごなはずの建造物が崩ほう壊かいしていった。


    　電磁結界と光学迷彩が再起動し、船体がまた隠れる。


    　船に乗る護衛と装備が展開する最新鋭の電磁結界と光学迷彩で、こちらの位置が分からないため、目測で攻撃しているのだろう。


    　精度のない攻撃なら、なにも恐れることはない。


    「それでいい」


    　ダリオネートが含み笑いをする。


    「七つめの人生である私の最後にふさわしい。全員で壮大な破壊で彩りを加えてくれているようなものだ」


    　老人が振りかえる。広大な貴き賓ひん室しつが広がっている。床には赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、天井には豪華な照明が下がっている。左には立体光学映像。右には椅い子すが設しつらえられ、十一人の老人が座っていた。老人の一人がダリオネートに眼を向ける。


    「外の様子はどうなのかね？」


    　傲ごう岸がんな物言いは、しかしどこか怯えを含んでいた。ダリオネートは微ほほ笑えむ。


    「問題はありません。攻こう性せい咒じゆ式しき士しが〈古き巨人エノルム〉たちと仲良く殺しあっていてくれますので、そのうち解決するでしょう」


    　ダリオネートが窓から離れて、部屋の中央へと歩む。掌てのひらで金属の立方体を弄もてあそびつつ、床の絨毯を進んでいく。


    「それとも、ここで運河に飛びこんで、莫ばく大だいな利益と同盟の危機を見逃しますか？」


    　十一人の老人たちが、不安を押し隠す。


    　それぞれの胸のうちには、欲望と同盟への愛国心とピエゾへの憎悪があった。


    　同盟系の投資期間の責任者は、祖国のために。また自らが正義と信じるもののために。虐ぎやく殺さつされ独立を阻まれているペンクラート人系の銀行は、ピエゾへの憎悪のために。また、アルリアン人やノルグム人系は、少数派への弾圧を防ぐために。中立的な東方諸国家やイベベリアはただ利益のために。


    　それぞれの理由で、この瞬間を見逃すことはできないのだ。


    　ダリオネートの歩みが止まる。


    「さて始めましょう」


    　ダリオネートを含む合計十二人の大投資家の眼が、一斉に同じ方向を眺める。貴き賓ひん室しつの壁一面に広がるのは、立体光学映像だった。


    　光で描かれるのは、膨ぼう大だいな文字と数字。皇国のギネクンコン証券取引所、大陸最大の同盟にあるファステル証券取引所、歴史ある後アブソリエル公国のアブソリエータ証券取引所、バッハルバ大光国のバッハルバ証券取引所、島国であるブリンストリア女王国のブリンストル証券取引所といった、五大証券取引所の株価や債さい券けんや為替かわせの数字が並ぶ。


    　さらには、神聖イージェスや東方諸国家、遠い極東のヒナギや南方国家群の市場が多層的に表示されている。大陸各国、市場のすべての状況が表示されていた。


    　見ている間にも、各国市場の株価や債券や為替を示す数字が、激しく変化している。


    　光の数字を背景に、ダリオネートが振りかえる。老人の顔は、複雑な陰影に染まる。


    「私が注目した、ピエゾ連邦共和国の経済構造は単純です」


    　爛らん々らんと光る眼差しが、椅い子すに座る十一人の老人たちを見据える。


    「同国は従来から資源の輸出に頼った貿易構造で、国内産業は未成熟。産業、とくに輸出産業を育成するために、国策として金利を高めに誘導して利ざやを稼ぎたい外国資本を呼びこみ、輸出で経済成長を求めているという構造です」


    　ダリオネートの説明は滑らかに続く。


    「しかし、高金利のため、かえって国内の輸出産業は育たず、結果として貿易収支は慢性的な赤字です。まだ表面化してはいませんが、不ふ均きん衡こうな状態のために慢性的な赤字体質なのです。さらには近年の同盟主導の強いイェン政策で、引っ張られたピエゾンの価値が増加し、製品が割高となったために輸出が下がっていました」


    　ダリオネートの声が貴き賓ひん室しつを貫く。


    「ピエゾの経済成長率は、今年に入って伸び悩んでいます。同時に、昨今はピエゾの主輸出項目である種類の資源は、世界的な物価下落で打撃を受けています。また、輸入に頼らざるを得ない食料品の値上げで、収支はさらに悪化。現状のピエゾン通貨はイェンに引っ張られて過大評価されているだけで、実態価格は低い」


    　変動する数字のなかでもっとも激しく変化しているのは、変動相場制をとっている先進国のほとんどの通貨交換比率が表示される為替相場だった。


    　ダリオネートの指が踊る。


    　各国の通貨、皇国イェンや同盟イェン、アブソリエルのアブス、バッハルバのバッハ、神聖イージェス教国のイージェに対する、ピエゾ連邦共和国の通貨、ピエゾンの比率が抜きだされていく。


    「一皇国イェンに対して二八・〇四ピエゾン、一同盟イェンに対して三二・二二ピエゾン、一アブスに対して二七・三三ピエゾン、一バッハに対して百二六・七八ピエゾン、一イージェに対して二・六七九ピエゾン」


    　ダリオネートが数字を読みあげていく。


    「ここで注目すべきは、ピエゾンに対する同盟イェンです」


    　ダリオネートの指が動き、前日の為替相場と並べられる。十一人の老人、そして通信でつなげられた数十の投資機関や投資家の目が注目する。


    「他は〇・五五から一・〇三ピエゾンの下落ですが、対同盟イェンだけが前日比で二・六五ピエゾンも下がっています。すぐに相場が反転して戻るでしょうが、これは市場の評価が正確です」


    　ダリオネートが手を掲げる。


    「この乱らん高こう下げは、ペンクラート問題でピエゾ連邦共和国への不信も重なっての相場です」


    　手の甲を下にし、五指が空中に広げられていた。


    「過大評価されたピエゾンの適正価格は、今の半分以下、一イェン六四・五四から五五・一九の間でしょう。そこで我らは今から通貨の空から売うりと情報操作を仕掛けます」


    　老人の目が、十一人の老人を、そして二大巨頭を見据える。


    「十一人の参加者のうち、オルドレイク信託銀行の常務取締役であるガモス・オルドレイク氏、そしてオルドレイク社の年金及び退職者基金の最高顧問である、ザッカレイ・オルドレイク氏。あなたがたの銀行や基金は、併あわせればピエゾ国こく債さいの最大の引き受け手でしたな？」


    　ガモスとザッカレイ、二人の老人の眼に興味の色が灯る。


    「ダリオネートさん、それは」ガモスが続ける。「そういうことですか？」


    　二人の視線、そして投資家たちの視線をダリオネートが受ける。


    「あなたがたが保有するピエゾ国債を手放せとはいいません。しかし、次回のピエゾ国債の引きうけをしないと発表していただきたい」


    　老人が告げる。


    「発表の直前に、我々はピエゾンの大規模な空売りを仕掛けます。ピエゾンは暴落し、我々は労せずして莫ばく大だいな利益を手にするというわけです」


    　他の投資家たちが疑問の声を囁ささやきあう。代表として、ラカスク銀行の最高経営責任者である、ホライドが声をあげる。


    「しかし、我々は大陸すべてに資金を出していて、ピエゾの企業にも少なからず投資をしている。通貨であるピエゾン暴落のあおりで関係する企業が倒産してしまっても困るのですが？」


    　ダリオネートは予測していた質問だとうなずく。


    「ピエゾン暴落のあおりで、国外の投資家は我先にピエゾから資金をひきあげるでしょう。そうなれば、ピエゾ国内の多くの企業が倒産することは避けられません。倒産する企業のなかには、ピエゾを支える資源関連の国営企業も含まれるでしょう」


    　騒然とするなかで、ガモスが満足そうに微ほほ笑えむ。隣のザッカレイも笑っていた。


    「七都市同盟と我らはペンクラートだけでなく、ピエゾ本体の資源も欲している。為替かわせ危機を誘発してピエゾの国内企業を倒産させ、買いたたくということだな」


    　二人の納得に、他の老人たちも同意した。


    「世界はこのような投機を防ぐように、大陸銀行などで相互協力をする方向に向かっています。だから、ピエゾという孤立国家にだけ、今回だけ可能な方策です」


    　ダリオネートが右手を掲げる。


    「この千せん載ざい一いち遇ぐうの機会に通貨危機を仕掛け、そして」


    　ダリオネートが五指を閉じる。


    　十一人の老人、通信先の人々の欲望も摑つかまれる。


    「我らは莫ばく大だいな利益を手に入れる」


    　全員がうなずいた。


    「マズカリー王の故事にあるように〈金貨は銀貨に、銀貨は銅貨に〉とします。ピエゾ連邦共和国はこれで破滅します」


    　老人たちのうち、何人かが笑う。虐ぎやく殺さつを受けたペンクラート人系や、自由主義を掲げる同盟の政策に同調するものは、利益だけでなく、ピエゾ連邦共和国を破滅させることを望んで参加しているのだ。


    　ガモスとザッカレイは、携帯から指示を出す。自らの銀行や基金にピエゾ国債の引き受け拒否の発表をさせる。


    　ダリオネートが両腕を広げる。左右の手の先には、鉤かぎ爪づめとなった指先があった。


    「それでは、古代で言う魂の賭博を開始しましょう！」


    　声とともに、両腕が前に振られた。左右の腕に引かれるように、同盟を中心とした数十の投資機関や投資家の口座から、電子上の通貨が猟犬となって放たれる。


    　爛らん々らんと眼を光らせた猟犬の群れは、牙を鳴らし、欲望の涎よだれを垂らして突進する。

  


  [image: ]


  
    　咆ほう吼こうをあげた猟犬の群れは、疾走とともに混じりあって、大波となる。


    　資金の大波は、さらに余波を呼びこむ。


    　大波に大波が捻ねじれ絡みあい、一点、ピエゾン為替相場を目指す。


    　黄金の大だい海かい嘯しようが市場へ向かう。


    　それは大破壊だった。


    　堅けん固ごな城門が一気に破砕され、相場に猟犬の群れが放たれた。


    　即座に相場は化学反応を起こす。各国の対ピエゾン為替かわせ相場が激烈な変化を起こしていく。


    「さて、ピエゾよ。そしてペディオンよ、どう出る？」

  


  
    十七章　黄金の夜


    



    　　　　　あなたの敵は、あなたの敵になる程度には強力である。


    　　　　　あなたの味方は、あなたを背後から刺せる最大の脅威である。


    　　　　　背後には気をつけよ。そこにあなたの眼はないのだから。


    
      パジトー・エレンゴ「ハラエルのための物語」神楽かぐら暦れき一一二三年

    


    



    　天空から降りそそぐ破壊の咒じゆ式しきが生みだす、敷地の惨劇。


    　轟ごう音おんと破壊が続くなかで、鎧よろい姿すがたの騎士や、攻こう性せい咒式士たちが逃げまどっている。


    　憂ゆう国こく騎き士し団だんもダリオネートの護衛も見境なく、また強大な攻性咒式士であっても、天からの超高空攻撃には為なす術すべがないのだ。


    　だが、この造船所の敷地のどこにも逃げ場などなかった。


    　大混乱のなかで、一人の騎士が魔ま杖じよう剣けんを振り上げている。


    「同盟とダリオネートの犬め、〈古き巨人エノルム〉め、降りてこい！　降りて私と勝負しろ！」


    　騎士団長グレッツェンが天に向かって叫んでいる。〈古き巨人〉が同盟やダリオネートの手先だと思っていることが、また哀れだった。憂ゆう国こく騎き士し団だんの長は、本当になにも理解していなかったのだ。


    　グレッツェンは、突き上げた魔ま杖じよう剣けんから〈爆炸吼アイニ〉を空に向かって放っている。空で炸さく裂れつした爆煙が反転し、地上に降りそそぐ。


    　乱射しつづけるグレッツェンの目には、憤ふん怒ぬと絶望の色があった。天空からの殺さつ戮りくに、正気を失っているのだろう。


    「私は皇国のために、悪あく辣らつな同盟を、ダリオネートを倒すんだ！　それを！　それをっ！」


    　口から唾つばを飛ばして、男が叫ぶ。


    　素そ朴ぼくさと計算の愛国心は、ベヘリガの陰いん謀ぼうに操られ、捨て石として殺される。グレッツェンは道化でしかなかった。餌えさを与えられて育ち、時期が来たからと殺される家畜のような存在だった。


    　だからこその無意味な抵抗、だからこその絶望だった。


    　爆音。またも天空からの柱が落下し、グレッツェンの頭上で拡散する。敷地に金属の柱が着弾する。轟ごう音おんとともに、衝撃波が吹き荒れる。粉ふん塵じんが敷地を覆おおっていく。


    　大河や運河からの風で、白煙が晴れていく。


    　俺とギギナは転がって逃げて、なんとか攻撃範囲から逸それていた。粉塵を手で払いつつ、着弾地点を見据える。


    　柱と、穿うがたれた大穴。熱波と炎。憂国騎士団や攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは、赤黒い肉片に変えられていた。


    　中心にいたグレッツェンは、もうどこにも存在していなかった。男の金属と肉と血は、タングステンの柱の周囲にすら見あたらない。


    　高空からの超衝撃の直撃で、死体すら残らないほど粉砕されたのだ。


    　魔杖剣を突き立て、俺は唇を嚙かみしめる。


    　たしかにグレッツェンは愚かだった。不満と憎悪を利用されて、資金源の相手の思惑を考えることもしなかった。フリューと同じ悲劇を受けたとも言える。


    　しかし、死ぬために操られるなどという扱いを、人が受けるべきではない。そんなことを許していいなら、フリューの死を肯定することになる。


    　それでも俺とギギナは敷地を一歩も進めない。ゾレイゾ・ゾを倒しにいく以前に、天空からの攻撃で足止めされている。迂う闊かつに進めば、空中から狙そ撃げきされる。


    　俺たちの背後から、力強い金属音。


    「戦いというより、すでに戦争だな」


    　振りかえると、数十のタングステンの柱や燃える柱を背景に、槍そう斧ふを大地に突き立てた巨大な影があった。


    　確認していくと、鳶とび色の目に赤茶色の髪。巨きよ軀くを重厚な積せき層そう甲かつ冑ちゆうで包んでいた。


    「ラル、ゴンキン？」


    　言葉に出しても意味が分からない。


    「どうしてここに!?」


    　俺の疑問を跳ねかえすように、確固とした存在としてラルゴンキンが立っていた。傍かたわらには[image: ]そう身しんの老人、ヤークトーが控えていた。重じゆう機き槍そう士しと千せん眼がん士しは、周囲の惨状を眼にしてもまったく動どう揺ようしていない。


    「遅れたが、我らも一連の陰いん謀ぼうに気づいた」


    「一番近かった我らはともかく、後から来る事務所の連中は間にあうかどうか」


    　ラルゴンキンにヤークトーが続く。知覚仮面ネーメンマスケに僧服の老人は、このような状況にあっても冷静だった。ラルゴンキンが空を見上げる。


    「あれが問題のようだな」


    　急速に夜色に染まっていく空には、依然としてなにも見えない。超高々度からの攻撃は、どうにもならない。


    　立ち上がりつつ、俺は問いかける。


    「上空の〈古き巨人エノルム〉は、ダリオネートの船の光こう学がく迷めい彩さいや電でん磁じ散さん乱らんで位置を摑つかんでいないか、仲間が近いために遠えん慮りよしているだけだ。今のうちにどうにかするしかあるまい」


    「ここは役割分担だ」


    　ラルゴンキンが長大な槍そう斧ふを回転させて、右脇に挟む。金属の重々しい音が力強く響く。


    「我々が天空の敵を討つ」魔ま杖じよう槍斧が俺たちを示す。「おまえたちは先に行け」


    「どうにか、できるのか？」


    　俺は問いかける。


    「あれをどうにかできる攻こう性せい咒じゆ式しき士しは、私だけだろうな。いい所だけもらっていこう」


    　ラルゴンキンが苦笑した。


    「行け」


    　声に押されて俺とギギナは前に進む。埠ふ頭とうの敷地を進む途中で振りかえる。巨漢のランドック人は、すでに工場へと走りだしていた。広い背中にヤークトーが影のように続く。


    「上空の敵は、ラルゴンキンに譲ろう」


    　走るギギナの声で、視線を前に戻す。


    「前に進むしかない」


    　俺とギギナはさらに前に進む。


    



    



    　小高い丘の上に、小型車と孤影があった。


    　ジヴーニャは、胸の前で手を握りあわせていた。


    　緑の双そう眸ぼうは、眼下に広がるガーソン造船所の敷地を眺めている。


    　敷地の各所、工場やビルで爆炎が噴きあがり、爆煙がたちこめ、雷らい撃げきの稲光やレーザーの光こう芒ぼう、刃の輝きが交こう錯さくしている。先ほどからは、天空から大槍まで降っている。


    　憤ふん怒ぬや欲望、愛や哀しみ、愛国心や正義のために、人々が〈古き巨人〉たちが戦っている。


    　眼前で繰りひろげられているのは、小さいとはいえ戦争だった。


    　大気には、爆音や轟ごう音おん、刃が打ちあわされる音。そして怒号や悲鳴、絶叫が響いている。


    　破壊が起こるたびに、轟音が響くたびに、丘の上のジヴーニャが体を竦すくませる。


    　これは遊びや他人事ではない。


    　破壊と轟音が起こるたびに、命が失われているのだ。実際の人間が血を流し、苦痛に泣き叫び、そして死んでいっているのだ。


    　味方や敵、人間や〈古き巨人エノルム〉という差は分かってはいる。それでも彼女には耐えがたかった。


    　ジヴーニャ自身は攻こう性せい咒じゆ式しき士しではない。アルリアンの血を半分だけ引く、単なる会社員の女だった。


    　ガユスという攻性咒式士の恋人がいても、戦いの世界をほとんど知らない。たまにガユスの仕事を垣かい間ま見みて、ウォルロットと行動して初めて闘争の世界を覗のぞいただけにすぎない。


    　ジヴーニャは、血や苦痛や死に慣れることなどできない。人々の憎悪や憤ふん怒ぬ、ピエゾという国や、皇国や七都市同盟の運命がかかっていて、必要な闘いだと分かっていても、眼前の血と死は悲ひ惨さんだった。


    　美しさや勇壮さ、そんなものはどこにもない。ただただ、無む惨ざんで無む慈じ悲ひな殺さつ戮りくの光景だった。


    　ジヴーニャは耳を塞ふさぎ、眼を閉じて、その場にうずくまりたかった。


    　だけど、それは許されない。


    　自らが愛する男たち、ガユスとウォルロットがあの戦場に立っているのだ。それぞれにとって譲れない闘いなのだ。それはジヴーニャ自身にも関わる闘いだった。自分が関わり、左右してしまった闘いなのだ。


    　だから最後まで見ていなければならない。最後の瞬間まで眼を逸そらしてはいけない。


    　見ることを、聞くことを、自らに絶対的に強制したジヴーニャはまだ迷う。


    　ガユスとウォルロット。自分は、二人の男のどちらを愛しているのだろうか。


    　もちろん恋人のガユスのはずだ。器用で不器用で憎悪しているけど愛しい。自分を愛して、結婚指輪まで用意してくれていた。自分も受け入れようとしていた。


    　だが、ウォルロットと行動するうちに、彼の痛みと無骨さ、悲哀と優しさにも惹ひかれていた。


    　男女の仲は単純には割りきれない。引き裂かれるような思いだった。


    　そして違和感に気づいた。


    　戦場に立つ人々や〈古き巨人〉たちは、剣と咒じゆ式しきで、陰いん謀ぼうで戦っている。


    「違う」


    　ジヴーニャの唇は断言した。言葉にしたことで違和感は確信に変わった。


    　もちろん最後は力に勝るものが勝つ。


    　おそらく死闘を繰りひろげている、ガユスにウォルロット、ギギナや他の攻性咒式士たち、〈古き巨人〉たち、ダリオネートやギャリー伯はく爵しやくのすべてが、相手を殺すことで勝つと信じている。


    「だけど違う。それだけではない」


    　この闘いの帰き趨すうを決めるのは、ただ一人の人物だと確信できた。


    　その一人の心の動きで、すべてが決まってしまう。


    　すべての闘争者は、ガユスとウォルロットは、おそらく気づいていない。


    　だとしたら、危険すぎる。


    　最後の瞬間に、その心の動きですべてが破滅する。


    　愛する男たちを救うために、ジヴーニャは決心した。


    　白金の髪の残像をともなって、ジヴーニャは振りかえる。停めていた車に飛び乗る。起動させて発進。小高い丘を下って、造船所の壁に沿って移動。移動していく爆裂や轟ごう音おん、戦線を追っていく。


    　事態の終局地点に向かって、ジヴーニャは車を走らせる。


    



    



    　爆音。


    　またガーソン造船所の敷地に、天空からの大槍が着弾した。爆風に近い衝撃波が発生し、周囲の人間たちが吹き飛ぶ。


    　敷地の外れ、造船所のビルの屋根にラルゴンキンが登る。太い左腕を伸ばして、軽々とヤークトーを引きあげる。


    　ラルゴンキンの鳶とび色の目が空に向けられる。エリダナの夜空には、群ぐん青じよう色をまとった雲が流れているだけ。ラルゴンキンの視力と探査咒じゆ式しきですら、上空の敵、〈古き巨人エノルム〉の姿を見つけられない。


    「ザムザ・ザとやらが見えるか？」


    「やってみます」


    　ヤークトーが演算を開始。今までの着弾点から、発射地点と高度を推測していく。


    　さらに探知咒じゆ式しきを全開作動。夜空を見上げる知覚仮面ネーメンマスケに嵌はまる六つの眼が、激しく明滅する。電磁波を放って、予測地点を探す。


    「ただ浮遊しているだけなら、咒式によるほぼ完全な隠いん蔽ぺいも可能でしょう。ですが〈古き巨人〉という巨大質量を浮かべて、さらに地上に散弾と燃焼貫通弾となった金属の大槍を放つ咒式で、熱と電磁波をまったく発生させないことは不可能です」


    　つぶやきながら、老千せん眼がん士しは上空を探査していく。人工眼が止まる。


    「発見しました。仰ぎよう角かく八九・九九七九度。距離は三九八八・七七メルトル」


    　ヤークトーから映像と座標がラルゴンキンへと転送。ラルゴンキンの視覚に、ヤークトーの望遠画像が映る。


    　対流圏の下層、地上から三九八八・七七メルトルの超高度に、違和感があった。大気が微妙に歪ゆがんでいる。


    「光こう学がく迷めい彩さいか」


    　拡大することによって、周囲の空に溶けこんだ巨大な三角形が捉えられる。電磁波探査によれば、全長二一・〇二メルトル、全幅五二・四二メルトル。全高五・一七メルトル。


    「全身を電磁波が弾かれやすい形状にし、電磁波を反射しにくい材質で覆おおっていますね」


    　ヤークトーの分析に、ラルゴンキンが付けくわえる。


    「まず、敵が自らを見つけることができない。次に、発見されたとしても、高々度のため、通常の咒じゆ式しき士しには撃げき墜ついする手段がない。さらに、ほぼ確実に先制攻撃が可能で、上空から正確な投射を可能とする、か」


    　ラルゴンキンが槍そう斧ふを肩に担ぐ。


    「まさに虚こ空くうに点となって浮かぶ城じよう塞さいだな」


    　画像のなかの〈古き巨人エノルム〉は光こう学がく迷めい彩さいを解除した。黒い三角形が現れる。三角形の先端、地上側にある五つの眼が動く。咒式の青白い光が紡つむがれていた。


    「見つかったか！」


    　巨体に似合わず、ラルゴンキンが飛ひ燕えんの速度で動く。ヤークトーを脇に抱えて、造船所の屋上を走る。縁から跳躍。


    　轟ごう音おんと爆風。天空から落下してきた一五メルトルの大槍が、造船所の屋上に着弾。一気にコンクリと鉄骨を貫通し、衝撃と二二〇〇度の高熱が撒まき散らされる。四階建ての建物が、内部へ向かって崩ほう壊かいしていく。


    　爆煙の向こう、ラルゴンキンとヤークトーは隣の造船所の屋根に渡っていた。


    　白煙の間に、ラルゴンキンが膝をついていた。


    　巨漢の積せき層そう甲かつ冑ちゆうの背中から、タングステンの破片が生えていた。左肺を貫通し、胸板に抜けている。左の肩、左腕、右みぎ脛ずねから下が吹き飛んでいた。


    「直撃しなくても、この威力か。なるほど組みあわされば、準戦略級の咒式だ」


    　唇から鮮血を零こぼしつつ、ラルゴンキンがつぶやく。建造物を一撃で破砕する攻撃は、破片でもラルゴンキンの左肺を破壊し、内臓出血をさせていた。太い腕や脛の断面から流れる血が、緋色の水溜まりを作っていく。


    　ラルゴンキンは気にもせず、組織閉鎖で腕や脛からの出血を止める。


    　鮮血が滝のように零こぼれる胸の下から、ヤークトーが這はって抜けでる。


    「探査咒式で向こうもこちらを意識したようです」白煙を手で退けながら、ヤークトーが淡々と述べる。「さすがに〈古き巨人〉は察知能力が高い」


    　黒い僧服に似た服を着たヤークトーは、ラルゴンキンの負傷を見ても心配しない。


    　逆に後こう衛えいであるヤークトーは、腹部を金属の破片に貫かれていた。知覚仮面ネーメンマスケの下から覗のぞく唇は、蒼白だった。副官の瀕ひん死しの重傷に対し、ラルゴンキンも心配しない。瞳は上空を見上げていた。


    「ヤークトー、私とおまえはあと何分耐えられる？」


    　問われたヤークトーの人工眼が輝き、上司と自らの体を検分。


    「頑丈なラルゴンキンは、それほどの重傷でもあと十四分三十四秒で戦闘不能になるだけです。生命停止になるには、三日ほど放置されないかぎりはありえません」瀕ひん死しの重傷であっても、千せん眼がん士しの冷静な計算が続く。「対して、私はすでに戦闘不能です。常じよう駐ちゆう咒じゆ式しきで出血を抑え、内臓機能を補っていますので、あと四十九秒だけ意識が保てます。その後に体組織を閉鎖して冬眠状態に入り、十二分十八秒以内に処置を受けなければ、生き残っても脳の作動に支障が生じます。十五分五十四秒以内に処置を受けなければ、絶命します」


    　危機的状況の報告に、ラルゴンキンの太い唇が笑みを象かたどる。


    「ならば行けるな」


    　ラルゴンキンは粉ふん塵じんのなか、造船所の屋根に腰を下ろす。


    「そろそろ反撃しよう」


    　巨大な槍そう斧ふを構え、石突きを屋根に突き立てる。穂先は天空を向いていた。巨漢の眼が隣のヤークトーに向けられる。


    「咒式登場以前の単純狙そ撃げきだと、どれくらいの距離が記録だ？」


    「二四三一・五五メルトルの距離で狙撃し、頭を撃ちぬいたという記録があります」


    　失血で頭が揺れながらヤークトーが的確に答える。


    「その二倍か」


    　ラルゴンキンが苦笑するしかなかった。屋根に手をついたまま、ヤークトーは淡々と続ける。


    「しかも、今から我らが行おうとしているのは、ほぼ垂直の狙撃。さらに相手は高速移動を開始しました。予測最高速度は、音速の八割程度。難易度は二倍ではなく、数十倍です」


    　ラルゴンキンの顔に不安も恐怖もなかった。先を失った左手で顎あご髭ひげを撫でる。唇から零こぼれた血も同じく左手で拭ぬぐう。


    　厳いかめしい顔にあるのは、ただ闘志。


    　目線は直線で上空を見据えていた。


    「だが、ヤークトーが観測手を勤め、私が極大咒式を放てばどうなる？」


    「成功は五八・七八二二％。賭けるに値する確率です」


    　傍かたわらで空を見上げるヤークトーが、戦術計算を終えていた。


    「半々より上なら行けるな」


    　ラルゴンキンが不敵な笑みを浮かべる。ヤークトーの蒼白の唇にも同じ笑みがあった。ラルゴンキンの魔ま杖じよう槍そう斧ふの機関部で、膨ぼう大だいな演算が開始される。ヤークトーも観測咒式を全開発動。


    「この咒式は、腰が痛くなるから好きではないのだが」


    「あなたの奥の手のひとつですが、出し惜しみしている場合ではありません。相手の照準は正確になってきています」ヤークトーは意識が混こん濁だくしながらも平静な言葉を紡つむぐ。「あと七・六三秒以内に決着をつけねば、次の攻撃で我ら、さらに十五・八三秒後には下にいるガユスとギギナも絶命します」


    「ザムザ・ザとやらを倒したあとは、若い者に任せよう」


    　二人の意志が共鳴していく。


    　そして咒じゆ式しきが発動した。


    



    



    　衝撃波と大だい音おん声じようが俺の背中を打つ。


    　足で踏ん張って、発生地点に向かって振りかえる。


    　ビルの上から真っ直ぐに直線が放たれていた。


    　漂う白煙が吹き散らされ、天空を見上げる。


    　群ぐん青じよう色になってきた空を漂う雲に、穴が穿うがたれていた。


    　続いて轟ごう音おん。空から爆音が降ってきた。南へと落ちていく流れ星。いや、炎の塊かたまりが見えた。


    　流れていく炎の塊は、ルルガナ内海へと落ちていく。


    　天空からの槍の攻撃は止んでいた。周囲には沈黙。大穴と柱と、死体と肉片。


    　造船所の敷地に立っている生命体は、すでに俺とギギナしか存在しない。他の攻こう性せい咒式士はすでに死ぬか、逃げたのだ。


    　流れ星は、上空から恐るべき攻撃をしていた〈古き巨人エノルム〉の残ざん骸がいなのだろう。


    「ラルゴンキンの咒式なのだろうが、どうやって落としたのか分からないな」


    　俺は魔ま杖じよう剣けんを握りなおす。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを掲げる。


    「凄すさまじい咒式だとしか理解しようがない。ますますラルゴンキンを倒したくなった」


    　二人の足は前に進む。ラルゴンキンとヤークトーの生死は不明だが、前に進むしかない。


    　遠い轟音。遠く建物の連なりの向こうに轟とどろく炸さく裂れつ音おんは、ウォルロットとゾレイゾ・ゾの咒式の激突音だろう。爆裂や雷撃が運河まで押しよせ、空気が不自然に歪ゆがむ。


    　光こう学がく迷めい彩さいが消失し、白い船の後部が見えた。ウォルロットとゾレイゾ・ゾの咒式の余波によって、光学迷彩を保てなくなったのだ。


    　ダリオネートたちを乗せたエクリウス号は、すでに造船所の船せん渠きよから抜けだしていた。


    　白い船体は、オリエラル大河に向かうキメリウア運河に沿って動いている。光学迷彩と同時に電でん磁じ迷彩も消失しているだろう。だとしたら、もはやゾレイゾ・ゾは直線でダリオネートたちの命を狙いにいくはず。


    「ギギナ！」


    「応おう！」


    　ギギナが手を伸ばす。次の瞬間、俺の体が浮く。ギギナが俺の腰を抱えて走っていた。後こう衛えいの機動力では追いつけない。だとしたらギギナの機動力を使うべきだ。


    　野生の獣の全力疾走から、ギギナが飛ひ翔しよう。〈空輪[image: ]ゲメイラ〉が二重発動。背中の全面につくられた器官から、圧縮空気が放たれる。


    　凄まじい上昇で、川沿いにある工場の屋根の上に着地。さらにウォルロットとゾレイゾ・ゾの姿を探して飛翔。


    　工場や雑居ビルの屋根を飛び渡っていくと、眼下に広がる運河沿いの街並みは一変していた。


    　ビルの壁面が崩ほう壊かいし、二階から四階の床のコンクリと鉄筋の断面が見えていた。川沿いのアスファルトの道路には、大穴が連続して穿うがたれている。作業用車しや輛りようが輪切りにされ、居並ぶ起重機の先端や根本が折れ曲がっている。


    「ウォルロットとゾレイゾ・ゾの死闘は、街を紙細工のように破壊しつつ、移動しているのか」


    　ギギナに抱えられて飛ぶ俺は、呆ほうけたように言うしかなかった。ギギナが奥歯を嚙かみしめる。


    「ピエゾの勇者と〈古き巨人エノルム〉の主戦派の長」ギギナが屋根から跳ねる。「動く天災二つが激突していると考えたほうがいい」


    　指摘されると、さらに恐ろしい。


    　不況と最近の抗議活動でほとんど人がいなかったが、それでも残っている作業員たちが道路に立っていた。破壊の光景から避難し、また呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。


    「避難しろ！　付近一帯はさらに破壊される！」


    　人々の上をギギナによって飛翔していく俺が、声で伝える。どれだけの人数が避難していくかなど、確認している時間がない。


    　俺とギギナは、ウォルロットとゾレイゾ・ゾの姿を捜して空中を移動する。


    　捜す必要もなかった。沿岸部の屋根や建物の連なりの先に、爆裂と光の炸さく裂れつがいくつも連なっていた。


    　ビルの上空で炸裂した爆裂の間に、二つの人影。飛翔したウォルロットが魔ま杖じよう剣けんジゼロを振るい、ゾレイゾ・ゾが握る光の槍が受けとめていた。互いに近距離から質量爆裂咒じゆ式しきと雷らい撃げき咒式を放ち、空中で爆裂。


    「急げ！」


    「分かっている」


    　ギギナが俺を抱えたままで飛翔速度を上げる。工場の屋根に着地し、コンクリや金属の屋根を破砕してまた跳躍。次の屋根へと飛んでいく。


    　前方の爆裂と光の炸裂に近づいていく。さらに凄すさまじい爆発。工場が破壊され、爆炎が天高く噴きあがる。烈風がここまで吹きよせる。屋根や建物の破片が、雨となって降りそそぐ。


    　爆煙の間から回転して抜けでる影。


    　先行していたウォルロットだった。白煙を引きながら、塔のような建物の、三階の窓に着地する。男の足下で煉れん瓦がが砕ける。


    　ギギナと俺も近くの工場の屋根に着地する。ウォルロットが到着した塔は、五階建てで、頂上は尖せん塔とうとなっていた。塔の背後には、運河を横断する橋が見えた。


    　エリダナでも何か所かある、跳ね橋のひとつ、ロドロス橋だった。橋の先には高いビルの連なりと、一際高いテンペリオンビルが見えた。


    　横手には、左折した船が運河の水面を進んでいく。ダリオネートは、ロドロス橋を抜けオリエラル大河へ出るつもりらしい。


    　塔に摑つかまったウォルロットの眼は、前に据えられている。俺たちも前方の爆煙へ視線を戻す。


    　横目で確認すると、ウォルロットは負傷している。額から鮮血が流れ、口くち許もとまで垂れていた。甲かつ冑ちゆうの肩や脛すねが吹き飛んでいる。俺たちも似たような傷だ。


    「まだ生きていやがったか」


    「残念か？」


    　爆煙を見据えるウォルロットが、鋼はがねの声を返してきた。


    「残念に決まっているだろうが。ジヴにちょっかいをかけている男は死ぬか、死んでいないなら俺が殺す」


    　塔の壁面で、ウォルロットが苦笑している。俺とウォルロット、ジヴを巡る二人の男は、互いに恋こい敵がたきだ。俺からすれば絶対的な敵に変わりはない。


    「だが、今だけは心強い」俺は魔ま杖じよう剣けんを構えたまま返す。「ピエゾの勇者とならば、この絶対的危機も乗り越えられる気がする」


    　塔に至るまでのウォルロットとゾレイゾ・ゾの激闘は、惨状を生みだしていた。瓦が礫れきの山となった造船所の川縁。ビルが崩れ、コンクリと鉄筋の断面を見せていた。


    　オリエラル大河やルルガナ内海から吹く風が、爆煙を吹き散らしていく。


    　大きな造船所の屋根に、ゾレイゾ・ゾが立っていた。


    　夜のエリダナを背景に、青い七つの眼が光を帯びている。下げた左右の腕からは、紫電の蛇が踊っていた。


    「汝なんじらがここに来たということは、不死と呼ばれた賢人ゲヒンナム・ムも、強力な咒まじない使いである法師ネビロ・ロも、触れることすらできぬ信徒ザムザ・ザまでもが敗れたか」


    〈古き巨人エノルム〉の主戦派である〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉の最後の一体。ゾレイゾ・ゾは金属質の声を紡つむぐ。


    「やはり、どうしても行かせてはくれぬか」


    　ゾレイゾ・ゾが確認するようにつぶやいた。俺とウォルロットの意志は同じだ。


    「戦争は起こさせない」


    　ゾレイゾ・ゾの左上に爆裂咒じゆ式しき。トリニトロトルエンの炸さく裂れつに、ゾレイゾ・ゾは背後に後退。ウォルロットが追撃の質量爆裂を放つ。ガンマ線輻ふく射しやが熱と爆風をまき散らす。


    　俺もさらに砲弾咒式を放つ。ゾレイゾ・ゾが立つ正面の建物の屋根と壁を破砕していく。


    　白銀の肌の〈古き巨人〉は軽々と跳躍し疾走。足で屋根を摑つかんで、左へ左へと逃げていく。さらに放たれる砲弾が追尾していくも、建物の間を縫ぬわれて追いきれない。


    　背後に眼をやると、橋の手前の運河に、エクリウス号が到達してきた。


    「沖に出てしまえば、質量が大きくて水中では動きが鈍る〈古き巨人〉たちには手が出せない。ここが最終防衛線だ！」


    　俺とウォルロットは咒式を放つ。ギギナは必殺の機会を窺うかがっている。


    　爆裂に質量爆発、鋼はがねの槍に砲弾と咒式の嵐が街並みを破砕していく。


    「邪魔、なり！」


    　ゾレイゾ・ゾが両腕を頭上に掲げる。背中の光輪が眩しい光を放ち、巨大な組成式が生みだされる。左右の手を組みあわせて、組成式が完成。


    　天空に暗雲。レーザーによって電子の流れが指定される。電位差が空気の絶ぜつ縁えん限界値を超える。気体から電子が放出されて陽イオンを発生。電子とは逆の方向に向かった陽イオンはさらに別の分子に激突して電子を遊離させる。遊離した電子はさらに陽イオンと、連続的な放電現象を呼ぶ。


    　いつか感じた手順に悪寒。俺とギギナは横に大きく跳ねる。ウォルロットも塔から脱出。


    　ゾレイゾ・ゾの両手が振り下ろされ、雷光。


    　凄すさまじい稲光と轟ごう音おんが、塔に着弾する。


    　同時に、熱せられた空気が急激に膨ぼう張ちようして真空を生みだし、また周囲から再び冷たい空気が流れたときの振動によって雷鳴の音を生みだす。衝撃波に遅れて白煙が満ちる。


    「なん、だこれは……」


    　俺は上に降ってきた瓦が礫れきを剣で除よける。動きが止まる。


    　ウォルロットがいた塔や俺とギギナがいた建物は、吹き飛んでいた。塔の三さん角かく錐すいの頂上部が完全に消失し、五階建ての塔は二階まで瓦礫と化していた。


    　俺の隣で、ウォルロットが立ち上がる。


    「電でん磁じ雷らい撃げき系第七階位〈天壌怒轟雷迅崩覇ウーラ・ノース〉の咒じゆ式しきは、天空から雷を呼びだし、地上の広範囲を破壊する」


    　ウォルロットが解説してくれた。


    「自然の雷は一から十億ボルトル。放熱量は数万から数十万アンペアル。電力量だと平均九百ギガワットル、つまり発生しても〇・〇〇〇一秒程度しか発生しない」ウォルロットの声は苦い感情を滞びていた。「だが、咒式によってこの放射時間を延ばすと、圧倒的な雷になる。おそらく、短い間だが二万から三万度の高熱を発生させる」


    　四つの咒式士事務所の咒式士たちを一撃で炭化させ、蒸発させるほどの咒式の正体が分かった。


    「全力で放てば、一都市まで範囲を広げることが可能だろう」ギギナも立ち上がる。体から瓦礫が落ちる。「この咒式が行使される光景を見た古代の人類は〈古き巨人エノルム〉こそが神だと思っただろうな」


    「天を操る、まさに神の所行だな」


    　俺はつぶやく。三人の目や感覚器官が、爆煙の間に神の咒式を放ったゾレイゾ・ゾを捜す。


    　建物が半ばまで破壊されて開いた道を、ゾレイゾ・ゾが進んでいく。塔の断面に着地し、前へ歩む。〈古き巨人〉の横手の屋根を、ギギナはすでに走っていた。俺も併へい走そうする。


    　瓦礫の間を進むゾレイゾ・ゾの肩が吹き飛ぶ。飛ひ翔しようしつつのウォルロットの質量爆裂だった。ゾレイゾ・ゾが屋根から落下していく。


    　俺はゾレイゾ・ゾの落下を左に見ながら、屋根から飛翔。ギギナが途中で捕まえて、滑空。運河を渡る橋の上に着地する。後退してきたウォルロットも左に並ぶ。


    　右から重々しい音。弱体化していたが、光こう学がく迷めい彩さいや電磁隠いん蔽ぺいも、ここまで近づけば完全に視認できた。巨大な船体が、横手の運河を向かってくる。


    　艦かん橋きように並ぶ窓まで視認できる距離だった。遠くからでも、艦橋に立つダリオネートの異相が見えた。


    　足下が傾く。続いて重々しい機械の作動音。百メルトルはあるロデロス橋の橋はし桁げたが、中央で割れていた。


    　分断された橋の中央部が上がっていき、俺たちは傾斜する橋の上に立っていた。忘れていたが、ロデロス橋は跳ちよう開かい橋きようだった。橋の中央部に通路ができることを待たずに、ダリオネートの船が運河を縦断しようとしていた。


    　不安定な足場で、俺たちは来た方向を振りかえる。


    「好機！」


    　欄らん干かんに挟まれた橋の上に、ゾレイゾ・ゾが立っていた。七つの目を光らせて歩んでくる。


    　相手が言うように、跳ね橋の間を抜ける船は左右に動けない。ゾレイゾ・ゾにとっては最高の襲撃の瞬間だ。しかも跳ね橋を落とせば、船の動きを止めつつ沈めることができる。


    　逆にダリオネートの船がここを抜ければ、オリエラル大河まで一直線。あとは海に出れば戦いそのものが成立しなくなる。


    　むしろ敵に巨大咒じゆ式しきを紡つむがれて橋を落とされ、船の進行を制止されないために、俺たちも疾走していた。ギギナとウォルロットが先行し、俺は二人の背後から〈矛槍射ベリン〉を発動。


    　左腕を振るうだけで、ゾレイゾ・ゾが槍の群れを薙なぎはらう。右手には雷光。三千万ボルトルという、高電圧の雷の毒蛇の群れが放たれる。


    　ウォルロットがすでに伸ばしていた三角形の刃の連なりが、避ひ雷らい針しんとなって雷を防ぎきる。俺の追撃の〈矛槍射ベリン〉による投槍の群れは、高電圧の雷を受けて瞬時に蒸発。ゾレイゾ・ゾは右手に光を集め、槍を作った。


    　双方の近接戦闘の間合いが接触。


    　百トーン以上あるであろうゾレイゾ・ゾの巨大質量を乗せた光の槍を、ウォルロットとギギナが回避。ウォルロットも、重力質量系で質量が上昇しても体は強化されないため、相手が質量を乗せた場合は受けてはならない。


    　避けた足を軸じくに回転したギギナが、屠と竜りゆう刀とうを放つ。ゾレイゾ・ゾが手首を回転させて槍で刃を受ける。凄すさまじい轟ごう音おんと火花が散乱。


    　ウォルロットの魔ま杖じよう剣けんオデオンが、天空に伸びる大蛇となっていた。重力質量系第五階位〈剛量質力膂場クレイオ・ス〉によって、百倍の質量を帯びた刃が天から下ろされる。


    　ゾレイゾ・ゾがギギナを弾いて、槍を掲げて受ける。超質量の一撃で、橋が揺れる。ゾレイゾ・ゾの足がコンクリに亀き裂れつを刻み、橋はし桁げたの鉄骨を歪ゆがませる。三角形が連なる刃は光の槍に絡まり、不自然に動いた。操られた先端が〈古き巨人エノルム〉の七つの眼を狙う。


    　ゾレイゾ・ゾの鉱物の唇が、刃の先端を嚙かむ。〈古き巨人〉が顔を上げる。刃に引かれてウォルロットの体が上昇し、後方へ投げられる。


    　解放された槍がウォルロットへ向かう前に、ギギナの屠竜刀が水平に一いつ閃せん。ゾレイゾ・ゾが槍を旋回して防御。轟音と火花が散る。


    　翻ひるがえった屠竜刀が下から跳はね上がる。ゾレイゾ・ゾが槍を切りかえして受け、雷光が散る。ギギナが背中から相手との距離を詰め、回転の終わりに刃を振るう。ゾレイゾ・ゾが槍の柄えで受けて、左手を前に突きだす。


    　即死の雷の放射を、ギギナが側転して回避。ギギナが射しや線せんを開いたところへ、俺は砲弾咒じゆ式しきを放つ。タングステンカーバイドの砲弾は、超反射で回避された。


    　避よけたところへ、背後に着地していたウォルロットがオデオンの刃を伸ばす。ゾレイゾ・ゾは槍を背中へ回転させて、三角形の刃を止める。旋回して弾き、態勢を整える。


    　ギギナとウォルロットがゾレイゾ・ゾを挟んで並ぶ。ゾレイゾ・ゾを見据えつつ、俺は橋を後退していく。


    「〈古き巨人エノルム〉は全身から電磁波を放射して、死角がない」


    「三方向からの完全に詰めた攻撃さえ対応する、ゾレイゾ・ゾの処理能力こそが異常だ」


    　ギギナとウォルロットの意見が一致する。掩えん護ごしていた俺から見ても、咒式に剣技に体術と、ゾレイゾ・ゾは完璧だ。俺は牽けん制せいの雷らい撃げきを紡つむぎつつ、戦線を維持する。


    「質量を乗せる〈古き巨人〉本来の攻撃を、連続しては出してこないことが救いだ」


    　ウォルロットが右からジゼロを放てば、ゾレイゾ・ゾの槍が弾く。


    「さすがに動きが鈍るからだろう」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうの斬ざん撃げきを叩きこめば、またも槍が翻ひるがえる。


    　戦闘開始時より、ゾレイゾ・ゾは確実に前進している。刃と咒式で三方向から攻撃しつつ、俺たちは傾斜していく橋を登って後退していく。踵かかとが踏みしめる橋の傾斜は、すでに四十五度を超えている。


    　ゾレイゾ・ゾが放射する雷を後方に跳はねて回避する。


    　着地した踵の半分が空中に出る。跳ね橋の頂点まで逃げていた。ダリオネートを乗せたエクリウス号は左から橋に突入している。橋の下には、船首の甲板が見える。


    　ギギナとウォルロットも、敵の圧力に押されて下がってくる。


    　ゾレイゾ・ゾが跳躍。光の槍を掲げて、橋の縁に立つ俺たちへ襲いかかる。ギギナの屠竜刀とウォルロットの双剣が受け、衝撃で橋の縁が砕ける。ギギナとウォルロットが橋から落下。船の甲板上へと落下していく。


    　船へと咒式を放とうとしたゾレイゾ・ゾも、垂直落下。光る槍を握る手首に、ギギナの〈蜘蛛絲スピネル〉による糸が結びつけられていたのだ。


    　ギギナへ引きよせられるゾレイゾ・ゾへ、ウォルロットの魔ま杖じよう剣けんジゼロの切っ先が向けられていた。


    　紡がれていたのは、化学鋼こう成せい系第六階位〈大倭鐵攻巨弾槍ヤーマー・ドウー〉の咒式。機関部が開いて盲目の女の顔が覗のぞき、咒式が解放。爆音とともに、直径四十六センチで質量一五〇〇キログラムという巨大砲弾が射しや出しゆつ。


    　必殺の一撃は、ゾレイゾ・ゾの交差させた両腕に着弾。戦艦の主砲なみの凄すさまじい運動エネルギーは、〈古き巨人〉の体を後方へ引きちぎっていく。


    　破裂したゾレイゾ・ゾの体と砲弾は、運河の水面や小型船せん舶ぱくの上を飛ひ翔しようしていく。吹き飛ばされて、遙はるか後方の水面に着水。凄まじい水柱をあげて、さらに爆発。周囲に雨を降らせる。


    「〈古き巨人エノルム〉では、もうエクリウス号の速度に追いつけない」


    　流れていく船上から、ウォルロットが分析した。


    「時間切れで俺たちの勝ちだ」


    　俺は橋の上から下を眺める。エクリウス号は無事に跳ね橋の間を通過していった。ギギナやウォルロットは、船の後方の甲板に着地していた。


    　俺も覚悟を決めて跳躍。まずはエクリウス号の艦かん橋きようの縁に着地、次に甲板に向けて降りる。船は動いているため、着地した足が揺れる。甲板を転がって起きる。


    　ギギナとウォルロットは、俺を冷たい目で眺めていた。


    「十メルトルの落下を二回できたら、上出来だろうが」


    　二人の剣士の目の冷たさは変わらない。超人基準でなにごとも考えないで欲しいと、一般人代表の俺は言いたい。しかし、この異常な場では少数派の意見は黙もく殺さつされるだろう。


    　俺たちは、船の後方へ視線を向け、ゾレイゾ・ゾを捜す。運河の水面には、船が描く航跡が長く長く続いている。遙か先には、落下した波は紋もんが渦うず巻まいている。


    　ゾレイゾ・ゾを倒したと思いたいが、そうもいかないだろう。


    　振りかえって、エクリウス号の艦橋を見上げる。三階ほどの高さに窓が並ぶ。中央の窓には、老人が立っていた。


    　窓を摑つかんだ老人の目は、眼下のエリダナを睨にらみつけていた。開け放たれた窓に吹きこむ潮風に、白い髪がなびく。


    「ダリオネート、まだ窓から出るな！」


    　俺の叫びに、窓際に立つダリオネートが微ほほ笑えむ。


    「そうもいかん」


    　老投資家の目が甲板にそそがれる。視線は、眼下の俺たちではなく、左さ舷げんにある救きゆう命めい艇ていを眺めていた。


    「珍しいお客が来ているからな」


    　救命艇の前にある甲板に光が浮かぶ。青白い光が集束していく。近かったため、俺は横に跳ねて避よける。立体光学映像が起動していった。


    　光で紡つむがれたのは、背広の老人の映像。小太りの体を黒と銀の刺し繡しゆうの服で覆おおっている。民族帽子を被った白い髪の下に、老いた貴族の顔。


    　ギャリー伯はく爵しやくだった。背信者を見つめるウォルロットの顔に、不快感が滲にじむ。


    「ピエゾの外交官、現在のベヘリガの長が姿を現してもいいのですかな？」


    　艦橋という玉ぎよく座ざで、ダリオネートが薄く笑う。


    「おまえたちはここで全員死ぬのだから、構うことはあるまい」


    　立体光学映像のギャリー伯爵が笑みを返す。かつての善人の外交官ではなかった。祖国を守るために、虐ぎやく殺さつ者しやとなる覚悟を決めた、悪鬼の笑みだった。


    　二人の老人が、艦橋の内部と甲板の立体光学映像で睨みあう。凄すさまじい視線の激突だった。


    「なぜ裏切った」


    　俺は苦い声を吐きだす。ギャリー伯はく爵しやくの目が俺を捉える。今の今まで俺は眼中になかったらしい。


    「あなたは穏おん健けん派だったはずだ。ピエゾのために〈ベヘリガ〉の計画をつぶそうとしていたはずだ。それがどうして！」


    「だからこそだ！」


    　ギャリー伯はく爵しやくの眼には覚悟の色があった。


    「愛するピエゾ連邦共和国の国難を救うためには、こうせざるをえなかった」声が激烈な響きで船上を渡る。「ピエゾンが暴落して通貨破は綻たんすれば、数十年は立ちなおれない。最悪は同盟の属国に落ちる。ならば〈ベヘリガ〉が起こす暴挙を進めてでも、ピエゾを救うしかない！」


    「おまえたちがやったことは許せない」


    　立体光学映像のギャリーに、俺は刃を突きつける。


    「なによりフリューを殺したことは許せない。自らの愛国心が分かって、なぜ他者の愛国心を利用する」


    「それが愛国心だ。他国と他者を踏みつけてでも、自らの国を守る」


    　ギャリー伯爵は左手を掲げる。中指に嵌はまった〈歓喜の指輪〉が示される。緑の宝石が輝く。


    「かつて私は良き軍人に外交官に、人間になりたかった。ただそれだけなのだ。愛するもの、愛する国を守れるような人間に。だが、果たせなかった」


    　老人の言葉に、ウォルロットが唇を嚙かみしめる。


    「それでは俺と同じ間違いをしている」男の口から、苦い感情が零こぼれる。「かつて俺が行おこなってしまったペンクラート大だい虐ぎやく殺さつと同じ間違いだ」


    「今では君の、ウォルロットの哀しみが分かるよ。だが……」


    　ギャリーは直線で見据える。


    「今回は守る。どのような手を使っても守る！　ダリオネートを殺し、エリダナを七都市同盟と皇国の戦場に変えてでもな！」


    　老人の眼は、艦かん橋きようのダリオネートを見上げていた。


    　受けとめるダリオネートは笑っていた。半月の笑みだった。


    「来ればいい。そこの攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが、エリダナを守るためにせいぜい張りきってくれる」


    　老投資家の言葉は気に入らないが、俺たちは戦い、守るしかない。


    「あとは私がピエゾンを食うか、ギャリー、おまえの〈古き巨人〉が私を殺して止めるかだ」


    　ダリオネートの声が艦橋から甲板に響く。ダリオネートは艦橋内部に戻る。窓に防護壁が降りる。


    　同時に爆音。船の背後に、凄すさまじい爆発が起こった。


    　川かわ面もから水みず飛沫しぶきを撒まき散らしつつ、水の柱が上昇していく。垂直の波は濤とうの頂点が砕ける。


    　水上に浮遊する、青い七つの眼。


    　ゾレイゾ・ゾの姿があった。〈古き巨人〉は、三角形の金属の枠に乗って飛ひ翔しようしていた。


    



    



    　艦かん橋きよう内部に、ダリオネートは視線を戻す。双そう眸ぼうは、立体光学映像を眺めていた。〈古き巨人エノルム〉の襲撃は攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもに任せるしかない。


    　老人にできることはひとつしかない。


    　表示されるピエゾン価は、一進一退を繰りかえしていた。周辺諸国の助力もあって、同盟一イェンに対して三三・〇一ピエゾンまで戻っていた。


    「ピエゾの大統領や財務大臣は無能ではないようだな」


    　老人たちが見つめる市場に、緊急情報が入る。映像の小窓から報道官が飛びだし、経済報道を叫ぶ。


    「たった今、ピエゾの味方であったインジー共和国が、対外債さい務むの債務不ふ履り行こうを宣言しました。これは先ほどから続くピエゾン下落に引っ張られ、双子の赤字を抱えていたインジー共和国が非常手段に出た模様です」


    　報道官も急報に声が上うわずっていた。


    「これにより、インジー連邦債券の最大の取引相手、相互で抱えていたピエゾ連邦共和国のピエゾンはさらに下落を……」


    　小国の経済破は綻たんだが、問題は北方で連鎖する。ダリオネートは満足そうだった。


    「なるほど、ダリオネート氏はまずピエゾに助力していたインジーに圧力をかけていたというわけか」


    　老人たちが囁ささやきあう。ダリオネートが微ほほ笑えむ。


    「赤字の小国同士が支えあう。美しい構図ですが、先に抜けでたほうが助かるとなれば、インジーの決断も当然のことです」


    　さらに相場は動く。海外からの投資は、量ではなく質への逃避を行いはじめていた。


    　ピエゾ連邦共和国は、持ちこたえるために、さらに自国の通貨であるピエゾンを買い支えようとする。


    　だが、非情な通貨相場は反転しない。


    「今ごろは、大陸通貨基金の緊急動議も却きやつ下かされているでしょう」


    　老人の予測の言葉に、十一人の老人、情報をつなげられた投資会場の全員が耳を傾ける。


    「大陸通貨基金が融資に条件をつけず、内政不ふ干かん渉しようとした時代は過ぎ去りました。現代では、融資と交換に政策改善を条件につける融資しかしない。だが、ピエゾ連邦共和国は、大陸通貨基金からの構造調整計画を受けいれることができない」


    　冷れい徹てつな論理が現れていく。


    「なぜならピエゾは、ペンクラート問題のために、通貨基金の理事長であるラペトデス七都市同盟と敵対している。融資と引き替えの通告はペンクラートの独立となる」


    　ダリオネートが歌うように論理を連ねていく。


    「だが、通告を受けいれたなら、国土を分割したとして激げき昂こうした国民の支持を失って現政権は崩ほう壊かいする。崩壊どころか現政権の首脳陣は売ばい国こく奴どとして、激怒した国民に殺される。だから絶対に不可能です」


    　ダリオネートの予測が続く。


    「通貨基金の理事である六大強国の残りはどう動くか。対抗として神聖イージェス教国だけは協力するかもしれないが、老練なツェベルンとバッハルバ、後アブソリエルやブリンストリア女王国は七都市同盟に貸しを作るために動かない」老人の声は冷たく響いていく。「他の十七か国の理事も大国に反抗してまで、負けるピエゾを助けようとはしない。たとえピエゾが求めても、大陸通貨基金の助けは得られない。ピエゾは完全に手詰まり、詰みなのです」


    　ダリオネートの的確な現状認識と予測に、十一人の老人たちが喉のどの奥で唸うなる。


    　ピエゾが手詰まりになるには、いくつかの条件が必要だった。


    　そして、今この時期、この瞬間だけが、ピエゾの喉笛を嚙かみきり、莫ばく大だいな利益を引きだせる瞬間なのだった。


    「数字が動いたようです」


    　ダリオネートの声で、全員の目が集中する。映像ではピエゾン為替かわせ相場が弱めの反転。さらに関連する報道が引きだされ、拡大された。


    　報道官によると、ピエゾは政府支出の削減を発表。同時に短期金利を上げた。


    「最後の抵抗ですね。資本を呼びこむための強引な手段ですが、私にはピエゾの断末魔にしか聞こえません」


    　老投資家は、ピエゾ政府の対応を冷笑する。市場の動きが鈍いためか、数分後にまたピエゾンの金利を上げる。


    　ダリオネートの笑みが深まる。


    「ここにいたっては、ピエゾの対応はすべて逆効果ですね。金利政策の時間の早さと金利上昇が、ピエゾ国内の総需じゆ要ようの低下という資本の予測と不安を呼ぶ。資本流出は加速します」


    　指摘を後追いするかのように、弱い反転をしていたピエゾン相場がまた下がっていく。


    　外部の轟ごう音おんに、投資家たちが身を竦すくませる。


    　ダリオネートだけは平然としていた。


    



    



    　三角形の枠に乗ったゾレイゾ・ゾは、運河の低空を飛ひ翔しようしてくる。飛行の圧力で左右に分かれた波が後方へ過ぎ去っていく。


    　三角形の上に立つ巨人の青い目は、俺たちが乗るエクリウス号を真っ直ぐに見据えている。


    「どうやって飛んでいる」


    　ギギナの疑問の声にあるように、〈古き巨人エノルム〉は水面の上を浮遊し、高速飛翔していた。


    　ゾレイゾ・ゾの足下には、金属の三角形の枠が浮いていた。三角の枠の内部には、さらに大量の三角形の枠が納められていた。凄すさまじい量の雷の蛇が表面に躍り、アーク放電を起こしている。浮遊する巨人と三角形から、オゾンが発生していた。


    「イオン飛行か！」


    　導線を正の極、表面積の大きな導体である三角形の枠を負の極にする。直流電流を流すと、面積の少ない導線の周囲に電気力線が集中し、強い磁場が形成される。強い電場によって気体分子から電子が奪われる。正に耐電した粒子が正極からの反発力を受けて運動し、下向きの空気の流れを生みだす。


    　数万ボルトルの高電圧を使用しても、そよ風以下の気流しか生まない。また、大きな質量を浮かせるには数千万から数億ボルトルの超高電圧を使用するしかないが、導体である金属が耐えられない。そして電流のあまりの大きさから空気の絶縁破壊を起こし、火花を起こす。


    　電でん磁じ雷らい撃げき系第六階位〈黄金三角雷翔ヘイ・リオ〉の咒じゆ式しき。超ちよう制せい御ぎよ金属と、莫ばく大だいな電流を発生させられる〈古き巨人エノルム〉にしか不可能な飛行方法だった。


    　水上のゾレイゾ・ゾは加速。三角形がこちらに向かってくる。


    「第一、あの咒式を喰らって、なぜ平気で追ってくる」


    　ウォルロットは呆ぼう然ぜんとつぶやきながら、船の最後部に足をかける。俺も船の縁の上に魔ま杖じよう剣けんを乗せる。


    「竜や禍まがつ式しきより、〈古き巨人〉は遙かに耐久力が高い！」


    　魔杖剣の機関部から弾だん倉そうを引きぬいて、俺は新しい弾倉を叩きこむ。後方を飛翔してくるゾレイゾ・ゾに、切っ先で狙いを定める。


    「あれくらい高位の〈古き巨人〉になれば、心臓を含む胴体を破砕しても、脳があれば咒式を発動して全身を再構築しくさるんだよっ！」


    　叫びつつ、プラズマ弾を射しや出しゆつ。イオン飛行するゾレイゾ・ゾは華か麗れいに回避。プラズマ弾は水面に着水し、壮大な蒸気と水柱を立てるだけだった。


    「脳と心臓を同時破壊、または切り離すくらいの攻撃が必要だ！」


    　ウォルロットも砲弾を放っているが、捉えられない。上下左右、自在に動くイオン飛行を行うゾレイゾ・ゾは、狙いにくすぎる。


    　エクリウス号はすでにオリエラル大河を下っているが、飛行物体と船では速度が違いすぎる。


    　ギギナが隣で欠伸あくびをしている。


    「なぜおまえは退屈そうなんだ!?」


    「焦るべき事態であることは分かるが、接近してくれるまでは、私にやることはない。だとしたら貴様たちに任せるだけだ」


    「おまえも少しは協力しろ！　トールダムの美神の椅い子すだかがこの船に乗っているだろうが」


    　弾倉を交換しつつ連射する俺が叫ぶ。


    「なるほど。ガユスやダリオネートなどという空気はともかく、トールダムの椅子は救わねばならない」


    　ギギナが甲板を歩き、縁に備えつけられていた銛もりを手に取る。握りを確かめ、後ろに引く。縁に足をかけて投とう擲てき。


    　凄すさまじい速度で、銛は水面の上を飛ひ翔しようしていく。百メルトルほど先、ウォルロットの咒式を回避していたゾレイゾ・ゾの右肩に見事に命中。衝撃でゾレイゾ・ゾが足下の三角形ごと後方回転。


    　水面に三角形の底辺が着水し、水を撥はねあげる。そこへ俺とウォルロットの咒じゆ式しきが集中する。


    「どういう腕力と制せい御ぎよ力りよくだ」


    　間断なく咒式を放ちながら、俺は横のギギナを眺める。ギギナは手を額にかざしながら、水面を眺めていた。


    「鯨くじらを狩った経験が役に立った」


    　ギギナの経歴は謎なぞすぎる。俺はさらに弾だん倉そうを交換。咒式の連射で、魔ま杖じよう剣けんの刀身から湯気があがっている。


    　跳ね上がった水の幕を貫き、飛行するゾレイゾ・ゾが現れる。肩の槍を引きぬき、憎悪の眼で俺たちを見据えた。


    　イオン飛行の三角形が急加速と急上昇。俺やウォルロットは発動時間がかかる砲撃から、瞬間的に発動できる投槍や雷らい撃げき咒式に切り替える。ゾレイゾ・ゾの上昇は、通常の飛行原理とは違う複雑な軌道で、槍や雷撃の射線を回避していく。倒すことより、着弾させて動きを少しでも遅らせることに切り替える。


    　投槍や雷撃の猛射を回避して、ゾレイゾ・ゾが上昇していく。大河の上空に、三角形の飛行体が浮遊していた。


    　背後の光輪が輝きを放っている。両腕は上空に掲げられていく。


    　俺やギギナ、ウォルロットが息を呑のむ。


    　ゾレイゾ・ゾの両腕で、すでに再びの〈天壌怒轟雷迅崩覇ウーラ・ノース〉が紡つむがれていた。


    　あの神の雷が再び直撃すれば、エクリウス号は一撃で破砕される。航行不能になれば、もう一発。それで漏れなく全員が死ぬ。


    　俺たちには、超広範囲咒式を防ぐ方法がない。俺とギギナ、ウォルロットの全員に絶望が襲いかかる。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを構え、ウォルロットはそれでも砲弾咒式を紡ぐが、意味がない。


    　天空から斜めに降りてきた誘導レーザーが船に突き立つと同時に、俺は閃ひらめいた。賭かけでしかないが、右手の手袋を外して、中指に嵌はめている指輪を投げる。


    　ゾレイゾ・ゾの腕が振り下ろされる寸前に、指輪はレーザーの軌道に到達。即座に天からの雷の柱が突き立つ。数億ボルトルの雷が指輪に命中。


    　以前ロルカに調査を依頼したとき〈宙ちゆう界かいの瞳〉は龍の鱗うろこで構成されていると判明した。さらに、中央に嵌はまる謎の赤い宝石は、自らに作用する調査咒式を完全に防いでいた。


    　だとしたら、大きくは難しいだろうが、狭い範囲や点でなら、攻性咒式も防いでくれるかもしれないと俺は賭けた。


    　空中で凄すさまじい無効化能力と雷の力が拮きつ抗こうしていた。光の爆発。ついに俺の賭が成功し、指輪の力が打ち勝ち、光の散乱。


    　天空からの雷が、四方八方へと散乱する。天から降りそそぐ数十匹の雷の大蛇が、船の上で跳ねた。


    　雷の帯が甲板から船体、艦かん橋きように命中し、凄すさまじい火花をあげる。金属が瞬時に蒸発して、大穴を穿うがつ。船の各所にある航行灯が炸さく裂れつし、光を失う。


    　直撃を避けさせることができても、弾かれた雷まで防ぐことはできなかった。


    　さらに雷が暴れ、船体に沿って火花が連続して散っていく。闇。船の電気系統がすべて破壊された。


    　船体が左さ舷げんへ大きく傾く。甲板にあった浮き輪や救助船が、右から左へと滑っていく。


    　俺は手近にあった栅さくに腕を絡ませる。ギギナは斜めになった甲板に刃を立てて、耐えていた。


    　船首がほぼ吹き飛んだエクリウス号は、進路を変えていた。斜めに傾きながら、大河を進んでいく。甲板の上の物体が水面に投げだされていく。斜めの状態で、俺は左手を伸ばす。坂となった甲板を転がる指輪を、左手で摑つかむ。


    　宝珠は、掌てのひらの上でいつもの赤い輝きを見せていた。金属を蒸発させる極大の雷が直撃したというのに、指輪は冷たいままだった。どこまで凄すごい力を持っていやがる。


    　左手に握りこんで、栅さくに摑まる右手に嵌はめる。前に眼を戻す。


    　船の左斜め前方には、オリエラル大河の東岸が迫っていた。コンクリの埠ふ頭とうと艀はしけが見えた。


    　近い。もう回避も間にあわない。栅を両手で抱える。ウォルロットは揺れる甲板で、頭上のゾレイゾ・ゾに向けて質量爆裂咒式を放っていた。


    　次の咒式を紡つむいでいたゾレイゾ・ゾへ、ガンマ線輻ふく射しやが炸裂。空中で大爆発。


    　熱波が降りそそぐなか、エクリウス号の船側が港に激突した。凄まじい衝撃と、金属が擦れる凄まじい音。艦橋からの老人たちの悲鳴。


    　栅に摑まった腕以外、体や足が空中に跳ねる。栅を離したら死ぬ。


    　船の先端が小船と艀はしけを軽々と吹き飛ばし、港を切り崩していく。さらに衝撃。岸辺にコンクリと土砂の山を築いた船首は、それ以上進めなくなる。


    　大地震のような衝撃が加わり、船体が折れた。


    



    



    　船内は惨状となっていた。


    　船と同じように船内も傾いていた。机や椅い子す、調度品などが右から左へと大きく動いていた。天井から下がる照明は完全に消え、ガラスの破片を床に撒まいている。


    　椅子や車椅子に座っていた十一人の老人たちも、床に投げだされていた。調度品やお互いの体がぶつかったため、打だ撲ぼくや骨折の痛みで呻うめいていた。


    　窓に摑まっていたが、ダリオネートも転がる椅子に顔や胸を激突させていた。垂れ下がった鼻や口からは鮮血が流れている。


    　ダリオネートは、袖口で鼻や口の血を拭ぬぐう。窓を摑む手に力を入れ、体を引きおこす。


    　老人は鼻唄を歌いながら、窓に背を預ける。


    「ピエゾの犬よ、楽しんでいるか？」


    　ダリオネートは愉快そうに告げる。視線の先、艦橋内部にある立体光学映像はまだ起動していた。各国の報道が流れ、ピエゾン相場が表示されている。対同盟イェンに対するピエゾンの価値はまだまだ下がっていく。


    「まだ私を殺せていない。七つの人生を重ねた私は、まだ生きている。これではピエゾの通貨危機を止められないぞ？」


    　執念の言葉が老人の口から放たれた。


    　ダリオネートは斜めになった窓に摑つかまりながら、また市場へ指示を出す。ピエゾン通貨への経済攻撃はまだまだ続いていた。


    　老人は笑っていた。笑いつつも、ピエゾへの攻撃を続けていた。


    



    



    　船の激突の衝撃に、俺は耐えきった。周囲には粉ふん塵じんと白煙。


    　傾斜した甲板をギギナが下っていく。俺も栅さくから手を離して、甲板を滑っていく。船の縁で止まる。岸辺まで、わずか七メルトルほど。


    　群ぐん青じよう色の夜空の下、船はほぼ横倒しになっていた。見回すと、艦かん橋きようがある中央部から艫ともがオリエラル大河に横たわっている。まるで打ちあげられた巨きよ鯨げいだった。


    　ギギナはすでに岸に降りていた。傍かたわらにはゾレイゾ・ゾを撃ち落としたウォルロットが立っていた。俺も縁を飛び越えて、岸辺に着地する。足の裏から踵かかと、脛すねから背骨と振動が伝わる。


    　前ぜん衛えい二人は平気な顔をしているので、俺も表情には出さない。


    　岸辺の港は壊滅状態だった。立ちこめる白煙を手で払う。


    　港の先には、巨大なビルがそびえていた。三十二階建てのビルは、天空に届きそうだった。それはダリオネートが落成式に参加したテンペリオンビルの威い容ようだった。ビルの壁面に明かりは灯っていない。抗議からの操業停止で、暗い窓が黒こく曜よう石せきのように並んでいた。


    　テンペリオンビルが前にあるということは、ワデイン地区の沿岸に船が激突したらしい。


    「船内にあったトールダム作の椅い子すは無事だろうか？」


    「無機物より、俺たち自身の心配をしたほうがいい」


    　ギギナに答えた俺は、魔ま杖じよう剣けんを掲げる。夜に沈むテンペリオンビルの前、岸辺に続く大階段に人影。七つの青い眼を持つゾレイゾ・ゾが立っていた。


    「人属よ。そろそろ決着をつけよう」


    　俺は即座に〈雷霆鞭フユル・フー〉を階段のゾレイゾ・ゾに放つ。


    　雷の帯が命中。ゾレイゾ・ゾの体が震える。〈古き巨人エノルム〉は珪けい金きん化か物ぶつの体を持っているため、神経系は金属を伝わる電気信号だ。つまり人間なみに雷らい撃げきに弱い。本来の姿のときなら無理かもしれないが、人間大の大きさなら充分に効果がある。


    　完全な角度と威力で放たれた雷は、ゾレイゾ・ゾの体の表面で跳ねていた。〈古き巨人〉が手を払うと、百万ボルトルの雷が消えた。


    　筋骨隆々とした人間のようなゾレイゾ・ゾの体は、透きとおっていた。


    　二酸化珪けい素そを主成分に、酸化マグネシウムに酸化ナトリウム、酸化リンに酸化ホウ素に酸化カルシウムで作られた超純粋ガラスだった。非晶質ゆえに、光を通しやすいが、純粋なガラスは強力な絶縁体。俺が紡つむぐような雷らい撃げき咒じゆ式しきの電圧では、体内にまで通らず、また熱で融解させることもできない。


    　ゾレイゾ・ゾは、直線や曲線で表現された水晶の巨人となっていた。


    「私は光の巨人。雷と光は我が友だ」


    　俺とギギナは距離を詰めていく。ゾレイゾ・ゾが左腕を水平にし、立てた右腕の肘ひじに当てる。光が収束していく。


    　俺の脳裏に危険信号。雷撃や光学系咒じゆ式しきが無効化されるなら、質量攻撃だ。


    　砲弾咒式を発射した俺は、ギギナによって横に引き倒される。


    　水平の光の柱が発生。転がった俺の視線の先で、砲弾は光のなかで蒸発していた。水平に迸ほとばしった光の柱は、後方に抜けていき、転てん覆ぷくしたエクリウス号の舳へ先さきを掠かすめ爆裂。


    　さらにオリエラル大河の上を駆けていく。水面に凄すさまじい蒸気が溢あふれ、さらに対岸で爆裂。轟ごう音おん。


    　エリダナの西岸にある、倉庫街を炎上させた。夜空の下に広がるエリダナの沿岸部に、炎の海が広がっていた。


    　光。凄まじい爆裂。熱線。常識外れの破壊。知覚眼鏡クルークブリレは電磁波を計測した。


    「荷か電でん粒りゆう子し砲ほうか！」


    　電磁光学系第六階位〈極粒雷荷珖芒咆ポー・イー・ペー〉の咒式による荷電粒子砲は、電子や陽子、または重イオンなどの粒子を粒子加速器で加速して発射する。ゾレイゾ・ゾは粒子に電荷を付加して、電気的に中性な粒子を使用する中性粒子ビームを使っている。


    　質量を持つ物体が光速となれば無限大の質量を持つが、現実には存在できない。だが、極微といえども質量を持つ粒子を、光速に近い亜光速で射しや出しゆつすることは可能で、凄まじい威力を発する。荷電粒子砲は、光学兵器というより超運動エネルギー砲弾といったほうが正確だろう。


    　大気による威力の減げん殺さいは、対象との間に咒式干かん渉しようで真空を作ることで防いでいる。


    　発動には、最低でも一万メガワットルの出力が必要とされる、だが、天空から雷を呼ぶゾレイゾ・ゾの咒力は、一体で数十万メガワットル、旧時代の原子力発電所程度の出力を持つために可能なのだ。


    　荷電粒子砲のエネルギーの半分は爆風になるが、四割が熱線、残りが電磁波となり、凄まじい破壊をもたらす。


    　天空からの雷は、大火力かつ広範囲に攻撃できるが、個人戦闘には使いづらい。そのために、荷電粒子砲を使用してきたのだ。


    　俺とギギナは立ち上がり、後方、川辺の方向へと下がる。ウォルロットは質量爆裂を紡つむいで、ゾレイゾ・ゾを牽けん制せい。


    「少し出力が強すぎたか」


    　爆裂のさなか、ゾレイゾ・ゾは金属の三角形で浮遊して間合いを詰めてくる。組みあわされた両手には再び光が集束。発射。出力を下げたとはいえ、荷電粒子砲の着弾で岸辺が大爆発。


    　熱波が吹き荒れ、土砂とコンクリの破片が降りそそぐなかを、俺とギギナ、ウォルロットは後方に下がる。三人の踵かかとが岸辺の縁を踏んでいた。さらに俺を摑つかんだギギナが跳躍し、ウォルロットが跳ねる。


    　水面を足の下に見ながらの浮遊感。そして踵は再び堅い石を踏む。オリエラル大河に浮かぶ、船や石材の破片に着地していた。ウォルロットは連なる三角形を鉄骨に絡め、頂点に着地した。


    　背後には、エクリウス号の船体が横たわっている。ここが下がれる限界だ。


    　俺は魔ま杖じよう剣けんを握りこむ。ゾレイゾ・ゾが岸辺を前に詰めてくる。どうしても策が必要だ。


    「ダリオネート！」


    　背後で座ざ礁しようしている船へ声を投げかける。


    「なんだね？」


    　背後の大河で横転している艦かん橋きようから、老人の声が返ってきた。窓に摑まっているらしく、声に妙に力がこもっている。俺が声を出そうとすると、ギギナが問いを投げる。


    「トールダムの椅い子すは無事か？」


    「こちらはピエゾを殺そうと忙しいのだが？」


    　ギギナの問いは場違いにすぎた。俺は前方に魔杖剣を掲げつつ、問いを投げる。


    「今この場で助かるなら、いくらまで出せる!?」


    　ゾレイゾ・ゾは緩く動く。俺とギギナ、ウォルロットも水面に出た破片の上を跳ねていく。老人の決断の時間を待って、俺たちは最終防衛線に立つ。


    「報ほう酬しゆうはいくらでも払おう。どれほどの金額でもふっかけてみるがいい」


    　老人は冷れい徹てつな声で答える。俺は携帯を起動させ、老人より冷たい声で告げる。


    「必要なのは二百億イェンだ」


    「二百、億、イェン？」老人の声に初めて驚きが混入していた。「ふっかけられることは覚悟していたが、二百億イェンだと？」


    「俺が欲しいわけではない。ゾレイゾ・ゾという最悪の〈異い貌ぼうのものども〉を倒すには、どうしても必要な金だ」


    　ダリオネートの声を待つ。老人の笑い声が響く。


    「なにに必要なのか想像もつかないが、今、この勝負に勝てるなら安いものだ」


    「携帯に録音した。後でなかったことにするなよ」


    　許可は出た。右にいるギギナが俺を横目で見ている。なにかの策だとは理解しているだろうが、正体までは摑めていない。そうでなければゾレイゾ・ゾを嵌はめることなどできない。左にいるウォルロットに視線を向ける。


    「ウォルロット、例のアホほど強力な巨大砲撃咒じゆ式しきを俺の合図で頼む」


    「応おう！」


    　瀕ひん死しのウォルロットが叫んで、右手の魔杖剣を掲げる。〈悲ひ姫きジゼロ〉の刀身が輝く。


    　化学鋼こう成せい系第六階位〈大倭鐵攻巨弾槍ヤーマ・ドウー〉の咒式が発動。ウォルロットの肩の前後に、青白い燐りん光こうが伸びていく。二〇・七メルトルほどの円えん筒とう状の咒式力場を形成。限界を超えた発動に、ウォルロットの顔には苦痛が刻まれる。それでも発動してもらう必要がある。


    「俺が次に合図したら放て！」


    　円えん筒とう状の咒じゆ式しき力場の中央に据えられるのは、直径四六センチで質量一五〇〇キログラムルの巨大砲弾。


    「この距離では当たらぬよ」


    　答えて、ゾレイゾ・ゾが動く。岸辺からイオン飛行で川の上へと飛ひ翔しよう。ギギナは飛翔咒式で後方に下がる。俺も手を取って、飛翔。さらにオリエラル大河へ移動。腰の背後に左手を回す。


    　イオン飛行で、ゾレイゾ・ゾが追ってくる。手には荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの咒式が発光していた。


    　水上で反転して、俺とギギナが突っこんでいく。圧力を受けて、大河の水が跳はね上がる。前方では、水上に浮遊するゾレイゾ・ゾの両手が複雑な咒式を組みあげていく。わずかに俺の咒式の完成が早い。


    「ここで死ね！」


    　大河の上で、魔ま杖じよう短たん剣けん〈贖しよく罪ざい者しやマグナス〉を突きだす。刃の切っ先には、紡つむぎつづけていた化学錬れん成せい系第七階位〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉を展開。原子核内部の陽子と中性子をつなぎとめるパイ中間子の束そく縛ばくが解放され、核融合の膨ぼう大だいな熱量が放射される。


    　白い爆光。


    　限定的とはいえ、核融合の炎が発生。岸辺の石組みやコンクリを蒸発させ、大地を抉えぐりつつ迸ほとばしる。吠え猛たける熱波と轟ごう音おん。


    　輻ふく射しや熱ねつで大河の水が霧きりとなって巻き上がり、大気が熱波で膨れあがり、周囲は惨状となっている。


    　蒸気と高温で揺らめく蜃しん気き楼ろうの上空に、ゾレイゾ・ゾの姿があった。イオン飛行で右へと直角移動し、超高温の熱波の直撃を避けていたのだ。


    　数千度という超高熱の直撃を回避したゾレイゾ・ゾだが、千度を超える輻射熱で炙あぶられていた。水晶のような体の表面が融解している。


    　金属の顔でゾレイゾ・ゾが笑った。少々の傷は、即座に修復されていく。


    　作戦の積みあげもなしに、イオン飛行と電磁波による超感覚を持つゾレイゾ・ゾに当てられるとは、俺は思っていない。


    　俺とギギナはこの方向、この距離にゾレイゾ・ゾを止めることが必要だったのだ。


    「ウォルロット！　俺とギギナに向かって水平射撃だっ！」


    　ギギナが急停止し、圧縮空気を右に噴射して急角度で左に逃げる。限界を超えた発動による苦痛に絶叫をあげつつ、後方からウォルロットが咒式を放つ。


    　巨大砲弾が秒速八百メルトルで飛翔。俺とギギナの横の空間を、音速を超える巨大砲弾が引き裂いていく。


    　超音速の攻撃だが、ゾレイゾ・ゾは超反射で体を[image: ]ねじった。砲弾は完全水晶の左肩を掠かすめた。掠めただけで、光の巨人の左肩と左腕が破裂。衝撃でゾレイゾ・ゾが後方に吹き飛ばされる。だが、絶命には遠い。巨人の背後では轟ごう音おん。


    　衝撃で仰のけ反ぞっていたゾレイゾ・ゾは、急停止。核融合の熱波と砲弾の間で、顔を前に戻す。


    　残った右腕を前方に掲げ、必殺の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの咒じゆ式しきを紡つむぎなおす。俺はギギナに抱えられて、全力で空中を後退していた。


    　俺たちがどこまで逃げようと、直線で捉えられる。金属の顔、七つの眼は勝利を確信していた。だが、背後の轟音は続いていた。


    　ゾレイゾ・ゾの顔に黒い影。〈古き巨人エノルム〉の全身どころか、東岸のオリエラル大河全体に暗い影が落ちていた。


    〈古き巨人〉が顔を動かし、空を見上げる。上から降ってくるのは、夜空を覆おおう一面の壁。


    　俺の核融合咒式とウォルロットの砲弾が破壊したのは、エリダナ沿岸にあったビル、落成したばかりのテンペリオンビルの低層階だった。照明がついておらず、無人であることはすでに視認している。


    　元々オリエラル大河側に倒れやすそうに見えたビルは、核融合の熱と砲弾で低層階を撃ちぬかれた。予測したように、三十二階建て百メルトルのビルは、オリエラル大河に倒れてくる。屋上付近がゾレイゾ・ゾの頭上に来るように、俺とギギナが誘導したのだ。


    　ビルの幅が広すぎて、ゾレイゾ・ゾは左右どちらにも逃げられない。核融合咒式と砲弾で、ビルの中央に誘導され、さらに直線で逃げた俺とギギナを咒式で追撃しようとしたゆえに手遅れなのだ。


    　三十階建てビルの低層階から上でも、二万トーンはある。二万トーンの鉄槌は、さらに百メルトルの高さから斜め四十五度で倒れていくと、空気抵抗やビルの構造を無視する理想値では秒速四十四・二八六メルトルとなる。


    「おまえたち〈古き巨人〉の体が、金属や珪けい素そで形成され密度が高かろうと」ギギナに抱えられて高速退避しながら、俺は叫ぶ。「この超質量攻撃を耐えられるなら、耐えてみせろっ！」


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　ゾレイゾ・ゾの叫びは、さらに巨大な爆音に搔かき消された。空中のゾレイゾ・ゾにビルの頂上部が直撃。


    　衝撃が凄すさまじすぎて、ビルの中ほどが折れる。いくら〈古き巨人〉であろうと、理論値で八八万五七二〇トーンという超運動量から来る衝撃を、飛行中に支えられるわけもなく、ビルは雪崩なだれのようにオリエラル大河に落ちていく。


    　大河に激突するとともに、衝撃波に等しい轟音。舞いあがる爆煙と水柱。


    　横に退避していた俺とギギナの上にも、大気の波と破裂した水が押しよせる。


    　大波は座ざ礁しようしたエクリウス号にも押しよせていく。ダリオネートの悲鳴が聞こえたが、激しい水音に搔き消されていく。


    　重々しい音が続く。百メルトルのビルが横倒しになったのだ。轟音はエリダナ中に響いているだろう。


    　巻きあげられた水が、雨となって降りしきる。霧が一面を覆おおう。


    　霧のなかに、惨状が広がる。水面に激突した衝撃で、ビルの頂上部は瓦が解かいしていた。


    　オリエラル大河の浅瀬で、瓦が礫れきの山となっていた。鉄骨や構造部の柱が、水面からそびえていた。


    　続く中層階や低層階が、岸辺に横たわっている。コンクリやガラスが砕け、鉄骨が見えていた。全長百メルトルという巨竜の死し骸がいが横たわっているようにも見えた。


    　ビルの残ざん骸がいに、俺とギギナが着地する。二人の上に、雨が降りしきる。ウォルロットも、倒れたビルの上に足を下ろす。


    　雨に降られながら、三人がビルの中央に集結する。ギギナが足下に呆あきれた眼を向けている。


    「総工費二百億イェンのテンペリオンビルを大おお鎚づちとして使った、というわけか」


    「世界一高価な打撃攻撃だな」


    　ウォルロットが苦笑している。俺は魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスを腰の後ろに戻し、魔杖剣ヨルガを構えている。第七階位の咒じゆ式しきの展開による左手から神経系、脳の痛みを堪こらえている。


    　ここまでが俺に思いつける作戦だ。これから先は策がなく、力と力の激突しかない。純粋な力の勝負となれば、賭け事の世界に入ってしまう。立つな、立ってくれるな。


    　水面を揺らすほどの地鳴り。


    　オリエラル大河の浅瀬に倒れるビルの頂上部が爆発。コンクリと鉄骨とガラスの破片が噴きあげられ、巨大な水柱が伸び上がっていく。


    　回転しながら上昇する物体に合わせて、破片と螺ら旋せんの水が落下していく。


    　水柱の頂点が弾ける。


    　現れたのは、槍の穂先の群れ。チタン合金の格こう子しで作られた檻おりが、上昇していく。化学鋼こう成せい系第三階位の〈錣磔監獄ボフイ〉だが、常識的な大きさを超えていた。


    　一気に量子崩ほう壊かい。チタン合金が砕け、量子の光に散乱していく。現れたのは、金属の三角形に乗ったゾレイゾ・ゾの姿だった。


    「不死身のゲヒンナム・ムより死なないのかよ」


    〈古き巨人エノルム〉の、そして〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉の長は、超衝撃に生き残ったのだ。


    　ただ、やはり高層ビル一棟という超衝撃は凄すさまじかった。超純粋ガラスの体の左半身が消失している。残る半身に亀き裂れつが入っていた。


    　だが、巨人は即座に失われた体を再生させていく。大量の咒力が生命維持に使用されたために金属の三角形は落下し、大河に倒れたビルの上に浮遊する。ゾレイゾ・ゾの仮面のような顔からは、疲労の色は判断できない。


    　だが、七つの眼の光は弱まっていた。


    　さすがの〈古き巨人〉も、巨大咒じゆ式しきを連発しているところへの超打撃で憔しよう悴すいしているのだ。


    　ゾレイゾ・ゾが咒式を解除。足下にあった三角形の金属が瞬時に組みなおされる。横たわるビルの残骸の上に、硬い蹄ひづめが下ろされる。


    　細く逞たくましい足が大きな馬体を支える。鬣たてがみを振って、頭が伸びる。口からは嘶いななきが放たれた。


    　金属の馬だった。額には細長い螺旋の角つのが天に向かって生えていた。角は雷をまとっている。


    「人属よ、歴史浅き短き命のものどもよ」


    　雷の一いつ角かく馬ばとでも言うべき生物の上に、ゾレイゾ・ゾが跨またがっていた。右手が掲げられる。咒じゆ式しきの光が集まり、長く伸びていく。握られている物体は、長い光の槍。〈古き巨人エノルム〉は騎兵となっていた。


    「地上戦闘に切り替えてきたな」


    　俺は魔ま杖じよう剣けんを構える。ギギナが屠と竜りゆう刀とうを掲げる。ウォルロットが双剣を交差させる。


    　騎兵となったゾレイゾ・ゾの全身には、鬼神の闘志が宿っていた。


    「我らは地上を取りもどす。その一歩のために、死ね」


    「来るぞ」


    　ゾレイゾ・ゾが乗った雷らい角かく馬ばが突撃してくる。蹄ひづめが床を叩くたびに、雷の火花があがる。


    　左手の四本の指に親指が重ねられて、光の集束。先制の〈極粒雷荷珖芒咆ポー・イー・ペー〉が発動。ギギナとウォルロットは互いにその場で軽く飛ひ翔しようし、互いに向けて蹴りを放つ。足裏を合わせたギギナとウォルロットは反発力で左右に跳ねる。


    　二人の間を、荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの光が水平に走る。背後にあったビルの残ざん骸がいに着弾し、爆砕。熱線が放射される。


    　両手を組みあわせたときほどの異常な威力はない。さらに周囲に降りそそぐ水のために、雷らい撃げきや荷電粒子砲が多少は弱体化したのだ。俺の手筋は常に次の一手となっている。


    　しかし、人間を殺すことに不足はない。むしろ連射してきた。荷電粒子砲の光が、床を焼き、コンクリを破砕する。俺は背後で回避しつつ〈矛槍射ベリン〉を放つ。


    　荷電粒子砲が一いつ閃せん。七本の槍は瞬時に消失。爆裂。


    　爆裂の間に、ギギナとウォルロットは光に肩や脛すねを焼かれながらも間合いを詰めていた。爆炎から、騎兵となったゾレイゾ・ゾも姿を現す。


    　双方の必殺の間合いが接触。雷角馬が首を低く水平に構える。魚雷となった角をギギナの屠竜刀が受け、力を逸そらす。電子と火花が散り、ギギナは後退。


    　雷角馬の上から、ゾレイゾ・ゾの光の槍が放たれる。ウォルロットの魔杖剣が弾き、光が散乱する。


    　ゾレイゾ・ゾを乗せた雷角馬が、大地となったビルの壁面を走る。ギギナが左、ウォルロットは右を併へい走そうする。ゾレイゾ・ゾの槍が旋回し、また突きを放つ。併走するギギナの屠竜刀が弾き、受けながす。ギギナの刃が突きだされ、〈古き巨人〉の槍が弾く。


    　併走する騎馬兵とギギナとウォルロットの間では、光と火花が激しく散る。水面に横たわる廃はい墟きよの上で行われる闘いは、神話の一節のような光景だった。


    　雷角馬が急停止し、首を振るう。下から跳はね上がる捻ねじれた角の突きを、ギギナの刃が受ける。電子の光が散乱。


    　馬の首の脇から突きだされる光の槍を、後方回転でギギナが回避。さらに空中のドラッケン族へ放たれる光の槍を、ウォルロットの左の刃が受けとめる。


    　同時にピエゾの勇者が握る右の魔杖剣から放たれる〈矛槍射ベリン〉は、光の槍が旋回して弾く。質量を乗せた回転に引きずられて、ウォルロットは右へ吹き飛んでいた。ゾレイゾ・ゾの左手が閃ひらめき、追撃の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうを放つ。


    　間に飛びこんだ俺が〈斥盾ジルド〉を展開。荷電粒子砲の熱量を受けとめ、即座にウォルロットとともに横へ逃げる。弱体化しても、荷電粒子は爆音とともに鋼はがねの壁を破砕する。


    　続いて紡つむいでいた鋼の壁が、横転しつづける俺たちの身代わりとなって死の光を受けとめる。即座に鋼板が融解、破砕される。


    　横転しつづけて、沸ふつ騰とうした金属の飛沫しぶきを避よける。右肩と左脇腹を、荷電粒子の熱線が掠かすめる。もはや防壁咒じゆ式しきが瞬間使い捨てになっている。


    　回転の終わりで膝を立てて、魔ま杖じよう剣けんを構える。熱線の痛みは強引に無視する。俺の隣で回転しおわったウォルロットが、質量咒式を乗せた三角形の連なり、オデオンの刃を伸ばす。


    　完かん璧ぺきに銀の軌道を読んで、ゾレイゾ・ゾが雷らい角かく馬ばとともに後方へ跳ねる。伸びきった切っ先から連動した〈霍金輻爆ホー・キン〉が発動。ガンマ線輻ふく射しやによる爆裂と熱線が対象を巻きこむ。


    　左腕を巨大化させてゾレイゾ・ゾが防ぎ、瞬間的に元に戻して着地。続く俺の〈矛槍射ベリン〉も雷角馬の角と槍の回転で弾かれる。


    　旋回した槍が伸びる。一気に十数メルトルも伸びた、プラズマの穂先は光速。俺の眼前で肉を焼き、切断。


    　ギギナが左腕を失いながらも、俺を後方に引いた。炭化した表面を見せつつ、ギギナの左腕が落下する。


    「すまん！」


    「掩えん護ご咒式が消えると、前衛だけではどうにもならぬ」


    　ギギナが平然とした声で告げた。前方を見据える横顔は険しい表情だった。


    　俺は唇を嚙かみしめる。


    　ウォルロットもオデオンの刃を戻し、二等辺三角形の魔杖剣を握る。


    　オリエラル大河に倒れたビルの上で、俺とギギナとウォルロットは、ゾレイゾ・ゾと対たい峙じする。全員の顔には畏い怖ふ。


    「強い。強すぎる」


    　俺は荒い息を吐く。もはや負傷と出血は限界に達していた。直撃だけは避けてきたが、多種多様の攻撃が掠かすめただけで瀕ひん死しの状態だった。隣に立つギギナも、左腕を失っていた。断面は炭化している。プラズマの高熱で瞬間的に焼かれたため断面からの出血はないが、激痛が襲っているはずだ。


    「ゾレイゾ・ゾは他の七体とは格が違う」


    　ギギナは唇から血を吐きすてる。隣に並ぶウォルロットも重傷だった。


    「天空から雷を呼び、荷電粒子砲を放ち、空を飛び、雷らい撃げきを防ぎ、槍の達人だ」


    　ウォルロットの分析が続く。


    「遠中近距離、大破壊から対人戦闘までこなして隙がない。下手をすれば、一体で一都市を落とせる」


    　ピエゾの勇者であっても、ゾレイゾ・ゾに対しては互ご角かくに持ちこむことが精一杯だった。


    「人格的にはおもしろみがないくせに、強すぎる。嫌われ者の優等生みたいだな」


    　俺は考える。


    「今日は猫の左手の祝日ということにして、みんなで逃げないか？」


    「家具の日なら賛成したかもしれぬ、な」


    　苦しい声でギギナが返す。左腕の断面は炭化し、蒸気をあげている。


    「この状況でくだらぬことを言う、おまえたちの精神構造が理解できない」


    　ウォルロットも死力を振り絞って刃を掲げる。死地で笑うと言われる攻こう性せい咒じゆ式しき士しにしても、俺やギギナほど徹底している人間は珍しいのだろう。


    　俺たちの視線の先、大河に横たわるビルに立つ雷らい角かく馬ばに、ゾレイゾ・ゾは跨またがっていた。


    〈古き巨人エノルム〉の長には、歴戦の将軍の風格があった。


    　透き通った腕が掲げられ、光の槍を構える。


    「汝なんじら人属では、私に勝てぬ。汝らが使う鋼こう成せい系咒式も武技も我らの物真似だ」


    　俺とギギナ、ウォルロットは水面上のビルの表面を動いていく。ゾレイゾ・ゾと雷角馬も円弧で動いていく。距離は離れているが、互いに迂う闊かつな遠えん隔かく咒式は放てない。


    　絶望的な状況のままだ。なにか手を打たなければならない。剣技でも咒式でも、総合力で俺たちよりゾレイゾ・ゾが上回っている。


    「汝ら炭たん素そ基き生せい物ぶつはいつも掠かすめとってきた。太古の時代より大地から、星から。そして我らの術や住すみ処かですらも盗み、そして奪いとってきた」


    　ゾレイゾ・ゾは嘆きの声をあげる。互いに相手の左へと動いていく。ビルの窓を跨またいで、左へ左へ。突きでた鉄骨の上を器用に馬の蹄ひづめが捉えて、移動していく。


    　俺の脳裏には、ジヴ、フリューやリゼリアたちが掠める。生徒たちへの講義内容まで思い出していた。走そう馬ま燈とうだとは思いたくない。


    「だから、返してもらう。三つの指輪の力でゾアイデス帝を呼びもどし、太古の時代に戻す！」


    　雷角馬の角が振られて、嘶いななく。ゾレイゾ・ゾの七つの眼に、怒りの青い炎が灯る。


    　互いの緩ゆるやかな円運動が止まった。


    　ゾレイゾ・ゾが左手を掲げる。俺は魔ま杖じよう剣けんを向ける。〈爆炸吼アイニ〉によるトリニトロトルエンが炸さく裂れつし、横に移動していたゾレイゾ・ゾが荷か電でん粒りゆう子し砲ほうを放つ。


    　爆煙を貫いて、熱線が空気を灼やいていく。だが視界を塞ふさがれての直線的攻撃は回避できる。爆煙を飛び越えていくのは、屠と竜りゆう刀とうを掲げて足を畳たたんだギギナだった。


    　上空からの一撃を、ゾレイゾ・ゾが光の槍を掲げて受けとめる。衝撃が伝わる雷角馬の蹄が、コンクリの壁面に亀き裂れつを生む。屠竜刀と槍が嚙かみあい、凄すさまじい光と火花を散らす。


    　俺はようやく答えが分かった。イェスパーとベルドリトが持ちこんだ、モルディーンの伝言の問いの答えがすべてだった。


    「おまえの発言を考えてみたが、矛盾がある」


    　俺が放ったプラズマ弾は、ゾレイゾ・ゾが頭を振って回避。だが声は回避できない。


    「古さを言うなら、〈古き巨人エノルム〉は我ら人類より若い種族だ！」


    「なにを言う！　地層と同じくらい古い我らが、炭たん素そ基き生せい物ぶつの、人属の後こう塵じんなど拝さぬ！」


    　雷らい角かく馬ばが首を振って、ギギナに角を向ける。だが、ギギナの足の下を潜っていたウォルロットの魔ま杖じよう剣けんジゼロが、横に一いつ閃せん。馬の両前脚が消失。雷角馬は前のめりに倒れる。


    　空中のギギナが縦回転から横回転に変化。屠と竜りゆう刀とうは雷角馬の首を両断。回転の終わりはゾレイゾ・ゾの首に向けられる。


    　倒れる雷角馬から、光の巨人は後方に飛ひ翔しようしていた。


    　ゾレイゾ・ゾの着地地点には、さらにギギナが詰めていた。大上段からの斬ざん撃げき。光の槍は熟達の武人の動きで刃を受けとめる。光が散乱し、剛ごう力りきで弾く。


    　俺は対象の肉を抉えぐりだすことを躊躇ためらわない、解かい剖ぼう学者の冷れい徹てつな言葉を連ねていく。


    「石油を食し、酸素呼吸をしているということは、進化の過程として先に有機生物が存在し、炭水化物や酸素を生み出していないとならない！」


    　俺は狙いすましていた言葉と〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を発動。タングステンカーバイド砲弾が、ゾレイゾ・ゾを捉える。


    　光の槍が砲弾を受ける。同時に荷か電でん粒りゆう子し砲ほう。火花と溶解した金属の飛沫しぶき。切断どころか蒸発させやがった。


    　ゾレイゾ・ゾは前進。ウォルロットとギギナの刃を弾き、俺へ向かって突進してきた。七つの青い眼は、恒星の高温の炎のように輝いていた。


    「黙れ！」


    　突進の勢いを乗せた光の槍を受けとめる。俺の踵かかとが浮いて、なんとかビルの大地に着地。光と熱が俺の顔に迫る。


    「黙れ！　言うな！」


    　近づく光の槍の熱が力で進み、俺の前髪を焦がす。だからこそ、俺の言葉は急所だと確信できた。


    　ゾレイゾ・ゾの心情を、拠り所を、すべてを破壊してやる。前髪が熱気に焦こがされながらも、内臓を分類していく管理者の冷たい言葉を告げる。


    「珪けい金きん化か物ぶつの体を持つ〈古き巨人〉は、進化系統樹のなかでは炭素基生物、有機生物の系けい譜ふたる我らより、新しい種族だ！　〈古き巨人〉の先住権など根拠にならないっ！」


    　ゾレイゾ・ゾの体が硬直する。押しこんでくる槍の力が弱まる。


    「そん、な……」


    　動どう揺ようする光の巨人の左右から、ウォルロットとギギナが迫る。ギギナの屠竜刀が、右手の槍で受けられる。ウォルロットの右の刃も左手で止める。


    　しかし左の魔杖剣オデオンは咒じゆ式しきを帯びながら炸さく裂れつ。質量咒式で重くなった一撃を、ゾレイゾ・ゾが左ひだり脛ずねを掲げて受ける。支えきれずに、後方へ吹き飛んでいく。


    　光の巨人は凄すさまじい体術で空中制せい御ぎよ。華か麗れいに着地。


    「我ら〈古き巨人〉は、炭素基生物よりあとから来た、生物だった、だと！」


    　横たわるビルの上を、ギギナが飛ひ翔しようしていた。空中からの屠と竜りゆう刀とうを、ゾレイゾ・ゾの腕が受ける。光の巨人は、予想外の軽い衝撃に動きが止まる。


    　ギギナは空中で屠竜刀を手放して、着地とともに回転していた。ゾレイゾ・ゾの足下へ、下段蹴り。倒れる巨人の体の下へ、四足獣の姿勢となったギギナの体が滑りこんでいた。


    　ゾレイゾ・ゾの胸板へ、ギギナの背中が突き上げられる。同時に背中から生体変化系第二階位〈尖角嶺センガ〉が発動。甲こう殻かくと金属の槍の群れが、ゾレイゾ・ゾの胸板を貫通。


    〈古き巨人エノルム〉は、胸板を抉えぐる槍を蹴って後方へ逃げる。苦く鳴めいとともに砕けたガラスの破片が散り、ギギナが落下してきた屠竜刀の柄つかを握る。残忍な屠竜刀が旋回する。


    　飛んでいくゾレイゾ・ゾに追撃。投げられたギギナの屠竜刀が、〈古き巨人〉の長の左肩を破砕した。


    　ゾレイゾ・ゾは屠竜刀を手で弾いて落下。光の槍を床に突き立てて急減速。ビルの縁、水面近くで止まった。


    　すでに水晶の巨人の頭上では、ギギナが前方回転していた。一回転しつつ、美しい手が落下してくる屠竜刀を摑つかむ。質量を乗せた屠竜刀の一撃が、瀑ばく布ふとなって落下。


    　ゾレイゾ・ゾは左手に盾を重ねて発生させ、刃を受けた。二重の盾が両断され、後ろにあった左腕が切断される。


    　そこへ俺が放った再度の砲弾咒式。胸板に着弾、する前に右腕で止めた。


    　片手では砲弾の衝撃を減げん殺さいできず、ゾレイゾ・ゾの肩と腕が吹き飛ぶ。ビルの縁から押しだされ、水晶の巨人は斜めに水面に激突する。イオン推進機を再起動する時間がなく、大河の浅瀬を抉えぐっていく。


    　ビルの縁に滑りこみ、俺は魔ま杖じよう剣けんを水面に向けていた。水中にはゾレイゾ・ゾが急上昇してくる姿があった。〈古き巨人〉は珪けい金きん化か物ぶつの体を持つため、水に浮くことができない。


    　また、石油や鉱物を食べて生きるため、水は、まったく必要としない不純物にしかすぎない。


    　海や川、そして水中は彼らの生存圏ではない。つまり水中のことはなにも知らないのだ。


    　水面から浮上しようとするゾレイゾ・ゾの眼前で、咒じゆ式しきが発動。〈古き巨人〉はまたも鋼はがねの盾を生む。


    　化学錬れん成せい系第四階位〈泡圧爆炸破ヴア・プーラ〉は、トリニトロトルエン、アルミニウム粉、塩化カルシウムからなる混合爆薬、ＨＢＸ爆薬を生む。水中では爆風や衝撃波ではなく、爆発により生成されたガスの泡が急激に膨ぼう張ちようと収縮を繰りかえす。急きゆう峻しゆんな圧力波によって破壊が起こる。


    　ＨＢＸ爆薬は空気中ではあまり意味はないが、泡による圧力波の発生に特化した水中用爆薬は、水中ではトリニトロトルエンの一・六倍もの威力を発揮する。


    　ゾレイゾ・ゾは正面の盾を作ったが、四方からの多重圧力波にはまったく無意味な防御だった。


    　四方からの衝撃波で純粋ガラスの体が砕け、水中であげられた絶叫は水泡となった。


    　苦しむゾレイゾ・ゾは、咒式で金属を合成。水底から突き上げる金属の柱に乗って、水上に向かう。


    　水を切り裂いてゾレイゾ・ゾが水上に飛びでる。


    　水みず飛沫しぶきのなかで、急速な酸素交換を行う。


    　ゾレイゾ・ゾは万能であるため、苦境に陥おちいった経験が少ないはずだ。そのため、逃げるときに直線で逃げることが危険だと知らなかった。


    　ゾレイゾ・ゾの前方に、ウォルロットが待ちかまえていた。


    　右手の魔ま杖じよう剣けん〈悲ひ姫きジゼロ〉が、三度目の化学鋼こう成せい系第六階位〈大倭鐵攻巨弾槍ヤーマ・ドウー〉を発動。巨大戦艦の主砲と同じ砲弾が生成。


    　巨大砲弾が轟ごう音おんとともに発射。同時にウォルロットが持つ左手の魔杖剣〈思し推すいせしオデオン〉が、重力質量系第五階位〈剛量質力膂場クレイオ・ス〉を発動。ゾレイゾ・ゾに砲弾が着弾すると同時に、質量粒子と相互作用場が発動し、瞬間的に百倍の質量を乗せる。


    　超質量弾が、ゾレイゾ・ゾの胸板を粉砕。胴体から左腕、足まで一瞬で砕け散る。ガラス質の破片を抜けていった砲弾が、オリエラル大河に着弾。衝撃が凄すさまじい爆裂と水柱を起こす。


    　ウォルロットは咒式の効果を重ねたのだ。なんという咒力と制せい御ぎよ力りよく。そして戦闘感覚。


    　雨となった水が、俺たちに降りそそぐ。


    　だが、ゾレイゾ・ゾは〈古き巨人エノルム〉の長だった。超衝撃で破壊されなかった首と右腕だけでも、残る咒力を全開発動。単純な組成である体を瞬時に再構築。胸板から心臓、肺、各種臓器を再生。左手で臓器の落下を支える。


    「私は」


    　次に再生した透明の右足で床を摑つかみ、左足で立つ。


    「それでも、まだ死ぬわけにはいかぬっ！」


    　凄まじい意志の力だった。俺たちは攻撃を重ねて光の巨人の意志を削っていく。


    　蘇生したゾレイゾ・ゾの七つの青い眼の上に影。天空から直線で落下するギギナだった。


    　屠と竜りゆう刀とうの煌きらめきは、〈古き巨人〉の長が見た最後の光景だった。


    　上からの加速と質量が乗った刃が、ゾレイゾ・ゾの両肩、頭頂部から胸板までを切り裂く。超反射で刃の群れを両手で摑み、〈古き巨人〉は刃の侵攻を止めた。


    　生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。ギギナの背中から肩の筋肉が隆起した。


    　剛ごう力りきが刃に乗り、ゾレイゾ・ゾの防御の両手を切断。胸板から腹部、股こ間かんまでを縦断。コンクリの床に突き立った。


    　ゾレイゾ・ゾは、脳と心臓が両断され、左右に分かたれた。左半身の三つの青い眼が輝く。次に右半身にある三つの瞳が弱々しく明滅する。額の中央にあった青い瞳は、綺き麗れいに両断されていた。


    「私はは敗北する、のかか」


    　完全に両断されたため、声は二重に聞こえた。ギギナは刃を切り下げたままの姿勢だった。


    「おまえは強すぎた。だから敗北する」


    　ギギナが床から屠竜刀を引きぬき、後退する。左腕で俺を抱えて飛ひ翔しよう。水面から出たビルの塊かたまりに着地する。遅れてウォルロットが着地する。次なる主砲咒式を紡つむいでいた。


    　すでにゾレイゾ・ゾは死んでいる。


    　分断された体の間に、光の巨人の心臓が明滅する。珪けい金きん生せい物ぶつであっても、脳と心臓を完全に破砕されては生存不可能だ。


    　なにより強大なゾレイゾ・ゾを殺したのは、俺の言葉だった。


    　俺が指摘した程度のことを、ゾレイゾ・ゾが理解していなかったはずがない。自らを、そして〈古き巨人エノルム〉を決起させるために構築し、いつの間にか自分も信じていた欺ぎ瞞まんだったのだ。


    　俺の言葉は、〈古き巨人〉のすべてを成立させていた脆もろい欺瞞を粉砕したのだ。だからゾレイゾ・ゾは、致命的な隙を作ることになった。


    「私は疲れたた。〈古き巨人〉たちのの痛みと哀しみを引きうけてて、立ち上がったた」


    　ゾレイゾ・ゾの声は二重に響く。


    「亡くなったた同胞たちのの思いを受けてて、このエリダナで戦ったた」


    　水晶の体の断面から光が溢あふれる。


    「だがが、私自身の痛みと哀しみはは、誰が引きうけてくれるのだろうかか？」


    　哀しい響きを持つ言葉だった。俺やギギナ、ウォルロットには答えられない。


    　ゾレイゾ・ゾの青い六つの瞳、割れた中央の目が哀しい色調を帯びる。


    「疲れたた」


    　左右に分かたれた体、左右に分かたれた脳と心臓が、倒れていく。すべての断片が落下し、ビルの大地で砕けた。


    　水面に突きでたビルの上では、ゾレイゾ・ゾの破片が輝いていた。


    　哀しい光の欠片かけらだった。


    　現在動ける〈古き巨人〉一族のなかでも、光の巨人たるゾレイゾ・ゾは優秀だった。


    　他の同胞と違って、人類の技術を利用し、交渉を行う度量と知性を持っていた。エリダナの街まで遠征して凄すさまじい力を揮ふるった。


    　だからこそ、長の光に他の〈古き巨人〉たち、信徒である巨人たちも縋すがった。


    　しかし、ゾレイゾ・ゾ本人は誰にも頼れなかった。もしかしたら、ゾレイゾ・ゾ自身はゾアイデス復活や〈古き巨人〉の復権など、まったく望んでいなかったかもしれない。


    　同胞に縋られて仕方なく動いて、そして死ぬことになった。


    　自らが放つ光、責任感と使命感こそが、ゾレイゾ・ゾを殺したのかもしれない。


    「終わった、な」


    　俺は膝をつく。ギギナも刃をビルの壁面に突き立てる。俺は満まん身しん[image: ]そう痍いだった。限界を超えた咒じゆ式しきの発動で、神経系統もかなりやられている。左腕を失い、ギギナも瀕ひん死しの状態だった。ウォルロットは比較的軽傷だが、荒い息を吐いていた。咒式と剣技の連発は、全員の心身を消耗させていた。


    「おまえがいて助かった」


    　軽く手を掲げて、俺はウォルロットに礼を述べる。ピエゾの勇者は軽くうなずくだけだった。


    　ジヴのことはひとまず置いておくと、ウォルロットがともに戦ってくれたからこそ、俺たちは生き延びられた。エリダナ、そして皇国と同盟は助かった。ピエゾも助かったと言えよう。


    　造船所からオリエラル大河、船上での連戦は限界以上の負傷を俺たちに与えていた。


    　横たわる巨大なビルの先、横たわる船を見上げる。傾いた艦かん橋きように視線を向ける。


    　窓にはダリオネートの顔があった。さすがのダリオネートも、窓枠を握って事態の推移を見つめていたのだ。


    　事態が収拾したことを知り、老人の顔にも安あん堵どの色が浮かんでいた。


    　ウォルロットが船艦の主砲の咒じゆ式しきを止めようとした瞬間、光。


    　ビルに散ったゾレイゾ・ゾの残ざん骸がいから、光が立ちのぼっていた。淡い光は、格こう子し状に組みあわされ、立体光学映像となる。


    「まさかあのゾレイゾ・ゾが敗れた、のか」


    　老いた声は、立体光学映像のギャリー伯はく爵しやくが発していた。俺たちに向かって、老伯爵が続ける。


    「ウォルロット、考えなおしてくれ」


    　老人の声は必死だった。


    「今、おまえはピエゾの運命を握っている」


    　老人の声で、俺の心臓を冷たい手が撫でていった。


    「おまえがまだピエゾを思うなら、ダリオネートを殺してくれ。ピエゾの為替かわせ相場への攻撃を止めてくれ！」


    　ウォルロットは重傷だが、主砲咒式は停止していない。俺とギギナは瀕ひん死しの重傷でまだ動けない。


    　大河に横たわるビルの上に立つウォルロットの魔ま杖じよう剣けんの先には、エクリウス号の艦橋がある。艦橋にはダリオネートと十一人の投資家がいる。


    　俺は愕がく然ぜんとした。


    　ウォルロットが咒式を発動させれば、ダリオネートたちは抵抗もできずに死ぬ。俺とギギナに止める手段はない。


    　ウォルロットに、その決断に一連の事件の決着、終しゆう焉えんのすべてがかかっていた。ダリオネートを殺して、汚お名めいを着ようとも祖国であるピエゾ連邦共和国の通貨危機を止め、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟を戦争状態にさせるか。


    　もしくは撃たずに二大強国の戦争を止めて、祖国が経済破は綻たんするか。


    　すべてはウォルロット一人の判断で決まってしまう。


    「ウォルロット！」


    　ギャリー伯爵の声は必死だった。俺も動かねばならない。


    「一連の経緯がピエゾ発だと思うか？」


    　俺はウォルロットに叩きつける。


    「この計画はダリオネートや投資機関の打倒、同盟と皇国を嚙かみあわせることだ。しかし、一連の動きは見事すぎる。また〈古き巨人エノルム〉が欲しがる咒式技術は、ピエゾ単体では用意できなかった。またピエゾの〈ベヘリガ〉すら簡単に捨て駒とする心証も変だった」


    　ギャリーが動どう揺ようする。ならば俺の推測は当たっている。


    「計画が成功し、ダリオネートと投資機関の死で同盟と皇国が争った場合、利益になるのは他の大陸諸国家も同じではないか？」


    　ウォルロットの心が揺れる。祖国が他国に操られているなら、勇者は心を翻ひるがえしてくれる。


    「つまり〈ベヘリガ〉の背後に外国勢力の協力があったと考えれば、辻つじ褄つまが合う！」


    　ギャリーの表情に苦く渋じゆうが満ちる。言っている俺としても、眩暈めまいがしそうだった。


    　憂ゆう国こく騎き士し団だんの背後に外国勢力であるピエゾがいて、さらにピエゾは他国の協力を受けている。


    　指輪への技術供きよう与よに、〈古き巨人エノルム〉の誘導、計画全体の調整をしていたのは、その外国勢力だろう。


    　複雑すぎる事態だった。黒幕は表に出ずに、代理、そして代理の代理が殺しあいをさせられている。まるで現在の世界の縮図のようだった。


    　ギャリーと俺の言葉に、ウォルロットの心と魔ま杖じよう剣けんは迷った。


    　迷いに迷ったすえに動いた。


    　切っ先は、転てん覆ぷくしたエクリウス号、そしてダリオネートに向けられていた。

  


  
    十八章　胸の奥の戦場


    



    　　　　最愛の人と世界が敵対するとしたら


    　　　　世界中を敵にまわしても愛する人を守る、ことをしてはならない


    　　　　君は世界の側に立ち、最愛の人を殺さねばならない


    　　　　それがこの世界の絶対法則で


    　　　　君が最愛の人にできる、唯一の愛であるから


    
      ベイネン・ルッソ・カンプネル「世界が終わる七秒前に」皇こう暦れき二二一年

    


    



    「ウォルロット！」


    　声は岸辺から聞こえた。


    　岸辺に小型車が走っていた。川かわ縁べりから車体が跳ねた。オリエラル大河の上に横たわるビルの上に着地。


    　ビルの窓と窓の間という悪路を車が走る。エクリウス号と俺たちの間にある地点で、車が停まる。


    　勢い余って、横たわるビルの端から前輪が乗りだしている。


    　遠く見えるエリダナの西岸も、今は亡きゾレイゾ・ゾの炎でまだ燃えていた。夜と炎と船を背景にして、車の扉が開いた。


    　出てきたのは、革かわ靴ぐつを履はいた美しい足。


    　上に続くのは、川かわ面もからの風に続く白金の髪。激情に震える尖とがった耳。


    　翡ひ翠すいのような、ジヴーニャの真剣な眼まな差ざしだった。


    「ジヴ!?　どうしてここへ!?」


    　オリエラル大河の上に、俺とウォルロットの声が重なって響く。ジヴを愛する二人の男がいた。ギギナは負傷を治ち癒ゆすることを止めて、ウォルロットの隙を窺うかがっていた。


    　エクリウス号を背景にして横たわるビルの上に、ジヴが立つ。


    「ガユスとウォルロットは待っていろと言ったけど、来るべきだと思ったのよ」


    　ジヴが告げる声が、川面を渡る。女の目は、立体光学映像のギャリー伯はく爵しやくに向けられる。


    「ギャリー伯爵は頭が回る。〈古き巨人エノルム〉が勝てばよし。でも負ける可能性も考えていた。だから、ウォルロット」


    　ジヴの眼は悲しみに暮れた。


    「あなたが生き残れば、ピエゾのために引きこもうとすると私は予測したの」


    　俺は、ジヴが指摘した可能性を検討していなかった。ギャリー伯爵なら、絶対にそう動く。だからこそ、老人は一歩間違えばピエゾが破は綻たんするという危険な賭かけに打ってでられたのだ。


    　唇を嚙かむ。考えるべきは、緻ち密みつな計画や〈古き巨人〉を倒す方法ではなかった。最初からウォルロットがどちらにつくかだったのだ。


    「俺を止めに、来たのか？」


    　ウォルロットが硬い声でジヴに問いかけた。ジヴの緑の瞳が見開かれ、尖った耳の先が一度震えた。


    　自分でも分からずに、ジヴは立ちつくしていた。


    「ウォルロットよ、頼む！　ピエゾ一千万の民を救ってくれ！　おまえの父や母、友人が住む祖国を救ってくれ！　亡きブローゾやおまえの妻が愛したピエゾを救ってくれ！」


    　ギャリー伯爵が声を嗄からして叫ぶ。俺も説得を叫ぶしかない。


    「だが、皇国と七都市同盟が戦争になれば一千万人以上の人間が死ぬ！」


    　ウォルロットの精せい悍かんな横顔に、苦く渋じゆうが満ちる。俺はペンクラート虐ぎやく殺さつに対する、ウォルロットの心理的な負い目を衝ついた。


    「おまえが、おまえだけがピエゾを救えるのだ！」


    　ギャリーも愛国心と哀あい惜せきに訴えかける。俺とギャリー、世界と愛という言葉の間で、ウォルロットが首を振る。


    「俺は、だが、俺は……」


    　再びウォルロットの魔ま杖じよう剣けん、勇者の決断の剣が掲げられる。


    「止やめてウォルロット！」


    　ジヴが迷った。なにかを思いついたような緑の眼には、次の瞬間に嫌悪感が浮かぶ。ジヴの唇が震えた。だが続けた。


    「私を少しでも愛していてくれるなら、止やめて！」


    　自らへの愛情を取引材料にする汚お辱じよくを知りながら、ジヴは叫んだ。剣を握るウォルロットの手が震える。


    「愛している。俺を愛していなくても、君を、ジヴを愛している」


    　ウォルロットの唇から、懊おう悩のうの声が漏もれる。


    「ならば、俺の手を取り、ピエゾを救ってくれ」


    　男の願いに、ジヴが絶句した。


    　彼女は返答を迷った。


    「やはり、それが答えか」


    　ウォルロットの声は、事実を確認してしまっていた。


    　ジヴは俺を、エリダナを選び、ウォルロットとピエゾを選ばなかった。選べなかった。


    　ウォルロットは告げた。


    「だとしたら、俺にも愛する祖国を見捨てることはできない。できないんだ」


    　男の掲げた魔ま杖じよう剣けんの切っ先で、咒じゆ式しきは発動していく。もはや自分を愛していないとはっきりしているジヴの頼みより、亡きブローゾや妻、そして自分を育はぐくんだ祖国に傾く。


    「戦争を起こし、多くの人を殺す気なら、私ごとやりなさい！」


    　ジヴが叫ぶ。両手を広げて、ダリオネートの船の前に立つ。


    　ウォルロットの横顔、青い眼にはまた迷いが生まれる。


    　上手い。ウォルロットは大きく横に動き、ジヴを外して咒式を放つこともできる。だが、ジヴはダリオネートを殺すことは自分を殺すことになると、心理的に直結させた。


    　ピエゾ連邦共和国の勇者、ウォルロットはまだ決断することができなかった。


    　すべてを失ったウォルロットにとって、ジヴは最愛の存在だ。愛を取りもどせないと分かっていても、かつて本人が語ったように、自分の命を救い、魂を救ってくれた女性だった。


    　祖国を救うなら、ウォルロットはジヴごとダリオネートがいる艦かん橋きようを撃たねばならない。


    　自らの手で最愛の女性を殺すしかないのだ。そしてジヴが住むエリダナは戦争の最前線となる可能性が高い。


    　だが、同時にピエゾはウォルロットの祖国だった。


    　彼の親兄弟、親友のブローゾが住み、自分が育った。ウォルロットがあるのは、ピエゾのお陰だった。たとえペンクラート虐ぎやく殺さつを起こしたことで国民に憎まれようと、男が愛したものはすべてピエゾにあるのだ。


    　また、ピエゾを救うことでかつての勇者に戻れるという誘惑は強いはずだ。


    　ウォルロットは、愛国心と義理、愛郷心と愛情との間で引き裂かれそうになっていた。


    　魔杖剣の先に紡つむいだ咒印組成式に、起動式を発動させようとして止める。


    　また、発動しようとする。しかし止まる。


    　一秒ごとに、ウォルロットの決心が揺らいでいた。


    　自分の指先ひとつに、すべての運命がかかっているのだ。


    　かつてウォルロットは、バセレオ大統領にペンクラート虐ぎやく殺さつを命令された。なにも考えずに従ったために虐殺者の汚お名めいを着て、三年の間、完全に動く死者となっていた。


    　しかし、今、ウォルロットは問題を意識している。彼が決めなければならない。


    　同じ立場に置かれれば、俺でも誰でも迷う。突きつけられた命題は、一人の人間が判断できる重さを超えていた。


    　ピエゾの勇者の顔には、極限の苦悩が刻まれていた。魔ま杖じよう剣けんを支える腕と指が震えている。


    　俺とギギナは、瀕ひん死しから動けるまで回復。すでに目線も交わさずに互いの意志を確認していた。二人とも、ウォルロットの気まぐれに運命を任せる気などない。


    　ウォルロットが再びジヴとダリオネートに視線を動かした瞬間、ギギナが動く。もちろんウォルロットは超反応で双剣を構える。船へ咒じゆ式しきを発動するかどうかの判断を決めかねている以上、まずはギギナに対応する。人は、決断するより眼前の危機に立ち向かう。


    　事態は動いた。


    　俺はギギナの背に続く。咒式を紡つむいでいる時間などない。ただ剣を掲げて特攻する。


    　ギギナの一撃。咒式を紡いだ右の魔杖剣で受ければ、組成式が崩ほう壊かいする危険がある。ウォルロットは利き腕ではない左腕のオデオンで受ける。


    　ギギナの刺し突とつからの斬ざん撃げき。剣で払って、ウォルロットは踏みこみつつ右手のジゼロから〈矛槍射ベリン〉を放つ。至近距離で放たれた十三本の槍を、ギギナが半身になって回避。同時に残った左腕の肘ひじを放つ。ウォルロットは逆方向へ逃げ、一回転。咒式を宿したままの右の刃を下段へ放つ。ジゼロの組成式は崩れない。


    　ギギナは屠と竜りゆう刀とうを床のビルの壁面に突き立てて受ける。弾いた後に、屠竜刀を回転。屈かがんだ姿勢のウォルロットの後頭部へ柄えを放つ。


    　ウォルロットは左手の剣を背中へ回し、右肘を側面に当てる二点支持で打撃を受けとめる。回転し、受けとめていた柄を流す。振られる刃の終点には当然のように〈矛槍射ベリン〉の槍。ギギナが横に移動して避ける。立ち上がったウォルロットの突きを、ギギナが側転して回避していく。三度目の側転から前進。


    　竜巻のように横回転しながら、ギギナの刃が伸びる。刃が回転の終点へと下ろされる。倒れたウォルロットが横転して回避。一撃を受けたビルの壁面が爆裂。


    　粉ふん塵じんを貫いて進んだ両者が激突。ギギナの突きを、ジゼロの刃が払う。切っ先からは〈矛槍射ベリン〉が放たれる。槍はギギナの頰を掠かすめ、左肩を貫いていく。


    　咒式を牽けん制せいとし、下段へと変化した刃を屠竜刀が迎撃。ギギナの刃が撥はね上がっていく。顎あごの裏を見せつつ、ウォルロットが後方宙返り。回転の途中から〈矛槍射ベリン〉を放つ。俺とギギナは刃の雨を剣で弾き、追撃できない。


    　着地したウォルロットは〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を紡いでいた。タングステンカーバイドの戦車砲弾が発射。颶ぐ風ふうを帯びた砲弾を必死に回避。背後のオリエラル大河の水面で着弾の爆音。


    　横へ飛んだ俺と違って、ギギナは前進していた。


    　ウォルロットとギギナの間で、凄すさまじい速度で刃と咒じゆ式しきが交わされる。何回か見た、ピエゾ軍式咒式戦闘術だ。近距離において、咒式を刃の延長として使う剣技だった。


    　近寄りたいが、ギギナが回避したウォルロットの咒式が周囲に撒まき散らされて、遠くで必死に逃げるしかできない。ギギナと密着することで、俺に掩えん護ごをさせないのだ。


    　また、眼前の敵と同時にこちらへも咒式を放つ。一対一どころか一対多を可能にする戦術だ。


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうが連続の刺し突とつを放つ。ウォルロットの魔ま杖じよう剣けんが縦に掲げられ、上下左右に動くことで防戦。咒式の放射すら不可能なギギナの詰めのため、俺の前進が可能となる。


    　ウォルロットの凄まじい右中段蹴りを、掲げた左ひだり脛ずねで受けたギギナが横へ流れる。左腕を失ったことが、ギギナの体術を大きく制限していた。


    　しかし、ギギナが横に動いて開いた空間へ、さらに追いついた俺の刺し突とつが放たれる。


    　俺の魔杖剣の切っ先が、右のジゼロで払われる。巨砲咒式は崩壊しない。戻ってきたギギナと俺の二人で、ウォルロットに剣を叩きこむ。


    　刃に刃、咒式に咒式が交こう錯さくする。剣けん戟げきと火花、槍や雷撃の向こうに鬼神の顔をしたウォルロットが見える。


    　負傷しているとはいえ、到達者級の咒式剣士と後こう衛えいの俺、二人を相手にしてウォルロットは互ご角かく以上。どこまで怪物だ。


    　ウォルロットの左の魔杖剣が突きだされる。二等辺三角形の頂点を、ギギナの屠竜刀が受ける。右の攻撃は跳ねさせた屠竜刀の柄えで受ける。戻されていたウォルロットの左の刃は隼はやぶさとなって急降下攻撃。


    　屠竜刀が手首で捻ひねられて、足へ向かう一撃を受ける。ギギナの左脛をウォルロットの刃が掠かすめた。槍でも爆裂でもなく、刀身に浮かぶのは化学系の猛毒咒式。ギギナの刃が旋回し、自らの左膝を横切る。


    　旋回した屠竜刀は、ウォルロットの右肩に命中。


    　両断した左足の断面から鮮血を見せながら、ギギナは後方へ引く。足がようやく落下。


    　近距離咒式であってもギギナを捉えきれないとみたウォルロットは、猛毒咒式に切り替えた。だが、ギギナは毒を受けた足を切断するとともに、ウォルロットへ一撃を与えた。


    　壮絶な闘い、人を超えた咒式士たちの死闘だった。


    　右足でギギナは前に出る。右肩を切り裂かれたウォルロットも前に出る。


    　ギギナの打ち下ろしをウォルロットの右手の剣が受けとめる。咒式が散乱。負傷した、しかも片手ではドラッケン族の全力の打ち下ろしを止めきれない。


    　ウォルロットの膝が床のコンクリに沈む。


    　二人の間で〈霍金輻爆ホー・キン〉が発動。ギギナどころか、発動したウォルロットもガンマ線輻ふく射しやの熱と爆風で吹き飛ぶ。威力を絞ったために破壊力はほとんどない。


    　だが、二人の距離を強引に離すには最適の手段だった。


    　空中に浮かぶ姿勢は無防備すぎる。後方に飛ぶギギナは屠竜刀を床に突き立てて、強引に急停止。一回転して着地。ウォルロットは一瞬早く停止していた。


    　俺はすでに終息していく爆裂を抜ける。ウォルロットの眼前で、紡つむいでいた〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を放つ。光速のプラズマ弾を、ウォルロットは予想していたように頭を下げて回避。


    　炎を編んだような後ろ髪を焦がして、オリエラル大河の水面に着弾。水蒸気爆発。


    　降りしきる雨と蒸気のなかで二人が動く。跳ね上がってくるウォルロットの右腕からの刃を、魔ま杖じよう剣けんヨルガを掲げて迎げい撃げき。骨まで響くような衝撃。だが、右肩の負傷のせいで、俺でも受けられる程度だ。それでも二度は受けられない重さ。


    　右から左へと来る左手の刃に、抜き打ちのマグナスの刀身を合わせる。切っ先から放たれた〈矛槍射ベリン〉のうち、三本が俺の左脇腹を貫く。左なので肝かん臓ぞうが貫かれずにすむ。


    　俺のヨルガが放った〈矛槍射ベリン〉の二本の槍は、ウォルロットの左脇腹を削っていくだけ。相討ち覚悟の咒じゆ式しきは、それでもウォルロットのほうがより削ってくる。ジヴを去らせることになった、以前の対決の再現などさせない。


    　互いに交差した両手の刃を下げる。ウォルロットの右膝が垂直に跳はね上がる。顎あごから頭ず蓋がい骨こつを粉砕されないために、斜め後方に顔を逸そらす。右膝から下が伸びて前蹴りに変化。後方に倒れ、顎の先に迫る金属が埋めこまれた靴くつ裏うらを回避。


    　床に背中をつけた姿勢で、魔杖剣マグナスから〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を上へと放つ。プラズマ弾が、前蹴りで伸びていたウォルロットの右足に着弾。膝から下を消失させ、天空に消えていく。


    　背中を起点に回転。俺と入れ替わりにギギナが前に出る。屠と竜りゆう刀とうが一いつ閃せんされる。


    　ウォルロットの左手に握られた魔杖剣〈思し推すいせしオデオン〉が、天高く吹き飛ぶ。


    　俺は前進。ヨルガを抱えてウォルロットの懐ふところに飛びこむ。反射的なジゼロの突きを左手のマグナスで受ける。衝撃が凄すさまじすぎて弾くこともできない。


    　俺の肩に、滑るように進んだ刃が刺さる。発動した十三本のうち五本の咒式の槍が俺の左腕、左肩を貫通。丸ごと削っていった。しかし、心臓に命中しなければ攻こう性せい咒式士は動ける。


    　魔杖剣をウォルロットに突きだす。ウォルロットは左手を真っ直ぐに突きだす。刃はウォルロットの左ひだり掌てのひらを貫通し、手首の骨を砕きながら左腕に侵入。体内から内臓を灼やきつくすはずの雷は、空中に放電された。


    　ウォルロットは自らの右手が握る魔杖剣で、左腕を切断したのだ。


    　互いに刃を突きだしたまま、胸が激突。究極の密着姿勢。背後のギギナも掩えん護ごができない。


    　二人の横顔が、互いの左肩の上に乗る。俺は左腕を完全に殺され、左脇腹から出血しつづけている。ウォルロットは左腕と右足を失っている。互いに互いがいなければ、立っていることもできない。オリエラル大河に、オデオンが着水する水音。


    　俺の顔のすぐ左にウォルロットの横顔があった。ウォルロットの左頰の傍そばに、俺の顔があった。熱い体温の放射熱を感じる。


    　互いの荒い息と心拍だけが世界にある音だった。噎むせかえるような血の臭い。水蒸気爆発の細い雨が、周囲で霧となっていた。


    　巡りあわせの皮肉だった。同じ女を愛し、仇きゆう敵てきとして争った。一人の女と大陸平和のために、協力したこともある。そして今、最悪の敵となり、互いにもっとも接近している。

  


  [image: ]


  
    　互いに体を預けあった姿勢で、横を確認する。右にいるジヴが見えた。ウォルロットも横目で彼女を見ていた。ジヴは体の前で両手を握りしめ、耐えていた。


    「決着をつけよう」


    「そうだな」


    　互いに静かな声が漏もれた。もはや互いに憎しみも殺意もない。


    　だが、終わらせねばならない。


    　この冗長な闘いは、刃でしか終わらない。


    　胸で押しあって離れる。俺は刃を戻す。ウォルロットも戻す。俺としては相討ち狙いで刃を振る。違った。


    　衝撃とともに見えたのは、血ち飛沫しぶきと肉と骨の断面。離れざまに切断した自らの左腕を振るい、断面で俺の顎あごを打ちぬいたのだ。遅れて、俺の刃は見当違いの空気を抜けていく。


    　膝が崩れて、背中から倒れていたことに気づく。


    　脳のう震しん盪とうの回復など無視して、顔を上げる。


    　喉のど元もとにはウォルロットの〈悲ひ姫きジゼロ〉の刃。すでに〈矛槍射ベリン〉は紡つむがれおわっていた。体術も咒じゆ式しきも、ギギナの掩えん護ごも間にあわない密着距離。相手の咒式が発動すれば、十三本の槍が俺の喉と脳、心臓と肺を破壊し、瞬時に絶命させる。覚悟が違った。


    　青白い咒式を宿す刃の先には、ウォルロットの表情が見えた。俺を殺すことに躊躇ためらいを感じない鋼はがねの眼だった。


    　完全敗北だ。ウォルロットの剣技、いや覚悟の前に、俺の小こ賢ざかしい戦術は通用しなかった。


    　左腕と肩、左脇腹からは血液、命が漏れていくことが実感できた。刃を掲げて、ギギナは


    動けない。この距離と状態では、ギギナの掩えん護ごも間にあわないのだ。


    　絶対の死を前に、俺は眼を閉じない。死ぬ瞬間まで眼を開ける。ウォルロットの青い目に、瀕ひん死しの俺が映っていた。


    「ダリオネートを殺し、ピエゾを救う。ジヴーニャも俺が幸せにする」


    　ウォルロットは淡々と告げた。逆転など起こらない。運命はウォルロットを勝たせ、俺を敗れさせた。俺にできることは、言葉で対決することだけだ。


    「人はどちらかしか手に入れられない。必ずひとつだけだ」


    　俺の末期の言葉に、ウォルロットは哀あい惜せきの眼まな差ざしとなった。俺とウォルロットは常に争った。だが、ジヴという女を愛した同じ男でもあった。共感しても決着はつけねばならない。


    「死ね」


    　乾いた音が続く。


    　咒式が俺に放たれたわけではなかった。


    　ウォルロットが俺を見下ろしていた。男の左耳から鮮血が零こぼれていた。


    　勇者の左膝が崩れる。片足が畳たたまれ、床に座るような姿勢になる。


    　右手の魔ま杖じよう剣けんをコンクリ床に立てて、姿勢を支えようとする。


    　ウォルロットの左耳からは、血液と脳のう漿しようの一部が零こぼれていた。


    「俺は、おまえに、負けたわけではない」


    　苦痛のなかで、ピエゾの勇者は小さくつぶやいた。顔と姿勢が揺れる。目は左を向いていた。


    「いや、負けたの、か」


    　左を向く。傾いたエクリウス号の前、車の傍かたわらにジヴが立っていた。


    　両手に握られていたのは、俺が渡した火薬式[image: ]銃。


    　銃口は硝しよう煙えんをあげていた。硝煙の向こうには、ジヴの呆ぼう然ぜんとした表情があった。


    　女の膝が崩れて、その場に腰が落ちる。


    　おそろしく強力な攻こう性せい咒じゆ式しき士しだったが、ウォルロットは咒式剣士だ。骨格や頭ず蓋がい骨こつを強化チタンなどに置換するものは多いが、眼球や耳じ孔こうまでは強化していない。


    　ウォルロットの無防備な耳孔をジヴが狙った。軟弾頭銃弾は、耳を通して強固な頭ず蓋がい骨こつのなかの脳を破壊したのだ。いくらウォルロットが強大な咒式士であっても、脳を破壊されては生存できない。


    「ブローゾ、これがおまえの言っていた勇気の場、か」


    　ウォルロットが掠かすれた声を吐く。


    「分かっている。勇者として、なすべき、ことを、なす。無む思し慮りよゆ、えの虐ぎやく殺さつを起こし、今またピエゾ、が救えなくても」


    　声は続く。ウォルロットの眼には、過去と現在、そして未来が激しく交こう錯さくしていた。


    「ただ一人でも、俺、は人と、して救う、べきだ、と」


    　独り言から戻ったウォルロットの眼が、俺を見下ろす。青い眼だった。


    「ガユス、聞け」


    　男の唇から鮮血が静かに滴したたっている。


    「本当はおまえに、頼みたいが、咒じゆ式しきを放つことすら、できまい」


    　ウォルロットの分析は正確だ。俺はたしかに咒式を放つことすらできない。


    　脳を破壊されたウォルロットはもう数秒で死ぬ。


    　逆に言えば、ウォルロットはあと数秒は生きる。俺を殺すには充分すぎる時間だ。


    「俺は、今、今から出来うるか、ぎりのこ、とをす、る」


    　ウォルロットの言葉の真意は摑つかめない。俺に頼みたいことを自分でする、とはどういうことだ？


    　勇者の蒼氷色の眼は俺を見据えていた。瞳には凄すさまじい覚悟があった。


    　絶望的な闘いに、それでも立ち向かう勇者の目と顔だった。


    「あとの彼女を、頼む。彼女の笑、顔を、守れ」


    「なんっ」


    「我、は勇者。すべてを失、い、すべて、を手に入れる」


    　俺の疑問を無視し、ウォルロットは杖とした右手の魔ま杖じよう剣けん〈悲ひ姫きジゼロ〉を振り上げる。強きよう靱じんな手首を旋回させ、刃を下ろした。


    　立ちつくしたウォルロットの体、その首から上が消失していた。首の断面からは鮮血が噴出する。熱い血が、俺に降りかかる。


    　頭部を失った胴体が、横倒しになった。勇者の魔ま杖じよう剣けんジゼロが空虚な音をあげて転がる。ウォルロットの首は離れたビルの壁面に落ちた。鮮血と赤い髪の尾を曳ひいて、ビルの傾斜に従って転がっていく。


    　そしてオリエラル大河へと落ちていった。


    　倒れたビルの壁面に、勇者が横たわる。首の断面からは、大河のような鮮血が零こぼれていく。


    　俺は苦く鳴めいとともに立ち上がる。本当に痛みを感じている人間は俺ではない。だから歩みはじめ、進む。ジヴに駆けよる。[image: ]銃を握ったまま、ジヴは硬直していた。


    「だって」


    　ジヴはつぶやいた。


    「だってウォルロットがガユスを撃とうとしたから、私、私が……」


    「いいんだ」


    　俺はジヴの前に膝をつき、抱きしめる。ジヴの見開かれた眼が、ウォルロットの死体を見ることがないように自らの体で塞ふさいだのだ。


    　横目でウォルロットの死体を眺める。俺には、今さらながら、ウォルロットの恐ろしさが分かった。勇者の資格とは、咒じゆ式しきや剣の力などではない。極限の場において、決断を下せる黄金の心を持っているかどうかなのだ。


    　だとすれば、最後の最期で、ウォルロットは勇者となった。今はウォルロットの真意を詳しく考えている場合ではない。死者の伝言を、俺はこれから果たしていかなければならない。


    　すべては終わった。


    　ジヴーニャ・ロレッツォという、一人の平凡な女性が放った一発の銃弾が、交こう錯さくする陰いん謀ぼうを破砕した。


    　俺の腕のなかで、ジヴの体が震える。


    「私が撃った。ウォルロットを殺した。あの人は私を愛して、最後まで咒式を放てなかった。なのに私は……」


    　ジヴの緑の眼の焦点が合っていない。精神的な衝撃が彼女を飲みこもうとしていた。


    「違うよ」


    　ジヴはウォルロットを殺した。彼女は、初めて人を、しかも自分が愛し愛された男を殺してしまったのだ。正義感が強いジヴが、俺への愛情のために信条を曲げた。残ざん酷こくな決断を下したのだ。


    　事実から眼を逸そらさせる必要がある。


    「ジヴのお陰で俺は助かった。皇国と七都市同盟の戦争も阻止された」


    　より強い力で、俺はジヴを抱きしめる。


    「ウォルロットは自じ刎ふんした。君はなにもしていない」


    「私は」


    　ジヴは唇を嚙かみしめた。緑の瞳に深い悲哀の色があった。目の端が潤うるむ。自分には泣く資格がないと、必死に堪こらえる。


    　だが、一粒の涙が頰を濡らしていった。


    　横倒しになったビルの上で、ウォルロットの死体が横たわっていた。


    　オリエラル大河の小さな波が勇者の死体を濡らし、


    　そして静かに去っていった。


    



    



    　艦かん橋きようの窓から、ダリオネートは死闘の終結を眺めていた。


    　窓を摑つかむ鉤かぎ爪づめのような手は、緊張のためにまだ震えていた。


    　最後のウォルロットの背信だけは偶発要素だった。ダリオネートの慧けい眼がんをもってしても、ウォルロットの決断がどちらになるかは予測できなかった。


    　決断が下される前に、アルリアン系の女が断ち切ってくれた。ウォルロットがそう望むようにして断ち切ってくれた。


    　すべては終わった。ダリオネートの勝利だった。


    　斜めになった窓を摑んでいた手が、ようやく離れる。


    「今さら私を殺してもウォード社は止まらないよ」


    　唇からは事実が告げられた。視線の先には、大河に横たわる巨大ビルの残ざん骸がい。そして、ギャリー伯はく爵しやくの立体光学映像があった。


    　ギャリーの目は、ダリオネートを見上げていた。ダリオネートはギャリーに呼びかける。


    「私が死ねば、副社長が引き継いでピエゾの通貨ピエゾンに攻撃を続ける。そしてウォード社が壊滅しても変わらない。すでに市場は動いている」


    　声は自分に言い聞かせるようだった。指を動かす。船内の立体光学映像が、船外に転送される。数字と文字が映る。


    「利益を求めて、世界中の投資機関、投資家、年金基金に保険機構がピエゾのピエゾンに群がってきている」


    　電子で市場の動きが示される。


    　もはや、ピエゾンに群がっているのは、ダリオネートが集めた十一人の老人、百数十人の投資機関や投資家だけではなかった。各国の投資機関など大口の利益団体から、小遣い稼ぎの投資をしている主婦や学生まで、世界中の数十万、数百万といった数の口座から放たれた資本がまとめられ、ピエゾンに攻勢をかけていた。


    　報道や電子上の情報が、出血しつづけるピエゾンを示していた。


    　ピエゾという国家は、自分以上の巨大な獣に食い荒らされ、さらに微細な羽虫の群れにたかられて血を吸われていた。大小併せて数十兆イェンという黄金の力が、ピエゾを叩きのめしていた。


    　ピエゾの通貨であるピエゾンは血に塗まみれていた。


    　ダリオネートとギャリー伯はく爵しやくの目は、甲板に浮かぶ数十もの立体光学映像を見つめていた。


    　映像は数字の表示を続けていた。数字は激しく上下に動いていたが、振れ幅が小さくなっていく。


    　ダリオネートとギャリー伯爵の目の前で、電子の数字がほぼ定まった。ギャリー伯爵が呻うめく。


    　ピエゾ連邦共和国の通貨であるピエゾンは、ついに一同盟イェンに対して三六八・七八ピエゾン、一皇国イェンに対して二九六・五五ピエゾンにまで低下した。


    　ピエゾンは、ほんの数時間前の十分の一以下の価値に下落しきっていた。経済の血液である通貨が、金貨から銀貨に、銀貨から銅貨に、そしてほぼ紙屑になっていたのだ。


    　ピエゾは完全敗北した。あとはもう刈りとられるだけだ。


    「世界を飛びまわり店頭売買される金融商品は、膨ふくれあがっていることをさしおいても、想定元本で四京けい九千三百兆イェンという巨大なものだ」


    　ダリオネートの声は淡々としていた。


    「その巨大な力の総額に比べれば、私が動かし、追つい随ずいして膨らんだ数十兆イェンの金など小さな小さな細さい菌きんのようなものだ。だが、ピエゾという小国は細菌の動きにすら耐えられない。黄金の力は、大津波となり竜となってピエゾとピエゾンを破砕した」


    　ダリオネートは淡々と告げた。


    「ただそれだけのことだ」


    　エクリウス号の甲板で、ギャリー伯爵の映像が身を[image: ]よじる。国家の破は綻たんを防げなかったことが、老人の顔に絶望をもたらしていた。


    　そして老人の立体光学映像が消えた。


    



    



    　映像を切ったギャリー伯爵は、椅い子すの肘ひじ掛けを摑つかむ。


    　老人の顔に浮かぶのは、この世の終わりを見たに等しい苦く悶もんの表情だった。


    　顔を横に向ける。


    　周囲に展開していた立体光学映像へ、冷れい徹てつな目を投げる。すべての数字は、やはりダリオネートの船で示された映像と同じ値を示していた。


    　大陸の為替かわせ相場は、ピエゾンが紙切れになっていくことを示していた。咒じゆ式しき製品やエネルギーや食料の輸入はいずれ止まる。ピエゾの企業は倒れ、国有企業まで売ばい却きやくされるだろう。


    　ギャリーは今後の自分を考える。


    　本国が彼の外交官特権を停止するには、まだ時間がかかる。今なら、外交官特権でエリダナから逃のがれることが可能だ。エリダナ、さらには皇国や同盟の警察も裁判所も、外交官であるかぎりはギャリーを拘こう束そくすることができない。


    　伯爵家の不動産は無理にしても、外貨資産は充分にある。大部分を家族のために残しても、逃げた異国で静かな余生を過ごせるだろう。


    　ギャリー伯爵は決心して椅子から立ち上がる。


    　携帯を操作し、陰いん謀ぼうや〈ベヘリガ〉など、ピエゾに不利なすべての証拠を消去する式を作動させる。端末や電子上の全情報が消失したことを確認できた。携帯そのものからも、一連の情報を消去する。


    　最後に策から遠ざけていた老秘書官のメムノンを呼ぼうと、ギャリーは左手を掲げる。


    　眼は、皺しわが刻まれた中指に嵌はまる緑の宝玉に止まる。


    　三つの指輪のひとつである〈歓喜の指輪〉だった。


    　しばらく思考し、ギャリーは丁てい寧ねいに指輪を外す。人としてやらねばならぬことがあった。


    　指輪を握りしめて、窓に向かう。窓の傍かたわらにある鳥とり籠かごに手をかけて、扉を開ける。


    　両手で優しく包んで白い鳩はとを取りだす。二重の真円の眼が、ギャリーを不思議そうに見上げて、喉のどの奥で鳴いていた。鳩の足の金属環を開き、指輪を嚙かませて閉じる。


    　鳩を胸に抱えながら、左手で窓を開く。庭と、エリダナの街が広がっていた。老いた妻と孫は街へ食事に出している。


    　鳩を両手で包んで、窓の外に向ける。ピエゾ本国へ向かうように指示式を入力し、白い鳩を放つ。羽ばたいた鳩は、即座に上昇していく。


    　後ろを振りかえることもなく、暗い空へと一直線に向かっていく。しばらく公邸の上空を旋回していたが、鳩は羽ばたいていく。


    　ギャリーが見ている間に、白い鳩は夜空に浮かぶひとつの点となっていた。


    　老外交官は一人で納得したようにうなずく。〈古き巨人〉の野望も、同じく終了させたのだ。


    　次に背後に顔を向ける。壁にあるのは、ピエゾ連邦共和国の三頭の犬が描かれた青い国旗だった。老人は国旗を見つめていた。


    　手が掲げられる。敬礼しようとして、止めた。手は前に伸ばされ、机の上の写真立てを摑つかむ。


    　自分と同じく初老に達した妻と、一人娘。娘の夫と孫たち。家族に囲まれる笑顔のギャリー伯はく爵しやくが映っていた。


    　しばらく見つめたあと、ギャリーは写真立てを直す。離れて、写真に一礼。


    「これ以上ピエゾを貶おとしめることはできぬ。あとは最後にして最大の証拠を消すだけだ」


    　魔ま杖じよう剣けんを引きぬき、柄つかを逆手に握る。切っ先を袖口から見える左手首に当てる。致死量以上の麻薬を合成しようとして、ギャリーは首を振った。


    「違う。敗者は敗者らしくあるべきだ」


    　独り言とともに、切っ先を胸の中央に当てた。〈矛槍射ベリン〉を発動。高速で放たれた細い槍が、彼の胸板と心臓を一瞬で貫き、背後へ突きぬける。壁に槍が刺さり、衝撃で尾が震える。


    　ギャリー伯爵はその場に膝をつく。凄すさまじい苦痛に、老人の顔が歪ゆがむ。眼球は眼がん窩かから出そうなほど見開かれ、口からは舌が声なき絶叫を奏でる。


    　背後の壁に刺さった槍から、血が滴したたる。


    　ギャリー伯爵は前に倒れた。出血が絨じゆう毯たんに広がっていく。


    　床に押しあてられて、老いた顔がさらに歪む。太い手足がそれぞれ別の方向へ痙けい攣れんし、苦痛を訴える。


    　そしてあらゆる動きが止まった。


    　ピエゾ連邦共和国エリダナ外交官、ギャリー伯はく爵しやくは死んだ。


    　窓から見える夜空は、残ざん酷こくな静せい謐ひつさだった。


    



    



    　自らを責めつづけるジヴの肩を抱えて、オリエラル大河に横たわるビルの上を歩いていく。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを杖つえとして、片腕と片足で歩いていた。


    　ジヴの横顔は青ざめていた。ウォルロットを撃ったジヴの衝撃は大きい。赤い唇が開く。


    「私……」


    「今はなにも考えるな」


    　俺は強引に言葉を重ねて制止した。ジヴにただ寄り添い、横たわるビルの壁面を歩いていく。全身の傷が痛むが無視する。


    　傾斜になったビルを昇り、下る。弱々しい動きでジヴが続く。二人でオリエラル大河の岸辺に降り立つ。ギギナも降り立った。ジヴが乗ってきた車はあとで回収すればいい。


    　水音。横を見ると、船から出された小さな救きゆう命めい艇ていが接岸した瞬間だった。


    　縄をかける場所がないために、不安定な接岸になっていた。救命艇から人影が護岸に手を伸ばし、摑つかむ。体を引き寄せて岸辺に上がる。


    　立ち上がったのは、黒背広の矮わい軀く、怪異な容よう貌ぼう。ダリオネートが岸辺に降り立っていた。手には金属の立方体が握られている。老人の目が俺たちに気づく。俺は苦い言葉を吐く。


    「生きていたか」


    「君たちのお陰で助かった」老人は小さく笑う。「ビルを倒したことによる二百億イェンの損害など、問題にならない。私はピエゾに勝って、莫ばく大だいな富を手に入れた」


    　一世一代の勝負に勝った喜びに溢あふれる、無邪気な微ほほ笑えみだった。老人は一人で笑っている。俺に肩を預けたジヴの体が、大きく震えた。


    「私はそんなつもりでは……」


    　老人の言葉はジヴを傷つける。平和や金のためにジヴは、ウォルロットを撃ったのではない。しかし、老人にはそんなことはどうでもいいのだろう。


    「なにかお礼をせねばな。ああ、エリダナと大陸の平和を進呈したかな」


    　気にせず老人は一人で笑いつづけている。


    　俺たちの立つ場所の先、岸部に人影があった。人影が進み、老人が眼を上げる。警戒の眼になって俺たちの背後に下がる。


    　立ち止まったのは、ギギナの外がい套とうを着た女の姿だった。


    　憂ゆう国こく騎き士し団だんの生き残りであるリゼリアだった。煤すすに汚れ、割れた額や肩から鮮血を流している。足の間から流れ、裾すそから大地に滴したたる無む惨ざんな血から、俺は眼を逸そらした。


    　リゼリアは、折れた魔ま杖じよう剣けんを杖にして立っていた。背後には憂ゆう国こく騎き士し団だんの装甲輸送車があった。オリエラル大河を移動する俺たちを追って、移動してきたのだろう。


    　荒い息で、リゼリアはダリオネートを睨にらんでいた。


    　黒い眼には、憎悪と殺意の炎が燃えさかっていた。


    「おまえが無む慈じ悲ひなことをしたために、フリューは憂ゆう国こく騎き士し団だんに入った」


    　傷ついたリゼリアは歩む。地面には鮮血の染みが続く。俺には止められなかった。


    「そして死んだ。私も悲ひ惨さんな目に遭あった」


    〈古き巨人エノルム〉に陵りよう辱じよくされ、異い形ぎようの子供を堕だ胎たいした女の瞳は、漆しつ黒こくの業ごう火かとなって燃えていた。すべての元げん凶きようを、ダリオネートに求める目だった。


    　リゼリアの復ふく讐しゆうの瞳を前に、ダリオネートは苦笑する。


    「私は七都市同盟が打ちたて、世界に共通する市場の規則に従って、利益を拾っただけだ」


    　老人の冷れい徹てつな論理が岸辺に響く。


    「金がないことも、死んだことも、悲惨な目に遭ったことも、私とは関係ない。私にはすべての人々を救う義務があるとでも？」


    　リゼリアの歩みが止まった。女は唇を嚙かみしめる。ダリオネートにとっては、他者に憎まれることなど日常なのだろう。憎悪も殺意も、空気にしか感じていない。だからこその大投資家、ダリオネートなのだ。


    　だが、俺の胸には苦い汚お泥でいが溢あふれていた。


    「その言葉は」


    　汚泥のような感情のままに、指摘する。


    「かつておまえの妻子を見殺しにした、ピエゾの人々が言ったのと同じ言葉だ」


    　俺の言葉で、ダリオネートの眼が少しだけ大きく開く。金属の立方体が強く握りしめられ、人にん参じんのように垂れた鼻が震えた。そして複雑な感情を押しこめるように、目が閉じられた。


    「そうか……」


    　ダリオネートの唇が言葉を押しだした。


    「そうだったか」


    　老人が再びつぶやいた。目を見開いたダリオネートは空を見上げた。エリダナはすでに夜に支配されていた。エリダナの街の灯に照らされて、なお夏の夜空には星が鏤ちりばめられていた。


    「一番なりたくなかったものに」老人の唇が動く。「アッチェリカとダリオネルを殺した存在と同じものに、いつの間にかなっていたのだな」


    　白濁した瞳は、エリダナの北、遙はるかな北方を見ていた。


    　そこには暗い空しかない。


    　老人が言ったように、この世の法則は人間と無関係に動いている。気に入らないからといって、物理定数を変化させることができないように、無慈悲に動く。


    　ダリオネートは市場法則に身を任せ、ピエゾン相場を操りきった。だが、彼自身も法則からは逃のがれられなかったのだ。


    　リゼリアとダリオネートは無言で対たい峙じしていた。


    「だが、それは私が覚悟したことだ。君も、誰もがそうなる。そうなるしかないのだ」


    　ダリオネートが歩む。タイヤの音が響く。前方に、黒塗りの高級車が停まる。護衛たちが溢あふれて、ダリオネートを囲む。魔ま杖じよう剣けんを連ねた黒背広たちが高級車まで警護していく。


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの巨体の間に、車に座る老人の横顔が見えた。


    　小さかった老人は、さらに小さくなったようだった。


    　車の扉が閉じられた。そして去っていった。


    



    



    　白い鳩はとがエリダナの夜空を飛んでいく。


    　鳩は帰き巣そう本能に従って、北東に位置するピエゾ連邦共和国に向かう。羽ばたく鳩の足には銀の環が嵌はまっている。銀の環には、さらに別の銀の環が挟まれていた。


    　指輪だった。緑の宝石が眼のように虚こ空くうを見据えていた。


    　エリダナの東南部で放たれた白い鳩は、ルルガナ内海沿岸に出る。


    　内海の海うな原ばらは、夜の暗い海原となっていた。エリダナを目指す漁船や輸送船が遠く小さく見えた。


    　飛ぶことに疲れたのか、白い鳩の翼の高度が下降していく。表情のない眼が黒々とした海面を見回す。海原の間に金属の塊かたまりを見つける。難なん破ぱした船らしく、黒い金属の板を見せていた。


    　翼を窄すぼめて、鳩が下降していく。着陸寸前に羽ばたいて、足が金属板の上に乗る。


    　歪ゆがんだ金属板は、コールタールのように暗い波間に浮き沈みしている。白い鳩は金属板の上を歩いていく。爪が金属板を引っ搔かく音が響いた。


    　鳩が喉のどを鳴らす。二重の真円が周囲を見回す。


    　黒い金属の板は、小型の船ほどだった。背後は金属が弾けたようになって切りとられていた。


    　凄すさまじい衝撃で、大きな物体から切りとられた金属板が海に浮いているらしい。


    　鳩は首を前に向ける。金属板の表面に、光があった。三つの赤い点だった。元々は五つあったが、二つは凄まじい衝撃で割れ砕けていた。残る三つの眼が淡い光で明滅を繰りかえしていた。


    　鳩の無表情な眼は、朧おぼろに発光する赤い石を眺める。


    　次の瞬間、金属板の表面が破裂。即座に羽ばたいて上昇しようとする鳩。


    　羽毛に包まれた鳩を摑つかんだのは、五本の指を持つ、腕だった。


    　五本の指に握られ鳩は血と肉と羽毛の塊にされる。開かれた掌てのひらには、緑の宝石を宿した指輪が乗っていた。


    「なんという幸運」


    　三つの赤い眼が明滅する。掌からは鳩の血の滴しずくが零こぼれる。血の赤を撥はねかえすように、宝石はより緑に輝いていた。


    「絶命寸前だった我が、まさかこの指輪を手に入れることができようとは！」


    　ザムザ・ザが割れた声を出す。


    　空中から爆撃を行ったときに、ザムザ・ザは謎なぞの咒式で撃墜された。自らの体の大部分を質量爆弾として投下しようと分離した瞬間に攻撃されたため、脳や機関部に直撃しなかったのだ。


    　分離しておらずに直撃していれば、あの破壊力は一撃でザムザ・ザを葬ほうむっていただろう。人属が使った咒式なのだろうが、思い出すだけで恐怖を覚える。エリダナという街には〈古き巨人エノルム〉をも凌りよう駕がする攻こう性せい咒じゆ式しき士しがいるのだ。


    　だが、ザムザ・ザは驚くべき強運で生き残った。そして今もまた、発動のための指輪を手に入れた。二重の幸運は天文学的な極ごく微びの確率だった。〈古き巨人〉は生存のために再活動を始めた。


    　電磁波を放射して周囲を探る。


    　凄すさまじい幸運がさらに続いたらしく、南南西から北北西へ一一・五〇七三ノットルで進む物体を発見した。電磁波をさらに詳細に検討すると、動いている物体は漁船だった。


    　ザムザ・ザは即座に演算を開始する。


    　漁船の進路は、潮に流されるザムザ・ザと八分三十四秒後に交差する。


    　あとは漁船の金属と燃料を吸収すれば、岸に戻ることも可能だった。


    「指輪はそろった」


    　夜の海に声が響く。


    「力尽き倒れた、すべての〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉よ」


    　ザムザ・ザは誓いの言葉を放つ。


    「必ず大望を果たそうぞ！」


    　ザムザ・ザは漁船が来る瞬間を待ちかまえた。

  


  
    第十九章　終幕は開演する


    



    　　　　誰もがいつか必ず死ぬ。


    　　　　無力で無意味な死者となる。


    　　　　だが、勇者は死しても、その尖とがった骨を敵が踏むことを待っている。


    
      ドラッケン族に伝わる格言。成立年代不明。

    


    



    　ツェベルン龍りゆう皇おう国こく、皇おう都とリューネルグには高層ビルが建ちならぶ。


    　ビルの山々の谷底に、広い敷地が作られている。陽光に輝く敷地の緑の木々に囲まれて、壮麗な大音楽堂がそびえていた。


    　リューネルグ皇立歌劇場は、大理石の柱と白い彫像で飾られた、白はく亜あの宮殿のような建造物だった。正面玄関の前にある大理石の階段には、人が溢あふれていた。燕えん尾び服ふくの紳士にドレスの淑しゆく女じよが赤い絨じゆう毯たんが敷かれた階段を登っていく。


    　赤い絨毯の奥、樫かしの大扉を抜けると、客席が広がる。


    　一階の観客席は、波のように連なっている。客席に座る紳士と淑女たちが、今から始まる劇のことを小声で囁ささやきあっている。正面には大きな舞台があった。赤い幕が下りて、開演を待っている。


    　歌劇場の左右には、三階と四階席が設しつらえられていた。完全貸し切り席のため、富裕層や著名人が座っている。観劇用の双眼鏡で眼下の光景を眺めている、気の早い観客もいた。


    　リューネルグ皇立歌劇場内部、二二〇〇人が収容できる客席は満席だった。


    　歌劇場の右手にある四階席。咒じゆ式しき干かん渉しよう結界で完全防護された、貴き賓ひん席せきがあった。


    　装甲版を隠した化粧板の向こうで、僧服姿が貴賓席に座していた。


    　モルディーン枢すう機き卿けい長ちようの黒い目は、静かに劇場を眺めていた。左隣には白と黒の服を着た大賢者ヨーカーンが座していた。


    　主君の背後には黒背広のキュラソーが立っている。主君は劇が始まる前の喧けん噪そうと高揚感を楽しんでいるようにも見える。


    　だが、キュラソーは主君であるモルディーンがけっして何事も楽しまないことを知っている。楽しそうに見えるように振る舞っているのだ。


    　ヨーカーンは肘ひじ掛かけに肘をついて、掌てのひらで顎あごを支えていた。虹色の眼が青さを増す。視線は隣に座すモルディーンに向けられた。


    「開演まで、時間を持てあますな」


    「もうすぐだよ」


    　モルディーンが苦笑する。ヨーカーンは傲ごう岸がんな態度で、主君の言葉を流す。


    　二人の背後に立つキュラソーは、一秒ごとに年単位で寿命が縮むような思いをしていた。もし大賢者の気が変わってモルディーンを殺そうとすれば、自分が全力で制止せねばならない。


    　自分の主君の隣に、二五メガトーン級の核弾頭があるのと同じことだった。しかも核弾頭の起爆装置であるヨーカーンの気分は、秋空よりも変わりやすい。「時間を持てあますから、モルディーンを殺そう」と言いださないとは、この世の誰も保証できない。


    　ヨーカーンを抑えられる翼よく将しよう、オキツグかクロプフェルかバロメロオを必死に求めた。


    「時間つぶしに楽しい遊びをしようか？」


    　ヨーカーンの一言で、キュラソーの全身に緊張が生まれる。


    　ついに来たかと、魔ま杖じよう刀とうの柄つかに手をかけつつ、頭脳を全力で動かす。事情で他の翼よく将しようがいない以上、キュラソーがやるしかないのだ。


    「その、あの、あれですよ、あれ」キュラソーは話題を変えるような言葉を探した。「遊ぶ時間はないので、その、この演目はどのような内容で？」


    　キュラソーの必死の言葉に、モルディーンが乗る。


    「そうだね。誰もキュラソー君に内容を解説していなかった」記憶を頼りに語る。「この劇は、神楽かぐら暦れき二一三年ごろに滅亡したマウデア朝に実在した、フリーデアスという英雄のものだ」


    　枢機卿長は淡々と続ける。


    「彼にまつわる悲劇的な故事を歌劇にしたもので、題名を『フリーデアスの悲劇』という。マウデア朝滅亡の直後に劇作家のパヴァーノが作り、また後代の脚本家が何十人と自分なりの解釈をくわえている歌劇だ。内容的にはよくある愛と憎悪、裏切りと闘争の物語だ」


    「ああ、フリーデアスか」左に座るヨーカーンは、赤い唇に悪魔のような笑みを乗せる。「実に懐かしい名前を聞いた。そうか歌劇になっていたのだな」


    　大賢者は遠い時代でなく、眼前にあるかのように感想を漏もらした。


    「ヨーカーンは演劇に興味がないようだね」


    「モルディーンも他人の劇を観ることには興味がないだろう？」


    「そうでもない。よくできた劇は参考になる」


    「なんの参考にするのだろうな」


    　二人がお互いの言葉に微ほほ笑えみを交わす。キュラソーには訳が分からない。


    　大賢者が四階席から舞台へ視線を投げる。


    　舞台はまだ開幕せず、赤い緞どん帳ちようが重く下がっている。


    「それにしても、脚本と演出が似え非せ詩人のヴァーレンハイトの劇とはね」


    「意味のないことを意味があるように無意味に書くことにかけては、彼ほどの名手はいないよ」


    　二人の間に無害な会話が流れていく。キュラソーだけが危機が去ったと安あん堵どしていた。


    　貴き賓ひん席せきの隅には、小さな机が設しつらえられている。置かれているのは携帯端末。小さな立体光学映像が立ちあがり、報道番組が示されていた。


    　立体光学映像の報道官は、一イェンに対し三八三ピエゾンにまで下落したことを伝えた。モルディーンの黒こく曜よう石せきの目が細められる。


    「グイナムス大統領は、ピエゾの下落を防ぐために強力な内ない閣かくを再さい組そ閣かくしていたようだね。同時に資本の流出を防ぐために、さらなる超高金利政策を打ちだした。しかし、地下資源価格の下落もあいまって、財政改善の道は見えない」


    　モルディーンがピエゾの状態を分析する。


    「一か月の債さい務む利払いが歳さい入にゆうを上回ることが発覚し、対外債務を九十日間停止。それでもまだピエゾンの価値は下落している」


    　見ている間にも、立体光学映像の数字は下がっている。


    「とすると今後の流れも予測できる。まずピエゾ国民がピエゾンをイェンに交換していく。ピエゾンはさらに暴落するね」


    　残ざん酷こくな予測が続いていく。


    「政府は口座封鎖に行きたいが、イェン建てで資金を調達していたピエゾ連邦共和国の銀行は破は綻たんし、ピエゾから資金が流出していく。ピエゾはピエゾンを買いささえることもできず、国家破綻宣言に近い債務不ふ履り行こうか、七都市同盟の援助と圧力を受けるかの選択を迫られることになる」モルディーンの目は冷ややかだった。「この程度の未来予測はグイナムス君もしているだろう。もはや手詰まり以前、破綻が早いか遅いかにすぎない」


    　モルディーンは興味を失ったように目線を戻す。


    「ピエゾのピエゾン通貨が同盟イェンに対して二九ピエゾンに下がったときの猊げい下かの確信、予測どおりですね」


    　キュラソーがつぶやく。


    「そこまではモルディーンはあくまで予測の手しか打っていなかったが、すべて当たったな」


    　大賢者が笑う。


    「ピエゾの謀ぼう略りやくと〈古き巨人エノルム〉たちの悲願は阻止された、か」


    　ヨーカーンがモルディーンを試すように微ほほ笑えむ。モルディーンは軽く返す。


    「だが、演劇には逆転がつきものだ。彼らもその程度は弁わきまえているはずだ」


    　モルディーンは時計も見ずにつぶやく。


    「すでに演目は始まっているころかな」


    　キュラソーは舞台を、次に時計を確認して、怪け訝げんな顔をする。舞台には赤い幕が下がったままだった。


    「開演まであと一分ありますが？」


    「違うよ」


    　モルディーンが微笑む。


    「終幕はすでに始まっている」


    　会場に穏やかな音楽が流れる。どこかもの悲しい旋律は、開幕の合図だった。ざわめく会場の人々の声が、音楽の波を受けて静まっていく。


    　音楽が劇場を支配した。


    　全員の視線が、舞台の赤い幕へ集中する。


    　視線を受けて、赤い幕が上がっていく。


    　同時に男の歌声が響き、歌劇の第一幕が始まっていた。


    　舞台中央に現れたのは英雄フリーデアスだった。英雄役の役者が、喉のどを震わせて声を響かせる。


    　それは自らが裏切ったために死んだ、英雄ダラッジオの死を悼いたむ歌だった。


    　殺人者である自分を隠すために、人々に聞かせる偽りの悲しみの歌。


    　同時に、本心からダラッジオの死を悲しむ歌でもあった。


    　舞台でフリーデアスは歌いあげる。


    　ダラッジオは祖国を裏切って他国に通じていた。


    　だからこそフリーデアスは、英雄で、なにより親友であるダラッジオを殺す背信者とならねばならなかった。


    　救いのない悲しみが朗々と歌われる。


    



    



    　遠いピエゾ連邦共和国、首都南部に位置するピエゾント軍事基地は騒然となっていた。


    　下士官や兵隊たちも緊張していた。訓練を停止させられて、宿舎や陣地で待機命令が出されていた。魔ま杖じよう剣けんや咒じゆ弾だんを抱えて、待機している。通常の命令でないことは理解している。


    　全員の視線は、基地の庁舎に向けられていた。


    　庁舎内部では、高級将校たちが廊ろう下かを激しく行き交う。数人が集まって、今後の方針を語りあっていた。


    　彼らの視線は奥にある指揮官室に向けられる。重厚な樫かし扉とびらの向こう、室内では、電話が静かに下ろされる。


    「ギャリー伯はく爵しやくが敗北したうえに、大統領のグイナムスがかなり危険な状態だ」


    　濃緑色の服、胸には歴戦の勇士を示す勲くん章しよう。白髪が交じるガイレス少将だった。


    　ピエゾ連邦共和国の三頭の犬が描かれた青い旗を背負い、執務机にガイレスは座っていた。傍かたわらには秘書官が立っていた。


    「同盟との協調路線を許すわけにはいかない。もしも穏健派のウラールが後継者になれば、ペンクラート地方の領土と民を完全に失うことになる。国家の三分の一を他国に切りとられることと同義だ」


    　ガイレス少将は現状を分析する。


    「我らの同士であったティボールツ上院議長も弱腰になっていて、手を引きはじめている。ギャリーの死が議長を怯おびえさせた。これだから戦争経験がない言葉だけの右派は困る」


    　老少将は白い髭ひげを揺らし、決心した。


    「〈古き巨人エノルム〉たちが全滅した今、我々だけでやるしかない」ガイレス少将が傍らの副官に問いかける。「ローシエ、高級将校のうち、何人が賛同して会議室に集まっている？」


    「ブリニエル少将閣かつ下かにカーレナ大佐以下、三十三人の将校です」


    　副官のローシエは名めい簿ぼを取りだす。


    「首都防衛歩兵第五、第七連隊、重じゆう咒じゆ式しき兵へいの第九連隊のうち、二千二百三十二名が動かせます」


    「やはりオストーク少将、エレヅエ少将は賛同せぬか」


    　ガイレスは苦い現実を嚙かみしめる。


    「構わぬ。二千人で大統領官邸に警察、放送局と新聞社、発電所に水門と首都を制圧すればいい。まずは両少将の拘こう束そくから始めよう」


    　ガイレス少将が巨体を椅い子すから立ち上げる。太い手が伸ばされ、野戦用の外がい套とうを手に取る。副官が襟えりを整える。


    「ピエゾを、祖国を、売ばい国こく奴どどもに任せるわけにはいかない」


    　ガイレスの眼には義ぎ憤ふんの炎があった。


    「私が武力で政権を奪取して、ピエゾをあるべき姿に戻す。そして邪悪な七都市同盟との全面戦争だ」


    　老人の視線は、背後の壁に広がるピエゾ国旗に向けられた。栄はえある祖国の象徴に、胸が熱くなる。


    「勇者ウォルロットの遺志を継いで、徹底抗戦だ。泥沼の闘いになれば、いかに強大な七都市同盟とて……」


    　唇からは、言葉とともに鮮血が溢あふれた。軍人の目が下ろされる。胸板からは、銀の刃の先端が突きでていた。


    　背後からの心臓を貫く致命の一撃。高位攻こう性せい咒じゆ式しき士しである自分が、なにも気づけなかった。苦痛のなかで背後を振りかえる。


    　自らを背後から魔ま杖じよう剣けんで貫いたのは、副官のローシエだった。歴戦の軍人の震える手が魔杖剣を握っていた。


    「な、ぜ？」


    　鮮血とともに、ガイレスは疑問の声をあげた。秘書官は残念そうに首を左右に振る。


    「残念ですが、ガイレス閣かつ下かの武装蜂ほう起きは、ピエゾを危機に向かわせることになります。だから、ここであなたは死ぬべきです」


    「おまえ、ローシエ、九〇三部隊、から拾ってやった恩を……」


    　ガイレスの手が宙を摑つかむ。祖国の旗を摑もうとしていた。


    「祖国を、上官を……」


    　太い指はなにも、旗も摑めない。腰の魔杖剣を握ろうにも、背後からの副官の手が少将の柄つかを押さえていた。


    「ウォルロット殿の仇かたきをとるために、私はこの三年の間、耐えに耐えてきたのです。あなたを殺すことがピエゾのためになる瞬間をね！」


    　ローシエは苦い笑みを唇に刻む。


    「ウォルロット殿が言われたように、我々は軍人であって政治屋ではありません。我々が武装蜂起すれば政権は取れるかもしれません。ですが、国家経営はできません。我々の勝利は、逆説的にピエゾを政治的に孤立させ経済的に破は綻たんさせ、国民に百年の苦しみを与えることになります」


    　副官は淡々と告げた。


    「いえ、七都市同盟との戦争は、ピエゾという国家が地図から消滅することになる可能性があります。どうあっても、敗北に向けての戦争だけは避けねばなりません」


    「愚か、な。戦争はやってみなければ分からな……」


    　少将の視界は赤に染まっていく。ローシエは悲しそうにつぶやいた。


    「国家が軍事的に冒険して良い結果が出た例などありません」


    　ローシエは魔杖剣の柄を握りこむ。


    「ガイレス少将閣下は愛国心溢あふれる偉大な軍人であった。血迷った副官によって殺されたが、英雄であった。国難にあたって反乱を起こし、ピエゾを危機にさらすような人ではなかったのです。そう、ウォルロット殿がそうであったように」


    「おま、え、今でもウォルロット、に忠誠、を……」


    　ローシエは魔杖剣の先に雷らい撃げきを紡つむいだ。ガイレスの体内で雷撃が駆けめぐった。内臓が灼やかれ、ガイレスの鼻び孔こうや耳じ孔こう、口や眼がん窩かから沸ふつ騰とうした血液が零こぼれる。少将の眼球が裏返る。


    　無様に落下しないように、副官は絶命した少将の体を支える。刃を抜いて、丁てい寧ねいに椅い子すに座らせていく。


    　ローシエは懐ふところから出した布で、丁寧に上司の鼻や耳、眼や口くち許もとの血を拭ぬぐう。死体を椅子に座らせる。横に回って、裏返った眼を閉じさせる。乱れた制服の襟えりや裾すそを丁てい寧ねいに直して、腕を肘ひじ掛かけに乗せる。


    　威厳に満ちた軍人像を作りおえ、ローシエは満足そうに微ほほ笑えむ。


    「勇者という存在は、たとえ死しても消えない。死したのちでも勇気を人々に伝えるのです。だから私は勇気を持って、行動するのです」


    　ローシエは天井を見上げる。


    「あなたなら、たとえ自らが汚お名めいを受けようとも、ピエゾを救うためにこうしたでしょう？　愛深き人ゆえに、残されたもののためにこうしたはずですよね？」


    　顔が戻される。


    　瞳には迷いがなかった。


    「しからば、失礼」


    　魔ま杖じよう剣けんを逆手に握る。躊ちゆう躇ちよなく自らの心臓に突き立てる。


    「あの世があるなら、私はまたあなたの元で戦いたい」


    　雷らい撃げき咒じゆ式しきが発動し、副官の心臓の鼓動が止まった。


    　副官が前に倒れる。絨じゆう毯たんの上に、死体が横たわる。


    　沸ふつ騰とうした血が、ゆっくりと絨毯に広がっていく。


    　死者の横顔は満足そうだった。


    



    



    　舞台の上で、歌劇は続く。


    　英雄フリーデアスは悩む。


    　妻のコーザイアと親友のキュネロペスが、自分を国家の敵として排除しようと動いていたことを知ってしまって。


    　さらに、二人の間にある不義を知ったのだ。


    　フリーデアスは苦しみと懊おう悩のうに身を[image: ]よじり、歌として叫ぶ。


    　自らが、祖国の、そして保身のためにダラッジオを裏切ったように、妻と親友もフリーデアスを排除しようとしていた。


    　妻と親友のためにダラッジオを殺した自分が、今は二人にとって最大の敵となっていたのだ。繰りかえされる歴史の悲劇。フリーデアスの声に、暗い声が重なる。


    　舞台背景に浮かぶのは、黒い衣装をまとった青白い亡霊の姿だった。


    　ダラッジオの亡霊が、嘲あざけりと悲しみの歌を紡つむいでいた。


    



    



    　街には、人々と車が行き交っている。


    　いつものエリダナの街角を俺は歩いていく。隣にはギギナが歩む。


    　またも世話になったツザンの治療から退院したが、いまだに包帯と咒じゆ符ふが服の下を覆おおっている。ギギナの手足も戻っていた。俺は息を吐く。


    「治療費の総額を考えると、眩暈めまいがしそうになるな」


    「ジヴーニャを追跡するための賞金も使ってしまったからだ」


    　横ではギギナが苦笑している。俺は答えるしかない。


    「後から賞金が入るにしても、すぐに現金が必要だったからな」


    　さらに俺は続ける。


    「あとは晩ご飯が決まるかどうかだ」


    　まだ復旧途中のオルシャン通りを歩む。〈古き巨人エノルム〉が破砕した道路は、すでに工事が始まっている。作業員たちが機器を操作して、道路の復旧工事をしていた。


    　車道は壊滅的だが、歩道では人々が行き交っている。勤め人は忙しそうに旧式の携帯を耳に当てて歩み、男女連れは腕を組んで楽しそうに歩く。


    　あれほどの破壊のあとでも、街は即座に元の表情を取りもどしていた。


    　俺とギギナはオルシャン通りの歩道を進んでいく。カナートホテルに隣接する〈モッゾ亭〉に入る。予約が必要なほどの人気店だが、昼はまだ入りやすい。それでも俺が入れるほど気安い店ではない。


    　しかし、俺とギギナを見つけても、鋭い目つきの店員は入店を拒否しなかった。率先して店の奥へと通してくれた。


    　道路に面した屋外席に向かう。席を探して、日ひ傘がさや食卓の間を進む。


    　紳士や淑しゆく女じよ、富ふ裕ゆう層そうや新興企業の関係者たちが二十ほどの席に座っている。優雅な午後の紅茶の時間といったところだろう。


    　新聞紙を広げた男の後ろを抜けて、前にあった席に座る。食卓を挟んだ対面にはギギナが腰を下ろす。ウェイターに紅茶だけを注文し、椅い子すに背を預ける。


    　俺は息を吐き、告げる。


    「そういえば、ギャリー伯はく爵しやくは自害、ガイレス少将はおそらく部下に殺されてと大変ですね」


    　俺は背後に座る男に声を投げる。横目で確認すると、男はまだ新聞を眺めていた。右手には紅茶の杯を握っている。


    　待っていても、男は答えない。いきなり話しかけられて困って無視しているといった横顔だった。


    「あなたとは前にお会いしたことがありますね」


    「失礼ながら人違いでは？」


    　紅茶を飲んで、男は答えた。


    「一回目はエリダナの街角で」


    　俺は続ける。


    「二度目は憂ゆう国こく騎き士し団だん本部で出会い、ロシメイヤーという偽名だった」


    　俺は言葉を続ける。最悪の気分だった。


    「一回目は仕方がない。たまたま出会った人間がなにを考えて、その後になにを起こすか分かっていたら、超能力者か予言者だ。現実にありえない可能性は排除するべきだ」


    　分かっていても苦い。偶然でもいいから、一回目の出会いで事故やギギナの暴走で殺していれば、以降の悲劇が防げたのだ。誰も死なないとは言わないまでも、犠牲者は減らせた。


    　しかし、さらに苦痛をともなう事実を告げねばならない。


    「ロシメイヤーとおまえが名乗ったときは、おそらく憂ゆう国こく騎き士し団だんを最終的に誘導するためにあの場にいて、侵入した俺たちと偶然で出会った。これはそちらにとっては凄すさまじい不運で、俺たちにとっては最高の幸運だったはずだった」


    　相手は新聞を読みつづけている。変人の独り言だと無視している。


    「二度目は違う。俺は気づけた」


    　俺は最悪の失敗を告げた。


    「今から考えれば、偶然の最悪の出会いであるがゆえに、即そつ興きようの演技には齟そ齬ごが多かった。まず、過激派団体が資金という大事なものの管理を、外部から傭やとった会計士に任せるわけがない」苦い失敗を吐と露ろしていく。「しかも機密が溢あふれている騎士団室に入る権限を持つことも変だ。憂国騎士団からしてみれば、謎なぞの外国人投資家という難しい相手の折せつ衝しようの場に同席させていたなど、ありえないことの三乗だ」


    　俺は続ける。


    「その後に、俺たちは〈ベヘリガ〉の残存部隊を倒し、おまえが〈ベヘリガ〉の指揮官をすげ替えて掌しよう握あくする助けとなった。そして予定された事態に巻きこまれた。騎士団ビルでおまえの正体を見抜き、拘こう束そくしていれば、以降のおまえの計画とエリダナにおける悲劇はすべて防げた」


    「だから私はあのときに殺せと言ったのだ」


    　食卓の向かい側で、ギギナは不愉快そうに告げた。


    　あの時点でギギナが理解していたわけはないが、ドラッケン族の野や蛮ばんな言動が正しい史上唯一の例だった。


    「一連の事態を起こすには、ピエゾでは力不足だった。皇国と七都市同盟を嚙かみあわせるとしたら、第三国しかいない。おまえの、ペディオンの正体はどこの国からの刺し客かくだ？」


    　答えるわけがないと思ったが、相手は新聞を折りたたんだ。


    「そこまでが民間人に調べられる限界だろう。よろしい、自己紹介をしておこう」


    　金髪に青い眼。特徴のない横顔があった。俺の言葉をまったく否定しないのは、楽しんでいるのだろう。


    　椅い子すに座ったまま、ペディオンは微ほほ笑えむ。


    「私はバッハルバ大光国の情報活動局の局長で、最初にキュリオが漏もらしたとおり、ペディオン・ゾンネルという。もちろん偽名だが、対外的にはこれで通している」


    　素直な答えに、俺は驚いていた。


    「国際政治において、バッハルバ大光国が暗躍してやろうとしたことは分かる」


    　驚きから回復し、言葉を連ねる。


    「だが、おまえには別の考えがあって動いていたとしか思えない」


    「時間もある」ペディオンは右手に嵌はめた腕時計を眺めた。「君の推測とやらを解説してくれないかね？」


    「あれほどの活動を行ったおまえは、元々危険人物だった。策略のために策略を行うような人間だったのだろう？」


    　ペディオンは笑う。


    「私の過去に興味もなかろうが」


    　椅い子すの背に深く背を沈める。ペディオンの眼には疲労があった。


    「私はバッハルバ大光国に、長年にわたって尽くしてきた。ギャリー伯はく爵しやくや勇者ウォルロットのようにな。祖国のために、敵国の情報を集め、企業機密を盗んできた。要人を暗殺し、施設を破壊してきた。もう二十二年もやっている」


    　年齢不詳で特徴のない容よう貌ぼうをしたペディオンは、実は高齢だった。恐ろしく長い間諜ちよう報ほう活動に関わってきたらしい。ギギナが興味もなさそうに鼻を鳴らす。


    　ペディオンは続ける。


    「上に命令されるとおりに、ピエゾのペンクラート虐ぎやく殺さつの煽せん動どうやウルムンのドーチェッタ政権樹立の手助けなども行ってきた」


    「あれも、おまえの助力があったのか」


    　歴史の一部を、思わぬところで垣かい間ま見みてしまった。ギギナにしても、不愉快極まるといった表情だった。


    　各国は表面上は平和に見えても、水面下で激烈な情報戦や諜ちよう報ほう戦せんを繰りひろげている。俺たちの想像以上に、凄すさまじい利害関係の交こう錯さくがあるのだ。


    「しかし、近年は祖国が変化しはじめていた。以前とは違った国家との利害が出てきた。そこで、勇者ウォルロットが虐ぎやく殺さつ者しゃとなったことと同じように、バッハルバの裏を知りすぎた私を切りすてる動きが出てきた」ペディオンは退屈そうに続ける。「バッハルバは新しい取引相手と組むために、すべての謀ぼう略りやくや暗闘は、実行した私の独断だとしたかった。さらにはそもそもそんな謀略や暗闘はなかったとしたかった」


    　ペディオンは俺を見た。青い眼には哀しみが滲にじんでいた。ウォルロットやギャリーの瞳にあった、すべてを捧げ、信じていたものに裏切られる深い哀しみだった。


    「だから私は計画を変更させた。私のための計画に変えた」


    　祖国のために、命令どおりに殺さつ戮りくや破壊で忠義を示しても、その祖国が利益のために忠誠を示した彼らを切りすてるのだ。ペディオンの奇妙な動きは、祖国の裏切りへの裏切りのためだったのだ。


    　俺はさらに問いかけていく。


    「では、当初の計画とは違っていったという、この一連の事件を起こした、おまえ個人の思惑とはなんだ？」


    　俺は問いを投げる。ペディオンは紅茶の杯を握り、口に含む。


    　男の青い眼は、エリダナの街を見ていた。


    「君たちが見た咒じゆ式しきのなかで、一番恐ろしいものはなんだったかね？」


    　ペディオンは急旋回し、俺たちに問いかけていた。まったく意味が分からない。俺はこの場でペディオンを倒して、警察に引きわたすつもりだった。


    　だが、俺はペディオンとの会話を続けることにした。この場で聞かなければ、真相は永遠に分からない。男の問いに、俺は考える。食卓の向こうに座すギギナも思考する。


    　俺の結論は決まっていた。


    「間違いなくエリダナで炸さく裂れつしかけ、ウルムンでは完全に炸裂した〈六道厄忌魂疫狂宴アヴア・ドーン〉だろう」


    　俺の言葉に、ギギナもうなずく。


    「効果範囲の広さ、そしてありとあらゆる防ぼう御ぎよを無効にする〈六道厄忌魂疫狂宴〉は凄すさまじい。春先では威力を絞しぼったために島ひとつや競技場の広さの範囲だったが、調節すれば都市ひとつを壊滅させる」


    　やはり数々の咒式のなかでも、超ちよう定てい理り系である〈六道厄忌魂疫狂宴〉は圧倒的だった。


    　レメディウス方程式から生みだされた咒式は、ひとつの島を破壊しようとし、実際に一国の独裁者と指導層を殺害し、国家と大陸の運命を変えた。


    　レストランの野外席にある他の食卓では、週末の予定や職場の同僚の噂うわさ話ばなしという、無害な話がされている。


    　俺たちだけが、殺しや咒式などの物騒な話題をしていた。


    「現在の大陸諸国家では、強大な戦略咒式が開発されて、お互いに動けない」


    　俺の話をまた無視して、ペディオンが続ける。


    「遊ゆう戯ぎ理論における政治的な拮きつ抗こう状態が発生して、一応の平和が保たれている。もちろん先の大戦を起こすまいという、各国の政治的判断や、相互に複雑に依存する経済的結びつきも大事な要因だ」


    　ペディオンは続ける。


    「だが、各国の本音は、常に相手の上を行きたい。相手より強力な咒式兵器を持って、少しでも安心したいというものだ。国家の悪あく癖へきは根絶できず、代理戦争が起こっている」


    　男は残念そうに告げる。


    「そこで我が祖国が眼をつけたのは、何年も前から実在を調査していた〈六道厄忌魂疫狂宴〉の咒式だった。エリダナとウルムンでの発動で、基礎式をほぼ解析した」


    「基礎理論と実現一歩手前までは、レメディウス博士が完成させていたな」


    　春先のエリダナでの発動が、決定打となったらしい。しかし、バッハルバの思惑は実現することはないし、実現しても意味がない。


    「〈六道厄忌魂疫狂宴〉の咒式を制せい御ぎよして発動できるのは、ついにはレメディウス博士の式だけだった。そして別の世界と連結して、一定範囲を地獄と化することは国際条約で禁止されているはずだ。また使っただけで国際的な非難を受ける。破壊活動組織ならともかく、国家が使うには問題がある兵器だろう？」


    　言った当人である俺にも、ペディオンの話の流れが分からなくなってきた。


    「〈六道厄忌魂疫狂宴アヴア・ドーン〉が、エリダナでの事件となんの関係がある？」


    「おもしろいことに、咒じゆ式しきの根こん幹かんをなすレメディウス方程式そのものは、国際条約でも皇国法でも禁止していない」


    　ペディオンが笑う。


    「皇国の機密として厳重に保存されていて、他国がほぼ知らないために、国際条約での縛しばりをかけられない。また咒式技術の革新、おそらくは次代を完全に支配する技術の候補を、皇国が自国の法律で禁止するわけがない」


    　斜陽の皇国は、同盟や他の大国を抜き、大陸の覇は者しやとなることを諦あきらめたわけではないのだ。


    　また、レメディウス博士が絶対に殺害されなくてはならない理由は多かったが、さらに追加されていた。発動したレメディウスが生存していては、皇国が継続して実験していることが世界に知られてしまう。死とともに、危険な咒式兵器の技術も一旦は消失したとすべきなのだ。


    　レストランの野外席で、俺とギギナは苦い表情を並べる。政治は救いようがない。


    　ペディオンは右手を掲げてみせる。


    「だとすると、〈六道厄忌魂疫狂宴〉は不要な人間だけを消去できる、とても便利で綺き麗れいな兵器だ。使用してもなにが起こったのかも相手国には分からない。まだ禁止条約もなく、しかも威力の調節が非常に繊せん細さいにできる。そして次元に穴を開ける力は、核融合などとは桁けたが違う」


    　右手の五指が広げられる。世界の欲望を示すかのような五指だった。


    「というのは戦争ごっこが大好きな人たちの思考で、ロディマスも自分が〈ベヘリガ〉の指揮官から下ろされるまでは信じていた幻想だ」


    　五指を掲げたまま、ペディオンが続ける。


    「次元に穴を開ける咒式は、今でもごく一部の超々高位の咒式士、おそらく世界で数人ほどが可能としているらしいが、技術と呼べる代しろ物ものではない。龍や王侯級の大禍つ式アイオーンや巨神などの力を借りて強引に発生させているだけで、他に利用することが不可能だ」


    　ペディオンの解説に、俺たちは聞き入っているだけになってきた。


    「だが、単なる技術として確立させることができれば、交通や流通といった経済だけでなく、現代人の距離概念、世界観までもが変わる。人類が火や文字、近代資本主義や咒式を手に入れたことと同じくらいに、内面の変化を引きおこすだろう」


    　男の手の向こうに、世界が見えた。


    　大陸の勢力関係の激変、技術によって内面が変化していく世界だった。


    　新しい技術のもと、新しい秩序による世界となるのだろう。


    「私はバッハルバ大光国からの命令を受けて動いた。〈古き巨人エノルム〉の咒力と技術と、偽装のためにピエゾ連邦共和国のアーギネイオン学派の研究者を使い、レメディウス方程式を別の用よう途とへ使う可能性を探した」


    　下ろされた手の向こうに、ペディオンの顔があった。


    「結果は大成功だ。そこでダリオネートや〈古き巨人〉、〈ベヘリガ〉や各国の状況が、私の頭のなかで組みあわさり、あることを思いついた」


    　男は椅い子すを反転させて、俺と向かいあっていた。


    　ようやく俺が問うた、ペディオン本人の思惑の話になった。


    「〈古き巨人エノルム〉たちは、不完全な指輪しか手に入れていないが、北方の儀式で指輪の補助式を構築した」


    　ペディオンがさらに笑う。


    「〈古き巨人〉の帝は、今この瞬間、北方で復活しているころだろう」


    



    



    　ビルの連なりの先、遠く雪を被かぶるバザーヤ山が見えた。数十キロメルトル離れていても、山の中腹に大きな穴が開いていることが確認できた。


    　打ちすてられた都市。ガラスが砕けたビルの群れは、巨大な墓標となっていた。かつての戦場跡だった。


    　山を遠景にしたビルの谷間に、かすかな雪が散っている。


    　雪を吹き散らすように、重い足音が響く。


    　鋭利な魔ま杖じよう槍そうが穂先を並べる。具ぐ足そくが霜しもに覆おおわれた大地を踏みしめ、重厚な音を奏でる。銀の甲かつ冑ちゆうの群れが戦列を長く伸ばしていく。


    　後方からは重々しい履帯キヤタピラの音。主砲の大魔杖剣を搭とう載さいした咒じゆ式しき戦車が進んでいく。


    　雪の大地を踏みしめる大きな爪。軍用火か竜りゆうの閉じられた口くち許もとから、左右に炎が零こぼれる。軍用氷竜が液体窒ちつ素その冷たい息を漏もらす。


    　さらに大槍や大斧を掲げた、身長三から六メルトルほどの巨人兵が続く。点々とした雪を降らす曇どん天てんの下、空中には数十もの黒い影。軍用飛竜が[image: ]こう蝠もりにも似た翼を広げて、騎乗した飛竜兵が周囲を索さく敵てきしている。


    　薄く雪に覆おおわれた荒野を埋めつくすのは、咒式文明における軍事集団だった。完全武装した数千人もの将兵が集っていた。


    　銀の鱗うろこのような咒式兵たちの間で、二種類の戦旗が翻ひるがえる。


    　黒地に黄金龍と神剣が描かれた龍りゆう皇おう国こくの戦旗。そして白い竜の旗だった。旗のなかにまた交差された旗と、第八旅団の文字が記されていた。


    　ツェベルン龍皇国の四方を守る五王家の各方面軍のうち、オージェス王領北辺軍第八旅団だった。


    　危急の事態に対し、第一から第三までの本隊は神聖イージェス教国と睨にらみあって動けない。そこで一番近い場所に展開していた第八旅団が反転して、コゴールの廃はい都とに展開していた。


    　北方を守る北方方面軍でも第八旅団は、オキツグの旗はた本もと侍さむらい衆しゆうやバロメロオの人形騎士団ほどではないにしろ、第二十八山岳竜兵連隊や第十四突撃槍兵連隊に次ぐ精強な部隊だ。


    　狂信的で自爆をも厭いとわない神聖イージェス教国の僧兵たち、北方の強大な〈異い貌ぼうのものども〉と、日々国境線を巡る戦闘を繰りかえしている精鋭だ。


    　第八旅団が都市から出て、複雑な進軍をしていく。包囲に向かっているのは、戦場跡の廃はい都との先にある小高い丘だった。


    　段々となった丘に、家々が並ぶ。螺ら旋せん状に屋根が並んでいく辺境の古風な町だった。雪が降っていく丘の町の頂上には、寂れた教会があった。


    　十字印が掲げられた鱗うろこ屋根には、孤影が立っていた。


    　屋根に立つのは黒い外がい套とうの人影。〈古き巨人エノルム〉の主戦派の生き残り、ザムザ・ザだった。


    　かつてあった五つの眼のうち、三つしか残っていない。右足と左手が消えていた。体の一部である黒い外套の裾すそは、千ち々ぢに乱れていた。負傷と咒じゆ力りよくの枯こ渇かつで、巨体を維持できず、人間ほどの体でも欠損した部分が回復できないのだろう。


    　もはや自分の力では立てないらしく、右手に握る杖つえを屋根について、体を支えていた。


    　ザムザ・ザの三つの眼は、丘の下に広がる部隊を睥へい睨げいしている。


    　ほとんどの力を失ったザムザ・ザに対し、四千人の旅団は過か剰じようにすぎる大部隊だった。


    　それでも、雪原に展開していく部隊に弛し緩かんした雰ふん囲い気きはない。旅団本隊が隊列を組む間に、速度に優れる飛ひ竜りゆう部隊が空中から加速。また地上からは魔ま杖じよう槍そうを抱えた音速騎士団がジェット噴射で高速移動を開始していた。


    　傷ついた体で無力であっても、屋根の上のザムザ・ザは圧倒的な優位を感じていた。


    　杖を捨て、鋼はがねの右腕を掲げる。腕から手首、指先にまで螺旋状に多重多層な青白い燐りん光こうがあった。


    　組成式の末尾は、指先にある緑の指輪に集約されていた。


    「三つの指輪はそろい、さらにババル連峰で導師ガニシュキナ・ナたち五体がその身をもって、代だい替たい式しきを構築した」


    　ザムザ・ザが苦しげにつぶやく。


    「指輪と代替式が合わさったときの発動確率は、四九・六五六二％」


    　膨ぼう大だいな起動式は組みあがっていた。先行部隊していた突撃部隊が緊急停止。怯おびえた飛竜が雪が降る空中で首を捻ひねって、反転。騎士団も急停止。丘の前で戦列が左右に分かれていく。


    「ならば賭かけよう！　〈古き巨人〉の帝よ、我らを率いて、今一度あの古き時代を呼び起こしたまえ！」


    　ザムザ・ザは咒式を紡つむぎおわり、右腕を振る。緑の指輪が曇どん天てんに届けとばかりに上空に投げられる。


    　教会の屋根の十字印を越えて、高い空に到達する。


    　天空で指輪が輝きを放つ。ザムザ・ザの不安な目の色を塗りつぶすように、秘められた膨大な咒力と組成式が空中に噴きあがる。


    「発動した！」


    　光の帯が丘の上から放たれ、雪原を、空を走っていく。全軍の前方頭上、雪原の空を埋めつくすほど巨大な、多重多層の咒印組成式が組みあがる。強大な咒式による干かん渉しようで周囲の大気組成が変化。烈風となって雪原に吹きつける。


    　雪がちらつく空では飛ひ竜りゆうが哀れな声で鳴き、姿勢の制せい御ぎよを失う。地上の雪原では咒じゆ式しき強化馬が恐怖に嘶いななき、騎手が必死に手た綱づなを握る。攻こう性せい咒式兵たちは烈風に耐える。


    　丘、そして雪原の上空は一変していた。


    　咒式によって開かれたのは、暗い穴だった。直径三〇〇メルトルほどの巨大な穴が、空間に穿うがたれていたのだ。


    　奥に見えるのは、漆しつ黒こくの闇。光が射していても、闇は薄れない。


    　空中の穴の壁からは、異様な物体が屹きつ立りつしていた。太さは樹齢数千年の樹木ほど、高さは三十階建てのビルに届くほど巨大な朱色の柱が二本。


    　双ふたつの柱の上部には、水平に渡された笠かさ木きや島しま木ぎ、貫ぬきと呼ばれる木材が横たわっている。下の水平の梁はり、貫の上には額がく束づかと呼ばれる額縁のようなものが掲げられていた。


    　それは、東方の宗教施設の出入り口に立てられる〈鳥居〉という門に酷こく似じしていた。


    　距離感がおかしくなるほど巨大な門の向こうには、さらに同じ大きさと形の門。穴の壁に沿った螺ら旋せん状に、朱色の門が奥へ奥へと連なっていく。


    　穴の底と門の連なりの果ては見えない。ただ永遠の静寂が見えた。


    　咒式によって生みだされた巨大な穴と異様な建造物を、全員が見上げていた。


    　連なる朱色の門もん扉ぴの底で、青白い光。光は虹色を帯びて、手前の門に連鎖してくる。四角形の空間が虹色に歪ゆがみ、手前の門へと連鎖していたのだ。


    　光は一番手前の門に到達。歪んだ空間が弾け、虹色の破片が散乱。鳥居を青黒い塊かたまりが抜ける。


    　門の間から突き出たのは、巨大ビル一棟ほどもある巨大にすぎる金属の顔。


    　耳まで裂けた大きな口。顔には巨大な宝石が埋まっている。光る石は、八十八の眼で顔の一面を覆おおっていた。


    　見上げていた軍団の数千の将兵が、使役される軍用竜や〈異い貌ぼうのものども〉が呆ぼう然ぜんとしていた。


    　門から抜けた頭部に続いて肩、腕と現れる。


    　左腕が下ろされた。建物と丘の斜面を砕き、雪原に下ろされた。五指が岩盤を砕く。腕に上半身の質量がかかり、雪原に小さな地震を起こす。


    　平野に響く震動に、丘の町が崩ほう壊かいしていき、雪原に展開する第八旅団の戦列が乱れる。


    　教会の上に立つザムザ・ザも、尖せん塔とうを摑つかんで落ちないように必死だった。


    　大地に突き立つ手から腕は巨大にすぎて、まるで四十階建ての塔だった。傍かたわらの教会の屋根にいる人間大のザムザ・ザが、指一本の大きさにもならない。


    　塔を腕とする肩や背中、さらに高い位置にある頭部は、まさに天を衝つく大巨人の威い容よう。陽光が遮さえぎられて、丘や雪原の一部が影に沈んでいた。


    　人間の距離感覚をおかしくさせる光景だった。これほどの巨大質量が人体の形をしていることを、誰も信じられない。


    　巨大顔面に亀き裂れつ。広がる亀裂のなかには、長槍の穂先のごとき牙が並び、強酸性の唾だ液えきが糸を曳ひいていた。


    　顔面が見えなくなるほどに開かれたのは、まるで洞どう窟くつのように大きく、深き淵ふちのように暗い口こう腔くうだった。吐息は高温の蒸気となって上空の大気に流れ、降る雪を蒸発させた。


    　さらに朱色の門を青黒い体が抜けていき、腰までが穴の外に出る。


    　雪原に現れたのは、山だった。青黒い金属で構成された人型の山脈だ。


    　背中で光輪が輝く。曇どん天てんの間から覗のぞく太陽を覆おおい隠すほどの巨大な光輪だった。


    　ザムザ・ザが歓喜に震え、教会の屋根に残る膝をつく。


    「ゾアイデス陛下、ああ、私が生きているうちに拝はい謁えつすることができようとは！」


    〈古き巨人エノルム〉の生き残りの唇から、喜びの声があがる。ゾアイデス当人と会ったことがある〈古き巨人〉は十三体のなかにいなかった。最年長のゾレイゾ・ゾですら、千二百歳。


    　他は全員、伝承でしかゾアイデスを知らない。


    　〈古き巨人〉と巨人たちを率いた伝説の帝に、ザムザ・ザは拝謁していたのだ。


    「我ら〈古き巨人〉たちの時代が帰ってくる。ゾアイデス大君がいれば、さらに他の帝、そして巨神の方々を呼ぶことができる！」


    　穴から手を出した姿勢、大巨人は百五十メルトルの高空で唇を開く。


    　そして咆ほう吼こう。声にならない声が電磁波の各波長となって放射される。


    　大陸に轟とどろく、大巨人の復活の雄お叫たけびだった。


    



    



    　四階の貴き賓ひん席せきから、モルディーンの眼が舞台を眺めていた。


    「事態はまだ動いています。北方でゾアイデスが復活した模様です」


    　キュラソーの報告が囁ささやかれる。急報に対しても、モルディーンは舞台の歌声に耳を澄ませている。


    「そういう時期だろうね」


    　冬に雪が降ることと同じような感想が漏もれた。


    「すべての黒幕はバッハルバ大光国だろうね」


    「バッハルバ、ですか？」


    　思わずキュラソーが聞きかえす。観劇しながらモルディーンは苦笑する。フリーデアスと妻のコーザイア、親友のキュネロペスの論戦が歌となって続いていた。


    　歌に合わせ、肘ひじ掛かけを握った指が軽く踊っていた。お気に入りの場面のようだった。


    「ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟は、危うい均きん衡こうで成りたっている。今でこそ貿易や軍事協定で手を取りあっているが、過去には因縁がある」


    　舞台から放たれる歌声の高音の伸びに、モルディーンは耳を澄ませていた。歌を聴きながら同時に説明を続けていく。


    「皇国は、同盟の独立で国土の三分の一を失った。同時に同盟は東方の国を併へい合ごうして、巨大な国家となった。さらに両国は六十年前に大陸を巻きこむ大戦争を行った。火種は常に燻くすぶっている。だからこそ不断の努力で天てん秤びんを調整する必要がある」


    　妻と親友を殺そうと決心したフリーデアスの刃は、だが振り下ろされない。


    「バッハルバの大目的は、皇国と七都市同盟の危うい均きん衡こう関係を破は綻たんさせることだ」


    　モルディーンは続ける。


    「バッハルバ大光国にとって、皇国と七都市同盟の協調路線はあまりおもしろいものではない。だが表だって動くことはできない。両国を敵に回せば、バッハルバは破滅する」


    　モルディーンは観劇の姿勢を崩さない。


    「そこでバッハルバ大光国は慎重に動いた。情報局のペディオン・ゾンネルという男が実行役となって計画を始動させた。もちろん本名は知らないし、意味もない」


    　演劇の脚本を説明するように、言葉が続く。


    「彼は表だって動けないなら、裏から動けばいいと考えた。どこの国でもやっていることだが、今回は手がこんでいる。二重三重どころか四重に屈折した手段を使った」


    　フリーデアスの悲しみの歌声に悲鳴が混じる。


    「ペディオンは、バッハルバ大光国の目的に適任の人物を捜しだした。そこで純粋な市場機能のような人格、私し寡か投資家、実態は機関投資家であるダリオネートを見つけた。そして過去の因縁が使えると考えた」


    　モルディーンは舞台から視線を外さない。


    「ペディオンは、ダリオネートの市場に従う人格を煽あおって、ピエゾ連邦共和国の通貨、ピエゾンに攻撃を仕掛けさせた。追いつめられたピエゾは動くしかない」


    　歌声の合間に、モルディーンの声が混じる。


    「前もって、ペディオンは逆の側にも接近していた。ピエゾ連邦共和国の強硬派に接近し、通貨であるピエゾンの大暴落を仕掛ける攻撃が近いことを知らせる」


    　モルディーンの眼は死にゆく英雄の演技を眺めていた。


    「ペディオンは、ピエゾ単体では、強大な同盟に対してまったくの無力であることを知っていた。そこで〈古き巨人エノルム〉たちを使うことを吹きこむ。同時に、ピエゾへ巨神の子孫であるゾアイデス復活のための技術供きよう与よをし、例の三つの指輪を作らせる」


    　フリーデアスの哀しみの歌声が続く。


    「すると、ピエゾは〈古き巨人〉たちに接近し、ゾアイデス復活のための技術供与を取引材料にして、両者が組むという離れ業わざが可能になる」


    　キュラソーはすでに劇を見ていなかった。主君であるモルディーンが語った事件の筋書きが重大すぎたのだ。


    「ペディオンは常に最初の一手を打つが、以降は他人に任せるということですね」


    　翼よく将しようの返答を、左手を掲げてモルディーンが肯定する。理解を合格点としたのだろう。


    「バッハルバと彼の計画は、皇国の愛国者の仕し業わざに見せかけて」そこで人差し指が上げられる。「ダリオネートと同盟の要人を暗殺する」親指が横に出て、人差し指につなげられる。「それで皇国と同盟は互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きになる。軽く見ても両国の不和、両国の強硬派が沸ふつ騰とうすれば戦争になるかもしれない」


    　掲げられた左手の人差し指と親指が離れる。


    「そうなれば、同盟は皇国との戦争回避のために全力で動く必要が出てきて、ピエゾのペンクラート問題になど関わっている場合ではなくなる。ピエゾとしては、独立したペンクラートの再吸収に動きだせる」


    　親指は薬指と環を作る。


    「皇国と同盟が仲なか違たがいをすれば、バッハルバ大光国の目的は果たせる。また自国の息がかかったピエゾ連邦共和国という楔くさびを、大陸北方に打ちこめる。誘導されたピエゾとバッハルバの目的は重なることになる」


    　親指と薬指の環の間を、中指が抜ける。


    「と、ここまではバッハルバ大光国の最初の目的だ」


    　モルディーンの解説に、キュラソーが疑問の表情を浮かべていた。


    「バッハルバの目的、がすべてではないのですか？」


    「ペディオン・ゾンネルという個人の目的はまた違っている」


    　モルディーンが左手を開く。


    　指で作られた複雑な関係図が崩ほう壊かいした。


    「あの男の個人的な思惑が、事態を分かりにくくさせていた。また彼が大陸の国家の運命を決めようとしている」


    



    



    　モッゾ亭の空気は夏だというのに凍っていた。


    　椅い子すに座ったままのペディオンは、俺を真正面から見据える。


    「復活したゾアイデスは、山を砕き、湖を作るほどの力を持っている。強大な破壊を、殺さつ戮りくをもたらすだろう。ゾアイデスのもとに〈古き巨人エノルム〉と巨人が結集すれば、皇国と同盟の北部は戦場となる」


    　俺とギギナは、顔を北方に向ける。もちろんビルに遮さえぎられて見えない。しかし、今この瞬間、北方で古代の悪夢が復活しているのだ。


    　ペディオンは薄く笑っていた。


    「一回かぎりの発動しかできないように組んでいるが、それが大陸各国への強烈な宣伝になる」


    　男は続ける。


    「より破壊し、より殺戮するほど、レメディウス方程式の価値が高くなり、私を守る」


    「価値、だと？」


    　青い眼は俺を覗のぞきこむ。ペディオンは俺を見ていない。男の目にあるのは、より大きな世界だった。


    「あとは」


    　ペディオンが左手を掲げる。薬指と中指と人差し指には、それぞれ違う色合いの緑の指輪が嵌はまっていた。


    「こちらにある本物の三つの指輪、次元移動の技術を、どの国に売りつけるかだけだ」


    　三つの緑の宝石が輝く。三つの眼のようにも見えた。


    「次世代の覇は者しやとなりたい国家はいくらでもいる。売りつける相手には、連絡をすでにつけている」男の眼には、冷たい闘志が宿る。「神聖イージェス教国に後アブソリエル公国、東方諸国家にブリンストリア女王国、南方大陸諸国家に央おう華か帝国、そして同盟や皇国でもいい。ああ、私を始末しようとしたバッハルバ大光国に敵対していることが条件だな」


    　ペディオンは仕方なく選んだ進路を告げる。


    「初めは祖国から殺されないための保身で、いつもやっている愛国ごっこの延長のお遊びだった。しかし、この指輪と計画で私が次の大陸の覇者を、新しい世界を決められる立場になった」


    　単なる経済利益と、淡々とした悪意。


    　そして次代に影響を与えることへの喜びが、声と表情に滲にじんでいた。


    「これは独裁者や暴君などとは比べようもない、知の喜びだと思わないか？」


    「そんなことのために！」


    　俺は唇を嚙かみしめる。


    「そんなことのために、フリューは、憂ゆう国こく騎き士し団だんは、咒じゆ式しき士したちは、〈古き巨人エノルム〉たちは、ウォルロットは死んだのか。そんなことのために！」


    　彼らは彼女たちは、それぞれに生きていた。それをペディオンは意味もなく踏みつけた。ダリオネートと同じだ。ただ無む慈じ悲ひな法則に従っている。


    「私はなにもしていない。ただ彼らが元々持っている欲望や憎悪、殺意を後押ししただけだ」


    　ペディオンは心外そうに告げた。


    「大義や信念のための戦いなら満足したとでも？　ならば、それは憂国騎士団やギャリー伯はく爵しやくと同じだろう？」


    　俺は言葉もない。俺の横手の席に、青年と女が座る。「今日の晩ご飯が決まった」と平和な会話をしていた。


    　平和な風景のなかで、ペディオンだけが不吉な笑みを浮かべている。


    「大義のための戦いという歴史は、すでに終わっている。民主主義を求めた無血革命や君主制度からの決別を目指した同盟の独立戦争で最後だ。現代に残るのは、大義があると思う妄もう想そうか、寒々しいまでの利益のための戦い、経済の闘争だけだよ」


    　ペディオンは淡々と結論づけた。俺が見てきたのは、残ざん酷こくな政治と経済の論理だった。ニドヴォルクもズオ・ルーも、そしてギャリーとウォルロットもそれぞれの信念のために戦った。


    　そして歴史が終わったあとの戦いが、彼らを、そして俺たちを圧おしつぶしていった。


    「長い話だった。そしてやはり退屈だった」


    　俺は席を立つ。魔ま杖じよう剣けんを静かに抜ばつ刀とうする。


    「その指輪と計画を、この場に置いていってもらおう」


    　刃を旋回させ、ペディオンの鼻先に切っ先を向ける。すでに立ち上がっていたギギナも屠と竜りゆう刀とうを抜いて、肩に担いでいた。


    　周囲が騒然とする。高級店の野外席で抜ばつ刀とうしたため、当然の反応だろう。


    　ギギナは気にしない。すでに青せい眼がんに構えている。瞬時に間合いを詰めるために、足は床を踏みしめていた。


    「その首も置いていってもらおうか。ウォルロットやギャリーの墓前に供えてやろう」


    　椅い子すに座るペディオンが薄く笑う。


    　指輪が嵌はまる左手を掲げる。魔法を使うように捻ひねる。俺は微ほほ笑えみを返してやる。


    「おまじないは利かないし、合図はもはや誰も見ていない」


    　ペディオンの余裕の表情が初めて硬化する。男の視線が周囲のビルに向けられる。なにも起こらない。


    「な、ぜ？」


    「ルップフェット野郎が頼りにしていた部隊は、すでに制圧しておいた」


    　隣に座っていた男が立ち上がる。アルリアン系の耳に橙だいだい色の髪の青年は、イーギーだった。手にはすでに双剣が握られている。続いて向かいに座る女が立ち上がる。ジャベイラだった。


    「いきなり席を立たないということは、周囲に即応できる戦力、〈ベヘリガ〉狙撃部隊を配置しているってことだとばればれだバレ」


    　女の魔ま杖じよう尖せん剣けんが周囲のビルを示す。レストランから離れた四か所のビルの屋上や窓に、小さな人影があった。攻こう性せい咒じゆ式しき士しが手を掲げ、ジャベイラに応えていた。


    「だから、これで詰みだ」


    　奥で背を向けていた男が席を立つ。巨漢が振りかえると、ラルゴンキンだった。隣に座っていた僧服の男はヤークトーだった。


    　野外席の食卓に座っていた青年や中年の男、老人や中年の女性や、少女や少年が立ち上がる。食卓の裏に差しておいた魔杖剣が抜かれる。懐ふところに隠していた魔杖短剣を引きぬく。日ひ傘がさに偽装していた魔杖剣が抜刀される。植えこみに隠してあった魔杖槍そう斧ふが引きだされて、旋回。ウェイターがエプロンの下から魔杖剣を抜く。厨ちゆう房ぼうの窓からは、料理人が魔杖弓きゆうを設置して、ペディオンに照準を合わせていた。


    　モッゾ亭の野外席にいる五十人を越える客や店員のすべては、俺があらかじめ配置しておいた攻性咒式士たちだった。ラルゴンキンの人脈でモッゾ亭にかけあい、人を集めて可能にした罠わなだった。


    「計略を使えるのはおまえだけではない」


    　俺は魔杖剣の引き金に指をかける。


    　ペディオンは座ったまま硬直していた。


    「〈ベヘリガ〉はピエゾの特殊部隊だぞ？　それをどうやって見つけ、どうやって……」


    「おまえがエリダナの攻性咒式士を舐なめすぎただけだ」


    　俺は魔杖剣を掲げ、半歩足を進める。ジヴの行ゆく方え捜しの賞金は途中で無意味になったため、高位の攻性咒式士を集めることに全額使った。


    　いくらペディオンが私兵とした〈ベヘリガ〉の残存部隊が強かろうと、たかが十数人。エリダナの内外から数千万イェンとラルゴンキンの人徳で集めた高位攻こう性せい咒じゆ式しき士し百人には抗しえない。


    　ラルゴンキンの経験による予測で、ヤークトーが探査咒式で捜し、配置場所を発見していく。あとはイーギーがラルゴンキン事務所の咒式士とともに突入し、ジャベイラが狙そ撃げき手しゆを狙撃し、報告しに来るだけだった。


    　客の演技で俺の傍かたわらに座ったイーギーが言った「今日の晩ご飯が決まった」という言葉が、狙撃部隊を制圧したという合図だったのだ。


    　俺は切っ先をペディオンに向ける。咒式はすでに紡つむいでいる。


    「だからここで終わる。犠牲者の上に築かれた、おまえの描く大陸国家の再編など起こらない」


    「なるほど」


    　椅い子すに座ったまま、ペディオンは息を吐く。


    「この世は人間の思惑など無視して、無む慈じ悲ひな法則のままに動く。熱量第一法則では、閉じた系のエネルギー総量は変化しない。第二法則では、永久機関は実現不可能である。だが、現代であっても、人々は不変の摂せつ理りに抗あらがい、神や国家や金や愛といった仮想の力を求める」


    　男は寂しそうに告げる。


    「だからこそ、私が開発させた奇跡を現実化させる技術は求められる、人々は常に非情な現実を逆転する、都合のいい力をほしがっている」


    　ペディオンは左手を顔の前に持ってくる。緑の三つの指輪には咒式。すでにレメディウス方程式が起動していた。


    「一部は完成していたのだよ」


    　発光。俺が刃を振るうも、椅子を蹴ってペディオンは後退。鋼はがねの槍は、男の右手に握られた魔ま杖じよう短たん剣けんで防がれる。ギギナが脇から一瞬で間合いを詰め、屠と竜りゆう刀とうを一いつ閃せん。周囲の咒式士が、精密な咒式を放つ。


    　逃げるペディオンの胴体をギギナの刃が両断。雷らい撃げきや熱線や投とう槍そうが貫通。射線を計算していた咒式が、モッゾ亭の壁や床、食卓を粉砕した。さらに鋼や緑の触手が男の体を捕まえた。


    　それはペディオンの残像だった。


    　虹色の光が小さく溢あふれ、消えた。蹴立てた椅子が、脚で回転し、止まる。


    　モッゾ亭の野外席から、ペディオンの姿は、完全に消失していた。光速の雷撃や熱線だけは掠かすめていたらしく、数滴ほどの血が椅子の上に散っていた。


    　接近していた咒式剣士たちの足が急停止し、狙っていた後こう衛えい系の咒式士たちが魔杖剣を下げる。野外席の外、通行人たちが店の破壊と硝しよう煙えん、武装した攻性咒式士たちの群れに足を止めていた。


    「個人用の転移咒式を、実用できるまでに仕上げていたのか」


    　俺の唇が呆ぼう然ぜんとつぶやく。イーギーの唇が嚙かみしめられ、ジャベイラが歯がみする。ラルゴンキンが巨大な魔杖槍そう斧ふの石突きを床に突き立てる。


    　その場にいた攻性咒式士たちが、無念の表情を並べていた。完全な罠わなを準備し、これだけの数がそろっていて、エリダナに災さい厄やくをもたらした男を逃のがしてしまったのだ。


    　指輪とレメディウス方程式は、ペディオン本人が言うように理り不ふ尽じんな、都合のいい力を示してしまった。


    「不景気な顔をするな」


    　ギギナだけが平然としていた。全員がギギナを見つめる。なにも分かっていない男を見つめる眼だった。


    「なにを言っている。これで……」


    　俺の嘆きの言葉に、ギギナが不思議そうな眼をしている。ドラッケンの戦士は、片手で屠と竜りゆう刀とうを回転。俺の前に巨大な平行四辺形の刃をかざす。


    　俺は口を開いた。鈍い輝きを宿す切っ先に、全員の目が集まる。


    　鋭利な刃で〈悲嘆の指輪〉の緑の宝石が貫かれていた。宝石が綺き麗れいに両断され、指輪の環を貫いていた。


    「指輪のひとつは破壊した。もはやペディオンの計画は成りたたない」


    　モッゾ亭に静寂、そして歓声。怒号のような叫びがあがる。すでに怯おびえている通行人など無視して、店内にいる数十人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの全員がギギナに向かう。


    「雷らい撃げきや熱線よりギギナの刃は速いってことかよ！」


    「違うって、ペディオンや俺たちの反射より早く動いたってことだ！」


    「エリダナ最高の剣士の異名は本当だな！」


    　攻性咒式士としても長身のギギナの顔が、人の環の上に見えた。触れてくる手をすべて払いながら、ギギナは立っていた。


    「この程度のことで触るな、騒ぐな」


    　どこまでも他人と馴れ合わない男だった。


    　俺は力が抜けて、傍かたわらにあった椅い子すに腰を下ろす。


    　三つの指輪のひとつであったが、破壊できた事実は大きい。レメディウス方程式を再構築するには、また膨ぼう大だいな手間がかかる。


    　もちろん皇国に残る転移技術は消されていないが、戦争を望むペディオンの計画を遅らせるだけでも充分だろう。フリューやウォルロット、ギャリーにエリダナの人々の無念の死に手た向むけるには足りないかも知れないが、民間人に可能なことはした。


    　俺は息を吐く。あとは偉そうにして税金を取っている国の領分だ。俺が知るあの男なら、それくらいはしてくるだろう。


    　ラルゴンキンはすでに広い背を見せて、野外席を後にしていた。腰の後ろで腕を組んだヤークトーも、所長の背に続いていた。


    「俺たちの布石があってのことだからな」


    　言ったイーギーは俺に舌を出した。ジャベイラは優美な尻の曲線を見せつつ、イーギーの耳を引っ張っていく。


    　額と頰に刻まれた青い竜と炎の刺いれ青ずみの間で、ギギナの銀の眼が一点を見ていた。


    　肩に担いだ屠竜刀の先端で、貫かれた緑の宝石が陽光に輝いていた。


    「これはこれで、ヒルルカの新しい飾りにはなるか」


    　大だい陰いん謀ぼうを剣技だけで制したドラッケン族の剣士は、少しだけ機嫌を直していた。


    



    



    　歌劇は、最高潮に達していた。


    　宮廷の奥という舞台で、フリーデアス役の役者が剣を振りあげる。


    　銀の刃の先には、妻と親友がいた。妻のコーザイアを、親友のキュネロペスが庇かばっていた。


    　フリーデアスは愛する妻を殺そうとする。


    　しかし妻を守ろうとするのは、その妻と不義を重ねた親友だったのだ。


    　刃を掲げるフリーデアスの眼には、愛するものを守ろうとする気け高だかいキュネロペスの姿が映っていた。


    　妻を、人々を守ろうとするかつての自分の姿だった。


    　剣を握る手が震える。フリーデアスは長く迷う。


    　キュネロペスが動いた。


    　殺そうとした英雄の心臓に、逆に妻と親友の刃が刺さっていた。


    　演劇用の血が、フリーデアスの衣装を紅に染めていく。


    　権勢と愛するもののために戦ってきた勇者フリーデアスは、もっとも親しいものたちによって殺された。


    　フリーデアスは殺すより殺されることを選んだのだ。


    　死にゆくフリーデアスは、哀しみと怒りと喜びと笑いと、すべてを含んだ表情をしていた。


    



    



    　雪原に出現した超巨大質量。要よう塞さいほどもある、〈古き巨人エノルム〉の大君の姿だった。


    　ゾアイデスの八十八の眼は、広大な世界を眺めていた。


    　八十八の赤い眼が同じ方向に動く。傍かたわらのザムザ・ザに気づく。巨体から電磁波が放射される。教会の屋根に立つザムザ・ザが顎あごを引いてうなずく。


    「そうです。大君がお眠りになられてから、千二百年ほどの時間がすぎております」


    　ザムザ・ザが電磁波と音声で返す。ゾアイデスがさらに電磁波を返す。


    「いいえ。現在の地上の覇は者しやは大君を傷つけた竜属ではございませぬ。今は人属が大地を蹂じゆう躙りんしております」


    　ザムザ・ザが興奮のままに続ける。


    「人属の計略に乗って渡された指輪の力は制限されており、一回かぎりのものです。ですが大君が蘇よみがえれば、それで充分なのです」


    　ザムザ・ザの報告にゾアイデスは無言。全身から電磁波、八十八の眼から放射線を放射し、周囲を探る。


    　今気づいたように、八十八の眼が眼下の小さな点の集合を見下ろす。


    　丘の下、雪の下の平野に展開する鎧よろいの群れ、北方第八旅団が硬直していた。四千人の将兵が、竜が巨人が、なにもできずにただただ見上げていた。


    　彼らは自分たちの数倍の敵にも怯おびえたことがない。第八旅団は、狂信的なイージェスの軍隊や北方や西方や東方の国々の軍団と戦い、さらには〈古き巨人エノルム〉や長命竜アルター、大禍つ式アイオーンといった最大級の〈異い貌ぼうのものども〉を滅ぼしてきた。


    　近代咒じゆ式しき軍隊は、戦略に沿って戦術を遂すい行こうし、指揮官の命令に従って咒式を展開する。いくら個々が強大であろうと、高度な連携を持たない〈異貌のものども〉など簡単に打ち破れる。


    　その勇ゆう猛もうなはずのツェベルン龍りゆう皇おう国こくの兵団が怯えていた。


    　数十メルトルの相手なら生物として対処できる。


    　しかし、眼前にある数百メルトルの存在は、もはや地形で、敵として認識することができない。人間の感覚では、荒ぶる天災に対する根源的な畏い怖ふしか抱けない。


    　動どう揺ようする全軍を、各指揮官が必死に抑えようとする。軍列が崩れては、戦うこともできない。


    　精強な軍隊はなんとか隊列を構築していく。だが、時間が足りない。今、ゾアイデスが動けば終わる。指揮官たちが絶望した瞬間、軍列の先、丘の町を見上げる雪原に傲ごう然ぜんと立つ人影が二つ。


    　巨体のランドック人と細身のアルリアン人、シザリオスとウフクスだけが、怯えもせずに立っていた。


    　雪に降られて立つ二人の目が、大巨人を眺めている。


    　シザリオスは腕を組んで、離れて立つウフクスの緑の眼は陰いん鬱うつな光を宿らせて、前方にそびえる大巨人を見上げていた。


    「写真を見て、全長二五〇から三〇〇メルトルと見積もったのは間違いだな。三五〇メルトル、いや四〇〇メルトルはあるだろう」


    　血色が悪いウフクスの唇は、呆あきれを含んだ言葉を紡つむぐ。


    「どう殺せばいいのか分からぬ。あれほどの巨体に私の細さい菌きんやウイルス、いやそもそも人類の咒式が効くのか？」


    「なに、努力、友情、そして正義の力が併されば勝利以外にない！」


    　横に立つシザリオスが考えもせずに答えた。


    「それに時と場所と相手の強さは関係ない！　相手が有利で負けるから引っこめ、自分が有利で勝てるから出す！」


    　シザリオスの横顔には剛ごう毅きさがあった。組んでいた腕が解かれ、足が大地を踏みしめる。


    「それは正義ではなく、単なる合理主義だ！」


    　ランドック人の歩みが続く。


    「我らは引けぬ。なぜなら我らの背後にはツェベルン龍皇国、そして大陸の人々が住む！　〈古き巨人〉の帝であろうと、神であろうと、ただの一歩の蹂じゆう躙りんもさせぬ！」


    　シザリオスの歩みの背後で、ウフクスが苦笑した。


    「なるほど、小こ賢ざかしい道理など将兵や他の翼将に任せておけばいい。よりにもよって我らが派は遣けんされた意味も、今なら理解できる」


    　緑の髪が揺れ、長靴が大地を踏みしめる。足下の雪の間から覗のぞく草花が枯れて、虫が息絶える。小さな生物の死し骸がいはさらに灰になっていく。シザリオスの傍かたわらにウフクスの歩みが続く。


    「生き物が生きているだけでウザキモ臭い」


    　緑の女の歩みとともに、大地の命が死滅していく。


    「ならば、あれほど大きい生物は最悪最大の不快感をもたらす。殺すしかあるまい」


    　緑の唇には邪悪な笑みがあった。シザリオスの太い唇にも笑みがあった。


    「我らはモルディーン猊げい下かの翼よく将しよう。戦略と戦術、道理を超えてあたりまえの存在だ！」


    　軍隊が硬直する雪原で、二人の翼将だけが悠ゆう然ぜんと進んでいく。二人の全身に強大な咒じゆ力りよくが満ちる。降ってくる粉雪や、雪原の冷ややかさを圧していく。


    　見下ろすゾアイデスの八十八の眼が明滅した。眼下に動く二つの点にすぎない人族から、尋常ではない咒力を感じた。


    　ゾアイデスは久しぶりの闘いの予感に奮いたつ。曇どん天てんに届くような巨体から歓喜の電磁波を放つ。


    　それだけで北方軍の、戦車や装甲車の電子機器が火花を噴いて使用不可能となった。電磁波咒式で調査していた百ひやく眼がん士しが口から泡を吹いて倒れる。空を飛んでいた飛ひ竜りゆうが方向感覚を失って落下していく。


    〈古き巨人エノルム〉の帝と二人の翼将、双方が戦闘態勢に入る圧力だけで雪原の大軍勢が混乱する。


    　雪原を行くシザリオスの歩みが速まる。鋼こう成せい系咒式の赤い装甲が全身を覆おおっていき、重力咒式で砲弾となって動いていた。ウフクスの体は、足下で撥はねる緑の波は濤とうが運んでいる。


    　ゾアイデスが全身に咒式を紡つむぐ。


    　互いの間合いに入る寸前。


    「無む益えきな闘いをするな」


    　雪の間を響きわたる声で、双方の動きが止まる。


    　大巨人と赤の嵐と緑の波の間に、人影があった。


    　七振りの魔ま杖じよう刀とうを背負った、鎧よろい武む者しやの後ろ姿だった。広げた両手が翼将たちの進路を塞ふさいでいた。


    　シザリオスとウフクスが停止する。急停止による重力の反転で岩盤が陥かん没ぼつする。細さい菌きんの波が草花を死滅させつつ広がっていく。


    「オキツグ殿、なぜ止める」


    　シザリオスが武人の後ろ姿に問いかける。


    「今回はヨーカーンも死力を尽くし、三分も出張できる。この場はそれがしに一任してくれぬか？」


    「三分？　三分だと？」


    　ウフクスが疑問の声をあげる。オキツグがどれだけ強かろうと、ゾアイデスを三分でどうにかできるわけがない。


    「三分でどうにかできるというなら、お手並みを拝見しよう！」


    　シザリオスが下がる。ウフクスも様子を見ることにした。


    　翼将筆頭であるサナダ・オキツグは、ただ前を見上げていた。視線の先には、戦闘態勢に入ったゾアイデスがそびえていた。


    　背中の光輪には巨大な咒じゆ式しきが紡つむがれている。陽光に等しく、触れる雪を消失させていた。


    　空に届こうとする巨体の頂点にある八十八の眼は、眼下にいつの間にか現れたオキツグを眺めていた。大巨人の傍かたわらの教会の屋根にいるザムザ・ザも、オキツグの出現にどうしていいか判断できなかった。雪原の全軍、翼将、〈古き巨人エノルム〉たちは硬直していた。


    　全員の注目を集めたオキツグが動く。


    　東方の武人の腰の左には、二振りの魔ま杖じよう刀とうが揺れる。長い鞘さやの〈鬼おに丸まる國くに綱つな〉は、柄つかに玖きゆうという銘が刻まれている。短い〈骨ほね喰ばみ國くに吉よし〉には拾じゆうと刻まれていた。右腰には漆しちと刻まれた〈三み日か月づき宗むね近ちか〉の緩く湾曲した鞘があった。背中の四振りの魔杖刀も、それぞれ鞘の内部で鳴いて、自みずからを使えと叫んでいた。


    　東方の武人は膝ひざを曲げ、そして雪原に腰を下ろす。東方でいう、胡座あぐらとなっていた。


    「この闘いはまったくの無意味だ」


    　オキツグは通る声を放った。雪原や軍列の上、丘の上のザムザ・ザ、天空に位置するゾアイデスにまで届く声だった。


    　ゾアイデスは眼の群れを眼下の人物に向けていた。洞穴のような口が開く。


    「この闘いが無意味とは、いかな理由であろう？」


    　大気が震えた。ゾアイデスが口を使って大気を振動させ、音声言語を使ったのだ。


    「さすがに怨帝と呼ばれるだけはある。知ち恵え者しやであられる貴殿となら話もできよう」


    　座したままのオキツグが膝を手で打った。


    「どういうことだ？」


    　武人の背後ではシザリオスが首を捻ひねっている。ウフクスは苦い顔をしている。


    「〈古き巨人〉で、しかも千二百年も眠っていた存在が、現代の人族の言語を知るわけがない。今までの数十語の会話から、現在の人族の言語体系を推測、瞬時に構築したのだ。〈古き巨人〉でも怨帝と呼ばれるほどの存在だから可能な、超演算能力ということだ」


    　ウフクスの解説に、シザリオスはうなずく。


    「小学校に行っておられないと聞いたが、ウフクス卿きようの洞どう察さつ力りよくは凄すごいな！」


    「知識だけはあるかもしれぬが、おまえがバカすぎるだけだ」


    　翼将の会話も知らず、ザムザ・ザが教会の屋根から身を乗りだす。


    「耳を貸してはなりませぬ。ゾアイデス大君と、大君のお力で巨神の方々が復活すれば、人属との決戦を制することが可能です！」


    　腕を振るって〈古き巨人〉が叫ぶ。オキツグの通る声は、ザムザ・ザにとって不吉な予感がしたのだ。


    　しかしオキツグもゾアイデスも、ザムザ・ザを無視していた。無音の雪が、両者の上に降り積もっていく。


    　お互いに相手しか存在していない。オキツグは戦場を貫く声で続ける。


    「ゾアイデス殿、貴殿ほどの知ち恵え者しやがなぜわざわざ勝ち目がない闘いを起こす？　汝なんじら〈古き巨人エ　ノ　ル　ム〉には、もっと勝ち目がある賭かけがあろう？」


    　ゾアイデスは山のように無言。巨大な肩や背、頭に雪が降っていく。


    　オキツグの言葉は戦場を吹きわたる。


    「〈古き巨人〉の帝や巨神族が蘇よみがえって、人類諸国家と大陸を賭けた大戦争をする。どちらが勝つかは知らないが、双方ともに無事ではすまないだろう」


    　その場にいる全員の脳裏に、映像が浮かぶ。


    　復活した〈古き巨人〉の帝であるゾアイデスとさらに上位の〈巨神〉たち、それらに率いられた巨人たちと人類の闘い。


    　最終的には、おそらく圧倒的に数に勝る人類が勝つ。


    　だが、人類国家のいくつかは壊滅的な被害を受けるだろう。


    　全員の脳裏に浮かんだのは、最終戦争が終わったあとで灰かい燼じんに帰きした焦しよう土どの光景だった。


    「貴殿ら〈古き巨人〉は、我ら炭たん素そ基き生せい物ぶつとは違う。金属の体で、数万年を生きると聞く」


    　オキツグの黒い瞳は、ゾアイデスを見据えていた。


    「では、千二百年を眠った貴殿がもう一眠りして次に起きたときに、また次に起きたときに、我ら人類が竜族や禍まがつ式しきどもを退け、さらにはこの地上の支配者である確率は、どれくらいだと見積もっておられる？」


    　ゾアイデスの沈黙。雪原に展開する全軍も沈黙していた。


    　オキツグは、神にも近い存在に交渉を持ちかけていた。さらに大巨人を試していた。


    　契約宗教における、神との対話のような光景だった。


    　ゾアイデスの八十八の瞳が、激しく明滅している。


    　その場の全員が理解していた。ゾアイデスの脳が量りよう子し演えん算ざんを開始していたのだ。人類の大陸の、そしてこの星の未来を。


    「大君、人属の戯たわ言ごとに耳を貸してはなりませぬ！」


    　教会の屋根から、ザムザ・ザが制止の声をあげる。だが大巨人は答えない。


    　八十八の緑色の眼に宿る光の明滅が止まる。眼の群れは穏やかな色になっていた。天空でゾアイデスの口が開く。


    「我の意志を受け継ぐとする〈怨帝の十三の嫡ちやく子したち〉よ」


    　雷鳴のような声が響く。衝撃波となって雪原を打つ。ザムザ・ザも耐える。


    「汝なんじらの考えは我ら〈古き巨人〉の考えではない。汝らの思し慮りよは、すでに人属に近い」


    　ゾアイデスの大だい音おん声じようが示す真意に、ザムザ・ザは返答できなかった。エリダナの闘いでどこか自覚していたことだった。


    「音波で話し、たかが数十年や数百年の思慮で争うなど、寿命が短く脆もろい体の人属の思考だ。大地と等しく永遠に近い時間を生きる我ら〈古き巨人〉は、そのような考えに馴な染じまない」


    　ゾアイデスの八十八の赤眼は、オキツグを見下ろしていた。


    「この人属の意見のほうが我の考えに近い」


    　座したオキツグは、両手を広げて大巨人に賛意を示す。


    　雪の大地を摑つかんでいたゾアイデスの両手が離れる。巨大な掌てのひらから、岩がん塊かいや土砂が落下していく。塔のような腕が戻され、山のような巨体が後退していく。


    　闇の大穴へ、朱色の門の奥へ。


    「ゾアイデス大君、まさかそんな」


    　ザムザ・ザの仮面のような顔に、絶望の色が浮かぶ。ゾアイデスは、〈古き巨人エノルム〉たちの想像すら超えていた。


    「大君は我らを見捨てるのですか！」


    「そうではない」


    　重々しい声とともに、ゾアイデスの手が伸びる。巨体に似合わぬ雷の速度だった。


    　気づいたときには、巨大な五指がザムザ・ザを摑つかんでいた。巨体のザムザ・ザが玩具のようにも見えた。〈古き巨人〉が悲鳴をあげる。


    　手は闇へと引きこまれていく。ザムザ・ザは闇へ押しこめられた。悲鳴はやがて絶えた。


    「我が子らよ。今はただ我とともに眠れ」


    　ゾアイデスの八十八の眼には、深い大地のような慈愛の色があった。


    　穴を形成する咒じゆ式しきが崩ほう壊かいしていく。大巨人は悠ゆう然ぜんと後退していく。大地についた手が離れ、土砂が落ちていく。


    「人属の戦士よ、今は汝なんじの智恵に従って引こう」


    　後退していくゾアイデスの声が戦場に響く。


    「それがしは平和主義でね。引いてくれればありがたい」


    　オキツグは右手を掲げる。そして背中に背負った魔ま杖じよう刀とうの柄つかを軽く叩く。


    「刃を抜かなければ、それが双方のために一番だ」


    　空気の振動。低音と電磁気が、嵐のように雪原の大気に吹き荒れた。


    　それは去っていく大巨人の唇から放たれていた。


    　ゾアイデスが笑っていたのだ。


    「おもしろし。汝のような人属となら、この星の長い歴史でも最高最大の闘いができたかもしれぬな」


    「それはそれがしの子孫、もしくは受け継がれていく技や志とやってくれ」


    　オキツグは困ったような顔をしていた。


    「おそらく数千年も経てば、まったく違った技や志になっているか、絶えているだろう。それでも我ら人類の子孫だ」


    　ゾアイデスの雷鳴のような笑声が響く。声が止まる。


    「ひとつだけ忠告しておこう」


    　八十八の眼に怪しい光が宿る。


    「人属と戦うことを、我ら〈古き巨人〉たちは恐れぬ」


    　殷いん々いんと響く声。オキツグは傾聴していた。


    「我は楽をしたいが、我の他の百十七帝、さらには十八柱の巨神の方々のお考えは窺うかがい知れぬ。とくに他の若き〈古き巨人エノルム〉は汝なんじら人属を敵と見なすだろう」


    　ゾアイデスの八十八の眼、未来を演算する叡えい智ちの瞳がすべて閉じられる。


    「されど、近い将来、大陸とこの星には運命の時が訪れる。恐ろしい運命の時だ。我はその運命の時の重荷を、汝らに預けてしまうだけだ」


    　予言の声だった。全軍が、オキツグが、シザリオスがウフクスが、意味を捉えきれずにただ聞いていた。


    　巨大質量の後退が再開される。そしてゾアイデスの顔が穴の向こうに去った。穴の縁を摑つかんでいた両手も闇に去っていく。


    　朱色の門の間、虹色の輝きのなかに巨体が去っていく。咒じゆ式しきの穴が急速に収縮していく。


    　直径三〇〇メルトルもの大穴が、ついに閉じた。


    　超ちよう定てい理り系咒式による異常現象は、跡形もなく消えた。巨大質量の消失で、周囲の気圧が変化。突風が吹く。


    　風が絶えた。平野では四千人の軍隊が事態を理解できずに停止していた。前方には、静かに雪が降り、崩れた丘の町があるだけだった。


    　シザリオスとウフクスは座るオキツグを見ていた。翼よく将しよう筆頭は雪原から立ち上がる。


    「よし、終わり」


    　軽く言った。だがしかし、ただ強いだけ、軍事指揮能力に長たけただけでは、戦争は避けられなかった。


    　剣も咒式も使わず、オキツグはゾアイデスを引かせた。人族と〈古き巨人エノルム〉族との闘いを、言葉のみで避けたのだ。数千年から数万年という視点から、言語の闘いを制したのだ。


    　理解できたウフクスは唇を嚙かみしめる。内心ではこの男を殺したくてたまらなかった。ヨーカーンやアザルリといった翼将の誰かが殺す前に、この大陸でも最高の生物を殺してみたかったのだ。


    　だが、今はそのときではない。


    　他の翼将の思惑の視線を受けても、オキツグは気にしない。顎あご髭ひげを右手が撫でる。


    　口くち許もとでは梅の枝が揺れていた。


    「しかし怖いねえ」


    　目線は南方を眺めていた。


    「ゾアイデス帝が引いたということは、超演算で数千年か数万年後には、我ら人類が滅亡している確率が高いと踏まれたのだ」


    　雪の冠をいただいた山々の向こうには、大陸中央部が広がる。


    　シザリオスとウフクスも、オキツグの視線に倣ならう。


    「そして運命の時が近い、か」


    　オキツグの唇には、不敵な笑みが刻まれていた。


    「モルディーン猊げい下か。あなたはどう考えておられますかな」


    　侍の目と問いは遙はるかな先、皇おう都とに向けられていた。


    　彼方を見つめるオキツグの体は、光とともに消えた。


    　また熾し烈れつを極める北方戦線へと引きもどされていったのだ。


    



    



    　歌劇場では最終幕が続いていく。


    　英雄として、フリーデアスは埋まい葬そうされていく。


    　青ざめた死体を、黒い覆ふく面めんの男たちが運ぶ。


    　葬そう列れつとなる人々が集っていた。


    　噂うわさを囁ささやく宮廷官かん吏りたち。


    　粛しゆく然ぜんとした顔をする妻のコーザイア。死者の親友であるキュネロペスが寄り添って慰める。


    　フリーデアスは、かつて彼が殺したダラッジオの墓の隣に埋葬されていく。


    　妻と親友は嘆きの歌を紡つむぐ。


    　墓穴に棺ひつぎが納められ、土が被かぶせられる。


    　四階の席で、モルディーンは破滅の光景を眺めていた。


    「エリダナでは、たった一人の女性の銃弾がすべてを決めた」


    　唇は独白を紡ぐ。


    「世界はおもしろい。時に一発の銃弾が、一人の愛が、剣の一振りが、ただの一言が歴史を変える」


    　舞台を見下ろす黒い瞳には、もはや笑みはなかった。


    　策さく謀ぼう家かは、かつて自分が行った一手を思い出していたのかもしれない。


    「だが、結末が出たなら、終幕は必ず降りる」


    　舞台の上では、急報の使者が葬儀に飛びこんでくる。


    　二人の英雄を相次いで失った国に、異民族が攻めよせてきたのだ。


    



    



    　ビルとビルの間の路地。


    　裏手の煉れん瓦が壁へきに、ペディオンが左手をつく。


    　青い眼には憤ふん怒ぬがあった。


    「おのれ、まさかたかが剣の速さが、私の計画を危うくするとは」


    　ペディオンの髪は冷や汗で額に貼りついていた。次元転移咒じゆ式しきはすでに組みあげ、意識の閃ひらめきと同じ速さで展開するだけだった。


    　つまり、あのギギナという剣士はペディオンの思考より早く剣を振ったのだ。実際に起こったことだが、それでも信じられない。


    　ただの剣が自分の緻ち密みつな計算と絶対的な逃走を阻害するとは、想像もしていなかった。


    　壁に手をついて、ペディオンは路地を前へ前へ進んでいく。壁には血の跡が続く。中指からの出血が、壁に描かれていった。


    　ペディオンが壁に背を預けて、左手を掲げる。本物の人差し指の〈歓喜の指輪〉と、薬指の〈慟どう哭こくの指輪〉は無事だったが、中指に嵌はめていた〈悲嘆の指輪〉が消えていた。


    　左手の先、ビルの谷底の終点にはエリダナの街が見えた。


    「歓喜と慟哭の指輪だけでは、この程度の距離しか飛べないのか。まだエリダナすら出られないとは」


    　ペディオンは血と指輪とともに、左手を握りしめる。


    「二つだけでは商品価値は半減、いや十分の一にもならない」


    　次元転移の眩暈めまいから回復し、再び路地を進む。


    「それでも取引はできる。レメディウス方程式の基礎とアーギネイオン学派の解かい析せきだけでも、また資金と技術をそろえて数年かければ完成に結びつけられる。私の身の安全を確保できるくらいには、神聖イージェス教国が欲しがるはず。すでに何か国かには渡りをつけている」


    　ビルとビルの間から、ペディオンが通りに出る。紺色の背広を着た男として、ペディオンは途端に人波に紛まぎれる。人間やランドック人、アルリアン人やノルグム人。人類諸族の流れに混じって、もはや見分けがつかない。特徴のない顔と表情は、諜ちよう報ほう員いんとして最大の強みだった。


    　ペディオンは街角を歩む。雑ざつ踏とうにまぎれて進み、交差点で立ち止まる。前には慌あわただしく車が行き交っていく。


    　男の唇には皮肉な笑みがあった。策士の笑みだった。頭脳が全開で動いて、思考とともに独り言が漏もれる。


    「次がある。次の次の手が私にはある。そして私を切り捨てにかかったバッハルバ大光国と大陸の国家を嚙かみあわせてやる」


    　ペディオンの独り言が止まる。


    　自らの左、真横に人影が立っていた。横目で確認する。地味な黒の背広姿だったが、隻せき眼がんだった。刃の輝きを持つ左目がペディオンを見据えていた。


    「エリダナでは世話になった」


    　隻眼、翼よく将しようのイェスパー、暗殺の専門家だと分かった瞬間、ペディオンは後退。しかし、イェスパーの右足がペディオンの左足を踏んで動きを止める。


    　懐ふところに隠れていた魔ま杖じよう短たん剣けんの居合い抜きの刃が走る。短く太い刃の切っ先が伸びていく。刃は針になり、針は分子の細さになる。ペディオンの胸に極ごく微びの切っ先が着弾。背広とシャツの布地を貫き、心臓に達する。極微の切っ先が心臓を包む右冠かん状じよう動どう脈みやくを傷つけ、戻される。


    　目にもとまらぬ早はや業わざだった。


    　ペディオンの心臓が拡張して血流が減少。次に拡張して血流が増大。傷つけられた冠かん状じよう動どう脈みやくが破裂。


    　激痛にペディオンが右手で胸を押さえ、左手が前に伸ばされる。イェスパーが支えて、倒れることを許さない。


    　前まえ屈かがみとなったペディオンの眼前で、アスファルトに波は紋もん。手が伸びて、ペディオンの左手に嵌はまる歓喜と慟どう哭こくの指輪を抜きとる。


    　薄れる意識を堪こらえてペディオンが手を伸ばすが、指輪を奪った手はアスファルトに沈む。男の手は虚しく空中を摑つかむだけ。


    「ど、して私、ここに、分かっ……？」


    　ペディオンは蚊かの鳴くような声を出すのが精一杯だった。


    「猊げい下かからおまえへの、ありがたい言葉を伝えておこう」


    　ペディオンにだけ聞こえるように、イェスパーがつぶやいた。激痛と真っ赤に染まっていく視界でペディオンは声も出ない。


    「猊下によれば『大勝負に次はない。常に一回だけだ』だそうだ。まさに次に活いかす機会がない言葉であることが残念だな」


    　信号が青に変わった。イェスパーは平然とした表情で、人波の先頭を歩いていく。


    　横断歩道の前で立ちつくすペディオンを、後ろの人間たちが邪魔そうに避けて進んでいく。胸を両手で押さえ、苦痛の表情を浮かべている男が、気味悪かったのだろう。


    　数秒経って、ペディオンの体が車道に倒れた。受け身もなにもなく、アスファルトに頭から倒れる。


    　周囲の人間が驚き、避けていく。親切な青年が心配し、倒れたペディオンに屈みこむ。


    　青い眼にすでに光はなく、ペディオンは絶命していた。二十二年にわたり、大陸諸国家の裏で暗躍してきた稀き代だいの諜ちよう報ほう員いんは、エリダナの街角で冠かん状じよう動どう脈みやく破裂による急性心しん筋きん梗こう塞そくに見せかけて暗殺された。


    　横断歩道をわたりきったイェスパーの背後で、街角が騒然となっていた。「救急車を呼べ」と叫ぶものと、非日常を楽しむために囲む見物人がいるだけだった。


    　イェスパーは道を進み、路地に入る。ビルとビルの谷底の間に人影が待っていた。


    　ビルの裏面の壁に、ベルドリトが背を預けていた。ベルドリトの腕や肩は包帯や治療用の咒じゆ符ふに包まれていた。


    　兄の帰還を見つけ、ベルドリトの顔に朗らかな笑みがあった。


    「ピョピョっと終わった？」


    　イェスパーは無言でうなずき、壁に立てかけてあった魔ま杖じよう剣けんを手に取る。


    「片づけよう」


    　兄の言葉に、ベルドリトは手を胸の前に掲げた。掌てのひらに載る二つの指輪を見せ、次に空中へ投げる。


    　イェスパーの魔杖剣が一いつ閃せんし、鞘さやに戻る。


    　指輪ごと宝石が縦に二つに割れる。次に横に割れて四つに。さらに左右斜めに交差し、八つとなった破片が床に落ちて、転がる。破片は側そつ溝こうに落ちた。エリダナの複雑な下水道に瞬時に流されていった。


    「今度は完全に成功した」


    　イェスパーがつぶやく。エリダナにおける〈古き巨人エノルム〉との闘いは凄すさまじいものだった。


    　ペディオンの暗殺はともかく、正体と居場所を探すことにはおそろしく手間がかかった。自分たちが受けた負傷の数々も、応急手当てをしたが、完治したわけでもない。


    　ベルドリトが微ほほ笑えむ。


    「皇おう都とに帰る？」


    「ああ。次の任務が待っている。この事件の後始末で、また我らの力が猊げい下かに必要とされるだろう」


    　イェスパーはうなずく。ベルドリトが腰に差したままで咒じゆ式しきを発動する。指輪を奪いとったときに使った量りよう子し透とう過かが発動。背を預けたビルの壁面に波は紋もんが浮かぶ。


    　微笑むベルドリトの細い体が、背中から壁に沈んでいく。イェスパーも歩み、右足を壁に沈みこませる。


    　量子透過の途中で、足が止まる。イェスパーは背後を振りかえる。


    　ビルとビルの峡谷の間から、エリダナの街と青い空が見えた。前回とは違い、自らの任務を完全に果たせた。


    　だが、まだ心に引っかかることがある。剣士としての心残りだ。


    「兄貴、遅い～」


    　ビルの壁面からベルドリトが顔と肩を出す。眼には問いかけの色があった。


    「なにかエリダナでやり残したことでもあるわけ？　僕が知らない間に、女の子と恋に落ちていたり？」


    　前に向きなおったイェスパーは、手を伸ばしてベルドリトの肩を摑つかむ。


    「なに、決着はいずれつければいいと思っただけだ」


    　機き剣けん士しの顔には晴れやかな笑みがあった。


    　イェスパーの手が、問いかけようとするベルドリトを壁に押しこめる。自らも壁のなかへと続く。


    　途中で止まり、唇がつぶやく。


    「大勝負は、決戦の時はまだ来ていない。だがいずれ必ず来る」


    　壁には波紋が浮かび、消えた。後には滑らかなビルの壁面があるだけだった。


    　救急車が鳴らす警報が、遠く響いていた。


    



    



    　青一色の葬儀を示していた舞台は、異民族の侵入によって緋色に塗り替えられていた。


    　赤い鎧よろいを着た騎馬兵の役者たちが駆けていく。


    　剽ひよう悍かんな騎馬兵たちは、無む慈じ悲ひに槍を振るう。


    　血と炎を現す赤い布を翻ひるがえす役者たちの群れが、舞台を赤く染める。


    　コーザイアもキュネロペスも、王も官かん吏りも、市民も槍の穂先を胸に受けていく。


    　人も王国も、すべては炎のなかに沈んでいく。


    　弔とむらいの歌が響く。歴史は繰りかえす。何度でも、何度でも。我らが人類であるかぎり。


    　滅びの歌とともに、赤い幕が下りていく。同時に観客たちの万ばん雷らいの拍手が歌劇場に響く。


    　三階の貴き賓ひん席せきで、モルディーンは酒杯を軽く掲げる。


    　枢すう機き卿けい長ちようの椅い子すの背後で、キュラソーが耳に手を当てる。何度かうなずき、モルディーンの耳に唇を寄せる。


    「第八旅団からの連絡です」主君の観劇の余よ韻いんをなるべく邪魔しないために、囁ささやくように続ける。「北方でゾアイデスは復活しましたが、オキツグ殿、シザリオス殿、ウフクス殿の協力で、帰還していったようです」


    　キュラソーの声には喜びと安あん堵どが滲にじんでいた。


    　報告を聞いたモルディーンは舞台を眺めていた。眼には報告に対する感情は浮かんでいなかった。予想の範囲といった横顔だった。


    　モルディーンの傍かたわらでは、椅子に座るヨーカーンが額に指を当てていた。


    「大賢者の転移咒じゆ式しきで、双子も任務を完了したようだ。技術流出も最小限に留められた」


    　ヨーカーンは頭痛を堪こらえているようだった。大賢者でも苦痛の表情を浮かべるのだと、キュラソーは驚いていた。だが、まったく心配しなかった。


    「これほどの超咒式の連発は、あのとき以来だ。汝なんじの頼みとはいえ、もうしないぞ？」


    　大賢者の嘆きに、モルディーンは肩を竦すくめた。


    「枢機卿長としては、そういう怖い事態が来ないことを神に祈るだけだ」


    　大賢者は苦笑するしかなかった。


    　和なごやかな光景に、キュラソーが深い安堵の息を吐く。


    「これですべては解決したようですね」


    　部下の慨がい嘆たんにも、モルディーンの眼は舞台に向けられたままだった。手だけが、傍かたわらにある酒杯に伸びる。


    「ダリオネート老人はピエゾに完全に勝利した。ピエゾ連邦共和国は経済破は綻たんに近い状態になっている。ピエゾの対応策もすべて無力だった」


    　モルディーンは杯に口をつけて、離す。


    「これで大陸通貨基金が融資を行う条件、ペンクラート独立を認めることが突きつけられる。もちろん大陸最大最強国家であるラペトデス七都市同盟の意向が、大きく反映されるだろうね」


    　そこでキュラソーが真剣な顔になる。モルディーンが話を切って待っている。キュラソーは体内通信で情報部からの報告を受けていた。顔を上げる。


    「ピエゾ連邦共和国で政変が起こりました」


    　モルディーンは酒杯を回して、続きをうながした。


    「グイナムス大統領は、苦く渋じゆうの決断を下してペンクラート独立を黙認しました。国民の支持を失って与党議会が解散され、連合与党になるようです。どうやら野党主導の連合与党が担ぎだした、ウラール新大統領体制となる目算が高いようです」


    　キュラソーが報告する。枢機卿長の手は机に酒杯を下ろす。


    「ウラール君は私のリューネルグ大学院時代の上級生で、親ツェベルン皇国派でもある。知識人で話も通じやすい」


    　酒杯の横にあるキュラソーの顔色に気づいた。


    「キュラソー君は素直に事態の推移を喜べないようだね？」


    「あまりにも都合が良すぎますので」


    　キュラソーの切れ長の眼には、警戒の光があった。


    「モルディーン猊げい下か、最初からあなたはこうなることを見越していたのではありませんか？」


    　女忍者の声は慎重な響きを帯びていた。


    「事態はバッハルバに操られるピエゾ強硬派と現政権を破壊した。ですが、ただ経済を破は綻たんさせ強硬派の現政権を交代させても意味がない。事後に七都市同盟にピエゾという要よう衝しようでの主導権を握られないように、自らに都合のいい人物を大統領に据える必要があります。そして次期大統領であるウラール下院議長は、ピエゾ滞在時に猊下が接触をしていました」


    　キュラソーは言葉を選び、論理の隘あい路ろを進んでいく。


    「ペディオンは自分から動かない影として動きました。ですが猊下は逆に、待つことにされた。バッハルバ大光国とピエゾと〈古き巨人エノルム〉は猛毒ですが、皇国と大陸の安定にとっては役立つ薬となる一瞬がありました」


    　キュラソーは推測を連ねていく。


    「その時間を狙いすまして、まさに一撃で刈りとったのではないでしょうか？」


    　秘書官の結論。モルディーンはヨーカーンに眼を向ける。


    　頭痛に苦しみながらも、大賢者は薄く笑っていた。モルディーンの口くち許もとも綻ほころぶ。自らが予想した以上に、キュラソーは踏みこんでいた。


    「考えすぎだよ」


    　モルディーンは手を伸ばす。再び酒杯を掲げる。赤い液体が終幕した劇場の照明を透かしていた。


    「私はなにもしていない」


    　眼下の舞台の幕は下りきり、人々の拍手が続いていた。


    「なにもしていない、ということをしていたのだけどね」


    　モルディーンは自分に向けてつぶやいた。


    「あとは、同盟の老人たちやバッハルバ大光国のあの厄やつ介かいな光帝がどう動くか、だ」


    　そして酒杯を煽あおった。


    



    



    　暗い部屋のなかで、一点だけ淡い光が降りそそいでいる。光のなかで、人影が椅い子すに座る。


    　ダリオネートは掌てのひらで金属の立方体を弄もてあそぶ。暗い眼は掌てのひらで回転する金属の立方体を眺めている。


    　薄闇のなかに足音が響く。ダリオネートは目を上げる。


    「そろそろ現れるころだと思っていたよ」


    　闇のなかで、足音が止まる。


    「上層部が命じ、おまえがペディオンの策に乗り、立案と実行をした今回のピエゾ経済攻略作戦は、上々の結果となった」


    　老人の声が暗い伽が藍らんに響く。


    「互いに互いを利用する双頭の蛇のような作戦は、なかなかおもしろかった」


    　声が続く。


    「上層部、ラペトデス七都市同盟の百人議会の方々も、だいたいにおいて満足している。今回の作戦は、同盟の利益に大きく貢こう献けんした。個人で国家に挑んだペディオンは敗れたが、我ら国家安全保障局の特殊作戦部は上々の結果を出せた」


    　座るダリオネートの前で、老人の声が続く。


    「おまえは優秀だった。この二十三年間にわたって市場の法則に忠実に従い、国家や百人議会が表だってできない裏の経済作戦をこなしてきた。おまえの作戦は、七都市同盟の国益に大いに貢献してきた」


    　影の前で、ダリオネートは椅い子すに座っている。


    「だが、それはここまでだ」


    　ダリオネートを照らす光のなかに、人影の足が踏みいれられる。後退した額から白髪が後方に流れている。人にん参じんのような鼻が垂れ下がり、唇は薄く笑っている。


    　座るダリオネートの前に立つのは、鏡に映したようなダリオネートの似姿だった。


    「よくできているだろう？」


    　立っているダリオネートが両手を広げ、自らを示してみせる。特徴的な容よう貌ぼうといい、服装といい、座っているダリオネートと同じ存在にしか見えない。声まで似ていた。


    　一卵性双生児でも、ここまで似ることはないというほどの相似形だった。


    「普通の整形では、声せい紋もんや耳の位置や形で判別できるが、咒じゆ式しきで骨格から改造されれば、見分けがつかない。実の親であっても、分かるまい。ただし、遺伝子や咒じゆ力りよく診断をされれば、分かってしまうだろう」


    　立っているダリオネートが続ける。


    「と言っても、ダリオネートは狷けん介かいで人嫌いな人格であるため、そのような診断など受けない。同盟が経済攻撃をするためだけに設定した人工人格はそうなっている」


    　立つダリオネートが座るダリオネートを見据える。


    「おまえも知っているように、本当のダリオネート・ブラカイマは、六十四年前にすでに死んでいる。両親も親戚も友人も妻もおらず、寂しく報われず孤独で、誰にも興味を持たれず必要とされない人生を早くに閉じた。七都市同盟が手足として使うための人工人格として、その後の人生を作りあげるために都合がいい人間だった」


    　老人の目には笑みがあった。


    　立っているダリオネートは、座っているダリオネートを覗のぞきこむ。


    　嘲ちよう弄ろうの目が、老人を見下ろす。


    「すべての国家がそうであるように、七都市同盟は敵対国家に経済攻撃を仕掛け、国益を出したい。しかし、国家としては許されない経済攻撃を、民間の自由な経済活動のすえのものだと見せかけるために、五十五年前から代々のダリオネート・ブラカイマがいるだけのことだ」


    　ダリオネートが続け、ダリオネートが耳を傾ける。


    「君主制度という原始的な体制とは違う民主主義にも、少し問題があってね。民主主義を民主主義的な方法で廃はい絶ぜつしようという手続きが出れば、止められない」


    　声が続く。


    「つまり国家という制度を維持するには、制度の外から制度の維持を行う脱法的な組織が必要なのだよ。そのために代々のダリオネート・ブラカイマが必要とされた」


    　立っているダリオネートは左手を掲げていく。


    「おまえが七代目で」指は座るダリオネートで示し、次に自らの胸に向ける。「私で八代目だ」


    　左手に続く老人の右手には魔ま杖じよう剣けんが握られていた。切っ先は座るダリオネートの額に向けられていた。


    「おまえは、少しやりすぎた。ピエゾ連邦共和国を狙うことは同盟の決定事項であった。だが、新聞記者に話したダリオネートの話は、過去のおまえ自身の話が混じっていて、整合性がとれない。おまえは任務に私情を混ぜてきたのだ。以前からおまえの優秀さと一方での従順さに危き惧ぐを抱いていた国家安全保障局は、ついに役の交代を決断した」


    　魔杖剣の切っ先には〈矛槍射ベリン〉の咒じゆ式しきが紡つむがれていた。


    「おまえはここで死ね」


    　座るダリオネートは、咒式を平然と見ている。ようやく口を開く。


    「私は二十三年もこのダリオネートという人工人格を演じてきた」


    　椅い子すに座るダリオネートの右の掌てのひらで、金属の立方体が回されていく。


    「ダリオネート・ブラカイマを演じてきた初代は自殺し、二代目は事故死。三代目は病死し、四代目はまた自殺。五代目もまた事故死し、六代目は行ゆく方え不明。歴代のダリオネートは任務の圧力に耐えきれなくなって自殺し、また同盟の、国家安全保障局の意に添わなくなってくると事故死や病死として処理される。ダリオネートの代を変えることなど簡単だからな」


    　淡々と事実だけを告げていく老人の声だった。


    「だから、私自身の死期が近いことも分かっていた。二十三年前に五十三歳だった私は、人生に絶望していたため、この任務を受けた。今でもまだ七十代のはずだが、この外見と同じように内面も百歳の老人となっている」


    　ダリオネートの声が薄闇に響く。


    「最後くらい、七都市同盟や黒幕どものためでなく、自分の人生を語り、妻子のためにやってみたかっただけだ。今なら少しだけペディオンの考えも分かるよ」


    　静かに息を吐く。


    「どちらにしろ、このダリオネートという人工人格はあまりに長く生きすぎて、百歳という高齢が不自然になってきた。私が処分されても、あと五年ほどで廃はい棄きされるだろう。おまえでなくても、ダリオネートという存在を殺すための人材が捜されているだろう」


    　ダリオネートの自己分析が、膝の上に落ちた。


    「八代目のおまえも私と同じように、数年も待たずに処分される」


    　椅い子すに座る七代目は、自分の後任である八代目を眺める。死者を眺めるような、暗く冷たい目だった。そして一抹の哀れみの成分があった。


    「次はまた寂しく孤独で世界に必要とされない若い人間を捜し、殺し、ダリオネートとは別の投資機関の責任者を作るだけだ。ダリオネートの埋まい葬そうと新しい人形を作る準備は、もう始まっているだろう」


    　リゼリアに言われたように、ダリオネートは後任者に告げた。八代目のダリオネートの顔に動どう揺ようの波は紋もんが生まれ、消えた。


    「私はそうはならない。本当のダリオネートと同じように、おまえも寂しく報われず孤独で、誰にも興味を持たれず必要とされなかった。だから、扱いやすい七代目として据えられた。私は軍人としてこの任務に志願した。志こころざしが違う」


    「死ぬ人間はいつもそう言う」


    　七代目のダリオネートは、笑顔となった。


    「なにも変わらない。すでに大義のための戦争は終わった。残るのは経済利益のための戦争だ。同盟や百人委員会も経済利益を求めて、おまえの愛国心や使命感を計量化しているだけだ。不要になれば簡単に始末するよ」


    　萎しなびた鼻を震わせて、口は半月となる。


    「私はなりたくないものになっただろう？　おまえも同じだよ」


    　心から愉快そうな笑顔だった。自分ごと世界の法則を笑う、死者の笑みだった。


    　八代目のダリオネートの魔ま杖じよう剣けんから鋼はがねの槍が放たれて、七代目のダリオネートの額と喉のどを貫通する。着弾の衝撃で、七代目のダリオネートは椅子ごと倒れた。


    　額と喉に槍が突き立ったダリオネートの後頭部から、血と脳のう漿しようが床に広がっていく。掌てのひらから、金属の立方体が転がり、割れた。断面からは、古びた銅貨が転がった。


    　死者の目は天井を見上げていた。半球状の天井と、星空が広がっていた。


    　倒れた自分の似姿を、男が見下ろす。


    　目には不安があった。


    　先代ダリオネートの言葉が、次代のダリオネートの胸に黒い不安を刻んでいたのだ。


    



    



    　ルルガナ内海の南東部に位置するバッハルバ大光国の首都、バルムウングには光が満ちていた。


    　夜であろうと、煌こう々こうとした人工の灯が街を照らす。一面のガラスで構成されたビルに、光が映る。歩道の両端にある光の帯が、足下から照らす。


    　バルムウングの中央に位置するのは、水晶の結晶が並ぶような華か麗れいなバッハルバ宮殿だった。


    　廊ろう下かや部屋の天井の照明だけでなく、壁や床も薄く発光している。隅から隅まで、白い光が溢あふれる宮殿だった。


    　大陸に名高い光の宮殿の最深奥にある謁えつ見けんの間にも、光が溢れていた。


    　天井からは水晶の結晶のような照明が下がり、白い光を降りそそがせていた。白い大理石の柱も、また光を受けて白さを際立たせていた。


    　謁見の間に敷かれた鮮血のような絨じゆう毯たんには、背広の男が跪ひざまずいている。右腕を胸の前に回し、最敬礼をとっていた。


    「ただ今戻りました。状態の推移と結果は、先行して送った文書のとおりです」


    　知覚仮面ネーメンマスケに覆おおわれた顔は、床の絨毯を見たまま上げられない。


    「三つの指輪と複製はそれぞれペディオンと〈古き巨人エノルム〉が所有しており、手出しはできませんでした」男は報告を続ける。「しかし、一連の製作記録は研究部に提出しておきましたので、いずれは復元が可能です。お確かめくださいませ」


    　報告しつつも、キュリオは顔を上げることができなかった。


    　キュリオの前には、赤い絨毯が続く。七段の階段にも絨毯が続き、最上段には玉ぎよく座ざが設しつらえられていた。玉座は光と白さが溢れた宮殿のなかで、異質さを放つ鈍にび色いろをしていた。


    　剣や斧おのや槍などが鋳いつぶされて、玉座にされていたのだ。玉座の大きさも威い容ようで、通常の二倍の横幅を持っていた。


    　巨大な玉座には、似合いの巨大な影が座っていた。


    「ご苦労であった。これで大光国にさらなる光が訪れるであろう」


    「光は我らを救うであろう」


    　通る声が謁見の間に二重に響き、キュリオはさらに頭を下げる。答えることなどできない。威光という以上に、光帝が恐ろしいのだ。


    「さすがに不死身のバッハルバ諜ちよう報ほう局員だ。よくぞあの任務から生きて返った」


    「それは前のキュリオだ。右足に両腕、頭を切り落とされたなら、さすがに人は死ぬ。そこにいるのは、引き継いだ次のキュリオだ」


    　同じ声が、問いと答えを発する。


    「リュカオンにヨリギリスにヒンメンクライに前のキュリオと、キュリオの一族を使いすぎだ」


    　二つの声が重なって笑う。キュリオは頭を下げたままだった。


    「ペディオンはよく働いてくれた。〈古き巨人〉とピエゾの間で、奮闘してくれた。即興の演技もできる、重ちよう宝ほうな男だったな」


    「しかし、結果を出したあとは処分しなければならなかった。あれは知りすぎた」


    「だからこそ皇国が片づけてくれた。モルディーンはああ見えて手堅い一面があるからな」


    　二重の声が響く。


    「ハリベスは楽しかったかい？」


    　刃の玉座の右の肘掛けに右肘をついて、手の甲で顎あごを支えている男がつぶやいた。


    「事態と結果はバハリベが予想したとおりだ」


    　左の肘ひじ掛かけを摑つかむ男が、答える。二人の男が、並んで玉ぎよく座ざに座していた。


    　右の男には左腕と左足がない。左の男には右手と右足がない。それも当然だった。二人の男の手足がない側の胴体が連結されていた。


    　大国であるバッハルバ大光国、一〇八代バハリベス光帝は、連結双生児であった。


    　右側がバハリベ光帝。左側がハリベス光帝。併あわせてバハリベス光帝と号する。


    　双生児であるため、二人はともに白金色の巻き毛と青い瞳を持っていた。大理石の肌に、鋭角の鼻筋。優美な線で描かれた輪りん郭かく。老境に達しているはずだが、咒じゆ式しきで老化が止められて凄すさまじい美び貌ぼうの双子だった。


    　美貌の双子が異様な連結をされた姿は、異世界の美を示していた。


    　連結双生児を帝とするのが、バッハルバの伝統である。一組で二代ずつ代を重ねていき、初代から数えて五十四組目が、当代の一〇八代バハリベス光帝だった。


    　それこそ他国に双頭帝と呼ばれる、異様な制度と姿をした帝だった。なぜ必ず連結双生児がバッハルバ帝室に産まれるのか、理由はよく分かっていない。龍の咒式だとも、禍まがつ式しきの祝福だとも、巨神の血を引くからだとも言われている。


    　光に溢あふれ、清浄な白で埋めつくされた宮殿で、バハリベス帝の異様さだけが反していた。


    　ハリベス光帝が右にある自らの相似形の顔へ視線を向ける。バハリベ光帝は、左からの視線を見ることなく刃の王座に頰ほお杖づえをついていた。


    「此こ度たびの計画で、我らの望みは叶えられた」


    　右のバハリベ光帝が微ほほ笑えむ。


    「〈古き巨人エノルム〉が勝てば、皇国と同盟の関係が壊れる。しかしダリオネートの力でピエゾは破は綻たんする。ゾアイデスが呼びだされても、翼将によって阻止される。〈古き巨人〉が敗れても、ピエゾは破綻する」


    　左のハリベス光帝が後を続ける。


    「そして、破綻したピエゾは、北の要所と地下資源で分割される。七都市同盟がペンクラートを、皇国がピエゾを、そして我らバッハルバ大光国がポリレイ系の人民と領土に強い影響力を与える結果となった」


    「レメディウス方程式の図面と、一部とはいえ指輪の組成式が残ったことで、バッハルバが皇国の咒式技術に後おくれをとることもあるまい。上出来だ」


    　体が連結した双頭帝は、同じような笑みを浮かべる。


    「なにより、最大の目的である北方における皇国とモルディーンの軍事的な反応速度と、翼将三人の力が計測できたことは良い結果だ」


    「とくにオキツグを引きだせたことは大きい。〈古き巨人〉たちは手頃な相手だった」


    「さすがに警戒して刃を抜いてはくれなかった。あの男と大賢者だけは食えぬ」


    「なにしろ、大陸最強の咒式士を斬った東方の剣士に、大賢者だ」


    「モルディーンの最大の手て駒ごまである以上に、あの〈宙ちゆう界かいの瞳〉の真実を知るものたちだ」


    　バハリベ光帝とハリベス光帝が笑う。心から楽しそうに、刃の王座で笑う。


    　キュリオは頭を下げたままだった。顔には怯おびえの冷や汗が流れていた。


    　エリダナでの死闘も、北方での異変も、ピエゾの運命も、バハリベス光帝にとっては愉快なお遊ゆう戯ぎなのだ。


    　皇国のモルディーンにしても、光帝はたまたま盤面の向こう側に座った相手としか思っていない。


    　バッハルバ大光国は近代国家であり、立りつ憲けん君くん主しゆ制度であるため、光帝自身も法に従う。


    　だが、光帝が国家の元首なのかと言われれば、それを踏み越えているように思える。


    　キュリオは、だからこそ光帝を恐れつつも仕える。


    　延々と五十四組、一〇八代もの双頭の帝を連ねてきたバッハルバ大光国は、当代のバハリベス光帝の御み世よにおいて、大きく変化するだろう。


    　段上の玉ぎよく座ざの上で、異い形ぎようの帝が四つの眼を輝かせていた。


    「いずれ〈宙ちゆう界かいの瞳〉を巡って彼らと我らで激突するときが来るだろう」


    　バハリベ帝が右手を掲げる。中指に指輪が収まっていた。黄色の輝きを放っていた。


    「運命の時は、そう遠くあるまい」


    　ハリベス帝が指輪を眺める。


    「この大陸とこの星を賭けて、さて誰が運命の覇者、踏破者となるのか」


    　二人で一人の光帝が、薄く笑う。


    　小さな笑声は二重奏となって、宮廷に響く。

  


  
    終章　遠く近い傷跡


    



    　　　　無む慈じ悲ひな傷跡が私とあなたの街角に横たわっている。


    　　　　だからといって、あなたの哀しみが癒いやされるわけでもない。


    　　　　あなたの哀しみは、どこまでもあなた自身にしか属さない。属せない。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「断絶する王と女王たち」皇こう暦れき四九一年

    


    



    　路上に停車した車に座って、窓から通りの先にあるビルを眺めている。


    　助手席のギギナは、滑らかな頰や腕を見せていてすでに傷ひとつない。前ぜん衛えいの快復力は超人的ということすら愚かしい。


    　助手席のギギナが欠伸あくびをした。すでに次の激闘を求めているのだろう。


    「現れないな」


    　欠伸の最後とともに、ギギナが告げた。俺は椅い子すに体を預ける。


    「賞金首の待ち伏せは、気長にやるしかない」


    　答えた俺も、実は飽きてきている。四時間も同じ場所で同じ姿勢だ。


    　ギギナと監視を交代するまで一時間といっても、隣にいるかぎりやることはない。座席に転がる新聞紙に眼を落とす。


    　物理法則が変化しないように、先ほど見たときから、記事は変わっていない。エリュシオン紙の一面には、ピエゾ連邦共和国の経済的困こん窮きゆうからの政変と、ペンクラート問題の終結が書かれていた。戦争回避がなっただけに国際記事だ。


    　モルディーン枢すう機き卿けい長ちようとウラール新大統領が握手をしている写真があった。


    　翼よく将しようを動かしたということは陰で暗躍したはずだが、モルディーンの自然に見える笑顔には恐れ入る。


    　ギギナも横目で新聞の記事を追う。


    「独立するペンクラートには同盟が影響力を及ぼし、ピエゾには皇国が関与する、という形が二大強国の落としどころだったのだろう」


    「同盟と皇国は表面で仲良くしながら、裏では暗闘を繰りひろげて、互いに牽けん制せいしている。バッハルバなど他の国も同じで、いつものことだ」


    　ギギナが鼻先で笑う。


    　捲めくったエリダナの地方欄らんには、造船所での戦いの跡地の写真があった。構図から言って、アーゼルの写真だ。


    「エリュシオン紙の記事によると、エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんと〈古き巨人エノルム〉が投資家のダリオネートを狙ったが、市内の攻こう性せい咒じゆ式しき士しに殲せん滅めつさせられた、だそうだ」


    　俺が告げると、ギギナが苦笑していた。俺は息を吐く。


    「アーゼルの善意か、ダリオネートか同盟の外圧か、俺たちのことは触れられていないな」


    「話しても誰も信じない。これもいつものことだ」


    　ギギナが薄く笑う。


    「さらに続くアーゼルの記事は、外国勢力の暗躍の可能性を示し唆さしていて鋭い。だが、新生したピエゾと協調路線を進む皇国と七都市同盟が、全力で痕跡を隠すだろうな」


    　アーゼルにはいろいろと迷惑をかけたのに、助けてもらっている。全力で謝罪しておかなければならない。ホートンの店のポロック揚げくらいで済めばいいが、まぁ無理だろう。


    　あとは経済の好転と、反比例して失業者率は七％で横ばい。そして天気予報だ。今日もエリダナは暑いらしい。


    　俺は新聞を背後の席へ放り投げる。ギギナは以前と同じように、退屈そうな眼でアパートを見張っていた。


    「ゲヒンナム・ムとゾレイゾ・ゾを倒したことで、四億の賞金が入る」


    　俺は少し気楽だ。


    「借金を返しても、事務所は黒字すぎる。折せつ半ぱんしても宝くじの一等なみの賞金だ。なにに使うかな」


    「トールダムの七十七椅い子すが買えるほどの額だな」


    「はいはい、勝手に買ってくれ。今回だけは許すよ」


    　携帯が鳴る。番号は市役所のサザーラン課長からだった。


    「いよいよおでましか」と俺は含み笑いをしつつ出る。


    「ソレルにアシュレイ・ブフか」


    「はいはい、サザーラン課長。愛しい四億は振りこんでくれましたか？」


    「ああ、あの賞金はおまえたちが壊した橋の修しゆう繕ぜん金きんとして、全額徴ちよう収しゆうした」


    「は？」


    　衝撃から立ちなおる。そういえば、ダリオネートを救うときにギギナが橋を斬った。


    「いや、橋の修しゆう繕ぜん代金はダリオネート氏に支払ってもらうと……」


    「では、ダリオネート氏が支払ってくれるまでは、こちらで使っておく」


    「いやそれは」


    　すでにダリオネートの携帯はつながらない。また、申しん請せいしても受けてはもらえないだろう。


    「〈異い貌ぼうのものども〉による人的損失や経済損失と、攻こう性せい咒じゆ式しき士しが壊す街の経済損失は、どちらがまともか分かったものではない。いや、同じものなのだろうな」


    　サザーランは真ま面じ目めな声で言った。たしかに、俺にしても分からなくなるときがある。


    「そういえば、橋の修繕代金からすると、少し残金が出る」サザーランの声が明るくなる。「私は優しいから、残金を振りこんでおく。ありがたく受けとっておけ」


    　電話が切れる。携帯で確認すると、たしかに入金されていた。俺の全身から力が抜ける。


    「七三五イェン、って二人ぶんの昼食代にもならないだろうが」


    「学生の時給だな」


    　ギギナが鼻先で笑う。俺は力が抜けるどころか、魂が漏もれて砂になりそうだった。四億を超える金が入ると思っていて、七三五イェンになれば、誰もが俺のようになるだろう。


    　経済的衝撃というのは大きい。手や足の先が冷たくなり、霧になっていく感じだ。まだ、手に入る前で実感がないからこの程度だが、四億の現金を見てから奪われれば、宣告だけで俺は死ぬと思う。ビルの代金を請求されないだけ、よしとするしかない。


    　ルコルジ・ジの賞金で事務所の財政が少しまともになったが、黒字になることはないらしい。七三五イェンが、俺たちの死闘に対する代価らしい。


    「次に行けばいい」


    　ギギナの応答は素そっ気けなかった。ギギナにとっては、闘いがそのまま最大の報ほう酬しゆうだった。後部座席のヒルルカが目に入った。


    「そういえば椅子だか娘だかとの問題は解決したのか？」


    「説得は続いているが、反抗期に入ったようで困っている」


    　ギギナは深く考えていた。俺としては、賞金首の監視に戻るしかない。


    　脱力したまま、眼を道路に向ける。エリダナは平穏を取りもどしていた。


    　車は車道を行き交う。歩道には人間に、ランドック人にアルリアン人、ノルグム人やヤニャ人が歩いている。


    　人々の顔には、以前のような治安に対する不安が拭ぬぐいとられていた。


    　以前に戻った人の流れの先に、人影があった。失業者らしき男が、台の上で声を張りあげていた。耳を澄ませると、雑ざつ踏とうに搔かき消されそうな叫びの内容が分かる。


    「エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんは、外国勢力に踊らされた紛まがい物だった！」


    　男は声を嗄からして叫んでいた。


    「しかし、哀れな犠牲者であることは変わらない。我らこそ真の愛国者であり労働者の味方である。人々よ、ともに立ち上がろう！」


    　男は必死だった。


    　ほとんどの人々はエリダナ憂国騎士団に懲こりて、耳を貸さない。


    　それでも何人かは足を止めて耳を傾けている。


    　俺には彼らを愚かだと責められない。嵐のような事件が終わっても、エリダナと人々の問題はなにも解決していない。


    　労働層の生活はあいかわらずで、短期労働や派は遣けん労働など無保険で不安を抱えて働いている。


    　経済成長率が好転しても、一方で失業率が七％を突破している。自殺者は減りもしない。経済的内戦状態とも言える。世界が繁はん栄えいを続けるなかで、取りのこされた人々がいるのだ。


    　本当に苦しい人々は、誰でもいいから助けを求めるしかないのだ。


    　さらに辛つらいのは、助けを求めることを悪いことだと思わされ、孤立してしまっているものたちだろう。孤立した人々はまた個々に食い物にされていく。


    　貴い志こころざしで集った集団でも、途中で変質してしまう。利用されてしまうこともある。レメディウスは、かつて先進国が後進国を食い物にしていると言った。


    　だが、先進国の人々も常に不安を抱えている。さらに強いものに食い物にされている。世界のどこでもこの構図は変わらない。ダリオネートの言葉は、一面で正しいのだ。


    「バッハルバに操られたピエゾが戦争を人工的に起こそうとして破は綻たんした。そして、人々の間には変わらぬ火種が燻くすぶっている、か」


    　独り言が口を衝ついてでた。車内に言葉が漂い、消えた。


    「だろうな」


    　助手席のギギナが気のない返事をした。屠と竜りゆう刀とうを抱えた相棒の目は、前を向いていた。


    「大河の流れは絶えない。だが水は前とは違う」


    「なんだそれ？　ドラッケン族のことわざか？」


    「ドラッケンの賢者、太古の哲学者、東方の賢者の三者がそろって言っていることだ」


    「それはありがたいことで」


    　俺は椅い子すに深く身を沈めた。


    　俺たちは生物として変わらず、物理法則も変化しない。


    　だが社会と世界は変化していく。そこが希望なのかもしれない。


    　賞金首は現れない。ダリオネートが言ったように、世界は人間にとって都合良く動かない。だからといって、神様に祈っているわけにもいかない。


    　深く傷ついたエリダナとピエゾと俺たちは、また進まなければならない。


    　そして、進むことの困難さは分かっていた。


    



    



    　予備校というか進学塾に出向く。


    　エリダナが沸ふつ騰とうしていたため休講されていた学校も、今日から再開している。夏休みに入って、夏期講習があるのだ。


    　準備のために、講師控え室に入る。俺の机の上に、手紙があった。


    　リゼリアからだった。文面は簡潔に『お世話になりました、エリダナから離れて、両親がいるグニルダ州に帰り、フリューが行けなかったエリウス大学に入りなおします』というものだった。


    　フリューの死や、〈古き巨人エノルム〉による陵りよう辱じよくと堕だ胎たい、母性の喪失。エリダナ憂ゆう国こく騎き士し団だんとその結末は、若い女性であるリゼリアに耐えられることではなかったのだ。


    　文面は簡潔だったが、長々と言えるほど整理できないのだろう。


    　リゼリアに、俺はなにも言えなかった。誰もが大団円となるようにはいかない。現実は苦く、また幕が下ろされたあとも続いていく。ただただ凡ぼん庸ようで平坦な毎日を繰りかえしていく。


    　俺が望むことは、フリューが果たせなかった平凡な願いをリゼリアには摑つかんでほしい。さらには、同じく、または別の苦難に遭あった人間に対し、寄りそい、寄りそいたいと思えるようになってほしいということだ。


    　それだけが、苦難や哀しみが、ただ苦難や哀しみでしかないという過か酷こくで容よう赦しやない現実に対する負け惜しみ、そして最後の抵抗手段だと思うからだ。


    　俺は手紙を閉じた。机の引き出しにおさめて、立ち上がる。


    　思いを振りはらって、講義室に向かう。


    



    



    　カスペルはエリダナの街を彷徨さまよっていた。空腹を抱え、中央駅前でなんとなく座っていた。


    　眼前の駅は、エリダナの外へ向かう人々や来訪する人々で混雑している。人々は忙しそうだった。カスペルだけが時間を持てあましていた。


    　カスペルにとって、最近のエリダナの事件は最初から最後まで無関係だった。〈古き巨人〉とエリダナ憂国騎士団と攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの戦いは、携帯からの報道で知った。


    　誰かが死ぬところを見物しにいったときには、すでに終結していた。制服の警察士たちが現場を封鎖しているだけだった。


    　ダリオネートはエリダナを去ったらしいが、料金未払いだった携帯がついに止められて、その後の続報は知らない。また別の投資機会を求めて、暗躍しているのだろう。もはやカスペルには関係ない。


    　カスペルは駅に向かう人の群れを見ていた。携帯が止められたが、そもそもかける相手がいない。そして、派遣会社と連絡がとれないため、仕事が入らない。今も借金の額だけが増えていく。


    　人の列は、自分とは関係ない世界のように見えた。


    　過ぎゆく人の列のなかに、見知った人物がいた。黒い髪、黒い瞳。カスペルの意識が覚かく醒せいしていく。


    　車輪付きの鞄かばんの把とつ手てを引いて進む、リゼリアだった。


    　女は哀しい過去を背負い、なお前に進んでいた。カスペルは立ち上がる。運動不足で力が入らない足で走る。駅の構内で転ぶ。しかし、必死に立ち上がる。


    　人々に失笑されながら、構内を走る。いつも被かぶっていた黒い帽子が落ちる。拾うことなどせず、走る。人と目を合わせないために目ま深ぶかに被っていた帽子など、もはや必要ないのだ。


    　構内を息せき切って走り、カスペルはリゼリアの後ろ姿に追いつく。


    「リゼリアっ！」


    　声で女が振りかえる。憔しよう悴すいしていたが、美しかった。なにより、黒い瞳には希望の色があった。フリューの死と失意を抱えつつ、前に進もうとする力強い瞳だった。


    　立ち止まったカスペルは荒い息を吐く。


    「リゼリア、エリダナを去るんだね？」


    　相手は戸惑いつつもうなずく。カスペルは勇気を振りしぼる。絶望から一歩を踏みださねばならない。


    「ずっと言えなかったけど、俺にはもう失うものがない。君がエリダナを去る前に、言っておきたいんだ。俺は、俺は……」乱れる呼吸を整える。「ずっと前から君が好きだった」


    　リゼリアは立っていた。


    「失礼ですが」黒い瞳に疑問の色が浮かぶ。「どなた、でしょうか？」


    　リゼリアは本気でカスペルのことが分からないようだった。カスペルは泣きだしそうな顔で、自分を指で示す。


    「俺だよ、俺。高等学院と予備校で同じ学級だった……」


    「列車の時間がありますので、失礼します」


    　不審者を避ける態度で、リゼリアは改札に向かう。硬直していたカスペルは急いで追う。改札を抜けようとすると、停止板に止められた。


    「俺だよ、カスペルだよ！」


    　停止板越しに、リゼリアに呼びかける。


    　リゼリアは一度も振りかえらず、発着場へ向かっていく。絶望の果ての希望を抱いて進む。列車に乗り降りする人々に混じり、消えていった。


    　合図の鐘が鳴る。即座に列車が発車しだす。


    　カスペルは、改札口から走りだす列車を眺めていた。リゼリアを乗せて、列車は未来へと走りだした。


    　カスペルはどこにも行けない。どこにもいたことがなかった。


    　どうしてこうなったのか、カスペルには分からない。賢く立ち回ってきたはずなのに、自分の今の状況は最悪で最低だった。


    「今の俺は、誰にも必要とされない」人々が行き来する改札口で、カスペルがつぶやく。「いるけど、いない存在だ」


    　改札口を塞ふさぐカスペルを、人々が不審な目で見て、即座に興味をなくす。カスペルが立つ以外の改札口を抜けていく。


    「俺たちは必要としているよ」


    　カスペルの左右に男が立っていた。カスペルが驚くと、左右から腕を絡められる。


    「ずっと捜していたよ。借りた金は返さないとな」


    　右に立つ背広の男が笑う。左の長身の男は退屈そうだった。驚きで口を開閉させていたカスペルは、ようやく言葉にする。


    「返します、仕事をして返しますから！」


    「計算しても、おまえの収入や資産ではもはや利息にもならない。それよりおまえの体と適合する出資者がいてね」


    　背広の男が笑う。長身の男が淡々と告げる。


    「角かく膜まくに骨こつ髄ずい、肝臓に腎じん臓ぞうに膵すい臓ぞう、肺に心臓、まぁ二百万イェンにはなるだろう」


    　カスペルの顔に驚きよう愕がく。停止していた脳が、ようやく自分が解体されて内臓を取られようとしていることに気づく。


    　声を出して助けを求めようとした瞬間、右の男が冷静に〈安ゼ痺ツ眠キ〉の咒じゆ式しきを発動。フェンサイクリジン系の解離性麻酔薬であるケタミンが作用し、カスペルは朦もう朧ろうとした状態になる。


    　病人を運ぶように二人は「大丈夫か？」と演技をしつつカスペルを運ぶ。駅構内の周囲の人々は気にも留めない。


    　カスペルは駅から連れ去られていく。外に停めてあった車に、カスペルは荷物のように放りこまれる。長身の男の目が、後部座席に倒れるカスペルを見下ろす。


    「そういえば、こいつが生まれて初めて他人に必要とされた瞬間だな」


    「俺たちはこいつの魂を救ったのさ」


    　背広の男が笑う。


    「命が代金か。高いのか安いのか」


    「誰もが安い命さ」


    　長身の男がつぶやき、車の運転席に乗る。


    　背広の男が助手席に収まる。


    「患者と執しつ刀とう医いのツザンが待っている。遅れると俺たちが解かい剖ぼうされかねない」


    「そういえば、仲介人はツザンに渡す前に、九代目の候補になるかもしれないと言っていたな」


    　長身の男が考える。


    「死者にするために必要だと笑っていたが、どういう意味なんだろう？」


    「さあな。考えるのは別の人間の仕事だ」


    　背広の男が車を発進させていく。


    　二人と一人を乗せた車は、エリダナの雑ざつ踏とうに紛れていく。


    



    



    　講義室では、生徒たちが眠そうな顔を並べている。講義はなく、事務的に夏休みの日程の変更を伝えるだけで終わる。


    　終了とともに生徒たちは解放される。途端に室内は騒然となり、いつものように言葉が溢あふれる。遊びや今後の予定を話しあう言葉が飛び交う。


    　皇国系と同盟系の生徒は、表面だって争うことはなかった。表面化しないだけで、底には反目が残っているだろう。


    　だが今は表面化しないだけでよしとしよう。息を吐いて、講師控え室に向かう。


    　生徒の流れに混じって廊ろう下かを進む。テュラスと出会って、俺は流れのなかで立ち止まる。二人の間で奇妙な間があった。生徒たちは俺とテュラスの左右を流れていく。


    　長い間が過ぎさり、ようやく言葉を紡つむぐ。


    「大丈夫か？」


    　マヌケな問いかけだ。テュラスは腕を背中の後ろで組んで、爪先で廊下を突いている。


    「……フリューさんとリゼリアさんのことを思い出します」


    「そうか」


    　俺の唇からは、気が利いた返答は出ない。出たことなどない。番組や俺は軽けい薄はくな言葉を並べることはできても、人に寄り添う言葉はなかなか出ない。本当の苦難に対してはなにも言えないということから、誰もが眼を逸そらしているのだ。だから、存在しないものとしてしまう。


    「辛つらいです」


    　テュラスが動いた。俺の胸に額を当てる。伏せられた睫まつ毛げは震えていた。俺は拒否できなかった。


    　女の子は強い。強い演技ができる。それでも内心は深く傷ついている。人々の身近な人の死は、戦争は、失恋や友人との仲なか違たがいとは違うのだ。強いだけでは折れてしまう。


    　テュラスが自分を抱きしめてほしがっているのは分かる。理解した俺の手が伸びていく。華きや奢しやな体を抱きしめて、慰めてやりたい。そうすべきだとも分かっている。


    　俺の手は、テュラスの腰ではなく、肩を摑つかむ。


    「すべて俺が悪い。それでいい」


    　テュラスの眼には失望があった。


    　逃のがれるように、テュラスは俺から離れた。そして少女は去っていった。


    　廊下の人波に、寂しい背中が混じっていく。小さな背中を見ていると、廊下の生徒の流れでセイリーンが近寄っていった。何事か話しかけている。


    　テュラスの手を取って、セイリーンが歩きだす。テュラスは苦笑しながら連れられていく。


    　残念ながら、テュラスを支えることは、俺にはできない。


    　俺の手は二本だけで、一人の人間を抱きしめることしかできないのだ。


    　二本しかない俺の手が支えるべき女性は、一人だけだ。


    



    



    　夕日にそびえるジヴーニャの自宅マンションに向かう。


    　正面玄関の呼び鈴を鳴らしても返事がない。合い鍵かぎで自動扉を開けて、十階に向かう。ジヴの家の鍵を開ける。


    　廊ろう下かを進んでいく。俺の左手は懐ふところに入っていた。五指が小さな金属を握りこむ。


    　奥にある応接室からは、燦さん々さんと陽光が降りそそいでいた。ジヴーニャは台所に立っていた。手には火鍋を握っていた。


    「ジヴ？」


    「ああ、ガユス」


    　声とともに、ジヴが俺を見つけた。顔の部品が操作され、微ほほ笑えみを構成していく。今気づいたような表情が再構成された。


    　疲労の翳かげりがあるのは、警察に長く拘こう束そくされたからだけではない。


    「元気か？　昨夜からすれば少し顔色が良くなったが」


    「大丈夫よ。ガユスが朝までずっと横にいてくれたから」


    　声は少し嗄かれていた。


    「まだ少し落ちこんでいるけど元気。今はちょうど料理をしていたところよ」目線で手元を示してみせる。「ほら、いつもガユスに作らせているだけだと悪いからね」


    　手の火鍋には、切った野菜が入れられていた。俺の問いとともに、鍋が火台に下ろされる。


    　鍋の下で、火はつけられていない。野菜を切って、鍋に入れて火をつけるという手順はありえない。


    　やはりジヴはずっと囚とらわれているのだろう。嵐のような数日間のことを考えていたに決まっている。俺は彼女の内心を気遣い、台所に足を踏み入れていく。


    　右手を伸ばして、彼女の腰の後ろに回す。ジヴは俺の腕のなかで気丈な演技を続けている。


    　どう話を切りだしたらいいか、分からない。


    〈古き巨人エノルム〉の襲撃。ピエゾと〈ベヘリガ〉、ギャリー伯はく爵しやくの哀しい裏切り。ダリオネートの空虚さ。数多くの悲劇と死がエリダナと、ジヴに吹き荒れた。


    　そしてウォルロットとの愛と死。


    　今のジヴの哀しみに寄りそう言葉は、どこにも見つからない。だが、なにかを言わねばならない。頭脳が言葉を探す。舌が焦る。


    「えと、そのあれだ。復職した会社はどう？」


    　臆病だった俺は、核心から外れた言葉を吐くしかなかった。


    「会社？」


    　ジヴが見上げる。瞳にあった哀しみが、必死に隠される。


    「ああ、私の会社は事情を鑑かんがみてくれて、復職できた。明日から出社。遅れたぶんを取りもどすために、これから忙しくなる。困っちゃうね」


    　朗ほがらかなジヴの声だった。


    　それゆえに俺は胸が痛い。俺に心配させまいと、ジヴーニャは明るく振るまっているのだ。


    　人間の心は場面転換とともに変わるわけではない。


    　哀しみは人に深く長く傷を残す。


    　だけど俺に見せるわけにもいかないのだろう。


    「そうそう、会社からお見舞金も出た。ほらあそこに」


    　ジヴの目線は、台所を抜けて応接室に向かう。俺もジヴの視線を追う。部屋には観葉植物に模型の戦車。そして中央にある机の上には、封筒が置かれていた。


    　通貨素子ではなく、マズカリー王時代のような紙し幣へいだろう。封筒の厚さからいって、十数万円イェンといったところだろう。


    「エリダナを救ったことで会社に宣伝効果があった、ということなんでしょうね」


    　ジヴの手が俺の裾すそを摑つかんでいた。


    「私がウォルロットを殺した代価、ということかな？」


    　裾すそを握る手に力が入る。自じ嘲ちようめいた笑みだった。いつも明るいジヴーニャの寂しい笑みが、俺の胸を抉えぐった。


    　危険だ。ジヴの心には大きな穴が穿うがたれている。亀き裂れつが入った心は、砕ける寸前だ。


    　ジヴの笑みが崩れる。泣き顔になる前に、俺は手を伸ばした。ジヴーニャの肩を抱きよせる。ジヴの細い肩が震えていた。


    　ジヴの右手が自らの胸の中央を摑む。心臓の痛みに耐えるためだ。目を閉じて唇を嚙かみしめ、彼女は後悔に耐えている。


    「違う。君は俺を救うためにやった。ウォルロットは自殺した。それだけだ」


    　分かっている。下した選択ゆえにジヴは傷ついている。


    　選択によってウォルロットは死に、俺は生きている。優しさのために残ざん酷こくな命の選択をし、ジヴは深く傷ついている。


    　どちらを殺し、どちらを救うのか。そんな残酷な二択しかあの場にはなかった。


    　ピエゾのために悪鬼となったギャリーのように。人々を踏みつぶし、かつて自分が憎んだ存在になったダリオネートのように。生き残るためにすべてを利用したペディオンのように。


    　なにかを選ぶことは、他のなにかを切り捨てることだった。


    　自分が選ばれたからといって、単純に喜ぶことなどできない。選ばれなければ、俺が撃たれていた可能性もあるのだ。フリューのように、グレッツェンのように、さらには世界のように。


    　ジヴは無言で震えていた。


    　俺とウォルロットの差はなにか、と問われても分からない。


    　過ごした時間か絆きずなの深さか、愛の深さか、それとも憎悪ゆえか。答えはジヴの心のなかにしかない。ジヴ自身も触れることができないだろう。他者が永遠に聞いてはならない問いだった。


    　ジヴは涙を堪こらえていた。ウォルロットを殺した自分がまた泣くことだけは許されないと、平和を、愛を選んだ自分を哀れんではいけないのだと思っているのだろう。


    　哀れみを抑えるジヴの肩を抱きながら、俺は歯を食いしばっていた。


    　握っていた左手のなかで、指輪の宝石が痛みを与える。


    　今は、この指輪をジヴに渡すことはできない。絶対にできなかった。


    　目線は台所の先、封筒を見つめる。


    　ウォルロット。俺はおまえを憎む。おまえの勇者としての気け高だかさを憎む。


    　おまえはジヴを愛し、彼女に愛された。気高く強い勇者としての自分を取りもどし、祖国のために戦った。


    　ジヴの銃弾によって脳が破壊されても、ウォルロットは数秒だけ動けた。


    　そう、ウォルロットは数秒あれば完全に勝つことができた。


    　俺を殺し、ダリオネートと計画を葬ほうむることができた。自らの命と引き替えに、ピエゾという国を救えないまでも、延命することはできた。


    　だが、目前の勝利を手放して、ウォルロットは迷った。


    　そして勇者は、愛した男を殺すということで破砕されるであろうジヴの心を、最後の一線で救おうとしたのだ。自らの命と目前の勝利をすべて投げだして、ジヴが殺したのではなく、ウォルロット自身の死としたのだ。


    　だから、俺はウォルロットという男を、その気高さを許せない。


    　ジヴはもうウォルロットを忘れることができない。ウォルロットの自己犠牲は、ジヴにも分かっている。それゆえに、彼女が生きているかぎり、深い傷として心に残る。


    　ウォルロットの崇すう高こうな行為は、どこまでもジヴを救うための自死だったかもしれない。


    　だが、永遠にジヴの心に残るための自己犠牲だった可能性がある。ウォルロットは世界とジヴの心の一角を、永遠に手に入れた。だから俺は許さない。


    　深い傷を刻むことで愛する人の心に残ろうなど、してはならない。


    　たとえそれしか手段がなかったとしても。永遠の勝利だとしても。


    　分かっている。責めは俺自身に跳ねかえる。俺もジヴに辛つらい決断を強いてしまっていた。俺もウォルロットとなんら変わらない。


    　彼女のために、と言って攻こう性せい咒じゆ式しき士しという危険な仕事をし、最悪の事件に飛びこんでいる。


    　いつも、いつも。いつまでも。


    　さらに奥歯が軋きしむ。握りしめた手が痛む。


    「ウォルロット、おまえはこのようなことを、俺とジヴに問いかけたかったとでも言うのか」


    　答えは、永遠に返ってこない。


    　台所に二人で並んだまま、窓を、夕暮れに沈むエリダナの街を眺めた。


    　エリダナの街は、いつものように喧けん噪そうと凡ぼん庸ようさを見せている。


    　世界は、自分と無関係に過ぎていく背景ではない。いつでも俺たちに関係している。


    　俺にできるのは、ジヴを抱きしめることだけだった。


    　彼女が砕けてしまわないように。罪悪感の炎に灼やかれてしまわないように。


    　また俺自身がウォルロットの問いかけに砕かれないように。


    　ジヴーニャは俺を見上げた。緑の瞳は涙に濡れた輝きがあった。


    「思い出に、してはいけない。思い出などという綺き麗れいなものにしてはいけない」


    　緑の瞳には強い決心があった。


    「無む惨ざんに死んだ人々、哀しみを、思い出などという綺麗なものにしてはいけない。関わったものは覚えておかなければならない。あなたがそうしてきたように、私もウォルロットのことを忘れない。彼の優しさと残ざん酷こくさを忘れない」


    　ジヴの言葉は力強かった。


    「だけど振りまわされない。振りまわされるものですか」


    　俺を見つめるジヴが少し微ほほ笑えんだ。


    「胸が砕けそうなほど悲しい。だけど、私は少しだけ喜んでいる」


    「喜ぶ？」


    　俺には分からなかった。ジヴは右手を伸ばした。


    　指先は、俺の右手に嵌はまる〈宙ちゆう界かいの瞳〉、赤い宝玉の手前で戸惑う。そして触れた。


    「この哀しみと痛みがあなたの世界、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの、現実の世界なのでしょう？」


    　女の顔に、苦痛があった。


    　ジヴの右手が指輪から離され、俺の手、腕と触れつつ上がっていく。左手も同じように上がっていく。


    「あなたは私に近づこうとしてできず、私はあなたに近づくことすらできなかった」


    　指先が腕から離れ、俺の顔に向かう。震える指先は、俺の頰に触れる。


    「悲しくて辛つらいけど、だけどこれで少しだけ私はあなたに近づいた。そう信じたいの」


    　激しい感情のままにジヴは微笑んだ。俺はすべての感情をこめて微笑んだ。


    　深い痛みを二人で分けあうように。刻まれた痛みが二人を分かつように。


    　俺は手のなかで、ジヴの指に嵌はめるはずだった指輪を握りしめる。


    「大丈夫だ」


    　自分に言い聞かせるように告げた。


    「分からないけど大丈夫だ。二人でなら大丈夫だ」


    　長い一歩はいまだ続いている。


    　俺とジヴ、二人はずっと寄りそっていた。


    　触れあいながらも、二人の心は別の惑星にいるかのように遠かった。


    　そして心臓を共有しているかのように近かった。
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